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自立 経済の 国から 十 大政 綱 発表まで 


『金 日 成 伝』 第二 部 さらに 反響を 呼ぶ 

—— 市民 •学生 •主婦の なかで 絶讃 I 


昨年 四月に 刊行され た 『金 日 成 伝 k> 第一 部に ひきつづ 
き 九月に 第二 部が 刊行され る や 国内の 識者、 著名 人士の 
なかでは もちろん 一般 市民、 学生、 主婦の なかで 大きな 
反響が まきおこつ ている。 

ときを 同じく して ピョンヤン 放送 (日本語) でも 同書 
の 放送を 連統 していて 読者の なかには 感想文を 数多く 本 
社に 送つ てきて いる* 

愛知県 立 大学 外国語 学部 部長で ある 中 ¥■• 角 氏は、 日本 
帝国主義 統治の 暗たんた る時斯 に. 日本で 学んで いながら 
金 日 成 将軍を 敬慕し ていた 一 朝鮮人 学生と 知り あつたむ 


かしの ことを 回想し ながらこう 語つ ている。 

「私は 第二次世界大戦の とき 早稲 田 大学で 教鞭を とっ 
ていました が、 そのと き 李と いう ひとりの 学生が A 頭 〇]- 
に 行く といっ て 姿を消し たが、 いま 考えて みると 金 日 成 
将軍の もとには せ 参 じたので はない か、 と 思う。 金 日 成 
首相が その 当時 すでにす ぐれた 指導者で あった ことが こ 
の 「伝記 j を 読んで よく わかった。 j 
また 社会 活動家で ある 三 浦 氏' は 「きようの 朝鮮を‘ 知る 
には ぜひ この 本を 読まなければ ならない. •朝鮮で アメひ 
力が ふるえあがって いるのは、 民族の 太陽と うたわれで 


金 日成酋 相の你 火な * i.i 休 III 心 想と、 その 労作を たたえる 
世界 各国の 新 W1 雜誌 


いる 金 日 成 首相が いるから だとい うこと がよく わかった。 
私は •この 本を 活動の 鏡と していく つもり だ。.」 

宗教家の 平 山 照 次 氏は 「金 日 成 首相の 革命 活動と 不屈 
の閫争 精神、 高い 徳性は われわれ 一般の 人間の 想像を 超 
越して いる。 とくに 首相の 家庭が 代を ついで 愛国 的で あ〃 
り 革命的な 家庭であった ことは 深く 考えさせられる。 ま 
さに 首相 こそ 世界に その 例の ない 愛国者で ありす ぐれた 
指導者で ある •首相の 思想は 宗教の 精神に も あてはまる 
幅の ひろい 豊富な 思想で ある。」 と 讚辞を のべて いる。 

大学生の 河原 新 一氏は 「祖国と 人民に 対する、 金 日 成 
首^?の愛が如何に深いかを知った。 私は共産主義を信奉 
する ものでは な. いが 思想を 超越して 金 日 成 将軍の 人類愛 
に 深く 感動した。 今後 この 地球上で おこる 種々 の 問題を 
正しく 解決し 救う 人は このように 人間に 対する 深い 慈愛 
を もっ た 方で あろうと 思う。」. とのべて いる。 

また 教師の 桜 井 せつこ 氏は 読後の 感激を こう つづって 
いる。 

「多くの 資料を そろえながら のべられ ている この 「ほ 
記』 は 私に 大きな 感動を あたえた。 金 日 成 首相の 主 休 思 
想の 真髄が 何で あるかを よく 理解で きた。 とくに 私は 金 
U 成 首相が すぐれた 理論家で ある ばかりでなく もっとも 
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卓越 乙た 実践 家で ある ことに 深い 感銘を おぼえた。」 
そして 労働者で ある 清水 曼 氏は 「これから 私が 生きて 
ゆく うえで この 『伝記』 は 限りなく 私を 励まして くれる 
すばらしい 本と なる でしょ、 っ。」 と 語つ ている。 

地方 公務 ii である « 橋 正 夫 氏は こういって いる。 

「私は この 『伝記』 を d 息で 読みと おした。 そして 
金 日 成 首相の 人 IU1 的な 魅力の 完全な とりこと なった。 こ 
のょう な 方の 指 ^ を うけてい る 朝鮮人 民は ほんとうにし 
.あわせで ありうら やましい 限りで ある。」 

自動車の 運転手で ある 大山 一男 氏は 「暗たんと した 時 
代に 生まれながら 祖国の 光復 のために 自分の 全生涯を か 
けて たたかって こられ 勝利を おさめた 将軍の 閼争 歴史は 
読む ものの 涙を さそわずに はおかない ◊」 と 語り、 学生の 
岡 田淳 一氏 も 「偉大で あると いおうか、 太陽と 呼ぼう か、 
一言では とうてい いいつくせない ほどの すぐれた 方で あ 
る」 といつ ている。 

また 会社員で ある 竹 井 健 一氏は、 金 日 成 首相の 偉大な 
反帝 戦略 戦術に 感嘆して、 「首相 こそ 二十世紀の アジア 
が 生んだ 偉大な 革命家」 であると 絶讃しながら 「反帝 反 
米 戦線の 最先端で たたかう 朝鮮人 民の 力の 源泉を 目の前 
に みせつけられ たよう だ。」 と 語り、 金 日 成 首相の 卓越し 


た 指導力と 賢明 さに ついて ほめたたえ ている。 

また 学生の 山 本 光男 氏は 「私は この 『伝記』 を 読んで 
これほど 卓越した 指 禅 者が この 世界に 存在して いる こと 
に 驚嘆した。 まことに 金 日 成 首相は 幼い ときから こんに 
ちまで その 半生は 人民の ために 捧げ、 人民の 幸福、 全人 
類の 幸福の ためにた たかって こられた 天才 的な 指缚 者で 
ある。 金 日 成 首相は 一国の 指缚 者で ある ばかりでなく 全 
世界の 指導者で あると 思う ごと 感嘆して いる。 

このように、 こんにち 広 はんな 日本国民の なかから 尊敬 
と 信頼を うけてい る 偉大な 指導者 金 日 成 首相の 伝記 『金 
日 成 伝』 は 日 ましに 大きな 反響を まきおこして いる。 

Mls llllllli l llllmllmmlmll^ 

圓堂 々発売中 // ベスト セラ ー 圓 

一 金 日 成 伝* fs 円圓 

_  〈第 I 部〉  _ 
酬  生い立ちから 祖屆 凱旋まで  _ 
_  〈第 1部>  _ 
酬  民主 朝鮮 建設から 千里 馬大 進軍まで _ 

Hllll llllllilllllmllll 
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偉大な 指導者、 現代の 英雄 

金 日 成 首相を たたえる 

世界 各国 人民の 声 

•« 界の すべての 人び とが 知っている 
，主体の 旗 ひるがえす 朝鮮を/ 

屬界 $ すべての 人び とが ) i つめている 
千里 馬の 国 —— 朝鮮を/ 

ム土世 界の 人び とがた たえて いる 
体 大な 指 ^ 者 金 H 成 ^ 相を/ 

ハ ケニア 砂糖 栽培 労働者 同盟 総秘 ^ •ケニア AA W 
結委只 会 準備 委员 会衆 1 記 'U ゥ X •レ. オ ロン デ} 

ノ :.(? = 成/あなたは 赤い 太陽/ 

V ナイジェリア 山林 おょび タング ア 啟場 >{ 協会小处 
執行 理事会 普 記 ' K •ナイジェリア •例 鮮親再 I/ft ム •ム 

委貝饺 イジ X アイ H  •オモレ ジ H  } 

金：！： 成 沒 和は、 朝鮮人 民 ばか リで なく、 全世界の -t: 和 愛 
好 人民と 帝国主義に 反対す るすべ ての 人 ^ の ^ 敬と 愛を 


ぅける、 たぐいまれな 指導者で ある。 

(コンゴ ブ 政府 代表 RI RI -R モ メンク •カブ リ H ル 
•メダル) 

金 日 成 元 師 / あなたに 万 歲 を/ 

おお、 永遠なる 光明ょ 
平 命の 侓 4 <  な 太陽ょ 

(アンゴラ 全国 勤労者 同盟 総秘 » ル ブアル •パス 

カル) 

俅火な 領袖 I 企 日 成 前 相は、 近代の M 史に はじめて 迮  / 
場した もつ と も储 火な、 もつ とも 傑出した 人物で ある 0 <4 
(シリア •アラブ J!< 和 国政 府代表 ra Rl u パ h ズ， 

イスマイル ン 

C 

わ i l i > れの心 贼を とらえる 你火 な ^ 性、 人 Ivi 的な 品 件を 
もつ II 峰 …… . 

(キユ —バ •¥: 命 政府 IH! 僚 カルロス ♦ラ パ H ル， 口 
ドリ ゲ スン 

令：：：： 成 ^ 相は、 # 国 的な、 . ai 越した 指 ^ 者の ® 範 であり、 


企 世界 入 尺の 親善と 友好の 象徴で ある。 

(カン ビア •朝鮮 親 奔協会 委 H U H ム •ビィ •ジョ 
ンス) 

主体 思想の 偉大な 削 始各 / 

(：二大陳人代闭結機構執行讲記奴べネズェラ代农 

a ベルト •ロドリゲス ノ 

主体、 n ;k 、 n ;/: 、 ， JTi 術 および  rm lli. T ^ 恕は、 fl: 会 : k 在 
国 のなか. でも、 糾鮮 において だけ } i 出す ことので きる 出 心 
想で ある'' 

(カンボジア •俐 鮮親 ,4 仝： E 娄 U 会 代 炎 MM M キ、 

ム •ディ トメ 

真の lil; 紀の削 造 ^ 、 规代の 英雄，' 

(モ— リタ ニア W 会 代表 l-JI M il パ カラ •パリ： • 

世界に おいて、 /: だ： 人し かいない 你 人 な 指 ^ ^ である。 
(南 ベトナム K 族 解放 戦線 代表 E l-il u ホ •フ H ビ) 

金：：： 成 ll- fll は、 现代 {: ぉ いて またと ^ る ことので きない、 


もっとも *! •• 越した マルクス •レー ニン 主 a 思想家で あり、 
もっとも rc jl- な : 11*. ハ 麻 ill 莪者 である。 

(ラオス # tHI 戦 檝屮 央委只 会 副 委 I-i 技 シ トン •  n ム 
マダム； 

金 =成 11 :忐の 名は、 この 世で 永遠に 輝く であろう。 

(サン ブ ボルタ 勤 分 ^ 職業 同 脱 代表 p rfl 技. サント 

ウ H デ ヤムバ •ジョゼフ) 

:||: ハ ^ 生 衣 ^ 世界に おいて 永遠に 輝く、 また 一つの 星。 

(セイロン 新聞 『ネィ ショ ン j 紙 主筆 ビヤ ル •ゥ 
イク レ マシン ゲ) 

鼠 の 時代に おいて、 国際 革命の ^ ホ を 前進させる うえで 
!1 火な ; iir -v- をな している すぐれた 指 梅 者。 

(フランス 共産党政治局 委员 、フランス 労働 総 速 盟 
米—、 世界 労連 副— プノ？— ソと' 

レ— ニン なきあと . もつ とも 傑出した 人物と して、 •!»: 

界史 '<7) 上に 永遠に その 名を とどめる であろう。 

(日本 •哲学者 柳田搛 .十 郎) 


『金 日 成 伝』 英語版 も 刊行 さる 

- 世界 各国に 大きな 反！！！ - 

昨年 九月、 WI 鮮 « 主主義人说共和国削建 21 周苹を記念 
し、 東京、 未 米 社から 『金 H 成 伝』 英語版の 第： 部が 刊 
行され /: 。 


同書は 日本語 版と 同様、 刊行と 151-- 時に 内外 fc -K きな 反 
響 を まき 起こし、 またたくまに 初版を 売りつ くした が、 
海外からの 注文は ひきつづき 出版社に 殺到して いる。 

とくに、 同書の 広告が 『ニ ユ ー ョ ー ク 、タィムズ』、 
『ザ •タィムズ J などの 世界一 流 紙の 一 頁 全面を かざっ 
たことは 国際的な ビッグ •ニユ ース となり、 折から ひら 
かれて いた 国 速 総会と 関係 記漭団 の 3S 題を さらった。 

なお、 英語版 『金 日 成 伝 j の 第二 部、 笫三部 は 今春 刊 
行の 予定 だとい われて いる。 (P) 

『金 日 成 伝』 を 読んで 

叩  9  樂  rr 
相 S  _ 寸 良 

『金 日 成 伝』 第一 部を 大きな 感激を もって 読み終え た 
私は 笫二 部の 出る のを 鶴酋 していた 。第一. 部は 生い立ち 
から 抗日 武装_ 争を へて 解放され た 祖国に 凱旋した とこ 
ろで 終わって いた。 

「金 日 成 伝」， の 第二 巻は 第二次 大蠘 後の 朝鮮人 民 解放 
のとき がら 五〇 年代の 終わり 千里 馬 運動の 成功に いたる 
まで 十数 年間に おける 金 日成将 堪を 中心とした 朝鮮人 民 
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の 苦難に みちた たたかいの 記録で ある。 あとから あと か 
ら とかぎ か. りなく 展開され て やまない 感動 的な 場面の 連 
続に、 私は 何もかも 一切の 他事を わすれて 五 百べー ジに 
も およぶ この 大冊を わずか 二日の 間に 読み終わって しま 

った。 

レ— ニン なきあと、 社会主義 革命の ために 身を ささげ 
た 天才、 英雄、 偉人は その 数が 少ない とはいえない が、 
金 日 成 首相の 如きは、 まことに その 中に あって もっとも 
傑出した 人物と して 世界史の 上に 永遠に その 名を とどめ 
る もので あろ、 っ。 

歴史は 人民が つくる、 人民 大衆を はなれて 個人の 功績 
のみに よって 歴史の 推移を 考えよう とする のは 観念論で 
あるが、 そうで あるから といっ てす ぐれた 指導者の もつ 
意義を 無視したり 軽視した りする ことは 真の 史的唯物論 
の 立場に 立つ ものの 正しい 態度とは いえない。 それと と 
.もに また 金 日 成 首相の ような 偉大な 指導者を 生み出した 
•ものは 他なら ぬ 朝鮮人 民の 苦難の 歴史で あり、 朝鮮 民族 
である こと も わすれられて はならない。 まことに 金 日 成 
首相を 生み出した. 朝鮮 民族は 偉大なる 民族で あると いわ 
れ ねばならない。 

本書を 読む と 朝鮮民主主義人民共和国の 今日の す ばら 


しい 発展が いかにして 可能と なった か、 一兑 奇跡の よう 
にも 思われる 異常な 進歩が 決して 偶然な もので ない こと 
が 手に とる ようによ く 理解され る。 

金 日 成 首相は 十五 才の ころから すでに 人民 解放の 大業 
に 参加し 一日と して 安き 日 もな く 生死の 関頭に 立って た 
たかいながら その 間 いつのまにか マルクス •レ— ニン 主 
義の 理論を 誰よりも よく 身に つけ、 これを 朝鮮の 生きた 
歴史的 現実の 上に 具体化して 数々 の 実践を its して その 輿 
理性を 証明した。 この 知性の 高さは 全く 常人を 隔絶す る 
ものが あり、 一九 五〇年 の 朝鮮戦争に さいしても、 また 
戦後の 経済 建設の しごとに おいても、 あるいは 教条主義 
者 や 修正主義 者、 反 党 分裂 主義者、 スパィとの たたかい 
においても 3 1 々のば あいに おいて 眼光 するどく 事態の 
本質を 見ぬ き、 これに 処 する 正しい 道を 発見して 勝利を 
かくとくした。 まことに 将軍の 卓絶した 指導力を はなれ 
て 朝鮮の 革命の 大業の 成功を 考える ことは、 朝鮮人 民な 
らぬ 私たちと いえ ども 不可能と いう ほかは ない ので ある A 

しかし 將 軍の 偉大 さは 決して たんに そのす ぐれた 知性 
にの みある のでは ない。 これと 同時に 愛情の 人と しても 
常人のと、 ってい 及ぶべからざる ものが あった ことは 本書 
を 読む ものの 誰でも 深く 感ぜざる をえない ところで あろ 
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う。 おそらく 叫 r 万の 朝鮮人 民 中、 将诹 ほど 深く 祖国を 
愛し、 祖国の ために その 生酒の すべてを ささげよ うとし 
たものは 珍ら しいと いっても 決してい いすぎで はないで 
あろう。 しかも 将； ホの 愛は この 祖国の 人 R の： 人 一 人に 
.及んで 生きて はたらいて いた。 私は 朝鮮 民族 文化 運動の 
先駆者と なった ; S 村 婦人 李 桂 山にたい する 将 -K の 人 問 的 
な 愛情 (一六 五べ— ジ 以下) のと ころを 読んだ とき、 こ 
の 上 もない 感動に うたれて にじみ 出る 涙に ほほを うるお 
す ことを 抑える ことができな かった。 しかも このような 
事例は 本書に のべられた もの だけで も妞 かぎりなく ある" 
将 車は 知の 天才で あると ともに 情 もまた - Hi: 界 まれに 见る 
盟 かな 人で あったと いわねば ならない。 

しかも 将眾の 異常な 卓絶 性は これにと どまらない 0 何 
人と いえ ども 校 做と -; a 随 できない 不撓の ; S 志、 その 行動 
力の つよさに 到っ ては、 さらに 私たちを して n を 兄 はら 
させずに はおかない ものが ある ◊将艰 が はじめて 祖国に 
かえった とき、 郷里 万景 台の 人々 は 首を 技く して その 姿 
の あらわれる であろう ことを 待つ ていた。 常人なら ば 何 
ごとをぉぃてもまず ^ |にとんでかぇるのか人 ^1 てぁろ 
う。 しかるに 将 汛 がまつ さきに 訪れようと したと ころは 
降 仙 製鋼所であって 郷里ではなかった。 その 途中 万 S ム II 


の ii える ところを 通りながら も 副 W に 命じて あいさつを 
させた ままで、 その 時には V/: ちよろう ともしな かつた。 
将ボ の： g の 中には 祖国 復興と いう 大粱 への 意志が 第一で 
あって、 故郷に 錦を かざる というよ うな ことは 一つの 私 
悄 にす ぎなかった ので ある。 

これらの 点を A rl せ 考える と (レ！ ニンは もとよ リ そう 
であった が) 将艰の 心の 屮 には 何よ リ もまず 祖国と 朝鮮 
人 W とが あつて 将 爪 侗人 という ものは ほとんど 存 作し な 
かった。 (一〇 ベ— ジ) 「人 ^ が 粟 飯を 食べる ときは、 われ 
われ も 粟 飯を 设べ なければ ならない J  (二 七 .-. ぺ—ジ てこ 
の 人 K と： 休の 粘 伸が 朝鮮 *, IV 命の 赫々 たる 火 業を 成功 さ 
せた ので ある。 (哲学者) 【東京大学 新聞 I .九 六 九 年 十 
I 月 二十四日 号から】 

_  — 編集部 だより— — - -  - - I 

出版 •言論の- H rJJ の 本 re は、 必然的に 人類の 繁栄に つ 
ながる ものである、 という Mi 版の 褪本的 態度に おいて木 
邦を刊行したわけであるが、編 *» 部の予想以上の多くの 
反側： が あった ことは 人 変 うれしい。 わたしたちは さらに 
多くの 人が 本拽を iifi じて 人 問の が リ方を 検討して いただ 
ければ 幸 ? i; のいたり である。  ..H) 
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朝鮮 人民軍 部隊を 訪問 した 金 日 成 首相 
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朝鮮 労働党 中央 委貝会 第 4 期 第 8 回 総会で 結語 をのべ る 金 日 成 首相 

(第五 帘第 1 節 参照) 


革命の 首都 ピョ ン ヤン を 訪れた 世界 各国の 党 およ び 革命 組織の 代表 
と 席を 同じく する 国際 共産主義 運動と 労働運動 のす ぐれた 指導者で 
あ る 金 日 成 首相  （第 六 章 第 1 節 参照） 
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金 日 成 首相の 天才 的 労作 『現 情勢と わが 党の 任務』 ^ 反帝 反米 閼争 
を 強化 しよう 』 『国家 活動 のす ベての 分野で 自 革 
命 精神 を いっそう 的!^ 具 a しよう』 にたいして 絶対的な 支持を 
表明す る 世界 各国の 新聞  （ 第 六 章 第 4 節 参照） 
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四千 万 朝鮮人 民の 敬愛す る 領袖 金 日 成 ft 相 万歳/ 


(第 七 章 参照) 
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はじめに 

ながい 歳月に わたって、 国の 内外から あらゆる 苦難を へて きた わが 民族は、 悲運につつ まれた 祖国と 人民を 救い 
だす 卓越した 指導者を 心の底から 待ち のぞんで いました。 

とくに 祖国が 日本 帝国主義の 植民地に 転落し、 人民の 運命が 生死 存亡の 危機に さらされて いたと き、 それは もっ 
ともさし せまっ た 民族的な 渴望 となっ ていました。 

太陽 や 月 さえ 光を 失った 民族 受難の 時代に、 この 民族 あげての 願望を になって あらわれた 人 こそ、 まさしく 絶世 
の 愛国者で あり、 民族的 英雄で あり、 百戦百勝の 鋼鉄の 統帥 者で あり、 国際 共産主義 運動と 労働運動の すぐれた 指 
導 者の ひとりで ある 四千 万 朝鮮人 民の 偉大な 領袖 金 日 成 首相 その 人だった のです。 

万景 台の 貧しい 農家に 生まれた 金 日 成 首相は、 十四 歳のと き、 早く も 祖国と 人民の ために 一身を ささげる ことを 
決心し、 たたかいの 道に つきすすんだ のちは、 偉大な 抗日 武装 闘争の 旗 じる しの もと、 祖宗の 山 —— 白 頭 霊峰に 祖 
国光 復の 烽火を 高く あげ、 三千 里の 山河に 解放の 曙光を 照らし、 朝鮮人 民を 英雄的な 救国 闘争へ とふる いたた せま 
した。 

年老いた ものから 子どもに いたる すべての 世代は、 金 日 成 将軍の 名に はげまされて 暗たんた る 日々 にも 生きる 力 
と 希望を 燃やし、 その 名を 胸に ひめて は 不倶戴天の 敵 日本 帝国主義との たたかいに 決起し ました。 そして 朝鮮人 民 
は、 一九 三〇 年代から 金 日 成 将軍を 偉大な 領袖と してむ かえる ことにょって、 指導者にたい する 歴史的な 渴望 をみ 
たす ことができた のであります。 
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白 頭の けわしい 山々、 高く そびえた 峰々 を 十五 星霜に わたって 踏み わけ、 日本 帝国主義 侵略者を うちやぶって、 
ついに 祖国を 救った 金 日 成 将軍は、 たたかいの 砲火に く すんだ 赤旗を 高く かかげ、 解放され た 祖国、 歓呼に どよめ 
く 人民の もとへ と 凱旋し ました。 

金 日 成 将軍に よって 指導され た 偉大な 抗日 武装 闘争と、 金 日 成 将軍の 祖国 凱旋は、 まさに 朝鮮 民族の もっとも 大 
きな 栄光で あり、 もっとも 大きな しあわせであった のです。 

将軍は、 祖国 凱旋 後 も、 ながい 歳月に わたる 疲れを いやす いとま もな く、 祖国の 地に 自由で 富強な 人民の 楽園を 
築き、 アメリカ 帝国主義 者の 南 朝鮮 占領に よって 二つに わかれた 祖国を 統一す るた めの 全 民族的な 闘争を 組織 指導 
しました。 

金 日 成 将軍は、 解放 後、 新しい 祖国 建設の 大綱を さししめし、 マルクス •レ—  - ーン 主義の 党と 人民の 主権を うち 
たて、 反帝 反 封建 民主主義 革命を 輝かしく 遂行し、 真の 人民 武力を 創建し、 共和国 北半 部を 強力な 民主 基地に 築き 
あげました。 

アメリカ 帝国主義 者が 戦争を 挑発した ときには、 祖国の 運命を 一身に にない、 天才 的な 戦略 戦術と 卓越した 指導 
によって、 世界 「最強」 を 豪語す る アメリカ 帝国主義 者を 惨敗の どん底に つきおとし、 朝鮮人 民の 偉大な 勝利を か 
ちとり ました。 

金 日 成 首相は、 戦後 もっともみ じかい 期間に 祖国の 地から 灰の 山と 瓦磔を 一掃し、 社会主義 革命と 社会主義 建設. 
を 輝かしい 勝利へ と 導いて ふたたび 全世界を 驚嘆 させ、 革命を た ゆみな く、 また、 かつて だれ ひとりと して 歩んだ 
ことのない 道へ と 疾風の ごとく 前進 させて きました。 

将軍は 革命と 建設のう えで、 だれも 解く ことので きなかった 複雑な 問題を もっとも 正しく 独創的に 解明す る こと 
によって、 朝鮮人 民を いっそう 輝かしい 勝利の 道へ とふる いたた せました。 
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首相は また、 アメリヵ 帝国主義と その 手先 どもを 一掃す るた めの 南 朝鮮人 民の 革命 闘争と、 祖国 統一の ための 全 
朝鮮人 民の 闘争を 勝利へ と 導き、 国際 共産主義 運動の 傑出した 指導者と して 世界 革命の 発展に 大きな 寄与を しまし 
た。 

闘争の 道に 第一歩を しるした そのと きから、 じつに 四十 余 年に わたるな がい 歳月を へて こんにちに いたる 金 日 成 
首相の 革命 活動の 過程 —— 、それは 朝鮮人 民にたい する 熱烈な 愛と 献身的な 服務の 歴史で あり、 民族の 敵との 血ぬ 
られた 闘争の 歴史で あり、 たえまの ない はげしい 革命と 創造の 歴史で あり、 輝かしい 勝利の 歴史であります。 

わが 民族の 歴史は 五 千年の ながき におよ びます が、 金 日 成 首相の ように 科学的な 革命 理論と 卓越した 指導力を も 
ち、 さらに 気高く 美しい 徳性を かねそなえた 指導者を いただいた 例は かつてありませんで した。 

また わたしたちは、 金 日 成 首相の ように 生死の 瀬戸際から 民族を 救いだ し、 たくましい 革命的 展開 力で 前人未到 
の 道を 切り ひらき、 た ゆみな く 前進しながら 祖国と 人民を 繁栄と 勝利の 道へ りっぱに 導いた 指導者を ほかに 知り ま 
せん。 

だから こそ、 すべての 朝鮮人 民は 大きな 誇りを もち、 金 日 成 首相を 民族の 太陽と して、 人民の 偉大な 領袖と して 
あおいで おり、 広 はんな 世界の 人民 も、 国際 革命運動に つくした 金 日 成 首相の 巨大な 貢献に よって、 世界 革命運動 
の 卓越した 指導者と して 金 日 成 首相を 心から 尊敬して いるので あります。 

このような 指導者を 推戴して いるから こそ、 アメリヵ 帝国主義の 支配の もとで あらゆる 苦痛を なめてい る 南 朝鮮 
の 同胞 も、 心から 金 日 成 首相を あおぎみ、 ひたすら、 統一され た 祖国で 幸福に 暮らす その 日の ために 力強く 生きぬ 
き、 勇敢に たたかって いるので す。 

この 本は、 金 日 成 首相の 伝記 第二 部 (第一 部は 金 日 成 将軍の 幼年時代と 初期 革命 活動、 そして 抗日 武装 闘争を おもな 内容 
と L ている) であります。 ここには 金 日 成 首相の 祖国 凱旋から はじまり、 平和的な 建設 期、 偉大な 祖国 解放 戦争の 
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時期、 戦後の 復旧 建設と 社会主義 基礎 建設の 時期、 そして 社会主義の 高峰を きわめ、 祖国 統一の 大事 変を 主動的に 
むかえる ためにた たかう 現在までの 首相の 卓越した 戦略 戦術と 偉大な 導き、 高邁な 徳性な どの 重要な 内容が おさめ 
られ ています。 

しかし、 このように 複雑で ぼう 大な 内容を 一冊の 本に 体系的に まとめる という ことは、 きわめて むずかしい 仕事 
でした。 筆者 自身、 ぼう 大な 内容に 圧倒され、 迷路に おちいった こと も 一度 や 二度ではありません し、 また 深い 理 
論 的な 問題と 劇的で 深刻な 場面に いたっ ては、 自分の 無能と 力不足を なげいた こと もし ばし ばでした。 また 先へ す 
すむ につれ、 高い 峰々 が 蒼 空に そびえたち、 探求 すれば する ほどは てし ない 世界が ひろがって ゆく ようでした。 し 
たがって、 そのな かから 基本的な ものを えらびだして 書く だけで も、 研究 不足の 筆者に とっては 力に あまる 仕事 だ 
っ たのです。 

しかし、 広 はんな 人び とが 将軍の 伝記を 切実に もとめて いる 事実を 思い、 およばずながら もこれ を 世に だす こと 
にしました。 今後 さらに 研究を かさね、 いっそう 完全な ものにして いきたいと 考えて おります。 

わたしは この 本を 出版す る 機会を かり、 祖国の 統一と かぎりない 繁栄、 人民の 輝かしい 未来と 幸福の ために、 四 
千万 朝鮮人 民の 敬愛す る 指導者 金 日 成 首相の ご 健康と 長寿を 心から 祈る ものであります。 

一九 六 八 年 八月 
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第一章 朝鮮を 自立 経済の 国に 

1 自力 更生の 旗を 高く かかげ 

戦後 復興 建設と 千里 馬 進軍の 日々 は、 かさなる 難関との たたかいの なかで 偉大な 革新と 飛躍を もたらし、 月日を 
たぐりょ せて ひた 走りに かけた 日々 であった。 

共和国は ふたたびたち あがれない とわめ いていた 敵は、 こうした 偉大な 事実の まえに 口を つぐんで しまった。 

金 日 成 首相の 指導の もとに、 北半 部の 人民は 難関との たたかいの なかで 強 じんに きたえられ、 いかなる 逆境に も 
めげ ぬ 無敵の 力を やしなって いった。 北半 部の 人民は 戦争に も 無類の 力を 発揮し、 建設を もみ ごとに やっての ける 
力強く 才能の ある 人民で ある ことを 全世界に くまなく 誇示した。 

世界は、 朝鮮人 民の 不撓不屈の 英雄的 気概と ゆるぎない 自主性に、 た ♦たた だ 驚嘆す る ばかりであった。 

朝鮮人 民の この 気象、 この 自主 精神 こそ、 金 日 成 首相が うえつけ、 つちかった ものな ので ある。 

首相は、‘ 個々 の 国に おいて 革命と 建設を りっぱに おしすすめる ためには、 自力 更生の 原則を 堅持し なければ なら 
ない という ことを 鉄則と し、 それを 革命と 建設に おける 旗 じる しと L て 高く かかげた。 

首相は、 自力 更生とは なに かにつ いて、 つぎのょうに 定式化して いる。 
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「自力 更生、 これは、 自国の 革命は 基本的にみ ずからの 主体的な 力に よって 完遂し ようとす る 徹底した 革命的 立 
場で あり、 自国の 建設は 自国の 人民の 労働と 自国の 資源に よってす すめようと いう 自主的な 立場な のです」 

まさに 自力 更生の 革命的な 旗 じる しは、 いかなる 逆境に おかれよう とも 最後までた たかって 勝つ という 不撓不屈 
の 闘争 精神で あり、 必要な すべての ものを 自力で つくりだす 創造的な 精神な ので ある。 

それは また、 う 仏^^^と で^^と—^^ 知^ 続 革新 「 なので ある。 

金 日 成 首相の 自力 更生の 思想は、 革命 勝^^ 内^ 要 SI と il 際 的 要因の 弁^、 労 ® I 者 階級 ¢01 民族的 義務と 国驗 
_務 の 統一に か 深奥な 哲学的 氣 によ って うちだされ たもので ある。 

首相は、 革命と 建設に おける 他国の 国際主義 的な 支持と 援助は、 はげましの 役割を 果たす きわめて 貴重な もので 
は あるが、 それは あくまでも 補助 的な 役割を 果たす ものにす ぎず、 革命の 勝利を もたらす 決定的な 力は その 国の 人 
民の 闘争で あると 教えた。 

したがって、 国際的な 支持と 援助 ばかりを 待ち のぞんで、 みずからが 努力し ない のは 革命家の 態度では なく、 こ 
のよう な 態度では とても 革命は できない ことを、 はっ きりとし めした。 

金 日 成 首相は、 自力 更生の 思想が 革命と 建設に おいて 果たす 役割に ついて、 つぎのようにの ベて いる。 

「こうした 革命的 立場と 革命的 原則を 堅持して こそ、 われわれは いかなる 複雑 かつ 困難な 情勢の もとで も、 革命 
的 節操を まげる ことなく 闘争を つづける ことができ、 前進の 途上で あらわれる 難関と あい 路を 勇敢に のりこえ、 革 
命 闘争の 勝利と 建設の 成果を おさめる ことができます。 自力 更生の 革命 精神がなければ みずからの 力を 信じな くな 
り、 自国 内の エネ ル ギ彳を 動員す る 努力 も おこたって、 安逸と 怠慢に おちいり、 消極性と 保守主義のと りこに なり 
ます I 

金 日 成 首相は また、 自力 更生は それぞれの 国で 革命の 勝利を うながす ことによって、 結局は 国際 革命運動に 積極 
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的に 寄与し、 支援す る ことになると 教えた。 

首相は つぎのように のべて いる。 

「自力 更生は 共産主義者の 気高い 革命 精神な のです。 自力で 革命を すすめ、 自分の 手で 社会主義を 建設す るの が 
どうして わるい のです か？ 

…… こうす る ことが とりもなおさず、 国際主義に 忠実な ことで あり、 社会主義の 共同の 偉業に 寄与す る ことにな 
るので す」 

このように 金 日 成 首相の 自力 更生の 思想は、 それぞれの 国に おける 革命と 建設を 成功裏に すすめ、 国際 共産主義 
運動と 労働運動を 強化し 発展させる うえで、 労働者階級の 党と 国家が 必ず 守らなければ ならない 革命的で、 自主的 
な 立場を 反映して いるす ぐれた 思想で ある。 

金 日 成 首相は 革命 活動に 身を投じて 以来、 自力 更生を ゆるぎない 信条と してきた し、 権力 奪取の 闘争では もちろ 
ん のこと、 その後の 革命 闘争と 建設で も かわる ことなく これを 堅持して きた。 

こんにち 世界を 驚嘆 させて いる 朝鮮の 威力 ある 自立 的 民族 経済は、 まさに 首相の こうした 自力 更生の 思 ■から 芽 
ばえ、 咲き こぼれた 花で あり、 黄金の みのりな ので ある。 

じつに 金 日 成 首相は、 自力 更生の 革命 思想で 自立 経済 建設 路線を しめした 自立 経済 建設に かんする 理論の 創始者 
である。 

自力 更生の 原則の もとに、 自立 的 民族 経済を 建設す る ことは 首相の 一貫した 路線であった 。金 日 成 首相は すでに 
一九 三〇 年代に 自立 的 民族 経済 建設の 思想を 明らかにし、 解放 後、 その 革命 思想を りっぱに 実現した のであった。 

首相は、 北半 部に おける 経済 建設の 実践的 経験に もとづいて、 自立 的 民族 経済 建設 路線が 社会主義、 共産主義 建 
設の 合法 則 的 要求に 完全に 合致す る 徹底した 革命的 経済 建設の 路線で ある ことを 全面的に 解明し、 論証した。 
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自立 的な 民族 経済 建設の 路線は、 経済の 分野で 具現され た 金 日 成 首相の 偉大な 主体 思想で ある。 

首相は、 政治、 経済、 文化、 軍事な ど、 すべての 部門の 路線と 政策の 基礎で ある 偉大な 主体 思想を、 経済 分野で 
自力 更生の 原則の もとに 自立 的な 民族 経済を 建設す る 路線と して 具現した のであった。 

首相は つぎのように 教えて いる。 

「われわれは 徹底した 自力 更生の 精神を もって、 みずからの 力で 国の 自立 的 経済の 基礎を いっそう かためながら 
国際 分業に も 堂々 と 参加し、 世界の 社会主義 体制の 威力を 強める ことに 寄与し なければ なりません。 これは、 経済 
建設で 主体を 確立 するとい うこと を 意味し ます」 

金 日 成 首相は、 自立 的 民族 経済を 建設 するとい うこと がなん であるかに ついて、 こう 明らかにして いる。 

「自立 的 民族 経済を 建設 するとい うことは、 国を 富強に し、 人民 生活を 高める うえで 必要な 重工業 および 軽工業 
製品と 農業 生産物を 基本的に 国内で 生産、 保障で きる ように 経済を 多方面 的に 発展 させ、 現代的な 技術で 装備し、 
みずからの 確固と した 原料 基地を 築き、 すべての 部門が 有機的に むすびついた 一つの 総合的な 経済 体系と なること 
を 意味し ます」 

首相は、 まさに このような 自立 的 民族 経済を 建設す る ことは、 とりもなおさず、 富強で 文明の 発展した 独立国 家 
を 建設す るう えでの 必須 不可欠の 条件で あると みなした。 

首相は つぎのようにの ベて いる。 

「経済的な 自立 性な しには、 政治的な 自主性 も 保障す る ことは できません。 政治的 自主性と 経済的 自立 性が あっ 
てこ そ、 完全な 自主 独立国 家と なること がで きます」 

いいかえれば、 経済的に 他国に 依存す る 国は 政治的に も 他国に 追従す るよう になり、 経済的に 隸 属して いる 民族 
は 政治的に も 植民地 奴隸の 境遇から ぬけでる ことは できない という ことで ある。 
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首相は、 自立 的 民族 経済の 建設は とくに、 これまでたち おくれた 国を 発展した 国に する もっとも 近い 道で あると 
教えながら、 つぎのように のべて いる。 

「自力 更生、 自立 的な 民族 経済 建設の 道は、 これまで 貧しく たちおくれて いた 国を 富強で 発展した 国に する 近道 
であり、 抑圧され、 貧しく、 飢えて いた 人民を 力強く 堂々 とした 自主 独立国 家の人 民に する もっとも 正しい 道な の 
です。 

これは、 歴史に よって 確証され た 明白な 真理であります」 

金 日 成 首相は また、 自立 的 民族 経済の 建設を 社会主義の 物質、 技術的 基礎を 築き、 社会主義、 共産主義を 成功 裏 
に 建設す る 唯一の 正しい 方途で あると みなした。 

これにつ いて、 首相は つぎのように 明らかにして いる。 

「 …… 各国が 経済 建設と 国防 建設 および 人民 生活の 多様な 需要、 たえず 増大す る 重工業なら びに 軽工業 製品、 農 
業 生産物にたい する 需要を 国内 生産で 円滑に まかなえる ように 多面的に 発展し、 最新 技術で 装備され、 そしてみ ず 
からの 民族 幹部と 自国の 天然資源、 原料、 資材に よって 動く、 総合的で 自立 的な 民族 経済を 建設して こそ、 確固と 
した 社会主義の 物質、 技術的 土台を 築いた という ことができます」 

首相は、 社会主義を 建設す るた めには 必ず 機械 製作 工業を 中核と する 威力 ある 重工業 基地を 創設し、 それに もと 
づいて 軽工業、 農業、 運輸な ど、 人民 経済の すべての 部門を 現代的 技術で 装備す る ことによって、 社会主義 法則の 
要求に したがい、 勤労者の 福利を 全面的に 増進で きる 力強い 社会主義 •の 物質、 技術的 基礎を 築き あげなければ なら 
ない とのべた。 

そして、 こうした 社会主義の 物質、 技術的 基礎は、 それぞれの 民族 国家 単位で 築かなければ ならない と 教えた。 

なぜなら ば、 全世界で 共産主義が 勝利し、 国家が なくなる までは 民族的 差異が のこり、 それぞれの 社会主義 国家 
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が 完全な 独立国 家と して 強化 発展す る 以上、 社会主義、 共産主義 も 民族 国家 単位で 建設され るからで ある。 

首相は、 それぞれの 民族 国家の 範囲で 総合的 かつ 自立 的な 経済 基礎を 築いて こそ、 国の 資源を 最大限に 利用す る 
ことができ、 人民 経済の すべての 部門に おける 正しい バランスを 主動的に 保ちながら、 高い 生産 速度を 保障す る こ 
とがで きる とのべた。 

また、 こうして こそ、 科学技術と 文化を すみやかに 発展 させ、 勤労者の 技術 文化 水準を たえず 高め、 かれらを 全 
面 的に 発展した 新しい 型の 人間に 育成し、 国際 分業を も 効果的に おこなう ことができる とみな した。 

首相は、 民族 国家 単位で 自立 的 かつ 総合的な 経済を 発展させる という ことが、 決して 国際的な 経済的 連係を 拒ん 
だり、 その 国に 必要な ものを すべて 自国で 生産 するとい うこと を 意味す る ものでは ない とのべた。 

それぞれの 国が おかれて いる 自然、 経済的 条件が 異なり、 それぞれの 段階で 各国の 生産力の 発展 水準と 科学技術 
の 発展‘ 水準が 異なり、 生産され る 原料と 製品の 品種と 量 もちが う 条件の もとで、 それぞれの 国は 基本的な もの、 多 
く 要求され る ものは 自国で 生産し、 少しし か 要求され ないか、 自国で 生産で きない ものは 有無 相 通ず る 原則の もと 
に、 貿易を つうじて 解決し なければ ならない という 立場を 守った。 

それゆえ 金 日 成 首相は、 自力 更生を おしすすめて 自立 的 経済を 建設 するとい うことは、 国際 分業に 反対す る こと 
ではなく、 また それと なんら 矛盾す る もので もない ばかり か、 かえって 国際 分業に いっそう 効果的に 参加で きる ょ 
うにす る ものであると 教えた。 

首相は つぎのょうに のべて いる。 

「 . 社会主義 的な 国際 分業は、 それに 参加す る 国ぐ にの 自立 的で 総合的な 経済発展の ための 有利な 条件と なり 

•ます。 こうした 国際 分業 もやは り、 各自が 相応の 能力と 成果を もって 参加して こそり っばな のであって、 なにも も 
ってい なかったり、 粗末な もので 他国の いい もの ばかりを もとめる のは 分業では なく、 物乞いを する ことなの であ 
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ります。 また、 自分に いい ものが あれば、 いつ どこへ いっても 必要な ものと 交換す る ことができます」 

この ことと 関連して 首相は、 朝鮮が なにを もって、 どのょうに 外国と 貿易を すべき かにつ いて、 そのつど 具体的 
な 方向を しめした。 

首相は とくに、 国 自体の 機械 製作 工業を 発展 させず、 地下資源が 豊富 だからといって それば かりを 掘り だしてい 
た， のでは、 人民 生活に 必要な 製品を 思い どおりに 生産す る ことができない ばかり か、 掘り だした 鉱石を そっくり そ 
のま ま 外国に 輸 to する ほかは ない という こと、 また、 鉱石を 掘り、 そのまま 外国に 売る ことば かりして いれば、 結 
局、 朝鮮には ほら 穴し かのこら なくなり、 われわれは 子孫に 大きな 罪を おかす ことになるであろう という ことを、 
深刻に 語った。 

したがって 北半 部では、 すでに 準備され ている 自立 的 民族 経済の 基礎と、 とくに 機械 製作 工業を 中核と して 築か 
れた 強力な 重工業 基地に もとづき、 みずからの 原料と 技術と 労力に ょって 現代的な 機械 設備を 大量に 生産し、 輸出 
しなければ ならない と 強調した。 

首相は、 こうす る ことが われわれの 民族的 利益に かなう ことで あり、 国際 分業に も 効果的に 参加す る ことで ある 
とみな した。 

金 日 成 首相は、 自立 的 民族 経済の 建設を たんに 国際 分業に 効果的に 参加す るた めだけ の ものとは 考えなかった。 
首相は、 自立 的 民族 経済の 建設は、 一歩前進して 社会主義 陣営の 経済的 威力を たえず 強める ことにな り、 世§ 命 
の 発展を 促進す る ことになるとの ベた。 

社会主義 陣営を 強化 するとい うことは、 結局 社会主義 陣営の 団結を 強める とともに、 それを 構成す る 個々 の 社会 
主義 国を 強化す る ことに ある。 したがって、 社会主義 陣営の 経済的 威力を 強化す るた めには、 個々 の 社会主義 国の 
経済的 威力を 強めなければ ならない。 これは、 個々 の 社会主義 国が 総合的で 自立 的な 経済 単 K として、 自国の 天® 
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資源と 潜在的 生産力を 最大限に 利用して、 民族 経済を 自立 的に、 すみやかに 発展させる ことにょっての み 可能な の 
である。 また、 社会主義 国が 経済的に 自立し、 社会主義 制度の 優越性を しめして こそ、 帝国主義の 政治、 経済的 隸 
属に 反対し、 民族 独立と 自主 自立の ためにた たかって いる 全世界の 広 はんな 革命的 人民の なかに 社会主義の 影響力 
を 強める ことができ、 かれらの 信念と 闘志を ふるいおこす ことができ るので ある。 

民族的 差異が のこって おり、 国家が 存在す るかぎ り、 社会主義の 物質、 技術的 基礎は、 それぞれの 民族 国家を 単 
位と して 築かなければ ならず、 それは 必ず 機械 製作 工業を 中核と する 威力 ある 重工業 基地に もとづく、 総合的で 自 
立 的な 民族 経済と ならなければ ならない という 金 日 成 首相の 命題は、 朝鮮 だけでなく、 世界の すべての 国に おける 
社会主義、 共産主義の 偉業の 勝利の ために、 まことに 大きな 理論的、 実践的 意義を もつ ものである。 

とくに 首相は、 自立 的 民族 経済の 建設に おける 民族 間の 不平等を なくす うえで、 決定的な 保障と なる ものを さ * L 
しめした。 

金 日 成 首相は こうのべ ている。 

「自立 的 民族 経済の 建設は、 民族 間の 不平等の 実際的な 基礎と なる 経済的たち おくれを なくし、 民族的 繁栄を も 
たらし、 社会主義、 共産主義 社会を りっぱに 建設す る 基本的な 保障で もあります」 

金 日 成 首相の この 命題は、 民族 問題の 終局 的な 解決の ための 根本 原則と、 その もっとも 早くて 正しい 道を 明示し 
ている。 

首相は、 もに 民族： 等-^ なくさな げ 

不平等は、 それぞれめ 国で 社会主義 革命！^ 利す る >] 同時にす ぐに なくなっ たり、 いろい 61 なか^! 

^ ^ ぐ  1 高度に 発展した 自 *| ^\ ^| 1^^ ^| 11設して^^ 
ながら、 こう 教えて いる。 


8 


1 自力 更生の 旗を 高く かかげ 


「資本主義 時代は、 階級 的 搾取と ともに 民族的 抑圧が 支配す る 時代で あり、 ごく 少数の 民族に ょって 大多数の 民 
族の 自由な 発展が おさえられ、 民族的な 不平等が 存在す る 時代であります。 したがって、 資本主義 的 搾取と 抑圧 か 
ら 解放され た 民族は、 みずからを 勤労 的な 社会主義 的 民族に かえて いく ばかりでなく、 みずからの 最大限の 自由な 
発展と 全面的な 開花を 達成す るた めの きわめて 発展した 自立 的 民族 経済を 築かなければ なりません。 こうして こ 
そ、 あらゆる 民族的 不平等を なくし、 すべての 民族が 社会主義を 成功裏に 建設し、 しだいに 共産主義 へと 移って ゆ 
くこと がで きる のであります」 

以上に のべた すべての ことは、 金 日 成 首相の しめした 自立 的 民族 経済 建設 路線 こそ、 社会主義、 共産主義 建設の 
合法 則 的な 要求に かなう 徹底した 革命的 路線で ある ことを 証明して いる。 

金 日 成 首相は、 自立 的 民族 経済の 建設に かんする 原則的な 問題と ともに、 その 貫徹の ための もっとも 正しい 近道 
を も はっきりと しめした。 

首相は、 自立 的 民族 経済を 建設す るた めの 重要な 方法と して、 重工業を 優先的に 成長 させながら 軽工業と 農業 も 
同時に 発展させる という 独創的な 経済 建設の 基本 路線を しめした ので ある。 

金 日 成 首相の しめした 経済 建設の 基本 路線は、 自力 更生の 旗 じる しの もとに、 自立 的 民族 経済の 基礎を もっと 
も 早い 期間に 築き、 経済的 自立と 国防での 自衛を 実現し、 国を いっそう 富強に し、 人民 生活 も 画期的に 高める 創造 
的な 路線で あり、 自立 経済の 基礎を おもに 自力で 築いて ゆく 自主的な 路線で ある。 ひとことで いって、 経済 建設の 
基本 路線は、 自立 経済の 土台を どのょうに もっとも 早い 期間 内に 正しく 築くべき か、 という ことを しめす 基本 方針 
となる ものである。 

金 日 成 首相は、 自立 的 民族 経済 建設の 重要な 方途と ともに、 北半 部に おける 革命と 建設の 経験を 一般化し、 第二 
次 世界大戦 後の 世界経済 発展の すう 勢を マルクス •レ 丨- ーン 主義 的に 明快に 分析し、 それに もとづいて、 それぞれ 
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の 国の 自立 的 民族 経済の 建設と ともに 世界の 社会主義 市場を 確立し、 いっそう 発展 させて ゆく 方針を しめした。 

首相は つぎのように 強調して いる。 

「かりに、 すべての 社会主義 国が 経済的に、 おた がいに 有無相通じながら 社会主義 市場を 強化 発展 させて ゆくな 
らば、 社会主義 諸国の 民族 経済の 発展は いっそう 促進され、 新興 独立国 家の 経済的 自立の ための 条件は より 有利に 
ととのい、 ひいては 資本主義 市場を 不安定な 状態に おとしいれ、 世界 資本主義 経済 体系の 全般的な 危機を いっそう 
深める ことができる でしよう」 

金 日 成 首相は、 社会主義 市場を いっそう 発展 させ、 社会主義 諸国 間の 経済的 むすびつきを 強めなければ ならない 
からといって、 社会主義 諸国が 資本主義 諸国と 経済的な 関係を むすんで はならない という ことを 意味す る ものでは 
ない といいながら、 しかし、 資本主義 諸国との 経済 実務 的な 関係は、 社会主義 諸国の 対外 貿易に おいて あくまで 第 
二次的な 意義を もつ もの. であって、 それが 対外 経済 関係の 基本と なって はならない とい ましめ た。， 

そして、 社会主義 市場を 発展させる うえで 提起され る 原則的な 問題に ついて、 つぎのように 明らかにした。 

「社会主義 市場を 強固に し、 発展させる うえで もっとも 重要な ことは、 兄弟 諸国が 帝国主義と 植民地 主義に 反対 
し、 社会主義と 共産主義 建設の 共同の 大業を 勝利させる ための 政治的 利益から 出発し、 経済的な 相互関係に おいて 
ブロ レ タリア 国際主義の 崇高な 精神を 発揮し、 せまい 民族的 利己主義を 徹底的に なくす ことであります。 とくに、 
発展した 社会主義 諸国が 帝国主義に 反対し、 社会主義を めざす 経済的に たちおくれた 国ぐ ににたい して、 いかなる 
政治的 付帯条件 や 私心 もな く、 より 多くの 物質的 支援を あたえなければ なりません。 こうして、 これらの 国ぐ にが 
帝国主義 列強の 経済封鎖を りっぱに しりぞけ、 資本主義 市場との 取引を 少なく し、 社会主義 市場に たよれる 条件を 
とと . 0 えて やらなければ なりません。 われわれは 他の すべての 問題と 同様に、 対外 貿易 関係で も 決して 階級 的な 立 
場を はなれたり しては ならず、 _ 主義 的 道徳と 0^ 心的？^ 一を 忘れて はなり ません」 
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これは、 社会主義 革命が 勝利した 国ぐ にで め 自立 的 民族 経済の 建設と 対外 貿易の 相互関係、 帝国主義と 植民地 主 
義に 反対す る 国ぐ にの 相互の 経済的 協調の 形態、 社会主義、 共産主義の 共同の 大業の 勝利の ためにた たかう 社会 主 
義 諸国 間の 相互の 経済的 連係の 原則と その 強化の 方途に かんする 首相の 独創的な 革命的 学説で ある。 

この 学説は、 社会主義 陣営が 形成され、 アジア、 アフリカ、 ラテンアメリカの 多くの 国ぐ にが 帝国主義 植民地の 
くびきから 脱出し、 政治、 経済的 自立の 道には いった 二 十 世紀 後半期の 情勢を 正確に 反映した もので あり、 マルク 
ス •レ ーニン 主義 経済学 説に 新しい 境地を 切り ひらいた ものである。 

じつに、 自立 的 民族 経済の 建設に かんする 金 日 成 首相の 深奥な 理論的 解明は、 マルクス •レー ーー ン 主義 理論 発展 
にい ま 一つの 不滅の 金字塔を うちたて、 労働者階級の 神聖な 世界史 的 使命を 果たす うえで 力強いた たかいの 武器を 
あたえた ので ある。 

自力 更生の 原則に もとづいた 自立 的 民族 経済を 建設す る こと. にかんする 金 日 成 首相の 思 相は、 首相を 国際 共産 主 
義 運動と 労働運動の 卓越した 指導者と して、 自分たち の 前途を 照らす 輝かしい 灯台と して あおぐ アジア、 アフリ 
力、 ラテンアメリカ 諸国と 世界の 広 はんな 人民の なかで、 全面的な 支持と 共感を ょびおこし ている。 

ブルンジ共和国の ある 人士は、 自力 更生と 自立 的 民族 経済の 建設に かんする 金 日 成 首相の 偉大な 思想と 北半 部で 
達成され た 成果と 経験は、 「経済的 独立の 実現の ために、 いま もたた かってい る 各国の 人民に とってす ばらしい 教 
科 HD」 となるとの ベた。 

金 日 成 首相が 高く かかげた 自力 更生の 革命 精神と 自立 的 民族 経済 建設の 路線は、 経済的 独立の ためにた たかう す 
ベての 国ぐ にの 人民が あくまで 堅持すべき もっとも 革命的な 思想で あり、 路線で ある。 

金 日 成 首相は つぎのょうに 教えて いる。 

r BCI ^^&  の a! % は 民族 解_ 革命の 終局 的 勝^ 一^^! 一^^ 
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w( 「 ®( tri ^ ^l ^] ^w ^sf5^^M^ ^l ^i^s^75TT^n^f^J<? 0l -el ^^^i^」 

こんにち、 多くの 新興 独立国 家の人 民は、 自立 更生の 原則に もとづいて 自立 的 民族 経済を 建設す る ことに かんす 
る 金 日 成 首相の 偉大な 思想と、 北半 部で なしとげた 自立 的 民族 経済 建設の 大きな 成果に 非常に はげまされて おり、 
自力 更生の 旗 じる しの もとに、 ゆるぎない 信念を もって 新旧の 植民地 主義に 反対しながら、 国の 経済的 自立を 達成 
する ための たたかいを 力強く くりひろげて いる。 

このよぅに、 金 日 成 首相の かかげた 自力 更生の 旗 じる しは、 千里 馬 朝鮮の 旗 じる しで あり、 世界の 革命的 人民の 
闘争の 旗 じる しで あり、 勝利の 道を 照らす 烽火と なって いるので ある。 

2 自立 経済の 模範 

金 日 成 首相は、 理論の 面 ばかりでなく、 実践的に も、 自立 的 民族 経済の 模範を 創造した 偉大な 最初の 実践 家で あ 

った。 

かつて 経済的に 非常にたち おくれて いた 朝鮮で、 それ も 戦争に よって ふたたび 復旧 過程を へなければ ならず、 ま 
た 祖国が 分裂して いるた め 国の 資源を 統一的に 利用で きない ばかり か、 アメリヵ 帝国主義 侵略者の 南 朝鮮 占領に よ 
っても たらされる 軍事的 負担な どの 諸 条件の もとで、 自立 的 民族 経済を 建設 するとい ぅことは きわめて 困難な こと 
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であった。 

それは じつに、 幾重に も かさなる 難関と 試練の けわしい 山々 を こえねば ならない きびしい 道程で あり、 自力 更生 
の 旗 じる しの もとに、 すべてを 新しく 築かなければ ならない 巨大な 創造の 道程で も あった。 

洗練され た 党と 英雄的な 人民を もつな ど 有利な 条件 も あったが、 その 困難 さはた とえよぅ もない ものであった。 

しかし 金 日 成 首相は、 科学的な 方針と 非凡な 革命的 展開 力を もって 党と 人民を 導き、 もっとも 近い 道す じを へて 
自立 的 民族 経済を 建設した。 

首相は、 すでに 戦後の あの 困難な 時期に、 重工業を 優先的に 発展 させながら 軽工業と 農業を 同時に 発展させる 独 
創 的な 路線を しめし、 最短 期間 内に 自立 的 民族 経済の 土台を 築く 道を 切り ひらいた。 

そして、 技術的 改革の 初期の 段階に おいてす でに 民族 経済の 自立 的 土台を 築き、 人民 経済の すべての 部門を 現代 
的 技術で 装備で きる 物質的 および 技術的 条件の 準備を 中心的な 課題と して 提起した。 こぅして 首相は、 重工業の 優 
先 的な 成長に もとづいて 工業 生産を 全般的に 急速に 発展 させた ばかりでなく、 工業の 植民地 的 跛行 性を 一掃し、 た 
ち おくれた 技術的 装備を 根本的に 改善した のであった。 

首相は 工業の なかで も、 重工業の ■建設を 第一義 的な ものと して 重視した。 

首相は、 r …… 重工業は 国の 政治、 経済的 独立の 物質的 基礎で あり、 これな しには 自立 的 民族 経済に ついて 語る こ 
とはで きないし、 国防 力を 強化す る こと もで きない」 と 強調し、 国内の ゆたかな 天然資源を もとに、 人民 経済の 発 
展に 必要な 資材、 原料、 動力 および 機械 設備を 基本的に 国内で 生産、 保障で きる みずからの 重工業 基地を 創設す る 
課題を 提起した。 これが すなわち 自立 的で 現代的な 重工業を 創設す る 路線であった。 

金 日 成 首相は、 この 路線を つらぬく ためには、 まだ 復旧して いない 企業 所を 完全に 復旧し、 既存の 企業 所を 完備 
し、 改善、 拡張すると ともに、 新しい 工業 部門と 企業 所を 新設し なければ ならない と 教えた。 
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そして、 重工業の 優先的 発展を しっかりと 保障しながら も、 重工業の ための 重工業では なく、 軽工業と 農業を 同 
時に 発展 させ、 人民 生活の 向上に もっとも 役に たつ 効果的な 重工業を 建設し なければ ならない とのべた。 

金 日 成 首相が 明らかにした 自立 的 重工業の 創設 方針は、 短期間 内に 比較的 少ない 資金で 強力な 重工業 基地を 建設 
し、 これを 土台と して 軽工業と 農業を 急速に 発展させる ことので きる もっとも 正確な ものであった。 

金 日 成 首相は、 自立 的 重工業を 創設す るた めに、 文字 どおり 不眠不休の 努力を かたむけた。 

とくに は、 強力な 機械 製作 工業を 建設す る ことに もっとも 大きな 力を そそいだ。 首相は、 「機械工業は 工業 
の 王」 であると 指摘し、 つぎのょうにの ベた" 

「われわれが 国の 工業化の 基礎を 確立し、 自立 的 経済 土台を 築く ためには、 工業に おける 植民地 的 跛行 性を なく 
さなければ ならず、 植民地 的 跛行 性を なくす ためには、 まず 機械工業を 発展 させなければ なりません」 

機械 製作 工業を 工業の 心臓部と みなした 金 日 成 首相は、 「はげしい 戦争の 砲火の なかです でに 機械 製作 工業の 土 
台を 築く」 ことに 着手し、 これに 力を そそいだ。 強力な 機械工業の 母体で ある 熙川 工作機械 工場が 発足した の も、 
まさに このと きで ある。 

一九 五一 年 十月、 首相は 熙川 工作機械 工場に 派遣され る 支配人に、 工場の 敷地を しるした 一枚の 図面を 手 わたし 
ながらこう いった。 

. 「われわれは こんどの 戦争の 過程で、 みずからの 確固と した 機械 製作 工業がなければ ならない ことを 骨身に しみ 
て 体験した。 

われわれが 今後、 わが国の 革命を 自力で なしとげる ためには、 戦時と いう 困難な 状況では あるが、 いまから でも 
機械 製作 工業の 基地を 創設し なければ ならない。 

こうして こそ 戦争に 勝利した のち、 破壊され た 人民 経済を すみやかに 復旧し、 わが国を 工業国 家に 発展させる 
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ことができ るので ある」 

このように 首相は、 戦時中から すでに 千里の 慧眼で、 戦後の 復旧 建設と 社会主義 建設の 遠い 先を 見と おしていた 
ので ある。 

そのころ に 首相が 設置した 工場は、 その後す ベて 自立 経済の たのもしい いしずえと なり、 柱と なった。 

金 日 成 首相は 機械 製作 工業を 強力に おしすすめ、 その 威力を しめす ことによって、 「国際 分業」 を うんぬんし な 
がら 重工業の 建設 方針、 とくに 機械工業の 創設に 反対す る 連中にたい し、 決定的な 反擊 をく わえ た。 

首相は、 戦争の 砲火の なかで 生まれた 熙川 工作機械 工場を 機械工業の 「母親 工場」 として 育てる 決心を した。 そ 
して、 むかしは けものし か 住まなかった という 狼 林 山脈の けわしい 山中に 建てられた この 工場を なんども おとずれ 
た。 

一九 五 四 年 四月、 首相は、 設計図 もな しに 複雑な 工作機械を は u めて つくる ことにな ったこの 工場の 労働者たち 
をたず ね、 つぎの ような ことばで かれらを はげました。 

「 …… どんなに 複雑な 機械であろう と、 それは 人間の 手で つくられる ものであって、 神秘的な ものでは ない。 大 
エが かんなで 木を けずる の も、 旋盤工が 機械で 鉄を けずる の も 理屈は 同じで ある。 …… 」 

つまり 機械 製作 技術を 神秘的な ものと 考えず、 腹を きめてと りか かれば できない ことは ない という 意味で あっ 
た。  ， 

首相の 教えに はげまされた 熙 川の 労働者たち は、 首相が 帰った 日から 数えて 十九 日 目に、 高性能の 施 盤を つくり 
あげ、 その後は 国際的に も 名高い r 熙川三 号」 旋盤と 自動 工作機械を はじめ、 多くの 高性能 工作機械を つくりだし 
た。 こうして かれらは、 自力 ? » 生の 革命的 気概を 発揮して 工場 自体の 設備を 強化し、 I 方では 全国 各地に 多くの 機 
械をお くりだした。 
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この 工場は 国の 機械工業 基地を 強化して、 ほかの 工場が 自動車、 トラクター、 パヮ ー シャベル、 大型 ブレスな ど 
の 現代的な 機械 設備を 生産す るう えで 大きな 寄与を なした。 熙川 機械工 場は 首相の 考え どおり、 「母親 工場」 とし 
て 大きな 力を 発揮した のであった。 

農業の 協同 化が 完成し、 多くの 工場が つぎつぎに 建てられた 一九 五八 年に いたり、 機械にたい する 人民 経済の 需 
要は 急激に 増大した。 こうした 需要は、 これを 解決す るた めの 画期的な 措置を 待ち のぞんだ。 

首相は、 この 環を 解く ヵギは 全人 民 的な 運動で 機械 製作 工業を 発展させる ことに あると みた。 そして 一九 五八 年 
九月に 党 中央委員会の 『赤い 手紙』 を おくって、 すべての 党員と 勤労者が この 運動に 積極的に 参加す るよう よびか 
け、 みずから も 直接 人民の なかには いっていった。 

一九 五 九 年 三月、 咸鏡北 道の 党 組織を 現地で 指導して いた 金 日 成 首相は、 規模の 小さな 朱 乙 亜麻 工場を おとずれ 
た。 

首相は 工務 動力 職場には いったと き、 ある 工作機械の まえで 足を とめ、 こまかく それを 観察して いたが、 この エ 
場の 労働者から それを 自力で つくった という ことを きくと、 非常によ ろ こんで その 成果を たたえた。 

このと き、 一人の 労働者が 単 能 旋盤 も 一台 自力で つくっ たこと を 報告した。 これを きいた 首相は、 r どれ、 ど 
れ 、見せて ください」 とうな がした。 

旋盤の まえに 案内され た 首相は、 腰を 介が めて 機械の 動きを 注意 深く 観察した 。機械は ボルトな どが けずれる 程 
度の もので、 かたち も 決して りっぱな ものとは いえず、 労働者たち は ひどく 恐縮して いるよう であった。 しかし、 
金 日 成 首相は、 高性能 機械で も 見る ように 慎重に 手に とって 見てから、 満足そう に 微笑を うかべて こういった。 

「朱 乙 亜麻 工場の 労働者たち は 勇気が あります」 

このと き、 となりに たって いた 労働者が、 いま 万能 旋盤を 製作 中です、 と 話した。 機械工 場、 それ も 小さな 亜麻 
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工場で、 万能 旋盤を つくって いるとは！ 

金 日 成 首相は 非常に よろこんで、 すぐに その 現場に 足を 向けた ◊だが 案内に たった 労働者たち は 少なからず とま 
どった。 というのは、 首相を 案内して いく 場所が 家庭 用の 石炭 倉庫の ような みすぼらしい 臨時の 建物で あり、 入口 
のか もい が 低いた め、 背の 高い 人な どは 出入りす るに も 不便な ところであった からで ある。 

しかし 首相は、 労働者たち に 肩身の せまい 思いを させまい と、 みすぼらしい 建物には わざと 気がつかない ような 
ふりを して、 腰を かがめて なかにはい り、 「こんなり っばな 旋盤まで つくって いるんで すか！」 

と 感嘆しながら、 機械を 注意 深く しらべた。 

首相は、 この 旋盤を 労働者たち が 自力で つくって いるた め、 設計図 もな しに 完成し なければ ならなかった という 
こと、 必要な 資材は 古い ものを ひろい 集めて つかい、 組立て は 機械 修理工が うけもって いると いう こと、 年内に 五 
十台の 万能 旋盤を つくる 決議を した ことな ど、 かれらの 話に 耳を かたむけながら、 なに か 深い 考えに ふけっていた 
が、 やがて 幹部たち にこう 語った。 

「 . この 工場には 貴重な ものがた くさん ある。 他の 機械工 場の 人び とを ここによ こし、 講習を うけさせ るよう 

にしなさい。 この 工場の 労働者は 勇敢で 大胆で ある！ この 工場は 党の 政策に 立脚して 機械にたい する 神秘主義を 
完全に うちくだいて しまった . . 」 

金 日 成 首相は、 この 工場の 労働者が 自力で 製作した 溶 鉄炉を もく わしく 見て まわった あと、 つぎのように 語っ 
た。 

r …… 溶銑 炉を 自力で つくって 溶 鉄を ひきだし、 三 台の 古い 機械を つかって 自力で 新しい 工作機械を 生み だした 
のは、 勇敢で 大胆な こと ♦た。 

この 工場は、 まるで 重工業の 工場の ようで ある。 
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この 工場は 党の 赤い 手紙を 高く かかげ、 技術にたい する 神秘主義と たたかって 勝利した 工場の 一つで ある。 まさ 
にこの 工場 こそが、 機械は 工業の 王で あると いう 党の スロ ー ガンを かかげる だけの 資格が ある。 この 工場の 模範に 
ならって、 工作機械 子 生み 運動を くりひろげなければ ならない。 …… 」 

金 日 成 首相は こうして、 小さな 一 亜麻 工場 労働者の 大胆な 考えと 実践から、 全国に みなぎる 機械 生産の 無限の 潜 
在 力と 可能性を 見と おした。 そして 首相は、 この 新しい 芽を 一点の 火種と して、 全国いた ると ころで 「工作機械 子 
生み 運動」 の 炎を 燃え あがらせる ことを ょびかけた。 

これは、 いつも 現実の 生活の なかから 未来に つながる 新しい ものを 創造、 育成し、 一点を 突破して 全国を 見と お 
す!！ 暇を そなえた 金 日 成 首相の 偉大な 発見であった。 

こうして、 機械 ifiTT 運動」 はたち まち 全国を あおり、 現代的な 機械 技術の 要塞を 占領す る 偉大な たたか 
いとして くりひろげられて いった。 

首相は、 大型の 精密 工作機械にたい する 人民 経済の 要求を も 同時に 解決す るた め、 咸興 、龍 城 機械工 場を たずね 
た。 

機械工業の 先頭に. たつべき この 工場は、 その 当時 まだ、 その 役割を 十分に 果たしては いなかった。 大型、 中型の 
機械を 製作す るた めには 五〜 六メ ー トルの タ ー ニン グ盤を 必要と したが、 この 工場には 三メー トル •ター ニ ング盤 
しかなかった。 三メー トル •ター ニ ング 盤の まえにた った 首相は、 支配人と 労働者たち に 語り かけた。 

「 . 思いきって、 われわれの 手で 七〜 八メ ー トル •タ ー -1 ング 盤を つくって みまし ょう . 」 、 「さいきん 朱 

乙 亜麻 工場に いってみ ましたが、 そこでは 古ぽ けた 旋盤で 新しい 工作機械を つくって いました。 それほど むずかし 
くはありません。 革命を おこなう には 大胆で なければ なりません。 

どうです？ 支配人 同志。 この 工場で もやって みません か？」 
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労働者たち は 口を そろえて 「やって みます、 首相 同志」 と 決意を のべた。 その後、 かれらは 集団の 力と 大胆 さを 
発揮して、 五 か 月 あまりの あいだに 八メ ー トル •夕— ニン グ盤 をり っばに つくりあげた。 

金 日 成 首相は さらに 三千 トン ブレスの 製作を 発起し、 龍 城の 労働者たち を その 製作に たちあがらせた。 こうして 
かれらは 一九 六 〇 年 七月、 ついに 「機械の 王」 といわれる 三千 トン ブレスを 世に おくりだ したので ある。 

首相は このように、 龍 城 機械工 場にたい して 段階 別に むずかしい 任務を あたえ、 はじめはみ るかげ もなかった こ 
の 工場を 現代的な 大型 および 中型 機械 生産 工場へ と 発展 させた。 

首相の 偉大な よびかけは、 偉大な 結実を もたらした。 

金 日 成 首相が 「工作機械 子 生み 運動」 を 発起した 一年 後には、 計画に くまれて いなかった 一万 三千 余 台の 工作 機 
械が 全国の 各 工場で 新しくつ くりだされた。 

十 年 まえに、 古い 機械 三 台 だけで 出発した 朱 乙 亜麻 工場は、 首相の 現地 指導 以後、 すでに 二百 四十 余 台の 工作 機 
械を 自力で 生み だしていた。 

「工作機械 子 生み 運動」 の 炎の なかで、 わずか 一、 二 台の 工作機械が 子を 生んで 職場と なり、 職場は さらに 工場 
となり、 工場は また 新しい 工場を 生み だしてい った。 全国を くまなく おおった 機械工 場は、 こうして 誕生した ので 
ある。 

こうして、 すでに 一九 六〇 年には、 工業 総 生産額の なかで 機械 製作 工業の 占める 割合は ニー •三 パ ーセン ト 、機 
械 設備の 国内 自給率は 九〇 •六 パ ー セントに 達し、 各種の 機械が 多くの 国々 に ひろく 輸出され た。 

金 日 成 首相は 機械 製作 工業と ともに、 製鉄 エ茱 をす みや かに 発展させる ために 多くの 力を そそいだ。 首相の 賢明 
な 方針と 指導に より、 金属製 鉄工 業の 分野で も 革新が まきおこった。 かつて 日本 帝国主義 支配の 時代には、 中間 製 9 
品で ある 銑鉄を わずか ばかり 生産して いた 製鉄 工業は、 こんにちでは 現代的 工業の 発展に 必要な 幾 百 種の 鋼材と 圧 
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延製品 の 需要を 完全に 充足 させて、 なお あまり ある ほどに なった ので ある。 

こうして 加工 工業が 発展す るに ともなって、 採取 工業を それに 追いつかせる 課題が 提起され た。 

金 日 成 首相は、 採取 工業を 先行させる ことは 工業 生産を 正常化し、 国の 経済 全般を 発展させる 基本的な 裏付けで 
あると 教えながら、 地質 探査を 先行 させ、 技術 革命と 科学 研究 事業を 積極的に おしすすめるな ど、 三つの 原則を 堅 
持す る 方針を うちだし、 この 問題を りっぱに 解決した。 

数多い 鉱山のう ちの 一つで ある 利 01: 鉱山 発展の 歴史は、 金 日 成 首相の 深い 配慮と 直接的 指導の もとに、 この 三つ 
の 原則が どのように 具現され、 その 偉大な 生命力が どう あらわされた かを 雄弁に 物語る 実例の 一つで ある。 

首相は、 この 鉱山の 探査 活動を すでに 戦争 中から 着手 させて いた。 当時 この 部門の 責任 ある 地位に あった 分派 分 
子ら は、 日本の 技術者 さえな がい あいだ 見つけだせなかった 鉱脈が、 われわれに さがしださせる わけがない といっ 
て 反対した。 しかし 首相は、 分派 分子ら の 卑屈な 事大主義 的 見解を しりぞけ、 探査 隊員を 派遣す るに あたって つぎ 
のようにの ベた。 

「 …… 皆 ®- 高原には、 その 地形から みて 地下資源が 深く 埋蔵され ている 可能性が ある。 アメリヵ 帝国主義 者と 日 
本 帝国主義 者は、 品位の 高い もの ばかりを もとめて 手当り しだい 掘り 荒した にすぎない。 鉱脈がない ものと きめこ 
まないで、 一度 開発して みるべき である。 甲 山 鉱山には もう 鉱脈が つきた という ことを つぎの 世代に つたえ、 かれ 
らが 無駄な 努力を しないです むように する ために も、 それは 必要な ことで ある。 …… 」 

一九 五八 年 五月、 金 日 成 首相は この 鉱山を 直接 おとずれた。 戦争 中す でに 探査 隊を 派遣して 具体的な 探査の 方向 
をし めしたが、 探査 活動は まだ 積極的に すすめられて いなかった。 こうした 実情を 具体的に しらべた 首相は、 探査 
と 鉱山 開発を もっとは ば ひろくす すめる ための 課題を 具体的に 指導した。 

仕事と いう ものは、 いったんは じめ た 以上、 大胆に 本格的に おこなう ことが たいせつ である。 首相の 教えに した 
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がって 探査 区 城が ひろげられ、 その 結果、 品位の 高い 鉱脈が つぎつぎに 発見され た。 これにした がい 選鉱 場 も 先を 
みこして 拡張され た。 甲 山 鉱山は 共和国 北半 部に おける 屈指の 大 鉱山に かわって いった。 

金 日 成 首相の 指導が 直接 ゆきとどいた 鉱山は、 ここ ばかりではなかった。 

首相は、 科学 研究に おいて 主体を 確立し、 製鉄 工業の 燃料を 自力で 解決す るた めに 大きな 力を そそいだ。 

これまで 世界の 工業の 歴史は、 鉄は ただ コ ー クスに ょっての みと かす ことができ ると 教えて いた。 

一時、 共和国の 一部の 科学者たち もこれ を 信じて、 コ ー クス 炭の 産出を みない わが国では、 鉄を とかす ために‘ 外 
国から コ I クス 炭を 輸入す る 以外に 方法がない と 考えて いた。 

しかし、 金 日 成 首相は それを 否定した。 

首相は、 コ I クスがなければ 鉄を つくる ことができない といぅ 科学者たち の 考えは 誤りで あり、 有害な 考え方で 
あると 指摘し、 主体的な 立場で 革命的に とりくんで 研究す るなら ば、 自国の 原料で 十分に 問題を 解決す る ことが で 
きる と 教えた。 

首相は 科学者たち に、 コ ー クスで 鉄を 生産す る 方法が ひろまった のは、 コ ー クス 炭を 産出す る 国で 先に 産業革命 
が おこなわれた からで ある こと、 朝鮮では 溶鉱炉 も コー クス もない むかしから 鉄で 釜を つくって ご飯を たき、 義兵 
たちは 自力で 鉄を とかして 火繩 銃と 弾丸を つくり 日本 帝国主義と たたかった こと、 もし われわれに 解放 直後から 外 
国の n I クス 炭を 輸入す る 道が まったくと ざされ ていたなら ば、 どんな 方法を もちいて でも 自国の 原料で 鉄を とか 
したであろぅ ことな ど、 具体的な 事実を あげなが ら 説明した。 そして、 科学者、 技術者たち が 鉄を とかす ことで 神 
秘 主義に おちいらず、 自力 更生の 革命 精神を もってこの 問題の 解決の ために 努力す るなら ば、 朝鮮に 豊富な 無煙 
炭、 褐炭、 高熱 炭な どで 現代的な 製鉄 工業を 十分に 発展させる ことができる とくり かえし 強調した。 

首相の 教えに 忠実な 科学者と 技術者たち は、 精力 的な 研究を かさねた。 その 結果、 nl クス 炭を つかわず、 朝鮮 
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に 無尽蔵に ある 無煙炭で 鉄を とかす 方法が 発明され、 生産に 
導入され た。 そして 粒 鉄 連続 製鋼 法の ように、 わが国の 原料 
による まったく 独創的な 製鋼 法が 発明され、 大きな 展望が 切 
りひら かれた。 

金 日 成 首相は、 重工業の 他の 部門で も ひきつづき 質的な 変 
革を もたらした。 

とくに、 主体的な 立場で 原料 問題を 解決す る ことにつ いて 
の 首相の 教えを 実践す る 過程で、 化学工業の 原料 問題が 解決 
され、 化学工業 自体 も 飛躍的な 発展を とげる ようになった。 

自国の 原料に よる 新しい 有機化学 工業が 発展し、 わが国に 
無尽蔵に ある 石灰石を 原料と する 塩化 ビニー ル および ビ ナロ 
ン 生産の 化学工業が 新しく 創設され た。 

こうして 共和国 北半 部は、 最新 科学の 先端を ゆく、 世界で 
も 指 おりの 化学工業 国に かわり、 外国人 も 驚嘆して やまない 
ように、 「たんなる 工業国では なく 重 化学工業 国」 に 発展し 
たので ある。 

金 日 成 首相が しめした 主体 思想と 自力 更生の 革命 精神、 そ 
の 大胆な 構想と 賢明な 指導に よって、 共和国 北半 部は 強力な 
機械工業 国に、 金属工業と 電気工 業、 そして 化学工業と 建材 


一 

1 ^ , 


:. ■: -. 1 


. ; 


_ 


自立 的 民族 経済が 生んだ 重工業の 威力 
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工業を はじめ、 他の 重工業の 部門で も 頭角を あらわす 国と な 

った。 

強力な 自立 的 重工業の 創設を めざした 首相の 偉大な 構想 
は、 こうして 輝かしい 実を むすんだ ので ある。 

金 日 成 首相は、 人民 生活に 直接 奉仕す る 軽工業の 創設に も 
大きな 力を そそいだ。 

北半 部に ける 軽工業は、 かつて もっともたち おくれた 工業 
部門の 一つであった。 解放 直後、 日本 帝国主義が のこして い 
った 軽工業と いえば、 一、 二の 小さな 紡績工場 だけで、 ほか 
はまった くと るに たらない ものであった。 それば かり か、 日 
本 帝国主義は 朝鮮を 商品 市場に する ために、 数千 年来 つたわ 
ってき た 手工業まで もつ ぶして しまった。 

そのうえ、 解放 後、 過渡期の 初期に 築いた 軽工業まで 戦争 
にょって 根 こそぎ 破壊され てし まった。 

こうした 条件の もとで、 戦後、 金 日 成 首相は 強力な 重工業 
にも とづく 現代的 軽工業 基地の 創設を 経済 建設の 基本 路線の 
本質的な 要求と して 提起し、 それを つらぬく ための 創造的 方 
法を さししめし、 短期間 内に ゆるぎない 軽工業 基地を 築き あ 
げた。 


第一章 朝鮮を 自立 経済の 国に 


金 日 成首栢 は、 経 工業の 骨幹と なる 大規模な 中央 工業 工場を 大 々的に 建設し、 その 技術 装備を たえず 改善して、 
質の よい 各種の 消費財を 大量に 生産す る ことに 大きな 関心を はらった。 

こうして ビョン ヤン 紡績工場を はじめ、 現代的な 紡績工場と 大規模な 食料品 工場、 製紙工場 および 日用品 工場な 
どが 全国 各地に ぞくぞくと 建設され、 消費財 生産は いちじるしく 増大した。 

しかし、 社会主義 建設の 急速な 発展に よって 生産が 急激に ふえ、 それにつ れて 人民 生活が 向上す ると、 増大す る 
勤労者の 需要に 消費財 供給を 追いつかせる ための 新しい 任務が 提起され た。 

しかし、 国の 経済 事情から 大規模な 軽工業 工場を 一度に 多く 建設す る ことは できなかった。 また それだけに たよ 
っていて は、 軽工業の 発展を うながし、 急激に 増大して ゆく 人民の 需要を 充足させる ことは とうてい 不可能で あっ 
た。 消費財 生産で 革新を よびおこす ためには、 新しい 決定的な 対策が 必要であった。 

金 日 成 首相は、 中央の 工業と ともに 中小 規模の 地方 工業を 大々 的に 発展 させ、 現代的な 技術と ともに 手工業 的な 
技術を 利用す ると ころに、 問題解決の ヵギが あると みた。 

首相は 全国 各地に ある さまざまな 原料を 加工し、 全国 各地の 勤労者の 多様な 需要を 充足 させ、 地方の 原料 および 
資材と 家庭 婦人の 遊休 労働力な どを 合理的に 動員す るなら ば、 より 少ない 国家 資金で 消費財を 大々 的に 生産で きる 
と 考えた。 さらに、 潜在 力を 十分 動員す るなら ば、 国家 資金を より 多く 重工業の 発展に まわす ことができる という 
こと も 洞察して いた。 

首相の 考えは、 これにと どまる ものではなかった。 首相は 地方 産業を 発展 させて こそ、 将来、 都市と 農村の 差異 
を 成功裏にな くす ことができる という ことを も 見と おしていた。 こうした 観点から、 首相は 一九 五八 年 六月、 党 中 
央委員 会 総会を 招集した。 この 総会で 首相は、 すべての H ネル ギ ー を ことごとく 動員し、 全人 民 的 運動と して 消費 
財 生産を 発展させる こと、 その 重要な 方法と して それぞれの 市、 郡に 一つ 以上の 地方 産業 工場を 大衆 的な 運動で 建 
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設 する 方針を しめした* 

このように 首相は、 国の 経済発展の さしせまった 要求と 新しい 可能性 および 軽工業の 特徵を 科学的に 分析し、 国 
の 軽工業 基地を 強化し、 人民 生活を すみやかに 向上 させうる 正確な 方途を 教えた。 

首相の しめした 方針に したがって、 全国の 勤労者たち がたち あがった。 地方に 分散され たま まう もれて いた 大き 
な 潜在 力が 動員され、 わずか 数 か 月の あいだに 国家 資金 も あまりつ かわずに 一千 余の 地方 産業 工場が 建てられた。 こ 
れは 消費財 生産に おいて、 大規模 工場と 中小 規模の 地方 工場を ともに 発展させる 賢明な 方針の 偉大な 勝利であった。 

金 日 成 首相は、 各地の 地方 産業 工場を たずねて はこ まかく 心を くばり、 これを 育成した。 各 郡 ごとに 平均して 十 
個 以上 も ある 地方 産業 工場は、 このように して 生まれ、 成長した ので ある。 

こんにち、 北半 部には 二 千 余の 地方 産業 工場が あり、 その 技術 装 儀 もき わめて 高い。 

首相が 構想を たて、 それが 党の 路線と して 提起され た 中央 工業と 地方 工業を 並進させる 路線は、 その 生命力を あ 
ますと ころな く 発揮した。 一九 六〇 年には すでに、 地方 工業は 工業 生産高の 三 九パー セント、 消費財 生産高の 五 九 
パ ー セントを 占める にいた った。 

地方 工業が 大 々的に 発展した 結果、 国の 生産力 配置は いっそう 合理的な ものに なり、 国防 力 もい ち だんと 強化 さ 
れた 。または それは、 経済 建設で 地方の 創意 性と 積極性を かぎりなく 高め、 地方の 原料 源泉を ひろく 動員、 利用す 
る 道を ひらき、 多くの 家庭 婦人を 地方 産業 工場に ひきいれて 勤労者の 収入を ふやし、 女性の 政治的、 文化的 水準を 
急速に 高めた。 

この 貴い 経験は、 世界の 革命的 人民の 新しい 社会 建設を めざす たたかいに とっても、 貴重な 教訓と なる もので あ 
る。 

金 日 成 首相は'  この 経験を つぎのように 一投化 した。 
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「われわれの 経験に よれば、 軽工業 部門では、 その 経済、 技術的 特性から みて、 一般的に 大規模 工場と 中小 規模 
の 工場を 併行して 発展させる ことが 合理的で ある。 とくに 技術が 比較的 単純で 規模の 小さな 地方 工場を 多く 建設す 
る ことは、 たちおくれて いる 国々 で 消費財 生産を 増大 させ、 工業 全般を すみやかに 発展させる うえで 効果的な 方法 
である ことを しめして いる。 地方 工業を 建設す る ことは また、 国内の すべての 地方を 一律に 発展 させ、 とくに 工業 
を 農業に 接近 させ、 都市と 農村の 差異を しだいにな くして いくうえ でき わめて 重要な 意義を もっている」 

共和国 北半 部では、 中央 工業と 地方 工業から なる 強力な 軽工業 基地が 築かれ、 国内 生産の 消費 商品で 人民の 生活 
を 保障す る ことができる ようになった。 織物 生産 だけを とってみ て も、 一九 六 五 年のは じめ には 解放 前に くらべて 
一九 五倍に ふえ、 人口 一人 当り 二 五メ ー トルの 各種 織物を 供給で きる ようになった。 食品工業と 日用品 生産 も 急速 
に 発展した。 

このように 中央 工業 および 地方 工業の 二 本 足で しっかりと たって いる 北半 部の 軽工業は、 みずからの 力、 自国の 
資源と 技術に よって 建設され たもので あり、 現代的 技術で 装備され た 軽工業で あり、 どのような 試練に 直面して 
も、 たとえ 戦争に なった 場合で も 微動 だに しない 確固と した 軽工業と なった。 

金 日 成 首相は 自立 的 工業の 創設と ともに、 農業を 急速に 発展 させ、 食糧と 軽工業 原料を 自力で 生産、 供給す る こ 
とを 自立 的 民族 経済 建設の 重要な 要求と して 提起した。 それは、 強力な 工業 体系は 必ず 発展した 農業と 密接に むす 
びつ いていなければ ならない と 考えた からで ある。 

金 日 成 首相は つぎのように 教えて いる。 

「もし 農業が 工業の 要求に こたえる ことができないならば、 われわれは 重工業を 優先 させながら 軽工業を 同時に 
発展させる という 党の 路線を つらぬく ことは できません。 

もし われわれの 畜産業が、 肉、 皮、 羊毛な どのような 原料を 供給す る ことができないならば、 軽工業で 肉類を 加 
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エ する こと もで きず、 皮靴を つくる こと も'  毛 m 物を 生產 する こと もで きないでしょう。 

農業で 生産され る 原料 や 穀物に ついても 同様です。 もし 穀物が 十分 供給され なければ、 ぼう 大な 数の 労働者、 事 
務員 とその 家族に 食糧を あたえる ことは できないで しょう」 

金 日 成 首相の 構想に よる 農業は、 高い 科学技術に もとづいて 毎年 豊作を もたらし、 すべての 農民が 白米の ご飯と 
肉料理を たべ、 瓦ぶ きの 家で 絹の 服を 着て 暮らせる ようにす る だけでなく、 国に 食糧と 工業 原料を 十分に 供給で き 
る 高い 水準の 現代的 農業な のであった。 

いうまでもなく、 たちおくれた 農業国であった わが国で、 このような 農業を 建設す る ことは 決して 容易な ことで 
はなく、 それは 困難で 苦しいた たかいを 意味した。 

しかし 金 日 成 首相は、 この 問題にたい してす ぐれた 英知と 非凡な 展開 力を もって あたり、 その 雄大な 構想を 絢爛 
たる 絵巻物の ようにくり ひろげた の であった。 

首相は 戦後、 社会経済 発展の 成熟した 要求に したがい、 適切な 時期に 農業の 社会主義 的 改造を 独創的に 実現し、 
農業 生産力を かぎりなく 発展させる ひろびろとした 大路を ひらいた。 それば かりで なく 農村 問題に かんする 科学的 
な 分析に もとづいて、 社会主義 農業の 物質、 技術的 土台を しっかりと 築いて いく 方途を 全面的に 明らかにした。 

金 日 成 首相は こうのべ ている。 

「工業の 発展 程度と 農村の 具体的な 実情に したがって、 なにを 先に おこない、 なにを あとに する かのちが いは あ 
りうる が、 社会主義 農業の 物質、 技術的 土台を しっかりと 築く ためには、 必ず 農村での 技術 革命の 四つの 基本的 課 
題、 すなわち 水利 化、 機械化、 電化、 化学 化を 実施し なければ ならない」 

これは、 農村に おける 技術 革命の 四つの 基本的な 構成 部門の 弁証法的 相互関係を 深く 分析した うえで だされた 結 
論であった。 
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首相は、 機械化、 電化の みに 力を いれ、 水利 化、 化学 化を おろそかに するならば、 農業の 収穫高を たえず 増大 さ 
せる ことは できず、 反対に、 水利 化、 化学 化の みに 力を ふりむけ、 機械化、 電化に つとめないならば 労働生産性を 
高める ことができず、 農民の 力仕事を 軽減す る ことは できない と 考えた。 

金 日 成 首相は また、 農業 科学の 成果と 先進 的な 営農 技術を ひろく 導入し、 集約的な 営農 法を さらに 発展 させ、 穀 
物 生産を 中心として 工芸 作物の 栽培と 畜産業、 果樹 業、 蚕業な ど、 •農業の すべての 部門を 急速に 発展 させなければ 
ならない とのべた。 

金 日 成 首相が 明らかにした これらす ベての 路線と 政策は、 自立 的な 農業 建設の 綱領で ある ばかりでなく、 社会 主 
義 農業が すすむべき 普遍的な 道を 照らす 灯台であった。 

首相は、 過去の 農業が たちおくれた 技術に たょって いた ことと、 技術的 改造に 先だって 経理 形態の 改造が 実現 さ 
れた という 条件から みて、 社会主義 的 農業を 発展させる うえで、 もっとも 切実な 問題と なる のは 農村に おける 技術 
革命で あると 考えた。 

首相は、 農村での 技術 革命の 旗 じる しを 高く かかげ、 まず 水利 化を 優先的に おしすすめた。 

首相は、 すでに 一九 四 六 年の 春、 普通 江 改修工事の 最初の シャベルを とって 全国を 水利 化する 大自然 改造 事業の 
偉大な 構想を ねり、 戦後の あの 困難な 環境の なかで も 水利 化の 雄大な 設計図を しめした のであった。 

首相の この 雄大な 設計図に したがって すすめられた 平 南 灌漑 工事を はじめ、 岐 陽、 於 之 屯、 青 丹、 新溪 地区、 鴨 
緑 江 地区な どの 大規模な 灌槪 工事の 完成と、 いたるところで つくられた 中小 灌溉 施設に ょって、 共和国 北半 部は 文 
字 どおり 緻密な 灌溉 網で おおわれた 「灌溉 の 国」 となった。 

首相の さししめす 道に したがって、 戦後 北半 部 人民が 歯を くいし ばり、 困難な たたかいを つうじてつ くった 灌漑 
施設は、 全世界の 人民が 羨望して やまない 自然 改造の 模範と なり、 その 経験は りっぱな 教科書と して 評価され、 ひ 
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ろく 普及して いる。 

金 日 成 首相は、 農村の 技術 改造に おける 困難な 問題であった 機械化 も 力強く おしすすめた。 

機械化は、 たちおくれた 農機具で、 数千 年来 あらゆる 苦役を 強いられて きた 農民を 力仕事から 解放す る 大きな 革 
命 闘争であった。 

金 日 成 首相は、 農業の 機械化を 段階 別に 力強く おしすすめた。 

首相は、 農村 機械化の 最初の 段階の 方針を つぎのょうにし めした。 

「機械化の 具体的な 方針に ついていうならば、 われわれは わが国の 機械工業の 発展 水準が それほど 高くない 事情 
を 考慮して 漸次す すめる つもりです。 …… われわれは 動力 機械と 畜力 機械を くみあわせ、 現代的 機械化と ともに 半 
機械化を 併行 させ、 平野 地帯からは じめ て、 しだいに 山間 地帯へ 機械化を 拡大して いかなければ なりません」 

この 方針に したがって、 最初には 水利 化が ひろく おこなわれて 収穫が もっとも 多かった 平安 南 道、 Itr が 南 道の 平 
野 地帯では 現代的な 農 機械を 導入し、 農業に おける 機械化の 優越性と 有利 さとを 実証して いった。 これは 全国の 農 
業を 機械化す るた めの 模範で も あった。 

その後、 機械工業が トラクタ ー や 自動車を 本格的に 生産す るょう になった とき、 首相は 農業の 機械化を 全面的な 
実施 段階へ と 導いた。 

こうして 山間 僻地に いたる まで トラクタ ー や トラックは もちろん、 地形と 耕種 体系の 特殊性を 考慮して 創案、 製 
作され た 現代的 農 機械が つぎつぎと 導入され ていった。 

共和国 北半 部では すでに 一九 六 四 年、 耕地 百 町歩 当り 一台 (平野 地帯では 二 台) の トラクタ I がわり あてられた。 農 
業に 導入され た 現代的な 農 機械は 起 耕、 運搬、 地なら し、 種蒔き、 撒水、 草と りな ど、 二十 余 種に わたって 農民の 
力作 業を 軽減した。 
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金 日 成 首相の 偉大で 賢明な 方針に もとづいて、 農村の 電化 もき わめて 早く 実現した。 白 頭 山麓の 僻地 や 奥地に 
も、 西 海の さびしい 農 漁村に も 電気が はいり、 脱穀、 揚水、 飼料 づく りな どが 動力で できる ようになった。 また、 
すべての 農家が 首相が のぞんで いたと おりに、 都市 生活と かわりなく ラジオを はじめ 各種の 電気 用品が ひろく 利用 
される ようになった。 

金 日 成 首相の 綿密で 科学的な 指導の もとに、 化学 化の 高地 も 占領され た。 農地と 作物に 適した 化学肥料の 町歩 当 
り 施肥 量は 世界的 水準に 達し、 「二 •四 D」 、 rp • C • £ な ど 多種多様な 除草剤と 植物 生成 促進剤が 本格的に 
生産、 供給され た。 

金 日 成 首相は このように、 農村の 具体的な 実情と 工業の 発展 程度に そくして 農村に おける 技術 革命の 四つの 基本 
任務— 水利 化、 機械化、 電化、 化学 化を すすめ、 農業 科学の 成果と 先進 的 農業 技術を ひろく 導入して 集約的な 営農 
方法を 実施 させて いった。 

首相は、 山地が 多く 耕作 面積が 少ない うえに 地味のと ぼしい 地方と して 知られて いた 北半 部の 農業 条件の もとで、 
少ない 土地で 多くの 収穫を あげる ためには、 先進 的な 集約 営農 法を ひろくと り いれなければ ならない と 教えた。 

首相は つぎのように のべて いる。 

「農業の 集約 化、 これは 営農に おける わが 党の 基本 方針で ある。 現代的な 科学技術に もとづく 集約 農法は もっと 
もす すんだ 営農 方法で あり、 それは 農業に おける 多 収穫の 基本と なる」 

首相の この 方針に したがって 、すべての 農村では、 農作物の 単位 当りの 収穫高を 画期的に ひきあげる ための 土地 
整理と 改良 作業が 活発に くりひろげられ、 可能な あらゆると ころで 二 毛 作 体系が ひろくと り いれられ、 間作、 混作 
など も ひろく おこなわれた。 また 育種 事業が 改 ti され、 種子が たえず 改良され、 自給 肥料の 施肥 量が 急激に ふえ、 
すべての 農作業が 毎年 適時に、 しかも 質的に 高い 水準です すめら れ 、田畑の 手入れ も 十分に おこなわれた。 
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こうした 成果に もとづいて、 以前は 多くの場合、 天候に 左右され ていた 農業が、 社会主義 経済の 発展 法則に しっ 
かりと 立脚した、 計画的に 発展す る 農業に かわった。 

金 日 成 首相は、 農村にたい する 指導の 水準を、 機械で 農業を おこない、 農薬で 雑草を とる という 新しい 要求 水準 
に 高めた。 首相は 科学的 営農 方法と 農業の 総合的 機械化、 化学 化な どの 問題を 直接 農民の なかには いって 解説し、 
新しい 模範的な 芽を 積極的に 育成して いった。 

一九 五 九 年 九月、 金 日 成 首相は 平安 南 道 文 徳郡立 石 協同 農場を たずね、 試験 田からは じ まって 協同 農場 内を すみ 
ずみ まで 見て まわった。 そして 技術 学校を でた ばかりの 十九 歳の 断髪の 女性 農産 技手に 会った。 

首相は、 地方の 特性に 適した 農業に ついて 語る ときには 経験の 多い 年寄りと ひざを まじえた が、 先進 的な 営農 方 
法を とりいれる 問題に ついては、 こうして 新しい ものに 敏感な 青年たち と 語り あう のがつ ねであった。 首相は まだ 
若い その 農産 技手に、 科学的 営農 方法を 導入す る 必要性と その 方法に ついて くわしく 教えた* 

首相が 帰った のち、 断髪の 少女は その 教えを つらぬく 一念に 燃え、 青春の 情熱を 科学的 営農 方法の 導入に うちこ 
んだ 。その かいが あって 試験 田は 例年に ない 大 豊作を むかえた。 新しい 芽を 育てょう とする 首相は、 つぎの 年に も 
忘れずに この 農場を おとずれ、 その 若い 女性 農産 技手に いっそう 新しい 科学的 営農 方法を 教えた。 

首相の 教えは 一人 この 農産 技手 だけでなく、 この 地方の すべての 農民を 大きく はげました。 以前には、 学問 や 科 
学を 知らなくても 百姓 仕事には さしつかえないと きめこんで いた 農民たち も、 いまでは 勉強を しなければ 多 収穫を 
あげる ことができない という ことを さとっ た。 農場の 人び とは 営農 知識の 習得と 協同 農場 員と しての 資質を 高める 
ために 努力す るょう になり、 働きながら 学ぶ 教育 体系に したがって 技師、 技手の 隊列 も 日 ましに ふえて いった。 

朝から ぼたん 雪の ふりしきる 一九 六 一年 十二月の ある 日に も、 首相は、 農業を いちだんと 高い 水準に ひきあげる 
ため、 この 農場に いま 一度 足を はこんだ。 
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敬愛す る 首相と 席を ともに した 農場 員たち の よろこびは、 このうえない ものであった。 首相は 田畑の 管 理工で あ 
った 若い 例の 女性 作業班 長と 再会し、 しばらくの まに 見ち がえ る ほど 大きく なった もの だ、 とたの もし 気になが め、 
もう 二十 一にな ったから お 嫁に もい かなければ ならない といって、 そこにい あわせた 農民たち を 笑わせた。 

首相は、 こうした 家族 的 雰囲気の なかで 農民たち との 話し合いを はじめた。 農場 員たち は、 あたたかで かざり 気 
のない 首相の ことばに ひきこまれ、 思って いる ことを わだかまりなく 話した。 

首相は 女性 作業班 長に、 農場 員たち が もっとも 骨の 折れる 作業は なにかとた ずね、 収穫高を ふやし、 農民を 苦し 
い 労働から 解放す るた めには 種 まきから、 草と り、 とりいれ、 脱穀、 秋 耕に いたる まで、 農作業の 総合的な 機械化 
を 実現し なければ ならない と、 一つ一つ 手に とる ように 教えた。 

首相の 教えに したがって、 農場では 総合的な 機械化を めざす たたかいが くりひろげられた。 トラクタ ー や トラ ッ 
クの 運転手の 数が 急速に ふえて いった。 青年たち はまる で 牛を 追うよう に、 現代的な 農 機械を あやつる ようにな っ 
た。 機械化 作業の 範囲 も 大きく ひろげられた。 その 結果、 仕事が まえに くらべて 楽に なった ばかり か、 収穫 も 大き 
く ふえた。 

このように、 首相が 直接 農民たち を 導きながら 創造した 科学的 営農 方法と 総合的 機械化は、 たちまちのう ちに 全 
国に 一般化され た。 穀物の 収穫高 も 大きく のびた。 

穀物 生産 ばかりでなく、 工芸 油脂 作物 も 豊作で、 畜産と 果樹 業 もい ちじる しく 発展した。 

畜産 問題の 解決は、 穀物 問題に おとらず 困難であった。 もともと 畜産の 土台が 弱かった うえに 飼料 問題が まだ 解 
決されて いなかった。 それに 農民たち は 家畜を 飼う ことに なれて いなかった し、 飼育 経験に もと ぼしかった。 

金. 日 成 首相は、 国内の 自然 経済的 条件に そくして 畜産業を 発展させる 正確な 方針を 明らかにした。 首相は 牛、 
羊、 兎な ど、 草食 家畜と 豚の 飼育を ひきつづき 拡大 させながら 家禽 業を 大々 的に 発展 させ、 国営 畜産業と 協同 農場 
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の 共同 畜産を 基本と し、 これに 機関、 企業 所 おょび 個人の 副 i 産を くみあわせ、 畜産業を 専門化、 集約 化、 現代 
化、 衛生 化する ことを 強調した。 

畜産業 発展の 基本的な ヵギ である 飼料 問題を 解決す るた めに、 山地では 山を 利用し、 田畑の 多い ところでは 二 毛 
作を ひろく おこなうべき であると 教えた。 

首相は、 肉類と 卵を 大量に 生産して 人民の 食卓を かざる ため、 畜産業に かんする 専門的な 技術 問題にまで 細心の 
注意を はらった。 首相は 品種改良、 優良品 種の 選択、 先進 的な 飼養 管理 方法の 導入、 配合 飼料の 供給、 飼料 作物の 
栽培、 山地の 利用 方法、 畜産業の 機械化な ど、 多くの 問題に ついて 深く 研究し、 いたるところで 具体的な 指導を お 
こなった。 

首相の 教えを つらぬい ていく 過程で、 家畜 飼養 管理に おける 神秘主義が うちくだかれ、 ゆたかで 新しい 経験が つ 
まれて いった。 

果樹 業の 発展で も 大きな 変化が おこった。 全国 土を 美しい 果樹園で おおいつ くそうと いう 首相の 構想は りっぱに 
実現した。 

農業の 発展の ために かたむけられた 金 日 成 首相の 苦心と 努力は、 その すべてを おしはかる ことができない。 

首相は 自宅の 庭園に 試験 田を つくり、 国内 外の 新しい 品種を 入手して はみ ずから それを 育てた ほどであった。 
こうして 首相 自身が 試験的に 育成し、 普及 させた 新しい 品種は 十指に あまる ほどで ある。 

こんな こと も あった。 黄海 南 道の 延安 郡を 現地 指導して いた 首相は、 二 毛 作 粟に 強い 関心を しめした。 小麦、 大 
麦を 取り入れた あとの 畑に うえられた 粟な ので 二毛作 粟と ょんで いたの だが、 これを 普及 させれば 畑から も 穀物の 
収穫高を いちじるしく 高める ことができ ると 考えた からであった。 

首相は その 種子を もちかえり、 自宅の 庭で 畝のは ばを それぞれ 十五、 四十、 六十 センチに して 試験的に 栽培して 
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みた。 その 結果、 黄海 南 道で や 〇- ていた 十五 センチは ばの 畝よりも'  四十 センチは ばの 畝の 方が はるかに すぐれて 
いる ことが わかり、 首相は この 方法を 普及 させて いった。 

首相の 庭園に みられる さまざまな 植物と 果樹、 草花は、 決して 観賞の ための ものではなかった。 

それは 人民の ために、 どう すれば もっと 質の よい 穀物、 果物、 肉類を 多く 生産で きる かを 研究して いる 首相の 試 
験 農場で も あった ので ある。 

春には 百花が 咲きみ だれ、 秋と もな れば 黄金の 波う つ 田畑に 果実た わ わにみ のり、 家畜の 群の どかに 草を はむ 共 
和 国 北半 部の 農村 —— 、それは まさしく 人び とを 夢の 境地に さそう 桃源境と もい えよう。 濂洒な 文化 住宅の 屋並が 自 
然の 風景に 調和して、 その美し さを ひときわ ひきたたせて いる。 これが わずか 数年の あいだに 建設され た 共和国 北 
半 部の 農村の 姿で ある。 

このように 共和国 北半 部では、 重工業、 軽工業、 農業な ど、 人民 経済の すべての 部門が 総合的に 発展し、 経済の 
自立 的 土台が しつ かりと 築かれた。 

首相の よびかけに こたえて たちあがった 人民が、 歯を くいし ばり、 節約に 節約を かさねて 建設した 自立 経済は い 
かに 威力が あり、 またなん と 貴い ことか。 

このように 発展した 強力な 自立 経済を もっている が ゆえに、 朝鮮人 民は、 決意 さえ すれば どのような もので も 創 
造で きる 人民と なり、 かつて 暗中模索と 空想に あけくれて いた 人民から、 理想を この 地上に 実現す る ことので きる 
名手と して、 大胆な 実践と 闘争を 特技と する ほまれ 高い 人民して 生まれ かわったの である。 

自立 経済 —— 、これが あるから こそ 朝鮮人 民の 才能と 文明は ますます 花 ひらき、 強い心と 高い 自負心を もって 世 
界史の 舞台に 登場し、 もっとも 暴虐な 敵を もこれ を 見く だす ことができる ようになった ので ある。 

朝鮮の 自立 経済は、 偉大な 領袖 金 日 成 首相の 賢明な 指導の もとに、 鋼鉄の ようにき たえられた 朝鮮人 民の 手に に 
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ぎら れた 万能の 武器で も ある。 

朝鮮を 訪問した オー スト ラ リアの 海運 労働組合 連邦 書記は こう 語って いる。 

「わたしは、 朝鮮人 民が 自分の 国にたい して、 金 日 成 首相と 党にたい して、 自分自身にたい して、 大きな 民族的 
誇りを いだいて いる ことを 知った。 …… 国を 守る 防衛 力を 築く と 同時に 軍隊に 必要な 装備を 供給し、 住民の ための 
消費財を 保障す る ことので きる 重工業と 軽工業を 建設 するとい うことは、 じつに 力に あまる 負担に ならざる をえ な 
い。 これは 世界の いずれの 国の 人民に とっても 背負い きれない 負担で ある。 

この 困難な 課題を りっぱに やりとげ ている 朝鮮の 人民の 精神は、 まさしく 金剛 山の 巌に もたと えるべき もの だと 
深く 感じた」 

共和国 北半 部を おとずれた 諸外国の 友人たち は 例外な く、 この 偉大な 成果を 「自立 経済の 模範」 と 率直に よび、 
その 経験から 自分の 国の 輝かしい 未来を 描いて いる。 

アフリヵの ある 政治 活動家は、 「じつに 三十 六 年間の 植民地 支配 下に おける 貧しい 生活と 三年 間に わたる 帝国 主 
義侵 略に よるは かり 知れない 破壊に もめげ ず、 あらゆる 難関を のりこえた 革命的な 北朝鮮の 人民は、 自分たち の 前 
衛 部隊で ある 党の 指導の もとに 自力 更生し、 こんにち 高度に 工業化され た、 現代科学と 技術の もっとも 先進 的な 方 
法を とりいれる ことので きる 国を 建設した。 これは 経済発展と 建設の ためにた たかって いる アジア、 アフリヵ のす 
ベての 新興 独立国 家に とって 大きな はげましと なり、 模範と なって いる」 とのべた。 

一九 六 四 年、 アジア 経済 討論会に 参加した ネパー ル 代表 国の 団長は つぎのように いった。 

「愛国 的な 朝鮮人 民は また、 発展 途上に ある 諸国に、 自立 的 民族 経済の 建設に あたって 守るべき 自力 更生の 模範 
をし めして いる。 …… 朝鮮は その 模範に よって、 かれらを はげまして おり、 先頭に たって すすんで いる」 

偉大な 領袖 金 日 成 首相の 指導、 その 賢明な 指導に したがって しっかりと 築き あげられた 自立 的 民族 経済の 土台、 
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ここには 朝鮮人 民の たとえよう のない 誇りと 浪漫的な 希望が. ある \ 
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3  天地 開 闊 

歳月を たぐりよ せながら はばたく 千里 馬大 進軍の もとで、 共和国 北半 部は 自立 的 民族 経済の 国に なった ばかりで 
なく、 凶作を 知らず 五穀 百果 がた わ わにみ のる 楽園に かわった。 

金 日 成 首相は、 このような 変革に ついて つぎのようにの ベて いる。 

「われわれは 戦後わず か 数年の あいだに、 日本 帝国主義 者が 三十 六 年間に おこなった ものより 五倍 も 多い 面積に 水 
を ひく 灌漑 工事を おこない、 全国的に 治山 治水 事業を ひろくす すめました。 数千 年に わたって 自然災害に 苦しんで 
きた わが 農民は、 われわれの 時代に なって はじめて、 千 ばつと 水害を 知らない 農 土を もつ ことができました。 …… 

個人経営の せまい わくの なかで、 たちおくれた 農機具を もって 農業を おこなって きた わが 農民たち は、 大規模な 
集団 経営の 主人と なり、 楽に 仕事を しながら も 毎年 豊作を もたらす しっかりと した 技術的 土台を もつ ことができる 
ようになりました。 これは、 農民たち のこと ば どおり'  わが 農村に おける 『天地開闢』 であります」 

このような 「天地開闢」 は、 卓越した 革命の 天才で ある 朝鮮人 民の 敬愛す る 領袖 金 日 成 首相の 賢明な 指導に よっ 
てな しとげられた ので ある。 

自然の 破壊力を 征服 するとい うことは、 なまやさしい ことでは ない。 まして 朝鮮の ように 年 ごとに、 春には ひど 
い 日照りが つづき、 夏には また 洪水が ひんぱんに おこる 気候 条件で、 水害を ふせぐ という ことは 容易な 問題では な 
かった。 


3 天地開闢 


しかし 金 日 成 首相は、 自然を 征服し、 改造 
する 事業を 共産主義者に 課せられた 高貴な 任 
務 であると みていた。 

首相は 解放 直後、 人民に 土地を わけあた 
え、 農民を 協同 化の 大家 庭に 合流させる こと 
だけでは 決して 満足し なかった。 首相は いつ 
も、 土地の 主人と なった 平野 地帯の 住民 や 山 
間 地帯の 人たち も すべてが 農業を いとなむ こ 
とがで きる ようにし、 かれらが 白米の ご飯と 
肉料理を たべて 暮らして ゆける ようにす る責 
任が 自身に 課せられて いると 考えた。 

こうして 金 日 成 首相は、 大自然 改造の 遠大 
な 構想を ねり、 百年の 大計を 準備した。 

やせこけた 土地を 肥やし、 畑を 田に かえ、 
海を さえぎって 干潟 地を 開墾し、 灌槪 工事を 
大々 的に おこない 灌溉 水路の 網で 三千 里を お 
おって 畑を 灌槪 し、 高い 丘に も 水を ひきあげ 
て 田を うるおし、 田野に 五穀が 波う つよう に 
しよう。 山には リンゴの 木、 梨の 木、 桃の 木 
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など、 果実の 木を 植えて 果実の 山を つくり、 栗の 木、 クルミの 木、 キサ サゲの 木、 朝鮮 モミ、 ボブ ラな ど さまざま 
な 木を 植えて、 油、 紙、 織 維の 原料を 無尽蔵に 育てよう。 こうして 平地を 黄金の 平野に、 山々 はすべ て 黄金の 山、 
錦の 山に つくりかえよう！ 

金 日 成 首相の この 構想には、 祖国の 繁栄を のぞみ、 人民 生活の 向上を ねがう かぎりない 情熱と 責任感が こめられ 
ていた。 

首相は まず 最初に、 農村の 水利 化と 治山 治水 事業に 注意を むけた。 これは 事実上、 北半 部に おいてな しとげた 天 
地 開闢の 基本であった。 

首相は 解放 直後から 水利 化に 力を そそぎ、 とくに 戦後には 農業 協同 化が 実現し、 自立 経済の 土台が しっかりと 準 
備され るに およんで、 灌漑 工事と 治山 治水 事業を 全 国家的、 全 民族的、 全人 民 的 運動と して 強力に くりひろげて い 

った。 

金 日 成 首相は 停戦 直後、 戦争の 痛手を いやす 戦後 復旧 建設を くりひろげながら、 安 州、 文徳 、平原の 平野を はじ 
め、 およそ 五 万 余 町歩の 田畑を かかえる 十二 三千 里が 原に 生命 水を おくる 平 南 灌漑 工事を 成功裏に おしすすめた。 

金 日 成 首相は、 停戦 直後の 緊張した 経済的 事情に も かかわらず、 この 工事を 一日 も 早く 完成させる ために、 すべ 
ての 条件を ととのえた。 こうして、 のべ 二 千 二百 余 里の 水路を もつ 平 南灌槪 は、 わずか 一年 十 か 月と いうみ じかい 
期間 内に 竣工した。 

平 南 灌漑の 完成は、 千 ばつと 水害の 災難を 永久に 葬り去る ことによって、 じつに 十二 三千 里 力 原に 住む 農民たち 
の 世紀 的 宿願を かなえた 天地 開 H であり、 共和国 北半 部の 食糧 問題を みずからの 力に よって りっぱに 解決す る 最初 
の 歩みであった。 

金 日 成 首相は、 平 南 灌溉の 竣工に つづいて 四 万 余 町歩の 大同、 江 西、 温泉、 南 浦、 甑 山の 野に 生命 水を おくる 岐 
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陽灌激 、鳳 山ナ ムリ か 原、 黄 州 ギン ドン か 原の 三 万 四千 余 町歩を うるおす 於 1€灌槪 、昔から ノル (鹿の 一種) が あ 
そぶ ところと いわれ 「ノルの 庭」 とよ ばれて きた 黄海 南 道 新溪谷 山の 五 千 余 町歩の かわき きった 土地を うるおす 新 
湲 地区 灌漑、 さらに 九 万 余 町歩の 鴨 緑 江 灌漑な ど、 国家が おこなう 大規模な 灌槪 工事を はじめ、 全人 民 的 運動と し 
て 無数の 中、 小規模の 灌溉 工事を 電撃 的に おしすすめた。 

こうして 共和国 北半 部の 各地には、 一万 二 千 余の 貯水池と 七 千 八 百 余の 揚水 場、 数万の 各種 水利 構造 物が 新しく 
生まれ、 縦横に ひろがる 灌漑 水路 網は、 あたかも 健康な 人体の 毛細血管の ように 力強く 脈う ちながら 全国の 田畑に 
生命 水を おくる ようになった。 

じつに このす ベての 変化は、 そのい ずれ もが、 金 日 成 首相の 人民にたい する かぎりない 配慮と その 直接的な 指導 
によっても たらされた ので ある。 

於 之 屯 灌漑 工事に 着工して 三 か 月に なろうと していた 一九 五 七 年 十二月 二十 一日の ことであった。 首相は 於^ ^ 
灌漑 工事の 現地を たずねた。 この 工事を 担当す る 技師 長から 工事の 準備 情況を きいた 首相は、 しばらくな にごと か 
考えて いたが、 「灌漑 面積 単位 当りの 水の 所要 量は どのくらいになる のか？」 とたず ねた。 

技師 長は、 町歩 当り 平均 水深を  ーメ ー トル 以上に 見 積って 設計した とこた えた。 すると 首相は、 わが国の 実情で 
は 町歩 あたり 〇 •六 メー トル あれば 十分 だとい いながら、 「貯水量に くらべる と灌溉 面積が 少ない よう だ。 われ わ 
れは 一滴の 水と いえ ども 最大限に 利用し なければ ならない」 と 語り、 灌漑 面積と 貯水量の 均衡が うまく とれて いな 
いこと を 指摘し、 給水を うける 土地の 面積を もっ とひ ろげ る ことは できない のかと きいた。 

金 日 成 首相は、 返答に つまった 技師 長を しばらくな がめ ていたが、 ふたたび 図面に 目を おとす と、 それを 指で し 
めしながら、 「この 鳳 山と 沙里院 後方の 高地と それに 黄 州、 燕灘の あたりに も、 給水す る こと 0 できる 面積が ある 

暑 

よう だ。 
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二 段、 三 段の 揚水 場を 設置 すれば 黄 州 ギン ドン か 原に も 水を おくれる のでは ないか？」 といった。 

金 日 成 首相の この ことばは、 この 地方の 技術者た ちの 目を ひらかせた。 事実、 この 工事を 担当した 技術者 集団は、 
このと きまで だれ 一人と して 町歩 当り 平均 水深を 〇 •六メ ー トルに さげ、 灌漑 面積を ひろげる ことに 注意を むける 
ことができな かった。 まして や、 高い 地帯に 水を ひきあげる ことな どは 思い も よらなかった ので ある。 

しかし 金 日 成 首相は、 平地と 高地と をと わず、 そのい ずれに も 生命 水を あたえ、 すべての 土地を 黄金の 土地に か 
える 大きな 構想を いだいて、 その実 現の ために 明確な 方向と 具体的な 方法を しめした ので ある。 

技師 長は、 「やれます」 と 力強く こたえた。 

首相は この 日、 各 工事現場を まわりながら 労働者たち をはげ ました。 清 溪提防 工事現場に ついた 首相は、 あたり 
の 景色を しばらくな がめ ていたが、 やがてこう いった。 

「ここに 堤防を つくれば 黄海 北 道に 『海』 がで きる であろう。 

勤労者た ちが 休息したり 舟遊びが できる ように、 この美し い 自然を 背景に 休養 所を 建て、 潮水は 魚の 養殖に つか 
うように するとい い。 

いまから 貯水池 区域 内の 木を 根 こそぎ ほりおこし、 底を 整理して おけば、 養殖した 魚を かんたんに とる こと もで 
きよう。 その 魚を みんなの 食卓に そえる ことができれば すばらしいで はない か。 

それから 発電所 も 建設して、 近くの 揚水 場に 電気を おくろう。 また、 ここの 水で 沙里院 市に 運河を つくり、 市民 
が 文化 生活を たのしめる ようにしなさい」 

首相は、 工事に くわわった 青年たち の 土に よごれた 手を にぎりながら、 こうした 工事を たくさん やれば それだけ 
よい 暮らしが でき、 共産主義 社会に も 早く ゆきつく ことができる とはげ ました。 

首相は、 一番 若く見える 青年の 肩に 手を かけて、 「つらく はない か？ きみは この 工事を なんの ために やる のか 知 
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ってい るの かね？ 工事が 終われば、 これから どうなる と 思う？」 とや さしくたず ねた。 

青年は、 はきはきと こたえた。 

「みんなが 白米の ご飯を たべ、 もっとよ く 暮らせる ようになります」 

首相は、 かれが 銀波 郡の 山村から きた 青年で ある ことを 知り、 r たが、 きみは この 工事には 直接関係がない の だ 
ろう？ きみたちの 村までは、 この 於 之 屯の 水は ゆかな いんだよ …… 」 といって 笑った。 

「首相 さま、 そうではありません。 鳳 山の 平野で もっとた くさん の 米が とれれば、 わたしたち も 白米の ご飯を も 
っと たくさんた ベら れ るので す」 

青年が こうこた える と、 首相は、 

「きみの いうと おりだ。 米を たくさん 生産 すれば、 きみたちが とる 魚と 交換され るから ね。 つまりた すけ あう と 
いう こと だよ」 といいながら'  父親の ような 愛情を こめて 青年の 肩を たたいた。 

金 日 成 首相は、 翌年の 一九 五八 年 五月に もこの 工事現場を 指導し、 その 翌年 六月、 三た び 工事現場を たずねた。 
首相は そのたび ごとに、 この 建設 事業所の 人び との 生活 問題に いたる まで 深い 配慮を しめし、 かれらの 作業を 機械 
化する ために 建設機械な どを たくさん おくり、 かれらが やりとげた 仕事を 高く 評価し、 技術を 思う存分に 学び、 さ 
らに 多くの 灌漑 工事を しなければ ならない と 力 づけた。 

「これからは きみたちの 力で、 もっと 大きな 工事を やる ことができる だろう。 この 工事は 一つの りっぱな 灌漑 大 
学で ある。 大学が 別に あるので はない の だ。 この 工事を 終える まで ここで 働けば、 大学を 卒業した のと 同じ だ。 わ 
れ われには、 これより もっと 大きな 工事を 問題な くやれ る だけの 十分な 力量が 準備で きている。 われわれは これ か 
らも、 共和国 各地で もっと 大きな 灌漑 工事を やらなければ ならない。 統一が 達成 すれば、 われわれは 南半 部を 北半 
部と 同じように 灌溉 網で おおわなければ ならない。 そのためには、 このり っばな 灌漑 火 学で、 もっとた くさん の 技 
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術 者たち を 養成し なければ ならない。 そして 準備で きた 力量を 分散して はならない」 

金 日 成 首相の 具体的な 教えと あたたかい はげましの ことばは、 於$ 灌漑 工事 場を 担当した この 工事の 人び とを 
力強い 生産 闘争に ふるいたたせた。 首相の たびかさなる 具体的な 指導に はげまされた かれらは、 最初の 計画に くら 
ベて 三倍に も ふえた 灌溉 面積を もつ この 工事を、 予定よりも 一年く りあげて 完成した。 

於少 « 灌漑 工事は、 このように して できあがった。 於 备 灌漑 網からは、 あたかも 金 日 成 首相の 徳を たたえる よ 
うに、 三 万 四千 余 町歩の 田畑に 生命 水が せ せらぎ をた てて 流れ こんでいった。 いままでは きびを 植えても 腹 r はい 
食べられなかった テ サン 原に も、 旅人に ご飯を だしても 水 だけは やれない といわれて いた ギン ドン か 原に も、 地主 
の 水車小屋で しか 水を 見られなかった という チルボン 原に も、 鳳 山ナ ムリ か 原に も 万年 豊作の 生命 水が あふれた。 

だから こそ、 一九 五 九 年の 夏、 於 ラ ^ 灌漑 工事が 完成し 生命 水が あふれでた とき、 ここの 農民たち はこん な 歌を 
うたった ので ある。 

於 ラ S の 生命 水が ゆく ところ 
いずこ も 豊作 黄金の 秋よ 
ああ、 首相の 気高い 徳よ 
わしら の 国は いずこ も 楽園 

金 日 成 首相は あらゆる 規模の 灌漑 工事を 指導しながら、 一つの 協同 農場、 さらには 作業班の 農耕 地にまで 深い 関 
心を はら ' 〇 た。 

.首相は、 一九 五 七 年 一月の ある 夜、 ビョン ヤン 市 三 石 区域 長 水 院 協同 農場を たずねた。 
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その 夜は、 真冬な のに どうした ことか、 みぞれが 音を たてて ふっていた。 農場に ついた 首相は、 第三 作業班 民主 
宣伝 室に 足を はこんだ。 そこでは 作業班 員たち が 営農 準備に ついて 討論して いた。 

みぞれの ふる 凍てつ くような 寒い 夜、 思いがけなく 首相を むかえた かれらは、 あまりの うれし さに 身の おきどこ 
ろを 知らず、 挨拶 もし どろ もどろ に、 とも すれば じいんと 熱くな りが ちな 目 ばかりし ばた たかせて 顔を ほころ ばせ 
ていた。 

かれらは 数日 まえに も、 ほかならぬ この 場所で、 まだ 足 あと 一つつ いてない 元旦の 雪道を 踏みながら たずねて き 
た 首相を むかえて いた。 

そのと き 首相は、 この 農場の 暮らしと 農事の 情況が、 ほかの 農場に くらべて ひどく たちおくれ ている ことを 具体 
的に 知って、 営農を りっぱに おこない、 多くの 収穫を あげる 方法を 教えた のであった。 ところが、 国事に 多忙な 身 
にもかかわらず、 首相は、 その 数日後に ふたたび この 村を たずねた ので ある。 

首相は すすめられた 座ぶ とんを おしやって、 むしろのう えに すわり、 農場 員たち と 田畑を 手入れす る 方法に つい 
て 意見を かわしながら、 水の 少ない ここでは 貯水池を つくらねば ならない と 教えた。 

大城 山の ふもとに 位置す る この 三 石 村は、 まえを さえぎって たつ ゴノ 峠と、 うしろに せまる ように そびえる 堂 山 
という かなり 高い 山と には さまれ ている ため、 田と いえば すべてが 天水 畓 であり、 畑の 土 もまた 半分は 石ころと い 
うやせ た 土地であった。 そして 主要 作物で ある あわ、 ひえ、 とうもろこしな ども 一町 歩 当りの 収穫高が やっと 六 百 
から 七 百 キログラム 程度の ものであった。 

こうした 事情を 知った 金 日 成 首相は、 農場 員たち の 貧しい 暮らしを わがことの ように 案じた。 

農場 員たち は、 この 村に 田を おこす 方法を 考えて みようと いう 首相の 話しに ただお どろく ばかりで、 すぐには 返 

事 もで きなかった。 しば. らくして 一人の 老人が たちあがり、 「首相 さま、 わたしどもの 村は 石ころ ばかりで、 そ 
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れに 、水 もありません。 で、 むかしから ずっと、 田んぼを おこそう などとは 夢にも 思いませんでした 。チャ ジャク 
谷で わき 水が すこしで るには でます が、 もともと かわき きった ところな ので 田んぼに 水を やる ほどの 水は で ませ 
ん」 といっ た。 

すると 首相は、 笑顔を うかべながら いった。 

「山 あいには 水が あるの がふつ うです。 ここに だけ 水がない というは ずはないでしょう」 

首相は たちあがりながら、 

「さあ それでは 貯水池に なりそう な 場所を さがしに いきましょう か」 といった。 

首相は、 わきたつ 農場 員たち とともに 暗闇の 外にで た。 

だれかが 大急ぎでたい まつを つくった。 

首相は その あかりを 手に すると、 みぞれ ふりしきる 夜道に たって、 「さあで かけよう、 みんな わたしに ついて き 
なさい」 といつ た。 

首相は 農場 員たち の 先頭に たって、 けわしい 夜道を 歩きながら 地形を しらべた。 みぞれは ふりつづけ、 冷い 風が 
ようしゃな く 肌を さした。 びっしょり ぬれた 服は かちかちに 凍りつ いていった。 しかし 首相は、 あかあかと 燃える 
たいまつを かざして、 大また に 暗闇の なかを すすんで いった。 

農場 員たち は、 首相のから だを 案じて ひきとめようと したが、 首相の 崇高な 姿に 心を うたれ、 だれ 一人 口を きく 
ことができなかった。 

首相は、 名もない 一 農場の 貯水池の 場所を もとめて みぞれの なかを 急いでいた が、 たいまつを かざす 首相の 姿に 
はすべ ての 人の 胸を うつ 崇高な ものが やどって いた。 

だれもが 無 n 思 識の うちに、 抗日 武装 闘争の 時期の 首相の 姿を 思いう かべて いた。 雲の ように おしよせて くる 敵を 
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うちくだきながら 朝鮮人 民の まえに 高く かかげた 祖国 光復の あの 炬火！ その 炎は いま、 自由を えた 人民に あたう 
ベく、 かぎりない 繁栄と 幸福を さがしもとめる 道を 照らして 燃えさ かってい る！ 

首相は 偉大な 解放 者で あり、 建設者であった。 人民の ため 宝物を もとめて、 雲つ く 峻嶺 も おそれず、 猛 ける 波濤 
もものと もせず、 泰然と した 笑みを うかべて 難関を 征服す る 英雄的な 領袖であった。 

ゴノ 峠の 切りた つ 岩場に ついた 首相は、 「ここに 堰を つくる とよ さそう だ」 といいながら、 貯水池と なる 場所に 
みずから 坑を うちこんで 余水吐と 揚水 機を 設置す る 位置まで えらんだ。 

首相の 話を きいて、 地形を しらべて みた 農場 員たち は、 この 村を よく 知らないは ずの 首相が、 たやすく、 それ も 
暗い 夜中に、 こうした 適切な 場所を さがしだした ことに 感嘆した。 

その 日、 この 村では 夜 どうし あかりが 消えなかった。 翌日の 明け方から、 ただちに 貯水池 工事が はじまっ 
た。 

その後 も 首相は、 農場 員たち の 足が 寒さに 凍える のでは ないかと 心配して 数十 足の 長靴を とどけ、 つづけて パヮ 
アー •シャベル、 トラクタ ー、 ブルド ー ザ ー などを おくった。 それば かりでなかった。 たびたび この 農場を たずね 
ては、 建設工事と 営農を 指導した。 

その 翌年、 貯水池 工事が 完成し、 農場が すべての 天水 畓を 水利 安全 畜に かえ、 そのうえ 新しく 十二 町歩の 畑を 水 
田に つくりかえた。 

首相の 歩みは 新溪 ミル 洞に も およんだ。 この ミル 洞では、 遠い むかしの 先祖の 代から、 一滴の 水 も 無駄に できな 
いような 土地であった。 わずかな 日照りに も 土地は 亀の甲の ように ひびわれて しまい、 穀物は 枯れは て、 家の 台所 
まで 乾き きって 飲 石 水まで 切れて しまう のだった。 

そのために、 この 新溪 国営農場は、 かつて 存亡の 岐路に たたされた こと すら あった。 農業 省の 一部の 人び とは、 
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「新溪 農場は 発展の 可能性が なく 収支 も あわない」 と 公言し、 農場を なくそうと さえした。 農場 員たち の 心は おち 
つかず 労働 意欲 もし だいに 失われて いった。 

ちょうどこう した 一九 五 七 年 六月 十九 日の ことであった。 この 農場を たずねた 金 日 成 首相は、 農場 事務所に 向か 
って ゆっくり 歩みを すすめながら こういった。 

「新溪 農場は 石 捨場 ばかり だとき いていた ♦か、 なかなかよ いところ のよう ♦た」 

首相は、 慎重な 表情を うかべながら 話を つづけた。 

「なんとしても わからない こと だ。 農業 省に いる 一部の 人たち は、 きて み もしないで、 こんなにす ぐれた 農場を 
しきりにな くそうと す るんだ からね、 ふしぎな こと だ。 . J 

首相は しばらく 深く 考えてから、 「この 農場を なくして はいけ ない。 もっと 発展 させなければ ならない」 と 力を 
こめて いった。 

首相は 新溪 農 * の 展望に ついて こう 語った。 

「ここは、 ピョンヤンと ソゥルまでの 距離が ほ ば 同じく らい だから、 統一の あかつきには、 ソゥルに 魚と 牛乳を 
供給したり、 バタ ー を おくる にも 便利な ところ だ。 それに 交通の便が よく 気候 も あたたかい。 それば かり か、 開墾 
できる 土地が いくらでも あり、 発展の 見と おしは 非常に 大きい。 土質 も 悪くない し、 石 捨場がない ため 機械化に も 
好都合 だ …… 」 

首相は、 農場 区域 内には いってから わずか 数 時間 もたたない うちに、 この 地域の すべてを ミル 洞 生まれの 人たち 
よりもく わしく よみとり、 農場の 大きな 展望を 見と おした ので ある。 

首相は しばらく 歩みを とどめ、 四方の 山 あいを ながめ まわしながら この 土地の 水源に ついて たずねた あと、 つぎ 
のように いった。 
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「あの 山 あいと こちらの 山 あいの 水が 合流す る、 あの 下の 方に 堤防を つくれば 大きな 貯水池が できそう だ …… 。 

この 山 あいに 水を 集め、 揚水 機で ひきあげれば いいだろう。 …… 」 

金 日 成 首相は、 この 地方が 水 不足の ため 毎年わず かな 日照りに も、 十数 キロ  メ！ トル も 先から 自動車で 水を はこ 
んで くると いう 話を きいて、 ふたたび ことばを つづけた。 

「ここに 上水道を ひかなければ ならない。 ここ だけ 水道を ひけない という 法はないでしょう…。 十分で きる。 一 
九 五 九 年度までに 上水道 工事を 完成 させよう。 そうな れば どんなにい いだろう！」 

「新 溪 農場は 水に かかって いる。 水、 水を 必ず 解決し なければ ならない」 

首相は、 ミル 峠の 人び とが 水 不足の ためにな めて いる 苦痛を 自身の 苦痛の ように 思い、 資材と 資金が いくらか か 
っても 上水 逭エ 事は 必ずやらなければ ならない とくり かえしい いながら、 灌漑 工事と 上水道 工事を どうす すめる ベ 
きかに ついて くわしく 語った。 そして、 あのけ わしい 山道を のぼりおりしながら、 貯水池の 場所と 上水道を 設置す 
るた めの 水 タンクの 位置まで いちいち さだめた。 

首相が 帰った のち、 農場には トラクタ ー、 揚水 機、 トラック、 セメント、 各種の 建設 用 機材な どが 新溪 道路せ ま 
しと ひっきりなしには こばれ てきた。 技術者たち と 支援 労力 も 動員され た。 

ミル 峠は 希望と よろこびに わきかえった。 農場は 新しく、 巨大な 規模で ふたたびたち あがりは じめ た。 

金 日 成 首相は それから 二 か 月す ぎた 九月 三日、 ふたたび 新渓 農場を 訪問し、 この 地の 人たち をはげ ました。 

金 日 成 首相の 教えに したがってたち あがった ミル 峠の 人たち は、 のべ 百 十万 余の 人手を 要する 新溪 貯水池を 稲妻 
のよう な 働きぶ りで つくり おえ、 二百 余メー トルの 高さまで 礼 成 江の 水を くみあげる 四 段 式 揚水 場 も 短期 日 内に 建 
設し 、千里の 水路を 掘り あげた。 

新溪 ミル 峰 では、 数千 町歩に 達する その 広大な 田畑に 生命 水が しぶきを あげてな がれ こんだ。 
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百 尺 掘っても 水が でず、 人の 住めない ミル 洞と いわれて きた この 地に、 見て くれと いわんばかりに 建ちな らんだ 
千 百 余楝の 文化 住宅では、 水道の せんを ひねれば いつでも 勢いよ く 水が ながれでる ようになった。 

こうして ミル 洞の 新しい 歴史は、 金 日 成 首相の 熱い 愛情と 配慮の もとで ひらかれた。 

北半 部の 農村を 灌溉 網で おおいつ くそうと いう 金 日 成 首相の 水利 化 計画には、 水田 ばかりでなく、 畑を 灌漑す る 
という 遠大な 構想 も 大きな 位置を 占めて いた。 

天水 畜を すべて 水利 安全 畓にか えて ゆく かたわら、 金 日 成 首相は 畑を 灌溉 する 遠大な 構想を たて、 その実 現に 人 
民を ふるいたたせた。 

一九 五八 年 一月、 首相は 黄海 南 道！^ 川 郡 セナ ル 協同 農場を たずねた とき、 畑灌槪 について つぎのように 話した。 

「ffl に 灌漑を すれば、 高い 収穫を あげる ことができます。 党は 今後す ベての 畑に 水を ひく ことを 考えて います。 

まずみ なさん の 組合で やって みて、 それから 全国的に 実施す るつ もりです が、 この セナ ル 農業協同組合で 一つ、 
畑 灌漑の 革命を おこして ごらんなさい」 

この 話を きいた 農場 員たち は、 はじめは、 その 真意が よくの みこめなかった。 農作業の すべは ほとんど 身に つけ 
ている 農民たち であった が、 かれらは 畑灌溉 という ことばを このと きは じめ てきいた のであった。 農民たち は、 畑 
灌溉 とはす ベての 畑に 水を やる ことで あり、 高地 帯の 場合には 揚水 機で 水を くみあげ 高い ところから 溝を 掘って 水 
を 下に 流せば よいと いう、 首相の 具体的な 説明を きいて はじめてうな づい た。 

この 地の 農場 員たち は その後、 首相が おくって くれた トラック、 揚水 機、 モータ ー など、 多くの 機材と 技術者、 
設計 技 土たち のた すけを かりて 畑 漑灌の 工事に とりかかった。 はじめて やる 工事な ので 難関 や あい 路も 多かった 
が、 首相の つきない 配慮に 力と 勇気を えて、 すべての 困難を 克服して いった。 そして 四 段、 3: .段に も 揚水 機 施設を 
つくって 百メー トルの 高さまで 水を くみあげ、 のべ 十六 キロ  メー トルの 水路を 掘った。 
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生命 水を えて、 みごとに 育った 小麦が ゆたかな 穂を みのらせた 一九 五八 年 五月の 下旬に、 首相は ふたたび この 地 
を おとずれた。 揚水 場の かたわらに たって、 丘のう えの 畑に 勢いよ くくみ あげられて いく 水の 流れを 見た 首相は、 
満面に 笑みを たたえながら、 「あなたたち の 組合は もう 凶作を 知らない 組合に なった。 ほんとうにす ばらしい！ 
わが 党が しようと した ことは、 まさに これだった のです！ 貴重な 水を 一滴 も 無駄に 流さず、 全部 畑に おくらな け 
ればな りません。 じつに りっぱです」 といって、 かれらの 成果を たたえた。 

それからし ばらく たった 九月に、 首相は 歴史的な 朝鮮 労働党 中央委員会 総会を ひらいて、 全人 民を 自然 征服へ 
と、 灌溉 面積の 百万 町歩 拡張へ とよび おこした。 

労働者たち は、 自立 経済から 流れる ように 量産され る 数多くの 揚水 機、 変圧 機、 鉄管、 鋼材、 木材、 セメントな 
どを 農村に おくりこんだ。 一九 五 九 年の 田植え どきまでに、 労働者階級が おくった 営農 機材と 物資 だけを とってみ 
て も、 その 量は じつに 百万 トンに 達する。 

里 単位に 拡張され た 協同 農場の 団結した 力、 農民たち の 燃える ような 熱意、 これと とけあった 労働者階級の 強力 
な 支援に よって、 この 歴史的で 巨大な 事業は、 わきたつ 革命的 空気の なかで、 疾風の ような 早 さです すめら れてい 
った。 そしてわず か 六 か 月の あいだに、 三十 七 万 七 千 町歩の 灌槪 面積を 拡張すると いう 奇跡を 生んだ。 

こうして 灌槪 面積は、 日本 帝国主義 時代の 実に 七 倍に あたる 八十 万 町歩に 拡張され、 水利 化は みごとに 完成し 

た。 

かつて、 わずかな 日照りに も 田畑が 千 あがり、 農民たち の 胸を 痛めた 十二 三千 里 か 原と 温泉 か 原、 見 わたす かぎ 
りの 葦の 原野を 前に 風 さえた めいきを つくと いわれた 鴨 綠江畔 の 無名 坪、 アメリヵ 帝国主義 者の 軍靴に 踏みに じら 
れ黄江 浦から 流れ こむ 潮水に なやまされて いた 豊徳か 原、 畓面 貯水の ために 隣家へ ゆく にも 氷のう えを 歩く か 小船 
に のらなければ ならず、 田 暗え もやっ と 夏至を すぎてから はじめていた 鳳 山ナ ムリと 黄 州 キン ドン か 原な ど、 国中 
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のいた ると ころが、 いまでは 水の 心配を しなくて すむ ようになった。 

農業に おける 水 問題の 完全な 解決は、 洪水と 千 ばつで ながいあいだ 農民を 痛めつ けて きた 悲しい 歴史の 幕を と 
じ、 国中の 農耕 地では 年 ごとに 豊作を もたらす ようになった。 

金 日 成 首相は 灌溉 工事と ともに、 治山 治水 事業に もき わめて 大きな 意義を あたえた。 

首相は 解放 直後す でに、 文殊 峰に の •ほり、 ながいあいだの 日本 帝国主義 者の 略奪に よって 根 こそぎ にはぎ とられ 
てし まった 祖国の 山河に 強く 胸を 痛め、 植樹と 造林 事業を 大 々的に おこなわなければ ならない と 語った。 

首相は 苛烈な 戦争の 砲火の なかで も、 乱伐され た 山を 見て は 強く 心を 痛めた。 伐採され た あとの 切株に 虫が つい 
てまわりの 木を そこなう ことがある といって は、 その 切株を ぬきとらせた こと も あった。 そして 治山 治水の 遠大な 
構想を ねり、 いたるところで その実 現を 指導した。 

北半 部では、 戦後み じかい あいだに 八十 八 万 町歩の 植樹 造林 事業が すすめられた。 こうして、 日本 帝国主義が も 
たらした 数十 年の 災難に より まるはだかに された 山々 が、 はじめて 密生した 樹林の 緑の 衣裳を まとう ことができる 
ようになった ので ある。 

四千 キ ロメ ー トル 近くの 提防が 築かれた 東海 地区 だけで も、 六 百 余の 洪水 調節 池が つくられた。 治山 治水の 課題 
は 基本的に 完遂され た。 こうして 北半 部では、 干 ばつと ともに 水害を も 克服す る ことができた ので ある。 

世界には 国 も 多い。 だが、 千 ばつと 水害を なくした 国が いったい 何 か 国 あるだろう か？ 

この 世紀の 変革は、 金 日 成 首相の 指導の もとに 自立 経済を 建設した 北半 部に おいて 輝かしくな しとげられた。 干 
ばつと 水害が むかし 話と なった 農村 一 、これは この 地球の つづく かぎり 豊作を 約束され た 農村で ある。 

金 日 成 首相が ねりあげた 天地開闢の 構想には、 干潟 地 開墾が また 大きな 位置を 占めて いた。 首相は すでに 解放 直 
後から、 先祖たち がかな えられぬ 夢と して 描いて いた この 事業に 〇 いて 構想を 練り、 戦争の 砲火の さなかに それを 
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いっそう 成熟 させて いった。 

一九 五 二 年 四月 十二 日、 山村に 疎開して いた 金 日 成 総合大学を おとずれた 首相は、 学者たち との 会合で つぎの よ 
うに 語った。 

r …… わが国は、 人口の 高い 増加率に くらべて、 農耕 地が 制限され ている。 

したがって、 われわれは 戦争が 終われば、 新しい 土地 獲得の ための 闘争を たえず くりひろげ、 ひきつづき 農耕 地 
を 拡張し なければ ならない。 

わたしは いま 毎日 地図を 見ながら、 西海岸の 広大な 干拓地 や咸鏡 南北 道の 高原 地帯、 そして 傾斜 地 や 河床を どう 
すれば 開墾で きる だろうかと いう ことを 考えて いる。 . 」 

首相の 再三に およぶ 教えと 具体的な 指導を うけながら 、干拓地 調査 活動が 強力に すすめられた 。干拓地 開墾 者た 
ちは、 容赦な く おしよせる 潮水と たたかいながら、 平安 北 道 薪 島 干拓地と 平安 南 道の 海岸 一帯の 干拓地を はじめ、 
数万 町歩の 干拓地を 開墾した。 

これらの 千 拓 地では すでに、 毎年 ゆたかな 穀物 や 織 維 原料と なる 葦を とりいれて いる。 

首相は これに 満足せ ず、 鴨 緑 江の 河口から 礼 成 江の 河口に いたる およそ 六 百キ ロメ ー トル 区間の 西海岸 全域に 強 
固な 堤防を 築き、 海を 埋立てる 大自然 改造を 構想して いる。 

首相の この 万年 大計の 構想が 実現 すれば、 人民の 生活は どれほど ゆたかになる ことであろう！ そして また、 祖 
国の 地図は どれほど 大きく かわる であろう！ 

金 日 成 首相は さらに、 国土の 七〇パ ー セント 以上が 山に おおわれて いる 北半 部の 地形を 考慮して、 山を 十分に 利 
用す る 問題に も 心血を そそいだ。 山を 治め、 それを 人民 生活に 総合的に 利用す る 問題 もまた、 大自然 改造にたい す 
る 首相の 構想のう ちで 大きな 位置を 占めて いる。 
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抗日 武装 N 争の 時期から 練られて きた 首相の この 構想は、 社会主義 制度の もとで 全面的に 実践され ていった。 

金 日 成 首相の 具体的な 指導を うけて、 山を 合理的に 利用す る 問題に とりくんだ 平安 北道昌 城では、 山 こそ 無尽蔵 
の 財 富を 秘めた 「黄金の 山」 である ことを 実証した し、 咸鏡南 道 北 青 郡では、 全国の 山を 果樹園で おおう 新しい 動 
きが 芽 ばえ た。 

山が 多い 条件の もとで、 それを どう 利用 すれば 人民の 福祉に つくす ことができる かとい う 問題を 解く ために、 首 
相は 専門家 も およばない ほどの 深い 研究を おこない、 みずから 果樹の 試験 栽培 すら こころみた。 

人民の 幸福と 万年 大計を はかる 苦心に みちた 首相の 努力、 その 具体的な 指導を はなれて は、 北半 部の 「黄金の 
山」、 その 果実の 山に ついて 語る ことは できない。 

山の 合理的な 利用を めざす 金 日 成 首相の 雄大な 構想は、 首相の 足跡が しるされたい たると ころで 具現され はじ 
め、 一地 方で 創造され た 経験は 全国 各地で 一般化され た。 

1 九 五 九 年 十月、 金 日 成 首相は 威 鏡 南 道 北 青 郡 龍 田 里 文化 協同 農場を おとずれた。 

首相は この 農場が、 山の 斜面に さえ 果樹園を つくった ことに 大きな 関心を よせた。 

首相は 切りた つような 傾斜 地の 段々 畑に なって いる 果樹園に わざわざ 足を はこび、 果樹栽培 情況を しらべ、 ここ 
の 幹部たち に 先進 的 果樹， 栽培 法を 具体的に 教えた。 

一九 六 一年 四月、 ふたたび この 協同 農場を おとずれた 首相は、 郡 内の 三百 余 名の 果樹栽培者たち が 参加した 協議 
会を 指導した。 

協議会に 参加した 人び とは、 先を きそって 討論に 参加した。 首相は かれらの 討論に 耳を かたむけてから、 「ここ 
に 集まった みなさんは すべて 果樹 業の 旗手で あり、 技師で あり、 博士」 であると のべ、 果樹 業の 展望に ついて つぎ 
のように 語った。 
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「わが国には 山が たくさんあります。 およそ 九 百万 町歩に もなります。 北 青の 人たち のように 高い 山、 深い 谷 ま 
で 果樹園と 桑畑を 切り ひらくならば、 うるわしい 三千 里 祖国が すべて、 黄金の 山、 絹の 山になる ことができます。 
わが国の 山 面積の 百 分の 一 だけを 開墾しても、 じつに 数多くの 果樹園を つ. くる ことができます。 そうな れば どんな 
にかす ばらしい、 住みよ い 地上の 楽園と なること でしょう 。数年 後 ここで 百万 トンの 果実を 生産 すれば、 五十 万卜 
ン はわれ われが 消費し、 五十 万 トンは 外国に 輸出して、 小麦 百万 トン、 とうもろこし 百 五十 万 トンを 輸入す る こと 
がで きます。 

そう なれば 食料と 家畜 飼料 問題 も 解決して、 肉類 生産 も 世界的 水準に 到達す る ことができます。 そして 組合 ごと 
に 果実 加工 工場を 設置し、 ブドゥ 酒な どを つくって 飲めば 人民 も 長寿を 保つ ことができます。 

…… われわれは 古い 社会を くつがえし、 天地を 変革す る 革命を しています。 われわれは 共産主義 社会を 建設す る 
人間です。 われわれは 山を 開墾して 数年 内に 三十 万ない し 五十 万 町歩の 果樹園を うるわしい わが 祖国の 山河に つく 
り、 つぎの 世代に ゆずりわたさなければ なりません」 

このように 金 日 成 首相は、 一 株の リンゴの 木、 一区 画の 桑畑を 見ても、 朝鮮人 民の 幸福と 子孫 万代の 繁栄に 思い 
をはせ るので あった。 

数日後、 この 山間の 村で 歴史的な 朝鮮 労働党 中央委員会 常務 委員会 北 青 拡大 会議が ひらかれた。 この 会議では 四 
〜五 年内に 三十 万ない し 五十 万 町歩の 果樹園を つくり、 十万 町歩 以上の 桑畑を 拡張する ことが 決定され た。 

歴史的な 北 青 会議が ひらかれた のち、 共和国 北半 部の 全土は いちじるしく 変貌して いった。 

これまで、 リンゴの 木は 育たない といわれて いた 慈 江 道の 山峡に も リンゴ 園が 生まれ、 豆満 江の ほとりに も 温和 
な 平地 帯に だけし か 見られなかった 果物の 木が 深く 根を はり、 労働党 時代の 明るい 光を うけながら すくす くと 育 
ち、 実を むすんで いった。 


53 


第一章 朝鮮を 自立 経済の 国に 


こうして 共和国 北半 部は、 大自然 改造を めざす 金 日 成 首相の 偉大な 構想と その 精力 的な 指導に よって、 いたる と 
ころに 生命 水 あふれ、 山野には、 五穀 百果 熟する 国に、 都市 や 農村が 緑につつ まれた 美しく 住みよ い 人民の 楽園に 
かわったの である。 

金 日 成 首相が たてた 大自然 改造の 雄大な 構想が 輝かしく 実現され た 結果、 豆満 江の ほとりに も、 白 頭 高原から 臨 
津江 、高 城の 南 江に いたる 地域に も、 東海から 西 海に いたる 地域に も、 見 わたす かぎりの 士一三 千里 力 原と 鴨 緑 江 
下流の 黄 草 坪に も、 けわしい 山 また 山の 三 水 や 甲 山に も、 天地 開 H がな しとげられ、 全国に 万年 豊作の 歌声が 高ら 
かに ひびきわたる ようになった ので ある。 

首相は 北半 部で 達成され たこの ような 成果に もとづいて、 統一され た 祖国の すべての 山野を 改変す る 大自然 改造 
の 雄大な 構想を すでに 準備して いる。 

その 構想が 実現され る 日は 遠くない。 その 日が くれば、 南半 部の 農村に おいても、 北半 部の 農村と 同じように、 
あらゆる 不幸の 歴史が 永久に 消え去る であろうし、 白 頭 山の 天 池から 済 州 島の 果てまで、 三千 里の 美しい 山河は、 
四千 万 朝鮮人 民が みずからの 偉大な 領袖で ある 金 日 成 首相を いただき、 首相の 導きに したがって、 燦然た る 美しい 
歴史を 創造す る 幸福な 国に、 この 世に またとない 地上 楽園に かわる ことであろう。 

4 民族 幹部の 大 部隊を 育成して 

金 日 成 首相が 創設、 指導した 自立 的 民族 経済 路線の 過程は、 自分の 力で 国家を 管理し、 経済を 運営で きる 民族 幹 
部の 大 部隊が 準備され ていく 過程で も あった。 

金 日 成 首相は、 かつて r いかなる 国に おいても 自身の 民族 技術 幹部がなくて は、 経済的に 自立す る ことができな 


54 


4 民族 幹部の 大 部隊を 育成して 


いし、 新しい 社会を 建設す る こと もで きません」 と 教えた。 

自立 経済を 建設す る ことができ るか 否か、 国の 経済的たち おくれと 隸属 状態から ぬける ことができ るか 否か、 民 
族の 自主性を 守れる か 否かと いう ことは、 自身の 民族 技術 幹部を もつ ことができる か 否かに 大きく かかって いる。 

しかし 民族 技術 幹部は、 短時間に 育つ ものでは ない。 一人の 有能な 技師を 育成す るに しても 十五〜 二十 年は かか 
るし、 自身の 力で たくさんの 民族 幹部を 育成す るには、 そのための しっかりと した 基礎がなくて はならない。 

日本 帝国主義の 植民地 支配 下では、 朝鮮人は 技術 労働から 完全には みだされ、 技師、 技手は さておき、 機関車の 
運転 さえろ くに 覚えられない 状態であった。 それに 北半 部には、 解放の 年まで 一つの 大学 すらなかった。 

したがって 金 日 成 首相は、 一九 四 八 年 四月の 南北 連 席会義 のとき に 「北朝鮮の 民主 建設で ご 苦心な さって いる こ 
とはなん です か？」 という 南 朝鮮 記者の 質問に、 「 …… 解放 後の 人民 政権に とって、 もっとも 困難で 重大な 問題は 
幹部 問題でした」 とこた えたので ある。 民族 幹部の なかで も、 とくに 技術 幹部が 不足して いた ことは、 国家 管理と 
経済 文化 建設に とって もっとも 大きな な 難関の 一つであった。 

じつに、 自身の 民族 幹部の 隊列を 組織す る ことは 新しい 祖国 建設の ための たたかいで なにょりも 緊要 かつ 切実な 
問題と して、 革命と 建設の 成果を 左右す るヵギ でも あった。 だから 金 日 成 首相は、 自力 更生の 旗 じる しを 高く かか 
げて 、国の 経済を 建設す るう えで 幹部の 育成を 第一に おき、 民族 幹部 問題を 解決す る ことにまず 関心を はらった の 
である。 

金 日 成 首相は 民族 幹部を 育成す るに あたり、 インテリの 隊列を 確固と 築く ことに 力を そそいだ。 インテリは 新し 
い 社会 建設に 重 ノ 女な 役割を 果たす ものである。 主権を にぎった 労働者階級は、 自己の インテリ 隊列を もつ ことにょ 
っては じめ て 科学と 技術、 文学と 芸術を 発展させる ことができ、 社会主義、 共産主義を 成功裏に 建設す る ことが で 
きる ので ある。 
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首相は、 インテリ 隊列を 組緻 する うえで 勤労 人民 出身の 新しい 民族 幹部を 大々 的に 育てる かたわら、 解放 前から 
の イン. テリを 大胆に 信じ、 教育し、 改造して、 新しい 祖国 建設に ひきいれる という 方針を 堅持した。 

解放 前からの インテリの 問題は、 重要であった。 かれらを 新しい 社会の 建設に ひきいれる ことができる かどう か 
は、 国の 経済、 文化の 発展に も 大きく 影響す る 問題だった。 

金 日 成 首相は、 朝鮮 革命 発展の 特殊性と 朝鮮の インテリが もつ 特性を 考慮し、 解放 前からの インテリを 大胆に 信 
じて、 かれらを 新しい 社会 建設のに ない 手に 育てた のであった。 

首相は、 つぎのょうにの ベて いる。 

「民族 幹部の 問題を 解決す るう えで、 解放 前からの インテリを、 革命と 建設に 積極的に 参加させる ことは、 きわ 
めて 重要な 意義を もって おります。 われわれは、 わが国の 解放 前からの インテリの 大 部隊が 資産 階級の 出身で あ 
り、 むかしは やむをえず 帝国主義 や 搾取 階級に 奉仕した けれども、 植民地の インテリ として、 外来 帝国主義の 抑圧 
と 民族的 差別待遇の ために 反帝 革命 意識を もっている こと、 そして 学問を し、 真理を 把握して いると いう 点では、 
社会 発展の 法則に したがって 先進 的な 階級で ある 労働者階級の ために 服務で きる という ことを 考慮し、 かれらを 大 
胆に 信じ、 教育し、 改造して 新しい 社会の 建設に 積極的に 参加させる 方針を とりました」 

首相の 確固と した 立場と 賢明な 方針、 そして その あたたかい いつくしみと 配慮の もとで 解放 前からの インテリ 
は、 首相の さししめす 道に したがって 祖国と 人民の ために 誠実に 働き、 その 過程で 自身を 労働者階級の ために 服務 
する 社会主義 的 インテリに 改造しながら りっぱな 民族 幹部に 成長した ので ある。 

首相は、 解放 前からの インテリを 改造す るかた わら、 労働者、 農民 出身の 新しい インテリを 養成す る ことに 全力 
をつ くした。 

.首相は 解放 直後、 日本 帝国主義の 植民地 奴隸 教育制度を なくし、 すべての 人び とが 学べる 人民 教育制度を 実施し 
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た。 同時に、 一九 三 0 年代の 苦難に みちた たたかいの なかで、 抗日 遊擊 隊員を 有能な 政治 活動家、 軍事 指揮官に 育 
成した その 貴い 経験を 生かして 成人教育 体系と 通信 および 夜間 教育、 短期 講習な ど、 いろいろな かたち や 方法で 民 
族 幹部を より 多く 育成しながら 高等教育 機関を 創設し、 これを ひろげて いった。 

首相の 賢明な 方針に より、 勤労者は 働きながら 学び、 学びながら 働く ことが 一つの 重要な 習性と なり、 そのな か 
で 多くの 幹部が はぐくまれた。 きのうまで 労働者であった ものが 現代的な 工場の りっぱな 支配人と なったり'  戦時 
中の 女性 労働者が、 協间 農場の 有能な 管理 委員長と なる ような ことは めずらしくなかった。 

一方、 金 日 成 首相は、 勤労者 出身の りっぱな 民族 幹部を 体系的に 育成す るた め、 国の 事情が きわめて 苦しかった 
一九 四 六 年 十月に も、 民族 幹部 養成の 強力な 基地で ある 金 日成徽 合 大学を 創設し、 その後、 それらを 母体と して エ 
業、 農業、 保健、 教育、 文化な ど、 あらゆる 部門に わたって 専門家を 育成す る 単科大学 や 専門学校な どを 大 々的に 
創設した。 

首相は、 はげしい 戦火の さなかに も 民族 幹部を 育成し つづけ、 第一線で たたかって いる 兵士まで 学校に いかせた 
り、 都市と 農村の 全土が 炎につつ まれて いた あの きびしい 折に も、 学校教育が 中断され ないよう 気を くばった。 

首相は、 一九 五一 年に つぎのように 教えて いる。 

「掘っ 立 小屋 や'  地下室、 防空壕を 利用して 学生たち の 勉強を つづけさせ、 かれらを りっ ばな 民族 幹部に 養成し 
なければ ならない。 これは きわめて 重要な 課題で あり、 戦争に おとらず 重要な ことで ある」 

首相の この 教えに よって、 戦火の なかで も 人材 養成の ための 教育は 中断され る ことなくつ づけら れた。 

祖国 解放 戦争が おこり、 数万 里は なれた 外国から はせ 参 じた 留学生が、 P ぐちに アメリヵ 帝国主義 侵略者の 撲滅 
を 叫んで 銃を 手に しようと したと き、 首相は その 愛国 的な 熱情に 満足しながら も、 やさしく こうさと したので あっ 
た。 
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「われわれは、 きみたちに たたかっても らいたくない。 きみたちの 力を かりなくても、 十分 敵を 追いは らう こと 
がで きる。 だからき みたちは、 心配せ ずに 勉学に はげみた まえ。 そして 戦争が 終わって から 人民 経済 復旧 建設で う 
んと 活躍しても らいたい」 

首相は こうさと して、 かれらを ふたたび 帰した ばかり か、 後方と 前線の 人民軍から さらに 多くの 青年を えらんで 
は 外国に 留学 させた ので ある。 

赛虐で 野蛮 きわまりない アメリヵ 帝国主義と 決死の 戦火を まじえて いる さなかで とられた これらの 措置は、 勝利 
にたいする 首相の このうえない 楽天的な 信念を 物語る もので も あるが、 首相が 人材 養成を いかに 重視して いたかを 
端的に しめす 一 例で も あった。 

首相に とって、 民族 幹部の 養成は たんなる 教育の 問題では なく、 未来の 革命的 課題を 解決す るた めの 積極的な 準 
備 活動で あり、 国家 万年の 大計を はかる もっとも 重要な 事業の 一つであった。 したがって 首相は、 民族 幹部の 隊列 
を大 々的に ひろげる ため、 まず 幹部 養成 事業と 教育 事業を すすめて いった。 

金 日 成 首相は、 戦後 復旧 建設の 偉大なる 設計図を ひろげ、 破壊され た 人民 経済の 急速な 復旧 建設を 指揮し なが 
ら 民族 幹部の 養成に 力を そそいだ。 

首相は、 停戦 直後に ひらかれた 朝鮮 労働党 中央委員会 第 六 回 総会の 報告の なかで、 民族 幹部の 養成に ついて つぎ 
のょうに 強調して いる。 

「戦後 人民 経済 復旧 発展の ための 基本 課題を 成功裏に 実行し、 将来 わが国を 工業国 家に して ゆく には、 高等教育 
と 技術 教育を 強化して 民族 幹部を 多く 養成す る ことに 全 党 的、 全 国家的 注意を はらわなければ なりません」 

首相は、 戦後の 苦しい 条件の もとで も 民族 幹部の 養成に 多くの 資金を まわし、 真っ先に 各 級 学校の 校舍を 復旧、 
新設し、 教科書を 出版し、 教育 施設な どを ととのえさせた。 
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首相は 一九 五六 年には 初等 義務教育 制を、 一九 五八 年には 中等 義務教育 制を アジアで 最初に 実施した。 

その後、 国の 工業と 農業は かつてな く 早い 速度で 発展し、 人民 経済の あらゆる 部門で 技術 革命が 高まり 技術 幹部 
がさら に 要求され るに つれて、 首相は、 技術 人材の 養成を 国の 生産力 発展と 技術 革命の 早い 速度に 追いつかせる た 
め、 正規の 大学を 大 々的に 建設す るかた わら 通信 大学と 夜間 通信網を 大きく ひろげ、 世界で もは じめ ての、 働きな 
がら 学び、 学びながら 働く XI 場 大学と 共—® 大学を 創設した。 

他方では、 すべての 勤労者の 技術水準と 文化 水準を 全般的に 一段 階 高める ため、 文盲から ぬけでた 人には 初等 教 
育 課程の 知識が 習得で きる 勤労者 学校を、 初等教育 課程を 終えた 人には 中等教育 課程の 知識を 習える 勤労者 中学校 
を、 すべての 工場、 企業 所、 農村、 漁村な どに 創設した。 

さらに、 一九 六 六 年には アジアでは じめ て 九 年 制 技術 義務教育を 実施す る 画期的な 措置を 講じた。 

そうして、 子どもたちが 働ける 年齢に 達する までは'  だれでも 正規の 学校で、 無料で、 十分に 科学、 技術の 知識 
を 学んで 新しい 社会の 建設者と なる ようにし、 広 はんな 勤労 青年と 現職の 働き手たち には、 仕事を しながら でも 高 
等 教育が うけられる ようにした のであった。 

北半 部では、 各 級の 正規 学校 だけでなく 工場 や 企業 所、 国営農場 および 牧場な どに 設置され た 技術 大学 や 専門 学 
校な どで も、 多くの 有能な 技師 や 技手が 育った。 

こうして 北半 部の 工場、 企業 所、 国営 牧場は 生産 工場と して だけでなく、 民族 幹部 養成の 強力な 基地に もな った 
ので ある。 

日本 帝国主義 時代には、 目に 一丁字 もなかった 労働者と 農民が、 りっぱな 機械 技師、 農産、 技師に なり 息子 や 孫の 
いる 人 さえ も 大学生と よばれる ようになった。 ある 家庭では、 父は 通信 大学で、 息子は 昼間 大学で 学び、 父と 息子 
が 同じ 日に 同じ 大学を 卒業す る 情景 さえ みられた。 まったくい ず こで も 文明が 波う つ 時代と なった ので ある。 
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金 日 成 首相は、 飛躍的に 発展す る 社会主義 建設に あわせて、 民族 技術 幹部を 大 々的に 育てる ための 賢明な 方針と 
ともに、 すぐれた 民族 幹部を 育成す る 正しい 教育 方針を 明らかにした。 

首相は、 民族 幹部の 養成に おいて 必ず 主体を 確立すべき であると 教えながら、 つぎのように 語って いる。 

、'^ IP® 一^^®® 

おさず、 物 育に 細け る 主体で ある。 …… 」 

人材 養成と 教育 事業で 主体を 徹底的に 確立し、 それを 社会主義、 共産主義を 建設す るた めの 革命 闘争と 建設 事業 
に 服務す るよう にさせ、 朝鮮 革命を になって たつつ ぎの 世代を 社会主義、 共産主義 建設者と して 育てる ことに 服務 
させる のは、 金 日 成 首相の 一貫した 教育 思想で あり、 首相が 人材 養成と 教育 事業で 堅持して いる 基本 原則で ある。 
首相は、 金 日 成 総合大学 創立 一周年を むかえた とき、 この 大学の 学生たち につぎ のように 教えた。 

「きみたちは 、りっぱ-に 朝鮮の 農業を いとなみ、 朝鮮の 工業を いっそう 発展 させ、 人民の 生活と 国家 建設に 必要 
な 物資を 豊富に つくり、 われわれの すばらしい 民族 文化を 発展 させ、 わが国を しっかりと 守らなければ ならない 重 
大な 責任を になって います。 きみたちの 手で われわれの 祖国を 富強に 建設し なければ なりません。 汽車 も、 自動車 
も、 汽船 も すべてき みたち 自身の 手で つくらなければ ならない し、 燦然と 輝く 文学 芸術 もき みたち 自身に よって 創 
造され なければ なりません」 

首相は、 一九 六〇年 三月、 金策 工業大学を おとずれた とき も、 この 大学の 教員 や 学生たち が 研究の ために、 苦心 
さんたんして へ リコ ブタ ー をつ くって いるのを 見て、 その 意気 ごみは ほめた が、 つぎのようにの ベた。 
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マルクス • レー ニン 主義 学院 幹部 班の 学生たち に 講義す る 金 日 成 首相 


「 …… わが国の 現状では、 へ リコ プター よりも、 浅 
瀬で 流れの 急な 河川で も 航行で きる 船 や、 電気 機関 
車、 それに 傾斜 地を 耕す ことので きる 農 機械を つくる 
ことの 方が もっと 必要な の だ。 …… 」 

このように 首相は、 つぎの 世代が 朝鮮に ついて よく 
知り、 一つの ことを 学んでも 朝鮮の 震を よく 知っ 
て、 朝鮮 革命に 役立つ ように 学ぶ ようにし、 かれらが 
自身の 力と 信念で 革命と 建設を おこなえる ように 育て 
た。 

また、 教育で 主体を 確立す るた めに、 教育の 内容と 
教科書の 編さん にいた るまで 細心の 注意を はらった。 

とくに 首相は、 教育に おける 主体の 確立で、 朝鮮 労 
働 党の 路線と 政策、 党の 輝かしい 革命 伝統で 徹底的に 
武装す る ことが もっ とも 重要な 問題で あるとの ベた。 

金 日 成 首相は、 人材の 養成と 教育に おいて、 党と 革 
命に かぎりなく 忠実な 共産主義 建設者を 育てる ことを 
強調し、 つぎのように 教えて いる。 

「 . 大学教育で もっと %/ 重要な ことは、 学： 

い 思® 性、 党派 性、 A( 民 tt( 、 階^^？^^® ii 
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と 同時に 首相は、 役に たつ 人材を 育てる ために、 つぎの ような 方針を 堅持した。 

「教育 事業と 幹部 養成 事業で、 わが 党が 堅持して いるもう 一つの 重要な 方針は、 一般教育と 技術 教育、 教育と 生 
産 労働を 密接に 結合させる ことで ある」 

これは、 つぎの 世代を 首相の 偉大な 革命 思想と 党 政策で 徹底的に 武装した 熱烈な 革命家に、 生きた 知識を もった 
有能な 社会主義、 共産主義 建設者に 育てる もっとも 正しい 教育 方針であった。 

共和国 北半 部で 九 年 制 技術 義務教育が 実施され、 工場 技術 大学が 創設され、 勤労者 学校と 勤労者 中学校が 創立 さ 
れた ことは、 まさに 一般教育と 技術 教育、 教育と 生産 労働を 密接に 結合させる 金 日 成 首相の 独創的な 教育 思想の 輝 
かしい 具現で ある。 

こうして、 マルクス， レ ー ニン 主義の 創始者たち が、 一つの 理念と して だけ 提起した 真の 共産主義 的 教育 方針 
が、 金 日 成 首相に よって 共和国 北半 部では じめ て 実生活に 輝かしく 具現され、 そのす ばらしい 模範が 創造され たの 
である。 

教育と 生産を 結合す る 教育 方針の なかで も、 働きながら 学ぶ 教育 体系を もった 工場 大学の 創設は とくに 画期的な 
意義を もつ ものであった。 

金 日 成 首相は つぎのようにの ベて いる。 

「これらの 大学は、 労働者階級の なかから 新しい ィンテリを 大量に 養成し、 教育と 生産、 理論と 実践を もっとも 
密接に 結合させる ようにす る。 また、 多くの 中核 的 労働者が 生産から 遊離す る ことなく 高等教育を うけられる の 
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で、 生産と 技術の 発展は いっそう 促進され る」 

金 日 成 首相の 直接的な 指導の もとに、 現代的な 大 鉄鋼 工場に 発展した 主体の 工場 ！ 降 仙 製鋼所 一つを とってみ 
て も、 むづ かしい 技術的な 問題は、 工場 大学の 卒業生と 大学生が ひきうけて 解決して いる。 大学で 学んだ 理論を 基 
礎に して、 自分たち の 職場の 圧延機 能力を 四十 トンの 水準にまで ひきあげられる 二 台 同時 圧延を 創案 導入した の も 
かれらであった。 工場 大学を 卒業して から、 かれらが 創案し 生産に 導入した 技術革新 件数は 数千 件に 達して いる。 

平穏な 書斉で 育った 「青白き ィンテリ」 ではなく、 戦火の なかで きたえられ、 学び、 科学の 真理を 探求した かれ 
らに とって、 科学知識とは そのまま 実践の 手段で あり、 闘争の 武器であった。 

工場 大学 出身の 働き手たち は、 技術革新の 名手で ある ばかりでなく、 現代的 工場を 管理 運営す る 中核と なった。 
降 仙 製鋼所 だけを みても、 基本 職場で ある 鉄鋼 職場で 働く 職場 長、 責任 技師、 初級 党 書記は いずれも 工場 大学 出身 
者で ある。 

働きながら 学ぶ 工場 大学と 職場 高等 技術 学校の 創設 —— 、それは じつに、 労働者階級 出身の ィンテリを 大 々的に 
育て 自立 経済を 成功裏に 建設す る だけでなく、 すべての 勤労者を 技師、 技手の 水準に ひきあげよう という 首相の 構 
想の 輝かしい 実現であった。 

金 日 成 首相は、 民族 幹部を 育成して いく 独創的な 路線と 方針を しめした だけでなく、 民族 幹部を 短時日のう ちに 
よりよ く、 より 多く 養成す るた めに 全力を かたむけ、 かれらを あたたかい 肉親の 愛情で いつくしんだ。 

金 日 成 首相は、 党と 国家、 経済 建設の あらゆる 部門を 指導す るせ わしい 毎日を おくりなが らも、 大学を たずねた 
り、 その 部門の 幹部を よんでは 人材 養成と 大学 発展に ついて 綱領 的な 教えを あたえ、 かれらを いつくしみ 育てた。 

首相が 金 日 成 総合大学を 直接 指導した こと だけで も 四十 数回に および、 その 部門の 幹部を よんで 教えを あたえた 
ことまで あわせる と、 じつに 百 十数 回に も およぶ 指導を おこなって いる。 
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首相は、 金策 工業大学を たずねて は、 有能な 技術 人材を よりよ く 育てて 各部 門に おくる ようにと 指示し、 1 § 農 
林 大学を たずねて は 高山 地帯の 農業を、 また 海 州 農業 大学を たずねて は 黄海 南 道 一帯の 農業を になえる ような 技術 
者を 養成す るよう 教えた。 

じつに、 首相は 共和国 北半 部の ほとんどの 大学と 幹部 養成 機関を たずねて は 教育 内容と 課程 案な どを 検討し、 校 
服、 学用品、 学習 条件、 ひいては 学校の 実験室を つくる ことにまで くまなく 関心を はらいながら、 深い 配慮を めぐ 
らした。 

金 日 成 総合大学では、 首相から おくられた 鳥類 や 魚類の 標本 だけで 一つの 陳列 館が つくられた。 首相は たまたま 
山で 鳥を つかまえたり、 川 や 湖水で 魚を 釣った とき、 そのな かに 大きい もの やめず らしい ものが あったり、 あるい 
は 人民から おくって きた 贈り物で も、 それが 学生の 教育に 必要な もので あれば、 ためらう ことなく 総合大学に おく 
るので あった。 

一九 五 九 年、 威 鏡 北 道の 農民が 朝鮮 虎を とらえて 首相に 贈物と してと どけて きたと きも、 首相は すぐに それを 紛 
合 大学に おくり、 虎の 皮で 剝製 標本を、 骨で 骨格 標本を つくり、 内臓 もす てずに 標本に して 教育と 科学 研究に 利用 
する よう、 こまごまと 注意を あたえた。 

金 日 成 首相は 学校を たずねる たびに、 いつも 学生たち の 寄宿舎に たちよって、 部屋は あたたかい か、 食事は 十分 
か、 病気の 学生は いない か、 たりない 本は ないかと、 学生たち の 生活の すみずみにまで こまかく 気を 配る ので あっ 
た。 

共和国 北半 部の 青年 学生たち は、 このように、 どこの 国の 学生もう けられない、 山よりも 高く、 海よりも 深い 父 
なる 首相の 配慮と 愛情につつ まれて、 知、 徳 、体を かねそなえた りっぱな 民族 幹部と して 育って いる。 

首相の 父なる 愛と 配慮は、 決して 青年 学生たち だけにし めされた ものではなかった。 首相は 青年 学生と ともに 教 
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金 日 成 総合大学 第 1 号 庁舎 


育 者、 科学者、 技術者に も 厚い 配慮を しめした。 

首相は 戦時中、 教育者、 科学者、 技術者たち が 敵の 野蛮な 爆撃に さらされ 
る ことを 憂慮して、 かれらに 安全な 場所を あたえ、 国家 万年の 大計の ため 科 
学 研究を つづける よぅに 配慮した。 

また 戦後の 複雑な 社会主義 建設を 指導 するとき も、 工場、 企業 所、 農村、 
漁村、 学校、 科学技術 機関を 指導 するとき も、 必ず 教育者、 科学者、 技術者 
たちの 活動 条件と 生活 条件な どを しらべて 適切な 措置を 講じ、 かれらの 健康 
にも 深く 留意した。 

首相の 肉親 的な 愛と 配慮につつ まれて、 教育者、 科学者、 技術者たち は 思い 
のま まに 科学 研究を すすめ、 つぎの 世代を 有能な 民族 幹部に 育成し、 自身を 
ひたすら 首相に 忠実な 革命 戦士、 赤い 教育 科学技術 者と してきた えて いった。 

金 日 成 首相の 賢明な 指導に よって、 共和国 北半 部では すぐれた 人民 的 教育 
制度が しかれ、 民族 幹部 養成の 確固と した 基地が 築かれた。 

解放 前には 大学 一つ さえなかった 北半 部に、 いまは 九十 八の 大学が 建ちな 
ら び、 人民 経済 各部 門で 働いて いる 技師、 技手 および 専門家の 総数は、 じつ 
に 四十 二 万 五 千 七 百 余 名に 達して いる。 

解放 直後、 共和国 北半 部には、 百 名 以上の 技師を かかえる 工場は 一つ もな 
かった。 しかしい までは、 千 余 名の 技術者を 擁する 工場、 企業 所が 数え きれ 
ない くらい ある。 
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このように して、 共和国 北半 部では 革命と 建設で 提起され る 困難で 複雑な あらゆる 問題を、 自身の 民族 幹部の 大 
部隊の 力と 知恵に よってり っばに 解決で きる ようになった。 

北半 部を おとずれた ある 外国の 友人は、 北朝鮮では 国家の 管理と 工場 や 企業 所の 管理 運営が、 すべて 朝鮮人の 専 
門 家と 技術者に よって おこなわれて いると いう ことを きき、 その 真偽を たしかめる ため、 あちこちを たずね 歩いた 
が、 結局、 一人の 外国人 技術者 も 見出せなかった といって 非常に 感嘆した。 

北半 部では、 このように あらゆる 国家 行政から 工場、 企業 所の 管理 運営に いたる まで、 全部 自己の 民族 幹部の 力 
で おこなって いるた め、 どんな ことで も 決心 さえ すれば 必ずやり とげられ るし、 現に やりとげて いる。 

民族 技術 幹部の 大 部隊の 育成、 これは 自己の 幹部、 自身の 力で 国を 建設せ ねばならない という 金 日 成 首相の 偉大 
な 革命 思想、 主体 思想の 具現で あり、 民族 幹部 育成に かんする 首相の 遠大な 構想と 賢明な 指導に よって、 自立 的 民 
族 経済 建設で 達成した もっとも 大きな 成果の 一つで ある。 この 成果に よって、 北半 部では 大規模な 現代的 工場を は 
じめ とする あらゆる 工場、 企業 所、 農場な どが 自分の 力に よってり っばに 管理 運営され ている。 

自立 経済 建設と ともに、 民族 技術 幹部 育成 部門で なしとげられた この 偉大な 成果は、 千里 馬 朝鮮の 大きな 誇りで 
ある。 

5 労働党 時代の 記念碑— 大ビナ ロン エ場 

一九 六 一年 五月 六日 —— 〇 

この 日、 金 日 成 首相は、 工業都市 咸興 をめ ざして 疾走す る 列車の なかで、 春たけなわの 朝を むかえた。 

陽徳 、孟 山の けわしい 山岳地帯を ぬけた 列車は、 やがて、 果てしなく ひろがる 威 州 平野に さしかかった。 あけ 放 
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たれた 車窓からは、 豊餽な 大地の 香りを ふくんだ 五月の 潔 風が 流れ こんで きた。 走りす ぎて ゆく 田畑、 うす もやの 
なかに きらめく 小 ill のさ ざ 波、 新緑の 森 やうす 紫の けむりを たなびかせて いる 漉洒な 瓦ぶ きの 家々、 窓 ごとに 朝 や 
けを 映して 輝く 学校の 校舎、 朝露を 踏んで 仕事に はげむ 農民たち 、ユン ジンを ひびかせて 走る トラクタ ー、 そして 
のんびりと 草を はむ 仔牛 や 山羊の 群れ I 、こうした 景色が、 え もい われない 調和を おりなしながら、 ゆたかな 農 
村の 風景 美を つぎつぎと くりひろげて いく。 

金 日 成 首相は、 なに か 深い 思索に ふけりながら も、 春の 協同 農場に 終始 ほほえみを なげかけて いた。 

この 日、 首相は、 朝鮮の 労働者階級が なしとげた いま 一つの 巨大な 創造物で ある 大ビナ ロン エ場の 竣工式を 祝う 
ために、 咸興 にむ かう ところであった。 

思えば、 なんと 多くの 竣工式が おこなわれた ことであろう か！ 星の 数 ほど も ある 大小 さまざまな 工場、 とどま 
る ことを 知らない 各種 経済 施設の 建設と 竣工式、 花吹雪と 旋風の ょうな 歓呼、 首相を むかえて とりおこなわれた 数 
多くの 竣工式、 首相の 祝賀の ことばに はげまされて 新たな たたかいを くりひろげて いった 日々 —— 、それは 自立 的 
民族 経済の 力と、 首相に あくまで 忠実な 人民の 威力を しめした 日々 であり、 新しい 宝物と 武器を 胸に いだいた 祖国 
が、 未来に むかって 大きく 歩みは じめ た 日々 であった。 

金 日 成 首相を のせた 列車が 咸興 駅の 構内に すべりこ むと、 早朝から 大きな 人波を なして 待ちわびて いた 威 興 市の 
市民たち が、 嵐の ょうな 万歳と 歓呼を もって 出迎 かえた。 

列車から おりた 金 日 成 首相は、 少女たち から おくられた 花束を 高く かざし、 群衆の 歓呼に こたえた。 

威 興 市の 歴史は じ まって 以来、 この 市の すべての 人び とが、 これほどの 大きな 誇りと 歓喜に ひたった ことは なか 
った。 メ ー デ ー までに ビナ ロン エ場の 建設を 終える 決意を かためた 建設者た ちと 市民は、 いま それを みごとに なし 
とげ、 首相を むかえて ともに 勝利を 祝う 大きな 感動に 酔って いた。 
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金 日 成 首相は、 威 興 市民の 熱烈な 歓迎に こたえた のち、 龍 興に 位置す るビナ U V 工場の 竣工式 場に むかった。 

つい 最近まで、 足場の 丸太と 踏み板に とりまかれて、 まるで 林に かこまれた かの ように 見えた ピナ ロン エ場の 大 
小の 建物は、 すっかり 祝日の よそおいを こらして いた。 五 階 建ての アル デヒト 職場の 建物の 屋上には、 五角の 星が 
燦然と 輝く 共和国 国旗が 力強く ひるがえり、 五色の アド バル ーンが 澄み わたった 五月の 大空に くっきりとう かんで 
いた。 式場に あてられた アル デヒト 職場 前の ひろびろとした 構内は、 建設者たち と 人民軍 将兵、 科学者、 技術者、 
それに 咸興 市の 市民な ど、 一万 余 名の 群衆で うめつ くされて いた。 

金 日 成 首相が 党と 政府の 指導者と ともに ピナ ロン エ場に 姿を あらわした 瞬間、 建設者たち は 花束を ふりかざし、 
のど も 裂けん ばかりに 万歳を 叫び、 歓呼の 声を あげた。 

建設者たち から 花束を うけとり、 歓呼で むかえる 人び とに 熱い 答礼を おくった 首相は、 あらゆる 難関を 克服して 
不死鳥の ようにた たかって きた 建設者と 軍人たち 一人ひとりの 手を かたくに ぎった。 

一 丘 ハ 土の 荒れた ぶこつな 手を にぎった 首相は、 革 進 的な 労力 闘争の 痕跡を とどめた かれの 顔と ひびわれた 手を 見 
くらべながら たずねる のだった。 

「この 工場は きみたちが 建てた のかね ？ L1 

「そうであります、 首相 同志！」 

「よくやった！ これは、 党の 赤い 戦士、 人民軍で なければ できない 仕事 だ …… 」 

ことばじりを にごしながら 兵士の 手を じっと見 つめていた 首相は、 強く 胸を うたれた のか、 それ 以上 話を つづけ 
る ことができなかった。 

どんなに 多くの 難関と たたかい、 どれほどの 情熱で 仕事に うちこんだ ことだろう、 兵士たち の 手が こんなに も 荒 
れ るとは I 。零下 二十 度を くだる 酷寒と 龍 興 平野の 烈風に さらされながら、 昼夜を分かたず 突貫 作業を つづけて 
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きた この 手、 骨の 髄 にまでし みとおる 冷い 水に ひたりながら、 数かず の 難関に もめげ ず、 ひたすら 領袖と 党の ため 
に、 父母と 兄弟と 姉妹に 美しい ピナ ロンの 衣服を おくる ために、 決死の 覚悟で 作業を いそがせて きた 建設者たち の 
手！ その 手を じっと見 つめていた 首相は、 ハンカチを とりだす と、 熱い 淚にぬ れた 顔に あてた まま、 ながい あい 
だ その 場に たちつくして いた。 

兵士たち も 泣いた。 領袖の 熱い 心情を わが 心で くみ、 領袖の 戦士た る 幸福感につつ まれた かれらの 顔には、 感激 
の 涙が とめどなく 流れた。 

「首相 同志、 気にな さらないで ください！ われわれの 苦労 やた たかいは、 みなたい した ものではありません。 
わたしたちに もっと 困難な 任務を あたえて ください！ 首相 同志の よびかけに 最後まで 忠誠を 誓います。 …… 」 

涙に ぬれた 兵士たち の 顔は、 こう 語って いるかの ようであった。 

竣工式に 参加した 建設者た ちと 市民の すべてが、 感激に ふるえながら、 「金 日 成 首相 万歳！」、 「朝鮮 労働党 万 
歳！」 を 叫びつ づけた。 

歓迎 曲がな りひび き、 無数の ゴム 風船が 青空 高く 舞い あがるな かで 竣工式が はじまった。 

首相は、 満面に 笑みを たたえながら 、ピナ ロン 生産の 第一 工程で ある アル デヒト 職場の 入口に わたされた 赤い テ 
—ブ のまえ に 足を は んだ。 

ふたたび 歓声が わきおこり、 花吹雪が 舞い あがった。 首相は テ ー ブを 切り 終る と、 ビナロ ンの 発明者で ある 李 升 基 
博士を ふりかえりながら こういった。 

「きょうは、 李 先生の 宿願が かなえられる 日です ね」 

領袖の この ことばに、 どう こたえれば いいのだろう か！  一瞬、 李 博士の 両眼には 熱い 淚がみ ち あふれた。 感激 
にむ せぶ 博士は ことばを 口に する こと もで きず、 ただうな だれる ばかりであった。 
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いまわしい、 すぎし 日の 出来事が 走馬燈 のように かれの 脳裏を よぎった。 

すでに、 一九 三 九 年に ピナ ロンを 発明しながら も、 ただ 祖国がなかった が ゆえに、 それを うず もれさせなければ 
ならなかった 暗い 日々 —— 。アメリヵ 帝国主義の 占領下で、 ひとにぎりの ヵ ー バィト、 ひと かけらの 氷 すら 手に い 
れる ことができず、 研究を 中断し なければ ならなかった ことな ど …… 。 

しかし、 共和国の ふところに いだかれてから は、 あのい まわしい 出来事が すべてむ かし 話と なり、 いま かれは、 
敬愛す る 領袖 金 日 成 首相の 厚い 愛情につつ まれ、 科学者の 夢を 心 ゆく までに かなえながら、 幸福な 新しい 生活を お 
くづ ている の だ。 

じつに 領袖の 配慮は、 山の 高さ、 海の 深さに もま さるもので あった。 

戦争の 一時的 後退 期の 苦難に みちた 日々 に、 博士と その 家族の 身辺を 憂慮した 首相は、 かれに 牛車を さしまわし 
て 安全な 山道から 後退 させ、 戦争の 困難な 条件の もとで も、 ピナ ロンの 研究が つづけられる ようにと、 実験 器具と 
試薬 品を おくり、 有能な 科学者を 派遣して 研究 集団まで 組織して くれたので あった。 

戦後、 国内の 事情が きわめて 困難であった にもかかわらず、 首相は 中間試験 工場を 建て、 直接 現地まで おもむい 
て 激励の ことばを あたえ、 このような 大ビナ ロン エ場まで 建設で きる ようにして くれたので ある。 

博士が 何日 間 か 入院した ときは、 金 日 成 首相は 博士の 病気に ひどく 心を 痛め、 朝鮮人 蔘二 株と 直筆の 見舞 文まで 
おくって くれたので あった。 

敬愛す る 金 日 成 首相の 配慮の おかげで、 はじめて 博士は 科学者と しての 宿願を かなえ、 生きる よろこびと 幸福を 
味わう ことができた ので ある。 

領袖を むかえる 嵐の ような 歓呼の 声に、 博士は すぎし 日の 回想から さめ、 われに かえった。 

かれは 顔を あげる と、 首相に 歓呼を おくる 群衆を ながめながら、 ふたたび 深い 考えに ふけった。 
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のちに かれは、 このと きのこと を 回想しながら、 つぎのようにした ためて いる。 

「みなさん！ みなさんに ピナ ロンの 衣服が あたえられる とき、 それを ごく あたりまえ のこと だと 思って はなり 
ません。 それが 一 科学者 や 技術者、 幾人 かの 労働者に よってつ くられた もの だとは、 決して 考えないで ください。 

そのビ ナ ロンには、 子どもたちに きれいな 服を 着せたい とねが う 首相 同志の、 海よりも 深く、 山よりも 高い 慈父 
なる 愛が こもっ ている ことを 忘れないで ください！ 

遠い 将来、 あなたがたの 子孫が、 もしも ピナ ロンの 由来を たずねたら、 一 科学者 や 技術者の 名を 語るべき ではな 
く、 労働党の 歴史を 語って きかせる べきです。 

そうすれば かれらは、 ビナ ロンが どのように して 生まれた かを 知る にち がいありません 」 

ビナロ ンの 発明者の この ことばには、 人民に より 美しい、 より 多くの 衣服を 着せる ため、 四千 万 朝鮮人 民の 偉大な 
領袖 金 日 成 首相が ピナ ロン 生産に ついやし てきた 十 年の 歳月と、 そこに ひめられた 貴い 愛情が 脈 うってい る。 

ビナロ ンの 歴史は、 苛烈な 祖国 解放 戦争の時 期に はじまる。 

一九 五 二 年 四月 二十 七日、 牡丹 峰 地下 劇場に おいて 全国 科学者 大会が ひらかれた。 

最高 司令官で ある 金 日 成 首相は、 多忙な 身で ありながら も、 この 会議の 開会日から 最後の 日まで 欠かさず 参 席 
し、 朝鮮の 科学者の すすむべき 道を 明確に しめす 歴史的な 演説を おこなった。 

首相は 科学者に 提起され ている 課題に ついて、 各部 門 別にく わしく ふれながら、 つぎのようにの ベた。 

「われわれの 工業 部門には、 高分子、 有機 合成 工業を 発展させる ことができる 十分な 可能性が すでに 存在して い 
るに も かかわらず、 これが まだ 全面的に 利用され てはいません。 

解放 後 わが 技術者が、 われわれの 誇る ゆたかな 電力、 無煙炭、 良質の 石灰石を 原料と して 力— バィトから アル n 
1 ル、 醋酸な どを 生産した ことは、 もちろん 大きな 成果でした。 しかし これにと どまる ことなく …… 一連の 高 汲 有 
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機 合成 製品の 生産 工程が 必ず 確立され なければ なりません」 

首相 のこのこと ばには、 他人に 依存す る ことなく 自立 的な 化学工業を 発展させる ための 遠大な 構想が ひめられて 
おり、 一日 も 早く ヵ ー バィトから ビナ ロン 繊維を ひきだして、 人民に 美しくて 良質な 服地を 供給し なければ ならな 
いという、 かぎりない 愛情が こめられて いた。 

金 日 成 首相は、 大会の 休憩時間に 李 博士を 招き、 かれの 健康を 気づかいながら、 生活と ピナ ロン 研究の 進涉 状況 
をく わしく たずね、 かれを 強く はげました。 

全国 科学者 大会での ベら れた金 日 成 首相の 教えは、 ピナ ロン 研究 集団の 活動を 大きく はげました。 研究 集団は 新 
たな 希望と 勝利への 確信を いだいて、 研究に 全力を かたむけた。 かれらの 胸には 領袖の 偉大な 構想を 実現す る 栄誉 
と 責任感が みち あふれて いた。 

かれらには 難関 も 多かった。 戦時であった ためこれ といった 実験室 もな く、 実験 用の 機械 や 試薬 も 不足して い 
た。 そのうえ 一日に 数回の 爆撃に みまわれた。 しかし かれらは、 一日と して 研究の 手を 休めなかった。 

金 日 成 首相は 戦時の 多忙な 日々 にもかかわらず、 K ナロ ンの 研究に 深い 関心を よせ、 可能な かぎりの 条件を とと 
のえ、 大きな 配慮を しめした。 首相は、 ビナ ロン 研究 集団が 実験 器具、 試薬 品な どの 不足から 難関に ぶつかって い 
る ことを 知る たびに、 外国に 人を おくり、 それらの 資材を 購入して は 研究 集団に とどけた。 

研究 集団の メンバ ーは 、首相が とどけて くれる 実験 器具 や 試薬 品を 歓声を あげて うけとり、 だきあって よろこん 
だ。 

科学の 研究に とって 実験 器具と 試薬 品は、 農業に おける 種子と 同じように 貴重な ものであった。 しかし'  それに 
もまして 貴い ものは、 そこに こめられた 領袖の 気高く 深い 心であった。 

ビナロ ン 研究 集団は 領袖の つきる ことのない 配慮を うけながら、 ビナ ロン 研究に いっそう 情熱を かたむけた。 そ 
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して 一九 五六 年、 かれらは ついに ピナ ロンの 試 製品を 世に とうこと がで きた。 

ピナ ロンの 試 製品を 完成した という- ーュ ー スに 、だれよりも よろこんだ のは 金 日 成 首相 その 人であった。 

首相は ただちに 朝鮮 労働党 中央委員会 常務 委員会を ひらき、 ピナ ロン 生産の 工業化 問題を 討議に かけた。 この 
日、 首相は 研究 事業の 状況と ビナ ロン 製造工程、 ビナ ロンの 繊維の 原価、 用途、 質な どを 具体的に しらべて はなに 
ごと か 思索に ふけり、 科学者たち にさ まざ まな 問題点を ただしたり した。 首相の 顔には、 なんとして でも 子どもた 
ちに 質の よい 服を 着せて やりたい とねが う 慈愛に みちた 父親の 心情が やどって いた。 

この 会議で、 金 日 成 首相は 綿花に かわる ビナ ロンの 長所を 強調しながら、 つぎのように 語った。 

「この ピナ ロンは 綿に 近い もので あり、 子どもたちの 服から 大人の 服に いたる まで、 多種多様の 衣服を つくる こ 
とので きる 大衆 的な 繊維で ある。 

この ピナ ロンで、 子どもたちの 服を つくり、 女性に ジャケットを つくって やる ことができれば、 どんなに かいい 
だろう。 

ピナ ロン 生産の 工業化を 早急に 実現し、 人民に 良質な 服地を あたえなければ ならない。 …… 」 

首相 のこのこと ばに はげまされて、 ビナ P ン生 産の 工業化を めざす 中間試験 工場が 建設され た ◊この 工場では た 
だち に 試験 生産が すすめられた。 しかし、 日産 二百 キログラムの 中間試験 工場を 建設した ものの、 その実 験 成果は 
満足すべき ものではなかった。 新たな 難関が たちはだかった。 これにと もない 一部の 働き手の あいだでは、 あせり 
と 消極的な 態度が 見えは じめ た。 

一九 五八 年 六月 二十四日、 首相が 中間試験 工場を おとずれ、 研究 集団に 勇気と 力を あたえた のは、 こうした 難関 

につき あたって いたと きのこと であっ た。 

首相は 中間試験 工場を つぶさに 見て まわり、 数多くの 問題を 処理しながら つぎのように 語り'  研究員が 大胆に 考 
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え、 大胆に とりくむ ことができる ようはげ ました。 

「化学 工場 も それほど 神秘的では ないよう だ。 みんなが こうして つくりだした 試験 装置を 拡張し さえ すれば いい 
のでは ないか？ 戦後、 黄海 製鉄所を 建設した ときの ように、 大胆に 考え、 大胆に とりくみ、 全人 民 的 運動を くり 
ひろげて 建設に かかれば 、ピナ ロン エ場 も われわれの 手で 十分に つくりあげる ことができる。 

党 中央は、 みなさんの 研究の ためなら なに 一つ 惜しむ ものでは ない。 資材 も 資金 も 要求 どおり 確保し よう。 だか 
らなに 一つ 気にせず、 大胆に やって みなさい。 これは まだ 実験 工場 だから、 まず、 やれる だけの ことを やって み 
て、 それで だめなら やりなおす ことにしよう ではない か。 

そうして、 一日 も 早く ピナ ロン 生産の 工業化を めざす 研究 事業を 完成し なければ ならない。 

わたしは、 みなさんが 必らず これを なしとげて くれる ものと 信じて います。 …… J 

金 日 成 首相の この ことばに よって、 研究員たち がそれ まで おそるおそる 歩んで きた 小道は あとかたもなく 消え去 
り、 かれらの 眼前には たんたんと した 自由な 大道が 切り ひらかれて いた。 

ビナ ロン 研究 集団は、 首相が あたえて くれた ことばに はげまされて、 ながいあいだ 苦心しながら も 解決で きな か 
った 技術的な 問題を つぎつぎに 解決し、 大規模な ピナ ロン エ場 設備の 設計と、 それにと もな う 技術的 課題 も 成功 裏 
になし とげた。 

一九 五 九 年 三月 二十 五日、 金 日 成 首相は 城 川 江 畔の龍 興 か 原に おもむいた。 首相は 沼が 多く 葦の 生い茂った この 
広大な 野原を みずから 踏査し、 ここに ピナ ロン エ場の 敷地を さだめ、 その 建設 方針を 具体的にし めした。 

首相は 建設工事の ブランが 正確で あるか どうかを 再三 確認した のち、 一万 トン 能力では なく 二 万 トン 能力の ピナ 
ロン エ場を 建設すべき であると のべた。 

やっとの ことで 一万 トン 級の 工場 建設 案を 亡て てき ? C 科学者たち 竹、 そうする ことができる か、 とたず ねる 首相 
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のとい に、 と 〇- さには こたえられなかった。 

首相は 当惑す る 科学者たち を 見 まわしながら、 二 万 トン 級が 十分に 可能で ある ことを 具体的に 説明し、 その 経済、 
政治的 意義を 強調した。 それば かり か 首相は、 建設が 終われば その 勝利を 祝う 操業 式を 大 々的に おこなおうと いい 
ながら、 いまから 操業 式の 準備を ととのえて おいた 方が いいだろうと 語った ので ある。 

首相は、 すでに、 龍 興 か 原に そびえた つ 大ビナ P ン エ場を ありあり と 脳裏に 描いて いたので ある。 首相の この 確 
信に みちた ことばを きいて、 科学者たち の 胸中に も 確固と した 勝利の 信念が 燃えさかった。 

金 日 成 首相は 建設に 必要な 一切の 準備が ととのうと、 一九 六〇 年初 頭に r ヒナ ロン 大戦 闘」 の 一大 運動を 組織し 
た。 

ビナ ロン エ場 建設は、 ほとんど 前例の ない 大規模な 建設であった。 工事 期間 中に 八十 六 万 三百 十 立方 メ ー トルの 
土を 処理し なければ ならなかった。 これを ーメー トル 四方の 堤防に 換算す ると 清津か ら 高原、 ビョン ヤンを へて 開 
城にまで 達する 量で ある。 九 万 二 千 余 立方 メ ー トルの コンク リート 使用量は、 周囲 ーメ ー トルの 柱に なおせば 白 頭 
山の 三倍の 高さになる ♦ほう 大な 量であった。 つかわれた 煉瓦は、 千 八 百 七十 五 万 トンに もの ぼり、 これを 一列に な 
らべ ると、 ほとんど 地球を 一周す る 数であった。 設計図 だけで も 一万 二 千 余 枚に 達し、 これは 三百 余 名の 有能な 設 
計 者 集団が 二〜 三年 かかって、 やっとで きる 設計 量であった。 

しかし 金 日 成 首相は、 このぼう 大な 建設を 完遂させる 正確な 目算を たてて いた。  ， 

首相は、 科学技術 分野の 成果と 強力な 重工業、 なかで も 機械 製作 工業の 強固な 基地が ある こと、 以前から この エ 
場の 建設を 準備し、 それが かなりの 程度にまで 進 渉して いた ことな どの 客観的 条件を 正確に 分析し、 大衆を 革命的 
大 高揚へ とふる いたた せる 党と、 党の 意図を 最後まで つらぬく 労働者階級を 先頭と する 勤労大衆の かたい 決意、 そ 
のつ きぬ 創造力を 信じて いたので ある。 
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建設 場は 工事に 着手した 最初の 瞬間から、 領袖の 偉大な 構想を 一日 も 早く 実現し ようとね がう 建設者た ちの 革命 
的 熱意で わきたった。 

工事が はじまった 直後、 首相は 建設 場を おとずれた。 

八 •一 五 解放 十五 周年 慶祝 大会に おいて、 党の 自主的 祖国 統一 方針を いま 一度 明らかにし、 つづいて 千里 馬 作業 
班 先駆者 大会の 席上で 革命的 高揚を よびかけた 首相は、 八月 二十 八日、 龍 興 か 原に 姿を 見せた のであった。 

首相は 労働者た ちと 握手を かわしながら、 からだは 大丈夫 か、 子どもたち も 元気 か、 とかれら の 労を ねぎらっ 
た。 また、 建設に たちあがった 軍人たち の 泥に まみれた 手を にぎりしめて は、 からだに 気をつけ るの だ、 つらく は 
ないか、 食事と 睡眠を 十分に とっている か、 困難な 問題は ないか、 などと たずね、 かれらの 生活の すみずみにまで 
こまかく 気を くばった。 

首相は 建設者たち に、 ビナロ ン エ場が もつ 意義を 十分に 知って 建設に 参加す る ことが たいせつ であると 語り、 も 
っと 早く、 いっそう 堅固に、 より 美しく 建設す るよう にと かれらを はげましながら、 党と 祖国の ために、 人民の し 
あわせの ために 服務す る ことほ ど 貴い ことは ない と、 くりかえし 強調した。 

首相は 建設 場を つぶさに 見て まわり、 工事の 進行状況を 具体的に しらべた のち、 現地で ピナ ロン エ場 建設 関係者 
会讓を ひらいた。 首相は はじめ、 この 会議を 二日 間に わたって おこなう 予定であった が、 一日 だけで 終わらせた。 

討論に くわわった 人び とや 列席した 人び とは、 首相が 提起した すべての 課題を 期限 内に 完遂す る ことを 決議し 
た。 かれらの 意気 ごみは 天を も衝 かんば かりであった。 

これを みた 首相は、 それ 以上 会議を つづける 必要を 感じなかった。， 

首相は 国中を ピナ ロン エ場 建設へ とたち あがらせた。 

「すべてを ビナ ロン エ場 建設へ！」 
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首相の この 戦闘的な よびかけに こたえて、 全国が いっせいにたち あがった。 各地から 組立 エ 、木工、 溶接工たち 
が 先を あらそって 建設 場に かけつけた。 徳川 自動車 工場を はじめて、 全国 各地から 八十 余 台の 自動車と 千 五 百 余 台 
のどっ しりと した 建設機械が、 地軸を ゆるがせながら 建設 場に あらわれた。 

機械工 場 や 金属 工場を はじめ、 三百 余の 企業 所もビ ナ ロン エ場 建設を 支援した。 龍 城、 北 中、 楽 元な どの 機械工 
場を はじめ、 各 機械工業 部門の 労働者たち は、 数千に およぶ 精密で 複雑な 現代的 機械 設備と 資材を、 金属工業の 労 
働 者たち は 各種の 鉄材と 鋼材を、 建設 工場と 林 山 事業所の 労働者たち はばく 大な セメントと 木材を、 それぞれ 建設 
場に おくりこんで きた。 

かれらは 一万 二 千 余 車両の 機械と 化学 装置、 設備と 資材な どを ピナ ロン エ場 建設 場に 供給した。 

ピナ ロン エ場 建設 場には 軍人 も かけつけ、 農民 や 青年たち もやって きた。 咸興 市の 市民、 家庭の 主婦たち も 建設 
者たち をた すけ、 全国 各地から 数多くの 人び とが 休暇を とっては 建設に 参加した。 芸術家たち も、 夜は 建設者の た 
めに 公演を おこない、 昼は かれらと いっしょに 働いた。 

全国的な 支援の もとに、 建設 場は 炎の るつぼと 化した。 建設 場には 昼と 夜の 区別がなかった。 

建設者たち は、 八月に 首相が ここを おとずれた とき 誓った 決意 どおり、 一九 六 一年の メ ー デ ー までに 工場を 竣工 
させる ため、 ひた 走りに 走った。 

「八 ニー 八 突撃 隊」 、「白 頭 山 突撃 隊」 をは じめ 馬東熙 、化 吉 1 J など、 不屈の 共産主義 闘士の 名を 冠した 二百 余の 
突撃 隊が 編成され た。 かれらは わずか 一日で 一万 余 立方 メ ー トルの 土を 掘り おこし、 五 百から 六 百 立方 メ ー トルの 
コンク リ ー トを 流し こんで 基礎を ぅちかため、 十万 余 枚の 煉瓦を つみあげた。 

かれらは、 日本 帝国主義の 植民地 時代には 一年 以上は かかる ものと されて いた、 高さ 四十 メ ー トルの 煙突を わず 
か 十三 日間で つくりあげた。 
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科学者と 技術 設計の 働き手たち も、 事務室の 机に すわって ばかりい なかった。 かれらは 建設者と 寝食を ともに し 
ながら 難関を 解決して いった。 数多くの 創意と 考案が すぐさま 作業に 導入され、 作業 能率を つぎつぎに 高めて いっ 
た。 

こうした なかで、 門 型 起重機が 七 •五 トンの 敷板を 三十 メ ー トルの 高さまで もちあげ、 二階、 三階、 四 階 建ての 
建物を 組立て ると いう 独創的な 建築 法を 生んだ。  . 

ここでは 一日の 作業 計画を 五〇 〇パー セント 超過 完遂す る ことがあたり まえの ことと なり、 一〇〇 〇パー セント 
を 超過しても 話題に ならず、 ついには 三 五〇〇 パー セントを こえる r ヒナ ロン 速度」 を 生み ♦たして 世上を 驚嘆 させ 
たのであった。 

こうした 奇跡には、 感動 的な エビソ ー ド や 英雄的な 逸話が 数多く ひめられて いた •一 

ある 機械 設計 士は 合成 塔 設計を うけもった とき、 国の 実情に そくした 設計図を つくる ために 数多くの 工場、 企業 
所を たずね 歩き、 見た こと もき いた こと もない 数百 種の 機械を 研究し、 ついに この 設計を 完成 させた。 かれは 資材 
を 節約で きる よう 設計す るた めに、 半月の あいだに 寝食を 忘れて 仕事に 没頭し、 過労が たたって ついにた おれて し 
まった。 同僚が かれを 病院には こび こもうと すると、 かれはがん として これを こばみ、 つぎのように 語った。 

「ぼくは 戦線で 入党した 党員な の だ。 メ ー デ ー までに 工場を 完成せ よと いう 党と 首相 同志の 委任を 完遂で きない 
まま、 病院に ゆく ことは できない」 

工場 も 完成に 近づいた 一九 六 一年 三月 二十 三日、 五 階 建ての 酷 酸 精 溜 職場 建設 場では、 危険 このうえない 事態が 
生じた。 四〜 五 階にまで とどく 九 トンの 巨大な 柱が かたむいて しまったの である。 四 階の 頂上からは 「ヮィヤ ー を 
つかめ」 という 労働者の 叫び声が きこえて きた。 これを きいた 人民軍の 兵士が ヮィヤ ー に とびつき、 力い っばい ひ 
っばった。 しかし 一人 だけの 力では、 九 トン もの 柱を もちこたえる ことは できなかった。 ニメ ー トル、 三メー トル 
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…… かれは 容赦な くひき ずられ てたい 〇- た。 しかし かれはた だ、 「どんな ことがあっても、 ヮィヤー をはな しては 
ならない」 という 一念で 死を も おそれず、 自分の 腕に ヮィヤ ー を しっかりと まきつけ、 最後まで それを はなさな か 
った。 かれの 犠牲的な 行為に よって 事態は 収拾され、 大事 故は 未然に ふせがれた。 

このように 、ピナ ロン エ場の 建設は、 金 日 成 首相の すぐれた 指導と、 首相の 高い 志を うけてたち あがった 全国の 
勤労者、 ピナ ロン エ場 建設者た ちの 英雄的で 犠牲的な 闘争に よって 完成され ていった。 

沼と 湿地と 葦の 荒野であった 龍 興 か 原には、 雄大な ビナ ロン エ場が 労働党 時代の 記念碑と して 毅然と そそりた っ 
た。 

敷地 総 面積 数十 万 平方 メ ー トルの 広大 さを 誇る この 工場は、 その 建物の 数 だけで も 大小 数十に 達する。 これらの 
建物には 数え きれない ほどの 精密機械と 装置が すえつけられ、 これが 複雑に いりくんだ ながい 排 管で 連結され てい 
る。 工場の 全 工程が 能率的 かつ 経済的な 最新式 工程と なって おり、 これらす ベての 系統が 流れ作業で むすばれ、 各 
工程は すべて オー トメ ーシ ョン 化されて いる。 

ピナ ロン エ場は、 その 規模の 大きさと 現代的な 設備に おいて、 世界で も 第一 等級の 大化学 工場で ある。 このよう 
な 誇るべき 工場を、 北半 部の 人民は みずからの 科学技術、 みずからの 設計、 みずからの 力に よって、 着工 後一 年た 
ら ずの あいだに、 それ も 本格的な 施工からは わずか 半年と いうみ じかい 期間に 完成 させた のであった。 

ピナ ロン エ場は じつに、 朝鮮人 民の 敬愛す る 領袖 金 日 成 首相の 革命 思想、 主体 思想に よって 建てられた 主体的 エ 
場で あり、 自立 的 民族 経済の 土台が あった からこ そ 建設で きた 自立 的 民族 経済の 縮図であった。 

したがって この 工場が、 名実と もに 朝鮮 的な 工場と なった のは 当然の ことで あり、 それが 朝鮮人 民の 誇るべき エ 
場で ある ことは、 これ もまた 当然と いわなければ ならない。 

ある 外国の 訪問者 も、 動かしが たいこの 現実を たたえながら、 ビナロ ン エ場は r ヒナ ロンの 科学的 発見の 過程に 
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はじまり、 設計、 建設、 設備 製作に いたる まで、 すべてが 朝鮮の 技術者、 労働者たち にょり、 世界的 規模で 建設 さ 
れた 完全に 朝鮮 的な 化学繊維 工場」 であると 指摘した。 

北半 部 人民は、 世界で も 一等 級の 大ビナ ロン エ場を みずからの 力で 建設す る ことにょって、 朝鮮人 民の 革命的 気 
概を 全世界に しめし、 敬愛す る 領袖と 朝鮮 労働党の まわりに 鉄の ごとく 統一 団結した 朝鮮人 民の 偉力を いかんな く 
示威した のであった。 

金 日 成 首相は、 ビナ ロン エ場 竣工式を 終えた 翌日の 七日、 ふたたび t: ナロ ン エ場 竣工を 祝いながら、 五月の 労働 
者の 祝典、 メーデ ー を 記念す る 咸興市 群衆 大会に 参 席した。 

首相は、 メ ー デ ー の 群衆 大会に おいて、 『化学工業を いっそぅ 発展させる ために』 と 題す る 演説を おこなった。 

首相は この 演説で、 ピナ ロン エ場 建設に ついて くわしくのべながら 、ピナ ロン エ場の 建設は 化学工業の 建設に お 
ける 大きな 大学で あり、 科学技術が 達成した 巨大な 成果で あり、 科学技術の 急速な 発展を しめす 明白な あらわれで 
あり、 国を 現代的 工業国 家に 発展させる ための 朝鮮 労働党の 政策の 結実の 一 つで あると 指摘した。 

首相は 七 か 年 計画に おける 党の 基本 方針に ふれながら、 今後、 化学工業を さらに 発展させる ための 大きな 展望に 
ついて くわしくのべた。 

首相は 七 か 年 計画 期間に 党が 提起した 重要な 課題が、 化学工業を 急速に 発展させる 人民 経済の 全面的な 化学 化を 
促進させる ことで あると 指摘しながら、 

「われわれは 七 か 年 計画 期間 内に 威 興 地区の 化学工業 基地を さらに 強化し、 咸鏡北 道 阿吾 地 地区と 平安 北 道 m in; 
地区に 大規模な 新しい 化学工業 基地を 創設し なければ なりません。 

…… 威 興 地区の 建設者た ちと 勤労者の 前には、 ピナ ロン エ場 第二 段階 工事を ひきつづき 推進し、 年産 二 万 トンの 
生産 能力を 最短 期間 内に 完成し、 新しく 一万 トン 生産 能力を もつ ビク ロン エ場を 建設す る 課題が 提起され てい ま 
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す」 とのべた。 

金 日 成 首相の 演説は、 咸興 地区の 人民を 新しい 偉業へ とふる いたた せる アビ ー ルであった。 

咸 興の 勤労者たち は、 首相の かぎりない 信任に 歓呼を もってこた え、 首相が 明示した 新しい 課題を 遂行す る 誓い 
も かたく 示威 行進に 参加した。 二十 万の 群衆の 示威 行進が はじまった。 

r ヒナ ロン 都市」 の 労働者階級と 協同 農民、 青年 学生、 労農 赤 衛隊な どの 

隊列が 主蒂壇 のまえ をと 


7 ン ナム  ボン グン 


金 日 成 首相は、 龍 城、 興 南、 本 | 吕 の、 
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おる たびに、 手を あげて 
答礼を おくった。 群衆の 
示威は ときが たつに つれ 
ますます 高 ^ していっ 
た。 この 日、 保健 関係の 
働き手たち の 示威 隊列は 
とくに 大きな 拍手と 注目 
を あび、 異彩を 放った。 

「人間への 愛！」 とか 
かれた スロー ガンを 先頭 
に、 白衣の 保健 部門の 働 
き 手たち の 隊列は、 花で 
飾った 山車を 肩に のせて 
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主席 壇の まえまで くると、 いつたん そこでと まつた 0 

すると、 一輪の 大きな 造花の なかから、 興 南 肥料 工場 病院の 二重 千里 馬 外科 科 長と 看護婦、 咸興 医科大学の 学生 
とともに、 方夏秀 少年が 姿を あらわし、 花束を かかえて 主席 壇に むかった。 

瞬間、 群衆は うしおの ように 主席 壇の まえに おしよせ、 示威 隊列 もとまった。 

花の なかからで てきた 方 夏 秀 少年ら 四 人が、 花束を かかえて 主席 壇に 走り よった。 

三度 火傷が 全身の 四 八 パ ー セントに も およぶ 致命傷を うけ、 死 境を さまよって いた 方 夏 秀 少^ - 、人間への か 

ぎりない 愛に 燃える 赤い 医療 集団、 労働者、 学生たち の 輸血と 皮膚の 移植に よって、 労働党の 息子と して 蘇 赴した 
この 少年は、 自分の 命を 救い、 愛情の 根源を 育てて くれた 父なる 領袖の ふところめ ざして、 いま かけて いくので あ 

った。 

満場の 歓呼につつ まれながら、 四 人は 主席 壇に のぼって いった。 

金 日 成 首相は、 走り よってく る 方 夏 秀 少年を 見つめ、 亡くした わが 子を ふたたびとり もどた し 父親 さながらに よろ 
こび、 「おお、 おまえが 方 夏 秀な のか、 さあ ここへ おいで」 といいながら 少年を だきあげ、 主席 壇の 演壇のう えに す 
わらせた。 首相は 少年の 頭を なでながら T そう、 おまえは 労働党の 息子な の だ」 と、 いくど もつ ぶやくので あった。 

首相は、 少年の 命を 救った 人たち を、 「みなさんは 真の 共産主義者です」 とたた え、 医科 長と 学生の 手を とっ 
て、 ともに 歓呼す る 群衆に 答礼を おくった。 

熱い ものが 人び との 胸を うった。 この 瞬間、 群衆の だれもが 心の底で 泣いた。 

人民にたい する 領袖の かぎりない 愛情、 領袖にたい する 人民の かぎりない 忠誠 心と 信頼 —— 、これ こそが 朝鮮の 
力の 源泉で あり、 これが あれば こそ 朝鮮の 未来は かぎりなく 美しい ので ある。 

城 川 江 畔の龍 興 か 原で 挙行され た ピナ ロン エ場 竣工式と、 咸興市 二十 万 市民の 群衆 大会は、 いま 一つの 奇跡を 生 
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みだした 朝鮮人 民の よろこびの 示威、 g 立 的 民族 経済の 偉力の 示威で あり、 人民を 指導して この 偉力を 生まし めた 
敬愛す る 領袖への 頌歌であった。 

こうして 難関の なかで きたえられながら、 勝利の 道を まっしぐらに 駆けて きた 朝鮮人 民は、 領袖が さししめす 新 
たな 勝利 —— 、七 か 年 計画の 高地を めざして 力強く 前進して いった。 

6 人民 生活にたい する 肉親 的 配慮 

「 . こんにち、 わが 勤労者は、 どう すれば より りっぱな 暮らしが できる か、 どう すれば このす ばらしい 世の中 

で 末な がく 生きる ことができる かとい うこと に 考えを めぐらせて おり、 かれらの 生活は 希望に みちた 明るく たのし 
いものに なりました。 人び とが あらゆる 搾取と 抑圧から 解放され、 失業と 飢餓の おそれを 知らず、 なに 一つ心 配な 
くと もに 働き、 ともに 学び、 だれもが 幸福に 暮らして いると いう この ことが、 こんにちの 北半 部の 現実で あり、 社 
会 主義 制度 下に おける わが 人民の 生活であります」 

これは、 金 日 成 首相が 八 •一 五 解放 十五 周年 記念 慶祝 大会で おこなった 報告の なかの 一節で ある。 

人民の こうした 幸福、 とくに、 安定した 希望に みちた 生活は、 自立 的 民族 経済の 確固と した 物質的 土台のう えに 
花 ひらいた ものであった。 

金 日 成 首相は、 戦後に 遂行され た 三 か 年 経済 計画 期間に 自立 的 民族 経済の 土台を 構築して 人民 生活を いちじるし 
く 改善し、 貧農を 完全に なくした が、 五 か 年 計画 期間には、 自立 的 民族 経済の 土台を さらに 強化して 人民の 衣食住 
の 問題を 基本的に 解決し、 農民の 生活を 全般的に 中農の 水準にまで ひきあげた。 

これは じつに、 人民の 物質的 文化 生活に もたらされた 世紀 的な 変革であった。 
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社会主義 制度が 樹立され、 国の 経済力が 強まる につれ て 人民の 生活が ゆたかになる のは 当然の ことで あるが、 共 
和 国 北半 部の 人民が いとなむ 幸福な 生活を、 たんに 社会制度 や 経済的な 威力 だけで 説明し ようとす るなら ば、 それ 
は 大きな 誤りで ある。 

同じ 社会経済 的 条件の もとで も、 人民が ゆたかに 暮らせる かどう かとい うことは、 その 国の 指導者の 政策と 路 
線、 配慮な どに よって 大きく 左右され る もので あり、 朝鮮人 民の 幸福な 生活は、 すべて、 偉大な 領袖 金 日 成 首相の 
正しい 指導と 肉親 的 配慮に よっても たらされた ものに ほかなら ない。 

人民が こよな く 敬愛す る 金 日 成 首相は、 人民 生活を たえず 向上させる ことを 自身の 革命 活動の 最高 原則と し、 直 
接の 目的と していた。 

首相は こう 語って いる。 

「T ルクス d  レ 11— ン 、 生％  にたぃ  も 

化 ^ 1 和* 称 ^ ^ 

首相は いかなる 政策、 路線を 作成す るに あたっても、 人民の 生活を まず 考え、 工場 や 農村で 現地 指導を おこなう 
ときに も、 つねに 人民の 暮らしを 念頭に おいていた。 

金 日 成 首相は、 まず 第一に、 経済発展と 人民 生活の 向上を 大きく 左右す る を、 社会主義 経済 建設の 基 
本 路線に したがって 合理的に 調節した。 

首相が 堅持した 原則は、 経済 土台を 強化し、 人民 生活 向上の 源泉と なる 蓄積を 急速に 増大 させながら も、 同時に 
人民 生活の 当面の 需要を みたす ために 消費を もの ばして いくこと であった。 

首相は つぎのようにの ベて いる。 

「われわれは 蓄積な しに 収入を 食いつ ぶしたり、 消費して しまう というよう な 政策を 実施す る ことは でき ませ 
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ん 。必ず 将来の ために、 わが国の 繁栄の ために、 国家の 工業化の ために、 また、 社会主義の 基礎を いっそう 強化す 
るた めに、 たえず 蓄積を ふやして いかなければ なりません。 蓄積 ももち ろん、 人民の ために おこなう ものです ◊た 
だ 時間 的に みて 消費との 差異が 生ずる にす ぎません。 

いいかえれば、 s—% 壽 者せ^ T め 

だからといって、 蓄積 だけに かたより、 将来の みを 考えて、 当面の 人民 生活を かえりみない ような ことがあって 
はなり ません。 したがって、 いままで もそう でありました が、 蓄積と 消費の 均衡を 正しく 保ち、 経済 建設と 人民 生 
活にた いする 問題を 合理的に 解決す る ことが きわめて 重要であります」 

金 日 成 首相は、 国民所得の 約 四 分の 三は 消費に 利用し、 のこりの 四 分の 一を 蓄積に まわす ことを 原則と した。 こ 
の 原則は 党の 経済 建設の 基本 路線に 具現され たし、 経済 土台の 強化と 人民 生活の 向上を 急速 かつ 順調に 解決す る こ 
とを 可能に した。 

金 日 成 首相は 蓄積と 消費の 相互関係を 正確に 調節した ばかりでなく、 消費量を 正確に 分配し、 すべての 人び とが 
均等に りっぱな 暮らしが できる ようにした。 

だれもが 衣食住の 心配 もな く 暮らせる ようにす るた めに 首相が 堅持した 原則は、 消費量の 分配に おいて 「 …… す 
ベての 部門の 労働者の 賃金 比率を いっそう 合理的に 調節し、 異なる 地域の 農民の 収入を 平均 的に 向上 させ、 同時に 
労働者、 事務員 および 農民の 生活を もす ベて 均衡 的に 高める」 ことであった。 

首相は 社会主義 分配 原則を 徹底的に つらぬき、 労働の 質と 量に 応じて 消費量の 分配を いっそう 正確に し、 人民 経 
済 各部 門 間に おける 労賃の 均衡を しっかりと 保障す る ことによって、 最低賃金と 最高 賃金の差を ちぢめる よう 調節 
するとと もに、 低い 単位の 賃金を 系統的に 高める 措置を とった。 
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一方、 労賃は これを 体系的に ひきあげ、 物価は 大は ばに ひきさげ、 労働者、 事務員の 税 負担を 系統的に 軽減して 
ぃった。 

その 結果、 住民から 徴収す る 税金は 国家 予算の 収入 総額の わずか ニパー セントに すぎず、 労働者、 事務員の 実質 
賃金は、 一九 四 九 年に くらべ、 一九 六〇 年には 二倍 以上に 増加した。 

金 日 成 首相は、 労働者、 事務員の 生活を ひきつづき 高めながら、 農民の 生活を 早急に 改善す る ことに 力を つくし 
た。 

首相は、 労働者と 農民との あいだにみ られる 生活 条件と 水準の 差を なくす ことを、 都市と 農村 間の 差、 労働者 階 
級と 農民との 階級 的 差を なくし、 社会主義、 共産主義を 成功裏に 建設す る 問題で あると みた。 

首相は つぎのように 指摘して いる。 

「社 fl 主義 国家 『 労 ® i 者、！® 貝の 生活 ばか W で ^ なく、 w 民の いて— も * I 任 5^ ち、 全 AI 民 的 ® の 

のギ展 にっ  ' # 亂口氣  u  蝴 -4 

金 日 成 首相は こうした 原則に もとづいて、 協同 農場に 国家的 支援を さらに 多く あたえる ための、 積極的な 対策を 
たてた。 

これと 同時に、 山間部では 山を 合理的に 利用し、 海の 近くでは 海を 利用す る 方針を 実践す るよう に 導いて いっ 
た。 

その 結果、 農民は 平野 地帯 ばかりでなく、 もともと 土地が やせて 人の 住めそう もない 地方 や 山地、 それに 耕地の 
少ない 海岸 地帯な ど、 すべての 地域で 髙い 所得を うる ことができる ようになった。 

金 日 成 首相は、 人民 生活を 向上させる うえで 生産と 消費を つなぐ 環で ある 商業を も 重要視した。 

首相は、 一で あると 教えた。 ここには 勤労者の 福祉 
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増進と 生活 上の 不便を なくす ことを めざす 首相の 深い 配慮が こめられ ている。 

首相は 人民が どこで でも、 四季の 区別な く 好みに あう 商品を 入手す る ことができる ように、 白 頭 山の ふもとに あ 
る 四、 五軒の 林産 労働者の 村に も、 東海岸よりに ある 小さな 農村に も 商店を つくり、 こうした 村の 商品 価格を ビョ 
ン ヤン やその 他の 都市の 商品 価格と 同じ 価格に 統一した。 

金 日 成 首相は つぎのようにの ベて いる。 

しようと する ものです i 

首相は つねに、 工場で 生産され る 製品が 人民の あいだに きちんと ゆきわたって いるか どうかを 視察した。 首相は 
現地 指導に でかける ときには 必ず 商店に たちより、 どんな 商品が よく 売れる かを たずね、 味嗜 や醬 油の 味まで ため 
す ほど 商品の 質に 深い 関心を よせ、 平凡な 店員たち とも 国の 生活 全般につ いて 話し あったり した。 

金 日 成 首相は、 農村の 名もない 一 店員を まねいて、 商業 問題を 討議す る 全 国家的 会議に 参 席 させ、 国の 生活に つ 
いてと もに 討蠢 した こと も あった。 

金 日 成 首相は、 個人消費 量の 分配と 同時に、 社会的 もしくは 国家的 負担に よって 全人 民の 物質、 文化的 福利を 増 
進させる うえで も 大きな 配慮を めぐらした。 

北半 部に おける 社会的 恩恵は、 社会にたい する 労力 的 寄与い かんに かかわりな く、 すべての 人民に ほどこされ、 
それは また、 社会の 共同 的 需要を 充足させる うえで 役立って いる。 したがって、 こうした 社会的 恩恵は 事実上、 共 
産 主義の 萌芽で あると いう ことができる。 
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このように 首相は、 共産主義を 未来の 課題と してと どめ て おくのでは なく、 共産 ホ義的 要素を 朝鮮の 現実に そく 
して 独創的に 創造した ので ある。 

首相は、 社会主義を りっ ばに 建設し、 共産主義を 成功裏に 実現す るた めに、 また 住民の 生活を 均等に 向上させる 
ために、 勤労者にたい する 社会的 恩恵を 増大 させて いくこと に 多大の 配慮を しめした。 

その 結果、 人口の 四 分の 一に あたる 二百 六十 九 万 名の 学生たち は、 人民 学校 (日本の 小学校に あたる) から 大学に 
いたる まで 無料で、 奨学金まで 支給され ながら 学び、 子どもたちは 生まれた ときから 託児所、 幼稚園で、 これ も 国 
の 費用です くす くと 育って いるので ある。 

国家は また、 労働者、 農民の 衣食住に 深い 配慮を ほどこし ている。 これは 前例の ない 人民 的 施策で ある。 

労働者、 事務員、 学生たち は、 その 家族 数に 関係な く、 すべてが 国の 負担で 十分な だけの 食糧を、 ほとんど 無料 
で 供給され ている。 学生には 季節 ごとに 新しい 制服と 外套まで 無料 または 無料に 近い 廉価で 方 給され ている。 

全国いた ると ころに 病院と 診療所が 設けられ、 だれもが 無料で 治療を うけてい る。 子どもの 多い 母親たち は 六 時 
間 労働で、 妊婦たち は 産前 産後 七十 七日 間の 有 袷 休暇が あたえられて いる。 

金 日 成 首相は、 勤労者の 労働 保護 ばかりでなく、 社会保険 および 社会保障 事業に も 大きな 国家的 配慮を よせてい る。 

労働者、 事務員、 農民は 無料で 休養 所、 静養 所な どで 休息す る ことができ、 身寄りの ない 老人には 余生を 平穏に 
おくる ことので きる 養老院が あり、 父母の ない 子どもたちには 孤児院が 完備され、 国の 保護の もとで 心 ゆく まで 学 
ぶこと がで きる ようになって いる。 

都市の 住民 や 農村の 住民を とわず、 すべての 人び とには 国家 負担で 建てられた アバ ー トや 文化 住宅が あたえら 
れ 、労働者、 事務員の 住宅 使用料は 生計費の 〇 •三 パ— セントに すぎない。 これに 電気、 水道 および 燃料 代を くわ 
えても 住宅 使用料は 生計費の わずか 三 パー セントを でない ◊しかも 農民は 国家から 無料で 文化 住宅を うけ、 無料で 
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使用して いる。 

こうした 大きな 社会的 恩恵は、 すべての 人民が 社会主義 制度の 優越性を 心 ゆく まで 味わい、 だれもが 幸福で 希 
望に みちた 生活が できる ようにと ねがう、 金 日 成 首相の 人民 的 施策と あたたかい 配慮と によっても たらされた も 
ので ある。 

人民 生活の 向上を めざす 首相の 独創的な 方針の おかげで、 北半 部の 人民は 子どもから 青年 学生、 老人に いたる ま 
で、 家族 数の 多少に かかわらず、 肥沃な 平野 地帯 や 耕地の 少ない 山間 僻地と をと わず、 どこでも だれもが 心 ゆく ま 
で 働き、 学び、 失業と 貧困を 知らず、 なに 一つ心 配な く、 希望に みちた 生活を いとなんで いる。 だから こそ 朝鮮人 
民は、 この 社会を さして、 「地上の 楽園」 とよんで いるので ある。 

搾取と 圧迫の ない 社会、 このように しあわせに 暮らす ことができる のは、 父なる 領袖と、 その 指導の もとに ある 
労働党に よって もたらされた という ことを あまりに もよ く 知ってい るが ゆえに、 朝鮮人 民は、 領袖と 党の ために、 
より 希望に みちた 未来の ために、 革命の 終局 的 勝利の ために 一身を なげうって たたかって いるので ある。 

このように、 金 日 成 首相が 社会主義 制度の 優越性を 最大限に 発揮 させ、 人民の 生活 問題を りっぱに 解決した こと 
は、 社会主義、 共産主義 建設に かんする 理論 および 実践的 内容を ゆたかに した、 いま 一つの 生きた 模範と なる もの 
である。 

朝鮮を おとずれて、 金 日 成 首相の 人民 的 施策に 感動した ナィ ジ X リアの ある 訪問客は、 つぎのように 語って い 
る 0 

「わたしは 子どもの ころ、 r ハィ ブル』 で 『天国』 が あると いう ことを 読んで ひどく あこがれた ものだった。 し 
かし その 『天国』 は 話 だけで、 実際に 見た こと もない し、 また そこへ いった 人 もい なかった。 ところが わたしは い 
ま、 千里 馬 朝鮮で、 かつて わたしが、 あんなに も あこがれて いた その 『天国』 を 見た ような 気がする。 
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朝鮮の 社会制度は なんとす ばらしい ことか …… J 

一九 五八 年、 南 朝鮮から 北半 部へ 亡命して きた 旅客機に 一人の スチ ュヮー デスが のって いた。 南 朝鮮で 生活して 
きた 彼女は、 北半 部 人民の すべてが のびのびと 誇りに みちて 働き、 衣食住の 心配が 少しもない ことに おどろいた。 彼 
女は、 北半 部には とくに 美しく 着か ざった 人 もい なければ、 とくに 貧しい 服を 着た 人 もい ない こと、 商店には 「豪 
華」 な 商品がない かわりに、 日常生活に 必要な 物資は 豊富で ある こと、 とくに 衣食の 問題で 基本と なる 米と 服地が 
ゆたかで ある ことを ひどく ぅらやんだ。 

金と 権力の ある ものには 「天国」 であるが、 絶対多数を 占める 労働者、 農民を はじめ 勤労 人民には 地獄で ある 南 
朝鮮で、 街 や 村を さまょぅ 失業者と 絶糧 農民、 乞食と 浮浪者と 孤児を 見なれ てきた 彼女が、 北半 部 人民の 幸福な 生 
活を 見て 驚嘆と 羨望の 念を かくす ことができなかった のは、 あまりに も 当然な ことであった。 

四千 万 朝鮮人 民の 偉大な 領袖で ある 金 日 成 首相は、 北半 部 人民の 生活が 向上 すれば する ほど、 飢餓と 貧困に あえ 
ぐ 南 朝鮮の 同胞に 思いを はせ、 心を 痛める のであった。 首相は、 咸興に 大ビナ ロン エ場を 建設す るに あたっても、 
着の み 着の ままの 南 朝鮮 同胞の 分まで 予見した し、 岐陽 トラクタ ーエ場を建設するときにも、1_\慶尚南北道)や 
湖南 (全羅 南北 道) 平野の 農民たち の トラクタ ーのこ とも 考えに いれて いた。 

首相は、 信 川の 一 農場に 新しく 建てられた 文化 住宅で、 農民たち と 夕食を ともに した あと、 床に ついてから も 南 
の 地の 農民に 思いを はせ ては 眠られぬ 夜を 明かし、 開城の 松 都 大学の 学生たち と 一日を すごしながら も、 南半 部を 
かたとき も 忘れる ことができな いと 語った ので ある。 

ファ ショ 的 暴圧と 搾取、 飢餓と 貧困に あえぐ 南半 部の 人民に 思いを はせ る 首相が、 その あたたかい 救援の 手を さ 
しのべた のは、 またい くた びであった ことか！ 

金 日 成 首相は 人民の 生活が 向上 すれば する ほど、 かれらに さらに 大きな 幸福と ょろこびを もたらす ために 全力を 
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かたむけた。 

きのうは 興 南の 労働者たち や 茂 山の 鉱夫たち とともに 家庭生活に ついて 語り、 きょうは 山奥の 昌 城の 人び との 生 
活を 気づかって 狼 林 山脈の けわしい 峰々 を こえた。 つねに 国中を たずね 歩き、 人民 生活の 向上に 力を つくす ことを 
日課と する 首相であった。 

一九 五 七 年 六月の ある 日、 ヵモメ さえ まだ 目を覚まして いない 夜明け まえの 海辺で、 首相は コー トの すそを 露に 
ぬらしながら 西 海の 小さな 漁港を たずねた。 

たったいま おきた ばかりの 漁夫たち は、 舟 底の 魚を 甲板に すくいあげたり、 網を つくろった りする ことに 余念が 
なかった。 

船首の 方へ ゆっくりと 足を はこんだ 首相は、 「この 船は どこの 船です か？」 とたず ねた。 

こんな 早朝から、 まさか 首相が 船べ りに たって 話しかけて こようとは 思っても いなかった 漁夫たち は、 首相の こ 
とばには 返事 もせず、 そのまま 仕事を つづけて いた。 

「この 船は どこの 船です か？」 

首相が もう 一度 同じ ことを たずねた とき、 だれが こんな 朝早くから、 わかりきった ことを 聞 くんだ といわぬ ばか 
りに やっと 一人の 漁夫が、 ふりかえり もせず、 

「組合の 船 じ ゃて！」 とこた えた。 

「それで、 魚は たくさん とれます か？」 

「そんな こた あ、 漁に でて みなけ り ゃわ かりません な！」 

「いや、 いままでに とれた 魚の ことです よ、 どれく らい とれたん です か？」 

「そんな こた あどう だって かま やしね え、 これから とりまく るん じ ゃ。 . 」 
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「どうして 漁が うまくいかな いんです か？」 

「うまくいかない こた あない やね。 まえに くらべり や 何 倍 もよ くな つてい るが ね。 しかし、 まだまだ じ や . 。 

わしら、 首相 さまの おこと ば どおり、 たくさんと るた めに や、 もつ と 早く 海に でな き やならない んじ やが . 」 

日が さしの ♦ほり、 濃い 霧 もし だいに 晴れて きた。 

「ちょと 見せて いただけません か ? •」 

金 日 成 首相は 踏み板を しな わせながら 船に のぼった。 

「あっ、 首相 さま !! 」 

漁夫たち は、 びっくりした。 かれらは、 いままで ことばを かわして いた 当の本人が、 夢にも 忘れる ことのな かっ 
た 金 日 成 首相で ある ことに 気づいて あわてふためいた。 

首相は、 「朝早くから ご苦労です」 といいながら、 漁夫たち の 骨 ばった 手を かわるがわるに ぎった。 

人民に 十分な 米と 魚肉 類を 供給す るた めに、 早朝から へんぴな この 漁港を たずね、 漁夫たち をはげ ます 首相を む 
かえた かれらは、 大きな 感激と 興奮につつ まれた。 

金 日 成 首相は 船底を のぞきながら 、「とれた 魚を 見せて くれません か？」 といった。 漁夫たち は、 おとなの 腕 ほ 
ども ある ィシ モチを 二 匹、 首相の まえに もちだした。 

「ほう、 りっぱな 魚です ね、 もっとた くさん とる 方法は ない もので しょう か？」 

ィシ モチを 手で さわりながら こう 話す 首相の 顔には、 より 多くの 魚を 人民に あたえたい とねが う 切々 とした 心情 
が やどって いた。 

漁夫たち は 首相の 質問に こたえて、 困って いる 問題を くわしく 話した。 

金 日 成 首相は かれらの 話を ききながら、 それを 一つ一つ 解決して いった。 
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数十 年を 漁労に たずさわって きた 漁夫たち では あった が、 かれら も 海の幸を 全人 民の 生活と むすびつけて、 こて 
ほどまでに 考えた ことはなかった。 漁夫たち は 目が しらを 熱く した。 

首相は、 ちょうど 二 か 月 前で ある 四月に 党 中央委員会 総会を ひらいて、 水産業を 大きく 発展させる ために 匱 重な 
討議を おこない、 これに かんする 決定 書を 採択した ばかりであった。 


人民の 生活 向上を 最高の 念願と する 首相は、 五 か 
年 計画 期間 内に 年間 五十〜 六十 万 トンの 漁獲量を あ 
げる ことによ って、 一人 当り 六十 キログラムの 魚を 
保障すべき であると 提起し、 その 具体的な 方法を も 
明らかにした。 だが 首相は それだけでは あきたら 
ず、 こぅして いま 漁港を たずね、 みずから 指導して 
いるので ある。 

首相が 人民 生活の たえまない 向上の ためにし めし 
た 配慮は、 到底 その すべてを 語りつ くす ことができ 
なぃ。 

一九 六 三年 六月 二十 五日、 首相は 数名の 畜産 部門 
の 幹部たち と 協議会を ひらいた ことがあった。 その 
とき、 首相の 机のぅ えには 家禽 業と 畜産業に かんす 
る 各種の 資料が 数十 件つ まれて あった。 

関係 部門の 幹部たち が 席に つくと、 首相は 静かな 
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語調で つぎのようにの ベた。 

「きよう、 みなさんを ここへ よんだ のは、 人民に もっと 多くの 肉類を 供給で きる よう、 いっしよ に 協議す るた めで 
す。 …… 齢 五十に も なって、 まだ 十分に、 人民に 肉を たべさせる こと もで きないの が、 気に かかって ならない ので 
す」 

会議に 出席した 人び とは、 目が しらがうる むのを どうす る こと もで きなかった。 

首相は 席上、 肉類を より 多く 供給す るた めの もっとも 適切な 方法は、 家禽の 飼育を のばす ことで あると 指摘し な 
がら、 鶏を 飼う ことの 有利 さと、 家禽 飼育の 大きな 展望に ついて くわしく 説明した。 

首相は その後、 みずから 全国の 牧場を 現地 指導しながら、 新しくつ くられる 数多くの 牧場と 原種 場、 配合 飼料 エ 
場な どの 敷地まで もさ だめた のであった。 もっとも 現代的な ビョン ヤン 家禽 牧場は このように してつ くられ、 そし 
て 発展した。 

一九 六 七 年 七月、 金 日 成 首相は この 牧場を 再度 おとずれた。 牧場の 実態を 具体的に 調査した 首相は、 鶏卵 生産 計 
画が まだ 消極的で あると 指摘しながら、 支配人に こうたず ねた。 

「いま 鶏卵 一つの 原価は いくらぐ らいです か？」 

首相は 支配人の こたえを きき 終わる と、 原価を 半額 以下に さげなければ ならない と 強調した。 これは 生産を 高め 
る だけでなく、 人民が 卵の 値段に 負担を 感じない ほどに 原価を さげて、 肉類と 卵が 毎日 食卓に のぼるよう にす るた 
めの 指示であった。 

首相の 偉大な 構想と 具体的な 指導の もとに、 全国 各地に 豚と 乳牛、 鶏肉と 卵、 ゥサギ、 ァ ヒルな どを 生産す る 数 
多くの 牧場が 新しくつ くられた。 

瓦ぶ きの 家で 白米の ご飯と 肉料理を たべ、 絹の 服を 着て 暮らしたい という 朝鮮人 民の むかしからの ねがいが 実現 
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される 日は 目前に 迫って いた。 

牧場 ばかりでなく、 都市の 周辺と 労働者 地区 ごとに 噴水 式 灌漑 システムを 導入した 野菜 供給源が 完備され、 いた 
ると ころに 果てしない 果樹園が つくられた。 

北半 部 人民の 生活は きょう も ゆたかで あるが、 明日は さらに ゆたかで 美しい ものになる ことであろう。 

こうした すばらしい 成果が、 たちおくれた 経済を ひきつがされ、 そのうえ 戦火に よる 全般的な 復旧 期を へな けれ 
ばなら なかっ た 北半 部に おいて、 さらには 新たな 戦争 挑発に 見さ かいの ない アメリヵ 帝国主義 者と 直接 対峙して い 
る 情勢の もとでな しとげられた という 事実を 考える とき、 その 成果は いっそう 高貴で 驚異的な もので あり、 人民を 
指導して このような 革新を 創造した 金 日 成 首相の 業績は、 いっそう 偉大で あると いわなければ ならない。 

人民にたい する かぎりない 愛情と 厚い 配慮 —— 、これは 金 日 成 首相の 革命 活動の 全 過程を つらぬく 一貫した 原則 
である。 白 頭 山の 峻嶺を 踏み わけて 日本 帝国主義 侵略軍を 撃破し、 十五 星霜の たたかいの 年輪を 刻みつ けて きたの 
も、 人民が しあわせに 暮らす 世の中を 築く そのために ほかなら なかった。 

「われわれの 目的は、 革命を 達成して 祖国を とりもどし、 すべての 人民が しあわせに 暮らせる ようにす る ことに 
ある。 …… われわれは 困難で 苦しい ときには、 奪われた 祖国、 敵に 踏みに じられ ている 故郷の 山河、 着の み 着の ま 
まで 飢えに さらされた 父母と 妻子の ことを 考えよう— . 

すべての 人民が 十分に たべられ、 りっぱな 服を 着て、 しあわせに 暮らす 輝かしい 未来を 考えよ ク J 

一九 三 五 年、 北満 遠征の 困難な 時期に、 首相は このように 語った ので ある。 

むかしの 人は、 偉大な 人物を さして、 天が 生んだ 人 だと 素朴に 信じ 神格化した。 

しかし、 金 日 成 首相は 貧しい 農家に 生まれ、 苦しみと 艱難に 痛めつ けられた 人民の 生活を 自身の 体験を つうじて 
知りつ くして いるが ゆえに、 かれらを 幸福な 生活に 導く ため すべてを なげうって たたかい、 きょう もまた 人 S の 家 
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庭 生活と 子どもたちの 服 やは きものにまで 気を くばり、 深慮して いるので ある。 

つねに 人民と 苦楽を ともに し、 素朴で 質素な 生活を おくる そのこと によって、 よりいっ そう 偉大で 身近な 人民の 
領袖 金 日 成 首相の 厚い 配慮と 大いな る 愛情につつ まれ、 朝鮮人 民の 生活は 日 ましに、 ますます 爛漫と 咲きつ づけて 
いくであろう。 

7  二番 よい ものを 子どもたちに」 

子どもたち —— 、それは 金 日 成 首相に とって かけがえのない 愛の 対象で あり、 子どもたちに 一番よ いものを あた 
える ことは、 犯す ことので きない 原則と なって いる。 

じつに、 子どもたちにたい する 首相の 厚い 愛情と 配慮は、 かぎりなく ひろく、 深い。 • 

首相は つぎのようにの ベて いる。 

「わたしたちが いま、 苦労しながら 新しい 社会を 建設して いるのは いったい だれの ためでしょう か？ もちろん、 
わたしたち 自身の ためで もあります が、 主としては、 わたしたちの つぎの 世代の ためであります。 わたしたちは、 
いま 植えた ばかりの リンゴの 木から その実を とってた ベる こと もあります が、 しかし それは わたしたち 自身の ため 
であると いうより、 つぎの 世代の ためで あると いう 方が、 より 正しい のです。 いまわた したち は、 大同 江の ほとり 
にり っばな 遊歩道を つくろう としてい ますが、 これ もす ベて、 わた . L たちが うけついだ ものが あまりに も 貧弱 だっ 
たからです。 ですから、 いまは 多少の 苦労を しても、 わたしたちの 世代が たくさんの 仕事を やりとげ、 つぎの 世代 
に、 りっぱな ものを のこして やらなければ ならない のです」 

この 首相の ことばには、 子どもたちにたい する つきない 愛と 思いやりが こめられて いる。 
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金 日 成 首相は 革命 活動の 初期から、 共産主義者が 真っ先に めぐらす 配慮の 対象は 子どもたち であると 教え、 どん 
な 困難な 状況に あって も、 一番ょ いものは、 まず、 子どもたちに あたえて きた。 

首相は 抗日 武装 闘争の 苦難に みちた 日々、 遊撃 根拠地が 焼かれ、 食べ もの すらな く、 おとなたち が 飢えと 寒さに 
ふるえて いると きで も、 子どもたちの ためには 学校を 建てて やり、 食べ ものと 着る ものを あたえ、 かれらが 飢えと 
寒さを 知らず、 心 ゆく まで 学び、 思う存分に 遊べる ょうに 心を くだいた。 

首相は また、 敵の 襲撃が あるた びに、 まず 子どもたちの 安否を たずね、 リンゴ ーつが 手には いっても、 それを 子 
どもたち に 食べさせた。 

こうした 配慮は、 首相が 祖国に 凱旋して 新しい 社会を 築き あげたの ち、 いっそう ひろく、 いっそう 深まって いった。 

祖国に 凱旋して まもなく、 首相は 名もない 山間 僻地の 雑草を かきわけて 学校の 敷地を さだめ、 子どもたちを 知、 
徳 、体を かねそなえたり っばな 人材に 育てなければ ならない とのべ、 建国の 初期には 北朝鮮 臨時 人民委員 会を 創建 
し、 その 第一 回 会議で、 子どもたちの ために 鉛筆 工場を 建て、 質の いい 檜 柏の 木で 鉛筆を つくる ことを 重要な 課題 
として 討議した。 

国中が 砲煙につつ まれた 祖国 解放 戦争の時 期に も、 首相は みずから 炎の なかを くぐって 地下 教室を たずね、 湿気 
が 多くは ないか、 教科書 や ノ ー ト、 鉛筆は みな そろって いるかと 気を くばり、 子どもたちの 生活と 学習 条件を こま 
かく 見守り、 戦火の なかで 父母を 失った 子どもたちの ためには、 特別に 数多くの 学園を 建てて かれらを むかえ、 肉 
親に まさると も 劣らない いつくしみの なかで 子どもたちを はぐくんで いった。 

そして 停戦 後、 まだ 内閣の 庁舍や 国家 機関が 防空壤 や 臨時の 建物の なかに あった 困難な ときで も、 首相は 真っ先 
に、 子どもたちの 学校 や 幼稚園、 託児所から 建設を はじめた。 

首相は また、 国中が 歯を くいし ばり、 昼夜を わかたず 復旧 建設に たちあがって いたと きに も、 子どもたちの ため 
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に 初等 義務教育 制と 中等 義務教育 制を 実施した し、 国防 建設と 経済 建設を 併進させる 困難な 課題を 遂行しながら 
も、 アジアでは はじめての 全般的 九 年 制 技術 義務教育を 実施した。 

こうして 共和国 北半 部には、 今日、 白 頭 山の 麓の 名もない 僻村 里から 西 海の 孤島の 小さな 漁村に いたる まで、 美 
しい 学校 や 幼稚園、 託児所が 建ちなら び、 すべての 子どもたちが 国家の 負担で、 心 ゆく まで 学んで いるので ある。 

それだけでは ない。 金 日 成 首相は、 季節 ごとに、 一番 よい 生地で 子どもたちの 服を つくって 着させ、 すべての 名 
勝地には 少年団の キャンプ場と 休養 所を つくり、 わが国を おとずれた 外国の 人び とが 一様に おどろきの 目を 見は る 
学生 少年 宮殿 も 建設した。 

また 現地 指導の せわしい さなかで も、 子どもたちに ゆき 会えば 車から おり、 服装からは きものに いたる まで 気を 
くばり、 ゆく 先々 で 真っ先に たずねる ところと いえば、 まず、 学校で あり、 幼稚園で あり、 託児所であった。 

一九 六 一年 九月 三十日の 午後、 首相が 松濤 園 少年団 ャキ ンブ 場を たずねた ときの ことだった。 子どもたちは、 せ 
きを きった ように 歓声を あげながら 首相の もとへ とんで きた。 

首相は、 先を あらそって ふところへ とびこんで くる 子どもたちを 両手で 抱き かかえ、 頭を なでて やりながら、 な 
にか もっと 食べたい ものは ないか、 海は こわくなかった か、 どんな 遊びが 一番 おもしろかった かと、 やさしく たず 
ねた。 

そして、 子どもたちに かこまれた 首相は、 きれいな キャンプ場の 建物の まえで、 海を ながめながら 同行した 幹部 
たちに こう 語った。 

「松濤 園は 美しい！ むかしは 金持ちが 一人 じめ した 避暑地だった が …… 。このように すばらしい ところで、 わ 
れ われの 子どもたちが 元気 いっぱい 遊ばなくて は！」 

そのと き 随員の 一人が、 ここは 松林 も 砂浜 もす ばらしく、 海 も 遠浅に なって いてよ いので、 他の ことに 利用し よ 
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ぅとたい せつに とって おいた のです が、 首相 同志が 少年 
団の キャンプ場に しなさい といわれ たので、 そのと おり 
にしました というと、 首相は、 「よくやった、 よくやつ 
た」 とくり かえし ほめた。 

首相は 満足そう な 笑みを うかべながら、 

「一番す ばら^ 


は、 ほんと にい 


だ。 一番い いものは！」 といった。 


キャンプ場は、 じつに りっぱに できあがって いた。 し 
かし、 首相は キャンプ場を 注意 深く 見て まわりながら、 テ 
1 ブルク ロース から ベッド、 絵画な どの 備品に いたる ま 
で、 子どもたちに 一番い いものを あたえなければ ならな 
いと 語った。 そして、 子どもたちの 寝具を 手に とる と、 
綿 入りの ふとんが 大きくて 重い のを 心配し、 毛布 か 刺し 
子 縫いの ふとんに かえるよう に 指示し、 壁に かかった 鏡 
のまえ で、 みずから 帽子を かぶりな おしてみながら、 子 
どもたち が 全身を 写して 身なりを ただす ことができ るよ 
うに、 もっと 大きな 鏡に とりかえる ようにと いった。 
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このょうに、 金 日 成 首相は、 子どもたちを 「国の 王様」 であると いいなが ら 、かれらの ためには、 なにものを も 
惜しまなかった。 

ビョン ヤンの 一角に そびえる 学生 少年 宮殿の 建設 過程は、 子どもたちを かぎりなく 愛し、 たいせつに する 首相の 
志を 如実に 物語る ものである。 

首相は 戦後 復旧 建設の 困難な 時期に、 ピョンヤン でも 景色が ょく 見晴らしの いい 将台 丘に 宮殿の 敷地を さだめ、 
雄壮で 華麗な 世界一 流の 大 宮殿を 建てる ことにした。 

首相の 志を 心に うけとめた 設計 家たち は、 一九 五六 年から、 ピョンヤン 学生 少年 宮殿の 設計に とりかかった。 そ 
して かれらは、 自分たち としては 最大の 大胆 さと 誠意を つくし、 大きくて 華麗な 建築物の 図面を 描き あげた。 しか 
しそれ は、 金 日 成 首相の 気高い 志とは、 あまりに もへ だたり が あった。 

首相は 設計図を 見て、 にっこりしながら こういった。 

「みんな ご苦労だった。 しかし、 これは あまり 小さす ぎて て だめ だね。 …… J 

首相は 手を あげ、 線を 描いて みせながら ことばを つづけた。 
r …… この 図面の 五倍に すべき だ。 名前から して 宮殿 だとい うのに、 将台丘 いっぱいに 建てなくて は …… 。わが 
国の 王様が 住む 宮殿に ふさわしく、 大きくて 美しい ものを もう 一度 設計して ごらんなさい …… 」 

その後、 設計図は 首相の 指導を うけながら 何回もな おされ、 建設の 過程で も 何回と なく、 首相の 現地 指導が おこ 
なわれ た。 

こうして、 世界で も 類例の ない 五 万 平方 メー トルの 大 児童 宮殿が、 首相の さだめた 将台 丘に 雄 然と そびえた った 
ので ある。 

わが国を たずねる 外国の 人び とは、 「子どもたちの ために、 これほど 雄大で 美しい 宮殿を つくる という 考えが、 


100 


7  「一番よ いものを 子どもたちに」 


どのように して 金 日 成 首相の 胸に 思いう かんだ のだろう か」 といって、 その おどろきを かくそうと しない。 しか 
し、 外国の 友人たち といえ ども、 首相の 気高い 志を おしはかる ことは できないで あろう。 

偉大な 領袖の 熱い 志が ひめられて いる この 宮殿で、 いま子 どもたち は、 技術、 科学、 体育、 文化な ど、 すべての 
部門に わたって 自己の 才能を あますところなく 発揮し、 かねそなえた 国の あとつぎ としてす くす くと 
育って いる。 

金 日 成 首相が ビョン ヤン 製糸 工場で、 現地 指導を していた ときの ことで ある。 

首相は 製糸 H たちの 労働条件を 改 # する ために、 工場の 建物を 新しく 建てる よう 指示しながら、 新しい 建物が で 
きたら、 古い 建物は どうす るつ もり かと 工場の 幹部に たずねた。 すると 一人の 幹部が たちあがって、 それを 託児所 
か 幼稚園に つかう つもりです、 とこた えた。 

そのこた えを きく やい なや、 首相は、 「託児所に !? •一と 反問しながら 、「とんでもない こと だ！ 子どもたちに 
は、 一番 りっぱな 建物を あたえるべき です。 古い 建物は 倉庫に でもしなさい。 …… 託児所と 幼稚園は、 新しくり っ 
ばに つくらなければ なりません」 とさと した。 

子どもたちを りっぱに 育てる こと —— 、それを 共産主義者の 崇高な 任務の 一つと 考える 首相は、 すでに 抗日 武装 
闘争の 時期、 つぎのように のべて いる。 

のために ささげ、 会 力 ^ ( つくして だた かってい るの';？^^ か A/ 民の 幸！^^ を はな， いか ! I だ 加ら 

議を岣 っ"^5¥&あ 義 il たたか  S  い^^^ 
年たち をり っぼな 革命 闘士に 育て、 やがて 袓国 建— 設 A ffiA き 手 & てあ^ 〇 こと も、 わ のた 革命 事業 
なの だ。 …… 」 
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子どもたちに かんする 問題を、 党と 国家の 重要な 事業 だとみ る 首相は、 朝鮮 革命の 戦略 戦術を 決定す る 党 中央 委員 
会 政治 委員会の 席上に おいても、 毎年、 春 や 秋の 季節の かわり 目には、 子どもたちの 校服の デザィン や 配色の 問題 
まで 提出し、 最高 人民 会議 や 内閣 総会で も、 たびたび、 子どもたちの ための 法令 や 決定を 採択 させた。 

金 日 成 首相は、 子どもたちの 教育に 特別な 関心を はらい、 かれらを 労働者階級の 革命 思想と 不屈の 闘争 精神で 教 
育す る ことを、 革命の 勝利に かんする 、祖国と 民族の 勝敗を 左右す る 根本的な 問題で あると 考えた。 

首相は つぎのように のべて いる。 

「われわれの 革命は、 長期に わたる 困難な 闘争で ある。 

だから、 われわれが なしとげられなかった 革命は 子どもたちが ひきつぎ、 また 子どもたちの 代で もな しとげられ 
ない 場合は、 そのつ ぎの 代まで、 代々 ひきついで 必ず 革命を 完成 させなければ ならない。 

だから、 われわれが 朝鮮 革命に 最後まで 忠実で あるた めには、 革命の 血す じを ひきつぐ、 つぎの 世代を しっかり 
と 育てなければ ならない の だ。 

いま、 われわれ 自身が 革命の ために りっぱに たたかう だけでなく、 革命の 将来が かかって いる 子どもたちを りっ 
ばに 育てて こそ、 革命家と しての われわれの 責任を 果たした という ことができ るの だ」 

首相は、 子どもたちを 革命家に 育て あげる ための 要求 性を 高めた。 

子どもたちは、 かつての ような 圧迫 や 搾取を うけた こと もない し、 困難な 革命 闘争で 試練を へた こと もな く、 社 
会 主義 祖国の ふところで 自由と 幸福 だけを 体験して 成長した。 

金. 日 成 首相は 子どもたちを、 地主と 資本家を にくみ、 帝国主義に 反対し 憎悪す る 思想で 教育し、 徹底した 民族 自 
主 意識、 高い 民族的な 誇りと 自負心で 教育し なければ ならない と 教えた。 

首相は、 子どもたちを 抗日 遊撃隊員の ように、 祖国と 人民の ためには すべてを ささげる ことを 知り、 いかに 困難 
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な 条件の もとで も、 革命の 原則と 革命家の 節操を 最後まで 守りぬ くこと を 知り、 

命 的 ¥觀 主義を もち、 謙虚で 素朴な 気高 を もつ ように 教育し なければ ならない とのべた。 

金 日 成 首相は、 子どもたちにたい する 共産主義 教育を 強化し、 かれらが 人 SI を^^、 友 公 tl し、 組織と 翻— を ^ 
® ようには ぐく み、 労働を 愛し、 朝鮮人 民が たたかい とった 偉大な 成果で ある 社会主義 制度の 優越性を しっかり 
と 身に つける ようにし なければ ならない とのべた。 

たち ^ I 髮主義 

て 所有し、 強い 体力と 芸術的な 素養、 高い 文化 性を もたせる ことによって 党と 革命に 忠実で あり、— 知、 徳 、体を か 
ね そなえた、 全面的に 発展した 新しい 人間に 育てなければ ならない と 教えた。 

金 日 成 首相は ゆく 先々 で 学校を たずね、 子どもたちの 生活に 深い 関心を よせ、 教員たち をはげ まし、 ときには、 
子どもたちの 家庭教育の ようすを 知る ために、 生徒たち の 家を 訪問して は、 文字な どを 教えたり した。 

一九 六 一年 八月、 雨が はげしく ふる 日の ことだった ❶金日 成 首相は 雨に ぬれながら、 昌城郡 薬 水 谷に 住む 朴玉花 
の 家を たずねた。 

首相は まるで、 生徒の 家を 訪問した 担任 教師の ように、 その 家の 主人に 気さくに 挨搂 をす ますと、 部屋の なかへ 
はいって いった。 

首相の 突然の 訪問を うけた 家の人たち は、 あまりの 感激に どうしてい いのかわから なかった。 首相は 玉 花の 父親 
とむ かい あって 話を かわした。 

首相は、 机に むかって 勉強して いる 玉 花の 姿を たのもし 気になが めて いた。 そして、 玉 花の ノ ー トを 一枚ず つめ 
くると、 「字が 上手 だね、 ほんと に 上手 だ」 とほめ ながら、 手を とって やさしく 教えて やった。 

山奥の 飾りっ 気のない 部屋に すわって、 生徒に 文字を 教えて いる 金 日 成 首相 —— 。そして、 その まえで 鉛筆を に 
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ぎり、 文字を 書いて いる 名もない 山里の 幼い 少女 . 。首相の まえにす わって 文字を 教わって いる 娘の 姿を 見やる 

両親の 目には、 感激の 淚がに じんで いた。 

また、 金 日 成 首相は、 両親が いない 子どもたちにたい して、 とくに あたたかい 愛と 配慮を めぐらした。 首相は、 
こうした 子どもたちの 面倒を 国家で みるよう にし、 大学まで 無料で 学ぶ ことができる 道を ひらいた。 

金 日 成 首相は、 両親の いない 子どもたちを つねに 気づかっ て、 心の 安らぎを おぼえる ことがなかった。 

「両親の ない 子どもたちの ことを 思う と、 なかなか 寝つ かれない もの だ」 

首相は いつも、 口ぐ せの ようにこう いいなが ら 、この 不幸な 子どもたちに よろこびと しあわせを あたえようと、 
つねに 心を くだいた。 

一九 六 〇 年 四月 二十 九日、 牡丹 峰の 桜が、 いまたけ なわのと きだった。 

金 日 成 首相は、 幼い 生徒たち が どんな 合服を 着て いるの かと 気づかい、 公園に でて、 そこで 遊んで いる 何人 かの 
子どもたちを 副官に 命じて つれてこさせた。 

自分の 子どもたちに 新しい 服を 着せた 親の ように、 目を 細めて それを ながめて いた 首相は、 ふと、 ある 少女の 靴 
に 目を とめた。 

ほかの 子どもたちは みな、 新しい 服に 新しい 靴を はいている のに、 崔英 玉と いう その 少女 だけは、 なぜか 古い 靴 
のま まだった。 

「お父さんは どんな 仕事を している の ? •工場に いってい るの、 それとも 事務の 仕事？」 

r . 」 

少女は 口を つぐんだ ままだった。 

首相は 英 玉の 手を とり、 じつの 親の ように やさしく、 一つ一つたず ねて いった。 
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英 玉は、 自分の 手を やさしくな でて くれる 首相の 大きく あたたかな 手を 見ながら、 目に 涙を いっぱいう かべて 話 
をし はじめた。 , 

それによ ると、 英 玉の 父親は 戦争のと きに ゴム エ場で 働いて いたが、 アメリヵ 軍の 爆撃に あって 死に、 母親は 食 
料 加工 工場に 勤務して いたが、 一年 前、 病気の ために 亡くなった という ことだった。 そして、 のこった 家族と いえ 
ば、 十六 歳になる 姉の 英淑と 十二 歳になる 弟の 英実 、それに 八 歳になる 妹の 英姫 という、 幼い 四 人 だけだった。 
しかし、 このき ょうだいは、 国から あたえられる 補助金で りっ ばな アバ ートに 住み、 学校に かよって いた。 

「そうか。 . とにかく 、小鳥の よう 

なお まえたち 三人で …… 、ご飯を たいた 
り、 洗濯を したり、 掃除を したり …… 、 
感心 だ！ おまえたち だけで 暮らしを た 
てながら、 学校へ かよって いると いうん 
だね。 …… ほんとうに りっぱ だ。 …… 」 
首相は 表情を くもらせ、 声を おとして 
とぎれが ちに いった。 そして、 手帳に 英 
玉の 住所を 書きと めた。 

この 日、 首相は 英玉 きょうだ いのこと 
が 心配で、 午睡 もとれなかった。 

その 夜、 政務を 終えた 金 日 成 首相は、 
副官に 命じて 英玉 きょうだいを 私邸に 招 
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ぃた。 

四 人き ょうだいを のせた 車の 音を きくと、 首相は 階段から おりて 出迎えた。 

「おまえが 英淑だ ね …… 。幼い 妹たち の 世話を しながら、 学校に かよって いると いうんだ ね …… 。たいへん だろ 

う一 . 手が 少し 荒れて いるよう だね . 」 

英溆は 突然、 首相の 胸に 顔を うずめて 泣きじゃくった。 
r 英淑 、泣 くんじ ゃない。 …… 世帯主が 泣い ちゃ だめ じ ゃない か。 さあ、 もう やめて …… 、泣く のは およし… 

…」 

すすり泣く 少女の 肩を やさしくな でる 首相の 目に も、 熱い ものが にじんで いた。 

首相は やがて、 英玉 たち 四 人き ょうだいと 食事を ともに して、 別れる ぎ わにこう いった。 

「あさっての メ ー デ ー の 日は、 わたしの 家で お祝いを しょう。 行事が 終わったら、 どこへ もい かないで 家で 待っ 
ていなさい」 

五月 一日、 盛大な 記念 行事が 終わって からの ことだった。 幹部たち と 昼食を ともに した 金 日 成 首相は、 自宅に 客 
がきて いるだろう からといって、 先に 席を たった。 みんなは、 いつにな く 首相が せく のを 見て、 きっとたい せつな 
客に ちがいな いと 思った。 

三日間の 休日が すぎ、 仕事が はじまった 五月 三日の ことで ある。 

国事に かんする 討議の ため、 幹部たち を 集める と 首相は こう 語り だした。 

「メ ーデー のとき は、 同志たち と 昼食を とってから、 すぐに 席を たって しまって、 すまない ことを しました。 あ 
の 日に もちょっ と 話しました が、 ぜひ 会って やらなければ ならない 客が いたのです。 ついこの あいだ、 わたしたち 
は、 子どもたちの 制服 問題を 政治 委員会で 話しました ね …… 」 
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幹部たち は、 金 日 成 首相から、 学生たち の 制服 問題に ついて 新しい 話が ある ものと 思い、 手帳を とりだして 書き 
はじめた。 首相は 話を つづけた。 

「 . わたしたちは 学 父兄に も、 こんな 制服を つくって 子どもたちに 着せようと 思う が、 どうだろう かときいて 

みた ことがありました ね。 ところが、 当の 子どもたちには きいて みなかった。 そこで 新しい 制服を だして やった あ 
と、 服の 格好を 見る のを かねて、 子どもたちの 意見を きくた めに、 何日 かまえ、 人民 学校の 生徒を 何人 かつれ てこ 
させた のです。 みんな 新しい 制服を 着て、 新しい 靴を はいていた。 党が 新しい 服を 着せた の だから、 どの 両親に し 
て も 新しい 服に あうよう な 新しい 靴を 買って はかせたい 気持は 同じでしょう。 …… ところが、 一人の 子ども だけが 
古い 靴の ままだった。 ひと 目で わかった が、 胸が 痛んで ね。 …… 」 

幹部たち は ベンを とめた。 金 日 成 首相の 話は、 かたち や 色な ど、 新しい 制服 そのものに ついて ではない とわ かっ 
たからで ある。 

首相は 静かに ことばを つづけた。 

「 …… わけを きいて みると、 思った とおり、 両親の いない 子でした。 十四 歳の 女の子だった が、 二つ 年上の 姉と 
いっしょに、 下の きょうだい 二人の 面倒を みなが ら 暮らして いた。 一番 下の 妹は、 少し まえ、 知り合いの おばさん 

が 元 LU- へ つれていって 育てて いると いう ことだった が . ともかく それで、 メ ー デーの 日には、 子どもたち だけで 

お祝いす るのは さびしかろう と 思い、 その子たち 三人を わたしの 家に よんで、 いっしょに お祝いを したので す。 
…… そんな ことがあって、 同志たち となが く 席を ともに できなかった のです。 …… J 

金 日 成 首相の 気高い 徳性を つねに 身近に 感じて きた 幹部たち では あった が、 みんな 熱い 感激を おさえ きれず 淚ぐ 
んだ。 

一方、 メ ー デ ー を 金 日 成 首相の 家です ごした 英玉 たち 三人き ょうだいは、 その 翌日、 首相が おくって くれた リン 
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ゴ 、たまご、 お菓子な どを そのまま つつんで 両親の 墓参りを した。 英淑が 墓の まえに 包みを ひろげ、 低い 声で 語り 
かけた。 

「わたしたちは 元帥 さまのと ころへ、 二度 もまい りました。 . 元帥 さまは、 わたしたちを 学院に いれて くださ 

るそう です。 . 英姬 もつれて きて あげる とおっ しゃい ました。 . 」 

そして 英玉 にむ かってこう ことばを つづけた。 

r 英玉 、お父さん やお 母さんが この ことを 知ったら、 たいへん よろこばれる でしよう にね . どんなに よろこぶ 

ことで しよう。 . 」 

三人 きょうだいは、 首相の 私邸が ある 方角に むかって、 いつまでもたち つづけて いた。 

金 日 成 首相は その後 も、 たえず 英玉た ちきょうだいの 面倒を みた。 そしてい ま その子たち は、 首相の かぎりない 
配慮と いつくしみに よって、 それぞれ 大学と 革命 学院で、 幸福に 育って いる。 だれが 彼女たち を 孤児と いえよう。 
まさしく 金 日 成 首相 こそ、 父母の いないす ベての 子どもたちの 親な ので ある。 

だから 首相は、 平安 南 道順 川 郡 舎 人 場に 住む 一 婦人が、 九 人の 孤児を ひきとって 育てて いると いう 話を きいた と 
き、 わざわざ 人を つかわして 感謝の 意を 表した。 そして、 その 婦人に 会った ときには、 「あなたに 会う 面目が あり 
ません ◊子どもたちを たくさん あずけて おいて、 一度い ってみ よう、 いってみ ようと 思いながら も、 つい ゆき そび 
れて しまって、 まったくす まない ことを しました。 人づ てに 消息は きいて いました が、 たずねて ゆく ことができ 
ず、 ほんとうにす みませんで した」 と、 率直に 謝意を 表した ので ある。 

解放 直後の 一九 四 七 年 八月 下旬の ことであった。 

全国 各地から えらばれた 百 余 名の 少年団 員が、 金剛 山 キャンプを 終えて 帰る 途中、 そのうちの 十三 名が ビョン ヤン 
にたちよ る ことに なった。 それまで 一日に 何回も、 金 日 成 将軍に 会わせて くださいと 引率者に せがんで きた かれら 
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は、 ピョンヤンに つくと、 ますます 強く せがみ だした。 

昌城 から やってきた 十四 歳の 少年は、 目に 淚 さえう かべて、 「先生、 将軍 さまに 会わせて ください。 ねえ 先生！ J 
とねだった。 

また 他の 少年は、 重大な 国事で おいそが しい 将軍が、 子どもたちにまで 会って くださる ことは むずかしい という 
引率者に、 「先生、 遠くからで もい いのです。 ひと 目 だけで も、 将軍 さまに 会わせて ください」 といって、 だ だを 
こねは じめ た。 

一度 ♦たけで も 将軍に 会わせて くださいと、 淚を うかべ、 足を ばた ばた させて せがむ 子どもたちの 気持に 心を 動か 
された 教員は、 せめて 遠くから でも 将軍に 会わせ、 解放され た 朝鮮の、 すべての 少年たち がいだ いている ねがいを 
かなえて やろうと、 党の 中央 庁舍 のまえ に 子どもたちを つれていった。 

ながいあいだ 待った あと、 将軍が のった 車が 走って きた。 教員は 興奮した 胸を おさえ、 子どもたちに そっと、 あ 
れが 将軍 さまの お 車 だ、 と 教えた。 緊張した 面持ちで 車を 見つめて いた 子どもたちは、 車が 正面には いる 瞬間に 将 
軍を かい 間み る ことができた。 つねに 心に 描きつ づけて きた 将軍 —— 、その 将軍の 姿を 見た 少年たち は、 われを 忘 
れて わっ と 道路へ 走りで た。 そして、 もどって きなさい と 叫ぶ 教員の 声 もき かば こそ、 将軍が はいって いった 庁舎 
をい つまで も 見つめて いた。 

正面の 受付を つうじて これを 知った 将軍は、 さっそく 仕事を 中断し、 子どもたちを なかに ょびいれた。 

子どもたちが 執務室の まえまで いったと き、 将軍は わざわざで むいて 子どもたちの 手を とり、 やさしく 頭を なで 
た。 

その 日、 将軍は ながいあいだ 子どもたちと 親しく 話し あった。 そして 昌城 からき た 少年には、 「解放 まえ、 わた 
L たちが パルチザン 闘争を やって いたと き、 昌城 にもい 〇 たこと が あるが、 その 当時、 塩は たいへん 貴重な もの だ 
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ったの だが …… ところで、 きみの 家では 何月に 塩を もらった の？」 とたず ねた。 少年が、 塩は 三月に もらい、 六月 
にも 供給を うける はずです とこた える と、 将軍は 手帳に なに かを 書きと め、 北朝鮮 人民委員 会の 産業 局と 交通 局に 
電話を かけ、 昌城 郡に もっと 塩を おくる ようにと 指示した。 

将軍は 子どもたちと、 くったくな く 話を つづけた。 

「きみたちは みんな、 わたしたち 労働者 や 農民の 子どもなん だね …… 。じゃあ、 ここが どこ だか 知って るの？」 

「党 中央委員会です」 

「そうだね。 ところで 労働党は なにを する 党 かな？」 

「労働者、 農民の 利益を 代表して たたかう 党です」 

「そう、 そのと おり ♦た。 きみたちは なんでも よく 知って るんだ ね、 感心 だ。 ところで、 金剛 山は おもしろかった 
かい？」 

将軍は、 九 竜 淵 や 万物 相な ど 多くの 名所を 見て きました と、 得意気に 話す 子どもたちを 満足そう に 見やりな が 
ら 、つぎのようにたず ねた。. 

「じゃあ、 また 二つき いてみ るかな。 そんなに すばらしい 金剛 山には、 だれが ゆかせて くれたの ? .」 

「金 日 成 将軍 さまです」 

まるで 約束で もして いたかのよう に、 少年たち はいっ せいに 大きな 声で こたえた。 

「いや、 それは ちがう。 そうじゃなくて、 労働党の おかげなん だよ。 それから、 みんなの お父さん やお 母さんが 
国の ために、 たくさんの 仕事を したから ゆけたん だよ。 わかった かね ? •」 

将軍は こういうと、 慈愛の こもった まなざしで 少年たち を 見 まわした。 そして この 日、 将軍は 少年たち に 歌を う 
たって もらったり、 特別に 映画を 上映 させ、 子どもたちを 両腕に ♦たいたり、 ひざのう えに すわらせたり しながら、 
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たのしい 午後の ひとときを すごした。 

革命 もつ ぎの 世代の 幸福の ために おしすすめ、 建設 もつ ぎの 世代の 繁栄の ために おこない、 子どもたちの ためな 
ら すべてを ささげ、 一番い いものを 子どもたちに あたえる のは、 金 日 成 首相の 気高い 理念で あり、 徳性で ある。 

だから こそ、 外国の 友人たち がいう ので ある。 

「金 日 成 首相は、 子どもたちの ために 生まれた 偉大な お 方 だ」 と、 「首相の 導きを うける 朝鮮は、 まさしく 『子 
どもの 国』 だ」 と。 

まさに 朝鮮の 子どもたちは、 この 世で 一番し あわせで ある。 かれらは 生まれてから すぐ、 託児所 や 幼稚園で 牛乳 
やおやつ、 栄養剤まで 国家の 負担で あたえられ、 人民 学校から 中学校までの 九 年間を 無料で 義務教育を うけ、 大学 
に 進学す ると 奨学金まで もらって 学んで いる。 

しかし、 金 日 成 首相は 南 朝鮮の 不幸な 子どもたちを 思い、 つねに 胸を 痛めて いる。 

首相は 季節の かわり 目 ごとに、 すべての 学生たち に 新しい 制服を 着せる ときになる と、 学齢 期に ありながら 靴み 
がきの 箱 や ガム、 たばこのは いった 本箱を 首に ぶらさげ、 ボロを まとって 街を さまよう 南 朝鮮の 子どもたちに 思い 
をはせ、 父母の ない 子どもたちが 初等 学院で 幸福に 育って いく 姿を 見る につけ、 乞食を しながら 橋の 下で 夜を すご 
す 南の 孤児たち のこと を 思って 胸を 痛めた。 

南 朝鮮の 子どもたちを 救うた めに、 首相は なんども 救護の 手を さしのべた。 たとえば 南の 孤児たち を 共和国に う 
けいれ て 育てる ことにつ いて、 また、 貧しい家の 子どもたちが 勉強で きる ように 衣服、 はきもの、 学用品な どの 援 
護 物資を おくる ことにつ いて、 さらに 南半 部の 学生たち を、 北半 部の 学生たち のように 大学まで 国家 負担で 学ばせ 
る ことにつ いて、 国家的な 決定を 採択したり した。 

南の 子どもたちの ことを かたとき も 忘れず、 かれらの 不幸な 境遇を 肉親の 情で 気づかい、 心を 痛める 首相 —— 、 
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この 首相の 心を、 どうして すべて おしはかる ことができよう か。 

金 日 或 首相の 太陽に も 似た あたたかい 配慮につつ まれて、 南 朝鮮の 子どもたちが 北半 部の 子どもたちの ように、 
なんの かげり もな く、 すくす くと 幸®? に 育つ その 日は、 遠からず、 必ずやって くるであろう。 I 
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第二 章 党と 社会主義 国家の 機能と 役割を 高める ために 


1 党の 指導 的 役割を 高めて 

共和国 北半 部で 革命と 建設が 高度に 発展す るに つれ、 金 日 成 首相は 党を いっそぅ 強固に し、 その 指導 的 役割を 高 
める ことに 全力を そそいだ。 

革命の 発展に ともない 党を 強化し、 その 役割を 高める ことは、 首相が つねに 堅持して きた 革命的な 原則であった。 
金 日 成 首相は 革命の 参謀 部で ある 党の 戦闘力を 強化し、 その 指導 的 役割を 高める ことこ そ、 社会主義 革命と 社会 
主義 建設を 勝利 的に おしすすめる 決定的な 保障で あると みなした。 

首相は まず、 党の 隊列を 不敗の 統一 体と して 結束 させ、 これを 組織 思想 的に 強固に する ことに 力を かたむけた。 
戦後の 困難な 情勢の もとで、 党の 統一と 団結の 強化な くして は、 党の 戦闘力を 高める こと もで きず、 党に 課せら 
れた 複雑で 困難な 任務を 成功裏に 遂行す る こと もで きなかった。 

アメリカ 帝国主義を はじめ 内外の あらゆる 敵の 攻擊を しりぞけ、 大衆を 革命 闘争に 組織 動員す るた めには、 党の 
統一 団結を 強化し、 党の 隊列を 強固な ものと しなければ ならなかった。 

金 日 成 首相は、 社会主義 革命が 本格的に すすめられる にしたがって 階級闘争が さらに 先鋭化し、 それが 党内に 反 
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映されて もろもろの 日和見主義 的 潮流が 頭を もたげて くると、 ただちに その 危険性を 看破して これに 反対す る 党内 
思想 闘争を くりひろげた。 

党の 統一と 団結の ため、 首相が くりひろげた 党内の 思想 闘争の おもな 内容は 分派 分子に 反対す る 闘争であった。 

:一 目 相は つぎのように 教えて いる。 

「反 分派 闘争が、 わが 党の 建設と 党の 組織 思想 的 強化の ための 活動に おいて、 特別に 重要な 位置を 占めて いるの 
は 当然な ことであります。 わが国の 労働運動に おける 分派の 余 毒を 根 だ やしに して 党の 統一を 強化し、 党の 強固な 
マルクス •レ ーニ ン 主義 的 組織 思想 体系を 確立す るた めの 歴史的な 課題が、 こんにちわれ われの 世代の 党員に あた 
えられて います」 

分派を 根 こそぎ にし、 党の 統一と 団結を 強める ことは、 党と 革命を 発展させる うえで 死活 的な 問題であった。 

分派 分子は 例外な く 敵と 結託し、 革命の 偉業に 反対して 悪らつに 行動して きたし、 困難な 情勢が かもし ♦たされる 
たび ごとに、 いつも 頭を もたげて 党に 挑戦して きた。 

党の 統一を さまたげる g であり 毒素で ある 分派主義を 一掃し なくて は、 全 党に 唯一 思想 体系を 確立す る ことは で 
きず、 革命と 建設に おいて 党の 指導 的 役割を 高める こと もで きなかった。 また 分派を 根 こそぎ にしないで は 事大 主 
義と 教条主義を 克服して 主体を 確立す る こと もで きず、 修正主義に 反対して マルクス •レ i ーン 主義の 純潔 性を 守 
る こと もで きなかった。 なぜなら、 党内に あらわれた 教条主義 者 や 事大主義 者は 例外な く 分派 分子で あり、 かれら 
によって 修正主義が 密輸入され ていたから である。 

金 日 成 首相は、 分派を 克服す る 原則を つぎのように 明示して いる。 

「かれらと たたかう うえでの 原則は こうです。 大きな 罪を 犯した ものは 厳罰に 処し 、そうでない ものには 思想を 
点検す るが、 その 思想 点検は 厳格に し、 処罰は 寛大に しなければ なりません。 いいかえれば、 かれが どのよう にし 
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て 分派に 加担し、 その 思想の 根源は なに かを きびしく つきとめてから、 処罰は 寛大に し、 かれらに みずからの 過ち 
をた だす ことができる ように 道を ひらいて やらなければ なりません。 分派との たたかいで 事実と 根源を 正しくつ き 
とめ もせず、 また 誤りを あらためる という 確約 もとらず、 ただ、 うやむやに しては なりません。 だれに でも わかる 
ように 分派の 内容を 洗い ざら いひ ろげ させた あと、 武装解除を 完全に してから 処罰は 寛大に する のがよ いのです。 
こうした 原則に よって 処理す るの がよ いのです」 

この 原則は、 革命の 前進を はばむ あらゆる 日和見主義に 反対す るた たかいに おいても 指針と なった。 

金 日 成 首相は、 反 分派 闘争と ともに 事大主義、 教条主義を 克服して、 主体を 確立す るた めの 闘争を 強力に くり ひ 
ろげ た。 

首相は 教条主義と 主義を 断固 克服して、 すべての 分野で 主体を 確立 させて ゆく 党の 方針を さししめし、 その 
貫徹へ と 全 党を ふるいたたせた。 

首相の 方針に したがい、 党は*^ 主義、 教条主義を 克服す るた めの 党内 思想 闘争を つうじて 幹部 や 党員に その 危 
険性を よく 知らせ、 各 級の 党 団体 や 全 党員が 金 日 成 首相の 革命 思想と その 具現で ある 党の 路線と 政策を 身に つけ、 
つねに それを 尺度と して 活動で きる ように 思想 闘争を 強力に くりひろげた。 そして 党員と 勤労者の 民族的 自負心と 
自主 意識を 高め、 あらゆる 問題を 自分の 実情に あわせて 自力 更生の 原則に したがい、 自主的に 解決して いく 気風を 
確立す るよう 努力した。 

金 日 成 首相は、 国際 共産主義 運動 内に 現代 修正主義が 台頭す るに つれ、 分派 分子、 主義、 教条主義に 反対す 
る 党の たたかいを 反 修正主義 闘争と 密接に むすびつけた。 

国際 共産主義 運動の 隊列 内に 現代 修正主義が 台頭す る や、 党内に ひそんで いた 分派 分子 や 教条 主 *# 者、 主義 
者たち がた がいに 結託し、 修正主義 や 大国主義 者の 威を かりて 反 党、 反革命 的な 陰謀を めぐらし てきた。 
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かれらは 現代 修正主義 者の 主張を ほとんど そのままく りかえ しながら、 党と 革命を 破壊す るた めに、 革命と 建設 
における 党の 指導 的 役割を 拒否し、 マルクス •レ i ーン 主義 党の 建設の いしずえ である 民主主義 的 中央集権 制の 原 
則に 反対して、 党内で 無 原則的な 「民主主義」 と 分派 活動の 「自由」 をと なえ、 果ては ばかばかしい 「分派 有益 説」 
まで かつぎだし てきた。 これは 党の 指導 体系を くずし、 鋼鉄の ような 統一を 破壊し、 実質的には 党を 武装解除 させ 
て、 党を 自分たち の ほしいままに しようと する 陰謀で あった。 

かれらは、 輝かしい 党の 革命 伝統、 党と 革命の 歴史的な 根源を 抹殺し、 党の 中核 隊列を 切りく ずし、 プロ レ タリ 
ア独 裁に かんする マルクス •レー ニン 主義 学説を 否定し、 人民 政権の ブロ レ タリア 独裁の 機能を マ ヒ させようと 策 
動した。 

かれらは 党の 正しい 路線と あらゆる 政策に 反対し、 党の 経済政策を 誅 謗して、 その 貫徹を さまたげた。 

現代 修正主義の 危険性を いち 早く 看破した 金 日 成 首相は、 修正主義、 大国主義 者と 結託して 党に 挑戦した 崔昌益 
一派を はじめと する 反 党 反 革 I 派 分子に 決定的な 打撃を あたえる 一方、 修正主義に 反対し マルクス •レ ー ニン 主 
義の 純潔 性を 守る ための 思想 闘争を 強力に おしすすめた。 

金 日 成 首相の 正しい 方針に したがって、 党は 党員と 人民を 信じ、 その ひたむきな 支持に 依拠して 敵の 反動 攻勢と 
あらゆる 日和見主義 者の 攻撃に 決定的 反撃を くわえた。 

金 日 成 首相は、 分派主義、 修正主義な ど、 共産主義 運動 内部の あらゆる 不健全な 思想に 反対す る 強力な 党内 思想 
闘争と、 敵の 反革$ 動を 粉砕す る 全人 民 的な 政治 闘争を 組織 指導す る 一方、 勤労者の 生産 闘争を 力強く はげま 
し'  社会主義 建設の 大 高揚と 千里 馬 運動を くりひろげる ことによって 内外の 敵を 徹底的に 粉砕した。 

金 日 成 首相は、 このた たかいを 勝利へ と 導きながら 党を 組織 思想 的に 強固に し、 党員を きたえ、 全人 民を 党の ま 

/〇 〆 

わりに 団結 させて 革命の とりでを 磐石の ように かためた ◊ 
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内外の 敵の 攻勢に 決定的な 打 
撃を あたえ、 わざわいを 福に 転 
じた 金 日 成 首相の 卓越した 戦略 
戦術と 賢明な 指導の もとに、 党 
は アメリカ 帝国主義 とその 手先 
一味の 反動 攻勢を 撃破し、 分派 
主義、 教条主義、 現代 修正主義 
に 反対す るた たかいで 勝利を お 
さめた。 

古くから 共産主義 運動で 大き 
な 弊#! となって いた 分派を 一掃 
した 党は、 一九 五八 年 三月に ひ 
らかれ た 党 代表者 会議を 契機 
に、 新たな 発展 段階には いる こ 
とに なった。 

金 日 成 首相は 党 代表者 会議 
で、 戦後の 困難な 時期に 党に 挑 _ 
戦した 反 党 反革命 分派 分子を そ 
のつ ど 粉砕した 反 分派 闘争の 経 
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験を 総括 分析して、 分派の 余 毒を 徹底的に とりのぞき、 あらゆる ブル ジョァ 思想の 要素と 修正主義 思想の 潮流 •に 反 
対してねば り 強く たたかう ことを 強調した。 

首相は こうのべ ている。 

r …… われわれは ひきつづき、 分派主義、 地方 主義、 家族 主義に 反対して、 党の 統一を かたく 守る たたかいを 力 
強く くりひろげなければ なりません。 

分派主義、 地方 主義、 家族 主義は、 共産主義とは 縁 も ゆかり もありません。 われわれは これに いっそう 強く 反対 
しなければ なりません。 地方 主義 や 家族 主義 も、 その 本質に おいては やはり 分派主義です。 ある ものは 大きく、 あ 
る ものは 小さいだ けで、 実際は みな 分派主義な のです。 

分派主義は 資本主義 思想からで たもので す。 ほかからで たもので はありません。 ですから これは、 資本主義に 反 
対する 共産主義と 席を ともに する ことができない のです。 これは われわれの 思想と 敵対す る もので、 なんの 共通 性 
もありません」 

金 日 成 首相は、 分派の 思想 的 余 毒を 一掃す ると 同時に、 分派を 生む 温床で ある 地方 主義、 家族 主義を 克服して 党 
の 統一と 団結を 決定的に 強め、 全 党に 唯一 思想 体系を 確立す るた めの たたかい へと 全 党員を 導いた。 

一九 五 九 年 三月、 咸鏡北 道の 党 組織にたい する 集中 指導を 総括す る 道 党 拡大 総会で おこなった 金 日 成 首相の 演説 
『威 鏡 北 道 党 組織の 課題』 は、 地方 主義、 家族 主義を 克服し、 その 余 毒を 徹底的に とりのぞき、 全 党に 唯一 思想 体 
系を 確立す るた めの 党の たたかいで 指導 的 指針と なった 綱領 的 文献で ある。 

金 日 成 首相は このな かで、 威 鏡 北 道 党 組織の 活動の 欠陥は すべて、 地方 主義の 余 毒を とりのぞけなかった ところ 
に その 原因が あった と 指摘し、 地方 主義、 家族 主義の 余 毒を 根 こそぎ にして 党の 統一と 団結を 強化す る ことを 重要 
な 課題と して 提示した。 
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金 日 成 首相は、 党の 統一と 団結を 強化す るう えで もっとも 重要な ことは、 党内に 民主主義 中央集権 制 的な 規律を 
ただし、 全 党に 唯一 思想 体系を 確立す る ことで あると 教えた。 

首相は こうのべ た。 

「わが 党は 改良主義の 党では なく、 マルクス •レー ニ ン 主義の 党で あり、 資本主義に 反対し、 社会主義と 共産 主 
義の 勝利の ためにた たかう 戦闘的な 党であります。 資本主義を くつがえし、 社会主義と 共産主義の 勝利を おさめる 
ためには、 民主主義 中央集権 制の 原則に したがった 党の 鋼鉄の ような 統一が 必要であります。 

党の 参謀 部で ある 党 中央委員会の 指示と 決定に したがって、 全 党が 一人の ように 一心 一体と なって 動かなくて は 
なりません。 指導部で 『前へ！』 と 号令を かけた ときに、 ゆかない といって 後方で ぐずぐずして いたり、 『左へ！』 
と 号令を かける のに 右へ にげだす といった 現象が 党内に あっては なりません」 

民主主義 中央集権 制は 朝鮮 労働党の 基本的 組織 原則で あり、 党 建設の 基礎で ある。 金 日 成 首相は、 広 はんな 党員 
大衆の 意思に したがって 党の 路線と 政策を うちたて、 党 指導部を えらび、 その 指導部が、 路線と 政策を 実践す るた 
めの たたかいを 唯一 的に 指導す る ことが 民主主義 中央集権 制で あると 教えた。 民主主義 中央集権 制の 原則が つらぬ 
かれて はじめて、 全 党が 党 中央の 唯一の 指導の もとに 一体と なって 動ける ので ある。 

金 日 成 首相は、 党の 唯一 思想 体系を うちたてる うえで 基本と なることは、 党員と 勤労者が 党の 路線と 政策を しっ 
かり 身に つける ようにす る ことで あると 指摘し、 つぎのように 教えて いる。 

「なにより もまず、 党の 幹部は 党の 政策と 党 中央委員会の 決定を 研究して、 全 党員が それを よく 理解す るよう に 
解説し 宣伝し なければ なりません。 全 党員が 党の 政策と 決定を よく 理解して こそ、 党 中央委員会の 委員長から 里 党 
委員長に いたる まで、 ひいては 百万 党員が みな、 息をしても 同じように 息をし、 話を しても 同じ ことを 話し、 行動 
をと もに する ことができる のです」 
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つぎに 金 日 成 首相は、 このな かで 幹部 問題を 改善 強化し、 ィンテリを 正しい 観点に たって 教育し、 新しくは いっ 
てきた 労働者を 教育して たえず 改造して ゆき、 党の 活動 方法を 改善し、 党内に 革命的 秩序と 規律を うちたてる こと 
についての 具体的な 課題を 明かに した。 

古典的 労作 『咸鏡 北 道 党 組織の 課題』 でしめ された 首相の 教えは、 党の 唯一 思想 体系を 確立し、 党 活動を 決定的 
に 改善 強化す るた めの 党の 指針と なった。 

首相の 教えに したがって 党は、 党員と 勤労者の なかに 党の 唯一 思想 体系を 確立す るた め、 党の 政策 教育と 革命 伝 
統 教育を 深め、 党員が 党の 組織 生活を 強める よう 全力を そそいだ。 

党の 唯一 思想 体系を 確立す る ことは、 マルクス •レ ーニン 主義 党 建設の 基本的 原則で あり、 革命と 建設に おける 
あらゆる 勝利の 決定的な 保障で ある。 

党の 唯 一 思想 体系とは、 党の 創建者で あり 指導者で ある 朝鮮 革命の 偉大な 指導者 金 日 成 首相の 革命 思想を 唯一の 
指導 的 指針に する ことで ある。 

もし、 マルクス •レ ーニン 主義 党内に、 領袖の 思想 以外の ほかの 思想が あると すれば、 それは マルクス •レー ニ 
ン 主義 党では なく、 たんなる クラブに すぎない。 このような 党は その 隊列 内で 思想と 意思と 行動の 統一が 保てず、 
したがってなん の 力 も 発揮で きない。 

領袖は、 労働者階級の 前衛 部隊で あり 革命の 参謀 部で ある 党を 創建し、 指導し、 党の 指導 思想と 革命の 戦略 戦術 
を 提示す る 階級の 最高 脳髄で あり、 党の 心臓で ある。 領袖は 労働者階級と 全 革命 大衆の 統一と 団結の 中心で あり、 
この 中心は ただ 一つし かない。 したがって 革命の 領袖を かたく 守り、 その まわりに 鋼鉄の ように 団結して 領袖の 革 
命 思想を 徹底的に 擁護 貫徹す る ことは、 社会主義、 共産主義の 大業を 勝利に 導く 不可欠の 要求で ある。 

金 日 成 首 ffl の 革命 思想で 身を かため、 その 具現で ある 党の 路線と 政策を 無条件に 擁護 貫徹す る ことは、 全 労働党 員 
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と 勤労 人民の 最大の 義務で あり、 最 優先的な 課題で ある。 

党は、 金 日 成 首相の 偉大な 革命 思想で 全 党員と 勤労 人民を 武装させる 精力 的な 活動を つうじ、 金 日 成 首相の ほか 
は その だれを も 知らず、 首相の 思想 以外は いかなる 思想 も 知らない 唯一 思想 体系を 確立す る 一方、 事大主義、 教条 
主義を 克服して 主体を 確立した。 

金 日 成 首相は、 党を 組織 思想 的に 強化す る 基本 課題の 一つと して、 党 組織に おける 党内 活動の 強化を 強調した。 

首相は、 党 活動で 主たる ものが なんで あるかに ついて、 つぎのょうに 教えて いる。 

「党活 ^ て湩胃な -\ とは--まず第|に#^をょく知り』句 0 41 杉を窄て党組織を強仆することてあり 1 -に 

の 組 1 指 1 活 第三には、 思想 教育 活動 

首相は、 党の 隊列を かため、 党の 戦闘力を 強化す るう えで、 とくに 重要な 意義を もつ のは 幹部 問題で あると 指摘 
し、 こうのべ ている。 

「幹部が すべてを 決定し ます。 幹部が みな 健全で 思想 水準が 高く、 みんなが ひたすら 党の 政策を 支持す る 党派 性 
の 強い 人たち であれば、 われわれの 社会主義 革命 も、 社会主義 建設 も、 祖国の 平和的 統一 もす ベて 問題な く 成功 裏 
に 実現す る ことができます。 幹部 問題が 正しく 解決され ない と、 なにごと もで きません。 だから、 われわれは いま 
まで もそう であった が、 とくに こんにち、 幹部 活動を たいへん 重要視して いるので す」 

金 日 成 首相は、 革命に おいて 基本と なる 幹部 問題を 第一の 課題と して かかげ、 幹部を 党に あくまで 忠実な 人たち 
でしっ かりと かため、 かれらを たえず 教育し、 幹部 問題の 基本 原則を 守って この 問題を 解決して ゆく 具体的な 方途 
を 明示した。 

首相の 教えに したがって 党は、 党派 性、 階級 性、 人民 性の 高い 活動家で 幹部の 隊列を しっかりと かためる とと も 
に、 中核の 党員を 育て、 たえず その 隊列を 拡大 強化す る ことにょって 党の 隊列を 鋼鉄の 隊伍に 確固と 築き あげた。 
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金 日 成 首相は、 党の 戦闘力を 強化す るう えで 重要な _ を もつ ものは 党員の 党派 性を 高め、 党 生活を 強める こと 
であると のべた。 

首相は こう 教えて いる。 

r たれで も 党 生活を おろそかに すれば、 その 人は つねに、 いろいろな 誤謬 や 過ちを 犯す ことになります。 だから 
党 生活を 避けよう とする 傾向とは 強く たたかい、 罔 時に、 マルクス •レ ー ーー ン 主義 思想 教育を いっそう 強化し なけ 
ればな りません」 

首相の 方針と 教えに よって、 党規 約 上の 義務を 日常 活動と 生活に 具現して いくとい う 党員の 党 生活の 強化は、 党 
派 性を きたえる 基本的な 方途と なった。 そして 革命 課題の 実践と 密接に むすびついた 党員の 党 生活から、 党と 領袖 
にたいする かぎりない 忠誠 心と 党 政策を 貫徹す るた めの 真の 革命 精神、 剛毅な 戦闘力が 生まれた ので ある。 

金 日 成 首相は、 都市と 農村で 生産 関係の 社会主義 的 改造が 完成し、 社会主義 建設が 急速に すすむに つれて、 それ 
にそうよう に 党の 活動 体系と 方 ▲法を たえず 改善し、 各 級 党 組織の 指導 的 機能を 高める ことを 重視した。 

社会主義 建設の 深化 発展に ともない、 党の まえには 新たな 解決を 要する 困難な 課題が 数多く 提起され た。 人民 経 
済の 規模は さらにぼう 大とな り、 その 内部的 連係は より いっそう 密接に なった し、 地方の 権限 もまた 拡大され た。 

こうした 事情は 社会主義 建設の あらゆる 部門、 あらゆる 単位で 党 組織が 指導 的 役割を さらに 高め、 党 および 国家 
機関と 大衆 団体が 唯一の 意思と 規律に よって、 一致して 行動す る ことを 切実に 要求した。 

金 日 成 首相は、 発展す る 現実と 新しい 環境に 適応す るよう に 活動家の 活動 作風を ただし、 党の 活動 方法を 決定的 
に 改善す る ことを 重視した。 

首相は、 官僚主義と、 大衆と 遊離した 事務室 的 活動 作風を 決定的に 排撃し、 生産 現場にたい する 指導を 強化し、 
あらゆる 指導に おいて 大衆の 政治的 自覚を 高め、 かれらの 積極性と 創意 性を 発揚させる 政治 活動を 優先 させ、 すべ 
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ての 活動を 大衆の 力に 依拠して 革命的に 解決す るよう にした。 

首相は、 活動家を 党の 革命的 大衆 観点で 武装 させ、 かれらに 革命的な 活動 気風と 指導 方法を 教える ことに 全力を 
そそいだ。 

一九 五 九 年 二月、 生産 企業 所 党 組織 員 および 党 委員長、 道、 市、 郡 党 委員長の 講習会で おこなった 首相の 演説 『党 
活動 方法に ついて』 は、 活動家の 活動 作風を ただし、 党の 活動 方法を 改善す るう えで じつに 大きな 意義を もつ 古典 
的 労作で ある。 

この 労作は、 工場の 党 および 郡 党 委員会の 任務に ついて、 党の 活動 作風に ついて、 党の 教育 活動と 党 活動家の 修 
養に ついて、 党員の 成分 問題 (社会 階級 的 関係に よって 規定され る 人間の 社会的 区分) をは じめ とする いくつかの 問題に 
ついての 四つの 部分から なって いる。 

労作で 金 日 成 首相は、 党 組織に 課せられ ている 重要な 任務は、 党を 強化し 大衆を 党の まわりに かたく 結束させる 
とともに、 当面の 革命 課題を 遂行す る ことで あるとの ベ、 党を 強化し 大衆を 党の まわりに 結束させる の も、 つまり 
は 革命 課題を りっぱに 遂行す る ことに その 目的が あるので あるから、 党 組織が 経済活動を しっかりと 把握して たく 
みに 指導し なければ ならない と 教えた。 

首相は、 党 組織が 行政 経済活動を 代行すべき ではなく、 党の 路線と 政策に したがって 正しい 方針を たて、 仕事を 
分担し、 その実 行 情況を 点検す る 方法で 指導し なければ ならない と 強調して つぎのようにの ベた。 

「党 委員長と 行政 活動家の 関係は、 たとえて いえば、 船の 舵を とる 人と 櫓を こぐ 人の 関係の ような ものです。 行 
政 活動家が 前方で 櫓を こぎ、 党 委員長が うしろに すわって 舵を とり、 左へ 右へ と 指示しながら 方向を 正しくき めて 
こそ、 船を まっすぐに 航行させる ことができる のです。 こうしないで、 二人とも まえにで て 櫓 ♦はかりを こいでいて 
は、 一見 早い ように 思える が、 まっすぐい けずに まがりくねって すすむ もの だから、 結局は おそくなる ほか ありま 
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せん」 

金 日 成 首相は また、 党 活動に おいて 官僚主義 的 作風を 徹底的に なくし、 おもに 説得と 教育に よって 全 党員 や 勤労 
者が 革命 課題の 遂行に 意識的に たちあがる ようにすべき であると いいながら、 抗日 武装 闘争の 革命 伝統を 継承して 
人民 的 活動 作風を うちたてるべき であると 教えた。 と 同時に、 党 思想 教育 活動を 強化し、 党 活動家の 修養を たえず 
高める ための 具体的な 方途を しめした。 

金 日 成 首相は、 労働者階級の 隊列を 強固に し、 成分と 環境の 複雑な 各界 各層の 大衆を 教育 改造す る 活動を 強化 
し、 一人で も 多く 革命の 側に たたせなければ ならない と 教え、 ィンテリを 大胆に 信じ、 辛 棒 強く 教育し、 労働者 階 
級の 革命 精神で 武装 させ、 かれらを 革命に 忠実で あるよう に 正しく 導いて いく 党の 終始一貫した ィンテリ 政策を 明 
らか にした。 

じつに 首相の この 古典的な 労作は、 活動家の 活動 作風を ただし、 党の 活動 方法を 改善す るた たかいで 画期的な 転 
換とな った。 

金 日 成 首相は、 社会主義 建設の 急速な 進展に ともない、 各 級 党 組織の 指導 機能を 高める ための 賢明な 対策を 講じ 
た。 

首相は、 社会主義 建設の あらゆる 部門で 各 級 党 組織が その 指導 的 機能を 十分 発揮で きる ようにす るた めの 措置と 
して、 各 級 党 委員会が その 単位の 最高 指導 機関と なる ようにした。 

すなわち、 国家 機関、 大衆 団体を 例外な く 党の 指導と 統制の もとに おき、 その 機関 や 組織の 活動で 提起され る 新 
しい 重要な 諸問題を 党 委員会の 集団 的 討議に かけてから 組織し、 執行で きる ようにした。 

金 日 成 首相は 社会主義 建設の すべての 部門で、 その 単位の 最高 指導 機関で ある 各 級 党 委員会の 「舵と り」 として 
の 役割を 高める ことによって、 行政 経済活動に たいする 党の 指導を 強化す るう えで 新たな 転換を もたらした。 
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首相の 方針が 貫徹され るに したがって、 各 級 党 委員会の 
集団 的 指導が 以前に くらべて いっそう 強化され たばかりで 
なく、 方向 的 指導と 方法 的 指導を 結合 させ、 全般を 掌握し 
て 中心の 環に 力を 集中し、 党 活動と 行政 経済活動を 密接に 
結合 させて、 あらゆる 問題を 成功裏に 解決して いける よう 
になった。 

また 問題の 討議に おける 集団 性と その 執行に おける 個人 
責任 制が 密接に 結合され て、 行政 経済活動 家の 責任と 自立 
的な 役割が いちたん と 高まった。 

金 日 成 首相は また、 党 組織を 地域的 および 生産 単位 別に 
組織す る 原則に したがって、 工場、 企業 所にたい する 党の 
指導を さらに 強化で きる ように 生産 的 単位を 中心に して、 
これに 地域的 単位を 結合させる 措置を とった。 

これは 道、 直轄 市 党 委員会が、 中央 工業 企業 所を ふくむ 
道 内の人 民 経済 全般を 責任を もって 統制で きる ようにし、 
大規模な 工場、 企業 所の 党 組織の 権限を 拡大して、 道、 直 
轄市党 委員会が それらを 直接 指導す るよう にし、 中心と な 
る 郡 党 委員会を 新たに 設けた ことな どで ある。 

このような 措置は、 道 (直轄 市) 中心の 郡 工場 党 委員会 
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などの 指導 的 機能を 高めた ばかりでなく 、工場、 企業 所 党 委員会にたい する 指導を さらに 強化す る ことによって、 
労働者階級の なかでの 党 活動の 水準を さらに 高める ようにした。 それに 郡 党 委員会が 農村の 党 組織を はじめ、 郡 内 
の その他の 組織にたい する 指導に 力を 集中で きる ようにした。 この結果、 党 中央委員会の 統一的 指導は、 その 機能 
と 役割が いっそう 高まった 各 級 党 組織を つうじてより 早く 大衆の なかに 浸透し、 生産にたい する 部門 別 専門 指導 機 
関の 行政 技術的 指導と 地方 党 組織の 党 的 指導が 密接に 結合され、 社会主義を 全面的に、 より 成功裏に 建設す る こと 
がで きる ようになった。 

朝鮮 労働党が 朝鮮 革命を 自主的に、 独自に 指導して いく 主体性の ある 党と なった の も、 社会主義 革命と 社会主義 
建設で 輝かしい 勝利を おさめた の も、 すべて 党 建設に かんする 金 日 成 首相の 独創的な 方針が 貫徹され たたま もので 
ある。 

じつに、 首相の 賢明な 指導が あった からこ そ、 党は 一つの 思想 意志で かたく 団結した 鋼鉄の 隊列と なり、 朝鮮人 
民を 革命と 建設に おいて 偉大な 勝利へ と 導きつ づける、 洗練され、 きたえられた マルクス •レ ー ニン 主義 党と なる 
ことができた ので ある。 

2 人民 政権を 社会主義 建設の 強力な 武器に 

金 日 成 首相は、 社会主義 建設に おいて 党 組織の 指導 的 機能を 高める と 同時に、 人民 政権 機関の 機能と 役割を さら 
に 高める ことに 深い 関心を はらっ た。 

首相は、 人民 政権の 階級 的 本質と その 任務を 明らかにして、 つぎのように のべて いる。 

「人民 政権は、 わが 党の すべての 路線と 政策の 執行 者で あり、 社会主義 建設の 強力な 武器で あり、 わが 革命の た 
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の もしい 守り 手であります」 

金 日 成 首相は、 社会主義 革命と 社会主義 建設が 本格的には じ まった 戦後の 時期に、 すでに 人民 政権の 機能と 役割 
を さらに 高める ための 一連の 措置を とった。 

首相は なによりも、 国家 政権 機関の 活動家たち にの こって いる 官僚主義と 形式主義を なくし、 正確な 指導 方法と 
正しい 活動 作風を うちたてる 闘争に 火を つけた。 

当時、 政権 機関の 活動家の なかに あらわれた 官僚主義と 形式主義は、 革命の 前進を はばみ、 人民 政権と 大衆との 
連係を 強化す るのに 大きな 障害と なって いた。 この 問題は 一時 も 早く 解決され ねばならなかった。 

一九 五 五 年 四月、 党 中央委員会 総会に おける 金 日 成 首相の 報吿 f 官僚 &を 克^^る - I とに つい P』 は、 党内は 
もちろん、 政権 機関の 活動家たち のなかに のこって いる 官僚主義と 形式主義を なくし、 活動 方法と 活動 作風を 改善 
する うえで 大きな 意義を もつ 指針 的な 文献であった。 

このな かで 金 日 成 首相は， 党の 路線と 政策が 正しくた てられた のちは、 それが 成功裏に 遂行され るか 否かは、 全 
的に 働き手たち がいかに 活動す るかに かかって いると 教え、 官僚主義の 階級 的 本質と 表現 形態、 その 弊害を 指摘 
し、 指導 方法と 活動 作風を ただす 正確な 綱領 的 指針を あたえた。 

金 日 成 首相の この 教えを 貫徹す るた たかいを つうじて、 党と 政権 機関、 経済 機関の 活動家たち の 仕事に 大きな 変 
化が あらわれ、 活動 方法と 活動 作風が ただされて いった。 

また 金 日 成 首相は、 政権 機関にたい する 党の 指導を 強化し、 政権 機関の 活動家た ちの 隊列を しっかりと かためな 
がら、 人民 政権 機関の あらゆる 活動に おいて、 主体を 徹底的に うちたてる ようにした。 そして、 人民 政権 機関は、 
金 日 成 首相の 偉大な 革命 思想で ある 自主、 自立、 自衛の 原則で 一貫した 主体 思想を あらゆる 分野で 徹底的に 具現す 
る ことによって、 内外と もに 複雑な 情勢 下に あってな お、 輝かしい 成果を おさめる ことができた ので ある。 
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社会主義 茧 命と扛 会 主義 建設が 急速に すすめられる にしたがって、 反 党 分派 分子ら は、 人民 政権の プロレタリア 
独裁の 機能を マヒ させようと 悪が しこく 策動した。 かれらは、 人民 政権は 統一戦線に もとづいて いるた めに ブロ レ 
タリア 独裁の 機能を 遂行す る ことができず、 また 遂行して はならない と 主張し、 「順法 性」、 「人権擁護」 などの 美名 
の もとに 党の 司法 政策を 攻撃し、 反革命 分子 や 反 国家的 犯罪者まで 庇護した。 こうした 修正主義 的な 害毒 行為は、 
党の 司法 政策の 遂行に 重大な 悪影響を およぼした。 

このような とき、 金 日 成 首相は、 人民 政権の ブロ レ タリア 独裁の 機能を いっそう 強化す るた めの 正確な 方向と 方 
途を さししめした。 

一九 五八 年 四月、 全国 司法、 検察 活動家 会議に おける 金 日 成 首相の 演説、 『わが 党の 司法 政策を 貫徹す るた めに』 
は、 階級闘争に かんする マルクス •レー ニ ン主 義理 論を いっそう 発展 させ、 豊富に し、 国家の ブロ レ タリア 独裁の 
機能を 強化す るう えで、 理論的、 実践的に 大きな 意義を もつ 歴史的 文献と なった。 

このな かで 金 日 成 首相は、 人民 政権の ブ P レ タリア 独裁の 機能を さらに 強化す る ことを 強調し、 国家 法の 本質と 
その 階級 的 性格に かんする 深い マルクス •レ ーニン 主義 的 分析を おこなった。 

首相は こうのべ ている。 

「法は 固定 不変の ものではありません。 いかなる 法で も、 かわる ことなく、 万病に 効く 薬の ように、 いつ、 どこ 
においても 適用され、 効果が あると いう ものでは ない のです。 法を 社会経済 制度 や 政治 制度と 切りは なして、 あた 
かも 天から 降って きた ものの ように 考えたり、 または、 ある 人が 一度つ くって おけば、 万年 たっても かわらない も 
のの ように 考える ことは 正しくありません。 

法は 社会経済 制度の 反映で あり、 政治の 一つの 表現形式な のです。 一定の 社会経済 制度と 階級闘争を はなれた 法 
という ものは ありえません。 社会経済 制度が かわり、 階級闘争の 内容が かわる のに、 どうして その 反映で ある 法が 
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かわらずに いられましょう か？」 

首相は つづけて、 つぎのように 教えて いる。 

「社会経済 制度が かわり、 階級の 政治 闘争の 内容が かわれば、 法 も かわらない わけには いきません。 

こんにちわれ われが 要求して いる 法とは、 どのような 法でしょう か？ こんにち、 われわれは 社会主義 制度の も 
とに 生きて おり、 労働者、 農民を はじめ、 広 はんな 勤労 人民が 社会主義を 建設す るた めに、 地主、 資本家の 反革命 
的 反抗を 鎮圧す る 人民 政権の もとで 生きて います。 したがって われわれの 法が、 わが 社会主義 制度と 社会主義の 成 
果を 守る 武器でなくて はならず 、プロレタリア 独裁の 武器でなくて ならない のは 明らかです」 

金 日 成 首相は、 共和国の 法を 正しく 執行す るた めには、 党の 政策を 積極的に 擁護し、 それを 徹底的に 貫徹し なく 
ては ならず、 そうする には、 党の 政策を 深く 研究し、 党派 性を きたえなければ ならない と 教えた。 

金 日 成 首相の 賢明な 指導の もとに、 党は 人民 政権の プロレタリア 独裁の 機能を 強化しながら、 社会 安全、 検察、 
司法 機関な どを 強化し、 その 役割と 機能を さらに 高め、 すべての 分野で 革命的な 制度と 秩序を 確立して、 反革命と 
の 闘争を 全人 民 的 運動と して 強力に くりひろげた。 そして、 くつがえされた 搾取 階級の 反抗を 鎮圧し、 外部から 潜 
入す る 敵を すかさず 摘発して、 敵の あらゆる 破壊 謀略 活動を 徹底的に うちくだいた。 

金 日 成 首相は、 人民 政権 廣関の 経済 組織 者 的、 文化 教養 者 的 機能を さらに 高める ために も 努力した。 

首相は 変化して いく 現実に そくし、 社会主義 建設に おいて 人民 政権 機関に 提起され ている 課題を いち 早く 見と お 
し、 解決の 方途を 全面的に 明らかにして、 その 機能と 役割を 高めた。 

首相は つねにこう 教えて いる。 

「 …… わが 人民 政権が 人民の 利益を 擁護し、 人民の ためにより 忠実に 服務し、 革命の 武器と して 党の 政策を 責任 
を もって 執行す る、 強力な 政治的 主権 機関と なる ようにし なければ なりません」 
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金 日 成 首相は、 都市と 農村に おいて 社会主義 制度が 勝利した 条件の もとで、 各 級 政権 機関の 経済 管理を より 計画 
化して、 計画 生産、 蓄積、 分配、 消費の 社会主義 的 原則を つらぬく ようにし、 生産と 建設を 計画的に 組織して 発展 させ、 
労働 行政 事業を 改善し、 教育、 保健、 都市 経営 および 農村 建設 事業な どを 全面的に、 着実に すすめる ようにした。 

これと 同時に、 首相は、 社会主義 建設が 急速に すすみ、 その 規模が さらに 大きくなる にしたがって、 地方 政権 機 
関の 機能を 強化し、 その 権限を 拡大す る 独創的な 措置を とった。 

これは、 社会主義 建設の 実践的 要求に あわせて、 国家の 中央集権 的 指導と 地方の 創意 性を 結合 させ、 国家経済 機 
関の 指導 的 役割を 高めて、 人民 経済の すべての 部門で、 党の 路線と 政策を いっそう りっぱに 貫徹す るよう に L たも 
ので ある。 

人民 政権 機関の 指導を 強化し、 国家の プ P レ タリア 独裁の 機能を 高める ことにつ いての 金 日 成 首相の 教えと 賢明 
な 指導の もとに、 人民 政権は 社会主義 革命と 社会主義 建設の 強力な 武器と して さらに 強化 発展し、 あらゆる 複雑 か 
つ 困難な 革命 課題を も、 りっぱに 遂行で きる ようになった。 

金 日 成 首相は、 発展す る 現実と 変化す る 新たな 環境に あわせて、 国家経済 機関の 指導 体系と 活動 方法を たえず 改 
善し、 完成す るた めに 深い 関心を はらった。 

社会主義 革命が 勝利した のち、 変化した 新たな 環境に あわせて 国家 機関の 指導を 全面的に 改善す る ことは、 社会 
主義、 共産主義 建設に おいて 提起され る 根本 問題の 一つであった。 

国家、 経済 機関の 指導 体系と 方法を 新たな 環境に あわせて、 適時に 革命的な ものに 改善し 完成して ゆかねば、 勝 
利した 社会主義 制度を 強化 発展させる こと も、 その 優越性を 発揮す る こと もで きず、 生産力の 高い 発展 テンポを 堅 
持す る こと もで きない。 

金 日 成 首相は これを 適時に とらえ、 偉大な 青山 里 精神、 青山 里方 法を 創造して それを 国家 活動に 具現し、 切実な 
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問題と して 提起され ていた 国家、 経済 機関の 指導 体系と 方法の 問題を りっぱに 解決した。 

人民 政権 機関の プロレタリア 独裁の 機能を 高め、 国家の 活動を 強化す る ことにかん する 金 日 成 首相の 独創的な 方 
針が 貫徹され たため、 人民 政権は 社会主義 革命と 社会主義 建設の 強力な 武器と していっ そう 強化 発展し、 困難な 課 
題を りっぱに 遂行した。 

金 日 成 首相は、 社会主義 建設の 強力な 武器で ある 人民 政権を しっかりと かため、 その 機能と 役割を たえず 高める 
過程で えた 実践的 経験に もとづき、 社会主義 下での プロレタリア 独裁に かんする マルクス •レ ーニン 主義 理論を 新 
たに 発展 させ 完成 させた。 

金 日 成 首相は、 社会主義 制度が うちたてられた のちに も 革命は 継続され ると いう ことを 科学的に 分析し、 これに 
もとづき、 社会主義 下に おいても プロレタリア 独 栽を ひきつづき 強化し なければ ならない という 科学的な 命題を 提 
起し、 その 機能と 任務を 具体的に さししめした。 

首相は、 社会主義 制度を 樹立した のちに も 革命を 継続し なければ ならない と 強調し、 つぎのようにの ベた。 
r …… 社会主義の 完全な 勝利を なしとげる ためには、 われわれは まだ、 もっと 多くの 仕事を しなければ なり ませ 
ん 。社会主義の 基礎が 建設され てから も、 社会主義 国家は、 政治、 経済、 文化の あらゆる 分野で 革命を ひきつづ 
き、 徹底的に 遂行し なければ なりません」 

金 日 成 首相は、 このように 生産 関係の 社会主義 的 改造が 終わり、 社会主義 制度が 樹立され てから も 革命を 3 し 
なければ ならない ことを 教え、 その 根拠と して、 まず 社会主義 制度が 樹立され た あと も、 階級闘争が つづけられる 
という 条件を 指摘した。 

首相は つぎのようにの ベた。 

「搾取 階級が 清算され、 生産 関係の 社会主義 的 改造が 終わった のちに も、 資本主義から 社会主義への 過渡期の 全 
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期間に わたって 階級闘争は つづきます」 

都市と 農村で 社会主義 的 改造が 完成され ると、 搾取 階級は 階級と して 完全に 清算され、 その 社会経済 的 地盤 もな 
くなる。 しかし 搾取 階級の 残存 分子は 依然としての こって おり、 かれらは 階級 的 本性を すてず、 その 古い 地位を と 
り もどす ための 破壊 謀略 活動を つづける。 かれらは、 力のぅ えでは とる にたらぬ ものであるが、 帝国主義 者たち の 
支持と その 力を たのんで あがく ので ある。 したがって 社会主義の もとで も、 くつがえされた 敵対 階級の 残存 分子と 
の 階級闘争を つづけない わけには いかない ので ある。 

とくに わが国の 場合は、 南 朝鮮に アメリヵ 帝国主義 者が とぐ ろを まき、 北半 部にたい する 破壊 謀略 策動と 思想 的 
浸透を たえず 強行して いる 条件の もとで、 たとえ 北半 部で 敵対 階級が くつがえされた とはいえ、 その 残存 分子の 策 
動が まだ ありぅる ため、 それに 反対す る 階級闘争を 強化し なければ ならない。 

他方、 社会主義 制度が 樹立され た 結果、 ■古い 思想を 生む 経済的 基盤は なくなった が、 勤労者た ちの 意識の なかに 
は、 古い 社会から ひきつがれた 古い 思想の 残滓が ながく のこって いる。 これは、 人び との 思想 意識の 発展が 社会の 
物質的 変化に くらべて おくれる ためで あり、 帝国主義 者たち の 思想 文化的 浸透に ょって、 ブルジ ョア 思想の 毒素が 
たえず 侵入して くるから である。 

ここから、 社会主義 下に おいても 古い 思想 的 残滓の 腐蝕 作用が おこり、 これを とりのぞく 思想 革命を 中心 内容と 
する 階級闘争が つづけられなければ ならない ので ある。 

つぎに 金 日 成 首相は、 社会主義 下に おいて 革命を つづけなければ ならない 根拠と して、 社会主義 制度の もとで も 
都市と 農村の 差異、 労働者階級と 農民の 差異が のこって いる 点を 指摘した。 

社会主義 制度が 樹立され たのち も、 都市と 農村、 労働者階級と 農民の 差異は ながいあいだの こる。 生産 手段の 所 
有 面では ひとしく 社会主義 的 所有で あるが、 工業が 全人 民 的 所有と なって いる 反面、 農業は 農民の 協同 的 所有に も 


132 


2 人民 政権を 社会主義 建設の 強力な 武器に 


とづいて いる。 それに 思想 意識 水準 も、 農民は 労働者階級より おくれて いる。 したがって 社会 主_ 制度が 樹立した 
のちに も、 都市と 農村、 労働者階級と 農民の 差異を なくす ための 革命を つづけなければ ならない。 

金 日 成 首相は また、 生産力を 発展させる 面で も、 なさねば ならない 仕事が 多い ことを、 その 根拠の 一つと して 指 
摘した。 

社会主義 制度が 樹立され る ことによって、 生産力 発展の ひろい 道が 切り ひらかれる。 だが、 それ だからといって 
生産力の 発展が ただちに 高い 水準に 到達す る ものでは ない。 生産力を 社会主義、 共産主義 社会に 相応す る 高い 水準 
に ひきあげ、 搾取から 解放され た 人民に より ゆたかな 生活を あたえる ためには、 もっと 多くの ことを しなければ な 
らな い。 

金 日 成 首相は、 こうした 科学的 分析に もとづいて、 社会主義 制度が 樹立され たのち にも 過渡期は つづき、 社会 主 
義 国家は、 プロレタリア 独裁の 機能を ひきつづき 強化し なければ ならない ことを 新しく 解明した。 

首相は こうのべ ている。 

「敵対 階級の LI ゅん 動が あり、 ^ い 思賴の Ml ^/ ffl 用 ^ I つづ ^) 、^ の萤異 、労働者階級と 農民の 

^ 完全に！ ^ ?) さ ^ ず、^¥^€^18^^土台がしっかり^1^^3^ 
辦会ぼ 、，ま ^/ 完全^^し！？ 社会主義 a\ 会とは いえません。 

社会主義の 完全な 勝利を 保障し、 労働者階級の 歴史的 偉業を 完遂す るた めに、 社会主義 国家は 階級闘争の 武器、 
社会主義、 共産主義 建設の 武器と しての 自己の 役割を さらに 強化し なければ なりません」 

金 日 成 首相は、 社会主義の もとに おける プロレタリア 独裁の 機能と 任務に ついても、 これを 科学的に 解明した。 

首相は つぎのように のべて いる。 

「 …… 社会主義 国家は、 プロレタリア 独裁を 強化し、 一方では 階級闘争を つづけ、 他方では 社会 £ 義 経済 建設を 


133 


第二 章 党と 社会主義 国家の 機能と 役割を 高める ために 


力強く おしすすめなければ なりません」 

このように 金 日 成 首相は、 社会主義の もとに おいての？ の 

を 強化し なければ ならない と 教えた 0 

階級闘争の 機能を 強化して こそ、 勝利した 社会主義 制度を 守り、 それを 強化 発展させる ことができ るので あり、 
経済 建設 も、 より 成果 的に すすめる ことができる ので ある。 

また 経済 建設の 機能を 強化して こそ、 一 日 も 早く 社会主義、 共産主義 社会を 建設して、 人民に より 幸福な 生活を 
あたえる ことができ、 国の 独立と 自主性を 徹底的に 保障す る ことができる ◊だから、 この 二つの 機能のう ち、 どの 
一つを おろそかに しても いけない ので ある。 

金 日 成 首相は とくに、 ブロ レ タリア 独裁の 二つの 側面 —— 、すなわち 独裁と 民主主義を 正しく 結合させる ことに 
ついての マルクス •レー  ー I ン主 義理 論を 全面的に 発展 させた。 

首相は、 独裁と 民主主義の 結合に おいて 生じうる 左右の 偏向を 警戒しながら、 民主主義の 階級 的 性格に ついて 全 
面 的な 解明を あたえ、 民主主義にたい する 超 階級 性に 反対して 闘争し なければ ならない と 教えた。 

人類の 歴史に おいて、 かつて 階級を はなれた 国家が 存在し なかった ように、 階級 性を はなれた 民主主義 もなかっ 
たし、 また ありえない ものな ので ある。 いかなる 国家に おいても、 民主主義は 主権を にぎった 階級の ための 民主 主 
義 であり、 敵対 階級にたい する 独裁が これと 結合され るので ある。 

金 日 成 首相は こうのべ ている。 

「こんにち、 われわれの 時代には 二つの 独 栽が あります。 一つは ブルジ ョア 独裁で あり、 他の 1 つは ブロ レ タリ 
ア 独裁であります。 

…… ブル ジョア 独裁は 労働者、 農民には 独裁を 実施し、 地主、 資本家には 民主主義を 実施し ます。 …… プロ レ タ 
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リア 独裁は 地主、 資本家には 独： S を 実施し、 労働者、 農民を はじめ、 広 はんな 勤労 人民にたい しては 民主主義を 実 
施します。 資本主義 制度の ためには ブルジ ョア 独裁が 必要で あり、 社会主義 制度の ためには ブロ レ タリア 独裁が 必 
要であります」 

社会主義の もとに おいて、 独裁と 民主主義の このょうな 階級 性を 否定し、 すべての 人び とがみな うけいれる こと 
のでき る 「純粋な 民主主義」、 r 完全な 自由」 を 主張す るなら ば、 それは 敵対 階級の しゅん 動と 古い ブルジ ョア 思想 
の 腐蝕 作用を ゆるす ことにな り、 人民に ブルジ ョア 民主主義と 奴隸的 自由を 強要す る ことにな り、 党と 労働者階級 
の 指導を 弱める ことになる。 

金 日 成 首相は、 プロレタリア 民主主義 だけが 最高 形態の 民主主義 であり、 真の 正しい 民主主義 であると いう こと 
を 正確に 解明した。 

首相は、 カ ロレ タリア 民主主義の 基本 内容は 搾取 階級を 永遠に 清算し、 労働者階級を はじめと す る勤 労 人民 CD 真 
§ 政^^ 自由と 権秈を 保障し-しあわせ & 物質、 文化 生 «| ^1保障し、たがいの同志的協調と援助を強化すること 1^| 
和る と匀 、 義 —4^ ill ?l) § sl/ 義が ぁ，^ j  すれば、—^^  でに 民 ill s  1) 義 7 ^ な^ J mll ^n 

抑。 

金 日 成 首相は、 社会主義 制度が 樹立され たのち も 革命を つづけ、 ブロ レ タリア 独裁を たえず 強化す る ことにかん 
する この 理論を、 朝鮮民主主義人民共和国 創建 二十 周年 記念 慶祝 大会で おこなった 報告 『朝鮮民主主義人民共和国 
は、 わが 人民の 自由と 独立の 旗 じる しで あり、 社会主義、 共産主義 建設の 強力な 武器で ある』 において 全面的に 集 
大成し、 体系化した。 

このょうに 金 日 成 首相は、 社会主義 制度が 樹立され たのち にも 革命を つづけなければ ならず、 プ a レ タリア 独裁 
を ひきつづき 強化し なければ ならない という 理論を 新たに 提起して、 継続 革命と ブロ レ タリア 独裁に ついての マル 
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クス •レ ーニン 主義 思想を 固守し、 それを 現代に あうよう 創造的に 発展 させた。 

社会主義 制度を 樹立す るまでの プロレタリア 独裁に かんする 問題は、 マルクス •レ 丨- ーン 主義の 創始者たち によ 
ってす でに 解明され、 また 実践され てきた が、 社会主義 制度が 樹立され てからの ち、 すなわち 社会主義、 共産主義 
建設の 時期に おける ブロ レ タリア 独裁に ついての 問題は、 いままで 解明され ていなかった。 

金 日 成 首相は プ P レ タリア 独裁に かんする マルクス •レー ニ ン主 義理 論を 発展 させ、 ブ II レ タリア 独裁は 搾取 階 
級が 清算され てから も ひきつづき 存在し、 強化され なければ ならない という ことと、 棒 取 階級が 清算され、 社会 主 
義 制度が 樹立され ての ち、 プロレタリア 独裁が 遂行し なければ ならない 課題を 新たに 解明して、 社会 a 義 制度 樹立 
掛 の 時期！ 2 おける ブロ レタ^!" 裁に かんす^ if 論を 完成した。 これは マルクス •レ ー ニン 主義 発展のう えでの 偉 
大な 出来事で ある。 

金 日 成 首相は、 社会主義 下に おける プロレタリア 独裁に ついての 理論を 完成して、 わが 人民に 社会主義、 共産 主 
義 建設の 威力 ある 思想、 理論的 武器を あたえ、 社会主義、 共産主義を 建設して いるすべ ての 国の 人び とに、 社会 主 
義 、共産主義 建設の 正確な 道を さししめした。 そして、 ブロ レ タリア 独裁に かんする マルクス •レー ニ ン 主義 理論 
を 乱暴に 歪曲して いる 左右の 日和見主義 者たち の 誤った 見解に 打撃を くわえ、 それを 理論的に 完全に 破綻 させた。 

これは なによりも、 金 日 成 首相の 偉大な 主体 思想の 輝かしい 勝利で あり、 その 天才 的な 理論の 金字塔で ある。 

3 青山 里 精神、 青山 里方 法 

北半 部に 築かれた 社会主義 制度は ますます 強く 根を おろし、 革命と 建設は さらに 高い 段階に 到達した。 

そうなる につれ、 新しく 解決し なければ ならない 問題が 数多く 提起され た。 なかで も 発展す る 現実と 移り かわる 
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新しい 環境と 条件に そくして、 党と 国家 および 経済 機関の 指導 体系と 幹部の 活動 方法 や 活動 作風を 全面的に 改善す 
る ことが 焦眉の 問題と なった。 これは、 革命と 建設に おける 根本的な 問題で あり、 切実な 要求と して 提起され てい 
た。 

この 数年の あいだに、 北半 部では 根本的な 変化が 生じた。 都市と 農村で 個人 農 経営が 社会主義 的 経営に 改造 さ 
れ 、人民 経済に おいて 社会主義 的 経済 形態が 全 一 的に 支配す るよう になった。 これに よって 人民 経済は いっそう 計 
画 化、 組織化され るよう になり、 生産力 発展の 広大な 道が ひらかれた。 

ぼう 大な五 か 年 計画が 二 年 半と いう 短い 期間に 基本的に 完遂され、 生産力は きわめて 早い 速度で 発展した。 生産 
の 規模は さらに 大きくな った。 

偉大な 革命的 変革の 過程で、 党は 分派 分子を 一掃し、 金 日 成 首相を 首班と する 党 中央委員会の まわりに 一つの 
心、 一つの 意思で 鉄の 団結を かためた 不敗の 隊伍に 強化 成長し、 ゆたかな 経験を つんだ 洗練され た 党と なった。 

社会主義 建設の 一大 高揚と 千里 馬 運動の 炎の なかで、 大衆の 政治的 熱意 も かつてな く 高まった。 

北半 部の このような 環境と 新しい 条件は、 それに そくした 指導を 必要と した。 すなわち、 勤労者の 政治 思想 的自 
覚を さらにうな がし、 高まった 大衆の 革命的 熱意を 社会主義 建設へ と いっそう 積極的に 動員し、 複雑で しかも 規模 
の 大きくな った 社会主義 経済を より 計画的に 運営し うる 指導が 必要であった。 

これは、 党と 国家 機関が 大衆 路線を 徹底的に つらぬき、 新しい 環境と 条件に あうよう に 指導と 大衆との 関係を 正 
しく 解決 するとい うこと を 意味した。 

もともと、 社会主義が 勝利した のち、 それに あわせて 党と 国家の 指導 および 経済 管理を 改善し、 たえず 完成 させ 
ていく のは、 社会主義、 共産主義 建設に おいて 提起され る 根本 問題の 一つで あり、 社会主義 建設の 成果と 社会主義 
制度の 前途は、 この 問題を どのように 解決す るかに 大きく かかって いるもの である。 


137 


第二 章 党と 社会主義 国家の 機能と 役割を 高める ために 


首相は、 マルクス •レ ー ーー ン 主義の 原理を 創造的に 適用して、 わが国の 革命と 建設の 実践的 経験を 一般化し、 つ 
くりだされた 新しい 環境に あうよう に 国家と 経済 機関の 活動を 改善し、 その 活動家た ちの 指導 水準を 高める ための 
一連の 重要な 措置を とった。 

すでに 革命に 勝利した 国は 多い が、 この 問題にたい して 全面的な 解答を あたえた 人物は いなかった。 また、 あた 
えうる 人 もい なかっ た。 したがっ て、 他の 国から 学びと るよう な 経験は なおさらな かった ので ある。 

金 日 成 首相は、 この 問題 も、 他の 問題と 同様に 主体的な 立場から 独創的に 解決し なければ ならなかった。 

金 日 成 首相は つぎのようにの ベて いる。 

「生産 関係の 社会主義 的 改造が 完成し、 社会主義 制度が 確立され たのち、 社会主義、 共産主義を 成功裏に 建設し 
うる かどう かは、 たえまなく 発展す る 生産力に 社会主義 的 生産 関係を どのように 適用 させ、 完成 させて ゆく か、 確 
立した 土台に あうよう 上部構造を どのように 完成し、 土台にたい する 上部構造の 作用を どのように 強化す るか、 と 
いう ことに 大きく かかって います」 

一九 五 九 年 三月、 首相は 威 鏡 北 道 党 委員会 拡大 総会で、 地方の 党 および 政権 機関の 指導を 新しい 環境に そくして あ 
らた めねば ならない と 提議し、 同じ年の 十二月、 党 中央委員会 総会で ふたたび 抜本的な 対策を うちたてた ので ある。 

いまは 実践 あるの みだった。 

しかし 活動家たち は、 依然として 古い 活動 方法に とらわれて いた。 それは とくに、 きわめて 短期間のう ちに 社会 
主義 的 協同 経営に 改造され て 協同 農場が 里 単位に 総合され、 その 規模が 大きくな った 農業 部門に おいて 集中 的に あ 
らわれ た。 

金 日 成 首相は、 党と 国家 および 経済 機関の 活動が すべて この 問題に ひっかかって、 これ 以上 前進で きないで いる 
ことを 看破した。 
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首相は、 これを 早急に 解決す る ことなしには 革命の 新しい 高地を 占領す る こと も、 社会主義 建設で ひきつづき 千、 
里 馬の 勢いで かける こと もで きないと 判断した。 

一九 六〇 年の 初頭に、 首相は みずから この 問題を 完全に 解決し ようと 決心した。 

首相は、 この 問題を もまた、 典型的な 一つの 模範を 創造し、 それを 農村の 党 および 国家 機関の 活動 全般に、 さら 
には 人民 経済の すべての 分野に 一般化す る 方法で 解決 するとい う 計画を たてた。 そして、 その 典型的な 農村と して 
平安 南 道 江 西 郡 青山 里を えらんだ ので ある。 

人口に くらべ 農地 もさ ほど ひろくない この 村は、 北半 部の どこに でも あるよう な 平凡な 農村であった。 

一九 六〇年 二月 四日、 吹雪 まじりの、 凍りつ くような 早朝であった。 

金 日 成 首相の 乗った 車は、 一晩中 降りつ づけた 雪を けって 走った。 

m から、 雪に おおわれた 田畑 や 果樹園に かわった 野 山、 新しく 建った 文化 住宅な どを ながめる 首相は、 深い 感 
慨に ふけっていた。 

一九 四 七 年の 夏、 橐 峠で 道路 修理を していた 青山 里の 人び とには じめ て 会った とき、 かれらが、 自分たち はこの 
国の 主人に なった とよろ こんでいた こと、 そして、 農民たち が一 年の 収穫を すませた あくる 年の 春、 ふたたび 青山 
里を たずねて、 山の ふもとの 力-一の 甲ら のよう な あばら 屋を とりこわし、 瓦ぶ きの 家を 建てる 計画 や、 この 村を 全 
国の 模範 村に しようと 語り あった ことな どが、 まるでき のうの ことのよ うに 思いだ される のであった。 

土地と ともに 生きて きた 老人 や 勤勉な 青 壮年たち、 そして 親切な 女性たち I 、首相に とって 忘れが たい 顔 見知 
りの この 村の 人たち は、 みな 知恵と 勇気を もった 誇り高い 人び とであった。 

かれらは、 祖国 解放 戦争の時 期には 牛の 背に 偽装を こらして 畑を たがやし、 愛する 郷土を りっぱに 守って たたか 

つた。 
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鋤 一つろ くにない 戦後の 復興 建設の あの 苦難に みちた 情況の もとで も、 かれらは、 村を たずねて 困難な 生活を 心 
配して くれる 首相の まえで、 むしろ 笑顔を 見せた のであった。 

「首相 さま！ むかしから 国と 百姓は 一心同体 だとい われて きました。 

それな のに、 国が 困って いると きに、 わたしたちが これし きの 苦しみを どうしてい とうこと がありましょう。 

苦 あれば 楽き たる、 といい ます。 よく 働き さえ すれば、 わたしたちの 生活 もす ぐに よくなる ことでしょう。 

首相 さま！ あまり、 ご 心配な さらないで ください」 

金 日 成 首相は、 年老いた 組合員 のこのこと ばを いつまでも 忘れる ことができなかった。 こうした 人び ととなら 
ば、 できぬ 事な ど ありは しないの だ！ 

村に ついた 首相は、 ある 人民軍 遣 族の 家を たずねた。 

首相は、 降りつ もった 雪を 踏みし めながら 庭には いっていった。 

「ご主人は、 いらっしゃいます か？」 

「はい。 どうぞ 部屋へ おあがりく ださい」 

この 家の 主婦は 作業班 長を つとめていた ので、 作業班の 人で もき たのだろう ぐらいに 気軽に こたえた。 

しかしつ ぎの 瞬間、 彼女は、 こんなに 朝早く、 思い も かけなかった 金 日 成 首相の 姿を 見て、 すっかり まごついて 
しまった。 

金 日 成 首相は、 寒い から どうぞ 早く 部屋に おはいりく ださいと いう 主婦の すすめに、 いや おかまいなくと いいな 
がら、 台所の なかを 注意 深くな がめ たのち、 微笑い をう かべながら こうたず ねた。 

「朝食には、 なにを めしあがりました？」 

主婦が、 米の ご飯を たべました と 返事を すると、 首相は 満足 気に うなずき、 昨年は 労力 点数を 何 点 ほど あげたの“ 
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か、 家族は 何人い るの かとたず ねたの ち、 部屋には いっていった。 

首相は、 主婦の 姑に も挨拨 をして から、 お 年は いくつか、 子どもたちは よく 勉強を する のか、 生活に 困った こと 
はない か、 寝具は みな そろってい るかと、 ていねいに たずねた。 

この 家の 主婦は、 遺家族の 生活を これほどまでに 心配して くれる 首相の あたたかい 愛情に、 涙を おさえる ことが 
できなかった。 

戦死した 夫の ためには 淚 一つ 見せた ことのなかった 彼女では あった が、 遺家族の よろこびを 自分の よろこびと 
し、 遺家族の 痛みを みずからの 痛みと 感じ、 寒ければ 寒いで、 暑ければ 暑い なりに 遺家族の 生活の すべてを 気づか 
う 首相の 大きな 愛情に、 流れ おちる 涙を どうす る こと もで きなかった。 

金 日 成 首相は、 遺家族を 党の 柱と 考え、 いつも かれらを よりどころに して 活動 状況を 分析し、 それを 展開して い 
った。 この 日 も 首相は、 この 家 ばかりでなく 何 軒 もの 遺家族と 人民軍 家族を 訪問して は 生活の ようすを たずね、 農 
場の 仕事と 党 活動に ついて 意見を かわした のであった。 

この 日から 十五 日の あいだ、 金 日 成 首相は 青山 里の 人び とと 生活を ともに した。 

雪に おおわれた 田んぼで、 村の 民主 宣伝 室で、 名もない 農民の 家で、 首相は 農場の 生活に ついて 組合員た ちと 語 
り あい、 かれらを 導いた。 

また、 里 党 組織と 協同 農場の 幹部に 里の 実情を きき、 党員たち とともに 真剣に 話し あった。 老人に も 会い、 婦人 
にも 会った。 大衆の 意見は あますところなくき いた。 江 西 郡の 党 幹部と も 何回と なく 話を かわし、 かれらに 教え も 
した。 

こうした 過程を つうじて、 首相は 里 内の 実情を すみずみまで 把握し、 これを 分析した。 そして 里 党 総会、 郡 党 幹 
部の 協議会、 郡究 委員会の 初級 党 総会、 郡 党 委員会 総会な どを、 その 準備から 進行に いたる まで、 一つ一つみ ず か 
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ら 指導した。 

金 日 成 首相は この 青山 里と 江 西 郡にたい する 現地 指導を つうじて、 指導 幹部が 下部に おりて ゆき、 すべての 情況 
を どのように 調査すべき か、 こまかな 指導を どのように おこなうべき か、 党の 政策を つらぬく ための 正しい 対策を 
どのように たてるべき か、 などの 問題に ついて 生きた 模範を しめした。 

首相は、 江 西 郡 青山 里 党 総会で おこなった 演説 『社会主義 的 農業の 正しい 運営の ために』、 江 西 郡 党 委員会 総会 
で おこなった 演説 『新しい 環境に あわせて 郡 党の 活動 方法を 改善す るた めに』、 党 中央委員会 常務 委員会 拡大 会議 
で おこなった 演説 『江 西 郡 党 活動の 指導での 教訓に ついて』 などに おいて、 社会主義 的 農業 および 人民 経済 全般に 
かかわる 指導 体系と 活動 方法の 問題を 全面的に 明らかにした。 

金 日 成 首相は これらの 演説で、 まず 社会主義 的 農業の 正しい 運営の ための 基本 課題を 明らかにした。 

首相は まず、 農繁期に 建築、 漁労、 サ ー クル 活動な ど 副次的な 仕事に 多くの 労力を 分散させる ことなく、 仕事の 
中心で ある 営農に すべての 力を ふりあて、 これを 基本に して 労力の 配置を すべきで あると 指摘した。 

そして、 農業の 運営に おける 計画 化の 水準を 高める よう 強調した。 個人経営のと きに も、 耕作を いつお こない、 
いつ、 なにを どれほど 植え、 資金を どこに、 どれほどつ かうべき かな どと 計画を たてて 仕事を した ものである。 ま 
してや 百 戸 も ある 大きな 経営を、 計画 もたて ずに 運営で きよう か？ 場 あたり 式 計算では とても、 大きな 協同 農場 
を 運営す る ことは できない とのべた。 

計画 化とは、 ほかで な もく、 協同 農場で しなければ ならない 仕事が なんで あるかを 決め、 その 仕事を する ために 
どのように 資金と 資材と 労力を 配分す るかを あらかじめ 決定す る ことで あるとの ベ、 計画の 作成に あたって、 生産 
計画と ともに 原料と 資材の 保障 計画、 労力 および 資金 計画な どを 綿密に たてるべき であり、 生産力の 諸 側面にたい 
する 科学的な 検討とは ば ひろい 集団 的な 討議に もとづいて 計画を たてなければ ならない と 指摘した。 
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金 日 成 首相は また、 社会主義 的 分配 原則を 厳格に 守る ことを 強調し、 思想 的 自覚と 物質的 刺激を 結合して、 勤労 
者の 生産 意欲を 高める よう 指導した。 

首相は、 力の いる 労働と 簡単な 労働、 技術的な 熟練の いる 労働と そうでない 労働を 区別し、 農場 員にたい する 労 
働 日 評価を 正確に おこなう とともに、 党 政策 教育、 革命 伝統 教育、 共産主義 教育を 強化し、 すべての 人び とが 自分 
自身と 社会の ために 積極的に 働く よう 教育し なければ ならない と 強調した。 

金 日 成 首相が 明らかにした ように、 に ^ いて 句^ j も 重！^^ 

思想 教育を 先行 さ— せを こと ^ よって 大衆の 政治的 1\ 覚 革命的 自覚を たえず 高める こ 匕 である。 

もしも 勤労者にたい する 政治、 思想 教育を 先行 させ、 その 自覚と 意識を 高めよう ともず、 ただ 物質的 刺激の みに 
重点を おき、 金に よって 人を 動かし 経済を 発展 させようと するならば、 それは 勤労者たち に ブルジ ョァ 思想を ひろ 
める ことにな り、 ついには 社会主義 建設に 大きな 害毒を およぼす 結果を 生む。 また 逆に、 労働の 質に 多くの 差が の 
こって おり、 勤労者の 古い 思想の のこり かすが 清算され ていない 情況の もとで、 労力にたい する 正当な 報酬を あた 
えず、 平均 主義に おちいるならば、 やはり 社会主義 建設に 障害を およぼす ことになる。 

金 日 成 首相は、 こうした 二つの 偏向を いずれも 警戒しながら、 勤労者にたい する 政治 活動を しっかり 先行 させ、 
物質的 刺激を 併行させる 唯一の 正しい 方針を うちだした ので ある。 

首相の この 教えは、 生産 関係の 社会主義 的 改造が 完成され た 新しい 環境に そくして、 農業 ばかりでなく 人民 経済 
全般の 社会主義 経済を 正しく 運営す る 基本的な 指針と なった。 

つぎに、 金 日 成 首相は 郡 党 委員会と 郡 人民委員 会の 活動を 改善す る 対策を うちだした。 

金 日 成 首相が 明らかにした ように、 社会主義 協同 農場の 管理 運営に あらわれた 一連の 欠点は、 里 党 および 協同 農 
場 管理 活動家た ちが 熱意は ある ものの、 新しい 環境に そくした 活動 方法を 知らない ことから 生じた ものであった。 
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このような 情況の もとで、 郡が 里を 正しく 指導す る 問題は きわめて 重要であった。 しかしながら、 郡 党と 郡 人民 委 
員 会の 指導 体系と 活動 方法は 新しい 環境、 新しい 条件に そぐ わなかった し、 その 指導に おいては 大衆の なかに 深く 
はいりこめず、 事務室 的な 活動 方法と 官僚主義 的で 形式主義 的な 活動 作風が のこって いた。 

金 日 成 首相は、 青山 里と 江 西 郡の 党 活動にたい する 指導に おいて、 郡 党 委員会と 郡 人民委員 会の 古い 活動 方法と 
古い ヵラを うちこわし、 新しい 環境と 新しい 条件に そくして、 指導を 下部に 密着させる 新しい 指導 体系と 活®^ 法 
をう ちた てること に 深い 注意を はらっ た。 

首相は、 地方 幹部の 指導 水準が 現実の 発展に ついていけない 情況の もとで 「中央が 道を たすけ、 道が 郡を たすけ、 
郡が 里を たすける 指導 体系」 をた てる だけでなく、 とくに 郡が 里を 正しく 指導す る ことが 重要で あると 強調した。 

首相は、 里が 基本 生産 単位と なり、 郡 党と 郡 人民委員 会が 末端 指導 単位と なって いる 実情から、 郡の 幹部が 郡に 
とどまって 公文書 や 指示を 里へ おくり、 里を つうじて 個人 農を 指導して いた 古い 事務室 的な 活動 方法を 根本的に あ 
ら ため、 里へ 直接 おりて いって、 里の 活動家を たすけなければ ならない と 教えた。 

金 日 成 首相は また、 郡 党の 指導に おいて 行政 的 活動 作風を 決定的に なくし、 政治 活動、 人び とを 教育し 改造す る 
活動を すべてに 先行させる ことを 教えた。 

首相は、 党 活動の 基本は 統治す る 方法では なく 説得と 教育で あるとの ベ、 仕事が 複雑、 困難で あるとき ほど 人び 
とを 啓発し、 かれらに 正しい 道を しめして こそ、 だれもが 確信を もって その 道を すすむ ことができ ると 指摘した。 

首相は 政治 活動を 先行させる 方法に ついて、 つぎのようにの ベて いる。 

「政治 活動を 先行させる ためには、 なにより もまず、 郡 党 委員会と 郡 人民委員 会の 活動家 および 農村 や 地方 産業 
工場の 党員に、 わが 党が しめした 当面の 革命 課題の 本質と その実 行方 法に ついて 徹底した 認識を あたえねば なり ま 
せん。 
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J  1  J  ^  ^  ^  ^  . 

さらに 具体的な 方法を 十分に 討論す るよう に 
し、 党員が 大衆の なかには いって 党の 政策を 
解説 浸透し、 大衆と この 課題を 解決す るた め 
の 具体的な 方法を ひろく 討論す るよう にし、 
このような 討論に もとづいて、 各 党員に 細密 
な 任務を あたえなければ なりません」 

金 日 成 首相は、 政治 活動を すべての 活動に 
徹底的に 先行 させながら、 これに 必ず 経済 建 
設を 密接に 結合させる べきで あると 教えた 0 
金 日 成 首相が 明らかにした ように、 経済 建 
設から はなれた 政治 活動は ありうる はずが な 
く、 経済 建設の 遂行に おいて 具体的な たすけ 
にならない 政治 活動な どは、 なんら 意味を も 
たない。 いいかえれば、 政治 活動に 裏う ち さ 
れ ない 経済活動は 方向を 失う ことにな り、 ま 
た その 成果は、 大衆の 政治的 自覚に もとづか 
ない ものである ため、 確固と した もので なく 
拡大 発展させる こと もで きない。 
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したがって 金 日 成 首相は、 政治 活動と 経済活動を ともに しっかりと 把握して すすまねば ならず、 それを 密接に 結 
合させる よう 強調した ので ある。 

金 日 成 首相は また、 郡 党 委員会の 集団 的 指導を 強化す るよう 指摘し、 その 基本的な 方法を 明らかにした。 

首相は、 郡 党 委員会の 集団 的 指導を 強化す るた めには、 まず 集団 的 指導 機関で ある 郡 党 委員会を 党に 忠実で 能力 
の ある 幹部に よって 構成せ ねばならず、 つぎに、 委員たち が 大衆の なかには いって 広 はんな 大衆の 知恵を くみ、 そ 
の 建設的な 意見を 正しく 総合し なければ ならない と 指摘した。 

とくに 首相は、 集団 的 指導に おいて、 大衆 路線を つらぬく 問題に ついて つぎのようにの ベた。 

「集団 的 指導に おいて もっとも 重要な ことは、 大衆の 知恵を くみ、 その 建設的な 意見を 適時に 総合す る 問題で 
す。 郡 党 委員の 何人 か だけで 昼夜 集まって 討論した ところで、 たいした 意見が でる はずはありません。 必ず 委員は 
大衆の なかには いって ゆき、 大衆と ともに 生活し、 大衆の 真の 声を きいた のちに ふたたび 集まって こそ、 新しい す 
ぐれた 意見が でる のです。 

いきいきとした 創造的な 知恵は、 大衆の なかから でて くる ものな のです。 もちろん 大衆の 意見は、 はじめは 断片 
的で 不十分な ものである かも 知れません が、 それを 適時に とらえ、 集団 的な 協議を つうじて 補充し、 体系化す る 任 
務が 党の 活動家たち に まかせられて います。 党の 指導 機関は このように 総合され、 体系化され た 意見を ふたたび 大 
衆の なかに 浸透 させ、 その 方向に 大衆を 指導して いかなければ なりません。 こうす る ことが すなわち 政治的 指導で 
あり、 生きた 指導であります」 

金 日 成 首相は 青山 里の 指導を つうじて、 じつにす ぐれた 指導 方法を しめした。 それは 確固と した 主体的 立場と 徹 
底した 革命的 大衆 路線、 深い 科学的 洞察力と 革命的 展開 力、 理論と 方法を たくみに 活用し、 創造的に 発展させる 卓 
越し 洗練され た 指導の 典型であった。  ， 
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青山 里の 凍てつ いた 大地が とけ、 新しい 春が 芽を ふいた。 そして、 その 春風に のって、 首相が 創造した 偉大な 青 
山里 精神と 青山 里方 法が はばたきは じめ た。 

それは 千里 馬の 勢いで 天 かける 朝鮮人 民を、 いっそう 早く 前進させる 力強い 翼であった。 

金 日 成 首相は つぎのょうに 指摘して いる。 

ft 青 lllil 里 精 里方 座 5 、—ゎ ^ %l o e\ ^J ^l CTP-い る 革命的 大衆 路 薇 ^1 、 社会主義 _ の 新しい 現実に あう 
$ 具体 ^ I し 発展 させた も 〇 であ £7 ます C 青 j 里方雰 基本は、： If 級 機関が 下 鼠 関を 援助し、 上の 人は 下の 人を 
たず P— ゐ d 現地に id りていって ^ 情を 深く 知り、 rpl 題を 解決す るた めの 正しい 方法を 講じ、 すべての 事業 ㊂ 
いて 政治 活動、 人び とにたい tl る® 行 $1 せ、 力 衆の— 的 熱意 性を 動員し、 革命 課題を 遂行して い <1 
こ <t\ に ^) ヴ 

じつに 青山 里方 法は、 政治 活動の 先行、 政治 活動と 経済活動の 有機的 結合、 指導と 大衆の 結合、 指導に おける 一 
般 性と 具体性の 結合、 現実の 具体的 分析に もとづく 科学的 方途の 探求、 活動にたい する 全般的 掌握と その 遂行 順序 
の 正しい 選定、 中心の 環にたい する 力の 集中な ど、 革命的 指導の 根本 原則と 方法を 集大成した もっともす ぐれた 活 
動 方法で ある。 

したがって 青山 里方 法は、 大衆を 指導す る 真の 党 的、 政治的 方法で あり、 もっとも 科学的な 共産主義 的 活動 方法 
であり、 革命 化の 力強い 方法で ある。 ここには、 社会主義の もとで 必ず 守らねば ならない 党と 国家 おょび 経済 機関 
の 指導に おける 諸 原則と 方途が 明確に 提示され ており、 革命的な 活動 方法の 規範と 要求の すべてが 明らかにされ W 
いる。 

青山 里方 法の 真髄を なす ものは、 大衆を 信じ、 大衆に 依拠して 大衆の 知恵と 創造力を 動員し、 社会主義 建設を 促 
進させる マルクス ♦レー ニ ン 主義 的 大衆 路線で あり、 人民 的 活動 方法と 活動 作風で ある。 ここに こそ、 偉大な 青山 
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里方 法の 革命的 本質と 真の 生命力が あるので ある。 

青山 里方 法に 具現され たす ベての 原則と 要求は、 ある 特定の 時期と 個別 的 分野に のみ かぎられる ものでは なく、 
社会主義、 共産主義 建設の あらゆる 分野で、 そして その 全 歴史的 期間に わたり、 かたく 守って ゆかねば ならない 普 
遍的な 指導 原則で あり、 方法で ある。 

また、 社会主義 建設に おける 指導と 管理の 根本 問題に 全面的な 回答を あたえた 青山 里方 法は、 わが国 だけでは な 
く、 社会主義、 共産主義を 建設す るすべ ての 国の マルクス •レー ニ ン 主義 党が 守らねば ならない 革命的 指導 方法、 
教範と なり、 全世界に 光を 放って いるので ある。 

金 日 成 首相が、 真の 共産主義 的 方法の 鑑 であり、 典型で ある、 偉大な 青山 里方 法を 創造す る ことができた のは、 
首相が 文字 どおり、 人民 的 活動 方法と 活動 作風の 偉大な 体現 者で あるから である。 

金 日 成 首相は、 抗日 武装 闘争を 組織 指導した 時期から こんにちに いたる まで、 革命 活動の 全 期間に わたり、 つね 
に 大衆の 力を かたく 信じ、 大衆に 依拠して すべての 革命 活動を 指導した。 

歴史の 創造者で ある 人民の 力は 無尽蔵で あり、 革命の 勝利は 広 はんな 人民 大衆を 革命 闘争に 動員で きる かどう か 
にか かってい ると いう この 真理を、 だれに もまして もっとも 深く 体得して いた 金 日 成 首相は、 それを 自身の 革命 活 
動に おいて 徹底的に 具現した ので ある。 

金 日 成 首相は、 いかなる 問題で あれ、 それを 決定し、 解決す るに あたって は、 絶対に 主観的な 独断を ゆるさず、 
いつも 集団 的な 力、 大衆の 力に しっかりと 依拠す る ことを 教えた。 

世の中で もっともす ぐれた 教師は 人民 大衆で あり、 人民 大衆の 知恵と 創造力は、 こんこんと わきいで る 泉の よう 
に 決してつ きる ことがない という ことが、 金 日 成 首相の 確固不動の 信念で ある。 

それゆえ 金 日 成 首相は、 その 革命 活動の 初期から 事務室 的な 活動 作風、 とくに 官僚主義に 強く 反対し、 つねに 大 
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衆の なかには いり、 大衆を 教える ばかりでなく、 大衆に 謙虚に 学ぶ ことを 幹部に 強く 要求し、 みずから その 模範を 
しめした。 

金 日 成 首相は、 つねに 現実の なかに、 人民の なかに 深く はいって いって 党員 や 大衆と 語り、 相談し、 現実の なか 
で 仕事を さがし、 人民と ともに 対策を たてた。 

かつて 抗日 武装 闘争の 時期に も、 金 日 成 首相は 毎日の よぅに 連隊と 中隊、 小隊と 分隊に おりて ゆき、 隊員たち と 
ともに すごした。 解放 後、 祖国に 凱旋した とき も、 一番 最初に たずねた のは 労働者 や 農民であった。 

祖国 解放 戦争の 困難な 時期に も、 金 日 成 首相は'  いつも 各界 各層の 人民 や 人民軍 兵士たち の あいだで 生活を とも 
にした。 

金 日 成 首相が、 いかに 日常 的に 大衆と ともに すごし、 人民の なかに 深く はいって いるかは、 その 現地 指導が よく 
物語って いる。 

共和国 北半 部の 都市 や 農村、 工場と 企業 所、 学校と 科学 文化 機関な ど、 その どこに も 金 日 成 首相の 足跡が しるさ 
れて いないと ころは ない。 

初歩 的な 資料に よってみ て も、 一九 五 四 年から 一九 六 一年に いたる まで、 金 日 成 首相は 合計 千 三百 余 回に わた‘ 
って 全国 各地の 工場、 農村、 教育 文化 機関、 商業 流通 機関を 現地 指導して いる。 平安 南 道の 各 機関、 企業 所、 農村 
を 現地 指導した もの だけで も 二百 七十 余 回に および、 青山 里にたい しては、 じつに 三十 八 回 もの 現地 指導を おこな 
つてい る。 

首相は、 | 年の 半分 以上は 現地に おもむき、 直接 大衆を し" かれらと 生活を と嗓 にした。 

首相は、 偉大な 青山 里 精神、 青山 里方 法を 一般化す る 活動に 精力 的に とりくんだ。 

青山 里 精神、 青山 里方 法は 社会の 切実な 要求を 正しく 反映した もので あり、 また 金 日 成 首相が 直接し めした 模範 
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によって、 大衆の 心を 強く とらえ、 一点の 火花は 力 
強い 炎と なって 全国に 燃え ひろがって いった。 

青山 里 精神、 青山 里方 法は、 党と 国家 活動 および 
経済 指導に 根本的な 転換を もたらした。 革命の 前進 
をはばん でいた 古い 指導 体系と 古い 活動 方法は 一掃 
され、 新しい 革命的 指導 体系と 活動 方法、 活動 作風 
が 全面的に 確立され た。 

金 日 成 首相は、 みずから その 貫徹を 現地で 指導 
し、 ピョンヤン 市 勝 湖 区域 梨峴 里に おいて、 全国に 
はばたく 青山 里方 法の 偉大な 生命力を みたので あ 
る。 

首相は、 ここの 里 党 総会で おこなった 演説 
動で 主と なる ものは ベす ベ '? I の^^ 1 改造； Tp 
団結させることでお—る』 において、 青山 里方 法が 生 
んだ 偉大な 結実を 総括した。 

青山 里方 法の 貫徹に おいて 達成され た 成果は、 な 
によりも まず、 各 級 党 組織の 活動と 活動 方法が 新し 
い 環境に そくして あらためられ、 社会主義 建設の あ 
ら ゆる 単位で 党 組織の 指導 的 機能が 高まり、 党の 唯 
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一思 想 体系が さらにし っかりとう ちた てられた ことで ある。 

りする 仕事では なく、 創 isf 的 情熱の わきたつ 農場と 機械の まえに おける 生きた 創造的 活動に ^ わって い ol た。 すべ 
ての 活動家が 党 的、 政治的 方法で 活動す るよう になり、 現実の なかに 深く はいりこみ、 実情を 科学的に 研究 分析 
し、 正確な 対策を たて、 大衆に 学び、 大衆に 教えながら たがいに 力と 知恵を あわせて 党 政策の 貫徹に 専心す るよう 
になった。 そして 党の 意図が 大衆の なかに 深く 浸透し、 党の 政策が さらに りっぱに つらぬかれる ようになった。 

こうして 朝鮮 労働党は、 金 日 成 首相の 賢明な 指導を うけて 活動す る 党、 前進す る 党と なり、 党と 大衆の 統一は さ 
らに 不敗の ものと なった。 

また、 青山 里方 法を 貫徹す るた たかいで、 人間を 教育し 改造す る 困難な 仕事が、 大衆 _身に よって りっぱに 解決 
されて いった。 これは、 党の 大衆 路線の 偉大な 勝利で あり、 青山 里方 法を つらぬく たたかいに おいて 党が かちとっ 
たもっと も 貴重な 成果であった。 

金 日 成 首相は つぎのように 指摘して いる。 

「わが 党員は、 人間の 思想を 改造し、 その 革命的 熱意を よびおこし、 広 はんな 大衆を 革命 事業に 動員す るう えで 
大きな 力を 発揮し、 自身の 能力にたい する 大きな 自信を もつ ようになりました。 もし 全 党員が ひきつづき このよう 
な 勢い、 このような 自信を もって 前進す るなら ば、 朝鮮 革命が 必ず 勝利す るであろう ことは うたがう 余地 も ありま 
せん」 

金 日 成 首相は、 人間 改造で おさめた 成果は、 黄金よりも、 数百 万 トンの 米よりも 貴重な もので あり、 なにものに 
も かえが たい ものであると 高く 評価した。 

すべての 人び とが 共産主義 的に 活動し、 _ 、— 生活す る 生気は^ つと した 革命的 気 al が 全社 会に みなぎる よう 
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になった。 

こうして 青山 里方 法は、 社会主義 建設に おいて 大衆の 積極性と 創造性を 最大限に 動員し、 社会主義 制度の 優越性 
を 全面的に 発揮 させ、 社会主義 建設の 偉大な 推進力で ある 千里 馬 運動を ひきつづき 力強く 発展させる 強力な 武器と 
なった。 

青山 里方 法は 経済 事業に 大きな 変化を もたらした。 

青山 里 精神、 青山 里方 法が 創造され た 最初の 年には、 すべての 農村に 大 豊作が もたらされた。 北半 部の 農民は こ 
の 年、 前年の 一 •四 倍、 一九 四 六 年の 二倍の 穀物を とりいれた。 

青山 里方 法に より、 エ _ 野で も 大きな 成果が おさめられた。 この 年の 工業 総 生産高は 一九 四 六 年に くらべ 三 • 
五倍に のびた。 

春に 金 日 成 首相を むかえて 年間の 生産 計画を たてた 青山 里の 人び とは、 大 豊作と なった 田野を ながめ、 興奮を お 
さえる ことができな かった。 

秋 空が 明るく 澄み わたった 九月 十日、 金 日 成 首相は ふたたび ここ 青山 里を おとずれた。 せまい あぜ 道を 歩きな が 
ら 、首相は よろこびにつつ まれて 黄金の 穂波う つ 野 面を 見 わたした。 

最初に 田を 見て まわった 首相は、 しだれ 柳の 木の 下で 農場 員と ともに 語り あった。 

金 日 成 首相は、 管理 部門の 働き手たち に 現金 および 現物 収入の 見込み 額と 控除すべき 現物、 金額に ついて くわし 
くたず ねて 手帖に 記入し、 それを 計算した。 

「控除額を すべて さしひいても、 一戸 当りの 平均は、 穀物が 三 •ニ トン、 現金が 四百 円になる ね …… 」 

首相の ことばを きいて、 農場 員たち は よろこびに わきかえった。 

このと き、 農 # 員の 一人が 首相に こういった。 
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「首祖 さま！ ことしは 一年 分の 縠物 だけを 家に のこし、 あとは 国で そ ' 〇- くり 買 上げて くれれば と 思います」 
農場 員たち はみ んな 、そうして くれれば 心配事が 一つ 解決され ます、 と 口ぐ ちに いった。 

金 日 成 首相は 農場 員たち を 見 まわして、 こうたず ねた。 

「それなら、 一人 当り どれほどの こせば、 一年間 十分に すごせる だろう かね」 

農場 員たち は、 おとなと 子どもを くるめて 一人 当り、 もみ 五〜 六 ヵ マス あれば 十分 だと こたえた。 

金 日 成 首相は しばらく 考えて いたが、 「それだけで 十分 かね」 といった。 

「三百 キロ だとす ると …… 、それは 少しす くないよ うだ。 息子が 除隊して 帰る 家 も あれば、 工場で 働いて いる 娘 
が 休暇を とって 遊びに くる こと も あるだろう し . 〇 

それに、 嫁に いった 娘が 実家を たずねる こと も あろうし …… 、そうな れば 、親 もとに やってくる 息子 や 娘に、 い 
ちいち、 『配給米を もってこい』 とで もい うつ もり かな？」 

農場 員たち がわ f っと 笑い声を あげる と、 首相 も 肩を ゆすって 笑った。 

首相は ことばを つづけた。 

「むかしから 朝鮮人には、 町で 嫁 やむ この 親御に 会う と、 米を 売った 金を はたいても 酒を もてなす という 風習が あ 
る ほどな のに、 一年に 一度たず ねて きた 嫁 やむ この 親御を、 ただで 帰す わけには いかないでしょう。 

だから、 子どもと おとなを くるめて、 一人に 四百 キロず つは のこして おかねば なりません ね」 

農場 員たち は 首相の 慈父の ような 愛情に 胸を つまらせた。 

さる 二月には、 雪の 道を かきわけて、 ここを たずね、 新しい 年の 農業と 農場の 暮らしに ついて、 手を とる ように 
教えて くれた ばかり か、 今度は また、 国事の いそがしい なかを、 穀物の 分配 量に ついて まで 気づかって くれる 首相 
I 金 日 成 首相を 指導者と あおいで 生きる 朝鮮人 民の 幸福は いったい、 なにに たとえられる だろう！ 
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金 日 成 首相は この 日、 農場 員に 分配され た 現金と あまった 穀物の つかい 方に ついても 具体的に 教え、 新しく 建て 
る 文化 住宅の 土地まで さだめた のであった。 

首相の 姿は、 まさに 子どもの 暮らしを 気づかう 父親の 姿 そのままであった。 

4 大安の 事業 体系と 新しい 農業 指導 体系 

偉大な 青山 里 精神と 青山 里方 法は、 党 活動、 国家 活動、 経済 指導な どの あらゆる 分野に 花 ひらき、 人民 経済の あ 
ら ゆる 部門に 新しい 奇跡と 革新を まきおこした。 

しかし、 金 日 成 首相は これ だけで 満足し なかった。 

首相は 青山 里 精神と 青山 里方 法を、 工業と 農業の 指導 管理に さらに 深く 具現す る 新しい 偉大な 構想を たてた。 

金 日 成 首相は、 すでに 確立した 社会主義 経済 制度の 優越性を 全面的に 発揚し、 経済を ひきつづき 発展させる ため 
には、 社会主義 経済 管理に おいて 大衆 路線を さらに 徹底的に つらぬかなければ ならない と 考えた。 

首相は、 社会主義の もとに おける 経済 運営の 基本 方法は 人び との 熱意を 高め、 かれらが 自覚 的に たちあが るよう 
にす る ことで あり、 これは 経済 管理で 大衆 路線を 全面的に つらぬく ことによっての み 可能で あると みなした ので あ 
る 0 

これは、 生産の 発展に おいて 決定的な 役割を 果たす のが 人間で あり、 社会主義は 大衆の 積極的な 活動に よっての 
み 建設され る ものであって、 複雑な 大規模 生産は 大衆の 集団 的な 知恵を 集めての み 科学的に 運営で きる という こと 
から 出発して いる。 

北半 部に おいて 社会主義 的 生産 関係が 強固な ものと なり、 工場、 企業 所が 多くな って 生産の 規模が さらに 大きく 
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なった 条件の もとでは、 ある 値 人の 才能 や 小さな 知恵に たよる のでは なく、 大衆の 集団 的な 知恵と 創意 性を ひろく 
発揮させる ことによっての み、 生産を 急速に 成長させる ことができ るので ある。 

金 日 成 首相は 大衆 路線を 徹底的に つらぬく 方向で、 社会主義 経済の 管理 問題を 根本的に 革新し よぅと 決意した。 

これは 高度な 創造性を 要する、 きわめて 困難 かつ 複雑な 問題であった。 この 問題は、 いままで どの 書物に も 解明 
されて いなかった し、 先に 革命を おこなった 国ぐ にに おいても、 きわめて 切実な 要求と して 提起され てはいな が 
ら 、解決を みない ままの こされて いた 問題で も あった。 これは まさに、 マルクス •レ— ニン _ を 生きた 武器と し 
て 駆使し、 豊富な 実践的 経験を もつ 金 日 成 首相に よっての み 解決で きる 問題であった。 

金 日 成 首相は、 確固と した マルクス •レー I ーン 主義 的 原則と 主体的 立場、 革命的な 大衆 路線を 具現した 青山 里方 
法に もとづいて、 さらには、 社会主義 建設の 指導に おいて 蓄積した 豊富な 実践的 経験に もとづいて、 生活が 提起す 
る 問題を 朝鮮の 具体的 実情から 独創的に 解決した。 

首相は、 企業の 管理 運営に おいて 大衆 路線を 徹底的に つらぬき、 社会主義 経済 制度の 優越性を 全面的に 発揚 させ 
る 環が、 工業と 農業の 指導 管理に 青山 里 精神、 青山 里方 法を 具現し、 経済 指導 管理 体系を 革命的に 変革す る ことに 
あると 考えた。 

金 日 成 首相は、 一九 六 一年 十二月の 党 中央委員会 第 四 期 第二 回 総会で、 経済 指導 管理に 青 -UJ 里 精神、 青山 里方 法 
を 具現す る 決定的な 対策を たて、 ときを 移さず、 みずから 大安 電機 工場に おもむいて その 模範を 創造した。 

一九 六 一年 十二月 六日の 早朝、 大安 電機 工場を たずねた 金 日 成 首相は、 直接 労働者の なかにはい り、 工場の 実態 
をく わしく 調査す る 仕事からは じめ た。 

首相は 機械の そばで 労働者たち と 語り、 党 分 組 会議に も 参加し、 あるいは 党と 行政機関の 幹部と 話し あいなが 
ら 、党 活動と 行政、 経済活動、 さらには 労働者の 生活 情況に いたる まで、 工場 内の 実情を 全面的に 調査した。 
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金 日 成 首相は、 すべての 問題に ついて 細大 もらさず 大衆の 意見を たずね、 これを 科学的に 分析した。 

十五 日間、 工場の 実態を くわしく 調査して、 自身の 構想を もう 一度 整理した 金 日 成 首相は、 一九 六 一年 十二月 十 
六日、 工場 党 委員会 拡大 会議を ひらいた。 

首相は この 会議で、 以前の それとは 本質的に 異なる 新しい 企業 管理 体系を うちだし、 この 体系に あわせて、 活動 
家たち の 活動 方法と 活動 作風を どう 改善すべき かにつ いて 一つ一つ 具体的に 教えた。 

金 日 成 首相は、 新しい 指導 体系に おいて、 工場を 支配人 個人に よってでは なく、 工場 党 委員会の 集団 的 指導 制に 
もとづいて 管理 運営 するとい う 原則を うちたてた。 

そして、 生産にたい しては ある 個人が 責任を 負う のでは なく、 全 党員と 労働者、 技術者が 責任を 負い、 なにより 
もまず 集団 的 指導 機関で ある 工場 党 委員会が その 責任を 負うよう にした。 

金 日 成 首相は また、 生産を 総合的に 指導す る ことができる 生産 指導 体系を たてた。 

すなわち、 生産と 関連の あるい くつ かの 部署が たがいに 分離して いた 以前の 欠陥を ただし、 計画 部、 生産 指導 
部、 技術 部、 工務 動力 部な どを 包括して 工場 参謀 部を 組織し、 技師 長が 参謀長の 役割を うけもつ ようにした。 こう 
して 生産にたい する 技術的 指導を 強化し、 計画から 技術* Hi、 生産 過程の 指導に いたる まで、 生産と 直接 関連す る 
すべての 部分を 熟練した 技術者が 総合的に 指導す るよう にした。 

同時に 首相は、 新しい 指導 体系に おいて、 生産を おこなう 部署の 役割を 根本的に 改善した。 以前は 生産に 直接 参 
加す る 労働者に、 物資を 適時に 保障で きる ようになって いなかった。 資材の 保障 も 上部では 伝票を 切る だけで なん 
の 責任 ももたず、 すべての 生産者が 直接 責任を 負うよう になって いた。 そのために、 職場 長を はじめ 生産を 指導す 
る 責任者たち が、 生産を 指導す るので はなく、 資材を 入手す るた めにあち こち 走り まわる のに 時間を ついやして い 
たので ある。 
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首相は 新しい 指導 体系に おいて、 資材を 上部から 下部に 供給す る 体系を たて、 職場 長が 資材の 入手に わずらわさ 
れる ことなく、 本来の 仕事に 専念で きる ようにした。 

金 日 成 首相は また、‘ 新しい 指導 体系に おいて、 生産者 大衆の 生活に 全 的な 責任を 負う 後方 供給 体系を つくる こと 
によって、 生産者 大衆が 生産 活動に すべての 熱意と 創造性を 発揮で きる ようにした。 

こうして、 新しい 工業 管理 体系で ある 偉大な 大安 体系が 生まれた ので ある。 

これは 社会主義 経済 管理に おける 青山 里 精神、 青山 里方 法の 徹底した 具現で あり、 じつに 偉大な 革命的 変革で あ 

った。 

首相に よって 創造され た 大安 体系の 基本は、 経済 機関、 企業 所が あらゆる 活動を 党 委員会の 集団 的 指導の もとに 
おこない、 政治 活動を 先行 させ、 大衆を 動員して 提起され た 革命の 課題を 遂行し、 上級 機関が 下級 機関を 援助し、 
上の 人が 下の 人を たすけ、 知っている 人が 知らない 人を 教え、 すべての 人が 同志的に 協調し、 すべての 職場、 すべ 
ての 工場、 すべての 部門が たがいに 密接に 協力して 協同 生産を 発展 させ、 客観的な 経済法 則に もとづいて 経済を 科 
学 的に、 合理的に 運営す る ことで ある。 

金 日 成 首相は 大安の 事業 体系を 創造す る ことによって、 なによりも 工場の 管理 運営に おける 党の 集団 的 指導を 保 
障し、 生産者 大衆の 責任感と 創造性を さらに 高めた。 

首相は つぎのように 指摘して いる。 

「新しい 事業 体系の もっともす ぐれた 点は、 工場の 管理 運営で 集団 性を 十分に 保障す る ことにあります。 
以前には、 工場に おける 一切の 決定権が 支配人に ゆだねられ、 支配人が 生産に かんする 責任を 負って いました。 
労働者たち は 工場の 管理 運営に 十分 参加で きなかった し、 …… 生産が うまくいって いるか どうかは、 かれらに とっ 
て、 ほとんど かかわりの ない ことと なって いました。 
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しかし 新しい 事業 体系では、 工場 党 委員会が 最高の 指導 機関と して 工場を 管理 運営し、 すべての 党員、 労働者、 
技術者が 工場の 管理に 参加して います。 生産にたい して 特定の 個人が 責任を 負う のでは なく、 すべての 党員と 労働 
者、 技術者た ちが 責任を 負い、 なにより もまず 集団 的 指導 機関で ある 工場 党 委員会が 責任を 負う のであります」 

首相は、 生産 手段が 社会的 所有と なって おり、 現代的な 大規模 機械 生産に もとづく 社会主義 経済では、 生産に た 
いする 生産者 大衆の 集団 的 管理が その 本質的 要求と なり、 生産を 科学的に、 合理的に 運営す るた めの 必須 不可欠の 
条件と なって いると 考えた。 

事実、 首相が 明らかにした ように、 生産 手段の 主人と なった 生産者 大衆を 生産管理に 参加 させて こそ、 生産に お 
いて かれらの 主人と しての 自覚と 革命的 熱意を さらに 高める ことができ、 経済 管理に おいて 個人の 主観と 独断を な 
くし、 大衆の 集団 的 知恵に より、 大規模な 社会主義 経済を りっぱに 運営で きる ので ある。 

金 日 成 首相は、 生産に たいして 支配人が 一人で 責任を 負い、 労働者、 技術者が 生産管理に 参加し なければ、 勤労 
者は 生産の 主人と してで なく、 官僚主義 的な 命令と 指示に 服従す る、 たんなる 雇用者と して 行動す る ことと なり、 
生産が うまくいって いるか どうかに ついては、 ほとんど 関心が なくなる であろう ことを 見ぬ いていた。 

それゆえ 首相は、 支配人の 唯一 管理 制は 社会主義 制度の 本質に もとり、 勤労者 大衆の 創意 性と 積極性を 発揮で き 
なくさせる、 本質的には 資本主義 的な ものであると みて、 それを 工場 党 委員会の 集団 的 指導 制に よる 管理に とって 
かわらせた ので ある。 

首相は、 大衆の なかに 深く 根を おろした 党 組織の 集団 的 指導の みが、 大衆を 動員し、 その 集団 的 知恵を ひろく 発 
揮させる ことができ、 経済 管理に 提起され るすべ ての 問題を 党 的、 階級 的 立場で、 かつ 全 国家的、 全人 民 的 立場 
で、 労働者階級の 利益に あうよう に 解決して ゆく ことができ ると 考えた ので ある。 

党 委員会の 集団 的 指導に もとづいた 経済 管理の 創造性は、 ここ だけに あるので はない。 
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金 日 成 首相は、 党委貝 会の 集団 的 指導 制に もとづく 経済 管理は 政治 活動を 先行 させ、 党 的、 政治的 方法で 大衆を 
動員し、 これに 経済、 技術的 指導を 併行 させ、 提起され る 経済的 課題を りっ ばに 遂行す る ことができる ようにす る 
ものであると 教えた。 

政治 活動を 先行させる ことは、 社会主義 建設で 大衆の 革命的 熱意と 創造的 積極性を 動員して、 経済 管理で 大衆 路 
線を つらぬく もっともす ぐれた 方法で ある。 

金 日 成 首相は 人民 経済の 指導 管理に おける 党の 指導 的 役割を 高め、 党 活動を たえず 強化す る ことにより、 あら ゆ 
る 活動に おいて 政治 活動を 先行させる 原則を りっぱに 具現した。 

こうして 首相は、 党 活動家は もちろん、 すべての 幹部たち が 政治 活動を おこない、 政治 活動が 経済活動と 密接に 
結合す る ことによって、 すべての 生産者を 思想 的に 動員し、 かれらが 自分に 提起され た 革命 課題の 意義と 遂行 方途 
を 明確に 把握し、 その 遂行に 自覚 的に たちあがる ようにした のであった。 

金 日 成 首相が 創造した 大安 体系の 優越性は、 経済 管理に おいて 官僚主義 、セタト 主義、 利己主義の 要素を なく 
し、 上級 機関が 下級 機関を たすけ、 上の 人が 下の 人を たすけ、 すべての 人び とが 同志的に 協調し、 すべての 職場 や 
工場、 部署が たがいに 密接に 協力して、 社会主義 的 共同 生産を 発展 させて いくと ころに ある。 

ここには、 「一人は みんなの ために、 みんなは 一人の ために」 という 集団 主義 的、 共産主義 的 生活 原則が りっぱ 
に 具現され ている。 

こうして 金 日 成 首相は、 規模が 大きく、 各部 門 間の 関係が 複雑な 社会主義 生産に おいて、 行動の 一致を はかり、 
共同 作戦を 正確に おこない、 かたくむ すび あい、 団結した 力で 提起され た 革命 課題を 遂行して いく 力強い 要因を つ 
くりあげた ので ある。 

金 日 成 首相は さらに、 大安の 事業 体系で 党の 大衆 路線を つらぬき、 計画の 一元化を 実施し、 民主主義 的 中央集権 
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制に もとづく 計画的 指導を さらに 強化す る 独創的な 方法を 提示した。 

その 結果、 国家の 経済 生活が きわめて 大きく 複雑な ものと なった 新しい 環境の もとで、 客観的 経済法 則に もとづ 
き、 経済を さらに 科学的に、 合理的に 運営で きる ひろびろとした 展望が 切り ひらかれた。 

首相は、 計画の 作成に 生産者 大衆を 参加 させようと もせず、 生産と 遊離した 計画 活動家に のみ それを まかせて 主 
観 主義 的、 官僚主義 的な 計画を 作成して いる 現象を 批判し、 計画の 作成に おいて 大衆 路線を つらぬかねば ならない 
と 教えた。 

また、 中央から 地方に いたる 計画 事業を 統一的に おこなう 全国的な 一つの 国家 計画 機関 体系を 確立して、 上部 か 
らの 指導と 大衆を 密接に むすびつける 対策を たてた。 

国家 計画 委員会に 直属す る 計画 機関を 地方に おき、 機関、 企業 所の 計画 部署を 計画 細胞と して 活動す るよう に 
し、 中央から 企業 所に いたる 計画 事業を 統一的に 実行す る 一元化 された 計画 化 体系と、 それに 依拠して 実現され る 
細部 化 計画が それであった。 

計画の 一元化とは、 計画を 個人の 一存で たてる のでは なく、 国家の 要求 どおりに、 社会の 発展の 必要に応じて 計 
画を たてる ことで あり、 計画の 細部 化とは、 人民 経済の 全般的 発展を 個々 の 企業 所の 活動と 正確に むすびつけ、 あ 
ら ゆる 部署と 企業 所の 実情に あうよう に 計画を 具体化し、 経済活動の 細部に いたる まで、 かみあうよう にす る こと 
である。 

金 日 成 首相の 一元化 計画 体系と 細部 化 計画の 理論は、 社会主義 経済の 計画 化に おいて、 これまで だれも 着想で き 
なかった 緊要 かつ 重大な 問題に 科学的な 回答を あたえる 独創的な 理論で あり、 この 理論の 創始は 世界的 意義を もつ 
ものであった。 

これまでの 計画 化 体系には 一 定の 矛盾が あった。 国家 計画 機関で 働いて いる 活動家たち は、 国家の 経済 生活 全般 
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にかんする 展望は もっていた が、 客観的 現実と 具体的 生産の 予備に ついては よく 知らなかった。 一方、 生産者たち 
は 具体的 現実と 企業 所の 生産 予備に ついては よく 知ってい るが、 国家の 全般的 経済 生活の 情況と 全般的な 人民 経済 
発展の 展望を もてなかった。 

この 矛盾は、 国家 計画 機関の 働き手たち の 主観 と、 生産者たち の 機関 本位 主義、 地方 本位 主義との 矛盾と し 
てあら われた。 

金 日 成 首相は、 計画 化に おける 国家 計画 機関 活動家の 主観主義と 生産者の 機関 本位 主義、 地方 本位 主義を なく 
し、 国家の 意図と 生産者の 創意 性を 密接に 結合 させ、 計画を 真に 現実的、 科学的、 かつ 動員 的な ものと なる 方向 
を、 計画 化 体系の 一元化に もとめた のであった。 

金 日 成 首相は つぎのように 指摘して いる。 

「もっとも 合理的 かつ 現実的で 動員 的な 計画を たてる ためには、 国家 計画 機関の 主観主義を 克服す る だけでは な 
く、 生産者の 機関 本位 主義と 地方 主義を なくす ことによって、 全般的、 国家的 利益の 立場から この 矛盾を 正しく 解 
決し、 国家の 要求と 生産者の 意見を よく 総合し なければ ならない。 まさに、 この 問題を 正しく 解決す る 目的から、 
われわれは 計画 化 体系を 一元化す るよう にした ので ある」 

大安の 事業 体系は、 計画の 一元化と あいまって、 一つの 工場、 企業 所に おいてさえ 数百 数千 種の 原料、 資材、 エ 
具な どの 消費 規準を 科学的に さだめ、 あらゆる 生産 工程を たがいに かみあわせる 計画の 細部 化を りっぱに 実現す る 
ことので きる 体系で ある。 

このように 大安の 事業 体系は、 生産にたい する 党の 指導を 決定的に 強化し、 企業 管理 運営で 青山 里方 法と 党の 大 
衆 路線を 徹底的に 具現した 指導 体系で あり、 工業 管理に おける 古い 資本主義 的 残滓を 決定的に 清算し、 社会主義 制 
度の 優越性を 最大限に 発揮させる もっともす ぐれた 共産主義 的 指導 体系で ある。 
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以前の 工場 管理 体系は、 社会主義 的な ものでは あった が、 まだ 資本主義 的 残滓を 多く もっていた。 そこには 官僚 
主義 的で セク ト 主義 的、 かつ 利己主義 的な 要素が 多くの こって いた。 上部から 下部に おりて いって 援助す るので は 
なく、 官僚主義 的に 指令 だけを おろし、 各 職場の あいだで も 協調す る 気風が 欠けて いた。 そのため 古い 指導 体系で 
は 労働者の 積極性と 創意 性を 十分に 発揮させる ことができず、 人び ともい そがし く 走り まわって はいたが、 生産 面 
では 大きな 成果を あげる ことができなかった。 

従来の このような 欠点を ぬぐい 去った 大安の 事業 体系は、 共産主義 的、 集団 主義 的 原則を いっそう 徹底的に 具現 
する ことを 可能に し、 人び とが 共産主義 的に 働き、 共産主義 的に 生活で きる ことを 可能に し、 すべての 人を 団結 さ 
せ、 かれらの 献身 性と 創意 性を さらに 発揮で きる ようにした。 

金 日 成 首相が 創造した 大安の 事業 体系は、 これらの 優越性に より、 社会主義 経済を 急速に 発展 させうる ばかりで 
なく、 すべての 勤労者の 思想 意識を 共産主義 的に 教育、 改造し、 社会主義、 共産主義 建設の 物質的 要塞と 思想 的 要 
塞を ともに 占領す る 力強い 方法で ある。 

したがって この 体系は、 エ帽 導 管理 体系に おける 根本的 変革を 意味し、 一部の 国で 実施され ている 企業 所の 収 
益 率と 勤労者の 物質的 関心の みを 追求す る 日和見主義 的 管理 体系とは 根本的に 区別され る、 もっとも 革命的で 先進 
的な 事業 体系で ある。 

いつも 一点を つうじて 全国を 洞察し、 一つの 環を つきやぶって 全般を 解決して ゆく 首相は、 大安で みずから 創造 
した 新しい 体系を 全国に 一般化す る 活動を くりひろげた。 

そして 安 州 炭鉱、 ピョンヤン _ 工場な どを はじめと する 工場、 企業 所な どを たずねて は、 大安の 事業 体系を つ 
くりだす 活動を 具体的に 指導した。 

首相は また、 新しい 指導 体系の 革命的 音 I とその 優越性を みとめる ことができず、 古い 活動 体系に こだわる 消極 
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平安 南 道粛川 郡を 現地 指導す る 金 日 成 首相 


分子、 保守主義 者との 強力な 思想 闘争を 組織す る 一 
方、 多くの 会議と 現地 指導を つうじて 工場 管理 幹部と 
労働者た ちに 大安 体系の 優越性を 理解 させ、 それを 徹 
底 的に 導入す るょう 指導した。 

こうして 国の あらゆる 工場、 企業 所から 管理局、 省 
にいた るまで、 工場の すべての 単位で 古い 指導 管理 体 
系が 清算され、 新しい 指導 管理 体系で ある 大安の 事業 
体系が 確立され た。 

大安の 事業 体系の 確立は、 つくりだされた 新しい 環 
境に 経済 指導 管理を 適合 させ、 工業に たいする 指導 管 
理 運営を 根本的に 改善す る 画期的な 措置と なった。 

金 日 成 首相は 大安の 事業 体系を 確立した のち、 ひき 
つづき 新しい 農業 指導 体系の 創設に 力を 七 そいだ。 

もちろん、 首相は 農業 協同 化 実現の 初期から、 協同 
経営にたい する 国家的 指導 体系と 活動 方法に 深い 関心 
をはら っていた。 とくに 首相が 創造した 青山 里方 法 
は、 協同 農場にたい する 国家的 指導を 強化す るう えで 
画期的な 転換を もたらした。 

しかしながら 金 日 成 首相は、 農村に おける 現実の 急 
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速な 変化が、 青山 里方 法の 徹底 化に よる 新しい 農業 指導 体系を 要求して いる ことを よみとって いた。 協同 農場は 規 
摸が さらに 大きくな り、 現代的 技術を そなえて いた。 農村 活動の 範囲は 拡大し、 それは いっそう 複雑な ものと な 
り、 農業には さらにぼう 大な 課題が 提起され ていた。 

金 日 成 首相は、 農村に つくりだされた このような 新しい 条件に そくして、 社会主義 農業の 指導 体系を 決定的に 改 
編す る 構想を いだき、 大安 電機 工場 党 委員会 拡大 会議が おこなわれた 二日 後の 一九 六 一年 十二月 十八 日、 雪の 道を 
踏んで 平安 南道粛 川の 地を たずねた。 

この 日、 金 日 成 首相は 粛川郡 内の 農村 指導 幹部、 協同 農場 管理 活動家た ちと 席を ともに して 郡 内の 農作業と 農業 
の 指導 管理の 情況を 調査し、 農業 指導 体系を 根本的に 改善す る 具体的な 指導を おこなった。 

首相は、 農業を 直接に 指導す る 専門的 農業 指導 機関で ある 郡 協同 農場 経営 委員会を 創設した。 そして、 みずから 
その 機構を ととのえ、 それぞれの 部署と 活動が どのような 機能を 果たし、 どのような 仕事を する かにつ いて 具体的 
にしめした。 

粛川 郡にたい する 現地 指導の のち、 首相は これを 全国に ひろめ、 各 郡には 郡 協同 農場 経営 委員会を、 道には 道 農 
業 委員会を それぞれ 組織し、 農業 省を 農業 委員会に 改編す る 画期的な 措置を とった。 こうして 中央から 郡に いたる 
整然とした 農#^ 5 導体 系が 新たに つくりあげられた。 

金 日 成 首相は、 新しい 農業 指導 体系に おいて、 なによりも 農業にたい する 指導を 企業 的 方法に かえ、 農業 発展の 
さしせまった 要求を 適時に 解決して いった。 

以前、 個人 農の 時期には、 郡 人民委員 会が 農業を 行政 的 方法で 指導して いた。 

しかし、 農業が 平均 三百 戸を こす 農家と 五 百 余 町歩の 農耕 地を もつ 大規模な 社会主義 的 協同 農場に 集団 化され、 
工業と 同様に 現代的 技術を そなえた 一つの 技術 工程と なった ため、 行政 的 方法では これを 円滑に 指導す る ことが で 
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き なくなった。 

それは ただ、 技術的 指導を 基本と して 計画 作成、 生産 組織、 土地と 農 機械 および 灌漑 施設の 利用、 技術の 発展、 
資材の 保障、 労働力の 配置と 組織、 生産物の 分配、 財政 管理な ど、 協同 農場の あらゆる 経営 活動を 直接 掌握して 組 
織し 指導す る 方法、 すなわち 企業 的 方法に よっての み、 りっぱに 指導す る ことができる のであった。 

金 日 成 首相は、 農業 発展の こうした 切実な 要求を 適時に とりあげ、 農業にたい する 指導を 企業 的 方法に 切り かえ 
る 方針を とった ので ある。 

首相は、 農業の 企業 的 管理 運営の 単位と して、 郡が もっとも 合理的 だとみ なした。 

協同 農場では 規模が あまり 小さく、 管理 幹部と 技術 幹部の 数 も 十分とは いえず、 農業の 総合的 機械化を 実現す る 
経済の 土台 も 弱かった。 反対に、 道では その 規模が 大きす ぎた。 

しかし、 郡には 技術 幹部と 管理 幹部が 少なからず おり、 農 機械 作業 所、 農 機械 修理工場、 灌漑 管理 所な ど 農業に 
奉仕す る 国家 企業 所が おおむね そなわって いた。 また、 農耕 地 も 一万 町歩 前後であって、 すべての 技術 設備を 総合 
的に 利用す るう えで も 便利であった。 

金 日 成 首相は、 これらす ベての 具体的 実情を 科学的に 分析して 郡を 基本単位 とし、 農業を 企業 的 方法で 指導す る 
専門的 国家 機関で ある 郡 協同 農場 経営 委員会を 創設した のであった。 

金 日 成 首相が 創設した 新しい 農 S 導体 系は、 社会主義 農村 問題の 正しい 解決 方法を 明らかにした もっとも 革命 
的で、 独創的な 措置で も あった。 

金 日 成 首相は、 その後、 & ける 社会 il ftl s) 村 で 全面的に 明らかに したよう 
に、 社会主義 下に おける 農民 問題、 農業 問題を りっ ばに 解決す るた めには、 農村で 技術 革命、 文化 革命、 思想 革命 
を 徹底的に 遂行し なければ ならず、 農民にたい する 労働者階級の 指導と、 農業にたい する 工業の 援助と、 農村に た 
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いする 都市の 支援を 全面的に 強化し なければ ならず、 また、 農業にたい する 指導と 管理を 工業の 先進 的な 企業 管理 
の 高さにまで たえず ひきあげ、 全人 民 的 所有と 協同 的 所有の 連係を 強化し、 協同 的 所有を 全人 民 的 所有に たえず 近 
づけねば ならない と 考えた。 

金 日 成 首相は、 郡 協同 農場 経営 委員会を 創設す る ことによって、 社会主義 農村 問題の 解決に おける こうした 要求 
を もっ とも 円滑に 充足 させうる 方途を 切り ひらいた。 

事実、 以前の 郡 人民委員 会は、 農業にたい する 国家的 指導の 機能を もっては いたが、 物質、 技術的 手段を 直接 も 
ってい なかった ため、 協同 農場を 技術、 財政 的に 援助す る ことができなかった。 一方、 郡には 農業に 奉仕す る 国営 
企業 所は あった が、 それらを 統一的に 掌握す る 機関がなかった ために、 これらの 企業 所は 農業を 発展させる うえで 
効果的に 歩調を あわせる ことができなかった。 

金 日 成 首相は、 郡 協同 農場 経営 委員会を 創設し、 それが 農 機械 作業 所、 農機具 工場、 灌漑 管理 所、 家畜 防疫 所な 
ど、 郡 内の 農業 分野で 国家 所有に 属する すべての 企業 所と 技術 設備 および 技術力 量を 統一的に 掌握して、 協同 農場 
を 企業 的 方法で 指導す るよう にした。 

首相は こうした 措置を とる ことによって、 国家的 所有と 協同 的 所有の 有機的 結合を 実現し、 農業 協同 経営にたい 
する 国家の 技術、 財政 的 援助を 決定的に 強化す る ことので きる 道を ひらいた ので ある。 

この 措置は 農村に おいて 技術 革命を さらに 力強く おしすすめ、 協同 農場に みられた 散漫 性と 自然発生 性の 残滓を 
なくし、 それを いちだんと 組織的、 計画的に 発展させる ことを 可能に し、 協同 農場の 管理 運営 方式を 国営 経営の す 
ぐれた 管理 運営 方式に もとづいて あらためる ことができる ようにした。 そして 組織的、 技術的に だけでなく 政治、 
思想 的 および 文化的に 農民にたい する 労働者階級の 指導 的 役割を 強め、 労働者階級が 責任を もって 農民を 共産主義 
社会まで 導いて いく 道を 切り ひらいた。 
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これら すべては、 労働者階級の 指導 的 役割を 高め、 労農 同盟を さらに 強め、 全人 民 的 所有の 指導 的 役割を 高めな 
がら 協同 的 所有を 全人 民 的 所有へ たえず 導いて ゆく 強力な 方法と なった ので ある。 

金 H. 成 首相は つぎのように 指摘して いる。 

「新しい 農業 管理 体系は、 社会主義 的 協同 経営の 将来の 発展 展望に も 完全に 合致して います。 

…… 共産主義に 到達す るた めには、 国家の 経済が 一つの 全人 民 的 所有 形態に ならなければ ならず、 したがって 協 
同 的 所有の、 全人 民 的 所有への 転化が 必要な ことは いうまで もありません」 

農 菜にたい する 新しい 指導 体系は、 青山 里方 法、 とくに 上部が 下部を たすける 方法を、 すべての 経営 活動にたい 
する 企業 的 指導 方法に よって 具体化し、 さらに 発展 させた 指導 体系で あり、 複雑で 困難な 社会主義 農村 問題解決へ 
の 正しい 方法を 明らかにした、 もっとも 先進 的で 革命的な 指導 体系で ある。 

金 日 成 首相は、 大安の 事業 体系と 新しい 農業 指導 体系を 創設す る ことによって、 社会主義の もとで 生産力と 生産 
関係の 相互関係 および、 土台と 上部構造の 相互関係に ついての 理論を 豊富に し、 発展 させ、 マルクス •レ— ニ ン主 
義の 宝庫に いま 一つ 大きく 寄与した。 

社会主義 革命が 勝利した のち、 社会主義、 共産主義を りっぱに 建設で きる かどう かとい う 問題は、 たえず 発展す 
る 生産力に 生産 関係を どのように 完成 させ、 土台にたい する 上部構造の 作用を どのように 強める かとい うこと にか 
かってい る。 

金 日 成 首相は、 マルクス •レ 丨ー ーン 主義の 原理を 創造的に 適用し、 朝鮮に おける 社会主義 革命と 社会主義 建設の 
実践的 経験を 一般化し、 大安の 事業 体系と 新しい 農 s 導体 系を 創造す る ことによって、 社会主義 建設の 運命を 左 
右す る この 重大な 問題を 解決す るた めの 基本 原則と 具体的 方法を 科学的に 解明した。 

新しい 経済 管理 指導 体系を もつ にい たった 一九 六 二 年は、 年頭から 大きく わきたった。 大安の 事業 体系と 新しい 
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農業 指導 体系は、 全国で 偉大な 生命力を 発揮した" 

すべての 工場 や 企業 所では、 新しい 企業 管理 体系に よる 党 委員会の 集団 的 指導の もとに 青山 里方 法が 徹底的に つ 
らぬ かれ、 生産管理、 勤労者の 思想 意識な どす ベての 分野で 画期的な 変化が おこった" 

こうして 巨大な 生産 的 予備が 見出され、 設備 利用 率と 労働 生産 能率が 系統的に 上昇し、 幹部と 勤労者の あいだで 
集団 主義、 共産主義 的な 活動 作風と 生活 気風が さらに 発揚され た。 

農業と 農民の 生活に も 新しい 変化が おこった。 

郡 協同 農場 経営 委員会は、 郡 内の 物質的 手段と 技術力 量を 統一的に 把握して、 協同 経営にたい して 企業 的 指導を 
実施し、 全人 民 的 所有と 協同 的 所有の 有機的 結合を 実施し、 協同 的 所有にたい する 全人 民 的 所有の 指導 的 役割を 決 
定 的に 強化し、 協同 経営にたい する 国家的 援助を さらに 効果的に 実現した。 農村に おける 技術 革命が 強力に おしす 
すめら れ 、協同 経営が 組織的、 経済的に いっそう 強められ、 協同 農民の 技術 文化 水準と 思想 意識の 水準が 急速に 高 
まって、 労農 同盟は いち ♦たんと 強化され た。 

こうして、 農業 生産 も 工業 生産と 同じように、 社会主義 経済の 発展 法則に したがい、 確固と して 発展で きる 物 
質、 技術的 および 組織、 経済的 基礎が 築かれた。 

大安の 事業 体系と 農業にたい する 新しい 指導 体系は、 日を 追ってます ます その 威力を 発揮し、 共和国 北半 部に お 
ける 社会主義 建設を さらに 高い 段階に むかって 力強く おしすすめて いる。 それは また、 マルクス •レー ニン 主義の 
宝庫を ゆたかに した 功績と 権威に よって、 社会主義を 建設す る 世界の 革命家の 指針と なり、 生きた 教科書と なって 
いる。 

金 日 成 首相は、 工業と 農業にたい する 新しい 指導 管理 体系の 創設と ともに、 青山 里方 法に もとづく 党 活動の いっ 
そうの 改善 強化に も 大きな 注意を はらった。 
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首相は、 黄海 南 道 党 組織にたい する 党 中央委員会の 指導 活動を 組織し、 ここに あらわれた 党 活動の 全般的 情況を 
分析して、 党 活動を 決定的に 改善 強化す る 方法を 探求した。 

これに もとづいて、 首相は 一九 六 二 年 三月に 党 中央委員会 第 四 期 第三 回 総会を 招集し、 党 活動に おいて 青山 里 精 
神、 青山 里方 法を 徹底的に 具現す る 対策を たてた。 

総会で おこなわれた 首相の 結論 『党の 組織 活動と 思想 活動の 改善 強化に ついて』 は、 じつに、 党 建設に おいて 綱 
領的 专義を もつ 文献で ある。 

金 日 成 首相は このな かで、 なにより もまず 党 活動とは、 つまり 党の 隊列を しっかりと かためて その 戦闘的 機能を 
十分に 発揮させる 活動で あり、 その 基本的な 環は、 党員が 党の 組織 生活を りっぱに おこなうよう 指導す る ことに あ 
ると 指摘した。 そして 党員が 党の あたえる 任務を 遂行す る 活動、 すなわち 党員の 政治 生活で あり 革命 活動で ある 党 
の 組織 生活を 強化す るか 否かに よって、 党が 強力な 不敗の 党と なる かどう か、 党が 自己の 闘争 目的を 実現す るか ど 
うかが 左右され ると 強調した。 

首相は、 党員の 党 組織 生活を 強化す るた めには、 党 活動の 基本的 指針で ある 党規 約が 要求す る 方向で 党員の 党 組 
織 生活を おこなうよう に 指導し、 すべての 党員が 属する 細胞と 一部 党員の 属する 委員会を りっぱに 活動させる こと 
が 重要で あると、 つぎのように 指摘した。 

「細胞 や 委員会では、 党員が つねに 党の 任務を うけもって それを 実践す るよう にし、 ふたたび 新しい 課題を あた 
えて、 その実 行を 指導し 援助す る 組織 活動を しなければ なりません。 

党員が このように、 党 組織から 党の 任務を うけもち、 その実 行 情況を 報告し、 さらに 新しい 課題を うけて それを 
遂行す る ことが、 つまり 組織 生活であります」 

金 日 成 首相は ついで、 党 活動を 中断す る ことなく ひきつづき おこなわなければ ならず、 そうして こそ 党員を たえ 
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ず 動員す る ことができる とのべ、 兄 *) の^ m 織 生活に り も 各^^?^ け もって 

^ I ffil 摘 為 。 

金 日 成 首相は、 党 活動、 党 組織 生活にたい する 評価基準に ついて、 つぎのように のべて いる。 

が ■りっ ば 3 Tr ^l 4 ^ て V/ &  31 結！ IT  c 齒 S  との"^  う d  窠キれ 
帶 墨と f I が 十分に 活動 ■:::>、 卣 *| :^ け も ^] 党の 課題を りっ. はに ■して VI る糾备 がと ぃう 占 Tn^J ります」 

首相は また、 党 活動を 強化す るに あたって、 党を ととのえて、 党を 活動させる 仕事を 主として おこなう 党の 組織 
部と 宣伝 煽動 部の 活動を 強化す る ことが きわめて 重要で あると 指摘した。 これと ともに、 すべての 部署が 党の 活動 
を 最 優先 させ、 幹部 問題を 第一の 活動と して おしすすめ、 党 組織と 党員を 活動させる ため あらゆる 努力を かたむけ 
なければ ならない と 強調した。 

ついで 首相は、 党は 祖国を 統一し、 社会主義を 建設 するとい う 二つの 革命 課題を 遂行して いる ことを 想起 させな 
がら、 経済活動にたい する 指導の 強化を 重要な 課題と して 提起した。 

首相は つぎのように のべて いる。 

「それでは、 党は 経済活動を どのように おこなうべき でしょう か。 

党は 経済活動を 請負う のでは なく、 指導し なければ なりません。 党は、 経済 関係の 党 組織と 党員を 動かさねば な 
らず 、かれらを 指導して 経済活動を 党の 要求す る 方向で 保障し なければ なりません。 わたしが いつもい うこと です 
が、 党 活動家たち は、 経済 課題の 遂行で 舵と りの 役割を しなければ なりません。 党 活動家は 経済活動 家が 党の 路線 
にしたがって 正しい 方向に すすむよう、 うしろから 舵を とらなければ なりません . 。 

重要な のは、 党 活動家が 先頭に たつに しても、 うしろに つくに しても、 舵を とる ことにあります。 党 活動家は つ 
ねに 党の 政策を 把握して 党員と 党 組織を 動かし、 正しい 方向に 人び とを 導いて いかなければ なりません」 
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金 日 成 首相は、 党 委員会が 行政 経済 事業にたい する 「舵と り」 の 役割を 正しく おこなう 方法に ついて 明確に しめ 
した。 

首相は まず、 党 活動家の 行政 経済 事業にたい する 指導が、 行政 的 命令で なく 党 的な 方法、 すなわち 党 組織と 党員 
を 動員し、 政治的、 かつ 組織的に 活動を おこなう 方法に ょらねば ならない と 指摘した。 

そして 党 活動が 指導に おいて 主観主義に おちいる ことなく、 現実を あるがままに 客観的に 見なければ ならず、 そ 
のためには 下部に おりて いって 実情を 具体的に 把握せ ねばならない とのべた。 

文献の つぎの 部分で 金 日 成 首相は、 農村に おける 階級闘争に ついて とくに 強調しながら、 転覆され た 地主の 策動 
にたいして するどい 監視の 目を そそぎ、 階級闘争を 日常 的な 政治 闘争、 全 大衆 的な 闘争と してく りひ ろげ なければ 
ならない と 教えた。 

金 日 成 首相は また この 文献で、 党員を 反 修正主義 思想で しっかり 武装させる 重要な 問題を 提起した。 

首相は、 マルクス •レ ーニン 主義の 教育を 強化す る 一方、 党員の あいだで 修正主義 者の 反 マルクス主義 的 観点と 
見解を 徹底的に 暴露し、 党員が ことの 是非を はっきり 区別で きる ょうにし なければ ならない とのべた。 そして、 党 
員が 主体を さらに 確立し、 自力 更生の 革命 精神で 武装す る ことが、 反 修正主義 闘争に おいてき わめて 重要で あると 
強調した。 

首相は また、 修正主義に 反対す る 闘争と あわせて、 欧米 かぶれの 風潮に 反対す る 闘争を おこなって こそ、 修正 主 
義の 浸透を 徹底的に ふせぐ ことができ ると 指摘した。 

じつに、 首相の 労作 『_の 鉬 綈活® と 思想 活 S3 の 改善 強化に ついて』 は、 党の 組織、 思想 活動と 経済活動な ど、 
党 活動の あらゆる 分野で 解決せ ねばならぬ 党 建設の 諸問題に ついて 明確な 回答を あたえた 古典的 労作で あり、 党 建 
設 理論を 独創的に 発展 させた 偉大な 文献で ある。 


171 


第二 章 党と 社会主義 国家の 機能と 役割を 高める ために 


金 日 成 首相の 教えに したがい、 各 級 党 委員会と 党 組織は、 青山 里 精神、 青山 里方 法に もとづいて 指導 体系を 新し 
い 環境に あわせて 確立し、 党 活動を 全面的に 改善す る 闘争を 強力に おしすすめた。 

こぅして 党 活動は 全面的に 改善され、 党の 指導 的 役割が さらに 高まり、 経済にたい する 党の 指導が 強化され、 大 
安の 体系と 新しい 農 _ 導 体系の 偉力は、 さらに 力強く 発揮され たので ある。 
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1 勝利者の 大会、 輝かしい 設計図 

一九 六 一年 三月 二十日に ひらかれた 朝鮮 労働党 中央委員会 総会は、 この 年の 九月 十一 日に、 歴史的な 第 四 回党大 
会を 招集す るとの 決定を 発表した。 

この 朗報に 接した 勤労者たち は、 一九 六 一 i の 経済 計画を 党大会 前に 完遂し、 計画ょりも 百万 トン 多く 穀物を 
生産す るた めに 力強く たちあがった。 党 中央委員会は、 金 日 成 首相の 提案に ょって 人民を はげまし、 愛国の 熱意を 
大きく 高める ためにす ベての 党員と 勤労者に 赤い 手紙を おくった。 

金 日 成 首相は、 きわめて 多忙な 毎日を すごして いた。 党大会で 報告す る 党 中央委員会 活動 総括 報告を はじめ、 諸 
文書の 作成、 また 党大会 準備と 関連して 提起され る 多くの 国内 問題と 対外 問題の 解決な ど、 じつに 多忙を きわめて 
いた。 

しかし、 多忙で あれば ある ほど、 首相は 綿密な 計画に したがって 複雑な 仕事を くまなく 処理し、 多くの 時間を つ 
くって は 青山 里 精神、 青山 里方 法の 貫徹 過程を 現地で みずから 指導した。 そぅかと 思ぅ と 定期的な 党 中央委員会 総 
会を はじめ、 第三 回 党大会 以後の 活動を ふりかえり、 数多くの 各部 門 別 会議を 指導して 新たな 決意を かためさせ 
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たりした。 

こうして 五月の まる 一か月と いう ものは、 咸鏡北 道 地区にたい する 現地 指導に ついやされた。 

首相は 人民の なかには いって 増産 闘争を はげまし、 党大会に 提出す る 七 か 年 計画の 輝かしい 設計図を つくり、 人 
民と ひざを まじえながら、 その 科学的な 5^ をい くど もたし かめた。 

金 日 成 首相の 肉親の ような あたたかい 指導に はげまされた 勤労者の 意気 ごみは、 きわめて 高かった。 みんなが た 
すけ あい、 知恵と 力を あわせ、 高い 目標に むかって 兵士の ように 突進した。 

「党大会の まえに 超過 完遂し よう！」 という 合い言葉が、 すべての 工場と 田畑から わきおこった。 歩く ことが も 
どかしくて ひた 走り、 二 〇〇パ ー セントの 成果を あげても だれ 一人 これを 自慢す る ものは いなかった。 

革新には 革新で こたえる という、 叙事詩 的な たたかいが 国中で くりひろげられた。 

英雄的な 労働者階級と、 かれらを 支援す る 軍隊と 人民は、 咸鏡南 道に 世界 第一 級の 大ビナ ロン エ場を 建設し、 新 
皆 账と 清津に は 巨大な 化学繊維 工場を 建てた。 検徳の 鉱夫たち が 年間計画を 四 か 月 も 短縮して 終えた のを 皮切り 
に、 全国 各地から 大会 前に 年間計画を 完遂した という 知らせが 党 中央へ つぎつぎと つたえられた。 また 一方では、 
いろいろな 大型 工作機械 や 溶鉱炉が つくられ、 スマ ートな 電気機関車が 花吹雪を あびて スタ ート し、 電子計算機が 
せわしげに 動きだした ◊すべての ものが みずからの 技術、 みずからの 資材、 みずからの 労力で つくりだされた 創造 
物で あり、 偉大な 朝鮮 労働党の 大会に ささげる 労働者階級と 科学者、 技術者たち の 忠誠の 贈り物であった。 

穀物 百万 トンを 増産す るた め 奮闘した 協同 農村の 農民たち は、 黄金の 稀 穂波う つ大 .豊作の 田野を 党大会への 贈り 
物と した。 

千里 馬 運動の 意気 ごみは いたるところに みち あふれ、 共産主義 思想と 共産主義 道徳の 赤い 花は 国中に 咲き こぼれ 
た。 
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いたるところで 革新が おこり、 田 も 畑 も 果樹園 もた わ わにみ のって、 千里の 遠方にまで その かぐ わしい 香りを 放 
ち、 五穀が 波う つ 秋た けな わの 九月 十一 日！ ついに 歴史的な 朝鮮 労働党 第 四 回 大会が 雄壮 華麗な ピョンヤン 大劇 
場で ひらかれた のであった。 

第三 回 党大会から 五 年、 ながく はない 歳月だった が、 まさに 歴史的な 時代の 偉業に ふさわしい 雄大な 建設と 革命 
をな しとげて ひらかれる 栄光の 大会、 勝利者の 大会であった。 

金 日 成 首相の 古くからの 戦友で ある 抗日 闘士たち と、 解放 後、 首相の もとで 育った 革命 戦士たち、 強 じんで しか 
も 洗練され た 党の 活動家と 労働 革新 者たち、 革命を 自己の 生命と みなして 活躍す る 勤労 ィンテリと 千里 馬の 騎手た 
ちが 大会に 参加した。 

大会 参加者の なかには、 死線を こえて はせ 参 じた 南 朝鮮 革命 組織の 代表 や、 反動 分子の 迫害を しりぞけて 東海を 
わたって きた 在日 朝鮮人 祝賀 団の 代表 もいた。 

大会には また、 社会主義 諸国を はじめ、 多くの 国境を こえて きた 諸 大陸の 三十 余 か 国の 共産党、 労働者 党の 代表 
たちが 参加した。 

共和国 北半 部の すべての 勤労者は もちろんの こと、 たたかう 南半 部の 兄弟 や、 遠く 異国の 空の 下で 祖国を 慕う 海 
外 同胞が、 ピョンヤンに 耳目を 集中した。 

世界の 戦友と 善良な 人民 も、 ビョン ヤンの 声に 耳を かたむけた。 アメリカ 帝国主義 者と その 手先 ども も、 かれら 
なりに ピョンヤン 放送に 耳を かすまさずに はいられなかった。 

午前 八 時 三十 分、 朝鮮人 民の 偉大な 指導者で あり、 世界 革命運動の すぐれた 指導者の ひとりで ある 金 日 成 首相が 
党の 指導 幹部たち と 兄弟 党の 来賓たち とともに、 明るい 笑みを 満面に たたえて 主席 壇に 姿を あらわした。 

参加者は 全員 起立して 嵐の ょうな 拍手を おくり、 「朝鮮 労働党 万歳！」 を 声を かぎりに 叫んで、 敬愛す る 指導者 
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金 日 成 首相を むかえた。 

それは 苦難の 建設と 革命に 勝利した 人び とのみ が、 その 勝利を 導いた 偉大な 指導者に かぎりない 忠誠と 感謝と ょ 
ろ こびを ささげる 熱狂 的な 歓迎であった。 

第三 回 党大会から この 大会までの 期間、 金 日 成 首相は、 どれほどの けわしい 道のりと どれほどの 献身的な 闘争を 
へ、 どれほどの 雄大な 偉業を つみかさねて きた ことだろう！ 

内外の 敵の 挑戦を うちくだきながら 創造した 千里 馬の 大 進軍、 前人未到の 茨の 道を かきわけて 全面的に 完成した 
社会主義 的 生産 関係、 搾取と 貧困の ない 社会制度の 確立、 悪戦苦闘の なかで 築き あげた 自立 的 民族 経済の 基礎 —— 、 
首相は これらす ベての 歴史的 勝利を 組織し 指導して、 朝鮮人 民を 不屈の 闘士に、 英雄に 育てて きたので ある。 
首相は いくど も 手を ふり、 会場に 熱い 挨搂を おくった。 

大会の 初日、 首相は ふたたび 熱烈な 歓呼を うけながら、 朝鮮 労働党 中央委員会 活動 総括に かんする 報告を おこな 

った。 

首相の 報告は、 総括 期間、 党 建設と 革命 発展の なかで 築き あげた 独創的な 理論と、 新たな 大 飛躍を めざす 輝かし 
い 展望と、 その 明確な 里程標と を 明らかにした 綱領 的 文献であった。 

報告は、 「輝かしい 総括」、 「偉大な 展望」、 「祖国の 平和的 統一の ために」、 「党」、 「国際関係」 の 五つの 部分から 
なって いた。 

「輝かしい 総括」 で 首相は、 第三 回 党大会が 提起した 社会主義 的 改造の 完成と 社会主義 建設での 歴史的 勝利、 そし 
て その 勝利を たたかい とる ことので きた 要因を 科学的に 総括した。 

第三 回 党大会から 第 四 回 党大会に いたる までの 期間に 社会主義の 基礎 i が 輝かしく 遂行され、 その 過程で 社会 
主義 制度を 強化 L 、 社会主義 建設を 促進す るう えで 本質的 意義を もつ 重要な 路線 や 政策が 確立され、 科学的に 定式 
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化された。 

報告の なかで 明らかにされた ょうに、 技術的 改造に 先だって 生産 関 
係を 社会主義 的に 改造す る 方針、 重工業を 優先的に 発展 させながら 軽 
工業と 農業を 同時に 発展させる という 社会主義 経済 建設の 基本 路線、 
自立 的 民族 経済 建設 路線、 社会主義 建設での 党の 総 路線と なった 千里 
馬 運動な どは、 朝鮮では じめ て 創造され、 理論、 実践的に 輝かしい 勝 
利を おさめた 独創的な 社会主義 建設 理論であった。 

第三 回 党大会 以後、 党が おさめた すべての 成果と 貴い 経験は、 やが 
て 社会主義 建設の 新たな 高地を 占領す るた たかいの 確固と した もとで 
となつ た。 

報告の 「偉大な 展望」 の 部分で 明らかにされた 七 か 年 計画は、 社会 
主義 革命と 建設を おしすすめる うえで、 まさに 画期的な 意義を もつ も 
のであった。 

金 日 成 首相は、 七 か 年 計画の 基本 課題に ついて、 つぎのょうに のべ 
ている。 

「七 か 年 計画の 基本 課題は、 勝利した 社会主義 制度に 依拠して 全面 
的 技術 改 建と 文化 革命を おしすすめ、 人民 生活を 画期的に 向上させる 
ところに あります。 われわれは、 社会主義 的 工業化を 実現して 人民 経 
済の すべての 部門を 現代的 技術で 装備し、 すべての 人民の 物質的、 文 
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化 的 生活水準を 決定的に 高め、 社会主義の 高峰を 占領し なくて はなり ません」 

首相は、 五 か 年 計画を 社会主義の 基礎 建設を 完成す る 計画と して 規定した とすれば、 七 か 年 計画は、 さらに 輝か 
しい 社会主義の 高峰に のぼる 雄大な 計画と して 提示した。 首相が しめした 七 か 年 計画は、 思想 革命と ともに 全面的 
な 技術 革命と 文化 革命を もっ とも 中心的な 課題と してう ち だした。 

.首相は、 この 雄大な 七 か 年 計画の 歴史的 課題を 成功裏に 解決す るた めには、 重工業を 優先的に 発展 させながら 軽 
工業と 農業を 同時に 発展 させ、 科学と 文化を 全面的に 発展させる という 党の 路線を 堅持し なくて はならない とのべ 
た。 

まさに この 路線を 徹底的に つらぬいて こそ、 七 か 年 計画 期間に 社会主義 的 工業化と 技術 革命、 文化 革命を 実現 
し、 人民 経済の すべての 部門を 急速に 発展 させて 自立 的 民族 経済を しっかりと かため、 人民 生活を 画期的に 向上 さ 
せる ことができる のであった。 

首相は、 七 か 年 計画の 基本 課題に つづいて 部門 別 課題を 明らかにした。 

七 か 年 計画の 目標は、 じつにぼう 犬な ものであった。 計画 期間に 工業 生産高は 三 •二倍、 農業 生産高は 二 •四 倍 
に ふえ、 七 か 年 計画の 最終 年度には わずか 一年間で 五 か 年 計画の 全 期間の 生産高ょりも はるかに 多い 工業製品を 生 
産す る ことになるの である。 

こうな れば 、共和国 北半 部は、 世界で もっ とも 発展した 国と 堂々 と 肩を ならべられる ので ある。 

七 か 年 計画 期間に、 農村では 八 万 台 以上の トラクタ ー と 無数の 機械が 手 労働に かわる であろうし、 穀物 生産高 も 
ひきつづき 増大す る ことになる。 

それば かり か、 文化 革命 も 急速に おしすすめられ、 科学は 世界的 水準に 到達す るであろう し、 九 年 制 技術 義務 教 
育が 完全に 実施され て、 技術者は 八十 万人に 近い 大 部隊と なる。 
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金 日 成 首相は、 人民 生活を 向上させる 見と おしにつ いても 明らかにした。 計画 期間に 国民所得は 二 •七 倍に 成長 
し、 戦前の 九 倍を こす ことが 見 こされた。 

税金は 完全に 廃止され、 古い 社会の 遺物で ある 租黯 度が 永遠に なくなり、 無料 教育、 無償 治療な ど、 国家 予算 
の 支出に よる 人民への 配慮は ますます 増大す る。 そして 共和国 北半 部は、 現代的な 工業と 発展した 農業を もつ 強力 
な 社会主義 工業国に なり、 人民は 雄壮 華麗で 文化的な 都市と 農村で、 楽しい 生活を おくれる ようになる。 

いかに 雄大で 輝かしい 展望であろう か！ ほかならぬ 朝鮮人 民が、 わずか 十六 年 まえまでは 暗黒の なかで 生きて 
きた 朝鮮人 民が、 このような 展望を 遠からず 現実の もの としてもつ ことになるの である。 頑固な 封建制度の もとに 
千年 もの あいだ、 しいたげられ 身 もだえて きた 国、 王宮 一つ 建てる にも 全人 民が 膏血を しぼられた 国、 日本 帝国 主 
義の 鉄鎖に しばられ、 山河と 言語まで 奪われて いた 国の 人民が、 このような 楽園を 目前の 現実と して 約束され たの 
だった。 

停戦 直後は どうであった ろう。 目につく ものは 廃墟、 ただ 廃墟 だけであった。 のこって いるものと いえば、 燃え 
たぎる 憎悪の 念と 闘志 だけであった ❶ 

あれから 八 年 一 "いや、 廃墟との たたかいの 復興 期が あった の だから、 実際に 建設に あてられた 年数と いえ 
ば、 じつに 五本の 指を 折る わずかな 期間で しかなかった。 してみ ると 朝鮮人 民と 朝鮮 革命は、 歩いて きたので はな 
しに 一日を 十 年 百年に かえて、 疾風怒濤の ごとく ひた 走りに 走って きた わけで ある。 

いかにな がい 歳月が 流れよう とも、 金 日 成 首相の 大いな る 愛と、 その 愛に はげまされた 人民の 献身的な たたかい 
のなかで 創造され たこの 時代の 偉勲は、 永遠に 光を 放つ であろうし、 子々 孫々 にいた るまで、 かれらに 自分たち の 
うけついだ その 栄光と 重い 使命に ついて おのず と 自覚を うながす ことであろう。 

輝かしい 七 か 年 計画の 展望は まさにこう した 偉大な 指導者と 人民に よっての み 創造し うる 明日の 現実であった。 . 
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金 日 成 首相は 報告の なかで、 あらゆる 難関と 試練を 勇敢に のりこえて 七 か 年 計画を 成功裏に 完逐 する ことを 全 党 
と 全人 民に よびかけながら、 そのための 基本 方途を 明らかにしめ した。 

首相は その 基本 方途と して、 すべての 指導 幹部が 政治的、 実務 的 水準を 決定的に 高めて 青山 里方 法を 徹底的に つ 
らぬ き、 人民 経済の あらゆる 部門で 全 大衆 的 運動に よってた えまな く 技術革新を おこない、 文化 革命を おしす す 
め、 すべての 勤労者にたい する 共産主義 教育を 強化して、 社会主義 建設の 総 路線で ある 千里 馬 運動を さらに 発展 さ 
せなくて はならない と 強調した。 

七 か 年 計画の 遂行は、 北半 部に うちたてられた 社会主義 制度を いっそう りっぱに する ばかりでなく、 祖国 統一の 
大業を なしとげる ための 確固と した 保障な ので ある。 これが まさに、 金 日 成 首相が うちたてた 七 か 年 計画の 終局 的 
な 目的であった。 

一九 六〇年 九月の ある 日、 首相が 軍事境界線 近くの 一 協同 農場を たずねた ときの ことで ある。 

首相は 境界線の すぐ 近くで しばらく 南の 方を 見つめて いた。 首相のう しろでは 五穀 百果 のみの る ゆたかな 田野が 
秋風に 黄金の 波を うっていた。 だが、 境界線の 南側は 息づ まるよう な 寂莫 のなかに 雑草 ♦たけが 生い茂って いた。 踏 
みに じられ た 同胞の 血と 涙の なかでの び 放題に のびた 雑草の 茂みは あまりに も 索漠で、 あまりに も 荒涼と してい 
た。 

それを 見つめる 首相の 表情は、 憤怒と 苦痛で くもりがちだった。 

この 日、 首相は、 農場の 経営 状況 や、 農場 員の 暮らしむ きな どを つぶさに 見て まわった。 

どこを 見ても 豊作で あり、 どの 家 も 中農 程度の 暮らしに なって いた。 

しかし、 首相は 満足し なかった ◊より ゆたかな 生活を という こと も あるが、 それよりも 祖国の 統一を 早める ため 
には、 これで 十分 だと 満足すべき 根拠がない と 考えた からで ある。 
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1 勝利者の 大会、 輝かしい 設計図 


首相は 農場 員に こう 語った • 

「南北の 差を 天と地 ほどに してし まわなければ なりません。 七 か 年 計画の 目的が それな のです。 それは 結局、 祖 
国の 統一を 早める 道な のです」 

じつに 七 か 年 計画とは、 このように 首相が ながいあいだ 練って きた 社会主義の 高峰を 征服し、 民族の 宿願で ある 
祖国 統一を 一日 も 早くな しとげる ための 輝かしい 設計図な のであった。 

報告の つぎの 部分 「祖国の 平和的 統一の ために」 では、 南 朝鮮で ますます 強化され ている ファッショ 化と その 重 
大な 結果を 分析し、 南 朝鮮の 革命を 遂行す るた めの 戦略 戦術 的 方途を 天才 的に 明らかにした。 

首相は、 「南 朝鮮人 民が 反帝 反 封建 闘争を 成功裏に おしすすめ、 この 闘争で 勝利す るた めには、 マルクス •レ ー 
ニ ン 主義を 指針と し、 労働者、 農民を はじめと する 広 はんな 人民 大衆の 利益を 代表す る 革命的な 党を もたなくて は 
なりません」 と 強調し、 このような 政党な しには 人民 大衆に 明確な 闡争 綱領を あたえる こと もで きず、 革命 大衆を 
かたく 結束す る こと もで きず、 大衆 闘争を 組織的に 展開す る こと もで きないと 教えた。 

つづいて 首相は、 南 朝鮮人 民の 闘争 課題を 具体的にし めした。 

首相は、 南 朝鮮人 民は 闘争の ホコ 先を、 アメリカ 帝国主義 侵略軍を 追いだ し、 アメリカ 帝国主義の 植民地 支配を 
完全に くつがえす ことにむ け、 人民の 抗争に よって 侵略者を ふるえあがらせ、 南 朝鮮の どこに も 足を 踏み いれる と 
ころが かいように しなければ ならない とのべた。 

と 同時に、 南 朝鮮人 民は ファッショ 独裁を たたきつぶし、 民主主義 的 自由と 権利を たたかい とり、 土地改革を は 
じめ とする 諸般の 民主 改革の 実現を めざして たたかわねば ならない と 強調した。 

首相は また、 自主的 原則に もとづいて 祖国の 平和的 統一を 達成す るた めの 党の 一貫した 立場を かさねて 明らかに 
し、‘ 祖国 統一の 民族的 宿望を 実現す るた めには 南北 朝鮮人 民が 団結し、 南 朝鮮に おける すべての 愛国 的、 民主的 勢 
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力を もうらす る 反米 救国 統一戦線を 形成す る 課題を しめした。 

首相は 報告の 「党」 の 部分で、 過去な がい あいだ 巣 喰って いた 分派が 一掃され、 党の 統一と 団結が 強化され、 活動 
作風と 方法が いちじるしく 改善され た 諸 成果を 総括し、 今後の 党の 隊列を 組織 思想 的に いっそう かため、 党の 指導 
力を 強化す るた めの 課題を 提示した。 

ここで 強調され た 重要な 問題の 一つは、 すべての 活動に おいて 党の 革命的 大衆 路線を 正しく 実践し、 革命的 活動 
方法と 作風を ひきつづき 改善す る ことにつ いてであった。 

首相は、 「大衆を 教育 改造し、 団結させる ことは 現段階に おいて わが 党が 解決すべき 中心 問題」 であると して、 
これを おしすすめる ためには、 これまで おさめた 成果と 経験に したがって、 大衆の なかで 共産主義 教育を 革命 伝統 
の 教育と 密接に むすびつけて、 いっそう 力強く くりひろげなくて はならない と 教えた。 

首相は また、 「党の 統一の ための たたかいは、 党の 全 組織と 全 党員の 神聖な 最高の 任務」 であると いいながら、 
全 党員は 党の 政策で 自分自身を 完全に 武装して、 修正主義、 教条主義、 地方 主義、 家族 主義と、 あらゆる 日和見 主 
義に 断固 反対して たえまなくた たかい、 党の 隊列の 統一を 徹底的に 守らなければ ならない と 強調した。 

報告の つぎの 部分の 「国際関係」 で、 金 日 成 首相は、 帝国 主 儀 侵略 勢力にたい する 非 妥協 的 立場、 プ n レ タリア 
国際主義の 原則、 平等と 互恵の 原則な どに もとづく 対外政策を 明らかにした。 

金 日 成 首相の 報告は、 全 党員と 勤労者を 首相の 革命 思想と、 その 具体的な あらわれ である 党の 路線と 政策で しっ 
かりと 武装 させ、 かれらに 確固たる 勝利の 信念と 革命にたい する 高い 自負心を いだかせた。 

報告は じつに、 理論、 実践的に 大きな 专義を も. つもので あった。 報告は、 金 日 成 首相の 創造的 方針と 賢明な 指導の 
もとに 北半 部で なしとげられた 社会主義 革命と 社会主義 建設の 諸 成果を 理論的に 深く 分析し、 体系化して おり、 社 
会 i のょり 高い 峰を 征服す るた めの 輝かしい 展望と その実 現 方途を 科学的に 明示した 歴史的な 文献であった。 
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1 勝利者の 大会、 輝かしい 設計図 


ここでし めされ、 解明され た 深奥な 独創的 理論は、 マルクス •レー ニン 主義を 創造的に 発展 させ、 豊富に した も 
のであった。 

金 日 成 首相の 報告は、 大会 参加者なら びに 全人 民の 大きな 感動を よびおこした。 

大会の 討論者は、 みな 一様に、 勝利に かざられた 共和国 北半 部の 輝かしい 現実に ついて かぎりない 自負心を もっ 
て 語り、 すぐれた 英知と 展開 力を もって 人民を 導いて いる 金 日 成 首相を 熱烈に たたえ、 忠誠を 誓った。 

大会に 参加した 外国の 友人たち もまた、 深い 感動につつ まれた。 かれらは 北半 部の 現実から、 社会主義 制度の す 
ばらしい 威力と、 その 世界的 音義 をはっ きりよ みとる ことができた とのべ、 朝鮮 労働党の 政策が. 終始一貫、 創造的 
で 科学的で ある ことを 一致して 強調した。 

かれらは、 科学的に うらづけされ た 金 日 成 首相の 報告 ばかりでなく、 討論の 新鮮さに ついても 感激を おさえ きれ 
なかった。 感動の あまり、 たちあがって 手ぶ り 身ぶ りを まじえながら 歓声を あげる 人 も 少なくなかった。 

朝鮮の 荘厳な 現実を 目に した ある 代表は、 朝鮮は 「まるで 魔法使いの 国」 だと いった。 

かれらの ほとんどが、 「今度 わたしは 千里 馬 思想を 学んで 帰る つもり だ」 とのべた。 

大会の 壇上から、 党の 配慮の もとで 学ぶ しあわせを うたい、 大会を 祝う 花の ような 天真 爛慢な 少年少女たち、 領 
袖と 党にたい する 熱烈な 忠誠と 幸福な 生活を 誇る ピョンヤン 市民の 大 示威 行進、 三 万人から なる 大 集団 体操 『労働 
党 時代』、 —— どこへ いっても 活気に あふれる 創造と 革新の 気概、 見る ものき くものすべ てが、 かれらの 感嘆の 的 
であった。 

第 四 回 党大会 —— それは 共産主義者が 革命と 建設を どのように おこない、 その 活動を どう 総括し、 大会を どのよ 
うに 運営し なければ ならない かとい うこと をし めした 一つの 手本であった。 

第 四 回 党大会は、 わが国の 革命 発展の 全般的な 過程に おいて 非常に 重要な 位 匱を 占めて いる。 


183 


第三 章 社会主義の 高峰め ざ して 


大会は、 社会主義の 基礎 建設の 成果を 総括し、 将来 社会主義の 高峰を 征服す るた めの 雄大な 里程標を しめす こと 
によって、 人民 大衆を して 自分たち の 輝かしい 未来を はっきりと 見と おせる ようにし、 祖国 統一の ための 南北 朝鮮 
人民の 闘争を 大きく はげました。 

大会は、 党 自体の 強化 発展に も 大きな 意義を もっていた。 いままで 党 建設で おさめた 成果を かため、 さらに それ 
を 発展させる 課題を 全面的に しめす ことによって、 社会主義 建設の 雄大な 課題に そくして 党の 戦闘力と 指導力を 高 
めた。  ， 

第 四 回 党大会は 国際的に も 大きな 音 I が あった。 

大会は、 朝鮮に おける 社会主義 革命と 建設で 達成した 成果と、 より 輝かしい 未来の ための 設計図を さししめす こ 
とに よって、 世界の 革命的 人民を 大きく はげまし、 アメリカ 帝国主義を はじめと する 国際 反動 勢力と 現代 修正主義 
者たち には 甚大な 打撃を あたえた。 

勝利者の 大会 I 第 四 回 党大会は、 社会主義の 高峰を 征服す るた めの 新たな 荘厳な たたかい へと、 党員と 人民 大 
衆を 力強く よびおこした。 

すべての 人び とは 朝鮮 労働党 第 四 回 大会の 決定を 心から 支持し、 社会主義 革命と 社会主義 建設の 新たな 段階に む 
かって つきすすんだ。 社会主義の 高い 峰を 征服す るた たかいの なかでは、 新たに 解決すべき 理論、 実践的 諸問題が 
多く 提起され た。 

金 日 成 首相は、 社会主義 建設で 提起され る 複雑 かつ 困難な 問題を 解明す る ことによって、 社会主義 建設を もっと 
も 早い 近道へ と 導いた。 そして、 その 過程で 首相は、 社会主義の 完全な 勝利と 終局 的 勝利に かんする マルクス •レ 
丨ニン 主*^® 論を いちだんと 豊富に し、 完成 させた。 

金 日 成 首相は、 社会主義の 完全な 勝利は どのような 時期に なしとげられ、 また そのためには どういう 課題を 遂行 
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しなければ ならない かとい ラ ことにつ いて" 科学的な 解明を あたえた" 

社会主義の 完全な 勝利とは、 一国 内で、 資本主義に たいする 社会主義の 完全な 勝利を さしてい う。 

金 日 成 首相は、 このような 社会主義の 完全な 勝利は、 社会主義 制度が 樹立され てから も、 くつがえされた 搾取 階 
級の 残存 分子の しゅん 動が なくなり、 古い 資本主義 思想の 腐蝕 作用が なくなり、 あらゆる 階級 的 差異、 すなわち 労 
働 者 階級と 農民の 差異が なくなって 階級の ない 社会と なり、 人民の 生活水準を 過去の 中 産 階層 以上に 高めえ る ほど 
生産力が 発展した とき、 はじめて 達成され ると いう ことを 明らかにした。 そして、 このと きにいた っては じめ て、 過 
渡 期 も 終わる ものであると 教えた。 

金 日 成 首相は、 このように 社会主義の 完全な 勝利の 目 じる しを 明確に しめした ばかりでなく、 その実 現の ための 
具体的な 課題と 方途に ついても、 科学的に 完璧な 解答を あたえた。 

首相は、 社会主義の 完全な 勝利の ためには、 「階級の 敵にたい する 独裁を 強化し、 思想 革命を 徹底的に おこなっ 
て 全社 会を 革命 化、 労働者階級 化しなければ ならない」 と 教えた。 

社会主義の 完全な 勝利の ためには、 なによりも 社会主義 国家の プロレタリア 独裁の 機能を 強化し、 むかしの 地位 
を 奪回す る 夢を すてない くつがえされた 搾取 階級の 残存 分子と、 こうした 敵対 分子と 結託して 社会主義 制度を 攻撃 
しようと する 帝国主義 者の 反革命 的な たくらみを 一掃し なければ ならない。 そして 思想 革命を 力強く くりひろげ、 
勤労者の 意識の なかに のこって いる 古い 資本主義 思想の 残滓を 根 こそぎ にし、 かれらを 共産主義 思想で 武装 させ、 
外部から 浸透して くる ブルジ ョア 思想の 毒素を 徹底的に うちくだかねば ならない。 

こうして こそ、 資本主義が 復帰す る 可能性を 完全に 断ち切る ことができ るので ある。 

金 日 成 首相は、 社会主義の 完全な 勝利の ためには、 「農村 問題を 終局 的に 解決し、 協同 的 所有を 全人 民 的 所有の 
水準」 にまで ひきあげなければ ならない と 教えた。 
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農村の たちおくれを 克服し、 協同 的 所有を 全人 民 的 所有の 水準に ひきあげて こそ、 くつがえされた 搾取 階級の 残 
存分 子と 外部から 侵入す る 反動的 ブルジ ョァ 思想 毒素の 足が かりを なくす ことができ、 工業 生産力 だけでなく、 農 
業 生産力 も 社会主義 制度に そくして 急速に 発展させる ことができ るし、 農民 も 労働者 嘴 級の ように 全社 会の ために 
働き、 利己主義から ぬけだして 集団 主義の 道を しっかりと すすむ ことができる ので ある。 

社会主義 農村が こうな ったと きは じめ て、 農村 も 都市の 水準にまで 高まり、 労働者階級と 農民 間の 階級 的 差異が 
消滅し、 農民が 労働者階級 化し、 無 階級社会が 実現され るので ある。 

金 日 成 首相は また、 社会主義の 完全な 勝利を なしとげる ためには、 「社会主義 経済 建設を 力強く おしすすめな け 
ればな らな い」 と 教えた。 

社会主義 経済 建設は、 人民を 苦しい 労働から 解放す る ばかりでなく 、工業 労働と 農業 労働、 重労働と 軽労働、 肉 
体 労働と 精神労働の 差異を なくして 楽に 働きながら もより 多くの 物質的 富を 生産し、 勤労者の 物質、 文化 生活水準 
を 過去の 中産階級 以上にまで 高める 根本 条件と なる ので ある。 したがって 社会主義 国家は 国の 工業化と 技術 革命、 
文化 革命を おしすすめて、 社会主義の 物質、 技術的 基礎を 築く かたわら、 すべての 勤労者を 現代的 機械を 駆使し う 
る 知識と 技能を もった、 全面的に 発展した 共産主義者に 育てなくて はならない ので ある。 そして、 すべての 人が 生 
活を つうじて 社会主義 制度の 優越性を いっそう 深く 理解し、 社会主義 制度の ために 献身的に たたかうよう にしな く 
ては ならない。 

金 日 成 首相は、 社会主義の 完全な 勝利に かんする 理論 だけでなく、 社会主義の 終局 的 勝利に かんしても 新たな 理 
論を 提示した。 

社会主義の 終局 的 勝利とは、 社会主義 国家が 帝国主義 者の 侵略と 武力干渉、 資本主義 復旧の くわだてから 完全に 
ぬけだす ことを いうので ある。 
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金 日 成 首相は、 こうした 社会主義の 終局 的 勝利が どのように してな しとげられる かにつ いて'  「世界 革命の 終局 
的 勝利は、 多くの 国で 社会主義 革命が おこり、 完全に 勝利し、 しだいに 社会主義 陣営が 拡大し、 強化し、 発展す る 
過程を つうじてな しとげられる ものである」 と 教えた。 

すなわち、 社会主義にたい する 帝国主義的 包囲が、 帝国主義にたい する 社会主義 的 包囲に かわった とき、 社会 主 
義の 終局 的 勝利が なしとげられ ると 教えて いるので ある。 

社会主義 国家が 帝国主義 者の 侵略と 武力干渉を ふせぐ ためには、 みずからの 主体的 勢力を たえず 強化 するとと も 
に、 社会主義 陣営の ほかの 部隊と 万国の 労働者階級、 全世界の 被 抑圧 人民の 積極的な 支持 声援と 協力を うけなくて 
はならない。 

しかし.， ここで 根本的な 意義を もつ のは、 社会主義 陣営の 形成と その 拡大 発展で ある。 

それは 社会主義 陣営が たえず 拡大 発展して こそ、 社会主義にたい する 帝国主義的 包囲が、 帝国主義にたい する 社 
会 主義 的 包囲に かわる ことができる からで ある。 

金 日 成 首相は、 社会主義の 終局 的 勝利に たいする このような 科学的な 理論を もとにして、 社会主義 陣営の 統一と 
団結の 重要性を 強調し、 つぎのように 教えて いる。 

「社会主義の 終局 的 勝利を なしとげる には、 社会主義 諸国の 階級 的 同盟と 社会主義 陣営の 統一 団結を 強化し、 そ 
の 威力を 不敗の ものにしなくて はなり ません」 

社会主義 陣営の 拡大 発展は、 社会主義の 終局 的 勝利と 帝国主義の 滅亡を 促進させる ことになるた め、 帝国主義 者 
は 社会主義 陣営を 破壊し ようと あらゆる 手段と 方法を つくして あがく ので ある。 

したがって、 社会主義の 終局 的 勝利の ためには、 社会主義 陣営の 統一 団結と 階級 的 同盟を 強化して、 帝国主義 諸 
国の 侵略と 破壊 謀略 策動から 社会主義 諸国を かたく 守らなければ ならず、 ひいては 植民地 諸国での 民族 解放 闘争と 
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資本主義 国の 労働者階級の 革命運動を 積極的に 支持 声援し、 その 勝利を 促進 させなくて はならない ので ある。 

もともと 労働者階級は、 歴史の 舞台に 登場した その 日から、 団結の 武器に よって 国際 資本の 奴隸 的な 隸属の 鎖を 
断ち切り、 革命の 勝利を なしとげた。 

この 真理は、 こんにち 国際的に 連合され た 帝国主義の 包囲を 社会主義 的 包囲に かえ、 社会主義の 終局 的 勝利を 達 
成す るた めのは げしいた たかいに おいても 依然 真理と しての こって いる。 したがって、 社会主義の 終局 的 勝利と 世 
界 革命の 勝利は、 ブロ レ タリア 国際主義の 原則に もとづく 国際 共産主義 運動の 団結した 力に よっての み 達成す る こ 
とがで きる もので あり、 なにより もまず、 その 中心で ある 社会主義 陣営の 統一 団結を 強化して こそ、 それは 確固と 
して 保証され るので ある。 

金 日 成 首相は、 社会主義の 完全な 勝利と 社会主義の 終局 的 勝利に かんする この 理論を、 朝鮮民主主義人民共和国 
創建 二十 周年 記念 慶祝 大会で おこなった 報告 『朝鮮民主主義人民共和国は、 わが 人民の 自由と 独立の 旗 じる しで 
あり、 社会主義、 共産主義 建設の 強力な 武器で ある』 のなかで 全面的に 体系化した。 

このように 金 日 成 首相は、 社会主義の 完全な 勝利と 終局 的な 勝利に かんする 科学的な 理論を 新たに 解明す る こと 
によって、 社会主義、 共産主義 建設に かんする マルクス •レ il ン主 義理 論を 創造的に 発展 させた ので ある。 

金 日 成 首相は、 社会主義の 完全な 勝利と 終局 的な 勝利に かんする 理論に おいて、 プロレタリア 独裁の 樹立を もっ 
て はじまる 過渡期は 社会主義 制度の 樹立に よって 終わる ものでは なく、 社会主義が 完全に 勝利す るまで つづかな け 
ればな らな いこと を 明確に して、 過渡期に 解決すべき 課題と、 それにと もな う 社会主義 国家の 任務を 具体的に 明ら 
かにした。 

このような 内容は、 これまで 解明され なかった 問題で あり、 現代が 切実に 解明を 要求して いる 問題であった。 

金 日 成 首相は、 この 切実で 重要な 諸問題にたい して 科学的な 解答を あたえた ので ある" 
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そして 首相は、 社会主義の 完全な 勝利に かんする 左右の 日和見主義 者たち の 誤った 主張と 見解を 理論的に 完全に 
うちくだき、 マルクス •レ ーニン 主義の 真 趟を 守り 発展させる うえで 大きな 寄与を なし、 主権を にぎった 国の 労働 
者 階級が 自己の 歴史的 使命を 実践して ゆく 明確な 道を しめした。 

朝鮮人 民は、 金 日 成 首相が しめした この 科学的 理論を 武器と して、 明確な 方向と 内容を しっかりと つかんで 革命 
と 建設を さらに 力強く すすめて いったの である。 

2 全面的 技術 革命へ 

人民は、 天が ける 千里 馬に 拍車を かけながら、 社会主義 建設で 新たな 大 高揚を まきおこして いた ❶ 

金 日 成 首相は、 人民の こうした 気勢を あらゆる 面から はげまし、 すべての 党員と 人民を、 技術、 文化、 思想 革命 
の 遂行へ とふる いたた せた。 

首相は、 第 四 回 党大会で しめした 七 か 年 計画の 課題に したがい、 全面的な 技術 董 叩の 遂行に 大きな 窜義 を あたえ 
た。 

過去、 産業革命の 経験 ももたず、 資本主義 的 発展 段階 も 踏まずに、 古い 社会から たちおくれた 生産力を うけつい 
だに すぎない わが国に おいて、 技術 革命を おしすすめる という ことは とくに 重要であった ◊技術 革命を おこなっ て 
こそ 経済の 自立 性を 確固と 保障し、 労働生産性を いっそう 高め、 すでに 勝ちとった 社会主義 制度を 強固に し、 社会 
主義の 完全な 勝利を 達成す る ことができ るので あり、 人間に ょる 人間の 持 取から 解放され た 人民を、 重い 労働から 
解放す る ことができる ので ある • 

金 日 成 首相は こうのべ ている。 
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「技術 革命 —— 、これは 圧迫と 搾取から 解放され た わが 人民を 苦しい 骨の おれる 労働から 解放し、 楽に 働きな が 
らもより 多くの 財 富を 生産し、 人民の 生活を いつそう ゆとり ある 文化的な ものにする 重要な 革命であります。 主権 
を 手に し 新しい 社会を 建設して いる われわれ 共産主義者に とつて、 これは 必ず 解決し なくて はならない 偉大な 事業 
であり、 崇高な 革命 課題であります」 

かつて わが国は、 技術、 文化的に たちおくれて いた。 日本 帝国主義 者が 植民地 的 略奪の ために 建設した 工場、 企 
業 所には、 手 労働が そのままの こされて いた。 生産 道具は 旧式で、 労働は 苦役に ひとしかつた。 無残に 裂けた 皮 
膚 、はがれた 爪、 まるで 鳶口を 思わせる 労働者、 農民の その 手は、 いまにも 苦痛の 呻き 声を たてる ようで さえ あつ 
た。 四十、 五十 歳に なれば、 もう 腰が まがり、 めつきり 老け こんで 余命い くばく もなかつた。 

しかし、 解放 後は 多くの 変化が おこつた。 生産技術が 改善され、 機械が 大量に 供給され た。 そして 先進 的な 社会 
主義 的 生産 関係が、 全社 会を 唯一 的に 支配す るよう になつた。 

だが、 生産力の 発展は 順調ではなかつた。 機械化され たのは 一部分で、 力に あまる 手 労働が まだ 少なからずの こ 

つていた。 

金 日 成 首相の 思索は、 どう すれば 技術 革命を おしすすめる ことができる か、 どう すれば 人民を 苦しい 手 労働から 
完全に 解放す る ことができる か、 という ことに 集中され ていた。 農民に 会えば、 かれらの 苦しみを 少しで もやわら 
げ ようと 気を くばり、 工場 や 建設 場、 漁港 や 伐採 場と、 どこへ いつても 機械化の 対策に ついて 語つた。 

しかし、 人民 経済を すべて 新しい 技術で 装備 するとい うことは、 容易な ことではなかつた。 それは、 長期 間を 要 
する 困難で 複雑な 事業であつた。 費 * I 主 «| 国 術 ? I 命の 遂行に 普 al 三百 年は かかり、 早 各 も 百年— は^^ 
た。 それさえ、 資本家^^ や， すだけ で， 人民は 殺人的に 搾取され、 失業と 貧困の どん底に さまよわな け 叫は ^ らな 
い^ & よ $1 な： それでも、 利潤に のみ 血眼に なつて いる 資本家たち は、 多くの 部門で 苦しい 労働 
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を そのままの こして おいた。 

金 日 成 首相は、 歴史的に うけついだ 技術的な たちおくれを、 労働党の 時代に 必ず 一掃す る 決意を かため、 もっと 
も 重大な 革命的 課題の 一つと して、 全面的 技術革新を しめした のであった。 

過去、 植民地であった 国での 技術 革命は、 たんに 技術的な たちおくれを 一掃す る 革命に とどまる のでは なく、 帝 
国 主義者に よっても たらされた すべての 悪 結果を ぬぐい 去り、 帝国主義的 隸属と 抑圧の あらゆる 根源を 根 こそぎ に 
する 深刻な 革命であった。 技術 革命を おこなっ てこ そ、 帝国主義 者が 二度と 侮らなくなる ので ある。 

全面的 技術 改革は、 社会主義、 共産主義 建設の 必須の 要求であった ばかりでなく、 人民 経済を 多方面 的に 発展 さ 
せ、 現存の 生産 土台を 効果的に 利用し、 製品の 質を 高め、 品種を ひろげ、 人民の 生活水準を いっそう 高める ために 
も 切実に 要求され ていた。 

問題は、 このように 重大な 技術 革命を 最短 期間 内に、 どのように してな しとげる かとい うこと であった。 

金 日 成 首相は 大衆の 創造力に 依拠し、 国の 物質的、 人的 力量を 総動員し、 それを 全面的な 技術 改革へ とむ けた。 

金 日 成 首相が しめした 全面的な 技術 改革は、 部分的な ものでは なく、 文字 どおり 全面的に 技術 改建を おこなおう 
とする もので あり、 大衆の 創造的な 熱意に よって、 きわめてみ じかい 期間 内に これを 達成し ようとす る 技術 革命 遂 
行に おける 独創的で 革命的な 方途であった。 

首相は、 五 か 年 計画 期間に、 個別 的な 経済 部門では、 すでに 技術 改造が ある 程度す すめら れて おり、 技術 発展を 
たすける 先進 的な 制度と 強力な 経済的 基礎が あり、 全人 民 的な 教育制度に よって 勤労者の 技術、 文化 水準が たえず 
高まって いる ことを 考慮し、 全面的 技術 改建を 一定の 計画 期間 内に 遂行し ようと 決心した。 

金 日 成 首相は、 全面的 技術 革命を 遂行す るた めには、 つねに 党の よびかけに 忠実で、 革命 性の 高い 人民 大衆の 創 
意 性を 高度に 発揮 させなければ ならない と 教えた。 
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首相は つぎのように 指摘して いる。 

「技術を 全面的に 改造す るには、 人び との 大衆 的 知恵と 創意 性が 必要です。 それ も、 ながい 時間を かけて おこな 
っても いい ものなら、 少しの 力を 動員しても できましょう が、 われわれは 資本主義 諸国で 長期 間 かかった ことを、 
わずか 数年の あいだにな しとげよう とする のです から、 勤労大衆の 創造力を すべて 動員し なければ できない ので 
す」 

首相の、 この 大胆で、 しかも 独創的な 構想は、 社会主義 制度の 威力と 人民 大衆の 創造的 能力にたい する かたい 信 
頼に もとづいた もので あり、 同時に 技術 改建の 試験的 段階で 成功した 経験に もとづいた ものであった。 

事実、 これまで 技術 改建 でつ みかさね てきた 成果は 大きく、 経験 も 豊富であった。 戦後の 経済復興と 改建 拡張 も 
自力で おこなった し、 自立 的 民族 経済を 建設しながら 集団 的な 創意 性を 発揮して 現代的な 工場を 建設し、 数多くの 
機械と 設備 も 生産した。 中央 工業は もちろんの こと、 地方 工業と 農業で も 少なからぬ 技術が 導入され た。 

この 過程で 党と 人民 大衆は 多くの 経験を つみ、 自信 も 深めた。 それば かりで なく、 全面的な 技術 改 建は 前進を い 
そぐ 勤労者 自身の 要求で も あった。 

首相は また、 技術 革命を 全面的に おしすすめる ためには、 生産者と 科学者、 技術者の 協調を 強めなくて はなら な 
いと 強調し、 大衆 的な 技術革新は 生産者の 創造的 経験と 現代科学 技術が むすびついて こそ、 はじめて 燎 原の 火の よ 
うに 燃えさ かる ものであると 教えた。 

金 日 成 首相は、 全面的 技術 改革の 偉大な 構想を 大胆に 実践へ と 移しながら、 その 具体的な 方針を 明確に しめし 

た。 

それは、 生産 工程に 新たに 電子工学を 導入し、 機械化され たと ころは 半オ ー トメ ーシ ョン 化、 または オー トメー 
ション 化し、 手工業 的 技術が のこって いると ころでは 機械化と 総合的 機械化を おこなう こと、 あと 先の 順序を よく 
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見き わめて、 人手が 多く かかり 骨の おれる 石炭、 鉱業、 建設、 林業、 水産、 農業 部門と 地方 産業の 機械化を 優先す 
る こと、 そして そのために、 その 母体と なる 機械工業を 強力に 発展させる こと、 などで あった。 

勤労者たち は 首相の 正しい 方針に したがい、 大衆 的な 技術革新 運動に こぞってたち あがった。 

首相の 指摘 どおり、 技術 革命は 社会と 人民 自身のより 大きな 幸福の ための たたかい であり、 社会主義の 高い 峰を 
征服し、 祖国 統一の 日を 早める たたかい であり、 社会主義 建設の 意気 揚々 たる 流血の ない 最後の 突撃であった。 

金 日 成 首相が 指導した 一九 六〇年 八月の 党 中央委員会 総会は、 勤労者を 大衆 的な 技術革新へ とふる いたた せた 重 
要な 総会であった。 技術革新を 全面的に くりひろげ、 技術 人材の 養成を 強化す る ことにかん する 総会の 決定と、 技 
術 革命の 成功 的 遂行の ための 金 日 成 首相の 教えは、 勤労者たち の 創造的 熱意を さらに 高めた。 

首相は 全般的な 対策と ともに、 まず 人手の 多く かかる 工程の 技術革新に 力を そそいだ。 そして 第 四 回 党大会 以 
後、 ただちに 石炭 部門、 鉱山 部門、 農業 機械 作業 部門な どの 熱誠 者 大会を ひらいて、 技術革新での 模範を 部門 別に 
一般化す る 措置を とった。 

首相は、 どこで でも、 力仕事に 従事して いる 人を 見る と、 そのこと が 気になって そのまま 素通りで きなかった。 

とくに 炭鉱 や 鉱山 部門に、 まだ それが のこって いる ことに ひどく 心を 痛めた。 地下の 深いと ころで 働く だけで も 
たいへんな のに、 仕事まで きつくて はなるまい、 どう すれば かれら も 機械工 場の 労働者な みに、 文化的で、 楽に 働 
くこと が できるようになる か、 などと、 よく 思索に ふけって いた。 

首相は 一九 六 一年 士 一月 二十 三日、 安 州 炭鉱を おとずれた。 首相は 長時間に わたって 炭鉱の 状況を きいてから、 
炭鉱の 幹部たち に、 生産を 高める ためには 青山 里 精神、 青山 里方 法に したがって、 人び とにたい する 活動を どうす 
べき かにつ いて 具体的に 教えた。 

そして、 骨の おれる 採掘 労働を 楽で 文化的な 労働に する ため、 坑内 作業の 機械化 忆力を いれ、 だれもが 技術革新 
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の 先頭に た 0 ようく りかえ し 教えた。 

首相の 肉親 も およばない 配慮と 教えに よって、 全 炭鉱は 創造の 熱意に わきた 〇- た。 労働者と 技術者は 力と 知恵を 
あわせて 坑内 作業の 機械化に とりかかった。 悪戦苦闘を かさねた すえ、 ついに かたい 鉱脈を たやすく けずりと 
り、 掘り だした 石炭を チ H 丨ン •コン ベアに のせる にいた るまで、 すべてを 自動 式に おこなう 円筒 式 採炭 機を つく 
りあげた。 

円筒 式 採炭 機を 導入した との 知らせを きいた 金 日 成 首相は、 非常に よろこんだ。 この 部門に おける 機械化の 道が 
ひろく ひらかれは じめ たので ある。 

「すべての 炭鉱で 安 州 炭鉱の ように 作業を 全部 機械化、 自動 化すれば、 炭鉱で 石炭を 掘る こと も、 紛績 工場で 布 
を 織る こと も、 労働に さほど 大差はないでしょう」 

首相は こういって、 すべての 炭鉱で 円筒 式 採炭 機を 積極的に 導入す るよう 強調した。 

この 現代的な 自動 式 機械の 生産は、 この 部門の 労働者たち を 興奮 させた。 よろこびにつつ まれた 鉱夫たち は、 自 
動 式 機械の まえで、 すでに 遠い むかし 話と なった 日本 帝国主義 支配 下での 炭鉱 労働を 思い おこした。 

数千 尺の 地下 坑道で、 鞭に うたれ、 ろくす っぽ 腰 もの ばせ ぬま ま、 怒りの 涙で ツル ハシを ぬらしながら、 ときに 
は ガスで 窒息し、 ときには 落盤に あって 貴い命を 奪われた 日々 _ 〇 

また、 重い 荷を かついで 目 も くらむ 吊橋を わたる 最中に、 空腹と 過労で 落ちて 死んだり、 片輪と なった あの 地獄 
の 苦役 —— 、一度 踏み こんだ が 最後、 二度と ぬけだす ことので きない 死の 泥沼 労働 —— 、このように 悽惨き わ まり 
なかった かつての 労働が、 金 日 成 首相の 導く 労働党 時代に なって、 機械工 場の 労働な みに 安全で 楽な 労働と なった 
ので ある！ 

四十 年 もの あいだ 坑夫と して 働いて きた ある 功勲 坑夫は、 日本 帝国主義が 支配して いたと きになめ つくした 苦役 
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を 思い おこして、 「首相 さまの おかげで、 山を 機械 
で 掘る のを この 目で 見る ことができました だ」 と 涙 
を 流しながら 、感懐を こめて 語って いた。 

これは、 この 坑夫 一人 だけの ょろこびでは なかっ 
た。 

力仕事の 機械化は、 鉱山、 水産、 林業、 農業な ど 
各部 門で も 早い テンポで すすめられた。 

金 日 成 首相は、 地方 産業 工場— (この 部門には 家庭の 
主婦を はじめ 女性 労働者が 多かった) の 技術 装備を 改 
善す るた めに も、 深い 関心を はらった。 どこへ いっ 
て も、 その 地方の 地方 産業 工場を 見て まわり、 具体 
的な 指示を あたえた。 

一九 六 一年の 夏、 朔 州の ある 小さな 食料品 工場を 
おとずれた 首相は、 女性 労働者が おもに 手 労働に 従 
事して いるのを 見て 非常に 心配し、 生産を ょり 合理 
的に 組織し、 知恵と 力を あわせて 生産 工程 すべてを 
機械化す る 方途を 具体的に 教えた。 

その後、 この 工場の 女性 労働者たち は、 熱心に 機 
械化を すすめた。 ことが ぅまくは こばない ときは み 
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んな 集ま - > て 相談し、 あり ' 〇* たけ 0 知恵を だしあって 首相 〇- 教えを 0 ら ぬいて い - > た a 大衆 〇- 熱 青 T 力と いう も 〇 
は、 おそろしい ものである。 一年 もたたぬ あいだに 、工場は 見ち がえ るよう にかわって しまった。 

一九 六 二 年の 夏、 金 日 成 首相は この 工場を ふたたび おとずれた。 首相は すべての 工程が 機械化され ている のを 見 
て 非常に 満足し、 みなさん こそ 技術 革命の 先駆者で すと、 工場の 労働者たち を ほめたたえた。 

金 日 成 首相の 精力 的な 指導に よって、 すでにな しとげられた 昌城の 地方 産業の 機械化 経験と ともに、 朔州 食料品 
工場の こうした 経験は、 ひろく 一般化され、 すべての 地方 産業 工場の 機械化に 大きな はげましを あたえた。 

金 日 成 首相が、 技術 革命の ために もっとも 心血を そそいだ のは、 いうまでもなく 機械工 場と 現代的 機械 製作で あ 
った。 どこへ いっても 要求され るのは 機械であった。 それ も ふつうの 性能を もった 機械では なく、 性能の よい 大型 
機械であった し、 現代的な 電子工学を 導入した 高速 精密機械であった。 この 問題の 解決は、 少なからず 機械工業の 
発展に かかって いた。 

金 日 成 首相は、 つぎのように 指摘した。 

「わが国の 人民 経済発展の 展望と 要求に 照らして、 大型 掘削機、 大型 自動車、 大型 トラクタ I、 大型 船舶、 大型 
工作機械な どを 生産す る 大型 設備 生産 基地を さらに 拡大 強化し、 速度が 早く 精密な 機械を 生産す る 精密機械 生産 基 
地を しっかりと 築き、 われわれの 機械工業を いちだんと 高い 水準に ひきあげなければ なりません」 

首相の 教えに 忠実な 多くの 機械工 場 労働者た ちは、 技術の 新たな 要塞を 占領す るた めに 大型 機械の 製作に とりく 
んだ。 

楽 元 機械工 場の 労働者は、 採掘 工業を 先行させる には 必ず 大型 掘削機がなければ ならない、 と 教えた 首相の こと 
ばを 戦闘 命令と して うけとめ、 日に 千 五 百 人 分の 労働 量に 相当す る 四 立方 メー トルの 大型 パヮー シャベルの 製作に 
いどんだ。 この 機械は、 二 万 二 千 余 個の 精密な 付属品と 二十 余 個の モ—タ ー と 発電機を 装備す る 複雑な 大型 機械で 
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ところが 楽 元 機械工 場には、 そのような 大型 摁削 機を 製作で きる 設備’ かとと のって いなかった 。むづ かしい 問題 
は 一つ や 二つでなかった し、 設計図 すらなかった。 

しかし、 領袖の 戦士と して、 いつも 難関を つきやぶり、 新しい ものを 創造す る ことに 無限の 誇りを 感じて きた か 
れら は、 今度 もまた 強 じんな 意志を もってたち あがった。 

設計図を もたない かれらは、 大型 掘削機を もとめて 数百 キロ  メー トル もは なれた 遠い 茂 山地 区にまで でかけて、 
複雑な 機械の 構造を 一つ一つ 綿密に 写し とった。 

また 十 トンを こえる 部分品を 加工す る だけの 機 台 や 運搬 機材を もちあわせて いなかった かれらは、 移動 式ボ —リ 
ングや 移動 式 プレスな どを つくって、 大型 掘削機の あとを ついて まわり、 一つ一つ 部分品を つくって いった。 

かれらは 難関に つきあたる たびに、 長 白の けわしい 山脈を かけめぐりながら たたかった 抗日 遊撃隊を 心に 描いて 
は 勇気を ふるいおこし、 みずからの 技術、 みずからの 資材、 みずからの 労力に よって、 ついに 大型 パヮ ー シャベル 
の 製作に 成功した のであった ◊かれらは 機械の 名 も、 革命 伝統の 威力に なぞらえて へ 号」 と 名 づけた。 

一九 六 三年 十月、 六 回目に 楽 元 機械工 場を おとずれた 金 日 成 首相は、 自力 更生の 威力を 誇る 巨大な 「長 白 号」 を 
満足 気に 見やりながら、 労働者たち にこう 語った。 

「すばらしい ものを つくった。 こんなにり っばな 大型 パヮ— シャベルを つくる ようになった の だから、 わたした 
ちの 技術水準 も おどろくべき 発展を しめした ものです」 

大型 パヮー シャベルの 生産を 前後して、 各地の 機械工 場では 七十 五 馬力の 無限軌道 トラクタ— や、 十 トン 級の 大 
型 トラック、 それに 三千 トン 級の 冷凍船を はじめ、 数多くの 大型 機械 設備を つぎつぎと 生産し だした。 

金 日 成 首相は 工業 部門に、 大型 機械の 生産 ばかりでなく、 機械工業の 半ォ ー トメ ーシ ョン 化と、 ォ ー トメ  — ショ 
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ン化 のために も 切実に 要求され、 しかも 労力と 資材を 節約しながら 製品の 質を 高める ことので きる 単 能 機械と 精密 
機械を より 多く 生産す るよう、 よびかけた。 

首相の このよび かけに こたえて、 中央 X 業と 地方 工業 部門の 労働者たち は、 工作機械 子 生み 運動 当時の 意気 ごみ 
で、 単 能 機械 子 生み 運動を 広 はんに くりひろげた。 

首相は さらに、 複雑で 精密な 機械を 自由自在に 生産で きる 自動 機械 生産 運動を よびかけた。 

のよ びかけ なら、 いつ、 いかなる場合でも 忠実に それを 遂行す る 万端の 準備を ととのえて いた 労働者と 技術 
者たち は、 苦心 奮闘の すえ、 ブ P グラム フラィス、 ブロ グラム 旋盤、 数学 式 プログラム 装置に よる 自動 機械な ど、 
多くの 現代的 _ 動 機械を つぎつぎと 生産し だした。 

すべての 機械工 場で、 オー トメ ー ショ ン化 をめ ざす 力強いた たかいが くりひろげられて いた 一九 六 三年の 七月、 
金 日 成 首相は 亀 城 機械工 場を 現地 指導した。 

たのもしい 機械 基地の 一つで ある この 工場の 労働者たち は、 首相の 教え 以後わず か 数 か 月の あいだに、 早く も 多 
くの 自動 機械を りっぱに つくりだした。 

この 工場で つくった ブ P グラム 旋盤は、 一枚の ブロ グラム カ— ドを 移送 装置に 設置して スィッチを おす だけで、 
製品が 自動的に 加工され てで てく る 優秀な 機械であった。 しかも 機械 一台 当りの 生産 能率は 五倍 以上で、 一人で 四 
台の 機械を 動かす ことができた。 製品の 精密 度 も 百 分の ー ミリまで 保障す る ことができた。 それは、 設計図 どおり 
のこと を 人間が おこなう という 機械では なく、 機械が ひとりでに 精密に やっての ける 「共産 i 機械」 なので あっ 
た。 

ォー トメ ーシ ョン 化は、 共産主義 社会の 物質的、 生産 的 基礎で ある ◊領袖の よびかけさえ あれば、 ただちにこう 
した 最新 自動 機械 も 一気につ くりだす ことので きる 千里 馬 朝鮮の 工業は、 まさしく 世界の 先. 進 工業の 隊伍に 堂々 と 
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仲間い りで きる 誇るべき 工業な ので ある。 

亀 城 機械工 場を 現地 指導した 金 日 成 首相は、 この 工場の 労働者、 技術者たち が 自力で つくった ブロ グラム フラィ 
スを 満足 気になが めながら、 つぎのように のべた。 

「フロ グラム フラィスの ような ブロ グラム 式 機械は、 完全に オー トメ ーシ ョン 化された 非常に 発達した 機械で 
す。 こういう 機械を たくさんつ くらなければ なりません。 こうした 機械を つくれば、 機械にたい する 神秘性を うち 
やぶる ことができます」 

自動 化 機械 製作の 分野には、 日 ごとに 多くの 新しい 機械が 仲間い りし、 そうした 機械を 生産す る ことので きる 物 
質的、 技術的 土台は、 作業班から 職場へ、 職場から 工場へ とひろ まっていった。 

これは、 共産主義の 地上 楽園を 建設す ると いう 首相の 偉大な 構想に したがって、. 共産主義 的 生産の 手本を つくる 
誇らしく、 輝かしいた たかいであった。 

なんと おどろくべき 変革であろう か！ 

領袖の 指導は なんと 賢明で 偉大な もの か！ 

朝鮮の 労働者階級は またなん と 偉大で ある ことか ！ またい かに 才能 あり、 英雄的で ある ことか！ 

かつてたち おくれた 植民地で あり、 類例の ない 苛烈な 戦争を へた 国が、 早く も 共産主義 的 生産の 土台を 自力で 築 
き あげられる ようになった の だ！ 

このように 金 日 成 首相は、 すでに 復旧と 改 建の 時期に 技術 革命を こころみ、 準備して きたよう に、 技術 革命の 時 
代には もう 共産主義 時代の 生産 的、 技術的 土台で ある オー トメ ーシ ョン 化に 着手して いたので ある。 おもに 現実的 
な 問題の 解決に 力を そそぎながら も、 つねに それを 未来の 課題と むすびつけ、 未来の 課題の なかで、 現在で きる こ 
とを すべて まえもって ためし 準備して おき、 時期が くれば それを 積極的に おしすすめて ひろく 一般化し、 建設と 革 
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命を たぇず、 そしてす みや かに 前進させる こと —— ^ これは 金 日 成 首相の 指導に おける 重要な 特徴な ので ある。 

金 日 成 首相の 賢明な 指導に したがって 全 党が ふるいた つと、 技術 革命は さらに 高揚した。 人民 経済の あらゆる 部 
門、 あらゆる 工場、 企業 所、 職場、 作業班が たちあがり、 労働者、 農民、 科学者、 技術者 すべてが 合流した。 

金 日 成 首相は、 この 勢いを 千里 馬 運動に むすびつける 一方、 党 組織を 動かし、 大安の 事業 体系を 貫徹させる こと 
によって、 全国を 大衆 的な 技術革新 運動で わきたたせた。 

この 運動は、 大安 電機 工場の ある 作業班 員たち が、 月に 一件 以上の 新技術 導入 運動を よびかけた ことから はじま 
った。 それは、 一九 六 二 年 十一月に 金 日 成 首相が その 工場を 現地 指導した とき、 首相が 発案した ものであった。 

これは 技術革新を 作業班 員 全員が 集団 的 課題と して とらぇ、 新しい 技術を 計画的に 導入 するとい ぅ 新しい 革新的 
な 発起であった。 こぅして、 これまでは 技能 労働者の 個別 的な 仕事であった 新しい 技術の 導入が、 いまや 大衆 的な 
ものと なった。 

「月に 一件 以上の 新技術 導入 運動」 は、 非常な 速さで 共和国 北半 部の すべての 工場と 企業 所に ひろがった。 大安 
電機 工場 だけで も、 この 運動の 結果、 一九 六 三年には 前年の 三倍に 達する 二 千 三百 件の 創意 考案と 技術革新 案が 生 
産に 導入され、 すべての 技術、 経済的 目標が 更新され た。 千里 馬の 騎手たち は、 生産 革新 者で あると 同時に、 新 技 
術 導入の 名手で も あった。 

金 日 成 首相は、 勤労者たち のなかで 活発に 展開され た 大衆 的 技術革新 運動を 高く 評価し、 これを 積極的に はげま 
した。 それにと もな って、 作業班を 中心として いた 技術革新 運動は、 「作業班 間の 連合 革新 運動」 に 発展し、 一九 
六 五 年には、 「生産の 専門化と 機械化、 ォー トメ ーシ ョン 化の ための 職場 間の 連合 革新 運動」 に 発展した。 

英雄的な 労働者階級は、 作業班 間、 または 職場 間の 連合 革新 運動に よって、 加工 手段の ある 単位が 加工 手段の な 
い 作業班 や 職場を たすけ、 特殊な 技術 や 技能を もっている 単位が もっていない 単位を たすけて、 生産の 専門化と 機 
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械化 、才— ト メーシ a ン化を 早めた。 そして" 大衆 的 技術革新は、 全面的 機 «. 化と 才； トメ ーシ ョン 化へ と 発展し 
た。 

このような 生産 現場は あたかも 機械 大学の ようであった。 だれもが 働きながら 教え、 教わった。 無知であって は 
複雑な 機械を 動かせない ので、 学習は とりもなおさず 革命 活動であった 。「おじさん」 とよ ばれながら も 熱心に 学 
んで りっぱな 技手、 技師と なる 年配の 労働者 も 多かった。 企業 所の 指導 幹部と 技術者 も、 生産 現場で 労働者と ひた 
いを つきあわせて 技術的 課題を 解いて いったし、 著名な 科学者 や 技術者と 科学 研究 機関 も、 生産 現場に 分室を もう 
けて 研究活動を おこなった。 

文字 どおり 大衆 的で、 全面的で、 はばひろい、 深みの ある 技術革新の 炎が 燃えさかった。 この 過程で、 すべての 
生産 工程と 技術、 経済的 目標が 改善され、 ついには 基本 生産 工程と 補助 的 生産 工程を 包括す るすべ ての 生産 工程 
が 機械化、 才 I トメ ー ショ ン 化されて いった。 

そして、 人民 経済の すべての 部門の 生産技術 的 基礎は さらに 強化され、 既存の 設備、 現存の 労働力と 資材で、 よ 
り 多様で 質の よい 製品を いっそう 多く 生産す るよう になった。 

金 日 成 首相は、 ながい 時間を 要する 困難な 技術 革命を、 このように 革命的で 独創的な 方法を もって 指導し、 人民 
の あらゆる 創造的な 力と 知恵を くみあげて、 人民 経済の 全般を 新しい 技術で 装備して いった。 

そして、 かつて 技術 文化の 面で たちおくれて いた 朝鮮は、 いまや 名将が 宝剣を 手に したよう に、 近代的な 技術を 
自由自在に 活用す る 国と なり、 敵の いかなる 武器に も びくともしない 名 E のよ ろい かぶとに 身を かためた 無敵の 国 
となっ た。 

これは まさしく、 歴史に 誇るべき 偉大な 勝利であった。 
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3 思想 革命と 文化 革命 

金 日 成 首相が、 社会主義の 完全な 勝利を おさめる ためにし いた 戦線は、 きわめて 広大な ものであった" 

金 日 成 首相は、 社会主義の 高峰を 征服す るた めに、 党と 全人 民を 全面的な 技術革新 へと 導きながら、 同時に 思想 
革命と 文化 革命を いっそう 力強く 発展 させて いった。 

社会主義 的 生産 関係が すでに 全面的に 確立され、 人民 経済の 技術的 改建が 積極的に おしすすめられて いた 時期、 
首相は 労働者階級の 党が 技術 革命と ともに 思想 革命、 文化 革命を すすめて ゆく という 継続 革命の 課題を うちだし、 
これを 強力に 推進して きた。 

首相は 思想 革命を とくに 重視し、 これを 優先させる ことを 革命の 課題と みなして、 その 推進に 力を そそいだ。 

金 日 成 首相は、 つぎのょうにの ベて いる。 

r …… 技術、 文化、 思想 革命の 課題は 相互 密接に 関連して おり、 これらは 統一的な 過程で おこなわれなければ な 
らな い。 

なかで も 思想 革命は、 すべての 事業に 優先 させなくて はならない もっとも 重要で、 もっとも 困難な 革命 課題で あ 
る」 

首相は、 社会主義の もとで も 階級闘争が つづけられる だけに、 敵の 侵害から 社会主義を しっかり 守り、 革命と 建 
設を おしすすめる ためには、 人民 大衆の 階級 的 自覚を 高める 思想 革命を 強力に くりひろげなくて はならない と 教え 
た。 

首相は つぎのょうにの ベた。 
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「社会主義の もとでは、 また、 労働者の 意識の なかに 古い 思想の のこり かすが あり、 これに 反対す るた たかい も 
労働者階級の 思想と ブルジ ョァ 思想との たたかい であると いう 意味で、 階級闘争の 一つの 表現であります。 万が一 
われわれが、 古い 思想の のこり かすに 反対す るた たかいを 弱めるならば、 勤労者の あいだで ブルジ ョァ 的、 小 ブル 
ジョァ 的 思想が 助長され る おそれが あり、 それは われわれの 社会主義 建設に 大きな 支障を きたす だけでなく、 敵の 
破壊 策動に たやすく 利用され るよう になります。 われわれは、 勤労者の あいだで 古い 思想に 反対す るた たかいを 少 
しもゆる める ことなく、 ひきつづき 強力に すすめなければ なりません」 

また 首相は、 「社会主義の 優越性、 社会主義の 生命力は、 なにより もこの 制度の もとでは 搾取と 抑圧から 解放 さ 
れた 勤労者が 共同の 目的と 利益の ためにた がいに かたく 団結し、 同志的に 緊密に 協力し、 自覚 的に 熱心に 働く こと 
にある」 とのべ、 勤労者の 思想、 意識 水準を 高める ことなしには、 社会主義の この 本質的 優越性を 発揚させる こと 
はでき ないし、 革命と 建設を おしすすめる こと もで きないと 教えた。 

金 日 成 首相は さらに、， 思想 革命を 社会主義の 完全な 勝利を 達成し、 共産主義 へと 早く 移行す るた めの 基本的な 条 
件と みな L た。 

首相は つぎのようにの ベて いる。 

「もしも、 われわれが 思想 革命の 問題、 各界 各層の 大衆を 革命 化する 問題を りっぱに 解決 すれば 共産主義へ 早く 
すすむ ことができ るし、 これを 正しく 解決で きなければ 共産主義に 早く ゆきつく ことは できないでしょう」 

首相は、 社会の 物質的 諸 条件に よって 規定され る 人間の 意識は、 社会の 物質的 諸 条件の 変化よりも たちおくれる 
し、 また 思想 意識の 変化は、 社会生活の 物質的 諸 条件の 変化の ように はっきり あらわれない のが 特徴で ある だけ 
に、 物質的 富を 十分に 生産して から 人間の 思想を 改造 するとな ると、 それでは あまりに も おそす ぎる と 考えた。 し 
たがって、 社会主義 革命と 同時に 思想の 改造に 着手した としても、 結局は 物質 生活の 改造に くらべて たちおくれる 
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もので あり、 したがって、 思想 改造は なにに もまして 強力に おしすすめなくて はならない と 教えた。 

^  首相は、 社会主義 社会では、 同志的 協力と 団結が 社会 関係の 基本と なって おり、 新しい 共産主義 意識が 成長して 204 
於 支配的な ものと なって いるた め、 思想 改造 事業を うまく おこない さえ すれば、 思想 革命を いっそう すみやかに なし 
1 とげ、 社会主義の 完全 勝利と 共産主義への 移行を 早める ことができ ると 教えた。 

の 

義  そこで 金 日 成 首相は、 思想 革命を 軽視す る あらゆる 偏向を きびしく いましめた。  、 

^  首相は、 社会 主_ 制度が 確立され、 物質、 文化的 生活水準が 向上し さえ すれば、 勤労者た ちの 思想 意識 も おのず 
章から 改造され ると いう 修正主義 的な 見解に 断固 反対し、 社会主義 制度の 勝利は 古い 思想を 生み だした 経済的 基礎を 
^ 一掃し、 勤労者を 新しい 思想で 武装で きる 社会、 経済的 および 物質、 技術的 条件を ととのえる にす ぎず、 社会主義 
建設が すすむに つれて 思想 教育 活動を いっそう 精力 的に ねばり 強く すすめて こそ、 実際に 勤労者たち を 教育 改造す 
る ことができ ると 強調した。 

首相は、 もし 社会主義 革命が 勝利した からといって 勤労者た ちの あいだで 思想 教育を 中断す るなら ば、 人び との 
あいだでは 古い 思想の のこり かすが よみがえる ことがあり うるし、 しだいに 安逸に 流れて 思想 的に 堕落し、 帝国 主 
義を 憎まな くな り、 最後まで 革命を おこなおうと もせず、 ひいては、 他人が 圧迫され 搾取され ようと、 自分の こと 
しか 考えない ようになる だろうと のべた。 そして これは 結局、 自国の 革命を 失敗させる ばかり か、 世界の 革命運動 
にも 害を およぼす ことになるだろう と 警告した。 

金 日 成 首相は、 思想 革命を おろそかに する ことは マルクス •レー ニ ン 主義に そむき、 修正主義の 道に 転落す る こ 
とを 意味す るとの ベた。 

金 日 成 首相は、 このように 思想 革命を もっとも 重要な 問題と して かかげながら も、 技術 革命と 文化 革命を 決して 
おろそかに しなかった。 
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『抗 日 パル チ ザ ン 参加者た ちの 回 想 記』 


首相は、 技術 革命と 文化 革命を おしすすめて 社会主義の 物質、 
技術的 基礎を かため、 勤労者たち の 文化 水準を 高める ことは、 社 
会 主義、 共産主義 建設に おける 不可欠の 要素で ある ばかり か、 勤 
労 者の 思想 意識を 改造す るう えで も 重要な 条件になる とのべ、 思 
想 革命の 重要性 だけを 強調して、 技術 革命と 文化 革命を おろそか 
にす る こと もやは り 誤りで あると 教えた。 

金 日 成 首相は、 つぎのょうに のべて いる。 

「人間の 思想 改造と いう ものは、 かれらの 経済 生活を はなれて 
思想 教育 だけで おこなえる ものではありません。 朝から 晚 まで 革 
命、 革命と さわいで 新聞に 文章な どを 書き、 万歳を となえる だけ 
で 人間の 思想 意識が 改造で きる ものではありません。 

人間の 思想 意識は つまるところ、 社会生活の 物質的 条件に ょっ 
て 規定され る ものです から、 社会主義 社会に おいては 経済力を 強 
め、 人民の 生活水準を 高め、 社会主義 制度の 強化 発展に もとづい 
て 改造され る ものです。 したがって、 経済 建設を りっぱに おこな 
い、 社会主義の 物質、 技術的 土台を しっかりと かため、 人民の 生 
活 水準を 高めて 社会主義の 優越性を 十分に 発揮させる ことが、 ん 
間の 思想 意識を 改造す る 根本的な 保障であります」 

ここから 首相は、 思想 革命を 完全に 優先 させながら、 並行して 
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技術 革命と 文化 革命を 強力に おしすすめる 原則を 堅持した。 

この 原則は、 勤労者た ちの 思想を 改造し、 社会主義の 物質、 技術的 基礎を 強化して、 勤労者たち の 文化 水準 も 高 
めうる 大路を ひらいた ものであった。 

金 日 成 首相が しめした、 すべての 事業に おいて 思想 革命を 優先させる という この 方針は、 とりわけ 革命と 建設に 
おいては 人間と その 意識が 非常に 大きな 役割を 果たす という 首相 自身の 信条を 社会主義、 共産主義 建設に 具現した 
もので あり、 人間の 意識を 物質的 条件に 追いつかせ、 物質的 土台が 築かれ さえ すれば、 そのまま 共産主義 社会に 移 
行す る ことので きる、 社会主義 制度の 優越性を 利用して 社会主義、 共産主義 建設を いっそう 早く おしすすめる こと 
のでき る、 もっとも 革命的な 方針で ある。 

これは 思想 革命の 遂行に かんする マルクス •レ ーー ーン 主義 理論の 創造的 発展であった。 

社会主義 制度が 確立され たのち、 思想 革命を 強力に おしすすめ 大衆 教育に 転換を もたらした 首相は、 社会主義 建 
設が 社会主義の 高峰を 征服す る 新しい 段階には いるに つれ、 思想 革命を いっそう 深めて いった。 

首相は、 共産主義 教育で これまで おさめた 成果と 経験を 生かし、 ひきつづき 党 政策の 教育と 革命 伝統の 教育を 強 
めながら、 階級 的 思想 教育を 中心とする 共産主義 教育を さらにす すめ、 大衆 教育に おいて 肯定的 模範に ょる 感化 教 
育と 生産 現場を 拠点とする 共産主義 教育を 同時にす すめる 方針を 堅持して いった。 

とくに 首相は、 内外の 敵の 破壊 策動が いっそう 悪らつに なって いる 情勢の もとで、 全人 民が、 南半 部を 侵略して 
いる アメリヵ 帝国主義と 地主、 資本家にたい する 階級 的 警戒心を 高め、 社会主義 制度の 本質と 優越性を はっきり 認 
識し 、社会主義 制度を 守り、 祖国の 隆盛 発展と 人民の 繁栄の ために 積極的に たたかう ことができ るょう、 社会主義 
的 愛国主義 教育を いっそう 強化した。 

そして、 人民 経済発展の 強力な 推進力で ある ばかりでなく、 人間 改造の すぐれた 大衆 的 学校と なった 千里 馬 作業 
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咸鏡北 道 吉州郡 第 2 中学校の 学生たち と 歓談す る 金 日 成 首相 


班 運動を 思想 革命の もっとも 威力 ある 手段と 
みなし、 人間を 教育 改造す る 活動を さらに 深化 
発展 させて いった。 

金 日 成 首相は、 社会主義の もとで、 地主 も資 
本家 も 知らずに しあわせに 育った 新しい 世代に 
ょって、 世代の 交代が おこなわれ ている 実状を 
明察し、 学校教育 問題に とくに 深い 関心を はら 

った。 

首相は、 学校を 思想 革命の 重要な 拠点の 一つ 
であると して、 つぎのょうに 教えて いる。 

「教育 事業とは、 非常に 重要な ことで あると 
同時に、 非常に むずかしい 仕事な のです。 

いかなる 社会に おいても、 人間 教育に おいて 
学校教育が 非常に 重要な 位置を 占めて います。 
とくに 社会主義 建設が すすみ、 共産主義 社会が 
近づけば 近づく ほど、 国家の 文化、 教育者 的 機 
能を うけもって いる 学校の 任務は、 いっそう 大 
きくなります」 

首相は、 社会主義の もとで 学校教育の 比重が 


207 


第三 章 社会主義の 高峰め ざして 


大きくなる ことを 法則と みなした。 

共和国 北半 部では 新しい 世代が 幼稚園で 教育を うけ、 すべてが 全般的 九 年 制 技術 義務教育を うける。 これは、 人 
間が 精神的に も 肉体的に も 急速に 発展す る 青少年 時代の 大部分を 学校です ごして いる ことを 意味して おり、 したが 
って、 つぎの 世代にたい する 革命的 世界観の 基礎を つくる 重い 貴 任を、 学校が 遂行し なければ ならない という こと 
を 意味して いるので ある。 

金 日 成 首相は、 このょうな 重大な 使命を になう 学校教育の 具体的な 方向と 方法を 明確に しめした。 

首相は、 つぎの 世代を 共産主義の 働き手に 育て あげられる かどう かは、 教育に 直接たず さわって いる 教員に かか 
ってい るとの ベながら、 「学生たち を 共産主義者に 育てる には、 まず、 教育者 自身が りっぱな 共産主義者に なり、 
革命家に ならなければ なりません」 と 教えた。 

金 日 成 首相は、 思想 革命と ともに、 文化 革命を おしすすめる 正しい 道を 明らかにした。 

首相が 文化 革命を おしすすめる ためにし めした 方針は、 勤労者た ちの 一般的な 知識 水準と 文化、 技術水準を 高め 
ると いう ものであった。 

これは、 勤労者を 有能な 社会主義 建設者に、 多方面 的に 発達した 共産主義 社会の 人間に 育てる ことに その 目的が 
ある。 

首相は、 文化 革命を おしすすめる この 方針を 徹底的に つらぬく ため、 社会主義 建設の 各 時期 ごとに、 あらゆる 努 
力を 惜しまなかった し、 終始一貫、 多くの 資金と 力を これに 投じた のであった。 

そして 文化 革命の 遂行 過程では、 すでに 大きな 成果を おさめて おり、 将来 これを さらに 強力に おしすすめて ゆく 
に 十分な 条件を ととのえて いる。 

金 日 成 首相の 方針に したがって 実施され た 全般的 九 年 制 技術 義務教育は、 育ち ゆく つぎの 世代に 学びの 大道を ひ 
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らいた ばかりでなく、 現代的な 科学、 技術の 要塞を 占領し うる 一般的な 基礎知識と 技術を しっかり 身に つけ、 九 年 
制 技術 義務教育に つづく 高等教育の 質を 高め、 国の 科学、 技術水準を より ひきあげる ことを 可能に した。 

全般的 九 年 制 技術 義務教育は また、 •たれ もが 自習で きる ような 基礎知識を あたえる ことによって、 勤労者の 文 
化、 技術水準を 高め、 文化 革命を いちだんと 高めうる 基礎を 築いた ので ある。 

金 日 成 首相は、 こうした 条件の もとに、 勤労者たち の 学習 気風を 確立し、 だれもが 一般 知識 水準を 高める ために 
さらに 努力し、 すべての 人が 一つ 以上の 技術を 身に つける 課題を 提示した。 これと 同時に、 堅実で 有能な インテリ 
の大 軍を 育成す る 課題を しめした。 

首相は、 こうした 課題を 遂行す るた めには 人民 教育 事業を さらに 発展させる とともに、 読書 活動を さかんに おこ 
なわなければ ならない と 教えた。 

首相は こうのべ ている。 

「すべての 勤労者が 読書を 好み、 学ぼうと する 熱意が 高まって こそ、 文化 革命は りっぱに なしとげられる のです」 

社会主義、 共産主義 建設に おける 文化 革命の 遂行 過程とは、 ほかで もな く 労働者階級の インテリの 大軍を 育成す 
る 過程な ので ある。 

書物を 読む ことにかん する 首相の 教えは、 まさしく 新しい 世代を 共産主義の 働き手に りっ ばに 育てる とともに、 
勤労者た ちの 一般 知識と 技術の 水準を 高めて、 全社 会を 労働者階級の インテリの 大 軍に 発展させる という 構想を 具 
体 化した 方針な ので ある。 

実際、 書物は 革命を おこなう 人び とに とっては、 なくて はならない 一つの ml である 0 

書物は 人間に 政治、 経済、 文化、 軍事の すべての 部門に わたる 多様で 豊富な 知識を あたえて くれる。 

革命を おこなう 人間は 書物を 読まずに は 生きて ゆけない し、 またい かなる 活動 もで きない。 政治 活動 や 文化 活動 
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をす るに しても 書物を 読まなければ ならない し、 経済 や 技術を 発展させる にも 書物を 読まなければ できない" 

だから 金 日 成 首相は、 広 はんな 読書 運動を 人び との 一般 文化 水準と 政治、 技術水準を 高める 一つの 方法と みな 

し、 全社 会に 学習 気風を うちたて、 すべての 勤労者が 毎日 読書す る 運動を 展開し なければ ならない と 教えた ので あ 
る 0 

金 日 成 首相は、 読むべき 書物に ついても 具体的に 明らかにした。 

「では、 みなさんは どういう 本を 読まなければ ならない のでしょう か？ 

なにより もまず 党の 諸 文献を 学習し、 つぎには 革命 伝統に かんする 資料を 学習し、 マルクス •レ 1 ーン 主義の 原 
理と 自分の 専門 部門の 技術 書を 読まなければ なりません。 そして 文学 書 も 読まなければ なりません。 人間の 生活に 
おいて 文化 生活は 切りは なせない ものです。 しかし 書物を 読む にしても、 腐り果てた ブルジ ョァ 小説の ような もの 
を 絶対に 読んで はいけ ません。 われわれは 革命の ための 書物、 社会主義 建設の ための 書物を 読み、 それ 以外の もの 
は 読む 必要 もな く、 また 読んで はなり ません」 

金 日 成 首相が 文化 革命を おしすすめる うえで とらえた もう 一つの 重要な 環は、 衛生 文化、 生産 文化を 全面的に 確 
立す る ことであった。 これは、 人間 こそが なにもの にも かえが たい 宝で あると いう 首相の 崇高な 志からで た 方針で 
あった。 

金 日 成 首相は、 つぎのように 教えて いる。 

「われわれの 制度の もとで、 人間より 貴い ものはありません。 われわれは 保健 事業を 発展 させて 人間の 生命を 守 
り、 勤労者の 健康を さらに 増進 させなければ なりません」 

首相は、 保健 部門では 病院と 診療所を 増設し、 そこに 医療 活動家を たくさん 配置し、 医師の 資質を 決定的に 高 
め、 勤労者にたい する 医療 保健を いっそう 改善 するとと もに、 予防医学の 方針を 堅持し、 都市 や 農村で 衛生 防疫 事 
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業を 日常 的に おこなわなければ ならない と 教えた。 

首相は、 生産 文化を 発展させる ことは 人間の 健康の ためば かりで なく、 製品の 質を 向上させる ために も 重要で あ 
ると 強調しながら、 文化的に 生活す る 習慣を 身に つける ように さとした。 

金 日 成 首相は、 文明を めざす 勤労者た ちの 文化的 要求を みたし、 人民 大衆を 共産主義 的に 教育す るう えで、 文学 
芸術の もつ 大きな 竒義 についても 明らかにした。 

首相は、 思想 性と 芸術 性の 高い 文学 芸術作品を、 より 多く 創作すべき であると 強調した。 

このように、 金 日 成 首相の 思想 革命と 文化 革命に かんする 理論は、 社会主義、 共産主義 建設の ための 偉大な 綱領 
の 一部分で あり、 その 革命 性と 創造性に よって、 マルクス •レ ーニン 主義の 宝庫を 新たに 飾る 偉大な 理論で ある。 

偉大な 理論は つねに 偉大な 現実を 生む ように、 思想 革命と 文化 革命に かんする 金 日 成 首相の 偉大な 思想は、 北半 
部の 現実の なかで ゆたかに みのっている。 

首相の 教えを うけた 人民は、 首相の 思想で しっかり 武装し、 革命の ために 自分の すべてを 惜しみな くささげ る不 
屈の 革命家、 共産主義者に きたえられて いる。 そして 全国が 革命的 情熱で わきかえり、 千里 馬の 勢いで 革新 また 革 
新、 前進 また 前進しながら 新たな 奇跡を 創造して いった。 

のみならず、 勤労者たち は、 高い 文化 水準と 共産主義 的 道徳を かねそなえた 文化的な 人間に 発展して いった。 

このような 不屈の 革命 性と 高い 文化 性 —— 、そこに 共和国の 不敗の 威力の 源泉が あり、 無限の 発展と 繁栄の 確固 
とした 基礎が あるので ある。 
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4 花 ひらく 文学 芸術 

金 日 成 首相は、 人民にたい する 思想 教育と 人民の 文化的 素養を 高める うえで、 文学 芸術の もつ 役割を 非常に 重視 
した。 

一般的に、 指導者たち は、 文学 芸術と なんらかの 関係を もつ ものである。 

しかし 金 日 成 首相の ように、 文学 芸術の 使命を 革命に 深く むすびつけた 指導者は かつてい なかつた し、 首相の よ 
うに 文学 芸術の 発展に 強い 関心を よせ、 つねに 指導し 配慮して いる 指導者は いないであろう。 

帝国主義 者 やその 手先に とつては、 文学 芸術は 人間を 堕落 させ、 人民の 階級意識と 闘争 心を マヒ させる 一種の 精 
神 的な 麻酔剤で あり、 また 一部の みたされた 人たち の 享楽の 道具に すぎない。 

また 革命の 背信者たち は、 文学 芸術が すべての 階級に 差別な く 服務す る ものと して、 人民 大衆の 実践 活動とは 関 
係な く、 なに か 「純粋な 美」 を 探究す る ものと して、 あるいは 人民の 血と 汗で 肥え ふとつた 資本家と、 飢え、 しい 
た げられ ている 労働者と が 一つの テ— ブルで 食べたり、 飲んだり、 同じ リズムに あわせて 踊つたり、 うたつた りす 
る ことができる といつた 式の、 階級 間の 「協調」 を 説く 手段と みて おり、 また 事実 そのよう に 悪用され ている。 

だが、 文学 芸術にたい する 金 日 成 首相の 考えは、 これとは 本質的に 異なる ものであつた。 

首相は、 文学 芸術の 教育的な 音 I について、 こうのべ ている。 

「ほんとうに 社会主義 的で 革命的な 文学 芸術は、 人間 生活の 一番 美しく 一番 崇高な 世界を 人び とに 見せて くれ ま 
す。 わたしたちは、 文学と 芸術に よつて 生活を より 深く 理解す る ことができ、 いつそう 実の ある 生活を 創造す るた 
たかいで 力と 勇気を うる ことができます I 
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首相に とって、 文学 芸術は 生活の 真実を 探究し、 人間を 美しく 崇高な 精神 世界へ と 案内す る 手段、 いいかえれば 
新しい 生活を 創造す るた たかいを 鼓舞し、 人類の 理想で ある 社会主義、 共産主義 社会を 建設す る 荘厳な たたかいへ 
と 人民を ふるいたたせる すぐれた 手段で あり、 勤労す る 人民の 手に にぎられた 美しい 生活の 教科書で あり、 一切の 
古い ものと 醜悪な ものの まえで、 憤怒と 軽蔑を もってこれ とたた かう、 革命と 階級闘争の 鋭利な 武器な ので ある。 

だから 金 日 成 首相は、 早く も 抗日 武装 闘争の あの きびしい 日々 に、 革命的 文学 芸術の 発展に 心血を そそいだ ので 

あった。 

首相 自身、 かの 有名な 『血の 海』、 『城 隍 堂』 など 数多くの 脚本を 書いた 創作家で あり、 演出 者で あり、 浪慢 的な 
闘争 精神が 脈う つ 無数の 革命歌の 創作者で も あった。 

首相の 模範と 教えに したがって、 パルチザンの 隊員 も 詩を 書き、 歌を つくり、 力を あわせて 劇を 上演して 大衆に 
見せたり した。 

こうした 作品は、 静かな 書斉 でつくら れた ものではなかった。 敵と たたかう 行軍の 途上で、 けわしい 山奥の 密林 
の 休息の 場で 創造され たもので あり、 かぎりない 革命的 情熱と、 祖国にたい する あこがれと 愛の なかで 生まれた も 
ので ある。 

こうした 文学 芸術は、 力と 希望を あたえて くれる 道づれ であり、 異国の 荒野を さまょう 同胞には 、祖国へ つうず 
る 革命の 道を しめし、 重苦しい 胸を はらす 壮快な 春雷で も あった。 

抗日 武装 闘争の 折、 首相に ょって かたちづくられた 革命的 文学 芸術は、 誇り ある 伝統と して 解放 後の 朝鮮の 文学 
芸術に 直接う けつが れて 発展し、 さんらんたる 開花を もたらした。 

金 日 成 首相は、 党 創建の 当初から 朝鮮 革命に 服務す る 党 的で 革命的な 党 文芸 路線を うちたて、 革命 発展の 時期 ご 
とに、 作家、 芸術家を たたかいに むかって 正しく 指導し、 はげました。 
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首相は 党の 文芸 政策に ついて、 つぎのょうにの ベて いる。 

「わが 党の 終始一貫した 文芸 政策は、 わが 人民の 悠久な 文化遺産を 批判的に うけつぎ、 他国の 先進 文化の 成果を 
批判的に うけいれながら、 社会主義 制度の もとに おける わが 人民の 生活と 感情を 反映した、 新しい 民族 文化を 発展 
させる ことにあります」 

首相が しめした 党の 文芸 政策には、 内容に おいて 社会主義 的で あり、 形式に おいて 民族的な 民族 文学 芸術の 性格 
にかんする 問題、 朝鮮の 現実に 照らし あわせた 社会主義 的 リアリズムの 諸 原則に かんする 問題、 文学 芸術の 党派 性 
と 人民 性に かんする 問題、 民族 文化の 遺産を うけつぎ、 これを あらためる とともに、 外国の 先進 文化を 批判的に う 
けいれ る 問題、 大衆 文化 活動を 活発に くりひろげ、 文学 芸術を 全人 民の 享有 物と する 問題な どが 全面的に 明らかに 
されて いる。 

こうした 路線は、 共和国 北半 部の 文学 芸術を、 朝鮮 革命に 徹底的に 服務す る もっとも 党 的で 人民 的な 文学 芸術 
に、 高い 思想 性と 芸術的 香気を 放つ 黄金の 芸術に 花 ひらかせた。 

金 日 成 首相は、 文学 芸術を 党の 思想、 文化 革命 遂行の 有力な 手段の 一つと みなし、 文学 芸術は 党の 思想と 路線を 
徹頭徹尾 擁護し、 朝鮮 労働党に ょって 導かれる 朝鮮 革命に 忠実に 服務す る 高い 党派 性を もたなければ ならず、 ま 
た、 そうして こそ、 自己の 使命を まっとう できる と 教えた。 

首相は 党 的な 文学 芸術の 使命に ついて 語りながら、 「われわれの 文学 芸術は、 北半 部での 社会主義 建設に 服務す 
ると ともに、 南 朝鮮の 解放と 祖国の 統一の ための 全 朝鮮人 民の たたかいに 服務し なければ ならない」 と 教えた。 

もし、 文学 芸術が こうした 使命の 遂行に 服務で きないと すれば、 それは 党と 人民の 利益に 反する ばかり か、 真実 
を 歪曲す る ことにな り、 正しい 意味での 文学 芸術とは いえない。 

金 日 成 首相の 文芸 思想に おける こうした 党派 性は、 文学の 人民 性と 密接に むすびついて いる。 
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.首相は、 とし、 文学 芸術の 人民 性に ついて、 つぎのように のべて いる。 

「芸術は、 必ず 人民 大衆の なかに 深く 根を おろさなければ なりません。 作曲家、 劇作家、 音楽家、 舞踊家 および 
演技 者たち は 必ず 人民の 生活を 深く 研究し なければ ならない し、 創作す るう えで、 人民が 創造し、 人民の 感情と 念 
願を 正しく 反映した 民族 古典と 人民 歌謡を ひろく 利用し なければ なりません」 

また 首相は こうのべ ている。 

r 芸術の 真の 評論家は 人民であります。 人民に まさる 聡明な 評論家は いません。 人民の 判定に 合格した 作品は よ 
い 作品で あり、 人民の 判定に 合格で きなかった 作品は、 よくない 作品と みなければ なりません。 小説、 詩、 音楽、 
映画、 そのほかの すべての 芸術は、 人民 大衆が 理解で きる もので なければ ならない し、 人民 大衆の ために 服務し な 
ければ なりません」 

文学 芸術の 人民 性に ついての 金 日 成 首相の この 教えには、 なく、 Is 
ゆ。 »i 神 ¢6/ 富の^ 31 から 出発した もので あって、 文 1 S 創作に おいて 決定的 
な 役割を 果たす のは 人民で あり、 芸術作品の 質的 水準と 歴史的 生命は 人民が 創造した 富、 なかで も 人民の 精神的 富 
を どの 程度 もりこんで いるかに よってき まると いう、 深奥な 内容が こめられて いるので ある。 

たとえば 『春 香 伝』、 『沈 清 伝』 や 民謡な ど、 多くの 古典文学 作品が、 ある 個別 的な 作家の 孤立 的な 幻想になる も 
のでは なく、 豊富な 人民 的 才能の 創造物で ある ことを 考える とき、 金 日 成 首相の 思想が いかに 正しい ものである か 
がよく わかる。 

文学 芸術の 人民 性に ついての 首相の 思想は、 これにと どまる ものでは ない。 

首相は、 生産し、 建設し、 革命す る 人民、 歴史を 創造す る 人民 大衆の なかに、 永遠で しかも 無限な 美の 源泉が あ 
ると 考えた。 そこに 詩が あり、 小説が あり、 美しい 音楽が あり、 戦闘的な 演劇が あると 考えた ので ある。 
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首相は つねに、 人民を 第一に 考え、 人民を 美の 所有者、 創造者で あると 考え、 「人民が 愛する もの、 それは とり 
もな おさず 詩的な ものである」 と 強調した。 

金 日 成 首相は 一九 六 六 年 二月 四日、 シナリオ 作家、 映画 演出家た ちと 会い、 人民 性を 要約して、 「人民 性とは、 
人民の 要求を くみとり、 それを 解決す る ことです」 とのべた。 

首相は、 古典 文化遺産に ついても、 こうした 人民 性の 尺度に よって 評価を くだし、 「人民の 感情と 念願を 正しく 
反映した 民族 古典と 人民 歌謡を ひろく 利用し なければ なりません」 と 強調した し、 「燦然と 輝く わが 民族 芸術の 遺 
産を 継承 発展 させ、 先祖が のこした 美しくて 進歩的な すべての ものが われわれの 時代に 開花す るよう にしなければ 
なりません」 とのべた。 

金 日 成 首相は、 過去の 民族 文化遺産を すべて 古い ものと して 一掃し ようとす る 虚無主義 的な 傾向と、 進歩的で あ 
れ 反動的で あれ、 文化遺産で ありさえ すれば なんでも 継承し ようとす る 復古主義 的 傾向を きびしく いましめ、 遺産 
のなかで 保守的で 反動的な ものは すて、 人民 的で 進歩的な もの だけを 現実の 生活の 要求に そくして 継承し、 革新し 
て ゆく 原則を 堅持した。 

首相は つぎのように 指摘して いる。 

「民謡、 音楽、 舞踊な ど 各部 門に おいて わが 民族 固有の すぐれた 特性を 保存す ると 同時に、 新 生活が 要求す る 新 
し： S リズム、 新しい 旋律、 新しい 律動を 創造し なければ ならない し、 わが 人民が 有して いる 豊富で 多様な 芸術 形式 
に 新しい 内容を もりこむ ようにし なければ なりません」 

.文化遺産の 継承に かんする 金 日 成 首相の この 文芸 思想は、 首相の 独創的な 思想で あり、 また 首相の 主体 思想の 輝 
かしい 具現で ある。 

首相は、 文化の 民族的 特性を なくさなければ 「世界的 価値」 を もつ ものに ならない という 考え や、 逆に、 古い 民 
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族 文化を すべて そのまま 保存して こそ 世界 文化の 宝庫に 寄 手で きる といぅ 人び との 見解を 批判し、 

その 間^^ と！^^; 3P^1^  進 


文化を うけいれる 場合で も、 いとの ベた a  r 

金 日 成 首相の こうした 文芸 思想が、 いかに 正しい ものである かとい うことは、 こんにち 世界が 驚嘆し、 模範と あ 
おいでい る 朝鮮の 民族 文化 芸術の 開花が、 それを あますところなく 証明して いる。 

首相は、 すぐれた 古典の 思想、 芸術的な 本質を だれよりも 深く、 そして 正しく 評価した。 

金 日 成 首相は、 古典を 評価す るに 際して、 それが つくられた 時代の 歴史的 条件を はなれて 軽卒に 評価したり、 そ 
の 本質を そこなって まで 勝手に 改作した りする ことを かたくいましめた。 

と 同時に、 首相は 現代の 作家たち が 歴史的 事件 や 人物を 形象す る 場合に も、 その 歴史的 真実に 厳密に 立脚す る だ 
けで なく、 それが われわれの 時代の 人民の 階級意識と 愛国心を 鼓吹す るう えで 役立たなければ ならない と 考えた。 

一九 四 八 年 一月の ある 日、 金 日 成 首相が 劇 『李 舜臣 将軍』 (金 台鎮 作。 首相の 教えを 貫徹すべく、 作者の 死後、 趙霊 出、 
李 甲 基、 黄徹ら の 劇作家 および 演出家が 討議し、 趙霊 出の 實 任の もとに、 全 九 場の 戯曲に 改作した。 —— 訳者) を 観覧した と 
きのこと である。  ‘ 

首相は この 劇を 創造した 集団にたい して、 歴史上い かなる すぐれた 将軍 も、 人民 大衆との つながりがなくて は 勝 
利は 不可能で あると 指摘し、 その 劇の なかで、 ある 老人が 草鞋を あんで 李舜臣 将軍の 兵営を たずねる 場面は、 李舜 
臣と 人民との つながりを あらわす 意味で よくで きている と 評価した。 

そして、 この 作品の 欠陥を おぎなう 具体的な 方法を しめし、 金応瑞 将軍 (壬 辰 祖国 戦争のと きの 名将。 一 五 九 三年 一 
月、 ビョン ヤン 城を 奪還、 のち 慶尚左 兵 使と なって 釜 山を 薄 還し、 功が 多かった 0 —— 訳者) が 日本軍の 兵営に いく 場面に た 
いして、 「われわれの 方で 日本軍の 兵営を たずねて いっている が、 これは 誤りで ある。 日本軍の 方で われわれの 兵 
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営に くるょう に 描くべき である」 とのべた。 

L*t また、 李舜臣 将軍が 勝利の 歓呼の なかで 戦死す る 場面に ついては、 この 戦死の 場面で 劇を 終わらせる のでは な 

^  く、 将軍が 陣頭で 指揮を とり、 最後の 勝利の 決戦へ と 全軍を ふるいたたせ、 敵に 大きな 打撃を あたえて いると ころ 

_ で 終わらせるべき だと 指摘した。 

£  こうして この 劇は、 歴史的 真実と 現代的 要求と を 統一的に 把握した 首相の 教えに したがい、 欠陥を なおして 高い 

X 思 •想、 芸術的 水準に 達する ことができた のであった。 

章‘ 金 日 成 首相は、 文学 芸術の 社会主義 的 内容と 民族的 形式の 相互関係の 問題に ついても、 正しく 解明した。 

»H 首相は、 「わが 人民が 有して いる 豊富で 多様な 芸術 形式に、 新しい 内容を もりこむ ょうにし なければ ならない」 
とのべ、 創作で 人民 的 芸術 形式を ひろく 利用す るに しても、 むかしの ままでは なく、 それを 発展 させて 利用し なけ 
ればな らな いと 教えた。 

金 日 成 首相は、 朝鮮 画に おける 民族的 色彩、 音楽に おける 民族的 旋律、 文学 創作に おける 民族的 特性を 強調し、 
一九 六 六 年 四月 三十日、 作曲家たち との 談話を つうじて、 「古い 形式に 社会主義 的な 内容を もる ことは、 社会主義 
的 リアリズムとは いえない」 と 指摘した。 

金 日 成 首相の この 文芸 思想は、 一般的には 内容と 形式の 統一、 具体的には 民族 文化の 社会主義 的 内容と 民族的 形 
式の 統一に かんする 正しい 解答と なって いる。 

首相は、 民族的 形式の 建築物に おける 社会主義 的 内容とは どういう ものである かにつ いて、 建築家たち にこうの 
ベて いる。 /• 

「われわれが 建築す る 建物の 社会主義 的 内容とは なに か？ それは 人民に とって、 便利で、 優雅で、 美しくて、 
承 丈で ある ことを 意味し ます。 これが とりもなおさず、 われわれが 要求して いる 建設の 質な のです」 
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社会主義 的 内容と 民族的 形式の 統一に ついての 金 日 成 首相の このような 教えは、 すべての 事物と 芸術的 現象を、 
徹底した 共産主義 的 党派 性と 人民 性の 見地から 分析 評価す る ことによって、 もっとも 深奥な 真実に 到達で きる もの 
であると いう ことを よくしめ ている。 

首相は、 文学 芸術の 現代 性に かんする 問題、 肯定的 主人公 —— 共産主義 闘士の 典型に かんする 問題、 思想 性と 芸 
術 性の 統一に かんする 問題な どに ついても、 朝鮮 革命の 観点、 すなわち 偉大な 主体 思想の 照明の なかで 明らかにし 
た。 

こうした 美学 上の 問題の 解決で、 とくに 首相が 一九 六〇年 十一月 二十 七日に 作家、 芸術家に あたえた 教え、 『千 
里 馬 時代に ふさわしい 文学 芸術を 創造し よう』、 一九 六 四 年 十一月 二十 七日に 文学 芸術家たち のまえ で おこなった 
演説 『革命的な 文学 芸術を 創作す るし」 とに ついて』 および、 戦後、 映画 芸術家たち にあた えた 多くの 教えな どは、 
きわめて 歴史的 意義の 深い ものである。 

この 教えの なかには、 社会主義の 高峰に むかって つきすすむ 千里 馬 時代と、 祖国 統一の ための 南北 朝鮮人 民の た 
たかいから、 なにを どう 反映すべき かとい う 首相の 豊富な 美学 思想と 文芸 政策が 明示され ている。 

金 日 成 首相は、 文学 芸術の 現代 性に ついて こう 教えて いる。 

「結局、 すべての 文学 芸術作品は、 こんにちの わが 人民にたい して、 どのように 生き、 働き、 たたかう かを 教え 
るう えで 役立たなければ なりません。 ですから 作家、 芸術家たち は、 以前に もまして 現実に 関心を もたなくて はな 
りません。 現実 生活に 近い ものを 描く ほど、 作品は いっそう 価値 ある ものと なります」 

首相は、 社会主義 的 リアリズム 文学 芸術の 価値は 結局、 自分たち の 時代の 先進 的な 時代精神の なかで、 人民に 提 
起されて いる 切実な 問題に 解答を あたえる ことに あると 考えた。 

現代 性に かんする 金 日 成 首相の 文芸 思想の 現実的 意義は、 ただこれ だけにと どまる ものでは ない。 
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首相が 明らかにした 独創的な 文芸 思想の いま 一つの 側面は、 歴史的な 主題を 现代 性の 見地から 発 挺させる と IPJ 時 
に、 過去の すぐれた 「民族的 形式を 時代に そうよう 発展 させ」、 そこに 現代的 内容を もる ことによって、 m 代 的 主 
題を 解決 するとい うこと である。 

金 日 成 首相は、 農民が 党の 政策を かかげて あらゆる 難関と あい 路を 克服しながら 協同 農場を 組織す る 話 も、 むか 
しからつ た わる 民族的 形式の 唱 劇で 創作で きる から、 一度た めして みるよう にとの ベた。 作家、 芸術家たち は 首相 
の 教えに したがい、 唱劇だ けで なく、 舞踊、 民謡、 朝鮮 画を 現代人の 美感に あうよう 新しく 創造し、 発展させる こ 
とに 成功した。 

いままで、 少なからぬ 社会主義 国の 芸術活動では、 現代 性を 正しく 生かす ことができず、 とくに 舞台芸術に いた 
っては 現代的 主題の 開拓には ほとんど 無関心であった。 それは この 問題に かんする 理論が 貧困で、 文学 芸術の 党派 
性、 人民 性を 軽視して いたから である。 

朝鮮を おとずれた 外国の 政治 活動家たち が、 ビョン ヤンの 劇場な どで 芸術 公演を 見て 驚嘆す るの も、 主として そ 
の 現代的 主題の 作品の ゆえであった。 

そして 一部の 人び とは、 朝鮮で 見た 現代的 主題の 作品に 学び、 それを 自国の 劇場の 舞台で 再現まで した。 

この 現代 性に かんする 問題は、 とくに 肯定的な 主人公 —— 共産主義 闘士の 典型 創造に かんする 金 日 成 首相の 美学 
思想と 密接に むすびついて いる。 

金 日 成 首相は、 つぎのようにの ベて いる。 

ぐな り、 すべ 七の AI に 自由 2震ず 4| 1^ひ^^^い^^1^^^もとで1?^び|とは 
*\ しい % I の、^ ものへ むかい  1 全社 会には # I 定的 溶 のが 支 S す^ 

ptl sl 定的な 現象が 広： S ん^ 衆の， なかで 共鳴を ムび 和 こ^? ^ れはた ♦たちに 全 社会的な 8®^ 普遍 化され る 
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のです」 

こうして、 共和国 北半 部の 社会主義 社会に おける 芸術は、 その 制度の 優越性に ょって 現実の なかで 美しい ものの 
模範と、 人間の 肯定的 特貿を かぎりなくの ばす 豊富な 可能性を もつ ょうになった。 それは 搾取と 抑圧が 支配す る資 
本 主義 社会では、 先進 的な 芸術と 制度と が 敵対 的に 衝突す るが、 社会主義 社会では それ 自体の なかに 人類の 理想 
が、 新しい 人間 —— 共産主義 闘士の 大衆 的 闘争を つうじて 現実化され ている ためで ある。 

金 日 成 首相は、 社会主義、 共産主義 理想の ためにた たかう 実際の 英雄の なかから、. かれらの 偉勲と 肯定的 性格の 
特質を 典型的に 創造す る ことを 強調し、 こうした 新しい 型の 人間の 典型を とおして、 すべての 勤労 人民を 共産主義 
的 人間に 改造で きる と 教えた。 

同時に、 金 日 成 首相は、 「南 朝鮮の 人び とに 革命 闘争の 方法を 教え、 かれらの 革命的 情熱を ふるいおこさせ、 階 
級 的な 自覚を 高め」 るた め、 南 朝鮮の 革命 闘士の 典型を 創造し なければ ならない と 教えた。 

、金 日 成 首相は、 革命 闘士の 典型の なかで も、 とくに 英雄的な 抗日 武装 闘争に くわわった 共産主義 闘士の 典型を 創 
造す る ことが、 人間 改造と 全社 会の 革命 化に 重要な 意義を もつ とくり かえし 強調 L た。 それは 抗日 武装 闘争が 朝鮮 
革命運動の 源泉で あり、 抗日の 革命 闘士が 文学 芸術の 肯定的 主人公の 模範で あり、 かれらの 闘争 業績と 革命 精神 
が、 こんにちの 人民から かぎりない 尊敬を うけてい るた めで ある。 

金 日 成 首相は、 こうした 共産主義 闘士の 典型的な 性格 的 特質と 内面 世界の ゆたか さを 美学的に 明らかにし、 たた 
かいの なかで 成長して ゆく 主人公を 描き、 平凡な 人たち のなかから 英雄的な 姿を もとめ、 たたかいと 試練の なかで 
革命的 楽観 王： 我を きわだたせ、 闘士の 形象を つうじて 革命にたい する 認識 過程を 描写す る ことな どに かんする、 重 
要 かつ 原則的な 問題を 明らかにした。 

これらす ベての 問題は、 社会主義 的 リアリズムの 文学 芸術に おける 共産主義 闘士の 典型に かんする 深奥な 美学的 
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解明と なつて いる。 

金 日 成 首相は さらに、 芸術に おいて、 「生産で 決定的 役割を 果たす のは 機械では なく、 人間で あると いう 思想が 
強調され なくて はならず、 偉大な 生活は 一人 や 二人の すぐれた 人の 力に よってでは なく、 自己の 歴史的 使命を 自覚 
した 数百 万 勤労者の たたかいに よってつ くりだされる という、 マルクス •レ— ニ ン 主義 的 観点が はっきり とでて い 
なくて はなり ません」 と 強調し、 つぎのようにつ づけて いる。 

「このような 映画の 主人公は、 快活で 楽天的であって、 難関に めげ ず 前進し ようとす る 意志が 非常に 強い 典型的 
な 新しい 人間と して 描かなければ ならない」 

つまり 金 日 成 首相は、 現代の 肯定的 主人公 —— 闘士の 典型を 時代精神と 歴史の 主流の なかで 描写し、 主人公の 成 
長 過程を 生活と たたかいの 合法 則 性の なかで とらえ、 主人公の 階級 的 本質と 精神 世界の 気高 さと ゆたか さを 正しく 
反映して こそ、 人び とに われわれの 偉大な 生活を 理解 させ、 人民 大衆を 革命的に 教育す る 教科書と なる ような 肯定 
的 模範を 創造す る ことができ ると 考えた。 

首相は また、 共和国 北半 部に おける 社会主義 建設に 服務す る ばかりでなく、 南 朝鮮の 革命と 祖国 統一の ための 全 
朝鮮人 民の 闘争に 服務す る 革命的 大作を 創造す るよう 強調して、 こういう 革命的 大作は、 「偉大な 歴史的 事件を 背 
景 にして、 朝鮮 革命の 発展と ともに 闘争の なかで 成長して ゆく 主人公の 典型的な 姿」 を 描く もので なければ ならな 
いと 教えた。 

肯定的 主人公 —— 共産主義 闘士の 典型に かんする 金 日 成 首相の こうした 文芸 思想は、 マルクス •レ ー ニ ン 主義 美 
学の 大きな 発展で ある。 

これと 同時に、 金 日 成 首相は、 作品に おける 思想 性と 芸術 性の 統一に ついて 強調して いる。 

首相は、 r 芸術に^ て ttl 象 性は 死で‘ ある」 、 「高い 芸術 性と 結合した 高尚な 思想 性 一 ^ これは 芸術作品の 価 
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値を 規定す るう えで 唯一の 正当な 規準で ある」 と 教え、 「芸術は、 人民に 後退を もとめる ので 5^^ 幸福な 未来 
にむ かう 前^^ 呼びかけなければ ならない U-I と 強調した 0 

そして 作家、 芸術家たち が 党の 政策で 武装し、 社会主義、 共産主義 建設と 祖国 統一の ために 献身す る 熱烈な 革命 
闘士に ならなければ ならない とのべながら、 「熱烈な 愛国者で ない 作家が、 どうして 愛国 的な 作品を 創作す る こと 
がで き、 人民を 愛さない 芸術家が、 どうして 人民の ための 芸術を 創作す る ことができましょう か？」 と 指摘して い 
る 0 

この ことばは、 現代の 作家、 芸術家 だけでなく、 あとから つづく 文学 芸術の すべての 世代が 深く 考えなければ な 
らない 座右銘で ある。 

すぐれた 文芸 思想に もとづく 金 日 成 首相の こうした 教えの ほとんどは、 作家、 芸術家た ちに 直接 会い、 かれらの 
創作 活動を 指導しながら あたえられた ものであった。 

首相は、 天才 的な 芸術的 洞察力で 作品の 思想、 美学 上の 長短を 分析し 論評した ばかりでなく、 人物 形象 上の 細部 
にわ たって その 長短を 指摘し、 作品を 描きな おす 方向と 具体的な 代案まで だして 創作 活動を 指導した。 

朝鮮の 映画 芸術が 非常に 早い 速度で 発展した の も、 この 分野に はらわれた 金 日 成 首相の 深い 関心と 直接的な 思 
想、 美学的な 指導を はなれて 考える ことは できない。 

たとえば 劇映画 『成長の 途上に て』 (& 仁 俊 シナリォ、 鄭雲峰 演出、 第一 部— 一九 六 五 年、 第二 部— 一九 六 六 年、 国立 芸 
術 映画 撮影所 制作。 —— 訳者) も、 首相の 細 ♦心な 指導を うけて 完成され たす ぐれた 作品で ある。 

この 映画は、 アメリヵ 帝国主義と その 手先 どもの 植民地 隸属化 政策に 反対して たたかう、 南 朝鮮の 青少年たち の 
成長過程を 見せて くれる 作品で ある。 

この 映画の 第一 部を 見た 金 日 成 首相は、 この 映画の 思想、 芸術 性を 全面的に 分析し、 じつに 具体的な 助言を 映画 
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の 制作 スタッフに あたえた。 

首相は、 この 映画の 主題と なって いる 反米 思想に ついて、 「作品では 反米 思想が 弱い。 ソゥルの 街路で、 ア メリ 
力 軍のジ ー ブに 子どもが ひかれる 場面が あるが、 ここでは 多くの 人たち がた だ 黙って 見て いる だけで ある。 憤怒を 
おさえ きれなかった 人 もいた だろう に、 冷ややかな 笑いを うかべて いる 人と 無表情に つったって いる 人たち だけが 
強調され ている。 南 朝鮮の 人民が まるで、 すべて 腰ぬ けで あるよ .5 に 描かれて いるでは ないか」 と 指摘し、 この 映 
画の 基本的な 欠陥を こまかく 分析した。  _ 

また、 主人公の 学生が 自分の 血を 売って 学友の 授業料を おさめる 場面に ついては、 「飢えて いる 母親 もたす けら 
れな いのに、 学友の 学費の ために 血を 売る ことは、 資本主義 社会での 典型とは なりえない」 と 指摘した。 

そして、 金 日 成 首相は、 南 朝鮮の 青年たち がな ぜ アメリカ 帝国主義に 反対す るに いたる のかを 描く ことが 重要で 
あるとの ベ、 かれらの めざめて ゆく 過程を 社会的 環境との 密接な 関連^^ かで えぐり だす 方法まで 指導した。 

こうして、 『成長の 途上に て』 第一 部は もちろん、 第二 部 も 直接、 首相の 指導に よって、 思想、 芸術 性の 高い 作 
品と して {元 成された ので ある。 

劇映画 『 «t 学 信 一家』 (白 仁 俊 シナリオ、 吳秉超 演出、 国立 芸術 映画 撮影所、 一九 六 六 年 制作。 I 訳者) も、 首相の 指導 
をう けて 思想 芸術 性の 高い 作品と して 完成され たもの の 一つで ある。 

この 映画で くりひろげられる 事件は、 かつての 祖国 解放 戦争で、 人民軍が 一時的に 後退した 時期からは じ まって 
いる。 

ながいあいだ、 アメリカを 崇拝して きた キリスト教の 牧師 崔学 信と その 一 家が 住んで いる 村に も、 アメリカ 帝囯 
主義 侵略軍が おしよせて くる。 そして、 かつて ソゥルに 遊学して いた 崔学 信の 息子が、 かいらい 軍の 将校と なって 
あらわれる。 
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崔学 信は 侵略者を 歓迎し、 かれらに つかえる。 かれは 侵略者が 人民を 弾圧す るのを 見ても、 それは 「天意」 であ 
ると 信じて うたがわない。 

だが やがて、 かれの 胸に も 一沬の 不安と 苦悩が 生まれて くる。 

アメリカ 帝国主義 侵略者と 交際して いたかれ の 長女が、 かれらに 殺され、 海岸に その 死体が うかびあがった ので 
ある。 

この 事件は、 崔学 信と その 妻、 そして かいらい 軍将 校の 息子を 絶望に おとしいれる。 妻は 気が狂い、 あげくの 果 
てに アメリカ 軍の 銃弾に うたれて 死ぬ。 

しかし « 学 信の 末 娘 だけは、 最初から みんなとは ちがった 道を 歩いて いた。 

共和国で 育ち、 学んだ 彼女は、 負傷した 一人の 人民軍 兵士を 家に かくまって 献身的に 看病す る。 だが 危険が せま 
ってく ると、 その 丘 ハ士は 、以前、 教会堂の 鐘 守りを していた 老人の 協力を えて、 付近に 駐屯して いた 人民軍 部隊に 
無事 帰る の だが、 この 一件が 敵に 知れ、 事件は 大詰と なる。 

アメリカ 軍は、 すでに 不安に おののき、 動揺を きたして いる 崔学 信の 息子に、 鐘 守りの 老人を 大衆の 面前で 銃殺 
せょ と 命ずる。 かれはし かたなく 銃口を 老人に むける。 しかし、 かれには 引き金が ひけない。 

老人は、 幼い ころの かれを 背に 負 ぶって かわいがって くれた、 いわば 恩人な の だ。 

良心の 苛責に さいなまれ、 せっぱつまった かれは 死を 覚悟して、 やにわに 銃口の 向きを かえると ヤン キ ー を 射殺 
してし まう。 そして、 アメリカ 軍の 銃口が いっせいに 向けられ ると、 かれは 恥ず べき 目 分の 生涯を みずからの 手で 
断っ てし まう。 

これを 知った 崔学 信は、 息子の 死体を かかえながら 涙を 流して アメリカ 軍を 呪う。 だが、 ときは すでに おそ かっ 

•  1C 
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ながい 歳月に わたって アメリカを 崇拝して きた かれは、 妻と 娘と 息子の 生命を 奪われる という 大きな 代価を はら 
っては じめ て、 アメリカ 帝国主義 侵略者とは 人間の 仮面を かぶった 野獣で あると いう 真実に 気がついた ので ある。 
、、人民軍と 当地の 遊撃隊が 村を 解放す ると、 崔学 信は かれらの まえで 自分を 呪い、 朝鮮人 民の 不倶戴天の 敵で ある 
アメリカ 帝国主義 者を 必ずう ち滅 して くれと 泣き叫ぶ。 この 叫びが ほかならぬ、 ながいあいだの 崇米 主義者で あっ 
た 人物の 口からで てきた ところに、 問題の 深刻 さが まざまざとう きぼりに される。 

金 日 成 首相は、 この 映画の 創作 過程を 何回も 指導し、 高い 思想と 芸術的な 目で 欠点を 指摘し、 それを 克服す る 具 
体 案を だした。 

首相は、 登場人物の 性格と 相互関係、 かれらの 個別 的な 運命に ついて まで 明らかにし、 この 映画の 基本を なす 主 
人 公の 思想の 発展 過程を、 完全な 真実性と 劇的な 鋭 さを もって 描く ように 教えた。 

首相の この 教えに したがって、 映画の 制作 スタッフは、 悲劇的な 色彩の 強いな かで、 アメリカ 帝国主義 侵略者の 
野獸 性を 遺憾な くえぐ り だし、 アメリカ 帝国主義 撃滅を 叫ぶ 主人公を 強い 芸術的 表現力で もって 描き、 作品の 思想 
性を いっそう 高める ことに 成功した。 

そのほかに も、 劇映画 『わたしが えらんだ 道』 (国立 芸術 映画 撮影所、 一九 六 四 年 制作)、 『人民 教員』^^ 許 竜 三、 韓相 
II シナリォ、 デ 做 一一 演出、 国立 芸術 映画 撮影所、 一九 六 四 年 制作。 —— 訳者) をは じめ、 多くの 作品が 首相の 指導を 直接う 
け、 思想、 芸術 性が いちだんと 高い 作品と なった。 

このように 首相は、 大衆 的で 機動 的な 映画 芸術の 役割を 重要視した ので ある。 

首相が 文学 芸術の 各 分野にたい する 思想、 芸術的な 指導で もっとも 重視した のは、 きびしい 革命と 建設で わきた 
つ 現代の 精神で あり、 より 明るい 未来の ために 英雄的に たたかって いる 闘士の 形象、 人民の 形象であった。 

こうした 闘士たち の 姿 —— 、いまこ こに 人民を 一つに 集約した 形象が ある。 それは、 世紀を たぐりよ せて 天が け 
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る 千里 馬 朝鮮の 象徴、 千里 馬 銅像が それで ある。 

ピョンヤンの 空 高く そびえた つ この 銅像 (一九 六 一年 完成) は、 金 日 成 首相の 構想に よって 建立され た 記念碑 的な 
世界的 大作で ある。 

はじめ 画家 や 彫刻家た ちは、 羽の ない 馬が 数 頭 かけて いる 構図を 考えて いた •しかし 金 日 成 首相は、 「馬が 数 頭 
も いれば、 どれ も 目 だた なくなる」 と 指摘し、 朝鮮人が むかしから 描いて きた 童話 的で 象徴的な 美学的 空想を 利用 
し、 こんにち 朝鮮 労働党の 指導の もとに、 朝鮮人 民が 社会主義、 共産 +W の 高峰を めざして 意気 天 t 衝かん ばか 
りの 勢いで 疾風の ように か. けて いる 気象を 象徴した 翼のは えた 千里 馬の 構想を うちだした。 

また 一部の 人たち が、 この 千里 馬に 一人の 騎手を のせるべき だとい う 意見を だした とき、 金 日 成 首相は、 「これ 
はあくまで も 象徴的な ものであるべき である、 騎手を 一人に すれば、 あとで 特定の 英雄の 銅像と まちがえられる」 
とのべ、 気骨の たくましい 労働者と 農民 女性との 二人に した 方が よいと 教えた。 

これは 革命を おこない、 建設を すすめる 朝鮮人 民にたい する 首相の かぎりない 愛情からで た 構想であった。 

首相に とって、 もっとも 美しく 誇らしく、 そして 貴い ものは、 朝鮮人 民であった ◊苦難の 荒波を のりこえて きな 
がら も、 ますます 勇壮 大胆と なり、 侵略者を そのつど 手痛く たたきのめし、 首相と 党に したがって 革命と 建設を 早 
めて きた 人民、 こうした 人民に よって 首相は つねに はげまされ、 天才 的な 構想を 練り、 昼夜を いとわず 活躍し なが 
らも 休息 さえと ろうとし ない ので あった。 

朝鮮人 民は 首相の 指導の もとに、 世界が 驚嘆して あおぎみる 革命と 建設の 名手と なった。 朝鮮人 民は 南 朝鮮の 同 
胞を 救うた めに、 いっそう 富強で 賢明になる ためにた たかって いるので ある。 

その 偉大な 人民が 大地のう えに たって いる。 だが 金 日 成 首相は、 この 人民は 空に、 千里 馬 銅像のう えに またが 
り、 永遠には ばたい ていなければ ならない と 考えた。 千里 馬に のった 朝鮮人 民の 形象は、 首相の こうした 情熱には 


227 


第三 章 社会主義の 高峰め ざ. して 


ぐく まれて 創造され たので ある。 

このような 首相の 深奥な 思想は、 われわれの 時代 ばかりでなく 未来永劫にまで およぶ であろう。 

金 日 成 首相の 美学 思想と 文芸 政策は、 ただ 朝鮮の 文学 芸術 ばかりでなく、 国際的に も 大きな 意義を もっている。 

首相の 美学 思想と 文芸 政策は、 社会主義 的 リアリズム 文学 芸術の 本質と 使命を ゆがめる 左右の 日和見主義 者に た 
いする 痛打と なる もので あり、 革命的な 文学 芸術家に とっては 普遍的な 指針と なる ものである。 

それば かり か、 首相の 革命的で 創造的な 美学 思想は、 マルクス •レ ー ニ ン 主義 美学を より 豊富に し、 その 戦闘的 
で 革命的な 旗 じる しを いっそう 高めて いる。 

首相は、 解放 後 こんにちに いたる まで 文学 芸術家の 大 部隊を 育て、 かれらを 革命的に 教育し、 数多くの 文学 芸術 
作品が 満開す る 花園を つくる かたわら、 文学 芸術作品の 利用と 創作 活動が 大衆 自身の ものと なる ように 導いた。 

文学、 音楽、 舞踊、 演劇、 美術、 映画、 手芸な どの 芸術 サ— クルは、 一九 六〇年 現在で 六 万一 一千 八 百 余に 達し、 
ここには 二 十五 万 二 千 名 以上の 勤労者が もうらされ ている。 

こうして 文学 芸術は、 人民の 生活と 密接に むすびついた 大衆 的な 創造 活動と なった。 大衆 文化の このような 発展 
は、 人民の 思想 水準と 文化的 素養を 高める うえで 大きな 役割を 果たす ことができた。 

このように 朝鮮の 文学 芸術は、 金 日 成 首相の 科学的で 多方面に わたる 細心な 指導が あった からこ そ、 あらゆる 左 
右の 日和見主義 的 偏向と ブル ジョア 文芸 潮流の 浸透を はばみ、 真の 社会主義 的 リアリズムの 高峰に 到達す る ことが 
できた ので ある。  * 

かつて 日本 帝国主義 侵略者に 踏みに じられ、 抹殺され かけて いたわが 民族 文化 芸術は、 首相の 導きの もとに、 も 
っと も 革命的で、 民族的で、 人民 的な 芸術と して 開花し、 すべての 舞台は、 いたるところで 人民から 熱烈に 歓迎 さ 
れ ている。 それば かりでは なく、 朝鮮の 芸術は、 世界の いたるところで 嵐の ような 喝釆を あびて いるので ある。 
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大 集団 体操 『千里 馬 朝鮮』 の 一場面 


たとえば、 世界 青年 学生 祝典での 朝鮮 芸術 団の 公演の 反響は、 文 
字 どおり 熱狂 的な 賛辞の 嵐であった。 

「朝鮮の 芸術は、 もっとも 革命的で、 もっとも 美しい 芸術で ある」、 
「魔術の ょうに 神秘的な 芸術で ある」、 「黄金の 芸術で ある」、 「ダイ 
アモン ドの 芸術で ある」 

これは ヮルシャヮ 、ゥィ I ン 、ヘルシンキに 集まった 祝典 参加者 
たちの 一致した 賛辞であった。 

ソフィアで ひらかれた 第 九 回 世界 青年 学生 祝典 (一九 六 八 年) で、 
朝鮮 芸術 団の 公演を 見た ブルガリアの ある 人は こういって いる。 

「朝鮮人 民は 世界で はじめて、 革命の 時代の まったく 新しい 芸術 
を 創造した。 とくに 群舞 『苦難の 行軍』 は、 音楽と 舞踊、 演劇と 映 
画の 要素が すべて ふくまれて おり、 それ こそ、 あらゆる 芸術 形式が 
みな 包括され ている 総合的 芸術の 模範で ある」 

ソフィアを おとずれて いた ソ連 高級 党 学校の 一女 性 教授は、 「こ 
ん にち、 あなたがたの 芸術は、 帝国主義 侵略者を うちやぶる たたか 
いで、 大砲 や 銃ょりも もっと 強力な 武器と なって います」 と 賛辞を 
惜しまな かつた。 

第 九 回 世界 青年 学生 祝典 準備委員会の アルジ H リア 代表 もこう い 

つてい る。 
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「みなさんの 芸術は 奇黯で あり、 驚異的な 芸術であります。 朝鮮の 芸術， は 世界の 芸術の もっともす ばらしい 模 
範 であります。 朝鮮の 芸術 こそ 真の 芸術で あり、 革命的な 芸術であります。… 朝鮮の 芸術は 革命的 芸術の 旗 じる し 
であります。 芸術を 学びた ければ、 朝鮮の 芸術を 学ばなければ なりません」 

この 朝鮮の 文 栗 芸術は、 金 日 成 首相の 主体的な 革命的 美学 思想の 輝かしい 具現で あり、 その 大きな 勝利な ので あ 
る 0 

まさに 金 日 成 首相は、 祖国の 地上に 富強な 社会主義 楽園を， 築いた 人民の 偉大な 領袖で ある ばかりでなく、 朝鮮の 
麼 史上は じめ て 燦然と 輝く 民族 文化の 開花 期を もたらした 偉大な 芸術家で も ある。 

5 昌 城で 育った 新しい 芽 

朝鮮には 山が 多い。 どこから でも 山が 見える。 季節に よっては、 寒空の もと 吹雪に かすんで そそりた つ 山で あっ 
たり、 色 あざやかな 新緑を 着か ざり 力 いっぱい 背の びを する 華麗な 山であった り、 一望千里 見 わたす かぎり 燃えさ 
かる 炎の ような 紅葉の 山であった りして、 美しく 荘厳な その 姿は、 むかしから 詩 や 歌に 多くうた われて きた。 

しかし、 山は ながめる ために だけ あるので はなかった。 国土の 七〇 パー セント 以上を 占めて いる 山は、 炭鉱 や 鉱 
山で あり、 大小 さまざまな 工場と 町で あり、 多くの 農民を かかえる 生活の 場で あり、 政治と 経済活動の 巨大な 対象 
なので ある。 

しかし、 とくに 問題と なる のは、 山間 地帯の 農民の 生活 状態であった。 日本 帝国主義の 時代 やそれ 以前は いうに 
およばず、 多くの 恩恵を うけてい る 解放 後に おいても、 農民の 生活は 他の 部門に くらべて 依然として 苦しい 状態に 
あった。 したがって この 問題が、 全 朝鮮人 民の いつくしみ 深い 指導者で ある 金 日 成 首相の 関心を ひかない はずは な 
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かった。 

社会主義 祖国に、 日 かげの 部分が あっては ならない 。山間 地帯の 農民は ながい 歳月を けわしい 山に とりかこま 
れ 、だれよりも 貧しく暮ら してきた だけに、 もう それが むかしの 語り草と なる ような、 平野 地帯に おとらぬ しあわ 
せな 暮らしを しなければ ならない。 かれら も 豊潤で 文化的な 共産主義 楽園に つれて ゆかなければ ならない。 これが 
首相の 考えであった。 

首相は 繁雑な 国政を 処理し、 工場 や 鉱山を 指導しながら も、 つねに 山間 僻地の ことを 忘れた ことは なく、 解放 直 
後から 陽 徳の火 田 民 や、 慈 江 道 時 中の 山間 僻地を はじめ、 多くの 山林を みずからたず ねて は、 山を よく 利用して 暮 
らしを たてる ようにと 教えた。 

金 日 成 首相は、 山を、 決して 人間を 拘束し、 生活を さまたげる だけの 荒々 しい 自然 だとは 考えなかった。 首相に 
とっては、 それは 鉱石 や 木材、 果実、 薬草、 それに 各種の 工業 原料を たくわえた 自然 資源の 無尽蔵な 源泉で あり、 
文字 どおり 「黄金の 山」 であった。 

山を 変革して これを 合理的に 利用し、 人間 生活に 積極的に 利用し、 服従させる ことは、 首相の ながいあいだの 念 
願であった。 

この 遠大な 構想は、 首相の 徹底した 革命的 立場と ともに、 抗日 武装 闘争の 苦難の 歳月の なかでは ぐ くんだ、 山に 
たいする 非凡な 見識に もとづく ものであった。 

それば かりではなかった。 山を 利用し、 山間 地帯の 農民 問題を 解決す る ことは、 首相の 社会主義 農村 問題解決の 
重要な 構成 部分であった し、 祖国の 地に 社会主義、 共産主義を 建設す る 大事 業の 一 構成 部分であった。 

首相は、 山間 地帯の 昌 城と 碧潼の 人び とは、 「統一され て も 昌城や 碧潼に 住む はずで、 故郷を すてて よそへ ゆく 
わけに もい かない」 といった。 結局、 山間 地帯の 人たち は、 自分たち が 住んで いる 山を 変革して 楽園に つくりかえ 
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なければ ならない という ことであった。 

金 日 成 首相は、 みずからこう した 僻村に 模範を つくって 山間 地帯の 農民に 見せなければ ならない と 考えた。 

首相は、 平安 北 道昌城 郡を そうした 地帯と して さだめた。 

朝鮮の 西北 端に 位置す る昌城 郡は、 狄踰嶺 山脈から つきでた 海抜 千 四百 四十 七メ I トルの 飛来 峰の 大小の 山 ひだ 
にか こまれ、 郡 内の 総 耕地の 九 五 パ ー セントが 山で、 わずか 五 パー セントが 傾斜の 多い 畑と なって いる 山奧の 農村 
であった。 

それに 水 Sr 湖が できてから は、 けわしい 山と 山の あいだに あった 小さな 水田まで 埋もれて しまった。 

必需品は なにから なにまで、 平地からは こんで こなければ ならなかった •それ こそ、 だれでも 住む のをた めら う 
山 また 山の 深い 山奥であった。 

金 日 成 首相は、 このような 地域を、 住みよ く ゆたかな ところに かえようと 考えた ので ある。 

首相が 祖国 解放 戦争後、 はじめて 昌城の 地を たずねた のは、 一九 五 五 年の ことであった。 それ 以後、 首相は、 ほ 
とん ど 毎年の ように この 地を おとずれた。 

首相は ここを おとずれ ると、 疲れを いやす まもなく、 きまって 戦死者の 家族 や 農民、 それに 郡と 里の 幹部たち に 
会い、 農業 協同 化の 組織と その 発展 状況、 山を 活用して 生活を 改善す る 方法な どに ついて 話し あい、 その 対策を 一 
つ 一つた てて いった。 

それは 少しも 格式 ばらず、 ざっくばらんで 肉親 的な 指導で あり、 大きな 問題から 生活の こまかい 問題に いたる ま 
でく まなく 気を くばる、 ひろくて 深い 指導であった。 生活 全般に わたって 関心を はらう かと 思う と、 戦争で 犠牲と 
なった 一 戦士の 息子が 素足で 学校に かようのを 見て 深く 胸を いため、 靴を 買って あたえ、 その 少年 一家の 面倒を 父 
がわり になって みて やったり もした。 
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昌城 にたいする 首相の 指導は、 年と ともに いっそう ひろくな り、 深くな って いった。 

首相は 地方の 産業 工場を うまく 運営し、 拡張し、 発展 させて ゆけば、 昌 城の 農民は、 原料 源泉 地で ある 山が すべ 
て 「黄金の 山」 であると いう ことを 理解し ようし、 その 「黄金の 山」 の 開発 も 難なくす すめる ことができ ると 考え 
た。 いいかえ ると、 工業と 農業を むすびつけ、 郡を 総合的に 発展 させて こそ、 見す てられて いた 山が 無尽蔵の 富の 
源泉で ある ことを 実証で きる と 考えた ので ある。 

首相は、 幹部 や 農民たち に、 「黄金の' 山」 をう まく 利用し さえ すれば、 いままでは ただの 葦の しげみに すぎな か 
った 原っぱを 「黄金の 原」 にかえて、 黄金 波う つ 肥えた 平地で ゆたかな 生活を おくって いる 人たち よりも、 もっと 
ゆたかな 暮らしが できる と、 くりかえしい いきかせ た。 

そして 昌 城では、 どこに でも ある 木の実 や 野生の 織 維、 白 楊な どを 原料に して、 食料 工場、 織物 工場、 麻袋 エ 
場、 製紙工場、 家具 工場な どを 建設し、 発展 させなくて はならない とさと した。 工場の 敷地を どこに さだめ、 建設 
資材には なにを つかう か、 工場の 機械化の 方法は どうす るか、 などに ついて 具体的に 教えた。 

教えを うけた 郡 党の 責任者と 幹部たち は、 農民の 先頭に たち、 首相の さだめて くれた 場所に 工場を 建ては じめ 
た。 

労働党の 伝統的な 活動 方法に したがい、 かれらが 身を もってし めした この 模範は、 会議 や 文書に 明け暮れ ていた 
ときとは ちがって、 大衆を ふるいたたせた。 しかし、 なにしろは じめ ての ことであった ため、 壁は  ーメー トル も 積 
みあげない うちに 崩れて しまった。 ふなれな うえに 知らぬ ことが 多く、 ことごとくが 難関に ぶつかった。 

しかし、 首相の 教えに 忠実な 昌 城の 人たち は、 ついに 千 五 百 平方 メ ー トルの りっぱな 食料 工場を つくりあげた の 
である。 

食料 工場の 建設で えた 経験を 生かし、 製紙工場は わずか 十五 日間で 建設され た。 そして 織物 工場、 麻袋 工場、 家 
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具 工場、 農機具 工場、 とうもろこし 工場が つぎつぎと 建設され ていった。 国から 資材と 技術者の 援助がなければ、 
工場の 建設は むずかしい といわれて いた 消極性と 神秘主義は、 完全に 消し とんで しまった。 

首相の 肉親 的な 配慮と 教えに はげまされた 農民は、 山の 木の実を はじめ 多くの 野生 原料を 集めて 工場へ とどけ 
た。 地方 幹部は、 首相の 教えを 農民に 解説す るかた わら、 生産され た 製品を 大衆に 見せて、 かれらの 熱意を さらに 
高めて いった ❶ 

工場で も、 自力で 原料 基地を 築いた。 技術 装備が しだいに 改善され るに つれ、 製品 も 多くな り、 質 も 高まった。 

このように 地方 産業 工場は、 その 発生 発展の 全 過程に おいて、 金 日 成 首相の 細心な 指導を うけた のであった。 

織物 工場に しても、 一九 五八 年 九月 開設 当時は、 工場とは 名 ばかりで、 普通の 住居に 織機 二 台を おき、 わずか 六 
人の 家庭の 主婦に よって 木綿を 日に 二、 三尺 織って いるに すぎない ありさまであった。 労働 規律 もな く、 原料 も不 
足して いた。 

こうした 折、 一九 五 九 年の 七月、 首相が この 工場を おとずれ、 主婦 労働者と 会った のであった。 

首相の. まえにす わった 彼女たち は、 あまりに も 貧弱な 「工場」 が 恥ずかしくて うなだれた まま じっとして いた。 

しかし 首相が、 「たいへんでしょう。 家事 だけにしたがって いたのに …… たいへん でない はずがない」 とや さし 
く 話しかけ ると、 それを きっかけに、 だれから ともなく 話が ではじめた。 

首相は、 足りない 原料は、 地方の ッル ゥメ モド キ 、葛、 ヤマダ ヮ 、コマ ユ ミの 皮な どの 野生 織 維を 買い いれて お 
ぎな うこと、 新しい 工場は どこに 建て、 建設 資材には なにを つかう かとい うことまで、 こまかく 教えた。 

その後 も、 首相は 幾度と なく この 工場を おとずれ、 設備の 機械化の 方法な どに ついて 具体的に 指示した。 

首相の 教えを 実践す る 過程で、 他人の 家を 借り、 ほそぼそと 働いて いた 六 人の 主婦 労働者は、 豊富な 原料 基地を 
もち、 りっぱな 工場で 働く 大 集団に かわり、 手で 織る 織機の かわりにたち ならぶ 多くの 動力 織機で、 すばらしい 布 
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地を 織る ようになった。 また 工場 だけでは なく、 きのうの 家庭の 主婦が いまでは 技術 労働者に、 堂々 たる 社会主義 
勤労者に 生まれ かわった。 

ほかの 工場 もす ベて これになら って 変貌し、 発展して いった。 

地方 産業 工場を 発展させる ための 金 日 成 首相の 教えと その 貫徹は、 輝かしい 実りを もたらした。 郡の 経済が 画期 
的に 発展し、 住民の 物質的 生活に も 大きな 変化が おこった。 

一九 六 二 年の 一年間 だけで も、 昌城 郡では 人口 一人 当り 十六 •五 メ  — トルの 織物と、 八 •三 キログラムの 紙が 生 
産され、 労働者、 事務員と その 家族に、 毎日、 一人 当り 二十 四 グラムを 供給で きる 食用油が 生産され、 各種の 食料 
加工品と 日用 家具 製品は 郡 内の 需用を みたしても あまり ある ほどに なった。 

首相の 教えを 実践した 昌城の 人び とは 裕福と なり、 生活を 楽しむ ようになった。 

人び とは、 以前は けわしく 威圧 感し かなかった 高い 山々 を、 いまでは 無尽蔵の 宝の 山と して うっとりと ながめる 
ようになった。 うら さびしかった 山間の 僻村には、 こうして しあわせと 繁栄の 歌が ひびきわたった。 

金 日 成 首相の 系統的な 指導を うけ、 農業 もい ちじる しく 変化した。 山を うまく 利用し はじめる と、 まず 畜産業が 
活気を おびて きた。 

首相は 畜産業を 発展させる 方法を 具体的に しめす かたわら、 直接 協同 農場を たずねて、 家畜の 飼育 管理の しかた 
や 共同 畜産業の 規模の きめ かた、 それに 労働力の 組織 方法まで こまかく 教えた。 

とくに 金 日 成 首相は、 ひろい 草原がなくて は 放牧が 不可能 だと きめこんで いた 教条主義 者たち の 誤った 見解を 批 
判し、 渓谷が 多く 斜面の 多い 朝鮮の 地形に そくして、 五十〜 八十 頭ず つの 小牛 や 羊の群れを、 五〜 六日 間ず つ 順に 
谷間を まわりながら 放し飼い するとい うみ ごとな 放牧 方法を しめした ◊この 方法で 放牧して みると、 結果は おどろ 
く ほどよかった。 ひと 夏 だけで 小牛の 体重が 七十〜 八十 キロに も ふえた。 


235 


第三 章 社会主義の 高峰め ざして 


首相は また、 クロ ー パの ような 外国の 牧草では なく、 葛 や 萩を たくさん 植えて、 飼料の 問題を 解決す るよう にと 
教えた 。 

こうして、 いたるところに 葛の 山が 生まれた。 錦 野 協同 農場では、 百 町歩の 葛の 山を つくる ようにと いわれた 首 
相の 教えを、 百 四十 七 町歩 も 超過 遂行した。 農業 副産物で なければ、 § の 飼育は できない という 古い 考え かた 
は、 みじんに くだかれた。 

葛は 飼料と して 非常によ いものであった。 葛の 山で とれる 飼料 単位は、 町歩 当り ニ トンの とうもろこし よりもよ 
かった。 首相の 指摘 どおり、 葛は 一度 植えさえ すれば、 ずっ と 刈り取る ことので きる またとない 「万年 牧草」 であ 
った。 しかも 栄養価が 高く、 どんな 草食動物 もむ くむく と 育っ た 0 

深いし じ まの なかに 心ない 風 だけが 音を たてて 吹き まくって いた 禿山に、 肥えた 牛 や 羊の群れを 目の あたりに 見 
る昌 城の 人たち は、 みな 恍惚と 夢を見る 心地であった。 

しかし、 だれに もまして よろこんだ のは 金 日 成 首相であった。 代々 貧困に あえいで きた 人び との 身の上が かわっ 
て、 ゆたかな 暮らしを し、 ながいあいだ 貧困と 悲しみに うち 沈んで いたかれ らの 顔が 満月の ように 明るくな ったの 
を 見る と、 首相は こよな く 満足し、 まるで 自分の ことのよう によろ こんだ のであった。 

一九 六 一年に 錦 野 協同 農場を おとずれた ときの ことであった。 

首相が 牧場の 方へ 歩いて いくと、 川辺に そって まるまると 肥えた 羊の群れが 移動して いた。 首相は 顔を ほころ ば 
せ、 やにわに 一頭の 羊を 抱き かかえる と、 つやの いい ふさふさ とした 羊の 背中を 軽く たたきながら、 同行の 農場 員 
と 幹部に、 「羊は 草 だけで 飼える 家畜です から、 たくさん 増殖して 収入を ふやしなさい」 と、 助言した。 

人民にたい する 首相の 熱い 愛に すっかり 感激した 農民と 幹部たち は、 のどを つまらせて ただ 目を しばたたい てい 
る だけだった。 
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畜産業は まさしく 高 収入を もたらした。 一 労働力 当りの 畜産の 収入は、 米作よりも 小牛の 場合で 四 •五倍、 羊の 
場合は 五 こ 一倍 も 高かった。 

首相の 教え どおりに 畜産を 発展 させて みると、 堆肥 も 多くで き、 やせこけた 山 畑 も 肥沃な 土地と かわった。 家畜 
の 群れに よる 移動 式 放牧は、 運搬の 不便な 山 畑に 堆肥を 施す 手数を はぶかせた。 昌 城の 人は、 「まめに 働く 農民に 
悪い 土地は ない」 という 首相の ことばの 真意をから だで 感じと った。 

農民たち は、 昌 城では 「畑の 穀物の 王は、 とうもろこし である」 とのべた 首相の 教えに したがって、 とう もろ こ 
しを 大量に 植え、 毎年 豊作を もたらした。 

つい 数年 まえまで も、 食糧と 種穀を 毎年 国からの 援助に あおいで いた 昌城 郡が、 一九 六 一年には 自給自足した う 
え、 なお 千 トン 余りの 穀物を 国に 売る という おどろくべき 変革を もたらした。 

金 日 成 首相の すすめで 大量に 植えは じめ た 唐が らし も、 やはり 豊作であった。 

一九 五 九 年 ころまでは、 唐が らし もよ くで きなかった。 種子を じかにまい たま ま、 手入れ も 十分に しなかった か 
ら であった。 ，「土よりも 石の 多い 畑で、 唐が らしが とれた ところで、 しれた もの だ」 という 人 もいた。 

この ことを 知った 金 日 成 首相は、 種子を じかに まかずに、 唐が らしの 苗を 温床で 育ててから 畑に 植える ようにと 
教えた。 温床を つかって みると、 まさしく 従前の 三倍 もの 唐が らしが とれた。 はじめの 収穫で 勇気を えた ft 民たち 
は、 畑の 面積 も 三倍に ふやした。 

一九 六 一年、 峰 泉 協同 農場は とうもろこしの 豊作に 唐が らしの 豊作が かさなり、 それに まで ふえて、 一戸 当 
りの 穀物 三 トン、 現金 千 五 百 円 (そのうち 唐が らしからの 収入が 一戸 当り 平均 七 百 四十 円で、 全体の 半分であった) をう け 
た。 

生まれて はじめて 厚い 札束を 手に した 農民たち は、 うれし さの あまり 踊りの 輪を つくり、 口ぐ ちに 「金 日 成 司 志 
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万歳！」 を 叫んだ。 かれらに とっては、 毎日が 祝日であった。 

山を 総合的に 利用 するとい う 首相の 方針に したがって、 以前には 見む きもし なかった 山の 木の実が、 人民 生活の 
向上と 経済発展の ための 財源と なった。 

多くの 草食動物を 飼育す るかた わら、 山 ィチゴ、 山ブ ドウ、 山 梨、 サル ナシの 実、 クヌギ 、ドン グリな ど 野生の 
果実と、 ッル ウメ モド キの 皮、 萩の 皮な ど 野生 繊維を 採取す る 仕事は、 昌城の 生活を いっそう ゆたかに した。 昌城 
は どこでも 毎年 豊作に なり、 山の幸が あふれ、 こと あるた びに 人び とは 踊り だし、 歌を うたった。 悲しみに うち 沈 
み、 けわしい 山を ながめて は 都市 や 平野に あこがれる ような こと もな くな った。 農民の 生活は 全般的に 中農、 ある 
いは 富裕な 中農の 水準に 高まった。 ゆたかな 平野 地帯の 農民の 生活と くらべても 決して おとらなかった。 

こうした 変化は、 昌城 ととな り あわせの 碧 潼や朔 州の 土地で も、 ほとんど 同時に おこった。 山間 地帯の 農民の 生 
活 問題は 完全に 解決され た。 

金 日 成 首相は、 このような 経験を 総括しながら、 つぎのように 説明した。 
r 昌 城と 碧 潼でお こった 大きな 変化は、 やせた 土地に 住む 人 も、 党の 方針 どおりに しさえ すれば、 平安 南 道の 文 
徳や威 鏡 南 道の 威 州、 黄海 南 道の 載 寧、 信 川の ような 平野 地帯の 人たち に 決して おとらない 暮らしを する ことが で 
きる という 確固と した 結論を くだす ことができます」 

昌城は 経済 生活 だけでなく、 文化的に も 大きく 発展した。 新しく 建てられた 瓦ぶ きの 家には 電気が つき、 ラジオ 
と 有線放送の 音が 村 中に 流れた。 学生 や 青年たち は、 ほとんどが 楽器を こなせる ようになった。 

金 日 成 首相の 教えは、 教育 保健 事業と 衛生 文化 面に おいても みごとに 実践され、 すべての 学校、 機関、 村は きち 
んと 整頓され、 清潔に なった。 

各種の 工業製品は、 郡 内の 高まる 需要を みたし、 遠く 大都市の 百貨店の ウィンドウにまで かざられ、 好評を 博し 
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た。 禍を 福に 転じる 「天地開闢」 とは、 まさに 昌 城での この 変革を さしての ことばで ある。 

金 日 成 首相の 精力 的な 指導に よって、 昌城 でもたら された このような 変革は、 山間 地帯の 農民 問題を 解決した す 
ばらしい 模範であった。 

山間 地帯の 人民 生活は、 自力 更生の 原則の もとに 積極的に 解決され ていった。 首相は この 地域の 自然 経済的 特質 
にそうよ うに 都市と 農村を むすびつけ 、工業と 農業を 総合的に 発展させる ことによって、 この 問題を 解決した ので 
ぁった。 

また 昌 域で 創造され た 経験は、 どう すれば すべての 地域を 一様に 発展させる ことができる かとい う 問題解決の 方 
法を 明らかにした もので も あった。 

この 経験に もとづいて、 金 日 成 首相は、 社会主義、 共産主義 建設に おいて 郡が 非常に 重要な 役割を 果たす という 
新しい 命題を 明らかにした。 

首相は つぎのように 指摘して いる。 

「郡の 活動を 強め、 郡の 所在地を りっぱに する ことは 社会主義 建設を 早める だけでなく、 ひいては 都市と 農村の 
差異を しだいに なくして 共産主義 社会を 建設す るう えで も、 非常に 重要な 意義が あります」 

社会主義、 共産主義 建設に おいて 郡を いっそう 強化 するとい う 問題は、 金 日 成 首相が マルクス •レ ーニン 主 義理 
論を さらに 発展 させ、 まった く 新しく 開拓した 独創的な 思想で ある。 

金 日 成 首相が 昌 城で 創造した このような 模範は、 社会主義 建設に おける 当面の 難問題を 解決した こと だけに 意義 
が あるので はなかった。 それは、 実践の なかで 創造され た 共産主義 建設の 新しい 芽であった ので ある。 

金 日 成 首相は、 このような 新しい 芽、 昌 城の 模範を 全国に 一般化す るた めに、 一九 六 二 年 八月、 地方の 党 および 
経済活動 家 昌城連 席 会議を ひらいた。 
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この 会議で 金 日 成 首相は、 『郡の 役割を 強化し、 地方 工業と 農業を さらに 発展 させ、 人民 生活を いっそう 高めよ 
う』 と 題す る 結論を のべた。 

現地の 昌 城で おこなわれた この 会議は、 現地 見学までと もな われた。 会議の 参加者たち は、 いいつくせない 感動 
をう けた。 

昌城連 席 会議は、 農民 問題、 とくに 山間 地帯の 農民 問題の 解決を 大きく 促進 させ、 社会主義 建設に おける 郡の 役 
割を 決定的に 高める うえで 重要な 意義を もつ ものであった。 

この 会議の のち、 金 日 成 首相は ふたたび 全国の 山間 地帯を くまなく まわりながら、 昌 城の 経験を 一般化し、 いた 
ると ころで 変革を おこさせた。 けわしい 山々 が 雲のう えに そびえる 「天が下の 最初の 村」 といわれ ている 両江 道の 
三 水 •甲 山、 慈 江 道の 狼 林と ® t 山、 江 原 道の 法 洞と 黄海 北 道の 谷 山、 平安 南 道の 陽 徳と徳 川な ど、 すべての 山間 地 
帯で 世紀 的な 飛躍と 革新が おこった。 

昌 域で 創造され た 模範は、 じつにす ベての 深山幽谷に 永遠の 幸福を もたらした 社会主義の 光であった。 

昌 城で 創造され た 模範、 これを 思う ときわれ われは、 人民にたい する 金 日 成 首相の かぎりない 愛を 感じ、 首相の 
炎の ように 燃えさ かる 革命的 情熱と ま ば ゆい ばかりの 創造力の まえに 深く 頭が さがる ので ある。 

さらに、 首相が このように 困難な 大業を ほんのつ かの まの 休息の 日々 に、 それ も 共和国 北半 部の 全土を わきたた 
せた 建設と 革命を 指導す る あいまを ぬって おこなった ことを 思う とき、 われわれは いっそう 深い 感動を おぼえざる 
をえない ので ある。 
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社会主義の 高峰を 征服し、 社会主義の 完全な 勝利を めざす 闘争 過程は、 革命と 建設に おいて だれも 歩んだ ことの 
ない 新しい 道を 切り ひらいて ゆく 過程であつた。 この 過程で 提起され る 数多くの 諸問題は、 新しい 探求と 独創的な 
解決を 待つて いた。 

金 日 成 首相は、 社会主義 革命と 建設の 実践 過程で つみかさねられた 諸 経験を 分析し、 一般化しながら、 革命の 前 
途を はつきりと しめす ための 探求 活動を あらゆる 面から ひもといて いつた。 そのぅちの | つが 社会主義 農村 問題で 
ぁつた。 

もともと 農村 問題は、 社会主義、 共産主義 建設の 勝敗を 左右す るかな めの | つで ある。 なぜなら、 社会主義の も 
とで も 農民は、 人口の 少なからぬ 部分を 占めて いる 労働者階級の たのもしい 同盟 者で あり、 農業は 人民 経済の 二大 
部門の 一つで あるから である。 

共和国 北半 部に おける 農村 問題は、 かつて 朝鮮が 帝国主義の 従属 下に あつた 事情から、 反帝 反 封建的 民主主義 革 
命に おいては もちろん、 社会主義 革命に おいても とくに 重要な 位置を 占めて いた。 そのために 金 日 成 首相は、 つね 
に 農村 問題にたい し 格別の 注意を はらつて きたので ある。 

首相は、 すでに 反帝 反 封建的 民主主義 革命の 段階で、 まず 最初に 土地 問題を 徹底的に 解決し、 社会主義 革命の 段 
階で も 協同 化の 近道を 切り ひらき、 世紀 的に たちおくれて いた 農村を みじかい 期間 内に 先進 的な 社会主義 農村に か 
えた。 この 過程で 農村 問題解決に おける 大きな 前進が もたらされた。 とくに 農業 協同 化の 完成は、 農村 問題解決で 
の 歴史的 転換であつた。 
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農業 協同 化が 完成され てからの 農業の 生産力は たえまなく 発展して きたし、 農民の 生活 も、 以前よりは 見ち がえ 
る ほどよくな った。 

しかし 農民は、 いまだに 力の いる 労働から 解放され ていなかった し、 かれらの 生活と 思想と、 文化 も、 労働者 階 
級の 水準に くらべて たちおくれて いた。 こうして 社会主義、 共産主義 建設に おいても 農村 問題は、 依然として その 
解決が 待たれる 当面の 重要な 問題と なって いたので ある。 

ところが 社会主義が 勝利した のちの 農村 問題に ついては、 いかなる 文献に も 明らかにされて いなかった し、 国際 
的 経験から してみ て も 未解決の 問題と しての こされて いた。 

一歩 先んじて 革命を おこなった 一部の 国ぐ にで も、 農村 問題を 正しく 解決で きず、 左へ かたむいたり 右へ かたむ 
いたりして、 農業 生産に おいて 多くの 欠陥を みせて いた。 これに 乗じて 帝国主義 者と その 召使 どもは、 農業では 社 
会 主義が 資本主義に 劣る と 中傷し、 誹謗を あびせた。 社会主義 農村 問題は それほど 困難で 複雑な 問題で あり、 早急 
に 解決を せまられ ていた 重大な 問題であった。 

首相は、 農村 建設の 実践 課程で、 また 農村の 現実を 多方面 的に 調査し、 対策を うちたてる 具体的な 指導の 過程 
で、 社会主義 農村 問題解決の 方途を 一つ一つ 練って いった。 

首相は、 農業 協同 化が 完成す ると、 ただちに これまで 準備して きた 技術 革命と 文化 革命を 前面に おしたてて、 大 
規模な 協同 経済の 優越性を 発揚させる 新しい 農業 指導の 体系を 創造した。 また 昌城 にたいする 体系的な 指導の なか 
で、 社会主義、 共産主義 建設に おける 郡の 役割を 独創的に 明ら. かにした。 

首相は、 なお も 各地の 農村の 実情を 具体的に しらべ、 問題点の 対策を たてながら 研究に 研究を 重ねて いった。 

一九 六 二年士 一月に 碧 城 郡西院 協同 農場を おとずれて は、 国家から おくられた 多くの 機械 や 農機具を こなせる 人 
が 農村に たりない という ことと、 農村には ぼう 大な 革命を 最後まで やりとおす 中核 勢力が 少ない ことを 知り、 農村 
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出身の 除隊 軍人と 青年たち を 農村に 定着させる という 国家的な 対策を 講じた。 

一九 六 三年 八月には、 両江道 内の 農村の 事情を 現地で しらべ、 協同 農場な どに 脱穀 場、 種子 倉庫、 肥料 食 庫な ど 
を 国家の 資金で 建て、 農業にたい する 国家 投資を いっそう ふやす 対策を たてた。 

また 一九 六 三年 十一月には、 順 安 郡 中 石 下 里 協同 農場と 大同 郡徳村 協同 農場 農民の 生活 状況を 現地で 具体的に 分 
析し 、急速に 発展す る 工業と 労働者の 生活に 農民の 生活を 追いつかせる ための 方法を 探求した。 

社会主義 農村 問題解決に はらわれた 金 日 成 首相の 努力を あげれば きりがない。 要するに 金 日 成 首相は、 共和国 北 
半 部の 全 農村の 具体的な 姿と、 そこから でて くる 多くの 問題を 総合し、 農村にたい する 精力 的な 指導 過程と その 経 
験と を 科学的に 分析し、 一般化す るな かで、 ついに 世人が 偉大な 文献と して ひとしく 称賛して やまない、 

け 51 社会主義 農村 問 fil にかんする テ リゼ』 を 完成した のであった。 

この テ ー ゼ は、 一九 六 四 年 二月に ひらかれた 朝鮮 労働党 中央委員会 第 四 期 第 八 回 総会で、 党の 文献と して 採択 さ 
れ た。 

テ ー ゼは 、社会主義 農村 建設で しめされた 金 日 成 首相の 実践的 模範と、 農村 問題を あくまで 解決し ょうとい う 首 
相の 確固と した 立場を 雄弁に 物語って おり、 首相の 卓越した マルクス •レ ーニン 主義 的 創造性と 洞察力を はっきり 
としめ ている。 

テー ゼに は、 社会主義 農村 問題解決の ための 基本 原則と 方途な ど、 社会主義 建設に おいて 解決が 待たれて いる ぼ 
う大な 諸問題が 全面的に 明らかにされ ている。 

金 日 成 首相は、 社会主義 農村 問題解決の 大綱で、 まず 生産 関係が 改造され た あとの 農村 問題では なにを 解決し な 
ければ ならない かを 明らかにした。 

金 日 成 首相は、 この ことにつ いてつぎ のょうに 書いて いる。 


243 


第三 章 社会主義の 高峰め ざして 


「社会主義の もとに おける 農民 問題と 農業 問題は、 農村に うちたてられた 社会主義 制度を たえず 強化し、 それに 
もとづいて 農業 生産力を 高度に 発展 させ、 農民の 生活を ゆたかに し、 搾取 社会が のこした 農村の たちおくれを 一掃 
し、 都市と 農村との 差異を しだいにな くして いくこと にある」 

社会主義 農村 問題解決に かんする 金 日 成 首相の 思想は、 結局、 畑 仕事 も 工場 労働の ように 現代的な 科学と 技術で 
解決して、 より 多くの 生産物を 安価に つくりだし、 農民に も 労働者と 同じように 八 時間 労働 制を 実施し、 思想 的、 
文化的 水準で も 労働者階級と 農民、 都市と 農村 間の 差異を なくそう という ことで ある。 こうな れば 、都市と 農村の 
勤労者の 生活の いずれもが、 すべて 文化的で、 ゆたかになる ので ある • 

首相は、 社会主義 農村 問題を ただたん に、 生産力を 発展させる 技術、 経済的 問題と して だけでなく、 農村 生活の 
あらゆる 領域から 古い 社会の 遺物を 一掃し、 新しい ものを 創造し、 革命の 基本 動力を 強固に 築く 一大 革命 闘争と し 
て とらえて いた。 

すなわち、 労働者階級が 自己の 信頼で きる 同盟 者で ある 農民を たすけ、 かれらとの 団結を いっそう 強めながら、 
かれらを 共産主義 社会へ と 導いて ゆく、 深刻な 社会 革命の 問題と みなした のであった。 

これは、 農業 協同 化 以後 も、 農村で ひきつづき 革命を おこなわなければ ならない という 思想であった。 

社会主義 農村で ひきつづき 革命を おこなう という 金 日 成 首相の 思想は、 これまで だれ 一人と して 提起し えな かっ 
たもので あり、 マルクス •レ 11 ン主 義理 論を 創造的に 発展 させた 完全に 新しく、 独創的な 理論であった。 

金 日 成 首相は、 テ ー ゼのな かで、 社会主義の もとに おいて 農村 問題を 成功裏に 解決す るた めに 必ず 守らねば なら 
ない 三つの 基本 原則を、 つぎのように 明らかにした。 

「第一に、 農村で 技術 革命と 文化 革命 および 思想 革命を 徹底的に 遂行す る こと。 

第二に、 農民にたい する 労働者階級の 指導、 農業にたい する 工業の 援助、 農村にたい する 都市の 支援を 極力 強め 
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る こと* 

第三に、 農業の 指導と 管理を たえず 先進 的な 工業の 企業 管理の 水準に ひきあげ、 全人 民 的 所有と 協同 的 所有の む 
すび つきを 強め、 協同 的 所有を たえず 全人 民 的 所有に 接近させる ことで ある」 

金 日 成 首相は、 社会主義の もとに おいても、 都市に くらべて 農村が たちおくれる 原因は、 技術、 文化、 思想 的に 
農村が たちおくれて いると ころに あると 考えた。 

ここから 首相は、 「技術 革命、 文化 革命、 思想 革命 —— 、これは 社会主義 的 協同 化が 完成した のち、 農村で 遂行 
しなければ ならない 革命の 中心的な 課題で ある」 と 規定した。 

これは 水利 化、 電化、 機械化、 化学 化を おこなって 農業 労働を 軽く しながら も、 農業 生産力を 高度に 発展 させ、 
農民の 技術、 文化的 水準を 高めて、 だれもが 技師 や 技手の 水準に 達する ょうにし、 農民を 共産主義 的 革命 思想で 武 
装 させ、 その 思想 意識を 改造す る ことを 目的と した 課題で あつた。 

首相は、 この 革命 任務が 遂行され さえ すれば、 都市と 農村 間の 差異、 労働者階級と 農民 間の 階級 的 差異が なくな 
り、 社会主義 農村 問題は 解決され ると いう ことを 明らかにした。 

首相は、 技術 革命、 文化 革命、 思想 革命を どう おしすすめる かとい う 問題と、 この 三大 革命 課題の 相互関係 につ 
いても 明確な 解答を あたえた。 

金 日 成 首相は、 つぎのょうに 指摘して いる。 

「われわれは、 あくまで 思想 革命を 先行 させながら、 それと 並行して、 技術 革命と 文化 革命を 力強く おしすすめ 
なければ ならない」 

首相は、 思想 革命を あらゆる 活動に 先行 させなければ ならない と 強調しながら も、 これと ともに、 技術 革命と 文 
化 革命 もまた、 決して おろそかに しては ならない とい ましめ た。 
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首相は、 社会主義 農村 問題解決の ための いま 一つの 基本 原則として、 農民にたい する 労働者階級の 指導、 農業に 
たいする 工業の 援助、 農村にたい する 都市の 支援を 強化す る 問題を 明らかにした。 

金 日 成 首相は、 労働者階級が 自己の 同盟 者で ある 農民を あらゆる 面から たすけ、 かれらを 共産主義 社会まで 導い 
て ゆく ことは、 労働者階級の 崇高な 任務で あると 考えた。 

金 日 成 首相は テーゼ で、 つぎのように 指摘して いる。 

「労働者階級の 党と 国家の 指導、 援助は、 農村に おける 社会主義 制度の 発生、 強化、 発展に とって 欠く ことので 
きない 条件で ある。 農民は、 ただ 労働者階級の 指導と 援助の もとでの み 社会主義への 道を すすむ ことができ、 さら 
には 共産主義 へと 移行す る ことができる ので ある」 

首相は、 労働者階級の 党と 国家は、 労働者 や 事務員の 生活にたい してば かりで なく、 農民の 生活にたい しても 責 
任を 負わなければ ならない と 強調しながら、 もしも 社会主義の もとで 農村を さげすむ ような 資本主義 思想が のこっ 
ていて、 農村を 積極的に 援助し ない とすれば、 都市と 農村 間の 差異は ますます 大くな る ばかりで、 農業は 少しも 発 
展しな くなる と 教えた。 

首相は、 農業の 協同 化に も 国家的 支援を 惜しまなかった が、 社会主義 農村 問題を 終局 的に 解決す るた めには、 そ 
れ 以上に 国家的 支援を 強化し なければ ならない と 教えた。 

金 日 成 首相は、 つぎのように 指摘した。 

「労働者階級は、 農民を 政治的、 思想 的に 指導す る ばかりでなく、 物質的に も、 技術的に も、 文化的に も、 財政 
的に も 農民を 援助し なければ ならない。 社会主義 国家は 農民の 負担を 軽く し、 収入を 増加させる ため、 あらゆる 面 
で 努力し、 労働者と 農民の 生活水準を ひとしく 向上 させなければ ならない」 

農業 協同 化の 以後に も、 社会主義 農村 問題の 解決の ために 国家的 支援を あらゆる 面から 強化し なければ ならない 


246 


6 社会主義 農村 問題の 大綱 


という 考えは、 金 日 成 首相に よっては じめ て 明らかにされた 独創的な 思想で ある。 

首相は テ ー ゼのな かで、 農民の 生活 向上の ために 農業 現 物税を 廃止し、 それまで 協同 農場が おこなって いた 生 
活 、文化 施設の 建設 や 住宅 建設を 国家が おこない、 農民に も 労働者 や 事務員と 同じような 社会、 文化的 施策を 実施 
するな ど、 人類の 歴史上 前例の ない 措置を 明示した。 

金 日 成 首相は、 テ ー ゼのな かで、 社会主義 農村 問題の 終局 的な 解決の ための いま 一つの 基本 原則として、 農業に 
たいする 指導と 管理 問題の 解決 および その 方法を 明らかにした。 

首相は、 都市と 農村 間の 差異、 労働者階級と 農民 間の 階級 的 差異は、 技術、 文化、 思想の 分野 だけでなく、 管理 
と 所有の 面で も あらわれる ことを 指摘して、 つぎのように のべて いる。 

r …… 都市と 農村 間の 差異、 労働者階級と 農民 間の 階級 的 差異を なくす ためには、 技術、 文化、 思想 分野に おけ 
る 農村の たちおくれを 克服す ると 同時に、 所有 関係と 経済 管理の 水準に おける 農村の たちおくれを なくさなければ 
ならない」 

金 日 成 首相は、 協同 農場の 管理 水準を 国営企業 所の 管理 水準へ とひき あげる には、 国家の 専門： s な 農 S 導 機関 
である 郡 協同 農場 経営 委員会な どが 協同 農場を 行政 的に ではなく、 生産技術 的に 指導し なければ ならない と 教え 
た。 いいかえ ると、 国家 機関が 援助して、 協同 農場の 管理 水準を 先進 的な 国営企業 所の 水準へ ひきあげなければ な 
らな いという ので あつた。 

これ もまた、 金 日 成 首相に よっては じめ てし めされた 新しい 問題であった。 

金 日 成 首相は、 所有 問題を 解決す るには、 工業が 農業に ひきつづき 生産 的 援助を あたえ、 協同 的 所有にたい する 
全人 民 的 所有の 指導 的 役割を 高めなければ ならない と 教えた。 これは 農業に 直接 服務す る 国家 企業 所で ある 農 機械 
作業 所、 灌漑 管理 所、 採 種 農場、 農事試験場、 種畜 場、 獣医 防疫 所な ど、 全人 民 的 所有に 属する 現代的な 物質、 生 
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産 的 手段を さらに 拡大 強化し、 それらが 農業 生産で 圧倒的な 比重を 占 
める ようにしながら、 協同 的 所有を しだいに 全人 民 的 所有の 水準へ と 
ひきあげて ゆく 方針で ある。 

このように 所有 問題の 解決に おいても、 金 日 成 首相は、 マルクス • 
レ ー ニン 主義 理論を 新しく 発展 させた ので ある。 

金 日 成 首相は また、 社会主義、 共産主義 建設に おける 地域的 拠点に 
たいする 問題を 独創的に 明らかにした。 

首相は、 農村の 村落と 農民の 作業場が 全国 各地に ひろく 分散して い 
て、 農民が 小さな 集団に 分散して 働いて いる 点、 そしてこう した 特性 
は、 社会が より 発展しても、 都市とは 依然 区別され ると いう 特性と し 
ての こる という 点な どを 慎重に 考慮した。 したがって、 このような 農 
村を 合理的に、 また 集中 的に 指導す るた めには、 どうしても 地域的 拠 
点が 必要で あると みたので あった。 

首相は つぎのように 書いて いる。 

「農村の ように 地域的に 分散した ところを 指導す るう えで 重要な こ 
とは、 地方 ごとに 一定の 地域を 統一的な 指導の 単位と し、 それを 拠点 
にして、 その 地域 内の すべての 対象を 直接 指導す る ことで ある」 

金 日 成 首相は、 昌 城の 経験を 具体化し、 社会主義、 共産主義の 建設 
において こうした 地域的 拠点の 役割を 遂行す るに 適した 単位は 郡で あ 
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ると 教えた。 

金 日 成 首相が はじめて 明らかにした al 会 主義、 共産主義 建設に おけ 
る 地域的 拠点に かんする 理論は、 社会主義、 共産主義 建設の 大業を 促 
進す るぅ えで 大きな 意義を もっている。 

じつに テーゼ は、 社会主義 農村 問題に かんする 百科全書 であると い 
える。 それば かりでは なく、 この テーゼ は、 社会主義、 共産主義 建設 
全般に おいて 新しく 提起され た 数多くの 未開拓 分野を 科学的に 解明し 
た マルクス •レー ニン 主義の 古典的 文献で あり、 国内 外で、 現在 中心 
的に 提起され ている 農村 問題を 正しく 解明した 社会主義、 共産主義 建 
設の 強力な 理論、 実践的 武器で ある。 

革命と 建設の 複雑な 事業を 包括的に 指導す る 多忙な なかで、 いま ま 
で 世界 各国で 未開拓の 分野と しての こって いた 社会主義 農村 問題の 終 
局 的 解決の 方法を 全面的に 明らかにし、 社会主義、 共産主義 建設の 大 
路を 切り ひらいた 金 日 成 首相は、 まさに 卓越した マルクス、 レーニ ン 
主義 理論家で あり、 偉大な 政治 活動家で ある。 

共和国 北半 部で めざましく 発展して いる 農業、 これは 社会主義 農業 
と、 テ ーゼが さししめた 路線の 威力に たいする 確証に 他なら ない。 

金 日 成 首相は、 テ ーゼを 発表した のち、 すぐに 実践的な 対策を 提示 
した。 
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農村では 新しい 変革が おこり、 思想 革命と 文化 革命が 強力に おしすすめられた。 

党の 政策 教育と 革命 伝統 教育 および 階級 教育を 基本と する 共産主義 教育が 強力に くりひろげられた。 

金 日 成 首相の 発起に よって、 農業 勤労者 同盟が 新しく 組織され て 活動す るよう になり、 農民の あいだで 千里 馬 作 
業 班 運動が いっそう 大きく くりひろげられ、 共産主義 的に 働き、 生きよう とする 革命的な 気風が 確固とう ちた てら 
れた。 

農民の 一般的 知識 水準と 技術、 文化 水準 も 急速に 高まった。 農村には すでに 党が 育成した 十万 四千 余 名の 技師 や 
技手が 働いて いる。 

確固と した 自立 的 重工業の 強力な 支援を うけ、 農村の 技術 革命が 活発に くりひろげられ、 農業の 物質、 技術的 基 
礎 も いっそう 強固に なった。 

金 日 成 首相は 一九 六 六 年 十一月、 黄海 南 道を 現地 指導しながら、 畑 仕事を 科学技術 的に おこなう ことと、 とくに 
農作物が 被害を こうむらない ように 溜り 水を ぬきとる 工事を、 せん 滅 戦の 方法で おしすすめる 戦闘的な 課題を さし 
しめした。 

溜り 水を ぬきとる 工事は、 農業を 自然災害から 完全に 解放す るた めの 大自然 改造 事業の 一部分と して、 収穫を 安 
全に、 また 多く あげる ための 重要な 対策の 一つであった。 すべての 農耕 地には 灌槪 水路が クモの 巣の ように おおい 
つくされて いるた め、 千 害は 克服され たが、 梅雨 どきには 洪水に よる 被害が 憂慮され た。 溜り 水を ぬきとる 工事は、 
まさに この 問題を^^ 決しようと いう もので あっ た。 

首相の 呼びかけに こたえて ふるいたった 農民の 愛国 的な 熱意と、 強力な 自立 的 工業の 積極的な 支 接に よって、 一 
九 六 七 年の 上半期 だけで も 総数 三千 百 九十 個の 対象にたい し、 一秒 当り 五 百 十五 トンの 溜り 水を ぬきとる ことので 
きる 揚水 設備が とと -〇 った。 これは 戦後 十四 年間に とと -〇 えた 総 揚水 能力の 四 分の 一に あたる ぼう 大な 工事で あを 


250 


6 社会主義 農村 問題の 大綱 


水利 化と ともに 機械化が 成功裏に おしすすめられ、 トラクター や 自動車な ど、 各種 o' 農 機械が いちじるしく ふえ 
た。 それば かりでは なく、 協同 農場には、 その 農 機械を 農業 生産に 効果的に 利用で きる ような 新しい 運営 体系が う 
ちた てられた。 

電化と 化学 化に おいても、 大きな 成果が おさめられた。 

ほとんど すべての 農家に 電気が はいり、 農村の 固定 作業では、 電力を より 多く 利用す るよう になった。 

化学 化に おける 成果 もい ちじる しく、 この 五 年間 ♦たけで も 農耕 地 一町 歩 当りの 化学肥料の 施肥 量は  一 •八 倍、 農 
薬 供給 量は 一 •七 倍に ふえた。 

農民を 骨の おれる 労働から 解放 するとい う 金 日 成 首相の 偉大な 構想は、 輝かしく 実現しつつ ある。 

一方、 金 日 成 首相は、 農民の あいだで 政治 活動を 強化し、 農業にたい する 指導を 改善す るた め、 指導員を 系統的 
に 派遣し、 重要な 営農 期には 全 国家的 および 全人 民 的な 労力 支援 活助を 組織す る 措置を 講じた。 

とともに、 テ— ゼで 明らかにされた とおり、 一九 六 六 年までに 農業 現物 税制を 廃止 するとい う 歴史的な 課題が 実 
現された。 その 結果、 全 農場 員に あたえられる 穀物は、 毎年 一戸 当り 平均 三百 五十 キロ 以上 増加した。 

階級が 生じ、 国家が 発生して 以来の 数千 年間、 農民を 苦しめ、 飢えに あえがせた 税金 —— その 税金と いう ことば 
がむ かしの 語り草と なった 世の中が、 まさに 金 日 成 首相が 指導す る 労働党 時代に いたっては じめ て、 夢では なく、 
現実と なった ので ある。 

農業の 発展と 農民の 生活 向上の ために とられた 国家的 措置は、 これ だけでは ない。 テ ー ゼが 発表され た 以後 だけ 
でも、 国家は ばく 大な 国家 資金を 支出して、 十三 万 六 千世 帯の 文化 住宅を はじめと する ぼう 犬な 農村 基本 建設を お 
しすす めた。 
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農業に たいする 指導と 管理 も、 より 整然とと との えられた ◊青山 里 精神、 青山 里方 法が 徹底的に つらぬかれ、 新 
しい 農業 指導 体系の 優越性が ますますは っきり としめ され、 とくに 分 組 管理 制が 全般的に とりいれられた。 

金 日 成 首相の 直接の 発起に よって 新しくと り いれられた 分 組 管理 制は、 農村で 思想、 技術、 文化 革命を ひきつづ 
き 徹底的に 遂行し、 協同 農場 管理 運営 水準を 高める うえで、 その 優越性を いかんな く 発揮した。 

金 日 成 首相は、 一九 六 八 年 二月に ひらかれた 全国 農業 活動家 大会で、 大きな 生活力を しめして いる 分 組 管理 制の 
優越性を 一般化し、 それを 正しく 運営して、 農業 生産で 新しい 高揚を ひきおこす 課題を 具体的に 明らかにした。 

分 組 管理 制は、 分散 的な 農業 生産の 特性と、 管理 活動家の 管理 運営の 水準 および 農民の 思想 意識 水準に かなった 
生産 組織 単位を 必要と する 現実的な 要求を、 もっとも 合理的に 解決した 生きた 模範で ある。 

金 日 成 首相は、 作業班が 協同 農場の 基本 生産 単位では あるが、 その 規模が 大きす ぎて、 班員の 労力 組織と 労力 管 
理が うまくで きない ことを 考慮し、 分 組を もっとも 合理的な 生産 組織 単位と した。 軍隊に おいても 中隊、 小隊の 下 
に 分隊が あるよう に、 作業班の 下に 組織され る 分 組が、 まさに その 生産 組織 単位に あたる と 教えた。 

分 組 管理 制は、 分 組に 一定の 面積の 田畑と 労力 および 役畜、 その他の 生産 道具を 固着 させ、 国家の 計画に もとづ 
いて それぞれの 分 組の 町歩 当り 収穫高の 基準を きめた あと、 その 基準を 遂行す る 程度に 応じて 分 組 員の 労働 日数を 
評価す る 管理 運営の 形態で ある。 

これは、 統制 も むずかしく、 労働の 成果 も 秋の 刈り いれ 後に きまる という 農業 労働の 特性に あうよう、 農場 員の 
自覚と 創意、 熱意と 集団 主義 精神を 高度に 発揮させる 生産 組織の 基礎 単位な ので ある。 

これに よって、 大規模な 協同 経営の 優越性に ついていけなかった 協同 農場の 管理 運営 形態の 問題が、 みごとに 解 
決された のであった。 すなわち、 農業にたい する 指導と 管理 体系が、 下部の 基礎 単位から 中央に いたる まで、 精密 
な 歯車の ように 完全に ととのったので ある。 
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テ I ゼに よってし めされた 思想の 正し さと 偉大 さ、 その 貫徹の ための 金 日 成 首相の 正確な 指導に よって、 北半 部 
における 農業 生産は、 凶作を 知らずに たえず 成長して いった。 

黄金 波う つ 田野と 高く つみかさねられた 稲 むらを 見 あげる 農場 員は、 だれもが 金 日 成 首相の 大きな 配慮を 身に ひ 
しひし と 感じた。 

黄 州 郡 新 上 協同 農場の ある 農場 員は、 こう 語って いる。 

「人は、 よく わしら に、 たいへんだった ろうとい うの だが、 ほんとうは、 国で なにもかもして くれたです 〇 首相 
さまの テ ーゼが でてから ちゅう ものは、 うちの 農場に も 肥料 や トラクタ— が うんと こさ やってきて、 脱穀 場 や 乾燥 
場 や、 それに 揚水 場が 二、 三 個ず つつ くられた し、 去年は 現 物税まで なくなったです だ。 だから、 わし ども 農民は 
じっとして いられね えです」 

圧迫 も捧取 もない 農村、 国家の 強力な 援助を うけ、 年 ごとに 豊作で にぎわう 農村、 工業と 同じように 機械と 化学 
の 力で 動く 農村、 農民が 思想、 意識的に 変貌す る 農村、 年 ごとに いっそう ゆたかに なり 繁栄す る 農村、 これが テ ー 
ゼ のしめす 道に したがって 発展す る 共和国の 社会主義 農村な ので ある。 

『わが国に おける 社会主義 農村 問題に かんする テ— ゼ』 は、 金 日 成 首相が それまで 研究を かさねてき た、 社会 主 
義の もとに おける 農村の 問題解決の あらゆる 方途を 集大成した 文献で あり、 社会主義、 共産主義 建設の 普遍的な 真 
理を 具体的に 解明した 独創的な 文献で ある。 いいかえれば、 社会主義 農村 問題の 終局 的 解決の ための 方法を 全面的 
に 解明した マルクス •レ！ I ン 主義 的 文献な ので ある。 

だから こそ、 この テ ー ゼを 読んだ 外国の 革命的 人民と 進歩的な 人士は、 こぞって、 この 文献を 社会主義、 共産 主 
義社会 建設の 根本的 問題を 科学的に 解決した 貴重な マルクス •レ— ニ ン 主義の 文献と して、 社会主義 農村 問題解決 
のた めの もっ とも 正しい 教科書と して、 つきる ことのない 創造性が ふくまれた 革命的 文献と して 高く 評価して い 
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るので ある。 

ベトナムの 一友 人は、 北半 部の 農村を 見て まわり、 「金 日 成 首相が 提示され た わが国に おける 社会主義 農村 問題 
にかんする テー ゼが どんなに 正当で あり、 正確で あり、 つきる ことのない 創造性を もっている かを いっそう よく 理 
解す る ことができた」 と 語った。 三 大陸 人民 連帯 機構から きた 一代 表は、 「農村 問題解決の ための 金 日 成 首相の 方 
針が、 いかに 正しい かとい うこと が はっきりと わかった」 といいながら、 それは 「われわれの 教科書と なる。 真の 
社会主義は、 朝鮮の ように 建設され なければ ならない」 と 強調した。 

パキスタンの 新聞 『ィブニング •スタ—』 紙は、 その 論説で、 「この テー ゼは 、社会主義の もとで 農民 問題と 農 
業 問題を 終局 的に 解決す るた めの 偉大な マルクス •レー ニ ン 主義 的 農村 建設の 綱領で あり、 社会主義 農村の 輝かし 
い 未来を 照らす 里程標で あり、 社会主義、 共産主義 建設の ための 威力 ある 武器」 であると、 テ— ゼの もつ 巨大な 理 
論 的 実践的 意義を 明らかにした。 

ハバナ 駐在 ギアナ 人民 進歩党 代表は、 「世界 革命の 卓越した 指導者で ある 金 日 成 同志の この テ ー ゼこ そ、 まさに 
国際 共産主義 運動と 世界 革命 闘争に 大きく 貢献した 貴重な 文献で ある。 …… われわれは、 灯台の ように 前途を この 
ように はっきりと 照らして くれた 農村 問題解決の ための 理論を ほかに 知らない」 と 強調した。 

外国の 友人が、 テ ー ゼに しめされた 思想の 偉大 さと その 巨大な 生命力にたい して よろこびを 禁じえない のは、 こ 
んに ちの 朝鮮の 農村から、 明日の 自国の 農村の 姿を 描いて いるから である。 

ザンジバルの 一社 会 活動家は、 「このように 美しく、 文化的で 協同 化された 農村を もっている 朝鮮は、 ザン ジバ 
ルの 模範で ある」 といい、 共和国 北半 部を おとずれた タンザニアの ある 人は、 朝鮮で 目に したす ベての ものは、 
「新しい 生活を 建設して いるすべ ての 新興 独立国 家が 必ず 学び、 見習わねば ならない 模範」 であると 指摘した。 

パキスタンの 一新 聞は、 論説で、 「朝鮮で おさめられて いる あらゆる 成果は、 われわれの 時代の 卓越した マルク 


254 


社会主義 農村 問題の 大綱 


ス •レー || ン 主義者で ある 金 日 成 首相の 賢明な 指導の 輝かしい 結実で ある。 金 日 成 首相の テ—ゼ は、 朝鮮の ょうに 
たちおくれた 植民地 半 封建 国家であった 国に おける 農村 問題の 正しい 解決を しめす 偉大な 綱領で あり、 国際的 意義 
を もつ 古典的 文献で ある」 と 強調した。 

日が たつに つれ、 この 文献は いっそう 広 はんな 世界的 反響を まきおこして いる。 やがて 人類が、 この テ ーゼの 道 
にしたがって 前進す るであろう ことは うたがう 余地がない。 


1 歴史的な 党 代表者 会議、 偉大な 路線 


第 四 章 革命 基地を 不敗の 要塞に 

1 歴史的な 党 代表者 会議、 偉大な 路線 

朝鮮 革命を とりまく 国際的な 情勢は、 非常に 複雑であった。 アメリヵ 帝国主義を 頭目と する 帝国主義 者たち は、 
侵略と 戦争 政策を 悪らつに おしすすめながら、 情勢を 極度に 緊張 させて いた。 

アメリヵ 帝国主義は、 世界の いたるところで 戦争の 火種を まきちらし、 多くの 国の 人民を 野蛮き わ まりない 方法 
で 弾圧して いた。 かれらは おもに、 自由と 独立を めざす 人民の 闊争が もっとも 激しく くりひろげられ ている アジア 
に 侵略の ホ n 先を むけて いた。 

それは ベトナムに おける 侵略戦争の 拡大に よって、 もっとも 露骨に、 もっとも 集中 的に あらわれた。 

一方、 社会主義 陣営と 国際 共産主義 運動は、 現代 修正主義と 左翼 日和見主義に よってき びし い 試練を へて いた 
し、 統一 団結が 保たれて いなかった。 

この ことは、 帝国主義に 反対す る 世界 革命 勢力の 統一的な 闘争の さまたげと なり、 朝鮮の 革命と 建設に 少なから 
ぬ 影響を およぼして いた。 

そして 国際 共産主義 運動と 朝鮮 革命の まえには、 多くの 理論的、 実践的な 問題が たちはだかり、 そのす みや かな 
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解決が 待ち のぞまれて いた。 

金 日 成 首相は、 このょうな 複雑な 政治 情勢を 正しく 分析して、 世界 革命と 国際 共産主義 運動の 前途を 切り ひら 258 
き、 情勢に そって 朝鮮 革命を 導いて ゆく 構想を 練る ために 心血を そそいで いた。 

首相は、 革命運動の 発展 過程に おいて ある 程度の 曲折は ありうる が、 全般的な 情勢は 依然として 革命に 有利に 発 
展 している とみな した。 

首相は、 全世界 的な 範囲で 社会主義と 帝国主義、 革命 勢力と 反革命 勢力との あいだに 激烈に くりひろげられ てい 
る 闘争、 そのな かで 成長して いる 民主主義と 社会主義 勢力、 とくに アジアを はじめ アフリカ、 ラテンアメリカ 大陸 
で 力強く おこって いる 自由と 独立の ための 反帝 反米 闘争を 重視した。 

朝鮮戦争に おける 惨敗を 境に、 滅亡の 一路を たどって いる アメリカ 帝国主義は、 ベトナム や ラオスで 愛国 的な 人 
民の 集中砲火を あび、 徹底的に うちのめされて いた。 

帝国主義 者には、 もはや 「静かな 裏庭」 などは 存在し なかった。 かれらが 凶器を ひそめて 襲い かかる ところでは、 

き t' って 排撃の 怒濤が まきおこり、 銃口が するどく、 かれらの 胸 ぐらに つきつけられた。 植民地を がんじがらめに 
していた 鎖は、 かえって かれらを うち 返す ムチ となった。 

世界の 革命 勢力の 成長と 植民地 体系の 崩壊と にょって、 帝国主義 勢力は いちじるしく 弱まり、 帝国主義 列強 間の 
内部 矛盾は ますます 深まって いった。 

結局、 アメリカ 帝国主義を 頭目と する 帝国主義 勢力は、 侵略戦争に しがみつけば つく ほど、 世界の 広 はんな 人民 
の 強力な 闢争に 出会い、 いっそうぬ きさし ならぬ 窮地に おちいる ばかりであった。 

こうした ことから 金 日 成 首相は、 帝国主義、 とくに アメリカ 帝国主義 者の 侵略と 戦争 策動は かれらの 滅亡を 早め 
る だけで あり、 したがって、 朝鮮 革命の 全国的 勝利を 達成で きる 大事 変が 近づいて いる ことを 見と おした。 そして 
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首相は、 侵略と 戦争の 挑発に 狂奔す る アメリヵ 帝国主義を 頭目と する 帝国主義 者を 破滅へ と 追い やり、 世界 革命を 促 
進させる 戦略 戦術の 問題、 国際 共産主義 運動の 内部に あらわれた 左右の 日和見主義を 克服し、 統一と 団結を 強化す 
る 原則と その 方途の 問題、 情勢の 推移に かなった 党の 対内 外 活動 方針、 党員と 勤労者を 思想 的に しっかりと 武装 さ 
せ、 革命と 建設を おしすすめる 具体的な 課題な どを 提起した。 

首相は これらを、 祖国 統一の 偉業を 早め、 目前の 革命的 大事 変に そなえる ための たたかいの 一環と みなした リ 
それは、 卓越した マルクス •レ ーニン 主義 理論家で あり、 天才 的な 戦略家で あり、 ながい 革命 闘争で 豊富な 経験を 
つんで きた 金 日 成 首相に よっては じめ て 可能な、 積極的で 革命的な 構想であった。  , 

首相は、 この 構想を 全人 民に 明らかにする ため、 朝鮮 労働党 代表者 会議を ひらいた。 

歴史的な 党 代表者 会議は、 一九 六 六 年 十月 五日から ビョン ヤン 大 劇場で ひらかれた。 

会議場は、 各 道 (直轄 市を 含む) 党 委員会 総会 や 朝鮮 人民軍 党 委員会 総会で 選出され た 代表者と、 傍聴 者と して 参 
加した 党 および 政権 機関の 幹部、 勤労者 団体の 責任者、 経済 および 科学、 文化 部門の 活動家た ちで うずまった。 会 
議に はまた、 アメリヵ 帝国主義と その 手先に 反対して 勇敢に たたかって いる 南 朝鮮 革命 組織の 代表と、 六十 万 在日 
同胞の 代表で ある 在日 本 朝鮮人 祝賀 団の メンバ ー も 参加した。 

午前 九 時、 参加者た ちの 万歳と 歓呼の 声で 場内が ゆらぐな かで、 金 日 成 首相が 主席 壇に のぼった。 

首相は、 朝鮮の 共産主義者と 革命的 人民、 真に 革命を 遂行し ようとす る 世界の すべての 前衛 的な 闘士と 共産主義 
者に さししめす ♦ほう 大な 戦闘的 綱領を たずさえ、 革命の 時代の まえにす えられた、 そして 朝鮮 革命と 世界 革命の あ 
ら ゆる 問題の まえにす えられた 歴史的な 演壇に たったの である。 

万歳と 歓呼は なり やむ ことを 知らな かつた。 

やがて 場内が 静まる と、 首相は、 『現 情勢と わが 党の 任務』 と 題す る 歴史的な 報吿を おこなった。 
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首相の 報告は、 

一、 国際情勢と 国際 共産主義 運動で 提起され ている いくつかの 問題に ついて、 二、 社会主義 建設を 促進 させ、 われ 
われの 革命 基地を 強化す る ことにつ いて、 三、 南 朝鮮の 情勢と 南 朝鮮人 民の 闘争に ついて、 などで 構成され ていた。 

首相は 報告のは じめ の 部分で、 現代にたい する 正確な マルクス •レ 1 ーン 主義 的 分析と 評価を くだし、 反帝 反米 
闘争と 現在の 国際 共産主義 運動の 基本 問題な どに ついて、 全面的で 深奥な 分析と 科学的な 解明を あたえた。 

その 中心と なる 問題は、 帝国主義、 とくに アメリヵ 帝国主義の 侵略的、 略奪 的 本性に かんする 問題、 反帝 反米 闘 
争の 強化と その 戦略に かんする 問題、 ベトナム 人民の 闘争を 支援し、 キュ ーバ 革命を 守る 問題、 新興 独立国 家の 闘 
争 課題と 三 大陸 人民の 闘争を 支援す る 問題、 左右の 日和見主義を 克服し、 マルクス •レー ニン 主義の 純潔を 守り、 
社会主義 陣営の 統一と 国際 共産主義 運動の 団結を なしとげる ための 基本 原則と 方法に かんする 問題、 兄弟 党の 相互 
関係で 守らねば ならない 規範と、 共産党 おょび 労働者 党の 活動で 自主性を 堅持す る 問題な どで ある。 

首相は これらの 問題で、 マルクス •レ ーニン 主義の 原則にたい する 忠実 性と 革命的な 原則 性、 徹底した 反帝 反米 
的 立場と その 戦略の 天才 性、 終始一貫 堅持して いる 確固と した 主体性と 自主的な 立場を ふたたび 明らかにした。 

(報告で 明らかにされた 世界 $叩 の 戦略 戦術 的 問題に ついては、 他の 章で 具体的に ふれる ことにする) 

金 日 成 首相は 報告の つぎの 部分で、 祖国 統一と 革命の 全国的 勝利の ためには、 朝鮮 革命の 威力 ある 基地 —— 共和 
国 北半 部に おいて 革命と 建設を 促進し、 革命 基地を 政治、 経済、 軍事的に いっそぅ 強化し なければ ならない と 強調 
し、 アメリヵ 帝国主義の 侵略 策動に 対処して 経済 建設と 国防 建設を 並進 させて ゆく 路線と、 全社 会、 全 勤労者の 労 
働 者 階級 化、 革命 化の 方針 おょび その 具体的な 課題を 明らかにした。 

この 部分で 首相は、 主権を 手に した 労働者階級に 提起され る 革命と 建設の 課題、 戦争と 平和に たいする 立場と 態 
度、 現在の 社会 主褰 、共産主義 建設の 可能性に ついての 態度、 社会主義の もとに おける 人民 大衆の 政治的、 思想 的 
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統一と ブロ レ タリア 独裁の 使命と 任務にたい する 問&な どに ついて、 独創的で 深奧な マルクス •レ ー , ーン 主義 的 解 
答を あたえた。 

こうして 首相は、 マルクス •レ ー ーー ン 主義の 革命的 原則を ゆがめる 左右の 日和見主義 者に 深刻な 打擊を あたえ、 
朝鮮人 民と 世界の 共産主義者に 社会主義、 共産主義 建設の 威力 ある 武器を にぎらせた のであった。 

とくに 首相は、 経済 建設と 国防 建設を 並進 させて ゆく 革命的 路線を 新たに うちだす ことによって、 アメリカ 帝国 
主義者の 侵略 策動から かもしだされた 情勢の もとで 革命と 建設を ひきつづき 力強く 促進し、 いかなる 環境の なかで 
も 革命の 民族的 任務と 国際的 任務を 同時に おしすすめる ことので きる 道を 新たに しめした ので ある。 

この 路線は、 キュ I バ 共和国に 反対す る アメリカ 帝国主義 者に よって カリブ海に 危機が つくりだされ、 ベトナム 
民主 共和国に 反対す るバ クボ (トンキン) 湾 事件が ひきおこされる ことによって、 世界と アジアで 緊張 状態が い * 〇 
そう 激化して いた 一九 六 二 年に、 すでに 首相に よって 提起され、 党が 実践して きた 基本的な 戦略 方針であった。 

この 路線の 基本は、 国防 建設の 占める 比重を 経済 建設の それに おとらぬ 程度に 高めて、 両方に ひとしく 力を そそ 
ぎ、 国防 力を いっそう 強化して 祖国 防衛の 完璧を 期 するとと もに、 経済 建設に おいても ひきつづ ざ 革命的 高揚を 持 
続させる ことに あった。 

金 日 成 首相は、 革命に おいて 経済 建設と 国防 建設の 正しい 結合が もつ i とその 重要性に ついて 強調しながら、 
つぎのようにの ベて いる。 

「経済 建設と 国防 建設を どのように 結合させる かとい うことは、 社会主義と 共産主義 建設の 運命を 左右す る 基本 
問題の 一つであります」 

首相は、 戦争が おこれば すべてが 破壊され るから といって 国防 建設の みに 力を いれ、 経済 建設を 怠ったり、 逆 
に、 平和的な 気分に ひたって 経済 建設 だけに かたより、 国防 力を 十分に たくわえない のは、 すべて 誤りで あると し 
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て、 こうのべ ている。 

「もちろん、 帝国主義が のこって いるかぎ り 戦争の 危険は 消えない し、 戦争が おこれば 多くの ものが 破壊され る 
でしよう。 だからといって、 戦争と それによ る 破壊と を おそれて、 必要な 経済 建設を おこなわない とすれば、 国の 
威力を 強める こと も、 人民 生活を 向上させる こと もで きず、 どだい 帝国主義が 滅亡し ない ことには、 社会主義 も 共 
産 主義 も 建設で きない ことになります。 帝国主義 者が つくりだす 戦争の 危険と、 かれらが 挑発す る 侵略戦争は、 わ 
れわれ の 経済 建設を おくらせたり、 一時 中断させる ことは できても、 決して 社会主義と 共産主義へ 向かう われわれ 
の 前進を さえぎる ことは できない のです。 

一方、 人民は、 帝国主義 者の 侵略と 戦争 政策に 反対す る 強力な 闘争を くりひろげて、 戦争を 防止し、 平和を 維持 
し、 強固に する こと もで きます。 だからといって 戦争が おこらない とば かり 考え、 国防 力の 強化を 怠れば、 かえっ 
て 戦争の 危険を 増大させる ことにな り、 社会主義 や 共産主義の 建設 どころ か、 帝国主義の 侵略から 革命の 獲得 物 も 
守れず、 祖国と 人民を 守る こと もで きなくなります。 戦争 防止の 可能性は あくまでも 可能性であって、 帝国主義が 
のこって いるかぎ り、 平和の 絶対的 保障と いう ものは 決して ありえない ので あり、 任 ¢1 の 時刻に 戦争は おこりうる 
のです」 

このように 首相は、 戦争の 危険と 戦争に よる 破壊が、 社会主義、 共産主義の 建設に およぼす 影響を 過大評価 も 過 
少 評価 もしない 革命的な 立場から、 この 問題を 解いた ので ある。 

経済 建設と 国防 建設に ついての 首相の 深奥な 弁証法は、 つぎの ような ものであった。 

「 …… 戦争の おこる 危険性が ましたと しても、 国防 力を さらに 強めながら、 経済 建設を ひきつづき おしすすめて 
国を 富強に し、 人民の 生活を 向上 させ、 社会主義、 共産主義への 前進を 促進させる ようにし なければ なりません」、 
「 …… また 戦争が いますぐ おこらない としても、 経済 建設を 積極的に おしすすめながら 国防 力を ひきつづき 強化し、 
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帝国主義の 侵略から 革命の 獲得 物を 守り、 祖国と 人民を 守れる ように、 つねに、 そなえて いなければ なりません」 

この 命題には、 偉大な 共産主義者 である 首相の 不屈の 革命 思想と、 戦争と 平和に かんする 深奥な マルクス •レ ー 
ニン 主義 哲学の 真髄が こめられて いる。 

じつに 首相の 命題には、 たとえ 戦争が おこって ひどい 破壊を うけても、 党が あり、 政権が あり、 人民が あり、 領 
土が ある 以上は、 また 新しい 生活を 建設す る ことができ るの だとい う 革命の 勝利にたい する 確固不動の 信念と、 革 
命 的 楽観主義が みち あふれて いる。 

ここには また、 防衛 力を 鉄壁の ごとく かためて こそ、 敵は みだりに 攻めようと もしな くな り、 たとえ かれらが 無 
分別に 冒険を おかして きても、 一撃の もとに これを せん 滅 できる の だとい う、 首相の 自衛 路線と 強固な 信念が なみ 
うってい るので ある。 

経済 建設と 国防 建設の 並進 路線は、 首相の 偉大な 主体 思想の 輝かしい 具現であった。 

首相が しめした 経済 建設と 国防 建設の 並進 方針は、 ブロ レ タリア 独裁の 問題、 帝国主義と 戦争の 問題、 社会 主 
義 、共産主義 建設の 方途な どに かんする マルクス •レ ーニン 主義 理論を、 新しい 歴史的な 現実に あうよう に 創造的 
に 発展 させた もので あり、 帝国主義が のこって いる 条件の もとで、 革命に 勝利した 労働者階級が 社会主義と 共産 主 
義を どのように 建設し、 帝国主義と 戦争にたい しては、 どういう 態度を とらなければ ならない かとい う 原則的な 問 
題に ついて、 全面的で、 しかも 科学的な 解答を あたえた ものであった。 

金 日 成 首相に よって 創造され たこの 路線は、 朝鮮 革命と 世界 革命を 勝利へ 導く 重要な ヵギ であった。 

首相は この 路線から、 アメリヵ 帝国主義の いかなる 不意の 侵攻を も 主動的に 撃破し、 革命の 獲得 物と 祖国と 人民 
を 確固と 守る ことができ、 社会主義 建設の 安全 も 保障で きる 道を さがしもとめた。 そして、 祖国 統一の 革命的 大事 
変を 主動的に むかえ、 革命の 終局 的な 勝利が 達成で きる 道 もまた、 この 路線から さがしもとめた ので ある。 
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首相は、 経済力と ともに 国防 力を 最大限に 強化して こそ、 世界 反帝 戦線で になって いる 国際主義 的な 重大な 任務 も 
りっぱに 遂行で き、 帝国主義 侵略者に 反対して たたかって いる 兄弟 的 人民を いっそう 効果的に たすける ことができ 
ると 考えた。 

この 路線は じつに、 労働者階級の 民族的 義務 ばかりでなく、 国際的 義務を も 成功裏に 実現す る 唯一の 方針な ので 
ぁった。 

これは また、 平和を 保障す る 賢明な 方針で も あった。 それは、 経済 建設と 国防 建設の 並進が 戦争を ふせぐ 力を 確 
固と たくわえ、 帝国主義が あえて 戦争を ひきおこしても、 それを うちくだく 万端の 準備を ととのえる もっとも 強力 
な 方途と なる からで ある。 

祖国の 統一と 朝鮮 革命の 勝利を 保障す る 北半 部の 革命 基地を、 文字 どおり、 鉄壁の ょうに かためる という 首相の 
雄大な 構想は 参加者の 心を 完全に とらえた。 

金 日 成 首相は 報告の なかで、 革命の 基地で ある 北半 部が 不敗の 力と なって いる 条件の もとで、 朝鮮 革命の 全国的 
勝利は 南 朝鮮の 革命 勢力を いかに 準備す るかに 大きく かかって いると 指摘しながら、 この ことに 少なからぬ 注意を 
かたむけた。 

金 日 成 首相は 報告の この 部分で、 南 朝鮮に かもしだされて いる 情勢を 科学的に 分析し、 南 朝鮮人 民の 民族 解放 民 
主 主義 革命の 課題と 当面の 闘争 課題を ふたたび 明らかにし、 革命的な 大事 変を 主動的に むかえる ため、 強力な 革命 
的 力量を 準備す る ことにつ いての 基本 方針と、 その 具体的な 課題を も 明確に しめした。 

首相が 明らかにした 南 朝鮮 革命の 戦略 戦術 的 方針は、 会議に 参加した 者 だけでなく、 四千 万 朝鮮人 民す ベての 心 
を わきたたせた。 

とくに それは、 地下で、 山中で、 監獄で、 南 朝鮮 革命の 勝利の ためにた たかって いる 南 朝鮮の 革命家たち を 興奮 
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させ、 その 勇気を ふるいたたせた。 (報告で 明らかにされた 南 朝鮮 革命に かんする 首相の 戦略 戦術 的 方針は、 他の 章で 具体的 
にの ベる ことにする)  ' 

首相の 声は、 共産主義者の 闘志と 使命 感 、情熱と 大胆 さ、 こうした すべてが 独創的な 英知と とけあって ひびく 声 
であった。 それは また、 闘争と 前進の 号令で あり、 すべての 反帝 戦線の 参謀 部に あたえた 勝利の 戦略であった。 

首相が 報告を 終える と、 場内からは 嵐の ような 拍手と 歓呼の 声が まきおこった。 

かれらの 顔には、 複雑 多難な 現在の 国際情勢と 朝鮮 革命の あらゆる 問題を、 これほど 深奥に、 全面的に、 火を 見 
るよう にはっ きりと 解明し、 世界の 革命的 人民と 朝鮮人 民の すすむべき 勝利への 大路を 切り ひらいた 偉大な 領袖を 
いただく かぎりない 誇りと、 首相にたい する 熱烈な 忠誠 心が みなぎって いた。 

会議は 十月 十二 日まで つづいた。 会議では、 報告に もとづいて 熱烈な 討論が くりひろげられた。 討論者たち はす 
ベて、 金 日 成 首相の 報告を 高い 誇りと 自負心を もって 全面的に 支持し、 報告の もつ 朝鮮 革命と 国際 共産主義 運動に 
おける 理論、 実践的 意義に ついて 強調した。 

討論者たち は、 金 日 成 首相の 報告を 朝鮮 労働党が 対内 外 活動に おいて 終始一貫 堅持して いる 正しい 立場と、 革命 
にたいする かぎりない 忠誠を 証明した マルクス •レー ニ ン 主義 的 文献で あると 高く 評価しながら、 党と 敬愛す る 指 
導 者 金 日 成 首相の まわりに かたく 団結し、 主体を 確立し、 自力 更生の 革命 精神を いっそう 発揮して、 報告に しめさ 
れた 綱領 的な 課題を 最後まで つらぬく かたい 決意を 表明した。 

かれらは また、 革命と 建設に かんする マルクス •レー ニ ン主 義理 論の 創造的 具現で ある 経済 建設と 国防 建設の 並 
進路 線を 力強く おしすすめ、 敵の いかなる 侵攻 も撤底 的に 粉砕す る ことができる ように、 国の 経済力と 防衛 力を 鉄 
壁の ように かためる ことを 誓った。 

会議では、 熱烈な 拍手のう ちに 在日 本 朝鮮人 祝賀 団 々長の 演説と、 南 朝鮮 革命 組織 代表の 演説が おこなわれた。 
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アメリカ 帝国主義 とその 手先の 暴圧の もとで 屈する ことなくた たかいながら、 瞬時たり とも 忘れる ことので きな 
かった 金 日 成 首相 ！ 、いま その 偉大な 領袖の まえで 演説を おこなう かれらの 目には 感激の 涙が あふれて いた。 

南 朝鮮 革命 組織の 代表たち は、 朝鮮人 民を つねに 勝利へ と 導く 敬愛す る 指導者 金 日 成 首相と 党 中央委員会に、 南 
朝鮮の 革命家た ちの 名に おいて 熱烈な 挨拨 をつ たえた。 

かれらは、 南 朝鮮の 革命家と 愛国 的 人民が 北半 部 人民の たたかいに はげまされながら、 あらゆる 逆境に もめげ 
ず 屈する ことなくた たかっ ている ことを つたえ、 報告に しめされた 方針を つらぬく 確固と した 決意を 表明した。 

場内は 興奮の るつぼと 化した。 かれらが、 アメリカ 帝国主義と 朴正熙 かいらい 一味の ファッショ 支配の もとで 呻 
吟 している 南 朝鮮人 民の 惨状に ついての ベる と、 参加者たち は、 みな 涙を おさえる ことができなかった。 

巨大な 監獄と 化した 南 朝鮮 —— 、南 朝鮮人 民に しいられた おそろしい 苦役と 失業、 飢えと さげすみ、 また 7 メリ 
力 帝国主義に 踏みに じられ ている 女性と、 なんの 夢 も 希望 もな く 学校へ も ゆけずに ごみ箱を あさって いる 子どもた 
ちの 悲劇に ついて、 南 朝鮮の 革命 代表が 声を ふるわせて 憤激を 吐露した とき、 場内は 悲憤と 激情の 一色に つつま 
れた 。だれもが 声を かみころし、 歯を くいし ばって 泣いた。 金 日 成 首相 も、 いくど も ハンカチを 目にあて ていた。 

なぜ 淚を 流す のだろう か？ 

それは 南 朝鮮人 民の 苦痛が、 革命的で、 もっとも 人間的で、 もっとも 国と 同胞を 愛する 朝鮮の 共産主義者の 苦痛 
に ほかなら なかった からで ある。 

南 朝鮮 革命 組織の 代表は、 革命の ために すべてを なげうつ 覚悟で いる 南 朝鮮の 革命家と 人民は、 南北 朝鮮人 民が 
一堂に 相 まみえ る その 日の ために、 朝鮮人 民の 不倶戴天の 敵 アメリカ 帝国主義 者を 追いだ し、 祖国の 統一を 達成す 
る その 日の ために、 最後までた たかう であろうと のべた。 

金 日 成 首相は たちあが ると、 南 朝鮮 革命 組織 代表の 手を ながいあいだに ぎりし めた。 
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参加者たち は、 熱烈な 歓呼を おく 〇 た 0 

じつに 党 代表者 会議は、 マルクス •レ 丨- ーン 主義の 革命的な 旗 じる し、 反帝 反米 闘争の 旗 じる しを 高く かかげ、 
朝鮮 革命の 大業と 世界 革命の 勝利を めざして 屈する ことなくた たかいを くりひろげ ている 金 日 成 首相の 自主的で、 
革命的な 確固と した 立場と 不屈の 意志に みち あふれて いた。 

会議は、 金 日 成 首相の まわりに かたく 結集した 全 党の 鋼鉄の ごとき 統一、 領袖と 党と 人民の 偉大な 団結を ふたた 
び 示威した。 

代表者 会議は、 朝鮮 労働党と 朝鮮人 民の 革命 史上、 画期的な 意義を もつ 歴史的な 出来事であった。 

朝鮮人 民は、 卓越した 指導者 金 日 成 首相の 偉大な 革命 思想と 自主 路線を 高く かかげ、 革命的 大事 変を むかえる た 
めの 荘厳な たたかいに たちあがった。 

党 代表者 会議で おこなった 金 日 成 首相の 報告は、 朝鮮人 民に 朝鮮 革命の 前途を 明らかにした 綱領 的 文献と して、 
朝鮮 革命の 勝利を 確約す る 威力 ある 思想、 理論、 実践的 武器であった。 

また それは、 国際 共産主義 運動の 発展の 途上に 提起され る 一連の 理論、 実践的 問題にたい する 正しい 解答を あた 
えた ことによって、 マルクス •レ— ニン 主義の 純潔を 守り、 それを 豊富に し、 国際 共産主義 運動と 全般的な 世界 革 
命運 動を 発展 させうる うえで 大きく 寄与した。 

したがって 金 日 成 首相の 偉大な 文献は、 朝鮮人 民の なかでは もちろん、 世界の いたるところで 嵐の ような 反響を 
よびおこした。 世界の 通信と 放送、 新聞と 雑誌は 先を あらそって 金 日 成 首相の 報告を 紹介した。 

世界 各国の 数多くの 共産 主 養 者と 革命的 人民と 友人たち は、 首相の 報告を もっとも 貴重な 文献と して 熱烈に 歓迎 

した。 

社会主義 国家、 兄弟 党、 アジア、 アフリヵ、 ラテンアメリヵの 新興 独立国 家と、 そして これらの 地域の 革命 組織 
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朝鮮 労働党 代表者 会議で お こな つ た 金 日 成 首相の 報告の 国際的 反響を 伝える 新聞 


と 機構は、 金 日 成 首相の 報告を ひろく 紹介し 宣伝した し、 多く 
の 国で 報告の 全文が 翻訳 出版され た。 

広 はんな 人び とは、 金 日 成 首相の 報告を 「社会主義 陣営 形成 
後の 活動を 全面的に 総括した 歴史的 文献」 であり、 「現代の 国 
際 共産主義 運動の 指導 的 指針と なる 偉大な 文献」 であると 高く 
評価し、 また、 アジア、 アフリカ、 ラテンアメリカの 新興 独立 
国家と 民族 解放 運動の 組織では、 その 「前途を 照らす 貴重な 文 
献」 として 高く 称賛した。 

朝鮮を 訪問した キュ ー バ 共和国の 副首相 兼 革命 武力 相は、 
「朝鮮 労働党 代表者 会議は、 われわれに つねに マルクス •レ ー 
ニン 主義の 原則を 堅持し、 帝国主義を 打倒す るた め、 朝鮮の 兄 
弟と 世界の あらゆる 人民が 肩を ならべて、 長期 かつ 困難な 闘争 
を おしすすめる 情熱を 大きく ょびおこして くれた」 と 語った。 

また、 日本の 民主 団体の ある 指導者は つぎのょぅに 語った。 

「党 代表者 会議で おこなった 金 日 成 同志の 報告は、 十 余 年の 
国際 労働運動に おいて もっとも 貴重な 文献で ある。 日本では 広 
はんな 人び とが 読んで おり、 大きな 反響を まきおこし ている」 

オランダ 共産党中央委員会 委員長は、 自党の 機関紙に 金 日 成 
首相の 報告の 内容と その 正し さを 解説した 文章を 発表し、 つ 
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ぎの ように 書いた。 

「朝鮮 労働党は 慎重で 戦關 的な 党で あり、 よい 意味で 大きい 党で ある。 …… 北朝鮮は 地球上の 反対側に あるが、 
朝鮮 労働党は 重要な 党で あり、 その 声には 重みが ある」 

アフリカの 新興 独立国 家の ある 指導者は、 「現 情勢にたい する 金 日 成 首相の 客観的な 分析は、 われわれに 左右の 
日和見主義を はっきり 見分けられる ようにして くれた。 …… 国際情勢の 分析と 国際 共産主義 運動に おいて 提起され 
る 一連の 問題にたい する 朝鮮の 党の 立場を 高く 評価す る」 とのべながら、 朝鮮民主主義人民共和国は 社会主義 諸国 
のなかで も、 もっとも 模範的な 国で あると 語った ❶ 

カンボジア 王国 政府の 外相は、 「朝鮮 労働党 代表者 会議で、 経済 建設と 国防 建設を 並進させる ことを、 さししめ 
した 金 日 成 首相の 報告は、 アメリカ 帝国主義にたい する もっとも 適切な 回答で ある。 四千 万 朝鮮人 民の 敬愛す る 指 
導 者 金 日 成 首相の 賢明な 指導を うけてい る 英雄的な 朝鮮人 民は、 必ずや アメリカ 帝国主義を 追いだ し、 祖国 統一の 
大業を なしとげずに はおかない であろう」 とのべた。 

じつに 金 日 成 首相の 歴史的な 報告は、 朝鮮 革命と 世界 革命の 闘争 方針を 教える 偉大な 教科書で あり、 前進と 闘争 
の 文献、 勝利の 文献な ので ある。 

2  ふたたび 革命的 大 高揚の 炎を 

金 日 成 首相は、 党 代表者 会議で しめした 並進 路線の 貫徹へ と 人民 大衆を ふるいたたせながら、 社会主義 建設の す 
ベての 戦線に 視線を くばり、 新しい 活動を くりひろげて いった。 

首相の 執務室では、 国の 経済発展の 展望と 当面の 経済 建設の 課題に ついて、 具体的な 協議が つづけられた。 
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金 日 成 首相は、 国家 計画 委員会の 幹部、 各 相、 工場 や 企業 所の 支配人、 国防 部門の 責任 幹部たち と 親しく 席を と 
もに して、 何日 間 も 計画を 検討し、 解決 方法を しめした。 

それば かりで なく、 首相は 直接 かれらを つれて 現地へ ゆき、 困難な 問題が なんで あるかを よく 見き わめた うえ、 
その 解決 方法を 一つ一つ 教えた。 

首相は 全般的な 社会主義 経済 建設を きわめて 短期間 内に 改編し、 多くの 人的、 物的資源を 国防 建設に ふりあてな 
がら 経済 建設を 力強く おしすすめて いった。 

首相は、 ぼう 大な 規模の 国防 建設と 社会主義 経済 建設を 強力に おしすすめる には、 社会主義 経済を たえず 高い テ 
ンポで 発展 させなければ ならず、 十 年 前に 千里 馬の 大 高揚の 炎を 燃えさから せた ように、 ふたたび 革命的 大 高揚の 
炎を 高く かかげなければ ならない と 考えた。 

経済 建設と 国防 建設を 並進させる 独創的な 路線の 革命的 本質 も、 まさに ここに あった ので ある。 

並進 路線の ぼう 大な 課題を 貫徹す るた めに、 革命的 大 高揚を まきおこす うえでの 困難な 問題は 一、 二に とどまら 
なかった が、 首相は なにより もまず、 一部の 人たち のなかに あらわれて いた 消極性と 保守主義を なくさなければ な 
らな いと 考えた。 

首相は、 これまで 新しい 路線を 実践して きたと きのよう に、 経済 建設と 国防 建設を 並進させる 党の 新しい 路線を 
実践す るた たかいでも、 すべての たちおくれとの はげしいた たかいが 必ずと もな う ものであると 教えた。 

首相は つぎのように のべて いる。 

「消極性と 保守主義は、 社会 発展の 過程で あらわれる 一つの 必然的な 現象で あると いえます。 革命 闘争 や、 われ 
われの 生活には、 積極 分子が いる 反面、 消極 分子が おり、 勇敢な 人が いる 反面、 卑怯な 人が つねに いるもの であ 
り、 新しい ものと 先進 的な ものが ある 反面、 必ず 古くて 沈滞した ものが ある ものです。 …… 消極性と 保守主義に 反 
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対する たたかいは、 一つの 重要な 革命 闘争であります」 

実際のと ころ、 一部の 活動家た ちは 今度 も 英雄的な 労働者階級の 威力を 信じなかった。 かれらは 古い 公称 飴 力と 
基準に とらわれ、 難関の まえで しりごみし、 集団 的 革新 運動を おそれて 勤労大衆の 荘厳な 前進運動を さまたげょう 
とした。 

とくに 経済 部門の 一部の 指導 幹部たち は、 経済が 発展し、 その 規模が 大きくな れば 前進 速度は 高められな いとい 
う、 非常に 危険な 見解のと りこに なって いた。 これは、 自国の 経済が 早く 発展し ない ことを 合理化す るた めにつく 
り だした 現代 修正主義 者の 詭弁と、 帝国主義 者が 社会主義を 誹謗 中傷す るた めにつ くりだした 反動 「理論」 をう の 
みに したと ころからで たもので あった。 

金 日 成 首相は、 この ばかげた 反動的な 「見解」 を 糾弾し、 社会主義 建設の 実践的な 経験に もとづいて、 社会主義 
の もとでは、 人民 経済が たえず 高い テンポで 発展 するとい う 経済法 則を 新たに しめした。 

首相は、 社会主義の もとで、 経済を 高い テンポで 発展させる 重要な 要因と なる 基本 投資 額の 増大と 労働生産性の 
高揚は 無限の 可能性を もって おり、 社会主義の もとでは 建設が すすみ、 経済の 基礎が 強化 されれば される ほど、 そ 
の 可能性は いっそうます ものであって、 社会主義の もとで 経済は たえず 高い テンポで 発展す る ことができる という 
ことを 論証した。 

この ことから 首相は、 生産者の 政治的 自覚と 労働にたい する 熱意が 非常に 高く、 強力な 機械工業を 中核と する 自 
立 的 民族 経済が ある 条件の もとで、 政治 活動を ょく おこない、 勤労者の 創意 性を 積極的に ふるいおこし、 人民 経済 
の 管理 運営を 改善 すれば、 生産の 成長 テンポを いっそう 高められる という ことを 明らかにし、 社会主義の もとでは、 
人民 経済が たえず 高い テンポで 発展 するとい う 経済法 則を 定式化した ので ある。 

この 経済法 則は、 社会主義 経済 制度の 優越性を もっとも 集中 的に しめし、 社会主義、 共産主義 建設を 最大限に 促 
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進させる ものと して、 社会主義、 共産主義 建設に おいて 本質的な 意義を もつ 法則で ある。 

社会主義の 優越性は、 なにより もまず 人民 経済の 高い 発展 テンポに あらわれる。 そして それは、 指導者と 党の 指 
導の もとに 大衆の 熱意を 最大限に ふるいおこし、 経済 管理を 改善して 生産力の 発展に 強く 作用させる ことによって 
はじめて 証明で きる ものである。 ところで、 こうした あらゆる 客観的 条件と 現実的な 可能性が もっとも よくと との 
えられて いる 社会主義 国 こそ、 ほかで もな く 金 日 成 首相の 導く 朝鮮民主主義人民共和国な ので ある。 

したがって、 この 経済法 則は、 まさに 金 日 成 首相に よつ ての み 発見し えた ものである。 

この 経済法 則の 発見は、 じつに 社会主義 経済 建設の 理論を 完成し 豊富に した 金 日 成 首相の いま 一つの 生きた 模範 
であり、 これは マルクス •レ 丨- ーン 主義の 発展に 大きく 寄与した。 

この 経済法 則は、 社会主義 制度の 優越性を 最大限に ふるいおこし、 党 および 国家の 経済 機関の 指導 幹部を ひきつ 
づき 革新し、 ひきつづき 前進させる 革命 思想と、 勝利の 信念で かたく 武装 させ、 勤労者の たぎる 熱意と 高まる 気勢 
に 経済の 指導が 亡ち おくれない ように させ、 革命的 大 高揚の 炎を 高める 威力 ある 武器な ので ある。 

金 日 成 首相は この 武器を しっかりと 手に し、 消極性と 保守主義を うちやぶりながら、 勤労者の 革命的 熱意を ふる 
いたた せ、 革命的 大 高揚の 炎を 燃やす のに 全力を かたむけた。 

一九 六 七 年 二十 五日、 金 日 成 首相の 執務室には、 首相に よばれて かけつけた 城 興の 経験 ゆたかな 鉱夫たち が 集ま 

っていた。 

金 日 成 首相は、 現場から かけつけた 労働者たち とまる 一日 もの あいだ、 鉱山の 情況 や 前進を 早める 方法な どに つ 
いて 話し あった。 

かたとき も 忘れた ことのない 敬愛す る 指導者と ともに、 鉱山に ついて 語り あう 鉱夫たち の 胸は 高な った。 自分の 
家に いるよう に 気楽な 気持に なった かれらは、 日ごろ 考えて いた ことを 首相に ありのまま 話した。 
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当時、 この 鉱山には 消極性と 保守主義に とらわれた 一部の 人び とが、 千里 馬 騎手 や 鉱夫たち が 仕事を より 多く や 
ろうとす るのに 反対して、 「大きい 国で さえ 工業の 発展 テンポが 七〜 八パー セントを こえない というのに、 この 大 
きな 鉱山で、 どうして 生産を 一 五 〇パー セント も 発展させる ことができよう か？」 などと、 とりとめ もない ことを 
主張しながら、 前進 速度を おさえようと していた。 

鉱山の 情況を きいた 金 日 成 首相は、 消極性と 保守主義を うちくだき、 社会主義 建設で ふたたび 大 高揚を よびおこ 
すため に、 工業の 最初の 工程で ある 採取 工業から 火の手を あげなければ ならない とさと した。 

首相は、 一 小隊の 生産 計画まで 隊員たち とともに 練った。 

このと き 鉱夫たち は、 前年より 一 •五倍 も 増大した 一九 六 七 年の ぼう 大な 計画を、 八月 十五 日までに やりとげる 
と 首相に 誓った。 

金 日 成 首相は 非常に よろこび、 「必ず 三 か 月 半く りあげて やりとげる というの だね。 すばらしい。 たいへんす ば 
らしい こと だ。 その 信念が 重要 だ。 われわれの 労働者階級が やる といえば きっと やれる」 とほめ たたえた。 

ひたすら 領袖の 教えた 道を つきすすむ 労働者階級、 いかなる 艱難辛苦 もい とわず、 無限の 創造力と 偉大な 力を も 
って ひた 走る 労働者階級、 かれらの 素朴で 雄々 しい 姿から、 首相は、 社会主義の もとでの 経済発展の テンポに かん 
する 独創的な 理論の 正し さを ふたたび 実証す る ことができ たので ある。 

金 日 成 首相は、 国家、 経済 機関の 指導 幹部と 勤労者の なかで、 消極性と 保守主義に 反対す る 思想 H 争を 力強く く 
りひ ろげ、 集団 的 革新 運動の 炎を いっそう 高める ために、 千里 馬 運動を より 強化 発展させる ことに 深い 関心を はら 
い、 職業 総 同盟、 農業 勤労者 同盟、 社会主義 労働 青年 同盟な どの 勤労者 団体が 千里 馬 作業班 運動を 強力に おしす す 
めて ゆく ように 指導して いった。 

千里 馬 作業班 運動は、 勤労者を 党の 唯一の 思想、 金 日 成 首相の 革命 思想で W たく 武装 させ、 全社 会を 革命 化し、 
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左右の 日和見主義を 徹底的に 排撃して、 自力 更生の 革命的 旗 じる しの もとに、 あらゆる 活動と 生活に おいて 自主、 
自立、 自衛の 革命的 原則を 徹底的に 具現す る 方向へ と 発展して いった。  ' 

金 日 成 首相は、 革命的 情熱に わきたつ 全国 土に 目を むけた。 大きく もない 工場 や 名もない 農村、 漁村に いたる まで 
くまなく 見て まわった 首相は、 城 興の 鉱夫たち と 会って からわず か 数 か 月の あいだに、 生産と 建設、 企業 管理の す 
ベての 部門で、 勤労者の 創造的な 積極性が いっそう 高まって いるのを 目撃した。 ひたすら 党と 領袖に 忠実な 英雄的 
労働者階級と 千里 馬 騎手たち は 党の 新しい 路線に そって、 前進を さまたげる 消極性と 保守主義、 古い ものと 沈滞し 
ている すべての ものを うちくだきながら 経済 建設と 国防 建設を 力強く おしすすめて いった。 

しかし、 革命の 要求と 情勢の 緊張 度に くらべて、 この 程度の 成果に 満足して はいられなかった。 

金 日 成 首相は、 勤労者の 革命的な 熱意を いっそう 高め、 千里 馬大 進軍を 全国で 力強く おしすすめて いくこと を 決 
心した。 

首相は 五 か 年 計画の 第一歩を 踏み だした あの 困難な 時期に、 降 仙の 労働者た ちと 会って 千里 馬大 高揚の 口火を切 
ったょう に、 今度 も 龍 城 機械工 場を 新しい 千里 馬大 高揚の 一大 革命的 転換の 拠点とした のであった。 

それは、 新しい 路線を つらぬく うえで 中心的な 環と なる のが 機械工業 部門で あり、 なかで も 龍 城の 占める 位置が 
とくに 重要であった からで も あった。 龍 城の 労働者階級は、 すでに 消極 主義と 保守主義に 反対し、 ふたたび 千里 馬 
の大 高揚を まきおこす たたかいで 大きく 貢献して いたし、 つねに 千里 馬 進軍の 先頭に たって いた。 かれらには 工業 
都市 咸 興の 数多くの 労働者が ついて おり、 また 協同 農民と 科学者、 ィンテリが ついていた。 

金 日 成 首相は、 龍 城で 燃え あがる 大 高揚の 炎が 咸興 市を へて、 国中いた ると ころで いっせいに 燃え ひろがる こと 
をす でに 見と おしていた。 

一九 六 七 年 六月 十五 日、 龍 城 機械工 場を おとずれた 首相は 作業 現場から 見て まわった。 どの 機 台に も 革新の 火花 
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が 散って いた。 首相は、 機械 労働者の 献身的な 姿を 満足 気に 見つめて いた。 なんと 愛すべき 誇らしい 人び とで あろ 
うか。 かれら こそ、 かつての きびしい 試練のと きに も ひたすら 党を 心から 信じ、 偉大な 奇跡を 生み だしてき た 英雄 
たちでは ないか。 

首相は、 龍 城 機械工 場を 「革命 伝統を うけついだ 工場」 だとた たえ、 労働者を はげました。 

労働者の 労働 情況 や 生活を つぶさに 見て まわった 首相は、 工場 党 委員会 拡大 会議を 指導した。 

金 日 成 首相は この 会議で、 経済 建設と 国防 建設を 並進させる 党の 革命的 路線の もつ 意義に ついての ベながら、 こ 
の 並進 路線は、 どんな ことがあ っても 貫徹し なければ ならない とつぎの ように 指摘した。 

「 …… なぜ 国防 建設と 経済 建設を 並進 させなければ ならない のか？ わが国の ような 情況に おかれて いる 国で 
は、 経済 建設と 国防 建設を 必ずす すめなければ ならない。 

経済 建設を りっぱに おこなって こそ、 わが 人民の 士気を 高め、 生活水準を いっそう 高める ことができる。 

戦争が おこれば、 建設した ものが 失われる こと も ある。 

なぜ 失われる こと だけを 考える のか 9 . それが こわくて 建設で きないと すれば、 それは 卑怯で ある。 …… 経 

済 建設と 国防 建設を 並進させる 路線は 正しい。 われわれは 社会主義の 優越性を いっそう 発揮し、 祖国 統一の 革命的 
大事 変を 十分に 準備を ととのえて むかえる ために、 必ず この 路線を 実現して、 われわれの 経済的、 軍事的 威力を い 
っそう 強化し なければ ならない。 …… J 

首相の ことばに ききいる 労働者たち は、 並進 路線の 底に 流れる 首相の 偉大な 革命 思想に 深く 胸を うたれた。 

また .' 国に かもしだされた 困難な 情勢の もとで、 多くの 人的、 物的資源が 要求され る 国防 建設に 力を そそぎな が 
らも、 経済 建設を りっ ばに おしすすめて、 人民 生活を いっそう 豊潤な ものにさせようと 心を くだく 首相の 人民に た 
いする 深い 愛に 心を うたれる のであった。 一部の 幹部たち は、 消極性、 保守主義な どの 古い 思想の のこり かすを 克 
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服す る C とがで きずに いた 自身を 恥じた。 

金 日 成 首相は、 国防 建設と 経済 建設を 並進させる 問題は、 まさに 路線 上の 問題で あるた め、 この 路線を 貫徹す る 
ためには、 強力な 思想 S 争が ともなわなければ ならず、 その 実践 過程では 動揺 分子 や 投降 分子 もで てく るであろう 
とのべながら、 党の 路線を 心から 擁護し、 それを 最後まで 貫徹す るた たかいの 先頭に たつのは、 「 …… まさに 労働 
者 階級 以外には だれもい ない。 …… 」、 r …… わが 労働者階級 こそ、 党の 路線の 真髄を 知っている」 と 力を こめて 語 

った。 

首相は、 並進 路線を 貫徹す るには どう すれば よい かにつ いて、 確信に みちた！^ 調で こうのべ た。 

「われわれが、 経済 建設と 国防 建設が 同時に おこなえ るの だとい う 確信を もって おしすすめれば、 それは 必ずで 
きる。 しかし、 安逸に ひたり、 気が ゆるみ、 平穏無事に おこなおうと すれば、 それは できない」 

「どのように おこなうべき か？ 

1 九 五 七 年に 千里 馬 運動を すすめた ときの ように、 千里 馬の 大 高揚を ひきおこし、 経済 建設と 国防 建設を おしす 
すめなければ ならない」 

「われわれは 革命の 時代に 生ぎ ている から、 革命家ら しく 生き、 行動し なければ ならない。 革命家ら しく 生きら 
れな ければ、 屍 も 同然で ある。 革命家ら しく 生きようと するならば、 革命的 気概を もってきび しいた たかいを おこ 
なわなければ ならない、 党の 革命的な 路線を つらぬく ためにた たかわなければ ならない」 

つづけて 首相は、 党の 路線を 心の底から 擁護し、 それを 最後まで つらぬきとおす たたかいで、 龍 城の 労働者階級 
がな しとげなければ ならない いくつかの 問題を 一つ一つ 具体的に 教えながら、 「みなさんが 革命的 大 高揚の 先頭に 
たたなければ ならない」 と 力を こめて 語った。 

首相を 身近に tr かえ、 そのつ きざる 愛と 信頼を 一身に うけた 労働者たち は、 首相の 教え どおりに たたかう ことを 
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かたく 誓った。 

かれらは 首相の 賢明な 指導と 偉大な 革命 思想、 そして 首相が つねに 堅持して いる 革命的な 活動 方法と 革命的な 展 
開 力に 大きな 誇りと 自負心を 感じ、 そこから つきる ことのない 力と 知恵を えたので ある。 

首相が 明らかにした 革命的 路線の 偉大な 生命力を ことばでは なく、 先頭に たって 実践に よってし めそう、 そして 
革命の 時代に 生きる 真の 労働者階級に ふさわしく、 首相の 忠実な 戦士と して、 党の 輝かしい 革命 伝統を うけついだ 
ものら しく 生き、 そして 働こう、 —— これが かれらの 決意であった。 

首相が 帰っての ち、 龍 城の 労働者階級は 従業員 集会を ひらき、 千里 馬 作業班 運動の 炎を いっそう 高く かかげ、 革 
命的大 高揚の 先頭に たって 一九 六 七 年末までに 千里 馬 工場の 称号を かちとる ことを かたく 決意し、 これに 呼応す る 
よう 全国の 工場 や 企業 所の 労働者階級に よびかけた。 

かれらは 年間計画の ほかに、 経済 建設と 国防 建設に 切実に 要求され る 設備を 製作し、 年間計画を 三 か 月 余 も 短縮 
して、 十月 十日の 党 創建記念日 まえに やりとげる 戦闘的な 目標を かかげて 働いた。 すべての 作業班、 すべての 職場 
では、 きのうの 新記録が きょうはもう 古びた ものと なり、 午前中に たてられた 新記録が、 午後には より 高い 基準に 
とって かわられた。 

半月 あまり 龍 城と 咸興 地区で 現地 指導を おこなった 金 日 成 首相は、 ピョンヤンに もどる と 党 中央委員会 第 四 期 第 
十六 回 総会を ひらき、 龍 城の 労働者階級が おこした 革命的 大 高揚の 炎を 全国に 一般化し、 いっそう 組織的に 拡大す 
る 対策を たてた。 

その かたわら、 金 日 成 首相は 革命の 参謀 部で ある 党を 強化して 革命の 隊伍を 強め、 大衆の 政治 思想 意識を たえず 
高める たたかい も 力強く おしすすめて いった。 

首相の 方針に したがって 党は、 党の 唯一の 思想 体系を 確立す る 全 党 的な たたかいを 力強く くりひろげ、 全社 会を 
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労働者階級 化、 革命 化する ための 活動を 精力 的に 展開した。 

こうして 全 党と 全人 民の なかには、 金 日 成 首相の 偉大な 革命 思想で かたく 武装し、 党の 政策を 最後まで 貫徹す る 
革命的 気風が 確立し、 勤労者の 政治 思想 意識は 非常に 高まって いった。 勤労者は 革命 闘争と 建設 活動に 全 精力と 才 
能を かたむけ、 おた がいに たすけあい、 はげまし あいなが ら 創造と 革新を まきおこして いった" 

龍 城に 燃え あがった 革命的 大 高揚の 炎は 全国に ひろがり、 いたるところで 荘厳な たたかいが くりひろげられた。 

あらゆる 部門で 技術 神秘主義が うちやぶられ、 新しい 機械、 新しい 技術が 創造され た。 消極性と 保守主義は 完全 
に うちくだかれた。 そして、 経済が 発展 すれば 前進の テンポを 高める ことができない といって いた 現代 修正主義 理 
論 も 粉み じんと なった。 

革命的 大 高揚の 炎の なかで、 ふたたび 世人を おどろかす 革新と 奇跡が おこった* 

たとえば、 千里 馬の ふるさと 降 仙で 大 高揚の 炎を まきおこした 一九 五 七 年には、 r 公称 能力」 六 万 トンと いわれ 
た 分 塊 圧延機で 十二 万 トンの 鋼片を ひきだした が、 今度は その r 公称 能力」 の 七 •五倍に 達する 鋼 片をひ き だして 
世人を 驚嘆 させた。 また 革命の 首都 ピョンヤンでは 、「ビョン ヤン 速度」 が 創造され た 一九 五八 年の 一年間に 建設 
した ものと 同じ ほどの 高層 文化 住宅を、 わずか 三 か 月間で 建てる という 新しい 「ビョン ヤン 速度」 が 創造され た。 

一九 六 七 年 十月 二日、 龍 城 機械工 場が 最初に 年間計画を 超過 達成した のに つづいて、 二百 八十 余の 工場、 企業 所 
が 党 創建記念日 以前に 計画を 遂行し、 jjhk までには 国防 建設に ぼう 大な 労力と 資材と 資金を あてても 、工業 総 生産 
高を その 前年に くらべて じつに 一七 パー セント も 高める というく おどろべき 奇跡を 創造した。 

そして、 穀物 生産は 解放 直後に くらべて 二 •七 倍に •工芸 作物、 蔬菜、 果物、 畜産 物 生産 も 急速に 高まった。 こ 
うして 北半 部では、 すでに 食糧を 自給自足 している ばかりでなく、 相当 量の 予備を 保有す る卜 4/^ になり、 農業の す 
ベての 部門を より 高い 水準へ と 発展 させうる 確固と した 基礎が 築かれた。 
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人民 経済の 急速な 発展と ともに、 人民の 物質、 文化 生活の 水準 も书 ましに 高まった。 一九 六 七 年に 人口 一人 当り 
の 国民所得は、 一九 四 六 年に くらべて 九 倍、 一九 四 九 年に くらべて 四 •四 倍に 高まった。 

党と 首相の 意を 支持して たちあがった すべての 農業 勤労者た ちの 献身的な 働きに よって、 農業 生産に おいても 一 
大 高揚が まきおこっ た。 

一九 六 七 年の 穀物 収穫高は、 一九 六 六 年よりも 一六 パー セント も 高まった。 

こうして 北半 部の 工業 生産は、 一九 四 八 年に くらべて 二十 二倍に 高まった。 こんにち 北半 部では、 重工業が 新しい 
技術に よって 装備され、 国内の 天然資源に よって 急速に 発展して いる。 そのうち、 一九 六 七 年の 機械 製作 工業の 生 
産 高は、 一九 四 八 年に くらべて 百倍に ふえ、 工業 生産高で 占める 比率は 七 •四 パ ー セントから 三 一 •四 パー セント 
に 高まった) 機械 製作 工業を 中核と する 北半 部の 重工業は、 国の 経済的 自立 性を 強固に し、 人民 経済の すべての 部 
門で 技術 革命を 力強く おしすすめる ことので きる 確固と した 基地と して、 いっそう 大きな 威力を 発揮す るよう にな 
り、 軽工業と 農業の 発展に いっそう 役立つ ようになった。 

消費 品の 生産 基地 も 確固と 築かれた。 いま 北半 部では 自力で 生産した 商品で 人民の 需要を みたして おり、 今後 良 
質の さまざまな 消費 品を もっと 多く 生産で きる 基礎が 築かれた。 

国防 建設の 分野で も 大きな 成果が おさめられた。 

党と 人民は、 経済 建設を 力強く おしすすめながら、 これと 併行して 軍需工業を 強力に 発展 させた。 多くの 人的、 
物的資源を 軍需産業に あて、 経済を 全般的に 改編して いった。 

すべての 工場 や 企業 所は 困難な 情況の もとで も 生産力を ひきつづき 高め、 緊迫した 情勢が 生じれば、 とどこおり 
なく 大々 的に 軍需品が 生産で きる よう、 万 = 端の 準備を ととのえた。 

首相が 教えた とおり、 共和国 北半 部の 経済は、 社会主義 経済を 成功裏に 建設す る だけでなく、 人民軍を 現代化 
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し、 全国を 要塞 化する のに 必要な ものを いくらでも 自力で 生産し、 また、 いかなる 情況の もとで も 前線と 後方の 物 
質的 需要を みたせる ような、 強力な 生活力の ある 自立 的 民族 経済に かわった。 

こうして 一九 六 七 年は、 朝鮮で いっそう 新しい 大 高揚が おきた 年に、 千里 馬が いっそう おどろくべき 速度で かけ 
はじめた 歴史的な 年と なった。 

このような 大 高揚は、 経済が 発展し、 生産の 規模が 大きくな っても、 生産者 大衆の 革命的 熱意を 高め、 技術を た 
えず 発展 させて ゆけば、 経済は 必ず 早い テンポで 前進 するとい うこと を 確証した ものであった。 

この ことは、 金 日 成 首相の 不滅の 主体 思想と 自主、 自立、 自衛の 革命 路線の 偉大な 生命力の 示威で あり、 大衆 路 
線の 輝かしい 勝利であった。 

千里 馬 運動を つうじて、 朝鮮人 民は 党と 金 日 成 首相の まわりに いっそう かたく 団結し、 朝鮮は さらに 強固な 自立 
的 民族 経済の 基礎を もつ 威力 ある 社会主義 国家に、 朝鮮 革命の 強力な とりでに、 社会主義の 東方の 哨所を かたく 守 
ってた つ 世界 革命の たのもしい 前哨の とりでと なった。 

社会主義 建設の 大 高揚と 千里 馬の 速度は、 月日と ともに ますます 高まっ ていっ た。 

一九 六 八 年の 人民 経済 計画を 大衆の なかで 討議し 実行す る 過程で、 生産者 大衆の 革命的 熱意と 創造力 こそ、 まさ 
に 無尽蔵で ある ことが かさねて 証明され た。 

金 日 成 首相は 一九 六 八 年 四月、 党 中央委員会 第 四 期 第 十七 回 総会を ひらき、 当時の 情勢に 対処して 経済 建設と 国 
防 建設を いっそう 効果的に おしすすめる ための 具体的な 対策を うちたてた。 

金 日 成 首相の 革命 思想を 胸に きざみ こんでいる 会議 参加者たち は、 だれもが 前年度よりも 一二 四パー セント 増大 
した 一九 六 八 年度の 工業 生産 計画を、 共和国 創建 二十 周年 記念日までに 終える ことによって、 四 か 月く りあげて 完 
遂 する ことを かたく 決意した。 
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金 日 成 首相は、 第 四 期 第 十七 回 総会の 決定 貫徹に たちあがった 勤労者 おょび 千里 馬 騎手たち の 革命的 情熱を いっ 
そう 力強く 燃えた たせる ために、 一九 六 八 年 五月に 第二 回 全国 千里 馬 作業班 運動 先駆者 大会を ひらく ことを 提起し 
た。 

首相の 参 席の もとに ひらかれた この 大会では、 一九 六〇 年に おこなわれた 第一 回 全国 千里 馬 作業班 運動 先駆者 大 
会で おこなった 金 日 成 首相の 教えの 実行 情況を 総括し、 社会主義 建設の すべての 戦線で ひきつづき 千里 馬の 大 高揚 
を ひきおこす ことにつ いて 討議した。 

千里 馬 騎手たち は こぞって、 その 間の 活動 情況を 金 日 成 首相に 報告した。 

ある 鉱山の 掘進 小隊 長は 消極性と 保守主義の 策動を うちくだいて、 十 年の あいだに 一件の 事故 もな く、 毎年 鉱物 
生産高を 一四 〇パ ー セントに 成長 させながら 年 ごとに 年間計画を 四 か 月 以上 もくり あげて 完遂した し、 一九 六 八 年 
の 計画を 敬愛す る 指導者 金 日 成 首相の 誕生日で ある 四月 十五 日 以前に 終える ことにょって、 七 か 年 計画を 三 五 〇 パ 
I セントに 超過 達成した と 報告した。 

世界では じめ て、 一人で 七十 二 台の 機 台を うけもった ある 総 織工 場の 織布 H は、 毎年の 計画を 四〇 〇パー セント 
超過 達成し、 七 か 年 計画を 四月 十五 日までに 三 九 八 •五 パー セント 超過 完遂した と 報告した。 

一か月に 二 千 百 五十 メー トル 掘進して 世界的 掘進 記録を 創造し、 さらに それを 二 千 三百 十六 メー トルに ひきあげ 
て 朝鮮の 英雄的 気概を 全世界に しめした 鉱夫たち。 前年の 計画を 三 か 月 もくり あげて 完遂し、 ぼう 大な 年間計画と 
ともに、 高さが 九 階 建ての ァパ ートほ ども あって、 重さが 二 千 トンに もなる 六 千 トン ブレスの 製作を 共和国 創建 二 
十 周年 まえに 終える ためにたち あがった 機械工 場の 労働者たち。 溶解 エや 美装エ たち。 機関士 や 漁労 H、 国防の 第 
一線に たつ 哨兵たち。 —— かれらは みな 首相の 教えを りっぱに 貫徹し、 ひきつづき 千里 馬の 大 高揚を まきおこす こ 
とを かたく 決意した"  ‘： .  .  ， 
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金 日 成 首相は、 かれらの 討論を ききながら 満足 気であった。 いかなる 公称 能力 も 基準 量 も 眼中にない 千里 馬の 騎 
手たち であった。 つねに 前進、 前進、 闘争、 また 前進才 る こと だけを 知る 朝鮮の 英雄たち であった。 

金 日 成 首相は、 みずから 育てた かれらを 見つめ、 このた の もしい 柱に 支えられた 朝鮮の 明日に 思いを はせ た。 

大会の 最終日に、 首相は、 千里 馬の 大 高揚を ひきつづき おこす ことを 強調した。 首相は、 革命的 大 高揚を ひきつ 
づき 高める ために どうすべき かを、 長時間に わたって 詳細に 言及した。 

首相の 教えを うけた 大会 参加者の だれもが、 その 教え どおりに たたかう ことを かたく 決意した。 

全国は かぎりない 感激と 興奮に ひたり、 革命的 大 高揚の 炎は 力強く、 ますます 勢いよ く 燃えさかった。 

まさに これは、 激化す る アメリヵ 帝国主義 者の 侵略 策動に 対処して 全国を 鉄壁の 要塞に つくりあげ、 もし かれら 
が 無謀に も 攻め よせてき たと きには、 一撃の もとに これを 撃破で きる 万全の 準備を ととのえて いる 朝鮮の 勤労者た 
ちの 威力の 示威であった。 

それは また、 たとえ 明日 戦争が おこる としても、 今夜までは 建設を おこなっ て 民族 経済の 自立 的 基礎を しっかり 
とかため、 人民 生活を いっそう 向上 させ、 社会主義 制度 M 越 性を さらに 高めようと いう 首相の 教えに、 こぞって 
ふるいたった 朝鮮の 労働者階級と 勤労者の 不屈の 闘志と、 革命的 情熱の あらわれであった。 

そして それは、 自力で 朝鮮 革命を 最後まで 遂行し よう aT いう 主体的 立場と 革命的 原則で つらぬかれた 金 日 成 首相 
の 革命的 路線を あくまでも 擁護し、 貫徹し ようとす る 人民 大衆の、 党と 首相にたい する かぎりない 忠誠 心の 炎な の 
であった。 

金 日 成 首相は 人民の 無限の 力を 信じ、 人民は また 首相に したがってた たかった。 この 不敗の 統 I 団結のう えに、 
朝鮮 革命の 終局 的な 勝利を めざす 革命 基地の 政治、 軍事的 力量と 自立 的 民族 経済が 磐石の ように かためられて いっ 
たので ある。 
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この 偉大な 成果と 明るい 展望は、 革命的 気概を ふるいたたせながら 主体と 目 力 更生の 旗を ひるがえ 丁 千里 馬の 国 
—— 朝鮮に 世界の 目を 集中 させ、 世界の 革命的 人民の 闘争を 力強く はげました のであった。 

3 全社 会を 不敗の 革命 隊伍に 

金 日 成 首相は、 社会主義 建設を 新しい 大 高揚へ と 発展させる 一方、 人民 大衆の 政治 思想 的 統一を 強化し、 すべて 
の 分野に わたって 社会を 労働者階級 化して ゆく 方向へ と 革命を 深化 させて いった。 

人民 大衆の 政治 思想 的 統一と 全社 会の 労働者階級 化、 革命 化は、 社会主義、 共産主義 建設に おける 基本 問題の 一 
つで あり、 労働者階級に あたえられた 歴史的 任務の 一つで ある。 

金 日 成 首相は、 社会主義 社会の 階級 関係にたい する 深奥な 分析と、 すでに 蓄積した ゆたかな 経験に もとづいて、 
人民 大衆の 統一 団結を 強化す る 活動と 階級闘争を 正しく むすびつけ、 全社 会を 革命 化、 労働者階級 化する 独創的な 
理論を うちだして、 この 問題に 天才 的な 解答を あたえた。 

金 日 成 首相が 新しく 創造した これらす ベての 理論は、 当時の 情勢に 対処して 北半 部の 革命 隊列を 強固に し、 朝鮮 
革命の 終局 的な 勝利を おさめる うえでの 力強い 理論、 実践的 武器で あり、 マルクス •レ ーニ ン 主義の 宝庫を いっそ 
う 豊富に した 偉大な 理論で ある。 

金 日 成 首相は、 社会主義 社会の 階級 関係を マルクス •レ ーニン 主義 的に 分析した うえで、 社会主義の もとでの 社 
会 関係の 本質に ついて つぎのように のべて いる。 

r 拽取 社会では、 搾取 階級と 被 搾取 階級、 支配階級と 被 支配階級 間の 階級 的 対立と 闘争が 社会 関係の 基本と なり 
ますが 社会主義 制度が 勝利した われわれの 社会では、 労働者階級と 協同 農民、 勤労 ィンテリの 団結と 協調が 社会 関 
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係の 基本を なして います ◊われわれの 労働者、 農民と ィンテリは、 社会的、 経済的 境遇の 共通 性、 目的と 利害関係 
の 共通 性に よって 同志的に むすびつき、 たがいに 緊密に 協調し、 わが 党の 指導の もとに、 ともに 共産主義の 偉業の 
勝利を めざして たたかって います」 

ここから 金 日 成 首相は、 人民 大衆の 政治 思想 的 統一が 社会主義 社会を 動かす 基本 動力になる と 科学的に 明らかに 
した。 

首相は、 持 取 階級を 打倒して 新しい 制度を うちたてる ことが 社会 発展の 基本 問題と なって いる 搾取 社会では 、階 
^| _别 社会 ISI 展の塞 _ 力と なる が、 古い 社会の のこり かすを 一掃し、 すでに 確立され た 社会主義 制度を たえず 
かためて ゆき、 人び との 思想と 道徳を 改造し、 経済と 文化を ひきつづき 発展させる ことが 社会 発展の 基本 問題と な 
ってい る の ^] と 大衆の® 治 思想 的 統一が 社会 本^にな ると 考えた。 

首相は、 つぎのように 古典的な 定義を くだして いる。 

「労農 同盟を 基礎と する 人民 大衆の 政治 思想 的 統一、 党の 指導の もとに 社会主義と 共産主義を 建設し ようとす る 
かれらの 共通した 志向と 熱意は、 われわれの 社会の 発展を うながす 基本 動力で あり、 社会主義 建設を おしすすめる 
決定的な 要因です」 

しかし 金 日 成 首相は、 人民 大衆の 政治 思想 的 統一が 社会主義 社会 発展の 基本 動力になる からといって、 社会主義 
社会には 敵対 的な 要素 もな く、 階級闘争 もない という ことを 意味す るので はない とのべて いる。 

首相は、 社会主義の もとで 人民 大衆の 統一 団結と 敵対 分子に たいする 階級闘争は たがいに かたく むすびついて お 
り、 政治 思想 的 統一 それ 自体が 階級闘争を 前提と している とみな した" 

それは、 社会主義の もとでの 人民 大衆の 政治 思想 的 統一が 反革命との 闘争を 前提と する 団結で あり、 勤労者の な 
かで 古い 思想の 残滓を 一掃し、 すべての 階級 的 差異を とりのぞく ための 階級闘争を 前提に している からで ある。 
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首相は、 社会主義の もとで も 階級闘争は ひきつづき おこなわれ ると 教えながら、 社会主義の もとでの 社会 発展の 
過程を 科学的に 分析し、 社会主義の もとでの 階級闘争の 内容と 方法、 それを 正しく おこなうた めの 創造的 方針な 
どを しめして これに 全面的な 解答を あたえた。 

金 日 成 首相は こう 教えて いる。 

「社会主義の もとでの 階級闘争は、 なにより もまず、 外部から 侵入す る 敵対 分子と、 くつがえされた 搾取 階級の 
残余 分子の 破壊 活動に 反対し、 ブルジ ョア的 および 封建的な 反動思想と その 浸透に 反対す る 闘争に あらわれ てい 
ます。 . 

社会主義の もとでは また、 勤労者の 意識の なかに 古い 思想の のこり かすが あり、 これに 反対す る 闘争 も、 労働者 
階級の 思想と ブルジ ョァ 思想 間の 闘争で あると いう 意味で 階級闘争の 一つの あらわれな のです 1-. 

首相は、 外部から 侵入して くる 敵対 分子と、 くつがえされた 搾取 階級の 残余 分子の 破壊 活動に 反対す る 闘争は、 
仮借な き 独裁と 鎮圧の 方法で おこなわなければ ならない と 教えて いる。 

かれらは 階級 的 本性から 意識的に 社会主義 制度を くつがえ そうとし、 労働者階級の 党と 政権に 反対す る 敵対 分子 
なので ある。 したがって 首相は、 かれらを 説得 や 啓蒙の 方法では 決して 改造で きないし、 かれらは 社会主義 制度に 
意識的に 反対す るので あるから、 断固と して 粉砕す る 以外に 方法は ない と 教えて いる。 

しかし 首相は、 古い 思想 的 残滓との たたかいは、 共同の 理想を 実現す るた めに 手を とりあって すすむ 勤労者 内部 
の 問題で あり、 すべての 勤労者を 教育 改造し、 共産主義 社会にまで 導いて ゆく ために 提起され る 課題で あると 考え 
た。 

したがって 首相は、 この 問題は あくまでも 説得と 教育の 方法に よって 解決し なければ ならず、 人び との 思想を 改 
造し、 団結を いっそう 強化す るた めの もので なければ ならない とさと している。 
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金 日 成 首相は、 社会主義の もとでの 人民の 政治 思想 的 統一と 階級闘争にたい する すぐれた 分析に よって、 この 両 
者の 正しい 結合を 社会主義、 共産主義 建設の 成果を 左右す るヵギ であると 考えた。 

首相は つぎのように のべて いる。 

「社会主義の もとでは、 労働者階級と 農民、 ィンテリの 同盟が 社会 関係の 基本になる という ことを 忘れて、 階級 
鬪肀を一面的に強調し、それを誇，張すれば、極左的な.誤りを犯すことになるでしょう"この場台には人を信じりれ 
なくなり、 あいまいな 人を 敵対 分子の ように あつかうよう になり、 党と 大衆を 切りは なし、 社会的 不安を かもしだ 
す ことになります。 

逆に、 社会主義の もとで も 敵対 的 要素が あり、 古い 思想の のこり かすが あり、 階級闘争が つづく の だとい うこと 
を 忘れ、' 人民 大衆の 政治 思想 的 統一 だけを 考えて それを 絶対 化する と、 極右 的な 誤りを 犯す ようになります。 
この場合には、 敵対 的 要素にたい する 警戒心が にぶり、 古い 思想に 反対す る 闘争が 弱まり、 党と 労働者階級の 指導 
的 役割が マヒ し、 社会生活で ブルジ ョァ的 影響が ひろまる おそれが あります」 

金 日 成 首相は 左右い ずれの 偏向に も 反対し、 階級闘争を たくみに おしすすめながら、 人民 大衆の 統一と 団結を た 
えず 強化し なければ ならない と 教えながら、 その 正しい 道を 明らかにし ている。 

首相は その 道を、 階級 路線と 大衆 路線を 正しく むすびつけ、 ごく 少数の 敵対 分子を 孤立 させ、 鎮圧す ると 同時 
に、 社会の すべての 構成員を 革命 化、 労働者階級 化する ことに もとめた。 

金 日 成 首相は、 歴史的な 党 代表者 会議に おいて、 全社 会の 革命 化、 労働者階級 化に ついての 思想を つぎのように 
定義 づけた。 

「階級 関係の 見地から みるなら ば、 社会主義と 共産主義を 建設す る 過程と いうのは、 主権を にぎった 労働者階級 
が 経済と 文化、 思想と 道徳の すべての 分野に わたって 社会を 自分と 同じ 姿に 改造して ゆく 過程、 すなわち 労働者 階 
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級 化して ゆく 過程であります。 史的 勤 は^^^ 

く  13 ^ の_考を 改璋 し^ 輝 孕る^ 7 とに il っ あら ^ 階^ iS 興 ^) 徐— 
^T5p^^r こ— 搾取 階級が 清算され、 社会主義 制度が 勝利した われわれの 社会に おいて、 ブロ レタ 
リア 独裁の 重要な 任務は 勤労者を 教育 改造し、 全社 会を 労働者階級 化する ことであります」 

金 日 成 首相の この 命題の なかには、 社会主義、 共産主義 建設と 関連した 一連の 新しい 貴重な 思想が こめられ てい 
る 0 

搾取 階級が 一掃され、 社会主義 制度が 確立され たという ことは、 社会主義、 共産主義 建設に おける 一つの 明白な 
転換 点に すぎず、 社会には まだ、 労働者階級と 農民 間の 差異が のこって いる。 工業と 農業の あいだには、 生産力 発 
展 水準の 差異に よって 労働条件の 差異、 生産 手段にたい する 所有 形態の 差異が のこり、 これと ともに 社会の すべて 
の 成員の 思想と 道徳、 文化と 技術水準に おける 差異 もの こる ので ある。 労働者階級が 社会主義の 完全な 勝利を おさ 
める ためには、 このような あらゆる 階級 的 差異を なくし、 社会を 自分と 同じ 姿に 改造し なければ ならない ので あ 
る 0 

ところが 搾取 階級が 清算され たのち にも、 まだ 社会に のこって いる 労働者階級と 農民 間の 階級 的 差異を どのよう 
にして なくし、 どのような 道を とおって 無 階級社会に いたる のかと いう 解答は、 これまで 理論的に も 実践的に も 明 
らか にされ ていなかった。 

金 日 成 首相は、 社会主義、 共産主義の 建設 過程を はじめて 階級 関係の 見地から 分析し、 この 問題に もっとも 明確 
な 解答を あたえた。 

首相は、 社会主義 制度が 確立され た あと、 マルクス •レー ーー ン 主義 党の すべての 路線と 政策を 一つの 明白な 階級 
的 目標に 向けさせ、 共産主義 へと 正しくす すむ 道を さししめした。 
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金 日 成 首相は、 プ a レ タリア 独裁の 歴史的 使命と 階級 廃絶の 道を 新しく 明示した ばかりでなく、 その もっとも 近 
い 道を しめした ので ある。 

首相は、 労働者階級の 指導 的 役割と、 その 革命的 作用の 強化を 社会の 労働者階級 化、 革命 化に おける 基本的な 原 
則と 考えた。 

首相は こうのべ ている。  . 

「労働者階級は、 自己の 階級 的 指導を 弱めたり、 自分自身を 他の 階層の なかに 溶解させる ことによって 階級 的 差 
異をな くす のではありません。 これとは まったく 逆に、 労働者階級は 自己の 階級 的 立場を 確固と して 堅持し、 指導 
的 役割を たえず 高め、 他の 勤労者を 労働者階級に 改造して ゆく ことによって、 かれらとの 団結を 強化す るので あり 
、あらゆる 階級 的 差異を しだいにな くして ゆく のです J 

金 日 成 首相の この 教えには、 階級 的 差異を なくす うえで 労働者階級が 確固と した 規準に ならなければ ならず、 そ 
のためには 労働者階級が なにより もまず 自己の 階級 的 立場を かたく 守り、 指導 階級と して 自分自身を たえず 完成し 
て ゆく とともに、 社会生活の すべての 分野で 労働者階級の 指導 的 役割と 革命的 作用、 ブ a レ タリア 独裁の 経済 組織 
者 的、 文化 教育者 的 機能を たえず 強化し なければ ならない という 思想が 強調され ている。 

首相は、 階級 的 差異を なくす うえで 労働者階級を 確固と した 規準に し、 その 指導 的 役割を ひきつづき 高めて いく 
ことを 強調す る ことによって、 こんにち 問題と なって いる 理論、 実践的 諸問題、 すなわち、 生産 関係の 社会主義 的 
改造 後に おける ブロ レ タリア 独裁の 役割と その 任務に かんする 問題、 友好的な 階級 間の 政治 思想 的 統一の 階級 的 原 
則の 問題、 共産主義 的 人間 育成の 階級 的 内容な どに ついての 明確な 解答を あたえた。 

そして 首相は、 全社 会の 革命 化、 労働者階級 化を つうじて、 社会主義、 共産主義を 建設す るう えで 思想 的 側面と 
物質的 側面の 相互関係に ついて 全面的に 明らかにした。 
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首相は、 社会主義、 共産主義 建設を 遂行す るた めには 技術 革命を おこない、 生産力を 高い 水準に ひきあげ、 全人 
民 的 所有の 全 一 的 支配を 確立す る ばかりでなく、 思想 革命を おこなって 人び との 頭の なかに のこって いる 古い ブル 
ジョア 思想の のこり かすを 徹底的に 根 こそぎ にし、 すべての 勤労者を 集団と 全社 会の 利益の ために、 祖国と 人民の 
ために 水火を もい とわず 献身的に たたかう 労働者階級の 革命 思想、 マルクス •レ— ニン 主義 的 世界観で かたく 武装 
させ、 同時に 文化 革命を おこなって、 かれらを 高い 文化、 技術の 所有者に しなければ ならない と 教えた。 なかで も 
勤労者の 思想 意識の 改造を 第一義 的な ものと みなした。  、 

このように 金 日 成 首相は、 社会主義、 共産主義 建設の 階級 的 本質を 明らかにし、 その 全 過程に おける 労働者階級 
の 指導、 ブロ レ タリア 独裁の 歴史的 使命を 科学的に 明らかにする ことによって、 階級 廃絶の 新たな 道を しめした。 
このような 道は、 まさに、 洗練され た マルクス •レ ーニン 主義 的 英知と、 現実にたい する、 天才 的な 洞察力を もつ 
金 日 成 首相に よっては じめ て 明らかにされた ので ある。 

金 日 成 首相は、 全社 会の 革命 化、 労働者階級 化の 方法と 課題に ついても 明らかにした。 

首相は、 全社 会の 革命 化、 労働者階級 化に おける 労働者階級の 指導 的 役割と 革命的 作用を 強化す るた めに、 労働 
者 階級の 思想 性と 組織 性、 文化 性を たえず 高めなければ ならない とのべた。 

労働者階級が 革命的な 思想と 鋼鉄の ような 組織 性、 高い 文化 性で かたく 武装して こそ、 農民と ィンテリにたい す 
る 革命的 作用を ひきつづき 強化す る ことができる ので あり、 また 農民と ィンテリが 労働者階級を 規準に して、 自己 
の 革命 化、 労働者階級 化を いっそううな がす ことができ るので ある。 

金 日 成 首相は、 社会主義、 共産主義 建設に おいて 労働者階級の もっとも 信頼すべき： 一： 盟者 である 農民の 革命 化、 
労働者階級 化を 革命 勝利の 重要な 条件と みなし、 その 方法を 科学的に 明らかにした。 

首相は つぎのようにの ベて いる。  ， 
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「農民を 革命 化し、 労働者階級 化する という ことは、 結局、 労働者と 農民の 差異を なくす という ことを 意味し ま 
す。 労働者と 農民の 差異を 完全に なくす ためには 技術を 発展 させ、 工業 労働と 農業 労働の 差異を なくし、 協同 的 所 
有を 強化 発展 させ、 しだいに 全人 民 的 所有に かえて ゆく ことと 同時に、 農民の たちおくれた 思想を 労働者階級の 先 
進 的な 思想に 改造し なければ なりません」 

首相は、 『わが国に おける 社会主義 農村 問題に かんする テ ーゼ』 です でに 提示した 方針に したがい、 農民にたい 
する 労働者階級の 政治的 指導と 革命的 影響を 強化しながら、 農村に おいて 思想 革命と 文化 革命を 力強く おしす す 
め、 農民の 思想 文化 水準に おける たちおくれを なくし、 かれらを 労働者階級の 革命 思想で 徹底的に 武装 させ、 高い 
文化と 技術を もつ 人間に 改造して ゆかなければ ならない と 教えて いる。 

そして、 農村で 技術 革命を ひきつづき おしすすめ、 農民を 苦しい 労働から 解放し、 協同 的 所有を 強化 発展 させて 
しだいに 全人 民 的な 所有へ と 移行 させなければ ならない と 明らかにした。 

金 日 成 首相は、 全社 会の 革命 化、 労働者階級 化で もっとも 重要な 位置を 占める のは、 インテリを 革命 化する こと 
であると 教えながら、 インテリ 革命 化の专 I と 内容を 全面的に 明らかにした。 

首相は つぎのように 教えて いる。 

「インテリを 革命 化し、 労働者階級 化する という ことは、 インテリの 意識の なかに のこって いる 古い 思想の のこ 
りかす を 完全に ぬぐい 去り、 かれらを 労働者階級の 革命 精神で、 共産主義 思想で 武装 させ、 真の 労働者階級の イン 
テリに、 熱烈な 共産主義者に 育成 するとい うこと を 意味し ます」 

このように、 インテリの 革命 化は、 かれらを 革命の 一時的な 同伴者と してでは なく、 党と 革命に 忠実な 真の 共産 
主義 的な 革命家に 育てる 措置で あり、 ここには インテリにたい する 首相の あたたかい 配慮と 信頼が こめられて い 
る。 
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金 日 成 首相は、 解放 後い ち 早く インテリの 問題に 深い 関心を はらい、 勤労 人民 出身の 新しい インテリを 大々 的に 
育てる 一方、 解放 前からの インテリを 教育 改造す るた めに 一貫して 努力して きた。 

首相は、 解放 前からの インテリの 大部分が 富裕な 家庭の 出身で あり、 かつて、 日本 帝国主義と 搾取 階級に 服務は 
したが、 植民地 国家の インテリ として 外来 帝国主義の 民族的 抑圧と 差別待遇を うけてき たため、 民族的、 民主主義 
的 革命 性が あると 信じ、 かれらを 新しい 社会の 建設に 積極的に ひきいれて 勤労 人民に 服務す る インテリに 改造す る 
方針を とつた。 

首相は、 解放 前からの インテリを たえず 教育す るかた わら、 かれらを 革命 闘争の 試練を とおして りつぱな 社会 主 
義イン テリに 育てた ので ある。 

インテリに たいする 首相の この あたたかい 愛情は かわる ことなく、 年月と ともに いつそう 深まつて いつた。 首相 
は、 インテリに ブル ジョア 的、 小 ブルジ ョア的 思想の のこり かすが 比較的 多くの こつて いるから といつて、 かれら 
をうた がい、 排斥す る ことは 一種の 分派主義 的 傾向で あり、 党の インテリ 政策とは なんの かかわり もない もので あ 
ると 指摘し、 つぎのようにの ベて いる。 

「 わが 党は^? れ 4 ^れ の^^  $^^^^1^てお 9) ** ^ か ^ ?>) ^^?^せづ ^ の ^ 努^^く 評 

リ f l 耐 亂 く— 指導し^ T す 575^^ろうレ、|か ^) らが自分 01 知恵と^^^ 
分に 発揮して、， 社会主義 建設に いつそう よく 服務で きる ように、 すべての 条件^! と える で^^ tl LI ^l う」 

まさに インテリの 革命 化は、 首相の インテリにたい する つきない 愛の あらわれ である。 

首相は、革命の途中で脱落する人を革命の同伴者であるといいながら、たとえていうならば、われわれが 7&? |1|? ぐ 
でい くのに、 最後までい つし ょに ゆけず、 陽徳 、あるいは 馬息嶺 の 峠で 落伍して しまう 者を いうの だとい つた。 

もし インテリを 革命 化せず、 かれらの 思想を たえずき たえなければ、 かれらは 共産主義を めざす 革命 闘争の 途中 
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で 落伍す る 同伴者に なって しまう と 警告し な、 から、 インテリにたい する 共産主義 教育を 強化し、 かれらを 徹底的に 
革命 化する ことにょって、 インテリを 革命の 同伴者では なく、 最後までと もに たたかって ゆく 革命家に しなければ 
ならない と 教えた。 

共産主義 社会まで インテリを つれて ゆく という 首相の この あたたかい 愛は、 南半 部の インテリに も そのまま あて 

はまる。 

金 日 成 首相は、 こんにち 南半 部には アメリヵ人に 雇用され ている インテリが 多い が、 統一 後、 かれらが 敵に 服務 
したから といって かれら 全員に 大きな 罪を きせる ことは できない とのべながら、 あくまでも かれらを かばい、 教育 
し 改造して、 ともに すすんで ゆかなければ ならない とつねに 教えて いる。 

金 日 成 首相は、 全社 会、 全 勤労者を 労働者階級 化、 革命 化する うえで もっとも 重要な ことは、 かれらの なかで 党 
の 組織 生活と 大衆 団体での 組織 生活を 強化す る ことで あると 教えた。 

たがっ て 組織 生活を 強化す る こと 

首相は、 組織 生活を 強化す る ことは、 人を 革命 化する ことが 一日 や 二日では なく、 ながい 期間を つうじて おこな 
われる だけに、 なおさら 必要で あると 強調した。 

首相は、 人を 革命 化する うえで いま 一つ 重要な ことは、 勤労者を 朝鮮 労働党の 政策で しっかりと 武装 させ、 かれ 
らのな かに 党の 唯一 思想 体系を 徹底的に 確立す る ことで あると 教えた。 

金 日 成 首相は つぎのょうに のべて いる。 

「党の 唯一 思想とは、 思想に おける 主体、 政治に おける 自主、 経済に おける 自立、 国防に おける 自衛の 原則で つ 
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らぬ かれた わが 党の 思想で ある ◊わが 党 0 思想、 わが 党の 政策は、 朝鮮 革命を 完成し、 朝鮮人 民を 社会主義、 共産 
主義へ ともっ とも 正しく 導く、 われわれの 現実に 創造的に 適用され た マルクス •レー ニン 主義で ある」 

いいかえ ると、 党の 唯一 思想とは、 朝鮮 労働党と 朝鮮 革命の 偉大な 領袖で あり、 国際 共産主義 運動と 労働運動の 
卓越した 指導者で ある 金 日 成 首相の 革命 思想で あり、 それは、 マルクス •レ ーニン 主義を 朝鮮の 現実に 創造的に 適 
用し 発展 させた 思想で あり、 政治に おける 自主、 経済に おける M、 国防に おける _ の 原則に つらぬかれた 主体 
思想であって、 朝鮮 革命を もっとも 正しく 勝利へ と 導き、 その 終局 的 勝利を 保障す る 偉大な 思想で ある。 

金 日 成 首相の 革命 思想は、 われわれの 時代の 偉大な マルクス •レー ーー ン 主義 思想で あり、 帝国主義と あらゆる 日 
和 見 主義に 反対し、 革命の 勝利の ためにた たかう すべての 人び との 前途を 明るく 照らす 灯台で ある。 

金 日 成 首相の 革命 思想は、 党員と 人民を 党と 領袖の 思想と 意思 どおりに 考え、 行動し、 革命の 正しい 戦略 戦術を 
体得す るよう にす る だけでなく、 それを 尺度と してす ベての 問題を はかり、 資本主義、 修正主義、 極左 冒険 主義、 
教条主義、 事大主義、 封建 儒教 思想な どを ふせぐ 有力な 武器に なって いるので ある。 

したがって 朝鮮 労働党は、 全 党員と 人民が 金 日 成 首相 以外は だれを も 知らず、 首相の 革命 思想 以外は いかなる 思 
想を も 知らない 党の 唯一 思想 体系を 確立す る ことを 思想 教育の いしずえ として、 金 日 成 首相の 思想が 具現され た 党 
政策の 教育に 第一義 的 意義を あたえた。 

金 日 成 首相は、 党の 唯一 思想 体系を 確立す るた めの 教育 活動で、 とくに 革命 伝統の 教育を 強化した。 

首相は こうのべ ている。 

「革命 伝統 教育を 深く おこなう ことは、 人び とを 革命 化し、 唯一 思想 体系を 確立す るう えで もっとも 重要な 作用 
をし ます。 われわれが 唯一 思想 体系を 確立す るのは 結局、 革命を よりよ く おこなうた めな のです。 われわれは 南朝 
鮮を 解放して 祖国を 統一し、 共産主義を 建設し ようとして います。 そのためには 革命 伝統 教育を いっそう 深く おこ 
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ない、 人び とを 革命 思想で 徹底的に 武装 させなければ なりません」 

金 日 成 首相は、 党の 政策と 革命 伝統で かたく 武装した 人 こそは じめ て 朝鮮の 革命家に なれる の だとの ベながら、 294 
つぎのように 教えて いる。 

「われわれは、 わが 党の 政策と 革命 伝統で かたく 武装した とき、 いかなる 難関と 試練の なかで も 主体性を 失わず 
に 自己の 革命的 立場を 守る ことができ、 革命 闘争を なお もは げしく くりひろげる ことができる のです。 党の 政策と 
革命 伝統で 武装した 人には、 修正主義 も 教条主義 も 事大主義、 も 絶対によ りつく ことができません。 このような 人 こ 
そ、 党 的 思想 体系が しっかり 確立した 真の 朝鮮の 革命家で あると いう ことができます」 

金 日 成 首相は、 党の 唯一 思想 体系を 確立し、 党の 路線と 政策を 守り、 それを つらぬく ための たたかいは、 事大 主 
義に 反対し 主体性を 確立す るた めの たたかいと 密接な 関係が あるとの ベながら、 事大主義の あらゆる 表現に 反対し 
て それを 根 こそぎ にし、 すべての 分野で 主体を いっそう 徹底的に 確立し、 自力 更生の 革命 精神を いっそう ふるい お 
こす 教育を 思想 活動の 重要な 課題の 一つと して うちだした。 

首相は、 その 具体的な 課題に ついての ベながら、 党員と 勤労者が 党の 思想、 党の 政策で 武装して、 その 正し さを 
確信し、 勝利の 信念を いだく とともに、 民族的 自負心を 高める ようにす る ことが もっとも 重要で あると 強調した。 

金 日 成 首相は、 思想 革命を おしすすめる ための 思想 活動で、 いま 一つの 重要な 問題と して 共産主義 教育を うちだ 
し、 なかで も 勤労者の 階級 的 自覚を 高め、 かれらを 帝国主義と 地主と 資本家を 憎む 精神で 武装させる 階級 教育が そ 
の 基本に ならなければ ならない と 教えた。 

首相の この 教えの なかには、 じつに 重要な ことが ふくまれて いる。 

金 日 成 首相は、 朝鮮の 現実と 全般的な 国際情勢を みごとに 分析し、 階級 的 思想 教育を 正しく おこなう かどう か 
を、 社会主義、 共産主義 建設の 運命に つながる 重大問題 として 提起した。 
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首相は、 か' 

い—、 T<^?5^?;}w^^7?^^^3^^ 'ov -cl .j^:J^  の ^ <§ ®] ^l  う ⑴  @  こ^? がで き 535 

^^^si ^i -^一^ *) げ /d *] l^^55<  —  しま 5) 4^0^?:5^^と警告し た。 

また 首相は、 労働者階級を はじめと する 勤労 人民の 出身で 苦労を してきた 人であって も、 教育を うけずに ながい 
あいだ 安楽な 生活を つづければ、 圧迫され、 さげすまれた 過去の 境遇を 忘れ、 しだいに 安逸に なり、 階級意識が マ 
ヒ してく るとの ベながら、 アメリカ 帝国主義 者を わが国 土から 追いだ して 祖国の 統一を 実現し、 朝鮮 革命を 最後 ま 
で やりとげる ためには、 勤労者の なかで 階級 的 思想 教育を いっそう 強化し な ' (t ればな らな いと 教えた。 

首相は 勤労者に たいする 共産主義 教育に おいて、 社会主義 的 愛国主義 教育を 非常に 重要視した。 

金 日 成 首相は 社会主義 的 愛国主義に ついて、 つぎのように 規定して いる。 

I 国— 主 さす 労傳者 階^!^^ ちり、 そ.^、 階 Ml 

級き 度にたい する 愛を"" -*ii 己の 民族と 祖国に S いする 愛と 結合 ざ d 

ます」 

労働者階級を はじめと する 勤労 人民は、 民族の 圧倒的多数を 占めて いる 勤労 人民の 利益を はなれて は、 民族の 利 
益を 考える' ことができない。 資本主義の 道は 搾取と 抑圧、 隸属と 没落の 道で あり、 社会主義 だけが 階級 的捧 取と と 
もに 階級 的 抑圧を 根絶し、 民族の 完全な 独立と 繁栄を 保障す るので ある。 

だから こそ 金 日 成 首相は、 勤労 人民の 利益の ために、 社会主義の ためにた たかう 共産主義者 だけが もっとも 徹底 
し た 愛国者で あり、 自己の 階級 的 解放と 社会主義を めざす 労働者階級と 勤労者 だけが、 真に 愛国 的な 感廣を もつ こ 
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とがで きる と 教えた。 

じつに、 金 日 成 首相が はじめて 全面的に 明らかにした 社会主義 的 愛国主義と その 気高い 思想は、 だれが 真の 愛国 
者で あり、 だれが 真の 愛国 的な 思想を もつ ことができる かにつ いての 明確な 解答で あり、 真の 愛国主義と そうでな 
いものと を 区別す る 試金石な ので ある。 

首相は、 社会主義 的 愛国主義 教育で 重要な ことは、 まず 勤労者に、 世界で もっともす ぐれた 共和国 北半 部の 社会 
主義 制度にたい する 自負心、 革命にたい する 自負心、 社会主義と 共産主義にたい する 自負心を はぐくませ、 個人 主 
義と 利己主義に 反対し、 集団 主義 精神で 武装させる ことで あると 強調した。 

と 同時に、 南 朝鮮を 忘れぬ ようにし、 世界の 階級 的 兄弟との 連帯の 精神を つちかい、 社会主義、 共産主義の 未来 
を 愛する ように 教育し なければ ならない と 教えた。 

金 日 成 首相は、 人び とを 革命 化する ためには、 思想 革命と ともに 文化 革命を 積極的に おしすすめなければ ならな 
いとの ベながら、 一人の こらず 一般 知識 水準を 高め、 一つ 以上の 技術を 身に つける ようにと 教えた。 

このように 金 日 成 首相は、 人民 大衆の 政治 思想 的 統一と 全社 会、 全 勤労者の 労働者階級 化、 革命 化に かんする 偉 
大な 思想と 理論を 創造す る ことによって、 社会主義 制度の 樹立 後、 労働者階級が どのような 道を たどり、 どのよう 
な 方法で 社会主義を 建設し、 無 階級社会 である 共産主義を 実現す るかに ついて、 はじめて 総合的で、 しかも 整然と 
した 解答を あたえた のであった。 

これは 首相が、 社会主義、 共産主義 建設に かんする マルクス •レー ニン 主義 理論を 創造的に 発展 させ、 いっそう 
豊富に したい ま 一つの 模範と して、 朝鮮人 民と ともに 全世界の 共産主義者と 革命的 人民に 大きな よろこびを あたえ 
た。 

朝鮮 労働党は、 首相の さししめす 道に したがって 全 勤労者の なかに 党の 唯一 思想 体系を 確立し、 かれらを 革命 化 
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する 一大 思想 教育と 思想 闘争を くりひろげた。 

この 闘争は、 金 日 成 首相の 革命 思想、 党の 路線と 政策に もとづき、 あらゆる ブルジ 3 ァ反動 思想、 修正主義 思 
想、 封建 儒教 思想、 事大主義 思想、 分派主義、 地方 主義、 家族 主義の 要素に 反対す る 闘争と 密接に むすびつけ てく 
りひろ げられ た。 

この 過程で、 全 党員と 勤労者は、 金 日 成 首相 以外は だれを も 知らず、 首相の 革命 思想 以外は いかなる 思想 も 知ら 
ぬ 党の 唯一 思想 体系に よって いっそう かたく 武装す るよう になった。 

すべての 勤労者は、 いかに 困難な 試練を へようと も、 ひたすら 首相の 革命 思想と 意思 どおりに 生き、 行動し、 首 
相の ためで あれば 水火を もい とわぬ 真の 親衛隊、 近衛 隊、 決死隊と して、 階級の 敵には 復簪の 砲火を あびせる こと 
を 知る 共産主義者 として、 南半 部の 兄弟と 世界の 階級 的 兄弟の ためには いつでも 血を わかちあう ことので きる 熱烈 
な 革命家と して、 いつそう しつ かりと 準備され ていつ た。 

そして、 党の 唯一 思想 体系に もとづいた 全社 会の 政治 思想 的 統一が かつてな く 強化され、 祖国の 統一と 朝鮮 革命 
の 決定的な 担保で ある 北半 部の 革命 基地は、 不敗の 革命 隊伍と して、 いっそう 堅固に 築かれる ようになった。 

この 不敗の 政治的 とりでを 征服し うるい かなる 力 も 存在し えない ので ある。 

4 革命家の 遺児を 胸に いだいて 

革命は 一世 代で 終る ものでは なく、 幾 世代 もへ ながら つづけられる 苛烈な 闘争で ある。 

共産主義者は、 この 峻厳な たたかいで 果たしえなかった 革命 課題を つぎの 世代に つがせねば ならず、 革命を うけ 
つぐ 後継者と その 骨幹 部隊を 育てなければ ならない。 
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これは、 革命の 将来に かかわる 重要な 問題で ある。 

したがって 金 日 成 首相は、 革命の 後継者を 育て あげ、 とくに 革命の 基本 骨幹 部隊を 育成す る 活動を 非常に 重要な 
革命 事業の 一つと みなした。 

首相は つねに、 こうのべ ている。 

r …… 革命を おこなう には、 基本的な 骨幹が 必要で ある。 家を 建てる にも 土台と 柱が しっかりして いなければ な 
らな いように、 国に りっぱな 幹部が いて こそ、 国家は 強固な ものになる。 …… 」 

金 日 成 首相は、 革命の 将来を になう 骨幹 部隊は まず、 革命家の 遺児たち のなかから 育てなければ ならない とし、 
共産主義者は 自分の 後継者を りっぱに 育てる 任務が あり、 政権を にぎった のちには、 国家が 責任を もって かれらを 
育てなければ ならない とのべた。 

さらに 首相は、 革命家の 遺児を いつくしみ、 りっぱに 育てる ことこ そが、 革命な かばに してた おれた 闘士たち に 
たいする 革命的な 義理を 果たす ことで あると 強調した。 

まさに 金 日 成 首相は、 祖国の 自由と 独立の ために 勇敢に たたかい、 惜しく も 犠牲と なった 戦友 や 闘士たち の 遺児 
をす ベて その 胸に いだき、 いつくしみは ぐ くんだ 慈父で ある。 

革命家の 遺児は、 栄え ある 抗日 武装 闘争で 勇敢に たたかい、 祖国の 解放を 見ず してた おれた か、 あるいは 国の 内 
外で 反日 闘争に たずさわり、 犠牲と なった 革命 闘士の 子弟たち であり、 また 祖国 解放 戦争で 犠牲と なった 人民 軍将 
兵 や パルチザン、 愛国 烈士たち の 子弟な ので ある。 

金 日 成 首相は、 この 遺児たち を 国の もっとも 貴い 宝と して、 肉親 も およばぬ 愛を そそいで 育てて いった。 首相 
は、 かれらが 父母の 志を ついで 革命の 道に つきすすみ、 熱烈な 愛国者に 、りっぱな 革命家になる よう 教育して ゆく 
ことこ そ、 自身の 重要な 革命 課題で あると 考えた。 
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祖国に 凱旋した 首相は、 国情が 複雑で 困難であった 一九 四 七 年の 三月、 早く も 革命家の 遺児を 育てる ために _ 
学院の 創設を 考え、 国家的な 対策を たてる と 同時に 各地に 人を 派遣し、 遺児たち を 一人ひとり つれてく るよ 
うにした。 

首相は 中国 東北 地方に でかける 同志を よび、 つぎのように 語った。 

「あの 子どもたちは、 われわれが 山で たたかって いたと き、 おなかを すかし、 追いた てられながら 日本 帝国主義 
者に 一番 ひどく 苦しめられ、 蔑視され てきた 子どもたちです。 

あの 子どもたちは、 両親が 革命家であった が ゆえに、 他人が 勉強して いると きで も 自分は 学べず、 幼い ときから 
人の 荷物を かつがなければ ならなかった し、 はずかしめもう けなければ なりませんでした。 

いまわが 祖国は 解放され たが、 あの 子どもたちは 東北の 地で、 なすす ベ もな くす ごして いる ことでしょう。 われ 
われが、 そして あの 子どもたちの 両親が、 なんの ために 血を 流して たたかった か？ それは いうまでもなく、 人民 
とつぎの 世代の しあわせの ためでした。 あの 子どもたちを 必ず つれてきて ください。 勉強 もさせ、 両親の 遣 志を つ 
がせなければ ならない のです」 

首相は、 どこそこには、 いつ、 どこで 犠牲に なった だれそれの 息子が いるは ずで あり、 また どこには、 いつ、 ど 
この 戦闘で たおれた だれそれの 子どもが いるは ず だからと こまごまと 教え、 どんな ことがあっても 必ず つれてくる 
ようにと 指示した。 

こうして、 祖国の いたるところから、 中国 東北の 地から、 慈愛に みちた 首相を 慕って 革命家の 遺児たち が 集まっ 
てきた。 

一九 四 七 年 八月 三日、 首相は 学院に 多数の 遺児たち が 到着した という 知らせを うけ、 いそいで ビョン ヤン 近郊の 
間 里に むかった。 
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かたとき も 忘れた ことのない 首相の 姿を 見る と、 遺児たち は 先を あらそって 「将軍 さま！」 と 叫び声を あげなが 
ら 、首相の 胸の なかへ とびこんで きた。 

「よしよ し、 みんな、 ずいぶん 苦労した だろう . 」 

子どもたちを 抱き かかえる ようにして、 その 背を さすりながら こうつぶ やく 首相の 目は、 熱い 涙で ぬれていた。 

遺児たち はまる で、 日本 帝国主義を うちたおして 帰っ てきた 父親に 再会した かの ように よろこび、 父母を 失って 
さまよって いた 自分たち をこう して あたたかく むかえいれ、 学ばせ、 いつくしんでくれ る 首相を 見て、 声を あげて 
泣き ぬれた。 

順番に 遺児たち 一人ひとりの 名前を きき、 いままでの 生活 や 親戚の ことな どをこ まかく きいた 首相は、 やがてつ 
ぎの ように 話した。 

r …… きみたちの 両親は、 祖国の 自由と 解放の ために、 最後の 血の 一滴まで ささげて たたかった 熱烈な 革命 闘士 
たちだ。 

きみたちの 両親は むかし、 わたしと いっしょに 白 頭 山 一帯で 銃を とり、 悪らつな 日本 帝国主義と 勇敢に たたかっ 
たが、 祖国の 解放を 見と どけない まま、 惜しく もこの 世を 去って しまったの だ。 

しかし、 きみたちの 両親は、 息を ひきとる まぎわに も、 やがて 祖国が 解放され た 暁には 子どもたちを 勉強 させ、 
りっぱな 革命家に 育てて ほしいと いう 遺言を のこした。 

だから わたしは、 きみたちの 両親の その 遺言を かたとき も 忘れず、 祖国が 解放され たら 学院を 建て、 革命家の 子 
どもたち を 国で 育てようと 考えて きた。 

そうしてい ま、 わが 党と 人民 政権は、 こうして 学院を 建てた の だ。 

だからき みたちは、 両親の 志を ついで、 りっぱな 革命家に ならなければ ならない。 …… 」 
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万景台 革命 学院の 食堂を 見 まわる 金 日 成 首相 
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首相は、 熱心に 学び、 りっぱな 革命家 
になれ とくり かえし 強調し、 子どもたち 
と 別 かた 0 

金 日 成 首相は、 当時 まだ 国情が 困難で 
あった にもかかわらず、 まず この 子ども 
たちのた めに 大きくて りっぱな 学院を 建 
て、 何 不自由な く 学べる ょぅに してやら 
なければ ならない と 考えた。 

一九 四 七 年 八月の ある 日、 首相は 多忙 
な あいまを ぬって、 学院の 敷地を きめる 
ために 万景 台に むかった。 

万景 峰に のぽっ た 首相は、 生い茂る 雑 
草を かきわけ、 一番 景色の すばらしい 場 
所を えらんだ。 

やがて 学院が 建った。 

一九 四 七 年 十月 十二 日、 学生たち が 待 
ち こがれて いた 開院 式の 日が やってき 
た。 首相 もこの 日を 心待ちにし ていた。 

新しい 制服に 身を つつみ、 運動場に 整 
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列した 学生たち は、 父なる 金 日 成 首相を 熱烈な 歓呼で むかえた。 

首相は 感激 も 新たに、 学生たち をた の もしげ に 見 わたした。 

革命の 先烈た ちの 志を つぐ 意味で、 袖口と ズボンの 両脇に 太く 赤い 線が はいって いる 制服 姿の 遺児たち、 それを 
主席 壇で たのもしげ に 見やる 首相の 表情には、 満足そう な 笑みが ただよって いた。 

ひろい 運動場は、 遺家族、 党 および 政権 機関、 社会 団体の 代表たち と 抗日 パルチザン 参加者た ちで うめつ くされ 
た。 

金 日 成 首相は まず、 祖国の 自由と 解放の ためにた たかい、 きょうの このよろ こびを ともに する ことなく 世を 去っ 
た 革命 同志たち のために、 しばし 黙 悼を ささげる ことを 提案した。 

つづいて 首相は 演説で、 いまは 亡き 抗日 革命 闘士の 英雄的な たたかいを ふりかえり、 学生たち は 必ず 国の りっぱ 
な 働き手に、 熱烈な 革命家に ならなければ ならない と 強調した。 

開院 式の 参加者た ちは 深い 感動につつ まれた。 

日本 帝国主義 統治 下の 暗い 日々 には、 東北の 各地に 遊撃 根拠地を つくり、 そこへ 飢えに さいなまれて いた 人民と 
革命家の 家族を 移す ために 心を くだいた 金 日成将 W —— 、その 将軍が いまは、 祖国の 解放の ためにた たかって たお 
れた 革命家の 遺児たち を ふところに いだき、 心 ゆく まで 学ばせる ために りっぱな 学院を 建てた ので ある。 遺家族の 
胸は、 首相にたい する 感謝の念で うち ふるえ、 ハンヵチを 目にあて たま ま 顔を あげる こと もで きなかった。 

開院 式が 終る と、 運動場では 多彩な 運動会が ひらかれ、 首相 も 学生たち といっ しょに、 たのしい ひとときを すご 
した。 

運動会で とくに 人気を 集めた のは、 幼い 生徒たち の 来賓 さがし 競争であった。 出発点から 走って きた 生徒たち が 
紙 きれを 一枚ず つ ひろって 幹部の 名を よぶ と、 首相は その 場に たちあがって 幹部たち の 腕を ひっぱり 、「崔 庸健同 
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士心 、早く 早く！ あつ、 金策 同志、 おそい ぞ 、いそいで！」 とせき たてた。 首相は、 子どもたちの 手を とつて 走 ' 〇 
て ゆく 幹部たち の 後 姿を 見て、 手を たたきながら 笑つた。 

学生と 遺家族た ちの 胸は、 父なる 領袖の ふところに いだかれた 幸 揮 惑で みち あふれた。 

金 日 成 首相は、 その後 も 一年に 二、 三回ず つ 学院を たずね、 遺児たち の 生活に 気を くばり、 学院が すすむべき 方 
向に ついて 一つ一つ 教えた。 

首相は、 遺児たち を 革命家に 育てる ためには、 まず 革命の 先烈 たちの 志を 正しくう けつが せなければ ならない と 
指摘し、 かれらが 軍事と 政治を よく 知り、 あらゆる 部門に わたつて 知識を 習得で きる よう 対策を 講じた。 

一 九 四 八 年 十二月 十一 日、 万景台 革命 学院を たずねた 首相は、 遺児たち につぎ のよう な 内容の ことを 話した。 
…… 学生たち の 第一の 課題は、 革命 先烈の 志を 正しくう けつぐ ことで ある。 

きみたちの 両親は 革命的 節操を 守り、 祖国の 解放の ために 最後まで りつぱに たたかつた。 だから、 きみたちは 父 
母の 志を つぎ、 りつぱな 革命家に ならなければ ならない。 

革命 事業と いう ものは、 やさしい ことでは ない。 われわれが 白 頭 山 一帯で たたかつて いたと き、 日本 帝国主義 者 
はわれ われを 見て、 パルチザンは 「大海の なかの 粟粒に すぎない」 と、 あらんかぎりの 誹謗と 中傷を した。 しかし 
われわれは、 屈せず 最後までた たかつて 勝利した。 

きみたち もこう した 必勝の 信念、 不屈の 闘争 精神で 武装し なければ ならない。 

つぎに、 きみたちは、 みんなの 両親が 果たせなかつた 革命の 偉業を うけつぎ、 祖国を 統一 させなければ ならな 

、〇 

IV 

党と 政府は、 みんなを 宝の ようにたい せつに し、 心を くばつて いる。 

きみたちは、 わが 革命の つぽみ である。 


303 


第 四 章 革命 基地を 不敗の 要塞に 


匆みた 政治 il 軍事 学を よく 学ばな： らない  <  政治と 軍 * をよ く， かね^^て こそ、！ 働き手に 

七して、 r^Ei: 知識 もよ く 虻 らな t ttl ばなら ない。 物理 も ^ I り、 数学 も贫 リ仆 f 知り、 わ ^ I 国の 歴史と 地㈣ 
らな ければ ならない。 そうして こそ、 iKU 発展した すぐ^^ 働*^ にな^ J と W でぎ るの だ。： U 
首相の この ことばは、 遣 児たち にたいする 教育の 指針と なった。 

この ことばの なかには、 革命家の 遺児たち を、 革命 闘争で たおれた 父母の ように 党と 革命の ためには すべてを さ 
さげて たたかう 熱烈な 愛国者に、 りっぱな 革命家に 育てようと いう、 首相の かぎりない 志が ひめられて いるので あ 
る。 

国と 民族の 運命を かけて いた 祖国 解放 戦争の 峻厳な 日々 にも、 金 日 成 首相は 数多くの 保育園 や 初等 学院、 軍事 学 
院な どを 設立し、 戦争で 犠牲に なった すべての 愛国 烈士の 遺児たち を 育てる のに 心を くだいた。 

戦争の 砲火が やむ と、 首相は すぐ、 戦死した 人民軍 勇士と 犠牲に なった 愛国 烈士の 遺児たち のために 学院の 敷地 
をと とのえ させ、 多忙な 日々 にも、 父母を 失っ て さびしく 暮らして いる 遺児たち をの こらず さがしだして 学院へ お 
くった。 

一九 五 五 年の 夏、 首相が 平安 北 道の 昌域を たずねた ときの ことだった。 自動車が と ある 橋に さしかかった とき、 
勉強を 終えた 薬 水中 学校の 人民 班の 生徒が 歌を うたいながら 家路に ついていた。 

いつも 子どもたちに 出会う と、 なに かひと こと やさしく 話しかけなければ 気の すまない 首相は、 この 日 も 子ども 
たちを 見つける と、 手招きして よびよせた。 

走って きた 子どもたちから 少年団の 敬礼を うけた 首相は、 にこに こしながら 子どもたちの 頭を なでた。 首相は、 
学校が 遠くて たいへんだろう といいながら、 この 村から かよう 生徒の 数は どれく らいいる のか、 からだの よくな 
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子どもは いない かな ど、 いろいろ やさしく たずねて いたが、 ふと、 素足で たって いる 許 南 雄 少年を 見て 顔を くもら 
せた。 

「家には だれが いるの？.」 

「おばあさんと 母が います。 . それから 弟が 二人い ます」 

「お父さんは？」 

少年は D をつ ぐんだ ままだった。 

「お父さんは いないの かね？」 

首相は 腰を かがめ、 少年の 顔を 見つめながら 静かに きいた。 

「父は 戦死し ました」 

少年は 口ごもる ょうに、 やっと こうこた える と、 すぐ 涙を うかべ、 うなだれて しまった。 

首相は 少年を ぐっと 抱きょせ ると、 頭を なでて やりながら、 しばらくは 無言の ままだった。 

少年は 手の甲で 涙を ぬぐう と、 頭を わずかに もたげた。 

「これを 見なさい。 この 子どもに 靴 一つ 満足には かせて やれない のに、 それでも この 子は、 わたしに 挨拨 をして 
くれる の だ . 」 

首相は こうつぶ やくと、 沈痛な 面 持で 遠い 空を 見やった。 

砲声が やんで、 わずか 数日し かたって いないのに、 戦争の 傷 あとを いやす 困難な たたかいの なかで も、 片田舎の 
一 少年に 靴を はかせる ことに 心を くだき、 素足の 子どもを 見て は 胸を 痛める 首相 —— 、その 首相の 姿に うたれて、 
同行した 人び とは 目が しらを おさえた。 

「さあ、 頭 も 刈っ て、 靴 も 買っ ては こう …… 」 
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首相は こういいながら、 少年の ほおを ハンヵチで ぬぐって やった。 

少年を 車に のせた 首相は、 「石ころ 道では 足が 痛いだろう？ けがで もしたら、 たい へんじゃない か。 学校へ も 
ゆけなくなる し …… J といいながら、 なんども 少年の 頭を なでた。 

首相は 南 雄 少年の 家を たずね、 その 家族たち と 会った。 

金 日 成 首相は、 南 雄 少年の 二人の 弟たち を まえにす わらせて 頭を なでながら、 その 祖母と 母親に むかい、 生活で 
困って いる ことは ないかと くわしくたず ねた。 首相の あたたかい 心づ かいに 祖母と 母親は 声を つまらせた。 

首相は 南 雄 少年の 三 兄弟に 靴を 買いに やらせた。 首相は 時間がなかった。 予定の 時間は とっくにす ぎていた が、 
首相は 子どもたちが 靴を 買って くるのを 見てから 出発し ようとい って、 庭に たった まま 待って いた。 

やがて、 子どもたちを のせた 車が 帰って きた。 パリ パリの 新しい 靴を はいた 三 兄弟が、 いそいそと 首相の まえに 
走り よった。 

南 雄 少年は 元気よ く 少年団の 敬礼を したが、 「首相 さま— …… 」 というと 大粒の 涙を こぼして しまった。 

r …… 靴を 寅って くださって …… 、一生懸命に 勉強し ます …… 。一生懸命に …… 、勉強し ます …… 」 

そして 南 雄 少年は 顔を そのまま 首相の 胸に うずめ、 泣きじゃくる のだった。 

少年の 母親 も 目に 淚を いっぱいう かべながら、 「この 子ったら、 首相 さまに …… 、そんな ご挨 拨 のし かたが あり 
ます か、 まった く . 」 といっ たきり、 声を つまらせて しまった。 

金 日 成 首相は 無言で 少年の 背中を さすり、 涙を ふいて やった。 少年は 泣くまい としていた が、 とめど もな く あ ふ 
れる 涙を どうす る こと もで きなかった。 

南 雄 少年の 家族は、 遠ざかって いく 首相の 車を、 ただ 涙で 見 おくる ばかりだった。 

その後、 金 日 成 首相は ふたたび この 家を たずね、 南 雄 少年を 万景台 革命 学院に 入学させる 手続まで とった の だ 
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った。 

首相の こうしたい つくしみ をう け、 すくす くと 育って いる 遺児は、 許 南 雄 少年 だけではなかった。 

首相は延安郡梧峴里をたずねては、敵に父母を殺された1^11淳少年のためにわざわざ自動車をむかえにまでやっ 
て 革命 学院で 学ばせ、 安 岳 郡路岩 里では 敵に 父親を 奪われた 李哲国 兄弟を つれて 帰り、 学院に 入学 させたり もし 
た。 

遺児たち を 宝の ようにたい せつに'  いつくしみ、 何 不自由な く 幸福に 育てる 首相の かぎりない 愛は、 じつの 肉親 
でさえ およばぬ ほど、 生活の すみずみにまで ゆきわたって いた。 

一九 六 六 年 十一月 七日、 海 州 革命 学院を たずねた 首相は、 学生たち の 元気な 歓迎 行進を 見て、 たいへん りっぱ だ 
ったと ほめた あと、 学生たち の 帽子を 手に とり、 子どもたちは りっぱ だが 帽子が よくない と 指摘し、 子どもたちの 
気に いるよう にな おして やるべき だと 語った。 また 首相は、 隊列を 見て まわりながら 制服 や 下着、 靴に いたる まで 
気を くばり、 寒く はない か、 病気の 学生は いない かと こまかく 気を くばった。 

食堂では 献立表を 見て、 毎日、 豆腐 や 肉類を だし、 子どもたちの 好きな おかずを つくって やらなければ ならない 
とのべた。 

寝室では、 ふとん や ベットの 下までの ぞいて 見て、 ふとんが あまり 厚す ぎて は 子どもたちの 成長に よくない とい 
いながら、 もう 少し 薄く して 刺し子 縫いに してやり、 部屋の 温度 も 子どもたちの 発育を そこなわぬ よう、 適温を 保 
つよう にしなければ ならない と 語った。 

こんな こと も あつた。 

一九 六〇年 八月 十六 日、 万景 峰の ふもとの 大同 江で 何人 かが 釣を していた。 そのと き、 思いがけなく 金 日 成 首相 
が 姿を 見せた。 
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if 相は かれらと 気さくに 話を かわし、 そのな かの 一人に、 どんな 仕事を している のかと たずねた" 

ところが その 人は すぐには 返事が できず、 耳 もとまで 真っ赤に して もじもじして いた。 

かれは 万景台 革命 学院の 理髪師であった。 むろん 自分の 仕事に 愛着を 感じて はいた。 しかし、 首相から じかに 職 
業を きかれる と、 製鋼所の 溶解 エだ とか、 汽車の 機関士の ような たくましい 職業で あれば、 いかにも 誇らしく 返事 
がで きる のにと 考えて しまい、 なぜか 理髪師で ある 自分が みじめに 思えて ならなかった ので ある。 

かれは 口ごもりながら、 やっとき こえる くらいの 声で、 「わたしは ただの …… 、学院の 理髪師で ございます」 と 
こたえた。 

川の ほとりを 何回も 往き来して いた 首相は、 これを きくと 微笑した。 

「ほう、 理髪師、 学院の 理髪師 かね。 じつにす ばらしい 仕事 だ ◊たのしいで しょう。 毎日、 あの かわいらしい 子 
どもたち の 頭を なでて やれ るんだ から …… 。残念ながら わたしは、 仕事が いそがしくて それが できない …… 。あの 
子たち の 面倒を よくみ てあげて ください」 

首相は 足を とめる と、 うらやましそう に 理髪師を 見つめ、 こんな 内容の 話を した。 

「 …… わたしたちの 未来 —— 、わたしたちの 子孫 —— 、やがて このす ばらしい 社会を うけつぐ 子どもたちです か 
ら 、花よりも きれいで、 黄金よりも 貴い のです。 そうではありません か。 あなたは、 じつに、 すばらしい 仕事を し 
ています よ . 」 

首相の ことばに 強く 感動した 理髪師は、 世の中には いろいろな 職業が あり、 だれもが 自分の 仕事を 誇りに してい 
るが、 なかで も 理髪師の 仕事が 最高で あるよう に 思えて きた。 そ -L て、 遺児 や 子どもたちにたい する 首相の なみな 
みならぬ 愛情に 心を うたれ、 自分の 浅はか さを 悔いる ばかりであった。 

金 日夜 首相は、 このように 革命家の 遺児たち をい つくしみながら も、 決して 愛に おぼれ、 甘やかす ような ことは 
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なかった。 鋼鉄が 炎の なかで きたえられる ように、 革命家は、 た ゆまざる 修養と 実践 活動の なかで 鍛練され なけれ 
ばなら なかった。  ， 

首相は、 革命家の 遺児たち が おのれの 本分を 忘れず、 党と 革命に かぎりなく 忠実で あり、 アメリカ 帝国主義を 追 
いはらい、 南 朝鮮を 解放す る 革命 闘争で、 いかなる 難関に もうち 勝つ 不撓不屈の 闘士に、 有能な 政治 活動家に 成長 
する ようさと した。 

一九 五八 年 十二月 二十 一日、 南 浦 革命 学院を たずねた 首相は、 学生たち につぎ のようにの ベた。 

r …… きみたちは、 もっと 勉強し なければ なりません。 きみたちの 両親 や 親戚の 人たち は、 アメリカ 帝国主義に 
反対して たたかい 犠牲と なった のです から、 きみたちは、 敵が だれな のかを かたとき も 忘れて はなり ません。 

アメリカ 帝国主義は、 わが 民族の 敵で あり、 階級の 敵な のです。 

きみたちの 両親は、 地主 や 資本家たち に拽 取され、 抑圧され て 苦しんで きました。 

わたしたちの 敵で ある アメリカ 帝国主義と 地主 や 資本家たち を 憎み、 かれらの ために、 きみたちの 両親が 虐殺 さ 
れ たこと を かたとき も 忘れて はなり ません。 . 」 

首相は、 革命家 遺児 学院の 教職員 や 幹部たち にも、 つねに、 子どもたちを やたらに かわいがる だけでなく、 正し 
く 育てなければ ならない とさと した。 

一九 五 九 年 五月 二十 二日、 海 州 革命 学院を 訪れた 首相は、 学院の 教育 綱領を 検討して、 「あまり 大事に しすぎ 
て、 甘えさせて はいけ ない ◊鍛練 させなくて は —— j と 語り、 その 教育 方法を 具体的に 教えた。 

首相は、 ピョンヤン 見学 もさせ、 黄海 製鉄所へ いって 労働者の たたかう 姿 も 見せて やるべき だとの ベながら、 行 
きは 歩いて ゆき、 帰りは 汽車に する のがよ いとの ベ、 行軍の 途中の 食事は 自分たち でつくら せ、 テント 生活 もさせ 
るよう にと 教えた。 


309 


第 四 章 革命 基地を 不敗の 要塞に 


首相は 万景台 革命 学院で も、 学生たち を 蝶よ 花よ と 育てて は、 なんの 役に もたたない 人間に なって しまう と 指摘 
し、 小さい ときから 自分の ことは 自分です る 習慣を つけさせなければ ならない とさと した。 

首相は、 遺児たち を 幼い ときから きたえて こそ、 いかなる 難関に も、 試練に もうち 勝つ、 革命的な 意志が そなわ 
るの だと 教え、 革命 戦跡 地の 踏査 や キャンプ 生活 もさせなければ ならない とのべた。 そして 村には いれば、 抗日 遊 
擊 隊員の ように 家の 庭を はいたり、 人民を たすける ようにし なければ ならない と 教えた。 

首相は、 このように 遺児たち を 育てる ことが とりもなおさず、 犠牲と なった 革命家たち にたいする 同志的 義理を 
果たす ことで あり、 また そのよう にして こそ、 われらを りっぱな 革命家に 育てる ことができ、 朝鮮 革命の 明日を 安 
心して まかせる ことができ るの だと 考えた。 

金 日 成 首相は、 かつて 抗日 武装 闘争のと きに、 遺児たち を 育てながら こうのべ ている。 
r …… われわれは、 将来の 祖国の 運命を 双肩に になって ゆく 働き手を 育てて いる。 この 子たち は、 祖国が 解放 さ 
れる その 日まで 靴を ぬぐいと まもなく 山野を かけめぐり、 たたかわねば ならない 闘士たち である ◊われわれは、 こ 
の 子どもたちが、 いかなる 困難 や 難関に も ひるまずに つきすすんで ゆく、 不撓不屈の 革命家に 育て あげなければ な 
らない 。 

だからた とえ、 きようは 胸が 痛んでも 子どもたちには きびしく し、 よくない ことを したと きには 叱って やらな け 
れば ならない。 子どもたちを 真に 愛する ことは、 ただ子 どもたち の 欲する ままに させる ことでは なく、 革命家と し 
て、 りっぱな 共産主義者 として 育つ ように 教え、 導いて いくこと なので ある。 …… 」 

学生たち は 生活の なかで きたえられた。 

金 日 成 首相の 熱い 愛と 懇切な 教えを うけ、 革命家の 遺児たち は 国の 柱と して 育って いった。 

首相の ふところに いだかれて 二十 余 年、 この間、 遺児たち は 政治、 軍事的に しっかりと 武装され、 知、 徳 、体を 
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かねそなえ、 全面的に 発達した たくましい 革命家に 成長した。 

かれらの なかには 人民軍の 将領も おり、 党と 国家と 社会 団体の 重責を になう 幹部 もい る。 また 祖国 解放 戦争のと 
きと 戦後に、 亡き 父母の ように 不滅の 偉勲を うちたてた 英雄たち もい る。 

一九 六 七 年 十月 十一 日の 午後、 金 日 成 首相は 万景台 革命 学院を 訪問した。 学院 創立 二十 周年を 明日に ひかえた 教 
職員 や 学生、 卒業生た ちの 胸は 熱い 感激に ふるえた。 

父なる 領袖の いつくしみの なかで、 たくましく 育って きた 卒業生と 在学生たち は、 首相を まえにして、 これまで 
自分たち がな しとげて きた ことを 一部始終 話した。 

深い 愛を こめて 育て、 たくましく 成長した わが 子の 晴れ姿を 見る 父母の 心情が 感無量で あるよう に、 あれほど 心 
をく だき、 いつくしんで きた 革命家の 遺児たち、 同志の 忘れ形見 —— 、そのたの もしい 姿を 見 あげる 首相の 心は い 
かば かりであった ろうか。 

首相は 満面に 笑みを たたえ、 遺児たち の 話を きき 終わる と、 こう 語った。 

「きみたちは 父母が 果たせなかった 志を ついだ し、 革命的な わが 党の ふところで 育った の だから、 代を ついで 革 
命の 花を ひきつづき 咲かせなければ ならない。 これは 学院 創立のと きに わたしが 話した こと だが、 きょう もまた、 
この ことを いおうと 思う。 

きみたちの 父母は、 十五 星霜に わたって 日本 帝国主義に 反対す る 困難な たたかいを おこない、 また わが 党と 人民 
軍隊は、 この 抗日 武装 闘争の 栄光に 輝く 革命 伝統を うけついで いる。 抗日 武装 闘争のと き や、 あの 祖国 解放 戦争の 
ときに 犠牲と なった きみたちの 父母は、 みな 祖国と 人民の ために 日本 帝国主義と アメリヵ 帝国主義に 反対して たた 
かい、 最後の 勝利を 見る こと もな くこの 世を 去った。 

まだ、 われわれの 革命の 大業は 完成され ていない。 われわれは 祖国の のこり 半分を 完全に 解放し なければ ならな 
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いし、 また そこで も、 北半 部と 同じく 社会主義 社会を 建設し なければ ならない」 

われわれは 敵が いるかぎ り 革命を つづけなければ ならず、 革命の 代を しっかりと ついで ゆかなければ ならない。 

偉大な 父、 金 日 成 首相の 教えを 胸 深く 刻む 卒業生と 在学生の 顔には、 党と 領袖に 最後まで 忠実であろう とする 鋼 
鉄の ような かたい 決意が みなぎって いた。 党と 領袖の 近衛 隊 として、 革命 戦士と しての かれらの 誓いと 決意は、 祖 
国と 革命の 未来を しっ かりと 約束す る ものと なった。 

こうして、 金 日 成 首相が ふところに いだき、 いつくしみ、 はぐくんで きた 革命家の 遺児たち は、 祖国の いしずえ 
として、 柱と して 成長し、 革命の たのもしい 骨幹 部隊と なった ので ある。 

5 「花は 咲きつ づけなければ ならない」 

金 日 成 首相の あたたかい 配慮の 手が さしのべられて いないと ころは ない。 

すべての 人に よろこびと 力を あたえる 首相は、 栄誉 軍人に も 生きる 誇りと 幸福を もたらして くれた。 

栄誉 軍人は、 三年 間の 祖国 解放 戦争で 祖国を 死守して 傷ついた 人民軍の 将兵たち であり、 パルチザンたち であ 
り、 敵の 蛮行に よって 重傷を うけた 愛国 闘士たち である。 

栄誉 軍人を たいせつに し、 いつくしみ、 革命の 花を 咲きつ づけさせる のは 金 日 成 首相の 気高い 徳性で あり、 偉大 
な 政治の 一部分で ある。 

首相は こうのべ た。 

「かつて、 敵の 拷問を うけながら 獄中 生活を おくり、 地下 活動を した 人が おり、 また 武器を 手に とり、 白 頭の 密 
林の なかで 艱難辛苦を なめながら 日本 帝国主義に 反対して たたかった 闘士たち がいた からこ そ、 解放 後 わが 党が 創 
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建され たので あり、 われわれの 輝かしい 祖国 —— 朝鮮民主主義人民共和国が 生まれた の だとい うこと を妞ら なくて 
はなり ません。 また 多くの 同志たち がかつての 祖国 解放 戦争で 血を 流し、 命を かけて たたかつた からこ そ、 わが 党 
と 祖国が 守られた ので あり、 わが 人民は 勝利す る ことができた のであります。 . 

かれらが 血を 流さず、 犠牲を はらつて たたかわなかつたら'  こんにちの わが 党 も、 わが 祖国 も ありえない し、 わ 
が 人民の 幸福 も ありえなかつた でしょう」 

このように、 金 日 成 首相は 栄誉 軍人を こよな く 貴重に 思い、 かれらに とくに 気を くばる ことを 共産主義者の 当然 
の 義務と みなした。 

戦傷 者にたい する 問題は、 かねてから 多くの 国ぐ にで 複雑な 社会的 問題と なつて いた。 これは 戦傷 者が だれの た 
めに、 なんの ためにた たかつた のかに よつて、 おのず と 異なつて くる。 

凶悪な 帝国主義の 侵略から 人民の 自由と、 国の 自主権を 守る 正義の 戦争で 勇敢に たたかつて 負傷した 場合、 それ 
は 栄光に 輝く 偉業で ある。 だが 侵略と 略奪の ための 戦争に かりだされ、 恥ず べき 犠牲を 負つた 場合には、 悲惨な 運 
命からの がれる ことは できない。 

社会で ^ 不具 とネ つた 軍^ ^ のけ も ? I と d 

れ tl tl た ii 圧^^ 階 ^ に！^^ % I ずべき 

と匀  会  {の^ じ ^ は 免と！ 

ある。 まさに 朝鮮の 栄誉 軍人は、 祖国の 統一 独立と 自由と 栄誉の ために、 アメリヵ 帝国主義 侵略者に 反対す る 戦争 
で 高貴な 血を 流した がた めに、 社会 全体の 崇高な 愛と 尊敬を うけてい るので ある。 
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金 日 成 首相は、 かつて 栄誉 軍人に こう 語つた。 

「祖国の ために 血を 流した あなたたち こそ、 党の 一番 貴い 中核で あり、 わが国に おける 重要な 骨幹で ある」 

そして 首相は、 かれらを 大事に し、 特別な 関心と 配慮を はらう のを 惜しまなかつた。 

首相は 祖国 解放 戦争の 困難な 時期に、 すでに 栄誉 軍人にたい して 国家的な 配慮を はらつた。 戦争が もつとも 苛烈 
をき わめた 一九 五一 年 四月 十三 日、 首相は、 祖国 解放 戦争に よつて 不具者と なつた 人民軍 将兵 および パルチザンた 
ちと、 敵の 蛮行に よつて 不具の 身と なつた 愛国 闘士たち を 国家で 保護し、 かれらに その 労働 能力の 喪失 程度に 応じ 
て 技術 技能 教育を おこない、 仕事が できる ようにす る 栄誉 軍人 学校 設置に かんする 内閣 決定を 発表した。 

また 一九 五一 年 八月には、 栄誉 軍人に 社会保障を 適用す る 内閣 決定を 採択し、 それまで かれらに あたえられて い 
た 社会 国家的な 恩恵を 法的に さだめた。 

金 日 成 首相は 栄誉 軍人の ため、 金 日 成 綜合 大学、 金策 工業大学な どい くつ かの 大学に 栄誉 軍人 班を 設けさせ、 そ 
こで 大学 過程を うける 予備知識が そなわれば 学部に 移せる ようにした。 

中央 党 学校 や 人民 経済 大学を はじめ 政治学 校に も 栄誉 軍人 班を 設置し、 かれらを 党と 国家の りつぱな 幹部と なる 
ように 教育した。 

首相は 工場 や 企業 所な ど、 あらゆる 部門で 栄誉 軍人を 優先的に 働かせる ようにした。 ー グラムの 鉄、 ひとにぎり 
の セメント もたいせ つに していた 戦後の きびしい 条件の もとで も、 栄誉 軍人の 不便な 身を 憂慮して 機械化、 オート 
メ 化された 栄誉 軍人 工場 や 栄誉 軍人 生産 協同組合を 特別に つくり、 資金と 運輸 機材に いたる すべての ものを 十分に 
あてがい、 かれらが 社会主義 建設に 献身で きる ようにした。 

首相は、 栄誉 軍人の 出 退 勤の 便に も 心を くばり、 バスを だしたり 自転車 や 三輪車まで あたえたり した。 また 病床 
に 伏してい る 栄誉 軍人の ために 鹿 茸 や 山蔘 (いずれも 高貴 薬) を おくつたり、 また ラジオ や 楽器な どを おくつて な 
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ぐ さめたり した。 

首相の いつくしみに よって、 各地. に 栄誉 軍人の ための 栄誉 戦傷 者 病院、 療養所、 栄誉 軍人 保養所な どが 建てら 
れ 、栄誉 軍人 工場には 産業 診療所が 設置され て、 無料で 高価な 薬を あたえて いる。 

こうして 栄誉 軍人は、 すばらしい 文化 施設と 特設の サ I ビス 施設を 利用して 何 不自由な く 働き、 生活して いるの 
である。 

栄誉 軍人にたい する 金 日 成 首相の かぎりない 愛と 配慮は 全人 民を 感動につつ み、 だれもが かれらを たいせつに す 
ると いう 社会的な 美風を 生んだ。 

金 日 成 首相は、 栄誉 軍人が 生きる よろこびを 感じ、 社会主義 建設で 模範を しめす ように はげました。 

一九 五 九 年 十月 十七 日、 首相は、 全国 地方 産業 および 生産 協同組合 熱誠 者 大会に 参加した 栄誉 軍人たち に 会っ 
た。 

金 日 成 首相は、 栄誉 軍人 工場 支配人から、 かれらの 生活の ようすを くわしくき いた。 

栄誉 軍人は、 めいめいが _分 たちの 生活の ようすを つぶさに 話した。 たとえ 不具の 身では あっても、 金 日 成 首相 
の あたたかい 配慮に よって 何一つ 不自由を していない こと、 そして 生産 だけでなく、 学習で も 大きな 成果を おさめ 
ている ことな どを 話した。 

かれらの 話に じっと 耳を かたむけて いた 首相の 顔には、 満足感と よろこびの 色が ただよって いた。 首相は、 祖国 
のために 命を として 敵と たたかい、 不具と なった 栄誉 軍人が、 戦後の 廃墟を かきわけ、 各地で 工場を 建て、 生産 協 
同 組合を 組織して 社会主義 建設に 献身して いる ことを ほめたたえた。 

「祖国愛が 非常に 強く、 わが 党と 党 中央委員会を 守る 気持が 強い あなたたち は、 戦時中は 血を 流して 祖国を 守 
り、 きようは 誇り ある 労働に よって 祖国の 繁栄と 社会主義 建設に 貢献して います。 あなたたち のこの ような 英雄的 
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なた たかいは、 わが 労働党が 育てた 真の 赤い 戦士と しての 行動であります」 

そして 首相は、 栄誉 軍人が 生活で 困っ ている ことは ないか、 仕事で つらい ことは ないかと いろいろと 気づかい、 
幹部に、 かれらの 生活の 面倒を 親身に なって みて あげる ようにと さとした。 

金 日 成 首相は、 栄誉 軍人の すすむべき 道を ふたたびこう 教えた。 

「花は ひきつづき 咲きつ づけなければ なりません。 かつて 革命運動を した 人に 会う と、 わたしは いつも こういい 
ます。 きのう 花が 咲いて いたのなら、 きょう も 咲いて いなければ なりません。 きのう 革命 闘争を よくして いたの 
に、 きょうは やめて いれば、 きのうは きれいな 花であった のが、 きょうはもう 枯れて しまって いるのと かわりあり 
ません。 …… ですから 栄誉 軍人の みなさん も、 かつて 自分は 祖国の ために 血を 流し、 花を 咲かせた とすれば、 いま 
でも 花を 咲かせる ようにし、 これから も ひきつづき 咲かせよう という 覚悟を きめて、 党と 祖国の ためにつ ねに たた 
かい、 つねに 努力し なければ なりません」 

栄誉 軍人は、 不便な 身で ありながら も 安逸と 沈滞を 吹きと ばし、 金 日 成 首相の 教えを 忠実に 実行した。 

咸 興の 栄誉 軍人 紙 加工 日用品 工場の 栄誉 軍人と その 妻たち は、 自力で 工場を 建て、 ビニー ル 製品を 生産した。 

手の ない ものは 義手を はめ、 目の 見えない ものは 情熱と 感覚を 手先に 集中 させて 働いた。 

身動きので きない ピョンヤンの 一 栄誉 軍人は、 病床に 伏しながら も 詩を 書き、 社会主義 建設に たちあがった 人民 
をはげ ましたし、 失明した 一 栄誉 軍人は、 領袖に ささげる 忠誠の 歌を 作曲して 大 劇場の 舞台に のせた。 

いつ、 いかなると きに も 咲きつ づける、 革命の 赤い 花に ならなければ ならない という 首相の 教えは、 かれらの 生 
活の 信条と なった。 

金 日 成 首相は、 祖国の 津 々浦々 で 革命の 赤い 花を 咲かせて いる 栄誉 軍人を たのもしげ に 見つめて いた。 しかし、 
不具の 身で、 仕事に 精を だしてい るかれ らの 身を 案じない 日はなかった。 
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一九 五八 年 五月の ある 日、 咸鏡北 道吉州 栄誉 軍人 作業 所を たずねた 首相は、 両腕の ない 一 栄誉 軍人の 義手に みず 
から 万年筆を にぎらせ、 字を 書く その 軍人の 動作を じっと見 つめて 顔を くもらせた。 

首相は、 かれらが 戦時中に 勇敢に たたかった ように、 社会主義 建設に おいて 模範と なって いると いう 話を きき、 

「 . みなさんは、 からだを 無理して はいけ ない。 食欲が でる くらいに 仕事を する ほうがよ い。 しかし、 人間は 

遊んで ばかりい ると 食欲が なくなる もの だ。 だからみ なさん は、 仕事は しても 決して 無理を しては いけない。 食欲 
がで る 程度に 働く のが 一番い いの だ」 と 語り、 かれらの 健康を 気づかった。 

一九 五 九 年 三月 十五 日、 首相は 国の 北端の 地 雄 基を たずねた とき も、 まず 栄誉 軍人たち と 会った。 

「ほんとうに うれしい。 わたしは、 みんなと いると きが 一番 うれしい の だ」 

金 日 成 首相は 栄誉 軍人 一人ひとりの 手を にぎり、 祖国 解放 戦争の きびしかった 日々 を 感慨 深げ に 思い かえし、 不 
便な 身で 生産には げんで いるかれ らを ほめたたえた。 

首相は かれらが つくった ボタンを 見て、 よくで きている とほめ ながら、 「これ、 もらって いっても いいかね？ 
みんなが つくった ボタンを もっていって つかおうと 思 うんだ が …… 」 といい、 ボタンを いくつか 手に とった。 

それより 良質の ボタンが ピョンヤンには いくらでも あった。 しかし 首相は、 ここでつ くられた ボタンは 貝で つく 
った 粗末な ボタンでは あった が、 そのな かに 栄誉 軍人の 貴い 魂が こもって いるから というの だった。 

栄誉 軍人の いると ころ、 首相の 愛と いつくしみに みちた 感動 的な 話がない ところはなかった。 

一九 六 七 年 六月 十三 日、 威 興 地区を 現地 指導して いた 首相は、 威 興 栄誉 軍人 紙 加工 日用品 工場を たずねた。 

ひたすら 首相を 信じ、 そのいつ くしみ のなかで 何 不自由な く 暮らして きた 栄誉 軍人たち は、 自分たち の 生活が 見 
て もらえる よろこびで わきたった。 

車から おりた 金 日 成 首相は、 やさしい 微笑を うかべて 栄誉 軍人の 手を かわるがわるに ぎりし めた。 
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「からだの 具合は どうかね？」 

こういいながら 首相は、 不自由な 手足を 動かしながら 歓迎して くれる 栄誉 軍人たち を あたたかく むかえた。 

首相がローラ|職場をのぞいたとき、ローラーからは塩化ビニールのうすい膜が流れでていた。 

栄誉 軍人と その 妻たち の 働きぶ りを 見つめて いた 首相は、 うすくて ねばりけの ある 塩化 ビニー ルの 膜を 手で さわ 
ってみ て、 やはり 栄誉 軍人の 一人で ある 支配人の 肩を たたきながら、 「厚さが これく らいなら、 りっぱな もの だ」 
といって、 非常に 満足そう な 表情を しめした。 

首相は、 不便な からだで 案内に たった 支配人が、 それほど 勾配の 急で ない 階段で、 「首相 さま、 ここに 階段が あ 
ります から」 といって 先に 歩こうと する のを おしとどめ、 かれの 腕を とり、 かえって 支配人を かかえる ようにして 
おりて いった。 

首相は どの 職場で も 栄誉 軍人の 働きぶ りを つぶさに 見て まわり、 いとしい わが 子を 見守る 父親の ように、 一つ 一 
つ ほめて は 激励の ことばを かける のだった。 

工場を ひととおり 見 終わる と、 首相は、 レィン n 丨卜 職場の まえの 木 かげに 腰をおろして、 支配人と 初級 党 秘書 
を そばに よび、 りっぱに ととのった 工場の 構内を 見 わたしながら、 「みんなに、 よく 働いて くれたと つたえて くだ 
さい。 工場が とてもき れいです。 気持よ く 整備され ています。 栄誉 軍人たち が 党と 国家の ために、 こうして 働く こ 
とは 大きな 貢献と なります。 みんな 党の ために りっぱに 働きました。 祖国の ために 最後まで 血を 流して たたかい、 
いま も りっぱに たたかって います」 と 語った。 

かれらの 胸は、 形容で きない ほどの よろこびと 幸福感で みたされた。 

首相は、 いっしょに 写真を 撮ろうと い ♦って 席を たった。 

かたとき も 忘れた ことのない 首相と、 思いが けず 写真を いっしょに 撮れる というので、 栄誉 軍人と その 妻たち は 
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心を ときめかせて 家に もどり、 したくを して 集まって きた。 

金 日 成 首相は、 幾重に もま わりを かこんで いる 栄誉 軍人と その 妻たち を 見 わたしてから、 「どうして 婦人たち を 
うしろに たたせる のです か？ 家庭 婦人の 苦労は なみたいていでは ない のに、 一番う しろに たたせて 撮る のはい け 
ません。 まあ 準備し たんです から 一枚 撮って 婦人たち を まえになら ばせ、 もう 一枚 うつしましょう」 といった。 

首相の ことばに、 いあわせた 人び とすべ てが、 とくに だれよりも 夫の 不便な からだを 気づかい、 いつも かげに な 
って ささえて きた 婦人たち はみ な 目が しらを 熱く した。 

かれらは、 興奮と 感激の なかで 写真を 撮り 終わる と、 今度は 婦人たち を まえになら ベても う 一枚 撮影した。 

やがて 首相が 帰路に つく 時刻が きた。 

栄誉 軍人と その 妻たち は 感激を おさえ きれず、 いっせいに 万歳を 叫んだ。 そして 首相を 見 おくる ため、 工場の 正 
門に つうじる 道へ と 走って いった。 

ところが、 車の 方に むかって 歩き かけた 首相は、 なにを 思った かう しろを ふりかえり、 急に 先 ほど 写真を 撮った 
場所へ と 足を 早めた。 

そこには、 両足を 失った 一人の 栄誉 軍人が すわって いた。 かれは、 みんなの ように 走って いって 首相を 見 おくる 
ことができない ために、 せめても と、 声を かぎりに 万歳を 叫んで いたので ある。 

思いが けず、 首相が 自分の 方に ひきかえして くるのを 見た かれは、 感激の あまり、 淚でぬ れたほ おを ぬぐおうと 
もせず、 いまにも とびだしそう に 全身を うち ふるわせ、 「万歳！ 万歳！」 と 叫びつ づけた。 

首相は、 熱い 涙を とめど もな く 流して いるかれ の そばに かけよる と、 その 両手を かたく、 かたくに ぎりし め 
た。 

あまりの 感激に、 かれは 身を よじらせて むせび 泣いた。 
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一人の 栄誉 軍人の 傷痕に、 これほどまで 心を 痛める 首相の 姿に、 ほかの 栄誉 軍人と その 妻たち も 思わず ほおを ぬ 
らした。 そして 「金 日 成 首相 万歳！」 を 叫びつ づけた ので ある。 

金 日 成 首相は 涙に ぬれてい る 栄誉 軍人と その 妻たち を 見やりながら、 熱く こみあげて くる ものを おさえる ように 
して 車の 方へ 歩いて いった。 

栄誉 軍人たち は、 車内で そっと ハンヵチで 目が しらを おさえて いる 首相の 姿を 見て、 いっそう 深い 感激の 淚を流 
した。 

栄誉 軍人を わが 子の ようにい とおしむ 首相の 愛！ その 大いな る 愛を はかりうる ものが、 果たして この 世に ある 
だろう か！ 

この 犬い なる 愛に よって こそ、 岩を もく だき、 川を も わきたたせた 戦火の さなかで も、 また、 戦後の たびかさな 
る 難関に も 寸分 も ひるまず 勇敢に たたかい、 建設を すすめ、 勝利した のでなかった か 1、 また、 この 大いな る 愛 
によって こそ、 人び との 心は つねに 偉 黙には せる 思いで 燃えた ぎった のではなかった か！ 

まさに、 この 偉大な 愛、 この 不滅の 力が あった からこ そ、 栄誉 軍人は 革命的 楽観主義に みち あふれた 笑いを とり 
もどし、 真の 不屈の 革命 闘士に 育つ ことができた ので あり、 革命に かぎりなく 忠実な 戦士と して、 とわに 咲き つづ 
ける 革命の 赤い 花と なること がで きたので ある。 

6 金城鉄壁の とりで 

アメリヵ 帝国主義 者と 直接 対峙して いる 北半 部では、 革命と 建設に おいて 国防 力の 強化に 大きな 力を かたむけな 
ければ ならなかった。 
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アメリカ 帝国主義 者は 南 朝鮮を 完全に 軍事的侵略 基地に かえ、 数万の 侵略軍と 六十 万を こえる ぼう 大なか いらい 
軍を 擁し、 戦争 準備に いっそう 躍起と なって いた。 

アメリカ 帝国主義は かいらい 軍を 増強し、 大量 殺り く 兵器を はじめ 各種の 軍事 技術 装備を たえず ひきいれな が 
ら 、南 朝鮮で 戦時 動員 態勢を ととのえる 一方、 軍事境界線 一帯で 北半 部 地域にたい する 戦争 挑発 行為を ひっきり な 
しに おこなった。 

アメリカ 帝国主義 者は r 韓日 条約」 なる ものを たてに、 日本 軍国主義者を はじめ アジアの 反動と 南 朝鮮の かいら 
いど もを かき 集めて、 新たな 侵略的 軍事同盟の でっちあげに 血眼と なる 一方、 南 朝鮮の 軍事力を ベトナム戦争に 投 
入す るな ど、 アジア 侵略の 目的 達成の ため 狂奔して いた。 

朝鮮と アジアの 全域に おいて、 ますます 拡大され て ゆく こうした 戦争の 危険を 洞察した 金 日 成 首相は、 社会 囊 
の 獲得 物を しっかりと 守る よう 国防 力を 鉄壁の ごとく 強化し、 敵の いかなる 挑発を も 一撃の もとに うちくだく 万端 
の 用意を ととのえる ことを もっ とも 重要な 問題と みなした。 

金 日 成 首相は、 こうした 全般的 情勢の 諸 要求から 出発して、 ぼう 犬な 経済 建設と ともに 国防 力を それ こそ 金城 鉄 
壁の ように かためる ために 多くの 力を そそいだ。 

そのため 首相は、 自衛の 路線を 徹底的に 堅持しながら、 その 具現で ある 全軍の 幹部 化、 全軍の 現代化、 全民武 
装 化、 全国 要塞 化を 基本 内 客と する 軍事 路線の 全面的 貫徹へ と 全 党と 人民を ふるいたたせた。 

金 日 成 首相は 朝鮮 人民軍を 創建し、 これを 育成 強化す る 全 過程に おいて、 軍隊の 幹部 化と 現代化を 軍事 路線の 重 
要な 構成 部分と して うちだした。 

首相の しめした 軍隊の 幹部 化とは、 戦争が おこった 場合、 すべての 軍人が みな 一 階級う えの 職務を 遂行で きる よ 
う 政治 思想 的に、 軍事 技術的に かれらを 準備させる 方針を いうので ある。 
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これは 人民 軍隊の 戦闘力を たえず 強化し、 現在の 人員で 祖国 防衛の 任務を りっ ばに 遂行で きる ばかりでなく、 軍 
事 指導 幹部の 予備を つねに ふやし、 いったん 有事の 場合には、 人民軍の 武力を 急速に 拡大し うる 賢明な 方針で あ 
る。 

軍隊の 現代化とは、 現代 戦の 要求に そうよう、 人民軍を 現代的 兵器と 戦闘 技術 機材で かたく 武装 させ、 すべての 
軍人が 最新式の 兵器を りっぱに あつかい、 現代的 軍事 科学と 軍事 技術を 十分に 所有し、 活用で きる ようにす る こと 
である。 

これは 人民軍を 政治 思想 的に、 作戦 戦術 的 だけでなく、 現代的 軍事 技術 機材で 武装させる ことによって、 一騎 当 
千の 革命 武力に 強化す る もっともす ぐれた 方針で ある。 

金 日 成 首相は、 全軍の 幹部 化、 全軍の 現代化の 方針を つらぬく ための 課題 も 明らかにしめ した。 

首相は、 軍人の なかで 政治 思想 活動を 強化し、 かれらを 党の 唯一 思想で、 社会主義 的 愛国主義 思想と 不撓不屈の 
革命 精神で 武装させる とともに、 人民軍 部隊の 戦闘 訓練を より 精力 的に くりひろげ、 すべての 軍人が 現代的 軍事 科 
学と 軍事 技術を 十分に 所有し、 最新式 兵器と 戦闘 技術 機材な どを りっぱに こなせる ようにし なければ ならない と教 
えた。 また 現代 戦の 要求に あうよう に、 人民軍を 現代的 兵器と 戦闘 技術 機材で しっかりと 武装 させ、 とくに、 朝鮮 
の 実情に あう 軍事 科学技術を より 広 はんに 発展させる ことを しめした。 

金 日 成 首相は、 全 民 武装 化と 全国 要塞 化を 軍事 路線の いま 一つの 重要 構成 部分と みなした。 

全 民 武装 化と 全国の 要塞 化は、 武装 闘争を ふくめた すべての 革命 闘争に おいて、 人民 大衆が 決定的 役割を 演じる 
という 首相の 革命的 歴史観からで たもので ある。 

首相は、 社会 主_ 祖国を 敵の 侵略から 守る ためには、 労働者 や 農民を はじめと する 全人 民を 政治 思想 的に、 軍事 
技術的に 武装 させなければ ならず、 国の 律々 浦々 に 防衛 施設を しっかりと 築いて、 全国を 鉄壁の 軍事 要塞に かえな 
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ければ ならない と 教えた。 

じつに 全 民 武装 化と 全国の 要塞 化は、 前線と 後方の 差を なくし、 地上と 空中、 海上な どひろ い 空間で おこなう 立 
体 的な 現代 戦の 要求に そうように 国の 防衛 力を 強化す る ことによって、 敵が いかなる かたちで、 どこから 攻めよ せ 
ようと も、 かたく かためられた 要塞に たよって、 すべての 人が みなた たかえ るよう にす る、 軍事戦略 上 もっとも 威 
力 ある 全人 民 的、 全 国家的 防衛 体系な ので ある。 

これは 金 日 成 首相が、 革命と 建設を 指導す るう えで 一つの 信条と している 大衆 路線を 国防 分野で つらぬいた もの 
であり、 自衛の 原則を 現実の なかで 徹底的に 具現した ものである。 

まさに、 全人 民を 武装 させ、 全国を 要塞 化して こそ、 敵の 執拗な 破壊 活動を 完全に うちくだき、 あらゆる 武力 侵 
攻をみ ずからの 力で うちやぶる ことができ るので ある。 ここに この 路線を うちたてた 金 日 成 旨 相の すぐれた 戦 各 W 
英知が ある。 

全人 民 的 防衛 体系は また、 人民 大衆の かたい 政治 思想 的 統一と 確固たる 自立 的 民族 経済を もった 共和国 北半 部の 
社会主義 制度の 本質的 優越性を、 国防 分野で りっぱに 具現した ものである。 

金 日 成 首相は、 全人 民 的 防衛 体系を うちたて、 それを 確固と した ものにする ためには、 労農 赤 衛隊を 組織して、 
その 隊列を かため、 戦闘 政治 訓練を 強化す ると 同時に、 すべての 幹部と 党員が 軍事 知識と 祖国 解放 戦争の 経験を 研 
究し 、体得し なければ ならない と 教えた。 

そして 全人 民が 片手に 武器を、 もう 一方の 手に 鎌と ハン マ ー を もち、 社会主義 祖国を りっぱに 守りながら 社会 主 
義を しっかりと 建設し つづけなければ ならない と 教えた。 

金 日 成 首相が しめした 軍事 路線は、 首相の 伝統的な 革命的 軍事 思想の 輝かしい 開花であった。 

首相は かつて 抗日 武装 闘争の 時期に、 自衛の 原則に し ' 〇 かりと 依拠し、 抗日 遊撃隊を 創建し、 赤衛隊 、反日 自衛 
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隊など 種々 の 半 軍事 組織を つくり、 遊撃戦の 拠点として 遊擊 根拠地を 創設し、 遊撃隊を 中核と した 強固な 根拠地 防 
衛 体系を うちたてる ことによって、 革命 戦争と 軍事 建設の あらゆる 分野で、 非常に 豊富で 多方面 的な 貴い 業績と 経 
験を つんだ。 

首相は 解放 後、 抗日 武装 闘争の 時期に 築いた こうした 伝統を、 現代 戦の 要求と 朝鮮 $叩 発展の 特性、 国の 地理 的 
および 地形 的 条件に あうよう に 発展 させた。 

金 日 成 首相が 独創的な 軍事 路線を 創始した のは、 マルクス •レ ーニン 主義 軍事 理論に おける 一大 革新で あり、 首 
相の 不滅の 功績で ある。 

第二次世界大戦 後、 アメリヵ 帝国主義を 頭目と する 帝国主義 者の 戦争 政策と 侵略 策動に 対処して、 全世界の 共産 
主義者を はじめ、 とくに 解放と 完全 独立の ためにた たかう 革命的 人民は、 現代に 適応した 革命的 武力 建設と 国の 防 
衛の ための 正確な 方法を 全面的に 明示す る マルクス •レ ー II ン 主義 的 軍事 理論を 要求して いた。 

それは、 マルクス •レ ーニン 主義 古典学者たち が、 当時の 時代 的 制約に よって 革命的 暴風雨の 時代、 世界 革命の 
時代の 軍事 理論を うちたてて いなかった ためであった。 とくに 国際 共産主義 運動の 内部で、 左右の 日和見主義が 頭 
を もたげ、 かれらの 投降 主義 的、 妥協 的な 行為が 軍事 建設に 影響し はじめてからは、 その 要求が ますます 切実な も 
のとな った。 

こうした ときに、 金 日 成 首相は、 革命 武力 建設と 社会主義 国家の 防衛 問題を 現代の 歴史的 条件に もとづいて マル 
クス •レー ニ ン 主義 的に 深く 分析し、 戦争の 法則と あらゆる 実践的 経験を 生かし、 もっとも 革命的な 軍事 路線を 新 
しくし めし、 典型 化する ことによ って、 それを 解決す る 正しい 方針と 方法を 全面的に 明らかにした ので ある。 

これは ながい 歳月に わたって 困難な 抗日 武装 闘争を 直接 指導し、 正規の 武力 建設の 豊富な 経験と、 世界 「最強」 
を 誇って いた アメリヵ 帝国主義との 戦争を 勝利へ と 導いた 貴い 経験、 さらに、 徹底した 反帝国主義 的 立場と 確固と 
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した 主体的 立場を 堅持した 百戦百勝の 鋼鉄の 統帥 者で あり、 偉大な マルクス •レ ーニン 主義者で ある 金 日 成 首相の 
卓越した 指導 能力を 全世界に しめした ものであった。 

金 日 成 首相は、 もっとも 革命的な 自衛 的 軍事 路線を 創造した ばかりでなく、 それに 確固と もとづいて 国の 自衛 的 
国防 力を 強化す る 戦線を みずから 指揮した。 

首相は、 国防 力を 強化す るう えで なにより もまず、 人民軍と 全人 民の 政治 思想 的 準備を ととのえる ことに 大きな 
関心を はらい、 これを 国の 防衛 力強 化の 基本と し、 勝利の 確固と したいしず えとした。 

首相の こうした 立場は、 戦争の 歴史的 諸 経験と、 戦争に おける 人的、 政治 思想 的 要因の 役割に かんする マルク 
ス •レ—- 1 ン 主義 的 分析に もとづく ものであった。 

首相は、 武装 力を 築く うえで 基本になる ものは 人間で あり、 戦争の 勝敗は なによりも 戦場で 直接 敵と 相対して た 
たかう 大衆の 精神状態と、 政治的 覚醒に 大きく かかって いると 考えた。 

こうして 首相は、 人民 軍隊、 革命の 軍隊は いかなる 帝国主義 侵略軍に もない 政治 思想 的 優越性を もって おり、 こ 
れが とりもなおさず、 革命 武力の 不敗の 力の 源泉で あると つねに 教えた ので ある。 

首相は こうのべ ている。 

「人民の 自由と 解放の ためにた たかう 崇高な 使命と 革命 精神、 将兵 間の 同志的 友愛と 自覚 的な 軍事 規律、 人民と 
の 密接な 連係な どは、 いかなる 帝国主義 侵略 軍隊に もない マルクス •レ 11 ン 主義 的 革命 軍隊の 特性で あり、 優越 
性であります。 革命 軍隊は まさに、 自身の こうした 政治 思想 的 優越性に よって 技術的に も 数 的に もは るかに 優勢な 
侵略 軍隊を 撃破す る ことができる のです」 

そして 首相は、 全 党員と 人民、 そして 軍隊と 労農 赤衛 隊員の なかで 政治 思想 活動を 極力 強化 させ、 とくに 国め 防 
衛力の 中心と なる 人民軍の 強化に 全力を かたむけた。 
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首相は 社会主義 革命と 社会主義 建設を 指導す る 多忙な なかで も、 人民軍 戦闘 英雄 大会、 人民軍 政治 活動家 会議な 
ど、 人民 軍隊 内の いくつかの 会議と 大きな 事業を 発起、 指導し、 そのたび に 人民軍の 戦闘力 強化の ための 綱領 的 指 
針を あたえた。 

とくに 首相は、 軍隊 内で 「赤い 旗 中隊 運動」 を 提起し、 それを 全軍の 幹部 化、 全軍の 現代化の 方針を つらぬく た 
めの 強力な 推進力と した。 

首相は 一九 六〇年 八月の ある 日の こと、 祖国 解放 戦争の きびしい 戦火の なかで くりひろげられて きた 模範 中隊 創 
造 運動を、 人民軍の 戦闘力 強化の 新しい 要求に そうように 発展させる ための 新たな 構想を もって、 人民軍の ある 区 
分隊を たずねた。 

その 日 も 首相は まず 戦士たち と 会い、 ふるさと や 年令、 家庭の 情況 や 入隊 年月日、 戦闘 経験 や 健康状態な どに つ 
いて やさしく 亡ず ねながら、 かれらの 生活に 肉親 的 配慮を めぐらした。 

「きようは 一つ、 みんなと 相談を してみ ようと 思う が - J 

首相は こう 話題を かえて、 慈愛の こもっ たまな ざしで かれらを 一人ひとり 見 まわしながら、 こうこと ばを つい 
だ。 

「いま 社会では、 勤労者たち が 千里 馬 作業班 運動を くりひろげて いるが、 軍隊で も 『赤い 旗 中隊 創造 運動』 を お 
こしたら どうだろう？ 軍隊では 戦争 中から 模範 中隊 運動を くりひろげて きたが、 これは いまの 実情には 少し あわ 
ない …… 。だから 模範 中隊 運動より いちだんと 高い、 共産主義 教育を 中心とする 『赤い 旗 中隊 運動』 をく りひ ろげ 
た 方が いい」 

首相は、 すべての 軍人を 政治 思想 的に しっかりと 武装し、 軍事 技術的に 準備され た 一つの 鋼鉄の ような 共産主義 
的 赤い 軍事 集団を つくる 巨大な 集団 的 革新 運動の 火を つけたので あった。 
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人民軍 戦士た ちと 語り あう 金 日 成 首相 


首相が 発起した 赤い 旗 中隊 運動は、 やがて 二 
重 赤い 旗 中隊 運動へ、 二重 赤い 旗 中隊 運動は 三 
重 赤い 旗 中隊 運動、 赤い 旗 連隊 運動へ と 発展し 
た。 

赤い 旗 中隊 運動は 全軍 人を 党と 領袖に あくま 
で 忠実な 革命 戦士の 集団に、 たがいに たすけあ 
い、 築き あいながら 共産主義 的に 学び、 生活す 
る 一つの 赤い 家庭に、 軍事 科学と 技術に ょって 
かたく 築かれた たのもしい 戦闘 隊列に する 強力 
な 手段と なった。 

金 日 成 首相は 前線の 兵士を たずね、 かれらの 
戦闘 政治 訓練を 直接 指導した。 

首相は 戦士たち の 手を 一人ひとりに ぎりな が 
ら その 労を ねぎらい、 また 直接い ろい ろと 戦闘 
動作を させて は、 まちがっ たと ころは なおして 
やったり した。 

首相は、 「きみたちが 祖国を りっぱに 守って 
いて くれる ので、 党と 人民は 安心して いる」 と 
いって かれらを はげまし もした。 
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それば かりではなかった" 

首相は 毎年 二 •八 節 (朝鮮 人民軍 創建 日) になる と、 どんなに 忙しくても 必ず 人民軍 戦士たち と 会 -〇 たし、 現地 
指導の 忙しい さなかで も、 人民軍 戦士に 出会う と 自動車を とめて かれらと 握手した。 まことに、 人民軍に たいする 
金 日 成 首相の 愛と 配慮は 格別な ものであった。 

首相は 人民軍を 一騎当千の 軍隊に 育成す るかた わら、 一九 五八 年には、 アメリヵ 帝国主義 侵略者の 侵略 策動に よ 
ってつ くりだされた 複雑 かつ 緊張した 情勢を するどく 洞察し、 ただちに 労農 赤 衛隊を 組織し、 その 戦闘力を 強化す 
る 対策を たてた。 

首相は とくに、 その 隊列を 組織す るに あたり、 除隊 軍人を その 中核と なる よう 関心を はらった。 

首相の 方針に したがって、 多くの 除隊 軍人が 全国の 律々 浦々 で、 都市 や 農村で、 工場、 企業 所 や 協同 農場で、 社 
会 主義 建設を りっぱに おしすすめながら 祖国 防衛に たちあがった。 

首相は 労農 赤 衛隊の 戦闘力を 強める ため、 かれらを 党の 唯一 思想で かたく 武装 させ、 戦闘 訓練を 強化し、 戦闘 技 
術を 身に つけ、 抗日 武装 闘争と 祖国 解放 戦争の 経験を 学ぶ ように 教えた。 そして かれらが、 どんな 複雑な 環境の な 
かで も 自己の 軍事的 任務を りっぱに 遂行で きる ように 育成した。 

一方、 首相は 全国を 難攻不落の 要塞に する ため 全力を かたむけた。 

金 日 成 首相は、 国の 軍事的 威力の 物質的 基礎と なる 後方の 強固 さを、 戦争の 運命と 軍隊の 勝敗を 決定す る 恒久的 
要因と みなし、 これを 強固な ものと する ことに も 関心を はらっ た。 

事実、 いかなる 軍隊 も 軍事 技術 機材 や 軍需 物資 だけでなく、 高い 自覚と 健全な 体力を もった 戦闘員を たえず 補充 
しうる 確固と した 後方な しには、 戦争で 勝利を おさめる ことは できない。 

首相は 人民軍の 後方を もっともた の もしい 階級 的 後方、 もっとも 物質的に 強固な 後方に 強化す る ことによって、 
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人民軍を 全人 民 o' 稹梃 的な， 政治道徳 的 支持と 強力な 物質的 支援を 5 げろ 不敗 0 人民 武力に する よう 方を つくし 
た。 

首相は 人民軍を 援助す る ことに 全 党 的、 全人 民 的な 関心を はらうよう にし、 だれもが 人民軍 将兵を じつの 兄弟の 
ように 愛し、 誠心誠意た すける ことによって、 かれらが 自己の 軍事的 任務を りっぱに 遂行で きる ようにした。 

首相は、 経済 建設と 国防 建設を 並進させる 方針を 強力に おしすすめ、 国を 富強に し、 人民 生活を 向上させる とと 
もに、 国防 建設の ぼう 大な 需要を もみず からの 力で おぎなえる 経済的な 保障を 築き あげた" 

とくに 軍事戦略© に 重要な 地域を しっかり 固め、 軍需工業を 発展 させ、 必要な 物資の 予備を たくわえ ると 同時 
に、 有事の 際には すべての 経済 i 速に 戦時体制に かえ、 戦時で も 生産が 支障な くつ づけら れ るよう 人民軍の 物 
質的 後方を しっかりと 築いた。 

金 日 成 首相の 賢明な 指導の もとに、 党の 偉大な 軍事 路線は りっぱに つらぬか. れた。 

軍隊 内では、 金 日 成 首相の 革命 思想 以外には いかなる 思想 も 知らず、 首相の ほかは だれを も 知らない 党の 唯一 思 
想 体系が 確立され、 すべての 軍人が 領袖と 党を 生命を もって 守り、 領袖と 生死 苦楽を ともに する 決 でみ ち あふれ 
ている。 

人民軍 将兵の 同志的 友愛と 自覚 的 規律、 そして 人民との 血縁 的 連係な どの 高貴な 気風が 人民軍の 全隊 列に みなぎ 
り、 人民軍の 政治道徳 的 優越性は いっそう 高まった。 

人民軍の 軍事 技術 装備は 全般的に 改善され、 指揮官の 指揮 能力が いちだんと 高まり、 その 戦闘力は いっそう 強化 
された ❶ 

人民軍は 最新 兵器に よって 装備され、 全 将兵が みな 現代的な 軍事 科学と 軍事 技術を 身に つけた。 とくに 人民軍は 
日本 帝国主義と たたかって 勝利し、 世界 反動の 元凶 アメリヵ 帝国主義 侵略軍を うちやぶり、 遊撃戦 もやり、 現代 戦 
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も おこなった 豊富な 経験を つんで おり、 いつ、 いかなる 情況の もとで、 いかなる 帝国主義 侵略軍が 攻めて きても、 
それを うちのめす ことので きる 洗練され た 優秀な 用兵術と 戦闘力を もつ 革命 軍隊に 成長した。 

人民軍 隊列の 質的 構成 も 根本的に 変化した。 

人民軍が 創建され た 当時は、 きびしい 革命の 試練の なかで きたえられた 革命的 骨幹が 数千 名し かいなかった が、 
こんにちでは、 抗日 武装 闘争に 参加した 経験 ゆたかな 革命 闘士と ともに、 祖国 解放 戦争の 戦火の なかで きたえられ 
た 革命的 骨幹が 数万 名に 増加した。 

人民軍の 全般的な 隊列 構成に も 質的な 変化が おこった。 

人民軍 隊列は 労働者、 農民、 ィンテリな ど 勤労 人民の すぐれた 子弟たち で、 革命 闘争の 実践の なかで きたえら 
れ 、高い 技術 文化 水準を 所有して おり、 共産主義 的に 教育され た 新しい 世代に よって 編成され ている。 これによ っ 
て 人民軍の 軍人は 最新の 軍事 科学技術で 武装し、 どんな 複雑な 現代的 兵器と 戦闘 技術 機材を もりっ ばに こなせる、 
一騎当千の 幹部 軍隊に 早く 成長す る ことができた。 

これは、 いままで 軍事 建設 分野で おさめた もっとも 大きな 成果で あり、 革命の 勝利を 促進す るう えで かけがえの 
ない 貴い もとでで ある。 

このように 不敗の 武力に 成長した 人民軍に ついて、 金 日 成 首相は 大きな 自負を もって、 朝鮮 人民軍 創建 二十 周年 
記念 宴会で つぎのようにの ベた。 

「栄光に 輝く 抗日 武装 闘争の 革命 伝統を うけつぎ、 祖国 解放 戦争の 豊富な 戦闘 経験を もち、 党の 唯一 思想 体系で 
確固と 武装し、 現代的 軍事 科学技術と 最新式 軍事 技術 機材に よって しっかりと 装備され、 正規の 武力に 成長した 朝 
鮮 人民軍は 必勝 不敗であります」 

金 日 成 首相の 賢明な 指導に よって、 金 民 武装 化と 全国 要塞 化の 課題は 大きな 成果を おさめた。 
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共和国 北半 部の 領空に 侵入して 撃墜され たア 
メリ カ 帝国主義 侵略 空軍 機の 残が い 
共和国 北半 部の 領海に 侵入して 撃沈され た警 
護 艦 第 56 号 

'4 共和国 北半 部の 領海に 侵入して だ捕され 
たア メリ カ 帝国主義の 武装 スパイ 船 r プ エブ 
口」 号と 逮捕された ア メリ カ 帝国主義 侵略者 
たち 


国の 津々 浦々 に 確固と した 防衛 施設が 築かれ、 全国 土が 鉄壁の 要塞と 化した。 

とくに、 豊富な 戦闘 経験と 軍事 技術を もつ 数多くの 除隊 軍人が 全国の 都市 や 農村で、 工場 企業 所 や 協同 農場で 社 
会 主義 建設を りっぱに おこないながら、 祖国を 水 ももら さぬ 防衛 体制で かためる ことにょって、 全人 民 勺、 全国 家 
的 防衛 体系は ますます その 威力を 発揮す るょぅ になった。 

金 日 成 首相の しめした 革命的 軍事 路線が 徹底的に 貫徹され、 北半 部では 全人 民 的 防衛 体系が しっかりとぅ ちた て 
られ 、人民軍と ともに 全人 民が 要塞 化された 陣地と 強固な 後方に 依拠して 祖国を りっぱに 守り、 敵を 追、， はらって 
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南 朝鮮の 解放と 祖国 統一の 革命 偉業を 完遂で きる 万端の 準備を ととのえ ている。 

首相は 確信に みちた 口調で こうのべ ている。 

「われわれは 共和国 北半 部に、 どのような 帝国主義 侵略に も 対処で きる、 鉄壁の 防衛 力を 築き あげたと いう こと 
を 確信を もっていう ことができます」 

これは こんにちの 人民軍が、 アメリカ 帝国主義 侵略者に よって 戦争が ひきおこされた 一九 五〇年 当時の 人民軍で 
はなく、 また 当時の 朝鮮人 民で もない という ことを しめして いる。 

かつてない ほど 成長し、 強化され た 人民軍と 人民の この 威力は、 まさに 新たな 戦争 挑発に 狂奔して いる アメリカ 
帝国主義 侵略 勢力を 決定的に 威圧して おり、 血に 飢えて いる 敵を 恐怖の どん底に つきおとし ている。 

朝鮮 人民軍は、 ごう 慢無 礼に も 北半 部の 領海に 侵入し、 海賊 行為を はたらいた 敵の蒈 S 第五 十六 号を 一擊の も 
とに 撃沈し、 自分たち の 力を 過信して いた アメリカ 帝国主義の 最新 型 武装 スパィ 船 「プエブロ」 号を、 八十 余 名の 
船員と ともに 生 捕りに した。 

これは、 世界の 革命的 人民のは げしい 攻撃の まえで 色を 失った アメリカ 帝国主義 者に くわえた 朝鮮人 民の いま 一 
つの 大きな 打撃で あり、 一騎当千の 不敗の 革命 武力で ある 朝鮮 人民軍の 軍事的 威力の 一大 示威であった。 

これはまた、 徹底した反帝反米的な立場と不屈の革命的意^^をそなえた金日成首相が育てた朝鮮人民軍と朝鮮人 
民の こうまいな 革命 精神の 一大 示威で も あった。 

このように、 アメリカ 帝国主義 侵略者の いわゆる 「世界の 強国」 の 「神話」 は、 ひきつづき 朝鮮で あます ところ 
なく うちくだかれて いる。 

人民軍と ともに 全 朝鮮人 民は、 アメリカ 帝国主義 者の 「報復」 には 報復で、 全面戦争には 全面戦争で こたえ、 血 
にう えた 野獣 どもに、 より 大きな 惨敗を あたえる 烈火の ような 闘志と 決意を みなぎらせて いる。 
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金 日 成 首相の 指導を うける 朝鮮人 民の こうした 確固と した 立場は、 帝国主義 強盗 どもを どのように こらしめ、 真の 
平和と 祖国の 安全を どのように 守るべき かを、 全世界の 人民の まえに 実践的な 模範を もってしめ したので あった。 

北半 部に 築かれた 鉄壁の 防衛 力は、 白 頭の 吹雪の なかで、 密林の かがり 火の そばで 朝鮮の 前途を 構想し、 人民 武 
力 建設の 基礎を つちかって きた 金 日 成 首相の 遠大な 構想の あらわれ であり、 首相の 偉大な 主体 思想、 卓越した 軍事 
思想の 輝かしい 勝利で あり、 人民 武力 建設の ために ささげた 首相の 貴い 努力と あたたかい 配慮の 結実で ある。 

朝鮮人 民は、 首相の 賢明な 指導の もとに 鉄壁の 防衛 力を 築いた からこ そ、 複雑 かつ 緊張した 情勢の なかで も、 み 
ずからの 力に よって 社会主義 祖国の 安全と 革命の 獲得 物を りっぱに 守って おり、 祖国 統一と 朝鮮 革命の 全国的 勝利 
を 確固と 保障して いるので ある。 ここに、 世界の 真の 共産主義者たち と 革命的 人民から、 反帝 闘争の 模範と して か 
ぎりない 尊敬と 信頼を うけてい る 金 日 成 首相の 偉大な 側面が あるので ある。 

7 偉大な 文献 一 十 大政 綱 

北半 部の 人民は、 革命的 高まりで わきかえって いる さなかで、 人民 主権を 磐石の ようにう ちかた める 一九 六 七 年 
十一月 二十 五日の 最高 人民 会議 代議員 選挙を むかえた。 

祝日 一色に 飾られた 街路と 村の 選挙 場は、 早朝から 選挙民で わきかえって いた。 

首相と 党の 指導を うけ、 g 由で 富強な 楽園を 建設した 有権者たち は、 だれもが 共和国の 公民と なった 誇りと よろ 
こびを おさえ きれず、 歌を うたい、 踊りに わきたった。 

この 日、 敬愛す る 指導者 金 日 成 首相は、 ピョンヤン 市大城 区域 第 七十 八 — 区 選挙 場で 投票した。 

三 神 炭鉱の 労働者と 選挙民は、 自分たち の 選挙区から 推せん した 最高 人民 会議 代議員 候補で ある 三 神 炭鉱の 功 熱 
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鉱夫を えらぶ ため、 わざわざ でむいて 投票す る 敬愛す る 指導者に 最大の 栄光を ささげた。 

一方、 黄海 製鉄所の 労働者を はじめ 松林 市の 選挙民は、 金 日 成 首相を 自分たち の 選挙区から 最高 人民 会議 代議員 
候補に 推薦した ことを かぎりない 誇りに 思い、 興奮の なかで 敬愛す る 首相に 熱烈な 忠誠の 一票を 投じた。 

全国の すべての 有権者たち は、 首相と 党にたい する かぎりない 忠誠 心と 人民 政権にたい する 積極的な 信頼の 情を 
もつて、 公民と しての ほまれ 高い 義務を 遂行した。 

全国 四百 五十 七 か 所の 選挙区で、 選挙人 名簿に 登録され た 全 選挙 者の 一〇 〇パー セントが 選挙に 参加し、 しか 
も、 その  一〇〇 パー セントが 各 選挙区で 登録され た 最高 人民 会 _ 代議員 候補者に 賛成 投票を おこなつた。 

ひきつづき、 十一月 三十日に おこなわれた 各 級 人民 会議 代議員 選挙に も、 全 選挙 者の 一〇 〇パー セントが 参加 
し、 一〇〇 パー セントが 賛成 投票を するとい う 歴史的な 勝利を おさめた。 

これは、 やはり 一〇 〇パー セント 参加し、 一 〇 〇パー セント 賛成 投票を した 一九 六 三年の 第三 期 最高 人民 会議 お 
よび 各 級 人民 会議 代議員 選挙と ともに、 偉大な 首相の 賢明な 指導を うける 朝鮮人 民の 輝かしい 歴史に 黄金の 文字で 
しるされる いま 一つの 輝かしい 勝利で あつた。 

世界の 選挙 史に は、 かつて このような 例がなかつた。 これは 人類の 歴史上 唯一の、 人民が 自己の 指導者の 革命 思 
想で かたく 武装し、 一つの 思想で 団結した 不敗の 革命 隊列を もつ 朝鮮 だけに 見られる 偉大な 出来事であつた。 

この ことによつて 朝鮮人 民 ば、 金 日 成 首相と、 首相が 指導す る 党と 政府にたい する かぎりない 忠誠と 絶対的な 支 
持を いま 一度 ひろく 宣言し、 首相が しめす 革命 課題を 水火を もい とわず 必ずな しとげる という 戦闘的な 決意を 示威 
したので ある。 

全国 土が 選挙で おさめた 偉大な 勝利の 誇りと よろこびにつつ まれて いた 十二月 十四日、 ピ 3 ン ヤンでは、 歴史的 
な 最高 人民 会議 第 四 期 第一 回 会議が ひらかれた。 
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会議が ひらかれる ビョン ヤン 大 劇場は、 全国 各地から えらばれた 最高 人民 会議 代議員と 傍聴 者に よって うずめつ 
くされた。 各国の 外交 代表 も 来賓席に ついた。 

午後 四時、 敬愛す る 指導者 金 日 成 首相が、 党と 政府の 指導 幹部と ともに 満面に 笑みを うかべながら 主席 壇に あら 
われた。 

参加者た ちが おくるわれん ばかりの 万歳の 歓呼と 拍手は、 いつまでも 場内を ゆり 動かした。 それは 党と 人民 政権 
の 創建者で あり、 指導者で ある 金 日 成 首相にたい する 絶対的な 信頼と 忠誠 心に 燃える 全人 民の 心情を つたえた 熱烈 
な 歓呼であった。 

会議は、 首相の 賢明な 指導の もとに、 人民 政権が もたらした 偉大な 勝利と 成果を たたえる 代議員の 熱の こもった 
討論に よって 最初から 感激と 興奮の なかで すすめられた。 

最高 人民 会議は、 敬愛す る 指導者 金 日 成 首相を 朝鮮民主主義人民共和国の 国家 首班に、 内閣 首相に ふたたびむ か 
え、 首相が さししめした 新しい 内閣 組織 案を 全員の 賛成に よって 承認した。 これは、 首相にたい する 全 朝鮮人 民の 
絶対的な 支持と 信頼の 明確な 表示であった。 

金 日 成 首相を 首班と する 新 内閣が 組織され たという ニュ ースが 新聞 や ラジオを つうじて 知らされ ると、 国中から 
感激の 歓 尸が わきおこった。 

世界の 多くの 新聞 も、 「四千 万 朝鮮人 民の 偉大な 指導者」 、「民族的 英雄」、 「朝鮮人 民の 解放 者」、 「国際 共産主義 
運動 および 労働運動の すぐれた 指導者」 、「アジア、 アフリカ、 世界で もっとも 卓越した、 もっとも 偉大な 歴史的 闘 
土」、 「世界の 被压迫 人民の 偉大な 友」 などの 大 見出しを かかげ、 金 日 成 首相が 内閣 首相に ふたたび 推戴され たこと 
を大々 的に 報道し、 祝った。 

金 日 成 首相は、 最高 人民 会議で 歴史的な 共和国 政府 政綱 『国家 活動の すべての 分野で 自主、 自立、 自衛の 革命 精 
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神を より 徹底的に 具現し よう』 を 発表した。 

金 日 成 首相は 政綱で、 一貫して 堅持して きた 偉大な 主体 思想と、 それが 具現され た 党の 路線と 政策の 革命的 内 
容 、革命と 建設に おいて 主体 思想が もつ 巨大な 意義を 全面的に 深く 解明し、 $ 実践で 主体 思想を 具現す るた めの 
党と 政府の 活動を 総括して、 今後 国家 活動の すべての 分野で、 自主、 g 立、 自衛の 革命 精神を より 徹底的に 貫徹す 
るた めの 綱領 的な 課題を 明らかにした。 

首相は、 十 か条 からなる 共和国 政府 政綱で、 北半 部に おける 革命と 建設を 促進し、 朝鮮 革命の 全国的 勝利を 早め 
るた めの 綱領 的 課題を つぎのようにし めした。 

一、  共和国 政府は、 わが 党の 主体 思想を あらゆる 部門に わたって りっぱに 具現す る ことにより、 国の 政治的 自主 
性を 強固に し、 わが 民族の 完全な 統一 独立と 繁栄を 保障す る ことので きる 自立 的 民族 経済の 土台を より 堅固に 
し、 自力に よって 祖国の 安全を りっぱに 守れる よう、 国の 防衛 力を 強化す るた めの 自主、 自立、 自衛の 路線を 
徹底的に 貫徹す るであろう。 

二、  共和国 政府は、 人為的な 国土の 両断と 民族の 分裂に よる 現在の ような わが 人民の 不幸を 一日 も 早くな くし、 

南 朝鮮人 民を 解放し、 祖国 統一を 実現す るた めに、 北半 部の 人民を つねに 南 朝鮮人 民の 聖なる 反米 救国 闘争を 

支援し、 革命的 大事 変を 主動的に むかえる ことができ るよう 精神的に、 物質的に しっかり 準備させる であろ 
50 

三、  共和国 政府は、 朝鮮 労働党の 指導の もとに、 思想 革命と 文化 革命を より 強化し、 労働者階級の 指導 的 役割を 
高め、 農民と ィンテリを はじめと する 社会の あらゆる 成員を 革命 化、 労働者階級 化する ための たたかいを 強力 
に 展開す るであろう。 


336 


7 偉大な 文献 - h 大政 綱 


四、  共和国 政府は、 人民 政権の 機能と 役割を 高め、 広 はんな 人民 大衆を 革命と 建設に 積極的に ふるいたたせる た 
め、 国家、 経済 機関の 活動家の なかで 官僚主義を なくし、 革命的 大衆 観点を 確立させる ようにす るであろう。 

五、  共和国 政府は、 朝鮮 労働党の 社会主義 工業化 政策を ひきつづき 堅持し、 人民 経済の すべての 部門で 技術 革命 
を 実現させる ためにた たかう ことにより、 国の 自立 的 民族 経済の 土台を 強化して 人民 生活を いっそう 高め、 勤 
労 者を 苦しい 労働から 解放す る 栄誉 ある 課題を 遂行す るであろう。 

六、  共和国 政府は、 朝鮮 労働党の 主体 思想に しっかりと 依拠し、 国の 科学技術の 発展を 促進し、 社会主義 的 文化 
を 建設す るた め、 ひきつづき 頑強に たたかう であろう。 

七、  共和国 政府は、 現在 かもしだされて いる 情勢に 対処して、 国の 防衛 力を より いっそう 強化し、 積極的に、 全 
人民 的な 防衛 態勢を ととのえる ために 全力を つくす であろう。 

八、  朝鮮民主主義人民共和国 政府は、 白 力 更生の 旗の もとに、 自力と 内部 源泉を 最大限に 動員し、 自立 的 民族 経 
済を 建設す る 路線を ひきつづき 堅持しながら、 ブロ レ タリア 国際主義の 原則と 完全な 平等 および 互恵の 原則に 
もとづいて 他国と 経済 関係を むすび、 対外 貿易を 発展 させて ゆく であろう。 

九、  朝鮮民主主義人民共和国 政府は、 海外に いるすべ ての 朝鮮 同胞の 利益と 民族的 権利を 擁護す るた め、 積極的 
にたた かう であろう。 

十、 われわれは、 朝鮮民主主義人民共和国が 創建され た その 日から、 帝国主義の 侵略に 反対し、 わが 人民の 自由 
と 独立を 尊重し、 わが国と 平等な 立場で 国家 関係を むすぶ ことを のぞむ すべての 国ぐ にと 親善 関係を 強める こ 
とを 終始一貫して 明らかにして きたし、 これから も ひきつづき 対外政策の 分野で、 この 原則を L っかりと 堅持 
して ゆく であろう。 
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政綱で 前面に うちだされた おもな 課題は、 党の 主体 思想を 具現し、 政治に おいて 自主性を かたく 守りながら、 経 
済 建設と 国防 建設の 分野で 自力 更生の 革命的 原則を 貫徹し、 党の _ 立 的 民族 経済 路線と 自衛 路線を ひきつづき 忠実 
におし すすめ、 国の 経済的 威力と 経済的 自立 性を 堅固に し、 自衛 力を いっそう 強化す る ことで ある。 

政綱は、 主体 思想を 国家 活動の すべての 分野に おいて、 ょり 徹底的に 具現 するとい う 基礎の もとに、 南 朝鮮 革命 
と 祖国 統一の 偉業を 一日 も 早くな しとげる ための たたかいに 全力を かたむける 革命的 立場を 明らかにした。 

これは 朝鮮の 革命 偉業の 勝利の ため、 アメリヵ 帝国主義に 反対し、 あくまでた たかう という 反帝 反米 的な 革命的 
立場と、 そして 堅固な 主体的 立場と、 不屈の 意志と、 確固と した 信念を そのままし めした ものである。 

政綱は、 朝鮮 革命の 全国的 勝利を 早める ため 社会主義 建設で、 共和国 北半 部の 人民に 課せられた 政治、 経済、 軍 
事 的 課題を 具体的に 明らかにした。 

政綱は、 共和国 政府の 自主的で 原則的な 対外政策を いま 一度 明らかにして、 反帝 反米 闘争を 強化し、 朝鮮 革命の 
国際的 連帯 性を いっそう 強固な ものと する ための 課題を しめした。 

政綱には、 対外 的な 経済的 連係を 発展させる ことにつ いて、 共和国 政府が 一貫して 堅持して いる 確固と した 立場 
が 明らかにされて おり、 世界 社会主義 市場の 意義と その 役割、 対外 経済活動に おいて 社会主義 国家が 堅持し なけれ 
ばなら ない 原則が 解明され ている。 

金 日 成 首相が 発表した 共和国 政府の 偉大な 十 大政 綱は、 主体 思想を 共和国 政府の 対内 外 政策に みごとに 具現した 
国家 活動の 指針で あり、 朝鮮 革命の 勝利の 前途を 明るく 照らす 綱領 的 文献で ある。 

政綱は 主体 思想に 徹底的に 立脚し、 朝鮮 革命の 偉業の 勝利と 国際 革命の 大業の 勝利を かちとる ため、 必ず 解決し 
なければ ならない 原則的な 諸問題にたい して 深奥な 科学的、 理論的 解明を あたえた 現代の 卓越した マルクス •レー 
ニン 主義 文献で あり、 と 同時に、 社会主義、 共産主義 建設の 道を 科学的に 明らかにする ことにょり、 マルクス •レ 
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—  -1 ン 主義の 思想 理論の 宝庫を いっそう 豊富に し、 国際 共産主義 運動の 実践的 経験を 発展 させ、 豊富な ものと する 
偉大な 文献で ある。 

政綱を つらぬい ている 基本 思想は、 金 日 成 首相の 偉大な 主体 思想で ある。 

思想に おける 主体、 政治に おける 自主、 経済に おける 自立、 国防に おける 自衛の 原則で 一貫してい る 金 日 成 首相 
の 主体 思想は、 マルクス •レ 1 ーン 主義の 革命的 原則と 革命 精神からで たもので あり、 首相が 指導す る 朝鮮 共産 主 
義 運動の 実践的 経験と、 国際 革命運動の 歴史的 経験を 一般化した 首相の 革命 思想の 真髄と なって いる。 

これは 朝鮮 革命を 勝利へ と 導く、 もっとも 正しい 指導 思想で あり、 現代の マルクス •レ ーニン 主義の 最高峰で あ 
る。 

これは また、 労働者階級の 革命 偉業を 遂行す るう えで、 個々 の 国の 共産主義者と 革命的 人民に 力強い 革命的 武器 
を あたえ、 社会主義、 共産主義を 建設す るた たかいで 普遍的 意義を もつ 革命 思想で ある。 

主体 —— 、これは まさに、 革命と 建設に おいて 守らなければ ならない 共産主義者の 根本的 立場で あり、 S なの 
である。 

金 日 成 首相は 政綱で、 主体 思想の 革命的 本質と 专 I を 明らかにしながら、 主体を うちたてて こそ 革命と 建設で 勝 
利を おさめる ことができ ると、 つぎのように のべて いる。 

「主体を しっかりう ちた てて こそ、 事大主義 や 教条主義に 反対し、 マルクス •レ ー ーー ン 主義の 普遍的 真理と 他国 
の 経験を 自国の 歴史的 条件と 民族： S 特性に あうよう に 創造的に 適用して ゆく ことができ、 他人に たよろう とする 依 
存心を なくし、 自力 更生の 精神を 発揚して、 自分の ことは あくまでも 自分が 責任を もって 自主的に 解決して ゆく こ 
とがで き、 したがって 個々 の 国は、 自国の 革命 偉業と 建設を 成功裏に おしすすめる ことができる のです」 

主体 思想は、 日本 帝国主義と アメリヵ 帝国主義に 反対して たたかって 勝利した 革命 闘争の 嵐の なかで、 自然と 社 
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会を 改造す る 偉大な 革命と 建設の 試練の なかで 点検され、 勝利して きた 偉大な 思想で ある。 こ 0 ために、 首相の 主 
体 思想は 不敗の 威力と 巨大な 生命力を もって おり、 その 光は 燦然と 輝いて いるので ある。 

金 日 成 首相に よって 創造され た 主体 思想は、 首相が $ 叩 闘争に 身を投じた 当初から こんにちに いたる まで、 四十 
余 年の 血のに じむ 革命 闘争の 過程に おいてより いっそう 発展し、 豊富と なった。 

じつに 朝鮮 革命に おいて、 主体を 確立す るか 否かと いう ことは、 その 運命を 左右す るヵギ となる 問題で あっ 
た。  , 

金 日 成 首相は、 政綱で こうのべ ている。 

「わが国が おかれて いる 地理 的 位置と 環境、 わが国の 歴史 発展の 特殊性、 そして われわれの 革命の 複雑さと 困難 
さに よって、 主体を 確立 するとい うことは、 われわれに 特別 重要な 問題と して 提起され ております。 主体を 確立す 
るか どうかと いう ことは、 われわれの 革命の 勝敗を 左右す るヵギ となる 問題で あり、 わが 民族の 興亡を 決する 死活 
的な 問題であります」 

金 日 成 首相は、 朝鮮 革命の 対内 外的 環境と 国の 実情を 深く 洞察し、 主体を 確立す る ことに 第一義 的な 関心を む 
け、 主体 確立の ための 偉大な 方針を うちだし、 その 貫徹の ために 精力 的な たたかいを くりひろげて きた。 

金 日 成 首相は、 マルクス •レ 丨- ーン 主義の 原則に しっかりと 立ち、 朝鮮 革命が 提起す るすべ ての 問題を 自主的 
に、 国の 具体的 現実に あうよう に、 そして おもに 朝鮮人 民 _ 身の 力に よって 解決す るた め 全力を つくした。 

革命が いかに 困難であろう とも、 革命の 主人で ある 朝鮮の 共産主義者と 朝鮮人 民の 力に よって、 朝鮮 革命を 必ず 
完遂し なければ ならない という こと、 これは 首相の かたい 信念で あり、 ゆるぎない 立場であった。 

首相は 朝鮮 革命にたい する 高い 責任感を もって、 朝鮮人 民の 革命 闘争と 建設を 正しく 指導す るた めに 主体を 確立 
し、 マルクス •レ ー ニン 主義を 国の 現実に 創造的に 適用し、 いっそう 発展させる 独創的な 立場を つねに 守って き 
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か。 

首相は、 党の 自主的な 路線と あらゆる 政策を たてる ときは、 つねに 朝鮮 革命の 要求と 国の 具体的 現実を まず 考慮 
した 。そして マルクス •レ 11 ン 主義の 原則と 国の 現実に あい、 朝鮮 革命を 成功裏に 発展させる のに 役立つ もので 
あれば、 どんな 既存の 公式 や 命題に もし ばられ ず、 大胆に それを おしすすめた。 

首相は、 他国の 革命と 建設の 経験を 尊重しながら も、 それには つねに 批判的に 対処した。 

有益な 経験は うけいれ、 不必要で 有害な 経験は うけいれなかった。 他国の 経験を うけいれる ときで も、 それを 朝 
鮮の 実情に あうょう に 改造し、 変形しながら うけいれた。 

金 日 成 首相は、 こうした 主体的 立場を 堅持して •革命 発展の 各 時期 ごとに 賢明で 独創的な 革命 路線と 政策を しめ 
し、 遠大で 深遠な 洞察力と 不屈の 意志、 強 じんな 革命的 展開 力で もって 朝鮮 革命が 提起す るすべ ての 問題を 成功 裏 
に 解決した のであった。 

まことに、 金 日 成 首相の 偉大な 主体 思想と 洗練され た 指導が あった からこ そ、 朝鮮人 民は、 解放 後 新しい 祖国 建 
設の 第一歩を 踏み だした あの 困難で 複雑な ときに も、 また アメリヵ 帝国主義を 頭目と する 十六 か 国の 武力 侵略者に 
反対し、 祖国の 自由と 独立を 守る 偉大な 祖国 解放 戦争のと きに も、 そしてす ベての ものが 破壊され、 なにから どう 
手を つけて いいの か 途方に 暮れて いた 戦後の あの 困難な ときに も、 勇気を 失わず、 革命 勝利の 前途を 確固と 見 わた 
したし、 万難を排して 革命と 建設で 輝かしい 勝利を おさめる ことができた ので ある。 

朝鮮人 民は 実生活を とおして、 ひたすら 金 日 成 首相の 偉大な 主体 思想を 身に つけ、 首相の 卓越した 指導に したが 
ってつ きすす むと き、 いかなる 風波と 試練 も、 いかなる 敵 も おそれる ことなく、 必ずょり 大きな 勝利を おさめる こ 
とがで きる という 信念を かためた。 

金 日 成 首相の 主体 思想の 本質的 要求の 一つは、 革命と 建設の すべての 問題を 自分の 頭で 考え、 自国の 実情に あう 
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ように 解決して ゆく 創造的 立場を 守る ことで ある。 これは、 マルクス •レー ー I ン 主義の 一般的 原則と 他国の 経験に 
たいする 確固と した 自主的 立場を しめして いる。 

金 日 成 首相は、 つぎのように のべて いる。 

「主体と いうのは、 すべての ことを わが国の 実情に あうよう にして ゆき、 マルクス •レー  ー I ン 主義の 一般的 原則 
と 他国の 経験を われわれの 実情に あうよう に、 創造的に 適用して ゆく ことを 意味し ます」 

朝鮮の 共産主義者は、 朝鮮で 革命を している ので あり、 朝鮮の 共産主義者に あたえられた 基本 任務は、 朝鮮 革命 
を 朝鮮の 現実に そって りっぱに おこなう ことで ある。 

^^^人づぃ^^由 #| ^( 教 #1 泛如 <| ^ 5^|^^5^ 1 1) |}^^^5^^ ^| か ら— 

る ことができる ので ある。 

金 日 成 首相の 主体 思想は、 マルクス ♦レ 1 ーン 主義の 原則に しっかりと 依拠し、 自分の 頭で 考え、 自分 〇. 独創的 
な 信念と 判断に もとづいて、 自分の 実情に あうよう に 自主的に、 革命 路線と すべての 政策を 規定し、 実践す る こと 
によっての み、 革命と 建設で 勝利を おさめる ことができる という ことを 教えて いる。 

個々 の 国は、 おた がいに 異なった 環境と 歴史的 条件に おかれて おり、 個々 の 党は、 自国の 具体的な 環境と 条件 か 
ら革命 と 建設を すすめて いる。 したがって、 革命 闘争と 建設には どこの 国、 どの 時期に おいても、 そのまま 模倣を 
して 機械的に 移し かえれば いいと いう 既成の 公式 や サン ブルな どは ないし、 また あるべき もので もない。 

かりに 独自の 思考力が 少しもなくて 既存の 公式に 教条 的に とりつかれたり、 他人の 経験に 盲目的に したがったり 
する だけでは、 重大な 失敗と 破綻を まぬがれなくなる。 

り 労働者階級の 党は、 主体 思想を いつ、 いかなる 境遇に おいても 確立して いて こそ、 確 0 とした 主 見を もって マル 
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金 日 成 首相が 発表 した 共和国 政府の 十 大政 綱を たたえる 国際的な 反響を 報じる 新聞 


クス •レ ーニン 主義の 道に そって 前進す る ことが 
できる ので ある。 

金 日 成 首相の 主体 思想の 本質的 要求の いま 一つ 
は、 革命と 建設で 提起され る あらゆる 問題を 他人 
の 力を かりてで なく、 自分自身が 責任を 負い、 主 
として 自力に よって 解決す る 自主的 立場を 堅持す 
る ことで ある。 

これは、 個々 の 国の 革命は その 国の 内部の 要因 
によって おこり、 したがって 革命 勝利の 決定的 要 
因 も、 あくまで その 国の 主体的な 力量に よる もの 
であると いうと ころから きている。 

金 日 成 首相は かつてこう 教えて いる。 

「朝鮮 革命の 主人は、 わが 党と わが 人民で あり- 
朝鮮 革命 勝利の 決定的 要因 も、 われわれ 自体の 力 
である。 他人にたい する 依存 心を もっていて は、 
革命を おこなう ことは できない し、 他人が、 われ 
われの かわりに 朝鮮 革命を なしとげて くれないと 
いう ことは、 わかりきった ことで ある。 革命に お 
いては 国際的な 支持 声援 も 重要で あるが、 なによ 
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り も 主人で ある われわれ 自身が 努 ■方し、 たたかって こそ 革命を 前進させる ことができる し、 勝利へ と 導く ことが で 
きる ので ある」 

首相の このような 信念と 主体的 立場は、 朝鮮 革命を 朝鮮人 民の 力に よって 最後まで やりとげようと いう、 確固と 
した 革命 精神を しめして いる。 

金 日 成 首相の 主体 思想は、 個々 の 国の 革命の 主人は その 国の 共産主義者と 人民で あり、 したがって、 共産主義者 
は 自国の 革命と 建設に おいて、 主人と しての 立場を しっかりと 守らなければ ならず、 自国の 人民の 力を 信じ、 自力 
によって たちあがろう とする 自力 更生の 革命 精神を 発揚して こそ、 革命 偉業を 勝利のう ちに 完遂で きる の だとい う 
ことを 教えて いる。 

これは、 マルクス •レ ー ーー ン 主義の 原則から 直接で てく る もので あり、 ブロ レ タリア 国際主義の 原則に もそう も 
ので ある。 

自力 更生の 革命 精神がなければ、 自分の 力を 信じな くな り、 自国の 内部 源泉を 動員す るた めの 努力 もしな くな っ 
て、 結局、 革命 闘争で 献身 性と 不屈の 革命的 意志が 発揮され なくなる。 こうな れば 他人にたい する 依存 心が おこ 
り、 結局は、 革命と 建設を 失敗させる ことになる。 

労働者階級の 党は、 主体 思想に 確固と 依拠して、 自力 更生の 革命的 旗 じる しの もとに 自国の 人民の 革命的 熱情と 
創造力を 正しく ふるいたたせて こそ、 革命 闘争と 建設を 成功裏に おしすすめる ことができ るので ある。 

金 日 成 首相が 明らかにした 共和国 政府 政綱に 一貫してい る 偉大な 主体 思想と、 それを 具現した 自主、 自立、 自衛 
の 革命 路線は、 社会主義、 共産主義に むかう 労働者階級の 党と 革命的 人民が 必ず 堅持し なければ ならない 偉大な 革 
命 思想で あり、 革命 路線で ある。 

じつに、 金 日 成 首相の 主厍 思想と それに もとづく すべての 革命的で 創造的な 原則と 命題は、 労働者階級の 革命 偉 
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讓議: 


' 


業の ための たたかいで 普遍的 意義を もつ も 
ので ある。 

とくに 政綱で 明らかにされて いるよう に、 
民族 国家の 単位と なる 社会主義の 物質、 技 
術 的 基礎のう ちかた めと、 民族 問題解決の 
原則的 方法、 全社 会の 革命 化、 労働者階級 
化と その 方法、 世界 社会主義 市場の 意義と 
社会主義 国が 対外 活動に おいて 守らな けれ 
ばなら ない 原則的 態度な どを はじめ、 すべ 

ての 命題は、 マルクス •レー ニ ン 主義の 思 

想と 理論の 発展に 卓越した 寄与と なる もの 
である。 

まことに、 あらゆる 点から して、 十 大政 
綱は マルクス •レー ニン 主義を いっそう 発 

展 させ、 より 豊富に する もっとも 科学的で 
革命的な 偉大な 文献で ある。 

偉大な 政綱は、 朝鮮人 民を 主体 思想に よ 
って いっそう 徹底的に 武装 させ、 かれらに 
明確な 闘争 目標と 展望を 明らかにし、 強力 
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金 日 成 首相が 発表した 共和国 政府の 十 大政 綱を 高く かかげ 千 
里 馬の 大 進軍を 力強く おしすすめる ことを 全人 民に 訴える 新聞 


第 四 章 革命 基地を 不敗の 要塞に 


な 思想 的、 理論的、 実践的 武器を あたえた。 

それは、 祖国の 自主 統一の ためにた たかって いる 全 朝鮮人 民に 不屈の 革命的 意志と 力の 源泉を あたえる 旗 じる し 
となって おり、 アメリヵ 帝国主義を 頭目と する 革命の 敵には、 戦慄と 恐怖、 不安に おののかせる おそろしい 爆弾と 
なつて いる。 

それば かりで なく、 政綱は 国際的に も、 帝国主義と 相対して 勇敢に たたかって いる 革命的 人民に 勝利の 信念と 勇 
気を いっそう 高め、 かれらの 反帝 反米 的で 自主的な たたかいを 鼓舞す る 灯台と なって いる。 

だから こそ 十 大政 綱は、 世界の 革命的 人民の なかで、 嵐の ょうな 反響を ひきつづき まきおこして いるので ある。 

世界の 多くの 新聞は、 金 日 成 首相の 肖像を 丁重に のせ、 首相が 明らかにした 十 大政 綱を 特筆大書して 報道して お 
り、 首相の 偉大な 主体 思想に ついて 数多くの 論説を のせて いる。 

世界の 多くの 革命家と 人民は、 金 日 成 首相が 発表した 共和国 政府 政綱を、 「こんにちの 『共産党宣言』」 、「社会 主 
義 建設 理論に おける 一つの 古典、 マルクス •レー ニン 主義 宝庫に 貴重な 貢献」、 「全世界の 政治家の ための 教科書、 
歴史的で 鼓舞 的な テ ー ゼ」 、「全世界の 人民の 闘争の 前途を 照らす 貴い 太陽」、 「反米 民族 解放の ため、 世界平和 のた 
めた たかう 全世界の 人民の 闘争 綱領」 とほめ たたえながら、 金 日 成 首相を 「世界の 人民を 反帝 反米 闘争と、 自主と 
独立に 導く 卓越した 指導者」 とかぎ りなく 尊敬し 慕っ ている。 

じつに 四千 万 朝鮮人 民の 偉大な 指導者 金 日 成 首相の 偉大な 主体 思想は、 全世界に その 光を 放ち、 燦然と 輝いて お 
り、 「世界の すべての 革命家が 具現し なければ ならない 革命 思想」 となって いる。 

世界の 革命的 人民と その 組織の 指導者たち は、 こぞって 朝鮮民主主義人民共和国の 政府 政綱から 金 日 成 首相の 偉 
犬な 主体 思想を 学ばなければ ならない、 とのべて いる。 

チリ ー 社会党 中央 委員で あり、 三 大陸 人民 団結 機構 執行 書記局の チリ ー 代表は、 自分の 確固と した 》 念を 談話で 
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こう 発表して いる。 

「世界 革命の 偉大な 指導者で ある 金 日 成 同志は、 政府 政綱で、 われわれ 革命家が 反帝 闘争で 守らなければ ならな 
い^ K と 立場を 明確に 教えて いる。 まさに、 この 偉大な 歴史的 文献は、 ただ 朝鮮人 民の 革命と 建設に おいて 必要な 
文献で ある ばかりでなく、 わが チリ ー 人民と、 そして アメリヵ 帝国主義の 隸属と 搾取を うけてい るすべ ての 人民の 
生活と 闘争の 旗 じる しとなる 貴重で 歴史的な 文献な ので ある。 われわれ 革命家は、 金 日 成 同志が 教えた この 貴い 主 
体 思想と 自力 更生の 革命 精神を 学び、 また これを 手本と しなくて はならない。 これを 手本と して こそ、 東方で 輝い 
ている 朝鮮の ように、 各国が 自分の 力で 革命を おしすすめる ことができる ので ある。 だから 金 日 成 同志の この 革命 
思想は、 まさに われわれ 革命家に とって 千金よりも 貴重な 旗 じる しとなる ので ある」 

マリ •スー ダン 連盟 党の ある 指導 的 幹部は、 自分の 信念を こう 語って いる。 

「政綱の なかに 一貫して いる 思想で あり、 金 日 成 同士 心が 明らかにした 朝鮮 労働党の 主体 思想は、 マルクス. レ— 
ニン 主義にたい する もっとも 重要で、 もっとも 決定的な 寄与と なって いる。 主体 思想は、 たたかう ことを 決心した 
人民に とって もっとも 革命的な 路線で ある。 革命を おこなう 人民は、 主体 思想に よって 自国の 革命を 遂行し なけれ 
ばなら ない。 主体 思想 こそ、 世界の あらゆる 革命家が 具現し なければ ならない 革命 思想で ある。 われわれは この 思 
想で 武装す る ことによっての み、 帝国主義 者に うち 勝つ ことができる。 主体 思想で かたく 武装した 人民は、 帝国 主 
義者 のい かなる 策動もう ち やぶる ことができる。 わたくしは 朝鮮人 民の すべての 勝利の ヵギ が、 まさに この 主体 思 
想に あると 思う」 

金 日 成 首相の 偉大な 主体 思想を みごとに 具現した 十 大政 綱は、 その内 容と$ 叩 的 原則が 確固と した 真理で ある こ 
とに よつ て、 不敗の 威力と 大きな 生命力を 発揮して いる。 

北半 部の 全人 民は、 偉大な 十 大政 綱を 高く かかげ、 経済 建設と 国防 建設で 新しい 革命的 大 高揚の 炎を 燃やし つづ 
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けて いる。 

この 偉大な 政綱が 実現され ると き、 政治に おいて 自主的で、 経済に おいて 自立 的で、 国防に おいて 自衛 的な 朝鮮 
民主主義 人民 共和国は、 いっそう 富強で 威力 ある 社会主義 強国と かわる であろうし、 南 朝鮮 革命と 祖国の 自主的 統 
一の ための 朝鮮人 民の たたかいは、 必ずや 歴史的な 勝利を おさめる ことであろう* 
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1 崇高な 使命、 卓越した 構想 


第五 章  「分 断され た 祖国を つぎの 世代に ゆずりわたす こ 

とはで きない」 

1 崇高な 使命、 卓越した 構想 

四千 万 朝鮮人 民の 偉大な 領袖 金 日 成 首相は、 国の 北半 部に おける 社会主義、 共産主義 建設の 偉業を 導きながら、 
つねに、 アメリヵ 帝国主義 侵略者に 踏みに じられ ている 受難の 地 I 南半 部の ことを 忘れなかった。 

共和国 北半 部に おける 革命と 建設に かんする 首相の すべての 路線と 政策の 基底には、 民族 分裂の 悲劇を 一日 も 早 
く 終わらせよう という 燃える ような 熱情が、 大河の ようにとうと うとして 流れて いた。 

首相は 分 断され た 祖国を 統一し、 うるわしい 祖国の 山河に、 かぎりなく 美しい 人民の 楽園で ある 社会主義、 共産 
主義 社会を 建設す る ことを、 もっとも 重大な 気高い 歴史的 使命と みなし、 その 使命を まっとう すべく、 あらゆる 努 
力を 惜しまなかった。 

首相は、 抗日 武装 闘争の 時期に 早く も、 朝鮮 共産主義者の 闞 争 目的に ついて つぎのように のべて いる。 

「山うる わしく 水 清い わが 祖国の 地に、 圧迫と 搾取の ない 社会を 建設し、 ゆたかな 資源を われわれの 力で 開発 
し、 全人 民が 自由で ゆたかに 暮らせる ようになれば、 どんなに 生きが いが あって、 幸福な ことでしょう。 われわれ 
がい ま 血を 流して たたかう 終局の 目的 も、 また、 まさに ここにあります。 …… これは 空想ではありません。 われ わ 


349 
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れ共 者の 理想は 科学的で あるが ゆえに、 それが 必ず 実現され るであろう ことは、 疑う 余地が ありません」 

この ことばには、 朝鮮 革命にたい する 首相の 遠大な 理想が こめられて いる。 

金 日 成 首相は、 十五 星霜に わたる あの 困難な 抗日 武装 闞 争の 日々 に、 まさに この 信念で 遊撃隊員を 教育し、 鍛練 
したし、 また この 信念で 自由自在に 天才 的な 戦術を 創造し、 栄え ある 抗日 武装 闘争を 勝利へ と 導き、 ついには 祖国 
の 解放を 達成した ので ある。 

しかし、 解放 後、 アメリカ 帝国主義 侵略者の 南 朝鮮 占領と その 侵略 政策に よって、 国は 二つに 分 断され、 朝鮮 革 
命は 全国的に 同じく 発展す る ことができな くな り、 南北 朝鮮は、 まったく 相反す る 道を 歩む ようになった。 

こうして、 朝鮮に おける 社会主義、 共産主義 偉業の 勝利を めざす 首相の 崇高な 目的と 偉大な 構想は、 共和国 北半 
部に おいての み 輝かしく 実現され、 国土の 半分と 人口の 三分の 二を 占める 南半 部に おいては、 それが いまだに 実現 
されないで いるので ある。 

共和国 北半 部では、 人民が 国の 主人と なり、 だれもが うらやむ もっとも 先進 的な 社会主義 制度が 実現され たの 
に、 南 朝鮮は アメリカ 帝国主義の 完全な 植民地に、 侵略的 軍事基地に かわった。 また 北半 部は、 強力な 自立 的 民族 
経済を もつ 社会主義 強国と なった が、 南 朝鮮では 工業が 外国 資本の 隸属 物と なり、 農業 も 疲弊し、 南 朝鮮 経済は 破 
産と 飢え だけが のた うち まわる 涙の 経済に かわった。 

北半 部では、 美しく 英知に みちた 社会主義 的 民族 文化が 開花 発展し、 人び とは 気高い 美徳を 分かち あい、 革命と 
創造の 誇りに みち あふれて いるのに、 南 朝鮮では 退廃的な ヤン キー 「文化」 と アメリカ 式 生活様式が 流れ こみ、 吐 
き 気を もよおす 背 倫 や 背徳が はびこり、 民族 文化と 美風 良俗は あますところなく 踏みに じられ、 泥の なかに なげす 
てられて いる。 

北半 部では、 勤労 人民が 国の 主人と なって 政治に 参与し、 経済を 運営し、 だれもが 衣食住と 病気の 治療、 子弟の 
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教育の 心配 もな く、 希望に みち あふれて 働き、 しあわせな 生活を いとなんで いるのに、 南 朝鮮人 民は あらゆる 民族 
的 圧迫と 搾取を うけ、 飢えと 貧困の なかで、 人間 以下の みじめな 生活を おくらねば ならない の だ。 

アメリヵ 帝国主義 者の 南 朝鮮 占領と 国土の 両断に よって、 共和国 北半 部の 輝かしい 社会主義の 楽園と、 南 朝鮮の 
暗たんた る 生き地獄との 差は、 日 ましに 大きく なって おり、 悠久な 歴史を つうじてつ ちかわれた わが 人民の 民族的 
共通 性 すら、 しだいに 失われようと している。 

南北の 分 断は、 国の 資源、 人民の 知恵と 才能を、 祖国の 繁栄と 民族の 福祉を はかる ために 統一的に 利用で きな く 
して おり、 南 朝鮮人 民を 塗炭の苦しみに あえがせ ている。 

金 日 成 首相は、 祖国の 分 断に よって、 わが 民族のう えに おおい かぶ さって いる このような 苦痛と 不幸を だれより 
も 深く 憂慮し、 祖国の 統一 偉業の 完遂と 全 朝鮮 革命の 勝利の ために 心血を そそいで きた。 

首相は、 朝鮮 共産主義者の 歴史的 使命に ついて、 つぎのようにの ベて いる。 

「朝鮮 共産主義者の 目的は、 祖国を 統一し、 全国的に 社会主義 革命と 社会主義 建設を なしとげ、 さらには 共産 主 
義を 建設す る ことに ある」 

そして、 朝鮮 共産主義者の この 崇高な 目的を 達成す るた めの 前途を 明らかにした。 

金 日 成 首相は、 つぎのようにの ベて いる。 

「 …… こんにち 朝鮮 労働党と 朝鮮人 民の まえには、 二つの 革命 課題が 提起され ている。 

その 一つは、 国の 北半 部で 社会主義を 建設す る ことで あり、 他の 一つは、 南 朝鮮を アメリヵ 帝国主義の 植民地 支 
配から 解放し、 祖国の 統一を 実現す る ことで ある。 

この 二つの 革命 課題は、 たがいに 密接に むすびついて おり、 その実 現を めざす たたかいは、 統一的な 朝鮮 革命の 
終局 的 勝利を うながす たたかい である」 
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朝鮮 革命 〇- 終局 的 勝利を 促進す るた めの 金 日 成 首相の 戦略 的 構想には、 複雑で 困難な 朝鮮 革命の 特殊性と、 社会 
主義、 共産主義 建設を めざす 朝鮮 共産主義者と 人民の 志向が 正しく 反映され ており、 祖国 統一と 朝鮮 革命の 勝利を 
もっとも 早い 方法で 導く 金 日 成 首相の 革命 思想、 主体 思想と 戦略 戦術の 基本的 要求が 正しく 明示され ている。 

首相の このす ぐれた 構想には、 朝鮮 革命の 当面の 基本的 任務と 終局 的 目的、 民族 解放の 任務と 階級 解放の 任務が 
統一的に むすびつけられて おり、 全国的範囲で 民族 解放 革命を 完遂し、 革命を ひきつづき 社会主義、 共産主義 へと 
導いて ゆく、 首相の 継続 革命に かんする 思想が 輝かしく 具現され ている。 

いいかえれば、 これは すでに 抗日 武装 闘争の 時期に 首相が しめした 継続 革命の 思想 —— すなわち 反帝 反 封建的 民 
主 主義 革命を 徹底的に 遂行し、 ひきつづき 社会主義 革命へ とすす む 独創的な 継続 革命の 思想を、 解放 後、 祖国が 分 
断され、 北半 部に 革命 基地が 築かれた 新たな 歴史的 条件に そくして 具体化し、 発展 させた ものである。 

首相の この 卓越した 構想は、 南 朝鮮を 解放し 国を 統一す る ことにょって、 朝鮮 革命の 当面の 基本的 任務で ある 民 
族 解放 革命を 全国的に 完成し、 そのうえで 全 朝鮮 革命の 統一的 発展の 道を 切り ひらこう とする ものである。 

そして、 北半 部で 社会主義 建設を 早める ことは、 北半 部の 革命 基地を かたく 築き、 国の 統一を 早め、 すすんで う 
る わしい わが 祖国の 山河に 社会主義、 共産主義 社会を 建設す るた めの もので あり、 ここには 朝鮮 革命の 終局 的 目的 
への 志向が はっきりと しめされて いる。 

金 日 成 首相は、 このょうな 戦略 的 構想から 出発して、 祖国を 統一し、 民族 解放 革命を 全国的に なしとげ、 共和国 
北半 部で 社会主義 建設を 促進す る 二つの 革命 課題を、 同時に 力強く おしすすめる 立場を 堅持して きた。 

首相は、 南 朝鮮が アメリヵ 帝国主義に 占領され、 国が 統一され ていないから といって、 北朝鮮で も 南 朝鮮が 解放 
される まで 革命を 発展 させずに 待たなければ ならない という 誤った 見解を 断固 しりぞけ、 共和国 北半 部での 社会 主 
義 革命と 社会主義 建設を 力強く おしすすめた。 
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北半 部で 社会主義 建設を 促進す る ことにた いする 首相の 構想には、 まさに 北半 部の 社会主義 力量を 朝鮮 革命の 前 
途を 規定す る 基本的 要因と みなし、 それに 依拠して 国を 統一し、 全 朝鮮 革命の 終局 的 目的を 実現し ようとす る 革命 
思想が 底を つらぬいて いる。 

金 日 成 首相は、 北半 部に おいて 社会主義 建設を すみやかに なしとげ、 革命 基地を 強力に 築き あげて こそ、 国の 統 
一と 朝鮮 革命の 終局 的滕 利が しっかりと 保障され ると みなした。 

首相は、 このように のべて いる。 

「共和国 北半 部での 社会主義 建設と 革命 力量の 成長は、 わが 祖国の 統一と 全 朝鮮 革命の 勝利の ための 決定的な 保 
障と なります。 われわれは 党と 人民の すべての 力を 動員して、 北半 部での 社会主義 建設を さらに 促進し、 われわれ 
の 革命 基地を 政治、 経済、 軍事的に いっそう しっかりと かためなければ なりません」 

首相は、 北半 部で 社会主義 建設を 促進し、 革命 基地を 不敗の 力量に しっかりと 築き あげる ことは、 アメリカ 帝国 
主義の 朝鮮 侵略 政策にたい する 強力な 打撃と なる ばかりでなく、 南 朝鮮に おける アメリカ 帝国主義の 植民地 支配の 
危機を いっそう 深め、 南 朝鮮人 民の 革命 闘争の 発展を 促進し、 わが国に おける あらゆる 情勢の 変化と 力関係を 革命 
の 側に 決定的に 有利に かえる 基本的 要因で あると みなした。 

首相の このような 構想は、 解放 直後す でに、 党の 戦略 的 路線と して 具体化され ていた。 首相が 解放 直後に 提示し 
た 有名な 北半 部 民主 基地 路線が まさに それで ある。 

金 日 成 首相は、 北半 部に 強力な 革命 基地を 創設す る 革命的 民主 基地 路線を 提示し、 それを 貫徹す る ことによ っ 
て、 祖国 統一と 朝鮮 革命 勝利への もっとも 近い 道を 切り ひらいた ので ある。 

首相は つぎのように のべて いる。 

.「アメリカ 帝 a 主義者の 侵略 政策に 対処して、 すでに 解放され た 北朝鮮で 革命を 積極的に おしすすめ、 北朝鮮に 
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しっかりと した 革命 基地を 創設した からこ そ、 祖国の 統一と 革命の 全国的 勝利への 道を 成功裏に 切り ひらく ことが 
できた のであります」 

このょぅに、 北半 部 革命 基地 路線は、 祖国 統一と 朝鮮 革命の 勝利を めざす 金 日 成 首相の 戦略 的 構想の 礎石と なっ 
ている ので ある。 

金 日 成 首相の この 偉大な 構想は、 朝鮮 革命を 最後まで 責任を もって 遂行 するとい ぅ 原則的で 革命的な 立場に もと 
づ いている。 

また 一方、 首相は、 北半 部での 社会主義 建設 だけを 考え、 その 成果に 満足して、 南 朝鮮人 民を 解放し、 祖国を 統 
一す る 任務を 忘れて いる 一切の 現象にたい しても、 これを 断固 反対した。 

首相は つねに、 北半 部で 革命と 建設を 強力に おしすすめ、 革命 基地を 政治、 経済、 軍事的に しっかりと 築き あげ 
ると ともに、 南 朝鮮を 解放して 祖国の 統一を 実現し、 革命の 全国的 勝利を めざして たたかわなければ ならない と教 
えた。 

金 日 成 首相は、 朝鮮 革命の 終局 的 勝利を 達成す るた めには、 なにょり もまず 祖国の 統一を 実現し なければ なら 
ず、 北半 部で 社会主義 建設を 強力に おしすすめ るの も、 結局は、 朝鮮 革命の 当面の 基本 任務で ある 祖国の 統一を 最 
大限に 促進す るた めの ものであると 強調した。 

首相は つねに、 南 朝鮮人 民を 解放して 祖国を 統一し なければ、 人類の 最高の 理想で ある 社会主義、 共産主義を 朝 
鮮 全土に 建設す る ことは できない し、 したがって 朝鮮の 共産主義者は 自己の 崇高な 任務を 果たす ことができない と 
強調した。 

つぎに、 祖国の 統一と 朝鮮 革命の 勝利を めざす 金 日 成 首相の 偉大な 戦略 的 構想に おいて 重要な ことは、 南北 朝鮮 
に， おける それぞれ 異なった 二つの 革命 路線を 提示し、 それを たがいに 密接な 連関の もとで 遂行して いくこと であ 
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る。 

金 日 成 首相は、 祖国 統一と 全 朝鮮 革命の 勝利の ためには、 北半 部で 社会主義 建設を 早い テンポで すすめる とと も 
に、 南 朝鮮で 革命を 遂行し なければ ならない と 教えた。 

「 …… いま 北朝鮮と 南 朝鮮は、 それぞれ 異なる 情勢の もとに おかれて おり、 南北 朝鮮に おける 革命は その 発展 段 
階が それぞれ 異なって いる。 それゆえ、 朝鮮 革命は 一つの 統一を なして いるに も かかわらず、 現在に おいては 北朝 
鮮と南 朝鮮で、 それぞれ 異なる 革命 課題が 提起され ざるを えない。 いいかえれば、 北朝鮮では 社会主義 建設が 当面 
の 革命 課題で あり、 南 朝鮮では 反帝 反 封建的 民主主義 革命が 当面の 課題と なる ので ある」 

金 日 成 首相は、 北朝鮮に おける 社会主義 建設と 南 朝鮮に おける 反帝 反 封建 民主主義 革命の 課題は、 ともに 全 朝鮮 
革命の 有機的な 構成 部分を なし、 ともに 祖国 統一の 課題と 密接な 連関を もっ ている ことを 明確に した。 

すなわち、 北半 部で 社会主義 建設を 促進す る ことは、 朝鮮 革命の 基地を 政治、 経済、 軍事的に しっかりと 築き、 
祖国 統一の 偉業を 主動的に 促進す るた めの もので あり、 南 朝鮮に おける 反帝 反 封建 民主主義 革命は、 南 朝鮮から ア 
メリヵ帝国主義侵略者を追いだし、その手先どもをぅちたおすことにょって国を統一し、革命の全国的 » 问 ^ 保寧 
する ための ものである。 

南北 朝鮮に それぞれ 異なる 二つの 革命 路線を 提示し、 それを 祖国 統一の 課題と 密接に 結びつけて 導く 金 日 成 首相 
のこの 戦略 的 構想は、 アメリヵ 帝国主義の 南 朝鮮 占領に ょって 国が 分 断され、 南北 朝鮮に それぞれ 異なる 社会 制 
度が 存在す る 条件の もとで、 祖国 統一の もっとも 現実的な 近道を 切り ひらいた、 まさに 独創的で 創造的な 路線で 
ある。 

金 日 成 首相の この 戦略 的 構想には また、 南 朝鮮 革命を 遂行す る ことにょって 国の 統一を 達成し、 民族 解放の 課題 
を 完遂す る 朝鮮 革命の もっとも 合理的 / J: 方途が 明らかにされて いる。 
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金 日 成 首相は、 国が 南北に 分 断され、 たがいに 完全に 閉ざされた 状態に おかれて いる 条件の もとで、 国の 統一を 
以 達成す る もっとも 合理的な 方途は、 南 朝鮮から アメリカ 帝国主義 侵略者を 追いだ し、 人民を 帝国主義 および 封建的 
的 抑圧と 搾取から 解放す る 南 朝鮮 革命を 遂行す る ことで あると みなした。 

は  金 日 成 首相は、 つぎのようにの ベて いる。 

こ  「南 朝鮮に アメリカ 帝国主義と その 手先を そのままに して おいては、 国の 平和的 統一を 考える ことは できません。 

1 わが 祖国の 平和的 統一は、 南 朝鮮で 現在の かいらい 政権を うちたおし、 進歩的 勢力が 政権を にぎった のちに のみ 実 

竹 現す る ことができます。 …… わが国の 統一 問題は、 あくまでも 一国の 悲劇的な 分裂を 終わらせ、 外来 帝国主義 侵略 

g 者から 奪われた 自己の 領土と 人民を とりかえし、 国の 完全な 独立を 達成し ようとい うわが 民族の 死活 的 要求に かん 

g する 問題であります。 その 具体的 方途が どうで あれ、 祖国の 統一は アメリカ 帝国主義 侵略者を わが国 土から 追いだ 

科 し、 南 朝鮮 かいらい 政権を うちたおした のちに こそ、 はじめて 達成す る ことができます」 

ここから 出発して 首相は、 まさに 北半 部で 社会主義 建設を 促進す る 課題と ともに、 南 朝鮮で 反帝 反 封建的 民主 主 

i 義 革命 課題を 遂行す る 二つの 革命 路線を 提示した ので ある。 これは 朝鮮 革命の 具体的な 現実的 条件と、 南 朝鮮 社会 

^ 発展の 合法 則 的 要求を もっとも 正しく 反映した ものである。 

さ 

断  このように 首相は、 南 朝鮮 革命を 遂行す る ことによって 国の 統一を 達成す る ことを 祖国 統一の もっとも 合理的な 
吩 方途と みなし、 南 朝鮮で 革命が 勝利 すれば 平和的に 祖国 統一を 実現す る ことができ、 祖国を 統一 すれば、 南 朝鮮に 
g おける 反帝 反 封建的 民主主義 革命の 課題を 徹底的に 遂行し、 全国 革命を 完遂す る ことができ ると 教えた。 

第  しかし 首相は、 祖国 統一と 南 朝鮮 革命が 密接に むすびついて いるから といって、 それを 一つに みなしたり、 混同 
しては ならない とい ましめ、 南 朝鮮 革命は 南 朝鮮人 民 自身が こぞってたち あがり、 アメリカ 帝国主義 とその 手先を 
うちたおして 人民が 政権を にぎる ことで あり、 それ 自体の 遂行 方途を もつ ものであると 教えた* 
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金 日 成 首相は、 朝鮮 革命を 朝鮮人 民 自身の 力で 遂行す る 主体的 立場と 自力 更生の 革命的 原則を しっかりと 堅 痒 
し、 祖国 統一と 朝鮮 革命の 全国的 勝利の ための もっとも 正しい 方針 —— すなわち 革命 勢力を つちかう 方針を 明らか 
にした。 

金 日 成 首相は、 祖国 統一と 全 朝鮮 革命の 勝利を めざす 戦略 的 課題と して、 三大 革命 勢力 —— すなわち 北朝鮮の 革 
命 勢力と 南 朝鮮の 革命 勢力、 さらに 国際 革命 勢力を 強化し なければ ならない と 教えた。 

首相は こうのべ ている。 

「わが 祖国の 統一、 朝鮮 革命の 全国的 勝利は 結局、 三 大勢 力の 準備に かかって いると いえる。 

第一に、 共和国 北半 部で 社会主義 建設を りっぱに おこない、 われわれの 革命 基地を 政治、 経済、 軍事的に さらに 
強化す る ことで あり、 

第二に、 南 朝鮮人 民を 政治的に 目 ざめ させ、 かたく 団結させる ことにょって 南 朝鮮の 革命 勢力を 強化す る ことで 
あり、 

第三に、 朝鮮人 民と 国際 革命 勢力との 団結を 強化す る ことで ある」 

金 日 成 首相は、 祖国 統一と 全 朝鮮 革命の 遂行に おいて、 この 三大 革命 勢力の 性格と 役割、 位置は それぞれ 異なっ 
ている が、 たがいに 切りは なすことの できない 関係に あり、 それらは たがいに 関連を もち、 作用しながら 革命を 促 
進し、 制約す る 諸 要因で あると みなした。 

首相は、 全 朝鮮 革命の もっとも 重要な 原動力で ある 北半 部の 社会主義 勢力と、 その 影響の もとでた えず 強まって 
いる 南 朝鮮の 愛国 的 民主 勢力は、 ひとしく 祖国 統一を めざす 朝鮮人 民の 主体的な 力で あり、 国際 革命 勢力は、 朝鮮 
人民. にたいする 国際的な 支援の 力で あると 教えた。 

この ことから 首相は、 三大 革命 勢力を 強化す るう えで つねに、 朝鮮人 民の 主体的な 革命 勢力を しっかりと かため 
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る ことを もっ とも 重要な 問題と みなした。 

金 日 成 首相は、 アメリカ 帝国主義 侵略 勢力と その 手先で ある 南 朝鮮の 地主、 買 弁 資本家、 反動 官僚に 反対す る 革 
命 蘭 争に おいて、 外部の 支援 も 重要では あるが、 それは あくまでも 補助 的 役割を 果たす だけで あり、 革命 ■利の 決 
定的な 要因は、 朝鮮人 民の 主体的な 力で あると 強調した。 

これは まさに、 朝鮮 革命の 主人は 朝鮮人 民で あり、 なにょり もまず 主体的な 力量を 強化して こそ、 朝鮮 革命を 勝 
利へ と 導く ことができる という 徹底した 主体 思想、 自主的 立場に もとづく ものである。 

首相は、 朝鮮人 民の 主体的な 力を たえず 強める とともに、 国際 革命 勢力を 強化し、 それと 団結す る こと もまた 重 
要な ことで あると みなした。 

首相の この 方針は、 アメリカ 帝国主義 者を 国際的に 孤立 させ、 そして 弱め、 朝鮮人 民が 祖国 統一の 偉業を 遂行す 
るう えで 有利な 国際情勢を つくりだす ための もので あり、 朝鮮人 民の 主体的な 革命 闘争にたい する 国際的 支援の 力 
を 強化す るた めの ものである。 これは 朝鮮に おいてば かりで なく、 世界的 規模で アメリカ 帝国主義の 滅亡を 促進す 
るた めの 反米 闘争 戦略に もとづく ものである。 

金 日 成 首相の 三大 革命 勢力 強化に かんする 戦略 的 方針は、 国際 反動の 元凶で ある アメリカ 帝国主義と 直接 対決し 
ている 朝鮮 革命の 困難 さと 複雑さ、 長期 性な どの 特殊性にたい する 科学的 見と おしに もとづいて うちたてられた も 
ので あり、 アメリカ 帝国主義に うち 勝つ ことので きる 強力な 革命 勢力を 準備し、 革命の 内的 要因と ともに、 外的 要 
因を も 同時に 成熟 させ、 祖国 統一と 全 朝鮮 $叩 を 確信を もって 勝利へ と 導く ための 戦略 的 方針で ある。 

そして この 戦略 的 方針には、 祖国 統一と 朝鮮 革命を 朝鮮人 民 自身が 主人の 立場から 責任を もって 遂行す る 主体的 
立場と、 国際 革命 勢力と 団結して 世界 反動の 元凶、 アメリカ 帝国主義 侵略 勢力を うちたおす という 共同 偉業の 勝利 
を 保障す る プロレタリア 国際 i 的 原則が 徹底的に 結合され ており、 その 基礎には 徹頭徹尾、 反米 反帝の 革命的な 
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立場が つらぬかれて いるので ある。 

金 日 成 首相は、 革命の 決定的な 時期に、 朝鮮人 民の 主体的な 力で ある 北半 部の 社会主義 勢力と 南 朝鮮の 民主主義 
勢力を 結合して、 国の 統一と 全 朝鮮 革命の 勝利を 達成す る 戦略 的 方針を も 明らかにした。 

金 日 成 首相は、 祖国の 統一は 南北 朝鮮人 民が 力を あわせて アメリカ 帝国主義 侵略者を 追いだ し、 成就し なければ 
ならない 民族 至上の 課題で あると 指摘し、 つぎのようにの ベて いる。 

「全 朝鮮人 民が かたく 団結して、 アメリカ 帝国主義 侵略者と その 手先 どもに 反対す るた たかいに たちあがるなら 
ば、 敵が いかに あがこう とも、 ゆうに かれらを うちのめし、 栄え ある 勝利を かちとる ことができる でしよう。 

全 民族の 団結した 力に よって、 アメリカ 帝国主義は 朝鮮から 追いだ される であろうし、 祖国 統一の 偉業は 必ずや 
達成され るで ありまし よう」 

革命の 決定的な 時期に、 南北の 革命 勢力を 結合させる ことにつ いての 首相の 方針は、 朝鮮人 民の 主体的な 内部の 
力を 総動員し、 反革命 勢力にたい する 革命 勢力の 圧倒的 優勢を もって、 祖国 統一と 朝鮮 革命の 全国的 勝利を 達成す 
るた めの ものである。 

金 日 成 首相は、 「祖国の 統一は 平和的 方法に よっても 実現され うるし、 非 平和的 方法に よっても 実現され うる」 
とのべながら、 祖国の 統一が いかなる 方法で 実現され るに しても、 南北 朝鮮に 革命 勢力の 準備が ととのい、 それが 
戦略 的に 結合され てこ そ、 祖国 統一と 全 朝鮮 革命の 勝利を しっかりと 保障す る ことができ ると 教えた。 

金 日 成 首相の 卓越した 戦略 的 構想と すべての 方針は、 国の 統一と 朝鮮 革命の 全国的 勝利を めざす 朝鮮人 民の もっ 
とも 正しい 闘争 方針で あり、 勝利の 道を 照らす 唯一の 輝かしい 灯台で ある。 

現実は、 首相の すぐれた 戦略 的 構想と、 首相が さししめした 方針の 偉大な 生命力を 雄弁に 証明して いる。 強力な 
自立 的 民族 経済を もつ 社会主義 強国と なった 共和国 北半 部は、 国の 統一を めざす 威力 ある 基地に、 不敗の 要塞に か 
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わった し、 南 朝鮮の 革命家と 愛国 的 人民は 難関を 切り ひらき、 たたかいの なかで 鍛練され、 ねばり 強く 幅 ひろい 革 
命 隊列を 築き あげてい る。 

一方、 世界の いたるところで 憎悪と 反撃に あい、 うろたえ ている アメリカ 帝国主義 者は、 南 朝鮮に おいても、 日 
ましには げしく 燃えさ かる 反米 闘争の 炎に まきこまれ ている。 

朝鮮人 民の 勝利は 確定 的で ある。 終局 的な 勝利は、 金 日 成 首相の 指導の もとに、 その 卓越した 戦略 的 構想と 方針 
を 実現す るた めに たたかう 四千 万 朝鮮人 民の ものである。 

南 朝鮮で アメリカ 帝国主義の 植民地 ファッショ 支配が 崩壊し、 アメリカ 帝国主義 者と その 手先 どもが 滅亡の 奈落 
にこ ろげ おちる 日、 そして 朝鮮人 民が 統一され た 国土で 金 日 成 首相を いただき、 輝かしい 未来に むかって 前進す る 
その 日は 遠くない。 

朝鮮の 共産主義者と 革命的 人士たち、 民族的 良心を もつ すべての 人び との 任務は、 偉大な 領袖 金 日 成 首相の 戦略 
的 構想を 実現す るた めに すべてを ささげて たたかい、 終局 的 勝利を 最大限に 促進す る ことで ある。 

2 南 朝鮮 革命の 旗 じる し 

金 日 成 ir 相は、 国の 統一を なしとげょう という 四千 万 朝鮮人 民の 念願を いだき、 北半 部で 社会主義 建設を 力強く 
おしすすめる 一方、 南 朝鮮 革命 路線を しっかりと 堅持し、 南 朝鮮人 民の たたかいを 正しく 導く ために 心血を かたむ 
けた。 

一つの 統一され た 革命で ありながら、 二つの 地域で まったく 異なった 発展を しめして いる 朝鮮 革命の 複雑さと 特 
殊 性は、 南 朝鮮の 革命家と 人民に、 朝鮮 革命の 共通した 終局 的 目的の 達成と 密接に 連関しながら も、 その 内容に お 
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いて 北半 部とは まったく 異なる 閾争 課題と 方途を 明らかにする ことを 要求した。 

金 日 成 首相は、 南 朝鮮の 情勢と 社会経済 的 条件、 南 朝鮮 革命 発展の 前途、 朝鮮 革命 全般の 要求な どを 科学的に 分 
祈、 評価し、 これに もとづいて、 南 朝鮮 革命の 基本 路線と 当面の 課題、 その 遂行 方途な どを 明確に さししめした。 

なによりも 首相は、 その 天才 的な 英知と 偉大な 主体 思想の 光に よって、 南 朝鮮 革命の 人民 民主主義 的 発展の 道と 
その 勝利の 前途を 照らした。 

首相が さししめした 南 朝鮮 革命の 人民 民主主義 路線は、 南 朝鮮の 社会経済 状態と 階級 関係に たいする 科学的な 分 
祈に もとづいた もので あり、 南 朝鮮 社会 発展の 合法 則 的 要求と、 南 朝鮮 革命を ひきつづき 深化、 発展 させ、 朝鮮 革 
命 全体の 統一的 発展を 実現し ようとい う、 朝鮮の 共産主義者の 志向と 人民の 念願を もっとも 正しく 反映した もので 
ある。 金 日 成 首相は、 南 朝鮮にたい する アメリカ 帝国主義の 植民地 従属 化 政策と 軍事基地 化 政策に よっても たらさ 
れた南 朝鮮の 社会経済 状態を 科学的に 分析し、 南 朝鮮が アメリカ 帝国主義の 完全な 植民地に、 軍事基地， になって い 
る ことを 明らかにした。 

南 朝鮮の 「政権」 なる ものは、 アメリカ 帝国主義 者の 銃剣に よってつ くりだされた かいらい 政権で あり、 主人で 
ある アメリカの 指図を 忠実に 実行す る 道具に すぎない。 アメリカ 帝国 i は、 また この かいらい 政権を つうじて、 
いわゆる 「援助」 を H サに して、 南 朝鮮の 政治、 経済、 文化、 軍事な ど、 すべての 部門を その 手中に おさめた。 

かいらい 政権と いわゆる 「援助」 という ものは、 南 朝鮮にたい する アメリカ 帝国主義の 新 植民地 主義 支配の 重要 
な 手段で ある。 

アメリカ 帝国主義は 南 朝鮮を 占領した のち、 自己の 植民地 支配に とってより 有利な 地盤を 築く ために、 南 朝鮮の 
社会、 経済的 関係を 一部 再編成した。 

アメリカ 帝国主義は、 一方では、 自己の 余剰 商品 処理の 仲買人、 アメリカ 独占の 資本 浸透の 案内 者、 資源 略 S と 
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軍需品の 現地 調達 者の 役割を うけもつ 買 弁 資本を 育成し、 他方では 地主 制度を 保存しながら、 植民地 的 支配と 略奪 
に 有利に 南 朝鮮 農村の 封建的 } $ 取 体系を 再編成した。 

アメリカ 帝国主義 者は また、 「共同防衛」 の 名目で 六 万 余 名に のぼる アメリカ 帝国主義 侵略軍を 投入し、 六十 余 
万に 達する かいらい 軍を 維持して おり、 増大す る 軍事的 需要を みたす ために 南 朝鮮 経済を 完全に 軍事 化して いる。 

こんにち 南 朝鮮 社会は、 その 性格に おいて 植民地 半 封建社会 である。 アメリカ 帝国主義は、 南 朝鮮です ベての 権 
力を にぎり、 かいらい 政権を あやつって、 もっとも 狡猾で 悪らつな 新 植民地 主義 支配を 実施して いる。 南 朝鮮 経済 
は アメリカ 帝国主義に 完全に 従属し、 農村では 依然として 封建的 地主 制度が 支配して いる。 のみならず、 アメリカ 
帝国主義の 軍事的 占領下に ある 南 朝鮮は、 大陸 侵略の ための かれらの 兵站基地に なって いる。 

南 朝鮮の こうした 植民地 的 社会、 政治、 経済 体系は、 南 朝鮮 社会の 民主主義 的 発展を 妨げる gg となって おり、 
経済的 破局と 人民 大衆の 無 権利と 貧困の 根源と なって いる。 

そして、 その 経済的 破局と 人民の 悲惨な 社会的 境遇は、 深刻な 社会経済 的 および 民族的 矛盾を 生み だしてい る。 

金 日 成 首相は、 このように 南 朝鮮 社会を 解剖し、 その 基本 矛盾を つぎのように 規定した。 

「現段階に おける 南 朝鮮 社会の 基本 矛盾は、 アメリカ 帝国主義と、 それと 結託した 地主、 隸属 資本家、 反動 官僚 
を 一方と し、 労働者、 農民、 都市 小 ブルジ ョ アお よび 民族 資本家を 他方と する 両者 間の 矛盾で ある」 

ここから 首相は、 南 朝鮮 革命は 反帝 民族 解放 的、 反 封建 民主主義 的 性格を もつ ようになる ことを 明確に しめした 〇 

首相は こうのべ ている。 

「 . 南 朝鮮人 民が 自由と 解放を かちとる ためには、 アメリカ 帝国主義 侵略 勢力を 追いだ し、 それと 結託した 地 

主、 隸属 資本家、 反動 官僚を 打倒し なければ ならない。 なかで も、 アメリカ 帝国主義は、 南 朝鮮人 民の 第 | の 闘争 
対象で ある。 •…： 
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ゆえに 南 朝鮮 革命は、 外来 帝国主義 侵略 勢力に 反対す る 民族 解放 革命で あり、 封建 勢力に 反対す る 民主主義 革命 
である。 

南 朝鮮に おいて この 革命を 遂行す る 動力は、 労働者階級を はじめ、 その もっともた の もしい 同盟 者で ある 農民 
と、 帝国主義 および 封建 勢力に 反対す る 学生、 知識人、 小 ブル ジョア 階級で ある 。また 民族 資本家 も 反帝 反 封建 闘 
争に 参加す る ことができる」 

さらに 首相は、 南 朝鮮 革命は 反帝 反 封建 民主主義 革命の 課題を 遂行す る ものでは あるが、 本質に おいては 労働者 
階級の 指導の もとに、 社会主義を めざす 人民 民主主義 革命の 性格を おびる と 教えた。 

それは 南 朝鮮 革命が いま、 反帝 反 封建 民主主義 革命の 課題を 遂行す るが、 これは 孤立した 革命では なく、 一九 三 
〇年 代の 抗日 武装 闘争の 革命 伝統を うけついだ 朝鮮 革命の 一 構成 部分と して、 北半 部に おける 社会主義 建設と 密接 
に むすびついて いると いう ことに あった。 

金 日 成 首相は、 南 朝鮮 革命の 性格を このように 明らかにし、 その 基本 任務を つぎのように 規定して いる。 

「南 朝鮮 革命の 基本的 任務は、 アメリカ 帝国主義の 植民地 支配を 一掃して 南 朝鮮 社会の 民主主義 的 発展を 保障 
し、 北半 部の 社会主義 力量と 力を 合わせて 国の 統一を 達成す る ことにあります」 

首相は、 南 朝鮮人 民に とって もっとも 優先的な 闘争 課題は、 南 朝鮮から アメリカ 帝国主義の 侵略 軍隊を 追いだ 
し、 南 朝鮮と アメリカとの あいだに むすばれた あらゆる 従属 的な 軍事、 経済的 条約を 撤廃し、 すべての 侵略 機構を 
粉砕す る ことによ って、 アメリカ 帝国主義の 植民地 支配を 一掃す る ことで あると 教えた 0 

金 日 成 首相は、 南 朝鮮人 民の こうした 反米 闘争は、 必ず アメリカ 帝国主義の 侵略 勢力を 扶植す る 手先で ある 地 
主、 買 弁 資本家、 反動 官僚 どもを 打倒す る 闘争と 結合 させなければ ならず、 結合 させて こそ 南 朝鮮 革命は 勝利す る 
ことができる とのべた。 
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首相は また、 南 朝鮮人 民の 重要な 闘争 課題は、 南 朝鮮 社会の 民主主義 的 発展の ためにた たかぅ ことで あると 教え 
た。 

首相は、 南 朝鮮 社会の 民主主義 的 発展の ためには、 ファッショ 的 暴圧 制度を なくし、 人民の 民主主義 的 自由と 権 
利を たたかい とらなければ ならない ことを 明らかにした。 首相は また、 土地 問題、 農民 問題を 解決す る 課題に つい 
て 明示した。 

首相の 土地 綱領は、 農村に おける 封建的な 土地 所有 関係を 一掃して、 土地 債務 や 貧農の 一切の 負債を なくし、 地 
主の 土地を 無償で 没収して、 土地を もたない か、 または、 わずか ばかりし かもたない 農民に 無償で 分け あたえ、 農 
民の 世紀 的な 宿望を かなえて やる ことで ある。 

金 日 成 首相は また、 南 朝鮮 革命が 解決し なければ ならない 反帝 的な 産業 国有化の 綱領を も 明らかにした。 

それは、 アメリカ 帝国主義 者と 買 弁 資本家、 民族 反逆者 どもが 所有す る 工場、 鉱山、 鉄道 運輸 機関 おょび 銀行を 
国有化して、 外来 帝国主義と 国内 売国 勢力の 経済的 基盤を ぅちこわし、 自主的な 民族 工業を 創設す る ことで ある。 

金 日 成 首相は、 このほか 社会 文化的 おょび 軍 辜 的 改革の 課題に ついても 明示した。 

それは 民主主義 的な 労働法 令の 実施、 学園の 民主化と 人民 的 教育制度の 実施、 民族 文化と 人民 保健の 建設、 男女 
平等権の 実施、 また アメリカ 帝国主義の 手中から 「国軍」 の 統帥権を 奪い かえし、 それを 民族の 軍隊、 人民の 軍隊 
にかえ、 反 人民 的な 兵役 制を なくし、 ファッショ 的 軍事 制度を 民主主義 的に 改革す る ことな どで ある。 

金 日 成 首相は さらに、 朝鮮 革命 全体の 重要な 構成 部門と しての 南 朝鮮 革命の いま 一つの 重大な 基本的 任務は、 北 
半 部の 社会主義 勢力と 力を あわせて、 祖国の 自主的 統一を 実現す る ことで あると 明らかにした。 

金 日 成 首相は、 南 朝鮮 革命の 基本的 任務を 明示 するとと もに、 南 朝鮮 革命に おいて 根本的 章 I を もつ ものは 権力 
問題の 解決で ある ことを 明らかにし、 権力を 奪取す る 方途を 明示した。 
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首相は、 みずからの 決定的な 闘争に よっての み、 南 朝鮮人 民が 抑圧 者を うちたおし、 真の 自由と 解放を かちとる 
ことができ ると 教え、 つぎのように のべて いる。 

「南 朝鮮人 民は、 アメリヵ 帝国主義 者を 南 朝鮮から 追いだ し、 その 植民地統治を うちくだく 關争 を、 主権を かち 
とる 闘争と 密接に むすびつけて すすめなければ ならない し、 これに あらゆる 形態の 闘争を 従属 させなければ なり ま 
せん」 

金 日 成 首相の この 命題には、 南 朝鮮 革命の 主たる 問題は 人民が 政権を とる ことで あり、 それは ただ、 暴力 的 方法 
によっ ての みなし とげる ことができ、 当面の いろいろな 形態の 闘争は、 このための 準備と ならなければ ならない と 
いう 深遠な 思想が つらぬかれて いる。 

首相は、 つぎのように 教えて いる。 

r …… その 闘争 形態 (政治 闘争と 経済闘争、 合法 闘争と 非合法 闘争、 暴力 闘争と 非 暴力 闘争、 小規模の 闘争と 大規模の 闘争 
といった、 いろいろな 闘争 形態を さ 1 引用 者 註) が どのような もので あれ、 それらは すべて 主権を かちとる ための 決 
定的な ¥ の 準備と ならなければ ならず、 その 決定的 闘争は ただ、 暴力 的 方法に よっての み 勝利す る ことができる 
のであります」 

南 朝鮮人 民は、 金 日 成 首相の この 教え どおりに、 革命的な 方法、 暴力 的な 方法に よって、， アメリヵ 帝国主義 とそ 
の 手先 どもを 一掃して 政権を にぎって こそ、 真の 自由と 解放を かちとる ことができ、 民族 至上の 課題で ある 祖国 統 
一の 偉業を も 達成す る ことができ るので ある。 

金 日 成 首相が 明らかにした 南 朝鮮 革命の 基本 路線は、 一九 三〇 年代の 抗日 武装 闘争の 時期に 発表した 祖国 光復会 
の 綱領と、 解放 後、 北半 部で それを 具体化し、 へ‘ 輝かしく 具現した その 経験を 南 朝鮮の 実情に 適応して 発展 させた も 
ので あり、 南 朝鮮人 民の 自由と 解放の もっとも 正しい 道を 明らかにした ものである。 じつに これは、 南 朝鮮 革命の 
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旗 じる しで あり、 南 朝鮮の 革命家と 愛国 的 人民が、 みずからの たたかいに おいて 堅持し なければ ならない 唯一の 正 
しい 指針で ある。 

金 日 成 首相は、 南 朝鮮 革命の 基本 路線を 明らかにした ばかりでなく、 南 朝鮮 革命 発展の 各 段階 ごとに、 それに 適 
合する 革命の 正確な 戦略 戦術 的 方針を たて、 南 朝鮮人 民に たたかいの 前途を 照らした。 

首相は 解放 直後、 南 朝鮮人 民の 闘争が 高揚の 一途を たどって いた 時期、 また 一九 四 八 年に 南 朝鮮に かいらい 政権 
が でっちあげられた のち、 人民の 闘争が 一時的 退潮 期には いった 時期、 そして 祖国 解放 戦争の時 期に、 当面する 情 
勢に もとづいて 党を どのように 建設し、 統一戦線 運動を どのように くりひろげ、 大衆運動を どのように 導くべき か 
という 問題に ついて、 具体的な 方針を 明らかにした。 

首相が 明らかにした 闘争 方針は、 南 朝鮮人 民を 大きく はげまし たし、 かれらを 勝利への 確信で ふるいたたせた。 

南 朝鮮人 民の 革命 闘争は、 アメリカ 帝国主義 とその 手先 どもの ファッショ 的 暴圧が 支配す るき わめて 困難な 条件 
の もとです すめら れ 、多くの 奸 余® 折を へざる をえなかった。 

それに も かかわらず、 南 朝鮮人 民は 解放 後の 北半 部に おける 革命の 成果に はげまされながら、 一九 四 六 年の 南朝 
鮮 労働者の 九月 ゼネストと 十月 人民 抗争、 一九 四 八 年の 二 •七 救国 闘争と 五 •一〇 単独 選挙 反対 闘争、 十月の 麗水 
での 軍人 暴動な ど、 アメリカ 帝国主義 とその 手先 どもの 植民地 ファッショ 支配に 反対し、 生存の 権利と 民主主義、 
祖国の 統一の ためにねば り 強く たたかった。 

このような 闘争は、 南 朝鮮の 人民 大衆が アメリカ 帝国主義の 植民地 従属 化 政策に 強力に 反対し、 祖国の 統一と 独 
立、 自由と 民主主義を 断固と して 要求して いる ことを しめした し、 かれらの 革命 性と その 威力を 大きく 示威し 
た。 

しかし、 アメリカ 帝国主義 とその 手先 李承晩 かいらい 一味の 野獣の ような 暴圧と、 当時 南 朝鮮 労働党の 指導部に 
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潜入して いた 朴憲 永、 李 承燁な どの スパイ 分派 一味の 破壊 謀略 策動に よって、 党の 組織は 完全に 破壊され、 革命 勢 
力は 分裂、 瓦解され るに いたった。 

金 日 成 首相は、 南 朝鮮の 革命家に 革命的 党を 建設し、 労働運動を よみがえらせ、 高揚させる ためには、 かつて 南 
朝鮮の 労働運動が 失敗した 深刻な 経験から 教訓を くみとらなければ ならない と 教え、 かつての 南 朝鮮の 労働運動が 
失敗した 原因に ついて、 つぎのように 明らかにした。 

「南 朝鮮 労働運動の 失敗の 原因は、 この 運動の 指導 層と 中核が、 マルクス， レ ーー ーン 主義とは 縁 も ゆかり もない 
さまざまな 分派 分子 や、 はなはだしく は アメリヵに 雇われた スパイな どに よって 構成され ており、 かれらの 罪悪 的 
行為の 結果、 党が しっかりと 組織され ず、 労働運動を 正しく 指導し えなかった ことに ある。 

かれらは、 闘争の それぞれの 段階に おける 状況と 敵 味方 間の 力関係を マルクス •レ— ニン 主義 的に 分析す る こと 
なく、 また 合法的 闘争と 非合法 的 闘争を 組合わせる 問題を 十分 考慮す る ことなく、 盲目的に 人民を 流血の たたかい 
に 追い やった。 こうして 党 組織は 敵の まえに ことごとく 露呈され、 数多くの 堅実な 党員が 検挙され、 闘争の 隊伍は 
ばらばらに なって しまった。 分派 分子に よって 四分五裂した 党 組織は、 党内に 潜入した スパイの 密告 や 敵の 弾圧に 
よって ことごとく 破壊され た」 

朴憲 永、 李 承燁な どの スパイ ー味の 罪業に よって、 南 朝鮮で 革命的 党を つくり、 革命の 隊列を 築き あげる 活動 
は、 戦後の 時期に いたって、 白紙から 新しくは じめ なければ ならなかった。 

金 日 成 首相は、 抗日 武装 闘争の 時期に みずから 創造した 敵の 支配 地域 内 および 国内の 革命 工作に かんする 豊富な 
指導 経験を 南 朝鮮の 実情に あうよう に 具体化し、 南 朝鮮の 革命運動を 発展させる ための もっとも 正しい 新たな 道を 
切り ひらいた。 

金 日 成 首相は、 戦後に おける 南 朝鮮の 革命運動では、 ファッショ 化された 南 朝鮮の 条件の もとで、 革命の 準備 期 
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に 相応す るよう 革命 勢力を 保存しながら、 また それを たえず 成長させる ためにた たかわなければ ならない と 教え 
た。 

首相は、 この 基本 方針に 立脚して、 革命 発展の それぞれの 時期に 南 朝鮮人 民の たたかいを 発展させる、 具体的な 
闘争 方向を さししめした。 

一九 六〇年 三月 十五 日、 李承晩 かいらい 政権の 不正 選挙に 反対して 馬 山 市民が 闘争の 最初の のろしを かかげた の 
を 契機に、 南 朝鮮人 民の 救国 閾争が いっそうは ば ひろぐ、 新たな 段階には いったと きであった。 

金 日 成 首相は、 馬 山の 蜂起が 決して 偶発的な 事件では なく、 さらに 大きな 事変に 発展す る ことを 科学的に 予見 
し、 全人 民 的 抗争に よって 売国 的な ファッショ 政権を 打倒す る 道を 明らかにし、 闘争の 状況に かなった 適切な スロ 
1 ガンと 闘争 方向を 明示した。 

抗争が 絶頂に 達した 四月 二十 一日、 金 日 成 首相の 発起に よって、 朝鮮 労働党 中央委員会は、 南 朝鮮人 民の 英雄的 
な 四月 蜂起の 勝利の 前途を 照らす アビ— ル、 「南 朝鮮人 民に 告 ぐ」 を 発表した。 

アビ ール は、 南 朝鮮人 民に、 アメリカ 帝国主義 侵略軍を 追いだ し、 李承晩 かいらい 政権を 打倒す るよう 訴えた。 

この アビ ー ルは、 大衆 的 蜂起に たちあがった 南 朝鮮人 民の 新しい 生活、 新しい 政治を めざす 勇敢な 闘争を さらに 
激励した。 

南 朝鮮人 民は、 英雄的な 四月 蜂起に よって、 アメリカ 帝国主義の 古くからの 手先で ある 李承晩 ファッショ 政権を 
打倒し、 アメリカ 帝国主義の 植民地 支配に 甚大な 打撃を あたえた。 

アメリカ 帝国主義 者は、 植民地 支配の 危機を 収拾すべく、 かいらい 政権に 張勉 一味を すえ、 「民主政治の 実現」、 
「福祉 社会の 建設」 などの いつわりの スロ ー ガンを かかげさせた。 

このような とき、 金 日 成 首相は ふたたび、 南 朝鮮に おける 事態 発展の 本質を 科学的に 分析 乙、 南 朝鮮人 民に 真の 
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自由と 解放の 道を さししめした。 

首相は 一九 六〇 年、 八 •一  五 解放 十五 周年 慶祝 大会の 歴史的な 報告の なかで つぎのように のべて いる。 

「アメリカ 帝国主義 者の 南 朝鮮 占領が つづき、 わが国が 分裂して いるかぎ り、 だれが どのような 方法で 政権の 座 
を 占めよう とも、 破局に 直面して いる 南 朝鮮の 事態を 収拾す る ことは できない し、 人民の 要求を 解決す る こと もで 
きません。 ただ、 かわる ことと いえば、 李承晩 政府が 『張 承晚』 政府に 改称され る こと だけで あり、 その 境遇と 末 
路は 同じ もので あり、 人民の 生活には なんらの 改善 もみら れな いでしょう」 

首相は ひきつづき、 当面する 情勢に 相応す るよう g 主 的 統一の 新しい 局面を 主動的に 切り ひらく ための 措 匱と し 
て、 南北 連邦制 案を うちだし、 南 朝鮮人 民を 自主的 統一を めざす たたかいへ とふる いたた せた。 

南 朝鮮人 民の たたかいの ホ コ 先は、 しだいに アメリカ 帝国主義に むけられる ようになった。 アメリカ 帝国主義の 
植民地 支配の 危機は いっそう 深まり、 祖国の 自主 統一を めざす 大衆の 闘争 気勢は さらに 高まって いった。 

これに あわてふためいた アメリカ 帝国主義 者と その 手先 どもは、 軍事ク I デタ ー を おこし、 破局に おちいった 植 
民 地 支配の 危機の 「出 路」 を 軍事 ファッショ 独裁の でっちあげに もとめ、 ファッショ 暴圧で 南 朝鮮人 民の 反米 救国 
闘争を 踏みに じろうと 狂奔した。 

金 日 成 首相は、 南 朝鮮の 当面する 重大な 事態を ただちに 洞察し、 それに 対処して 反革命の 攻勢を しりぞけ、 南朝 
鮮 革命を 積極的に おしすすめる 方針を うちだした。 

首相は、 一九 六 一年 九月に ひらかれた 朝鮮 労働党 第 四 回 大会での 報告で、 その 方針を 全面的に 明らかにした。 

金 日 成 首相は、 アメリカ 帝国主義に よって でっちあげられた 軍事 クー デタ ー の 反動的で ファッショ 的な 本質と、 
その 破滅の 前途を 科学的に 分析し、 南 朝鮮 革命の 反帝 反 封建的 綱領を 具体化して ふたたび 明らかにし、 南 朝鮮人 民 
の 闘争 課題を 全面的に 解明した。 
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そして、 南 朝鮮人 民が 反帝 反 封建 關争 において 勝利を かちとる ためには、 マルクス •レ ーニン 主義を 指針と し、 
労働者、 農民を はじめと する 広 はんな 人民 大衆の 利益を 代表す る 革命的 党を 組織し なければ ならない し、 その 合法 
的 地位を たたかいと るた めに たたかわなければ ならない と 教えた。 

首相の 歴史的な 報告は、 南 朝鮮 革命が 提起す る 基本的 問題に ついて 正しい 解答を あたえ、 南 朝鮮人 民に 明確な 闘 
争 目的と 任務と 闘争 方途を 明らかにした 綱領 的 文献であった。 

金 日 成 首相は、 一九 六 六 年 十月、 朝鮮 労働党 代表者 会議で おこなった 歴史的な 報告に おいて、 南 朝鮮の 現 情勢を 
全面的に 深く 分析し、 それに もとづいて'  現段階に おける 南 朝鮮 革命の 戦略 戦術 的 方針を より 具体的に 提示した。 

金 日 成 首相は、 南 朝鮮に おける 現 情勢の 重要な 特徴に ついて つぎのように のべて いる。 

「南 朝鮮の 現 情勢に おける 重要な 特徴は、 アメリカ 帝国主義 とその 手先 どもが、 悪らつな 軍事 ファッショ 独裁に 
もとづいて、 侵略と 戦争 政策を いっそう 強化して いる ことで あり、 その 結果、 アメリカ 帝国主義の 植民地統治に 新 
たな、 より 重大な 危機が 生じて いる ことであります」 

金 日 成 首相は、 南 朝鮮の 現 情勢は 革命 勢力を 急速に 成長 させ、 民族 解放 民主主義 革命を 促進す る ことを 要求して 
いると 指摘し、 その 具体的 方針を 明らかにした。 

首相は、 南 朝鮮 革命の 基本 任務と 南 朝鮮人 民の 戦略 的 闘争 課題を いま 一度 想起 させ、 当面の 闘争 課題と して、 
「アメリカ 帝国主義 とその 手先 どもの 戦争 政策を 破綻 させ、 ファッショ 的 暴圧に 反対し、 民主主義 的 自由と 権利を 
かちとる ためにた たかわなければ ならない」 と 教えた。 

反 ファッショ 民主化の ための M 争を 先行させる 首相の 方針は、 南 朝鮮人 民の 革命 闘争を、 切迫した 当面の 課題で 
ある 反 ファッショ 民主化 闘争を 拡大 発展させる 過程を つうじて 反米 救国 闘争へ と 深化、 発展させる ための 正確な 闘 
争 方途を 創造的に 切り ひらいた ものである。 
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金 日 成 首相は ひきつづき、 「現段階での 南 朝鮮 革命の 基本 方針は、 敵の 弾圧から 革命 勢力を 保存 するとと もに、 
それを 不断に 蓄積し、 成長させる ことによって 革命の 決定的な 時期を むかえる 準備を する ことにあります」 と、 戦 
後 終始一貫して 堅持して いる 戦略 戦術 的 方針を ふたたび 強調し、 それを 貫徹す るう えで 提起され る 課題を 具体的に 
解明した。 

金 日 成 首相は、 南 朝鮮で 革命 勢力を 準備し、 革命を 前進させる うえで 重要な ことは、 マルクス •レ ーニン 主義の 
戦略 戦術 的な 原則に もとづいて、 大衆運動と 闘争を 正しく 組織 指導す る ことで あると 強調した。 

「敵 味方の 力関係を 正確に 見き わめず、 国の 内外 情勢を 慎重に 評価す る こと もせずに、 冒険 主義 的な 闘争を おこ 
なうならば、 敵の 弾圧から 革命 勢力を 保存し、 蓄積す るう えで 重大な 損失を きたし、 結局は 革命を 大きく 後退 させ 
る 結果を もたらす ことになる でしよう ◊他方、 革命が 困難 だからといって、 有利な 情勢が 到来す るのを 待つ だけで 
積極的な 闘争を おこなわなければ、 革命 勢力を 蓄積す る こと もで きず、 革命の 途上に もたらされる 困難な 局面を 打 
開す る こと もで きないで ありまし よう」 

金 日 成 首相は このように、 大衆運動と 闘争を 組織 指導す るう えで 左右の 偏向を 警戒し、 南 朝鮮の 当面する 主、 客 
観 的 情勢に 応じて 政治 闘争と 経済 M 争、 暴力 闘争と 非 暴力 M 争、 合法 闘争と 非合法 飼 争な ど 多様な 闘争 形態を 正し 
く 組合わせて、 革命運動を 積極的に 発展 させて いかなければ ならない と 教えた。 

金 日 成 首相は、 南 朝鮮に おいて 革命 勢力を 準備す るう えで、 なによりも 重要な ことは 革命の 参謀 部で ある マルク 
ス •レー ニン 主義 党を 組織し、 その まわりに 社会の 基本 大衆で ある 労働者、 農民を 結集し、 強力な 革命の 主力部隊 
を 編成す る ことで あると 教えた。 

南 朝鮮の 革命運動の 経験は、 労働者、 農民、 進歩的な 知識人の あいだに 深く 根を はった マルクス •レ ーニン 主義 
党の 統一的な 指導がなければ、 革命 勢力の 成長 も、 革命運動の 成果 的な 発展 もの ぞめな いという ことを しめした。 
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解放 直後、 南 朝鮮で 人民 大衆の たたかいは 非常に 高まった が、 真の 革命的 中核を もつ 党の 指導が 保障され なかった 
がた めに、 たたかいを 勝利へ と 導く ことができなかった。 祖国 解放 戦争後に も、 たびたび 有利な 情勢が もたらされ 
はした が、 革命的 党の 統一的な 指導がなかった ために、 人民 大衆を 決定的な 闞争 へと 導く ことは できなかった。 

金 日 成 首相は 南 朝鮮で、 戦闕 的で しかも 弾力性の ある マルクス •レ ーニン 主義 党を 組織し、 その 指導 的 役割を 高 
める ことに 决定 的な 专義を あたえ、 つぎのように 教えた。 

「南 朝鮮の 革命 組織と 革命家たち は、 敵に 反対す る 実践 闘争を つうじて 党の 隊列を たえず 拡大 強化し なければ な 
らず 、とくに 党 組織を、 たたかいの なかで きたえられ、 点検され た 革命的 中核 分子に よって 質的に かためなければ 
なりません。 南 朝鮮の 革命的 党 組織は、 マルクス •レ ーニン 主義の 世界観を しっかり ともち、 人民の ために 最後 ま 
でた たかう 覚悟が できて おり、 どのような 試練に あっても 革命の 節操を 守りぬ く 不屈の 革命 闘士たち の 戦闘的 部隊 
とならなければ なりません。 党 組織の 指導 的 骨幹は、 どのように 複雑な 状況の もとで も 情勢を 正しく 判断し、 マル 
クス •レ ー ニン 主義 戦略 戦術の 原則に もとづいて、 運動を 巧みに 指導す る ことので きる、 準備され た 革命家たち で 
組織され なければ なりません」 

これは 南 朝鮮が アメリヵ 帝国主義 侵略軍に 占領され、 ファッショ 化された 条件の もとで、 首相が 当初から 強調し 
てきた 党 建設の 賢明な 方針で ある。 

金 日 成 首相は、 革命の 主力 軍を 編成す るう えで、 革命的 党 組織を しっ かりと かためる とともに、 革命の 基本 大衆 
である 労働者、 農民を 決定的に、 かたく 団結させる べきで あると 強調した。 

労働者と ともに、 農民を 主力 軍と して 組織す る ことにつ いての 首相の この 方針は、 新しい 独創的な 方針で あり、 
労働者階級の 指導 的 役割を 高め、 労農 同盟を 強化し、 農民 大衆の 革命 性を あますところなく 発揮で きる ようにす る 
ことによって、 革命の 主体的 要因を 決定的に 強化し、 革命 勝利の 基本条件を 準備す る 重要な 方途で ある。 
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この 方針は、 植民地 民族 解放 革命に おいて 農民 1 の 解決が 基本と なるとい う、 マルクス •レ ー ニン 主義の 一般 
的 原則を 南 朝鮮 革命の 具体的 条件に そくして 創造的に 発展 させた もので あり、 南 朝鮮 農民の 具体的な 社会的、 階級 
的 境遇と、 かれらの 革命的 役割にたい する 科学的な 分析、 評価に もとづいた ものであった。 

金 日 成 首相は、 労働者、 農民を 組織化す る 方針を つぎのようにの ベて いる。 

「大衆 組織は、 広 はんな 大衆を もうらした 組織と ならねば ならず、 真に 階級 的 利益を 擁護す る 民主主義 的 組織と 
ならなければ ならず、 原則的には 合法的 組織でなくて はなり ません」 

金 日 成 首相は、 革命を 勝利させる ためには、 革命の 主力 軍を 編成 するとと もに、 革命に 利害関係を もつ すべての 
勢力を たたかい とり、 それを 一つの 政治的 勢力に 結集 させて、 反革命を 徹底的に 孤立 させなければ ならない と 教え 
ると ともに、 南 朝鮮で 労働者階級の 指導の もとに、 労農 同盟に もとづく 労働者、 農民、 学生、 知識人、 都市 小 ブル 
ジョ アジ ー および 良心的な 民族 資本家な ど、 各界 各層の 愛国 的 民主 勢力を もうらす る 広 はんな 反米 救国 統一戦線を 
形成し なければ ならない とかさね て 強調し、 統一戦線 運動で 守らなければ ならない 原則と、 その実 現 方途を つぎの 
ように 明らかにした。 

「南 朝鮮の 革命 組織と 人民は、 広 はんな 統一戦線を 形成す るた めに、 あらゆる 努力を はらわなければ なり ませ 
ん 。反米 救国 闘争の 旗の もとに、 とくに アメリヵ 帝国主義と その 手先の 戦争 政策と ファッショ 弾圧に 反対し、 べ卜 
ナム 派兵と 『韓日 条約』 に 反対す る 闘争の 旗の もとに、 最大限に 広 はんな 階層を 結集して 共同 闘争を 展開し なけれ 
ばな りません。 

統一戦線を 形成し、 強化す るに あたって は、 下層 統一戦線を 基本に し、 これに もとづいて 上層 統一戦線を 形成す 
る 方針を しっかりと 堅持し、 低い 形態の 共同 闘争から しだいに 高い 形態の 闘争へ と 発展 させ、 部分的な 連合から 全 
面 的な 連合へ と 発展 させて ゆく ようにし なければ なりません」 
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この 方針は、 革命の 基本的 要求と さしせまった 当面の 要求を 正しく むすびつけ、 広 はんな 大衆を たたかいに 決起 
させる ことので きる 当面の 闘争 ス ロ— ガンを 前面に かかげ、 反帝 反 ファッショ 愛国 勢力の 共同 闘争を 発展 させ、 こ 
のた たかいを 戦略 的 要求に そうように 深化 発展させる 過程を へて、 反米 救国 統一戦線を 形成す る ことを 明らかにし 
たもので ある。 

首相は また、 南 朝鮮で 反革命 勢力を 弱め、 革命 勢力を 強める うえで、 かいらい 軍にたい する 働き かけを 強化す る 
ことが きわめて 重要で あると 強調して つぎのように 教えて いる。 

「南 朝鮮の 革命 組織と 革命家たち は、 『国軍』 にたいする 活動を たくみに おこない、 兵士 大衆と 中級、 下級 将校 
を 革命の 側に たたかい とる ことに 深い 関心を はらうべき であります」 

金 日 成 首相は、 南 朝鮮で 反革命を 孤立 させ、 革命 勢力を 成長させる うえで 政治、 思想 活動に 大きな 音 1 を あたえ 
た。 

「革命は、 大衆を めざめさせる ことから はじまります。 人民 大衆を 意識 化する ことなくして、 かれらを 組織的に 
結集させる こと も、 大衆運動を 発展させる こと もで きません。 こんにち 南 朝鮮に おいて、 敵の 反動的 思想 攻勢が 日 
ましに 強まって いる 条件の もとで 政治、 思想 活動を 先行させる 必要性は ますます 大きくな ってい ます。 南 朝鮮の 革 
命 組織は、 労働者、 農民の 階級意識と 人民 大衆の 民族意識を 高め、 かれらを 政治的に 啓蒙し、 めざめさせる ために 
積極的に 努力すべき であります」 

首相は このように 教える とともに、 人民 大衆を 政治的に めざめさせる 政治、 思想 活動を、 あらゆる 活動に 先行 さ 
せねば ならない と 強調した。 

金 日 成 首相が 明らかにした 南 朝鮮 革命の 戦略 戦術 的 方針は、 朝鮮 革命の 特性と、 南 朝鮮の 現実に 相応す るよう 革 
命に かんする マルクス ♦レー ニン 主義 理論を 創造的に 発展 させた 輝かしい 模範で ある。 
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ア メリ カ 帝国主義 者と その 手先 朴正熙 一味に 反対して たたかう 南 朝鮮の 人民たち 


この 方針は、 南 朝鮮の 革命家た ちと 人民に 新たな 力と 
勇気、 そして 勝利の 信念を あたえ、 かれらの たたかいの 
前途を 照らす 灯台で あり、 人民 大衆を 闘争へ とよび おこ 
す 革命の 旗 じる しで ある。 

南 朝鮮人 民は、 革命 発展の それぞれの 時期に 応じた 偉 
大な 領袖の 教えと、 北半 部での 社会主義 建設の 巨大な 成 
果に はげまされながら、 軍事 ファッショ 独裁が 一切の 進 
歩 的な ものを 圧殺して いるき わめて 困難な 状況の もとで 
も、 ひるむ ことなくた たかいを すすめた。 

南 朝鮮の 革命家と 労働者、 農民 および 愛国 的 青年 学生 
は、 四月 人民 蜂起 以後 も、 ひきつづき 英雄的な 闘争を 力 
強く 展開した。 

「韓日 会談」 を 粉砕す るた めの 一九 六 四 年の 三 • 一四 
闘争と 六 •三 蜂起、 一九 六 五 年 八月の 大衆 的 示威 闘争は、 
米 日 帝国主義 者の 侵略 政策に 反対し、 軍事 ファッショ 独 
裁を 打倒す るた めの 反帝、 反 ファッショ 愛国 闘争で あっ 
た。 

南 朝鮮の 革命家と 愛国 的 人民は、 きょぅ も 反米 救国 抗 
争の 旗 じる しを さらに 高く かかげ、 いたるところ でより 
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積極的な たたかいを くりひろげ ている。 

南 朝鮮人 民の 革命 闘争に つねに 深い 関心を はらって いる 金 日 成 首相は、 かれらの 闘争を 評価し、 つぎのよぅにの 
ベて いる。 

「いま 南 朝鮮人 民の 革命 闘争は、 以前よりも さらに 一歩前進し、 さまざまな 形態で 展開され ており、 闘争 形態が 
より 多様化して います。 それは、 いっそぅ 広 はんな 大衆 的 闘争と して 展開され ています」 

南 朝鮮の 革命家たち は、 偉大な 領袖 金 日 成 首相の 教えを かかげ、 山中で、 地下で、 そして 牢獄で 勇敢に たたかっ 
ており、 困難な たたかいの 試練に もめげ ず、 革命 勢力を しっかりと かためて いる。 アメリカ 帝国主義 者と その 手先 
朴正熙 一味の 戦争 政策に 反対し、 生存の 権利と 民主主義を かちとり、 祖国の 自主的 統一を めざす このた たかいに 
は、 労働者、 農民、 漁民 や 青年 学生、 知識人、 都市 貧民な ど、 広 はんな 人民 大衆が 参加して おり、 かれらの 闘争は 
示威、 籠城、 ストラィキ、 集団 反抗、 暴力 的 衝突な ど、 積極的な 形態へ と 発展しながら 拡大 強化して いる。 

南 朝鮮人 民の さまざまな 形態の 闘争は、 武装 闘争と 組合 わさって さらに 積極 化し、 敵に 甚大な 打撃を あたえて い 
る 0 

南 朝鮮 出版物の 報道に よれば、 一九 六 七 年 六月から 十月までの 期間 だけで も、 南 朝鮮では 百 二十 余 回に わたる 武 
装 グル ー ブの 活動が あり、 それに よって アメリカ 帝国主義 侵略軍 四百 一名を ふくむ 四百 七十 四 名の アメリカ 軍 およ 
びかい らい 軍と 警察が 掃討され た。 武装 グル— ブは 、アメリカ 帝国主義 侵略軍の 兵営と かいらい 軍哨所 および 警察 
支署を 襲撃し、 軍用 列車を 爆破す るな ど、 果敢な 闘争を くりひろげた。 

一九 六 八 年 一月 二十 一日 夜、 多数の 人員から なる 南 朝鮮 武装 遊撃隊の 一 小 部隊は、 朴正熙 逆賊が とぐ ろを まいて 
いる 「ii 取が」 から 五 百メー トルの 地点にまで 進出し、 朴正熙 一味が あわてて くりだした かいらい 警察 部隊 および 
特務 隊と 銃撃 戦を くりひろげ、 敵の 心胆を 寒から しめた。 その後 も 武装 グル— ブは 、かいらい 「中央 庁」 まえの 
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世 宗路お よび その他の 地点に 出 ^ したし、 「国際電信電話 局」 などの かいらい 中央 機関を 襲撃し、 手榴弾を あびせ 
た。 

武装 遊撃隊は 南 朝鮮の いたるところに 出没し、 敵を 不意う ちに し、 人民に 革命的 影響を あたえ、 人民 大衆の 物心 
両面に わたる 支援の もとで、 その 活動 範囲を ますます 拡大して いる。 

南 朝鮮の 広 はんな 地域で 展開され ている 武装 遊擊閩 争は、 敵の 後頭部を 痛撃し、 かれらを 不安と 恐怖の どん底に 
追い. こみ、 南 朝鮮人 民に 新たな 力と たたかいの 確信を あたえ、 かれらの 政治的 動向に 大きな 変化を もたらした。 

これに 恐れを なした アメリカ 帝国主義 者と その 手先 朴正熙 一味は、 南朝 鮮の 革命家と 人民たち の 武装 遊擊 闘争と 
大衆 的 革命 闘争を 抹殺し ようと、 アメリカ 軍と かいらい 軍、 警察、 果ては 予備 師団に いたる 十 余 師団を も 動員し、 
いわゆる 「掃討 作戦」 にはの ベ 六 百 余 万人 もつ ぎこんだ。 

稂極 化する 南 朝鮮人 民の 反米 救国 抗争に 恐れを なした アメリカ 帝国主義 者と その 手先 どもは、 危機からの 出路を 
野獣の ような 弾圧と 戦争 政策の 強化に もとめ、 ますます 無謀な 「反共」 騷 動と 冒険 政策に しがみつい ている。 これ 
はかれら の 地位を 強化 するど ころ か、 かえって その 滅亡の 危機を 促進す る 結果を もたらし ている。 

金 日 成 首相は、 このような 無謀な 道に つきすすんで いる アメリカ 帝国主義の 脆弱性と 滅亡の 不可避 性を 確証し 
て、 つぎのようにの ベて いる。 

r …… アメリカ 帝国主義は 下り坂を 歩んで いる。 アメリカ 帝国主義が もっとも 横暴に ふるまって いる こんにち、 
その 脆弱性は かつてな く はっきりと あらわれ ている」 

南 朝鮮に おける アメリカ 帝国主義の 地位は 西 山 落日の 運命に あり、 その 滅亡は 不可避で ある。 これは、 なにもの 
を もってしても ふせぐ ことので きない 歴史 発展の 必然性で ある。 

南 朝鮮の 植民地 制度を 維持し ようと、 アメリカ 帝国主義が 強行して いる 断末魔の あがきは、 南 朝鮮人 民の さらに 
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大きな 不満と 反抗に 会う であろうし、 かれらの 植民地 支配の 崩壊 過程を いっそう 促進す るであろう。 

金 日 成 首相の よびかけに こたえ、 祖国 統一の 偉業を 達成す るた めに、 南 朝鮮人 民が 支援を 要求 するとき には、 い 
つで も 決定的 闘争に たちあがれる 政治的、 思想 的 準備と、 物質的 準備を ととのえて いる 北半 部 人民の 強力な 支援を 
うける 南 朝鮮人 民の 革命 闞争が 勝利す る 日は 近い。 

アメリカ 帝国主義 者と その 手先 朴正熙 一味に 反対す る 闘争を とおして、 日 ましに 強化され ている 南 朝鮮の 革命 勢 
力が 決定的な 時期を 早めて ついに 革命に たちあがる とき、 アメリカ 帝国主義の 植民地 支配は 必ずやく つがえ される 
であろう。 

そして、 祖国 統一の 偉業は、 北半 部の 強力な 社会主義 勢力と 南 朝鮮の 愛国 勢力が 一つに むすばれ、 その 強大な 力 
によって 輝かしく 達成され るであろう。 

3 祖国 統一の 主導権を にぎって 

四千 万 朝鮮人 民の 敬愛す る 領袖 金 日 成 首相は、 南 朝鮮 革命を 完遂して 祖国を 統一し、 統一な った 祖国を つぎの 世 
代に ゆずりわたす ことを 自身の 崇高な 使命、 民族 至上の 課題と している。 

金 日 成 首相は、 国土の 分裂に よって 民族が なめてい る 苦痛と 不幸を だれよりも 深く 憂慮し、 われわれの 世代に 必 
ず 祖国 統一の 偉業を なしとげ、 統一され た 祖国を つぎの 世代に ゆずりわたさなければ ならない と、 くりかえし 強調 
している。  , 

「われわれは、 南 朝鮮の 同胞が おかれて いる この 惨状を 座視す る ことは できない し、 分裂した 祖国を 決してつ ぎ 
の 世代に ゆずりわたす ことは できない。 国と 民族が 分 断され、 同じ 血を うけついだ わが 同胞、 兄弟 姉妹が、 外来 侵 
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略 者に ありと あらゆる 民族的 侮辱と さげすみを うけてい る この 不幸な 状態を そのままに して、 朝鮮の いかなる 共産 
主義者 も、 朝鮮の いかなる 良心的な 民族主義 者 も 自己の 任務を まっとうした とはいえない。 

われわれは 必ず われわれの 世代に 南 朝鮮 革命を なしとげ、 祖国を 統一し なければ ならない し、 統一した 祖国を つ 
ぎの 世代に ゆずりわたさなければ ならない」 

金 日 成 首相は、 つねに 人民を このように 教育 するとと もに、 国の 統一と いう 民族的 大業を なしとげる ための 卓越 
した 戦略 戦術 的 方針を しめし、 その実 現にむ かって 人民を 導いて きた。 

首相が 明らかにした 祖国 統一の もっとも 正確で 唯一の 道 —— それは、 朝鮮人 民の 主体的な 力を もって、 いかなる 
外 勢の 干渉を も しりぞけ、 自己の 民族 問題に みずからが 責任を おい、 みずからの 手で 解決す る 自主的 統一の 道で あ 
る。 

金 日 成 首相は つぎのようにの ベて いる。 

「わが 祖国の 統一を 実現す るに あたって はいろ いろの 方途が ありえます。 しかし、 その 具体的な 方途が どうで あ 
れ 、祖国の 統一は、 あくまでも 朝鮮人 民の 手に よって 自主的に 解決され なければ ならず、 また それ 以外の 道は 決し 
て ありえません」 

もともと 朝鮮人 民は、 アメリヵと いう 国が この 世に あらわれる はるか 以前の むかしから アジアの 文明を 誇って き 
た 人民で あり、 その 才能と 英雄 性に よって 世界の 耳目を そば だた せて きた 民族で ある。 偉大な 領袖 金 日 成 首相の 指 
導の もとに 朝鮮人 民は、 「大東亜共栄圏」 を 夢み ていた 日本の サム ラィと、 世界制覇を 夢み ていた アメリヵ 帝国 主 
義を うちやぶった 英雄的 人民で あり、 世界で もっともす ぐれた 社会主義 制度と ゆるぎない 自立 的 民族 経済を 建設し 
た 誇り高い 人民で あり、 「黄金の 芸術」 を 創造した 聡明な 人民で ある。 世界が 「アジアの 光明」 として、 自国の 輝 
かしい 未来像と して あおぎ、 驚嘆と 羨望を 惜しまない 社会主義 祖国を もつ 栄誉 ある 人民で ある。 
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この 勝 明で、 誇り高い わが 人民が、 ほかならぬ 自国の 問題を、 どうして 外 勢に まかせる ことができよう か。 

金 日 成 首相が さししめした 自主 統一の 原則 —— 、これは まさに、 首相の 不滅の 主体 思想の 具現で あり、 アメリカ 
帝国主義 侵略 勢力を うちやぶる 勝利の 保障で あり、 祖国 南半 部の 地と 愛する 同胞を 解放し、 革命の 全国的 勝利を め 
ざす 民族 解放 革命に おける 勝利の 旗 じる しで ある。 

金 日 成 首相は、 崇高な わが 民族の 名に おいて つぎのように 言明した。 

「：^;れは、国連^^ ^ を討議する権利をもた\ず、わが国 0( 内，政に干濒する権利をも，たないと認办まず。 

同士で 討議 さ  1 れ^？^ なり ませ“」 

にもかかわらず 南 朝鮮の 売国 的 反動 勢力は、 相 も かわらず アメリカ 帝国主義に へつらいながら、 いわゆる 「国連 
監視 下の 統一 論」 を 今 衣の ようにと なえて いる。 かれらの こうした 主張は、 「国連 監視 下の 統一」 だけが 唯一の 方 
途 だとい うこと である。 これは 民族の 内部 問題に 外 勢を ひきいれ、 アメリカ 帝国主義 侵略者に 朝鮮を ゆだねる こと 
であり、 狼に 羊を 育てさせる ような ものである。 

「国連 監視 下の 統一 論」 は、 「国連」 の 仮面を かぶった アメリカ 帝国主義 侵略者の あやつりと 銃剣の もとに おけ 
る 全 朝鮮の 「選挙」 を 主張す る もので あり、 それは つまるところ、 南 朝鮮に おける アメリカ 帝国主義の 植民地 支配 
体制を 北朝鮮にまで ひろげよう とする ものである。 

外 勢に 依存して 国の 統一を はかる ことは 妄想で あり、 それは 全 朝鮮を 帝国主義の 侵略に まかせよう とする 売国奴 
のた わごと である。 

金 日 成 首相は、 こうした 連中を つぎのように きびしく 糾弾した。 

「歴史は、 外来 侵略軍に よって 国が 占領され、 外部 勢力の 千 渉が 存在す る 条件の もとで、 国の 独立と 統一が 達成 
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された という 記録を とどめて いません。 …… 

アメリヵ 軍隊の 南 朝鮮 占領を 庇護しながら 国の 統一を うんぬん する 連中は、 実際には 統一に 反対す る 連中で あ 
り、 帝国主義の 手先 どもであります」 

金 日 成 首相は、 南 朝鮮の かいらい 一味が 「勝 共」 と 「赤化の 危機」 をと なえて いる ことにつ いても、 あます とこ 
ろな く 糾弾した。 ; 

首相は、 南 朝鮮 かいらい 一 味が 「赤化」 と 「勝 共」 を わめきたて、 統一 問題を 「七十 年代 後半」 にい たって 論議 
すると いっている ことは、 国で 統一を わめきたてる だけで 事実上、 祖国の 統一に なんらの 関心を もしめ していない 
ことを 意味す るとの ベ、 その 本質を つぎのように 暴露した。 

r …… 『勝 共』 とは 空の 星を 手に とる ことを 夢み る ものの おろかな 寝言に すぎず、 『赤化』 の 危険を わめきたて 
る ことは 統一に 反対して 分裂を 永久 化し、 南 朝鮮人 民を アメリヵ 帝国主義の 植民地 的 終身 奴隸 にしよう という、 か 
れらの 売国 逆賊 的 本質を さらけだす だけです」 

金 日 成 首相は 祖国の 統一 後、 全 朝鮮に 樹立され る 社会制度に ついても 正しい 解明を あたえた。 

首相は つぎのようにの ベて いる。 

「祖国が 統一され た 後、 わが国に どのような 社会制度を 樹立す るかと いう ことは、 当然 全 朝鮮人 民の 総意に よっ 
て 決定され る 問題であります。 もし 南 朝鮮人 民が 北半 部 人民と 同じく、 こぞって 共産主義を のぞむならば、 統一 さ 
れた わが国には いうまでもなく、 そのような 理念に もとづく 社会制度が 樹立され るでありましょう。 

共産主義 思想は 人類の 輝かしい 未来を 照らし だす もっとも 先進 的な 思想であります。 共 ms ■春 c» 指導の もとに 
* た 成果は^^ 産 主 §1 思 相 副 指 S する-^ Al el ol た 的 繁栄と 祖国 
OI 隆 剧 発展の ために '] いかに 偉大な 仕！ T をな し ■う！^^ はて きりとし：^ ています。 こんにち 共産 轰 墨は 地球 
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上す ベての 大陸で 数 億万 人民の 心を とらえて おり、 かれらを 自由と 解放、 新しい 社会 建設を めざす 聖な るた たかい 
へと 鼓舞して います」 

金 日 成 首相の この 教えには、 祖国の 統一が 人民の 利益と 合致して 達成され るべき であると いう 叫びが りょうりよ 
うと ひびきわたって おり、 社会主義 制度を すでに うちたて、 社会主義の 高峰め ざして つきすすむ 共和国 北半 部 人民 
の 念願が こめられて おり、 アメリカ 帝国主義の 植民地 支配の くびきから ぬけだし、 新しい 社会の 建設を めざす 南朝 
鮮 人民の 歴史的 宿望が こめられて いる。 

南 朝鮮人 民は、 四千 万 朝鮮人 民の 偉大な 領袖 金 日 成 首相が 指導す る 共和国の 旗の もとに 祖国を 統一し、 首相の 偉 
大な 革命 思想を 南 朝鮮に も 具現して、 首相の 指導の もとに 北半 部 人民と 同じように 社会主義の 楽園で、 自由で しあ 
わせに 暮らす ことを 望んで いる。 南 朝鮮人 民は、 金 日 成 首相を、 自己の 前途を 照らす 太陽と して、 四千 万 朝鮮人 民 
の 偉大な 領袖と して あおぎ、 みずからの 運命を 全 的に ゆだねて いるので ある。 

金 日 成 首相は、 祖国 統一の 唯一に して 正確な 道を さししめした ばかりでなく、 一日 も 早く 祖国を 統一して 南 朝鮮 
人民に 輝かしい 未来を もたらす ために、 もっとも 公明正大で、 現実的 かつ 自主的な 平和 統一 方 案を 提起し、 その実 
現の ために 全力を つくした。 

首相が 提起した _ 主 的な 平和 統一 方 案は、 アメリカ 帝国主義に 幻想を いだいて これと 妥協し、 革命の 平和的 発展 
を うんぬん する 右翼 投降 主義とは なんの 共通 性 もない。 

それは、 南 朝鮮から アメリカ 帝国主義 侵略者を 追いだ して その 植民地 支配を 一掃し、 祖国 統一の 実現を めざす 徹 
底した 反米 反帝 的、 革命的 方針で ある。 

金 日 成 首相は、 g 主 的 平和 統一の 先決 条件は 南 朝鮮から アメリカ 帝国主義 侵略者を 追いだ し、 その 植民地 支配を 
うちくだく ことで あると 教えた。 
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首相は つぎのように のべて いる。 

「問題は、 南 朝鮮が アメリカ 軍の 占領下に あり、 アメリカの 支配 下に おかれて いる ことにあります。 アメリカ 軍 
の 南 朝鮮 駐屯と アメリカの 植民地 従属 化 政策は、 祖国 統一の 根本的 障害であります。 したがって 南 朝鮮から ア メリ 
力 帝国主義 侵略軍を 撤去 させ、 アメリカの 植民地統治を 一掃す るた たかいな しには、 祖国の 統一に ついて 語る こと 
はでき ません。 

また、 外 勢の 干渉を 許さない ためには、 外来 侵略 勢力の 足場と なって いる. 売国 勢力に 反対し なければ なり ませ 
ん。 

かつては 日本 帝国主義の 番犬を つとめ、 ついで アメリカ 帝国主義の 走狗に 身を 変じ、 こんにち 米 日 帝国主義の 忠 
実な 手先と なって いる 朴正熙 のよう な 売国奴 一味は 打倒され なければ なりません。 このような 勢力を そのままに し 
ておいて は、 外 勢の 干渉を 排除す る ことは できず、 国の 自主的 統一を なしとげる ことは できません」 

それゆえ 首相は、 祖国の 自主的な 平和 統一の 実現は 南 朝鮮で 革命 力量を いかに 拡大 強化し、 敵と いかにた たかう 
かに 大きく かかって いると 強調し、 つぎのように のべて いる。 

「南 朝鮮に も 自主的な 政権が 樹立され るか、 あるいは 南 朝鮮が 中立 化で もされるなら、 わが 人民 自身の 手に よっ 
て 国の 統一を なしとげる うえで、 事実上 大きな 難関はなくなる でしょう」 

これは、 首相が 革命の 客観的 法則と 祖国 統一を めざす たたかいの 実践的 経験を 深く 分析して くだした 結論で ある。 

祖国 統一を めざす たたかいの 全 過程に わたって、 南 朝鮮での 情勢 発展に そくして 金 日 成 首相が 提示した 自主的な 
平和 統一 方 案は、 このような 原則的 立場に もとづいた ものである。 

金 日 成 首相は、 北半 部に おける 革命と 建設を 指導す る 多忙な 日々 にも、 南 朝鮮の 革命 情勢の 発展から 目を はなさ 
ず、 つねに 祖国 統一 問題の 主導権を にぎり、 アメリカ 帝国主義に 連続 的な 打撃を あたえながら、 祖国の 自主的 統一 
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の 新しい 局面を 切り ひらいて きた。 

首相は 徹底的な 政治的 暴露に より、 主たる 敵を 孤立 させて 打撃を あたえ、 広 はんな 大衆を 結束して 革命 闘争に ふ 
るいた たせる 卓越した 指導 方法を、 祖国 統一の とびらを ひらく たたかいに も 具現して いった。 

首相は 自主的な 平和 統一を めざす たたかいで、 つねに その ホコ 先を アメリカ 帝国主義 侵略者を 南 朝鮮から 撤退 さ 
せる ことにむ けた。 

金 日 成 首相は、 このような 攻撃の 基本 方向を ゆるぎなく 堅持して アメリカ 帝国主義の 植民地 従属 化 政策と 民族 分 
裂 策動を そのつど 具体的に 暴露し、 つねに その 策動を 制圧す る 主動的な 措置を 講じて きた。 

金 日 成 首相は 抗日 武装 闘争の 時期、 たくみな 戦術で 日本 侵略者に 息つ くいと まも あたえず つづけざまに 打撃を く 
わえ たように、 アメリカ 帝国主義 とその 手先 どもの 「北進」、 「勝 共 統一」 政策を あますところなく 暴露 粉砕し、 統 
一問 題で かれらを 完全に 受身に おとしいれ、 連続 的な 打撃を くわえ、 かれらを のがれる ことので きない 窮地へ と 追 
いこんだ。 

停戦 直後、 アメリカ 帝国主義 者が 停戦 協定を 乱暴に 踏みに じり、 南 朝鮮の 軍事基地 化 政策を 強化し、 朝鮮で 新た 
な 戦争を 挑発し ようと 策動した ときに も、 首相は、 自主的 平和 統一 方 案と 具体的な 提案を つぎつぎに 提示して 南朝 
鮮 人民の たたかいの 前途を 明示し、 祖国 統一の 新しい 局面を 主動的に 切り ひらいた。 

一九 五 四 年 十月、 朝鮮民主主義人民共和国 最高 人民 会議が 採択した 祖国の 平和 統一を 促進す るた めの アピー ル、 つ 
づいて とられた 南北 間の 通信、 郵便 連絡の 開始と 北半 部の 豊富な 電力を 南 朝鮮へ おくる 問題を ふくむ 一連の 経済、 
文化交流を はかる 提議 や 具体的 措置、 一九 五六 年 四月、 朝鮮 労働党 第三 回 大会で 提起され た 「南北 間の 接触を 促進 
する 問題からは じめ て、 南北 統一 問題まで 討議し、 その 実際的 対策を 講ずる ことので きる」 常設 委員会 設置に かん 
する 方 案、 朝鮮から 一切の 外国 軍隊の 撤退を 要求した 一九 五八 年 二月の 朝鮮 民主主義 人民 共和 政府 声明な ど、 そ 
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の 攻勢は 連続 的で、 しかも 祖国愛に みち あふれた はげしい ものであった。 

金 日 成 首相の このような 措置は、 南 朝鮮人 民の 絶対的な 支持と 共感を よびおこした し、 アメリカ 帝国主義と 李 承 
晚 一味にたい する 南 朝鮮人 民の つもりつ もった 憤りと 怨みの 炎を 爆発させる うえで 大きな 影響を およぼした。 

アメリカ 帝国主義 とその 手先 どもの 苛酷な 弾圧に も ひるまず、 生存と 民主主義 的 権利を めざす 南 朝鮮人 民の たた 
かいは、 とどまる ことがなかった。 そしてつ いに、 一九 六 〇 年 四月、 人民 蜂起に よって 李承晩 かいらい 政府は うち 
たおされ、 アメリカ 帝国主義の 植民地 支配は 甚大な 打擊を うけ、 「北進 統一」 政策は 総 破産を まぬがれえ なくなっ 
た。 

李承晩 かいらい 政権が 崩壊す る や、 アメリカ 帝国主義は 張勉を かわりの 手先と して 政権の 座に すえ、 いわゆる 
「先 建設、 後 統一」 という デ マス ロ— ガンで 南 朝鮮人 民の 祖国 統一の 志向を おさえようと 画策した。 

金 日 成 首相は、 北半 部に おける 社会主義 建設の 成果に もとづき、 アメリカ 帝国主義 とその 手先 どもの 欺瞞 政策を 
徹底的に 暴露し、 祖国 統一の 決定的 局面を 切り ひらく ために 積極的で、 大胆な 構想を しめした。 

それは、 八 •一 五 解放 十五 周年 慶祝 大会の 歴史的な 報告で 明らかにされた 南北 連邦制に かんする 方 案と、 これを 
実践的に 具体化した 一九 六〇年 十一月の 最高 人民 会議の 意見書、 そして 南北 間の 経済 文化的 協力の 実現を はかる 提 
議な どであった。 

首相が 提起した 南北 朝鮮 連邦制 案は、 南北 朝鮮に 樹立され た 現存の 政治 制度を 当分 そのままに して、 二つの 地域 
間の 経済 文化 および 社会経済 的 連係と 協調の 強化を その 内容と する ものであった。 これは、 断ち切られた 民族的 連 
係を 回復す るた めの 過渡的 措置と して 南北 間の 理解を 深め、 祖国 統一を 促進す るう えで 有利な 局面を 切り ひらく た 
めの ものであった。 

この 方 案は、 アメリカ 帝国主義と 張勉 一味を 完全に 窮地に 追い こんだ 強力な 爆弾であった し、 南 朝鮮人 民の 心を 
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強く とらえ、 かれらを 自主的 統一の ための 反米 救国 闘争へ 呼び おこす 力強い 推進力と なった。 

南 朝鮮人 民は この 方 案を 革命的 熱意で 支持、 歓迎し、 「統一 だけが 生きる 道」 であると 叫びながら 祖国の 自主 統 
一を めざす 反米 救国 闘争を 力強く くりひろげた。 

首相は また、 アメリカ 帝国主義 者が 危機に さらされた その 支配権を 維持すべく、 かいらい 軍 内の ファシスト 分子 
をけ しかけて 軍事 ファッショ 独裁を でっちあげた 重大な 情勢に 対応して、 自主的 統一の 新しい 局面を 打開す るた め 
に 民族 あげての 反米 救国 闘争を 展開す る 方針を うちだした。 首相は、 一九 六 一年 九月、 歴史的な 朝鮮 労働党 第 四 回 
大会の 演壇から 、「アメリカ 帝国主義 者と その 手先 どもを 徹底的に 孤立 させ、 自主的 平和 統一の 旗の もとに、 南朝 
鮮の すべての 愛国 的 民主主義 的 各階 層を 結束し なければ ならず、 南 朝鮮の 愛国 的 民主主義 力量と、 北朝鮮の 愛国 的 
社会主義 力量との 結合を 実現す る」 ことを、 全 朝鮮人 民に よびかけた。 

金 日 成 首相が 提起した この 方針は、 南 朝鮮人 民の 反米 救国 闘争を 強く 鼓舞した し、 アメリカ 帝国主義と 朴正熙 一 
味を ますます 窮地に 追い こんだ。 

金 日 成 首相が さししめした 統一 方 案と すべての 具体的な 提案は、 祖国の 自主的 平和 統一の 前途を 切り ひらく ため 
の 大胆な 発起で あり、 主動的な 提案であった。 

統一 方 案に おいては、 南 朝鮮から 一切の 外国 軍隊を 撤退 させ、 いかなる 外 勢の 干渉を も 排除し、 あらゆる 政治 活 
動の 完全な 自由が 十分に 保障され る 条件の もとで、 一般的で、 平等な、 直接 秘密投票に よる 南北 総選挙に よって 統 
一 的な 民主主義 的 中央政府を 樹立し、 祖国を 統一す る 方途が 提起され た。  • 

また、 祖国 統一の 途上に かもしだされた 障害を とりのぞく 中間 的 措置を へて、 完全な 統一に 到達す る 現実的な 具 
体 的 方途もう ち だされた。 

金 日 成 首相は、 つぎのように のべて いる。 


386 


3 祖国 統一の 主導権を にぎって 


「わが国の 自主的 平和 統一は、 南 朝鮮から 外国 軍隊を 撤退 させた 条件の もとで、 一連の 過渡的 措置を へて 漸次 的 
に 実現され なければ なりません」 

それは、 アメリカ 帝国主義の 民族 分裂 政策が 生んだ 南北 間の 不信 感をな くして 相互 理解を 深め、 南北 間の 人為的 
障害を とりのぞき、 民族的 連帯を 回復す るた めの ものであった。 

金 日 成 首相は、 最高 人民 会議を はじめ 重要な 会議の 演壇から 国の 分裂に 起因す る 人民の 苦しみを やわらげ、 祖国 
統一の 促進に 役 だた せるべく、 政治問題とは 切りは なして 南北 間の 経済 文化交流を 実現す る ことを くりかえして 提 
議し 、生き別れに なった 父母、 妻子、 親戚、 親友たち の 切実な 念願を かなえるべく 南北 間の 往来、 書信の やりとり 
だけで もまず 実現す る ことを かさねて 提議した。 

また 南北 間に 生じた 緊張 状態を 緩和し、 南 朝鮮人 民の 肩に 重く のしかかって いる 軍事費 負担を 軽く する ために、 
最高 人民 会議 第二 期 第一 回 会議と 第 六 回 会議を はじめ 一連の 会議では、 アメリカ 帝国主義 侵略軍を 撤退 させた ぅえ 
で 南北 朝鮮の 軍隊を それぞれ 十万 または それ 以下に 縮 少し、 たがいに 相手 側に 反対して 武力を 行使し ない 協定を む 
すぶ ことを 提議した。 

金 日 成 首相の 発起に もとづき、 最高 人民 会議 第二 期 第 八 回 会議で 採択され た 意見書には、 アメリカ 帝国主義の 植 
民 地 従属 化 政策に ょって、 見る かげ もな く 破壊され た 南 朝鮮の 民族 経済を 全面的に 復興 発展 させ、 塗炭の苦しみに 
おちいった 民生 問題を 早急に 解決す るた めに、 共和国 政府が それに 必要な 各種の 設備 や 資材、 ばく 大な 資金と 必要 
な 技術的 援助を 提供す る ことが 明らかにされ ていた。 

金 日 成 首相の この 主動的な 発起は だれ 一人 思い おょばなかった 大胆な 措置であった し、 これは また 共和国 北半 部 
に 築かれた 強力な 物質的 土台に もとづいた 現実的な 方 案であった。 

金 日 成 首相が 提起した すべての 方策は、 朝鮮人で あるかぎり だれ 一人 拒否で きない もっとも 合理的で、 現実的な 
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方 案であった。 

しかし、 人民の 心を 強く とらえた 首相の これらす ベての 威力 ある 正当な 方 案の まえに、 南 朝鮮 統治者たち は、 こ 
れと いった ことば も かえせず、 だまりこんで しまった。 南 朝鮮を 一つの 大きな 監獄に かえ、 人民の 血涙を 吸って 生 
きている かれらには、 金 日 成 首相の 方 案は あたかも 死刑場への 出頭を 命ずる 呼出し 状の ように 恐ろしかった ので あ 
る 0 

アメリカ 帝国主義 とその 手先 どもは、 金 日 成 首相の 方 案を 支持して たちあがる 人民を 弾圧す るのに 狂い たった。 
弾圧の 強化と ともに、 かれらは ますます その 醜悪な 正体を さらけだし、 人民の 憤激と 反抗に ぶつかり、 あわて ふた 
めなければ ならなかった。 

こうして、 金 日 成 首相が 提示した 統一 方 案は、 アメリカ 帝国主義 者と その 手先 どもを 徹底的に 孤立 させ、 うちの 
めす 強力な 武器と して、 南 朝鮮の 各界 各層 人民を 自主的 統一の ための 反米 救国 闘争へ とふる いたた せる 巨大な 革命 
的 作用を およぼし たし、 現在 も およぼして いるので ある。 

自主的 平和 統一を めざす たたかいの 全 過程を つうじて、 首相が いま 一つの 重要な ものと して 提起した 問題は、 全 
民族の 総力を 結集して 挙族 的な 反米 救国 闘争を 展開す る ことであった。 

首相は、 祖国の 統一は 南北 朝鮮人 民の 結合した 力に よって 達成され なければ ならない という 観点から、 朝鮮 全域 
にわた る 反米 救国 統一戦線を 結成す る ことを きわめて 重視し、 その 結成に おいて 提起され る 戦略 戦術 的 原則を 明ら 
かにした。 

金 日 成 首相は、 つぎのようにの ベて いる。 

「南北 朝鮮の すべての 愛国 的 人民は、 アメリカ 帝国主義 者の 民族 離間 政策を 決定的に うちくだき、 反米 救国 闘争 
の 旗の もとに、 祖国 統一の 旗の もとに かたく 団結し なければ なりません。 
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われわれは、 民族の 利益を 守り、 祖国の 統一の ためにた たかう 人で あれば、 その 過去と 政治的 信念い かんを とう 
ことなく、 ともに 団結して すすむで ありまし よう」 

このように 首相は、 反米 救国 闘争の 旗、 祖国 統一の 旗の もとに、 北半 部の 革命的 社会主義 力量と、 南 朝鮮の 労働 
者、 農民を はじめと する 勤労 人民 および 帝国主義に 反対す る 民族 ブルジ ョアジ ーま でも ふくめた 広 はんな 愛国 的 民 
主力 量との 団結を よびかけた。 そして、 たとえ 過去に おいて 祖国と 人民に 罪を 犯した としても、 こんにち 民族の 利 
益を 守り、 祖国 統一の ためにたち あがる 人び とには 寛容を もってむ かえる 意向を 明らかにした。 

これは、 祖国と 民族を かぎりなく 愛し、 一人で も 多くの 人を 救い、 かれらに 輝かしい 新 生活を あたえよう という 
首相の 崇高な 人道主義を そのまま 反映した ものである。 

金 日 成 首相は、 共和国 北半 部の 革命 基地が 不敗の 力量に つくりあげられた 条件の もとで、 北半 部の 社会主義 力量 
の 主導 的 役割に よって 南北の 民族的 結合を なしとげ、 朝鮮の 地から アメリヵ 帝国主義 侵略者を 追いだ すたた かいに 
砲火を 集中す るなら ば、 祖国の 自主的 平和 統一を 実現す る ことができ ると 考えた。 

これに もとづいて 首相は、 祖国 統一の 主要な 攻撃方向を つねに アメリヵ 帝国主義 侵略者に むけ、 統一 問題を 民族 
の 主体的 立場に たって 解決す るた め 南北の 民族的 結合に 力を つくした。 

首相は、 南北 朝鮮の 全 愛国 的 政党、 社会 団体、 民族的 良心を もつ すべての 人士を もうらした 反米 救国 統一戦線を 結 
成す るた めに、 あらゆる 機会と 可能性を すべて 利用して 南北 朝鮮の 政党、 社会 団体に よる 連 席 会議を よびかけた。 

また、 南 朝鮮の 革命 情勢を 適時に 把握し、 それに 相応した 南北 朝鮮の 各 代表 間の 接触と 意見の 交換を つうじて 民 
族 的 団結と 協調を 達成すべく、 ねばり 強い 努力を 惜しまなかった。 

金 日 成 首相の これらす ベての 主導 的 措置は、 首相の 民族の 運命にたい する 崇高な 責任感と 民族的 任務に たいする 
かぎりない 忠実 さの あらわれ である。 
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また、 これらす ベての 主動的 措置は、 北半 部 革命 基地の 偉大な 力に もとづい ている。 

金 日 成 首相は、 北半 部 革命 基地の 不敗の 力量に 依拠して 南朝 P で 肷長 する 革命 力量を 正しく 導き、 茧命 情勢を そ 
のつ ど とらえて それを 主動的に 利用し、 祖国の 統一 問題解決で つねに 主導権を とった。 

これは すでに、 解放 直後 アメリカ 帝国主義の 南 朝鮮 占領に よっても たらされた 情勢に たいし、 北半 部に 強力な 革 
命 基地を 創設して 朝鮮人 民の 主体的 力量を 強化し、 それに もとづいて 徹底的な 反米 反帝 闘争を くりひろげ、 それに 
よって 祖国 統一と 朝鮮 革命の 勝利を なしとげる という、 金 日 成 首相の 偉大な 構想の 礎石で ある 北半 部 革命 基地 創設 
路線の 偉大な 勝利を 意味す る ものであった。 

南 朝鮮に おける 情勢の 発展を つねに 注意 深く 見つめ、 南 朝鮮 同胞の 運命に 思いを はせ る 金 日 成 首相は、 南 朝鮮で 
アメリカ 帝国主義と 朴正熙 一味の 戦争 政策と ファッショ 政策が ますます 強化され ている 最近の 情勢に 対処して、 南 
朝鮮 革命と 祖国 統一を 促進す るた めの 決定的な 措置を 講じた。 

首相は、 一九 六 六 年 十月、 歴史的な 朝鮮 労働党 代表者 会議に おいて、 共和国 北半 部で 経済 建設と 国防 建設を 並進 
させ、 南 朝鮮では 革命 力量の 蓄積を さらに 強化し、 祖国 統一の 革命的 大事 変を 主動的に むかえる 万端の 準備 態勢を 
ととのえる 戦闘的 課題を 提示した。 

金 日 成 首相が 提示した 祖国 統一の 革命的 大事 変を 主動的に むかえる ための 積極的な 方針は、 北半 部で 社会主義 建 
設の 革命的 大 高揚を よびおこし、 南 朝鮮人 民を、 武装 闘争を ふくむ 積極的な たたかい へと 力強く たちあがらせ、 ア 
メリ カ 帝国主義 とその 手先 どもを よりいっ そう 窮地に おとし こんでいる。 

金 日 成 首相が しめした 祖国 統一の 原則は、 国際的に も 日 ましに いっそう 大きな 反響と 共感を よびおこして いる。 
社会主義 諸国を はじめ アジア、 アフリカ、 ラテンアメリカの 新興 独立国 家と 全世界の 革命的 人民は、 祖国の 自主的 
統一を めざす 朝鮮人 民の たたかいに 全 的な 支持を 表明し、 「アメリカ 帝国主義 侵略者は 南 朝鮮から でて ゆけ」 との 
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抗議の 叫びを 高めて いる。 

アメリヵ 帝国主義は 国の 内外で 打撃を こうむり、 いっそう 深刻な 窮地に おちこんで おり、 情勢は 朝鮮人 民に とっ 
てます ます 有利に 発展して いる。 

歴史が 証明して いるよう に、 侵略者は みずから 掘った 墓穴に 葬られる 運命に ある。 侵略者、 掠奪 者は、 決して そ 
の 支配 体制を ながく 維持す る ことは できない。 歴史と ともに 歩み、 各 時代の あらゆる 敵を 葬って きた 人民は、 いか 
なる 敵を も 決して 容赦は しない。 侵略者 や 掠奪 者は、 凶悪に ふるまえば ふるまう ほど、 それだけ おそろしい 砲火を 
あびる ものである。 

金 日 成 首相の 指導の もとに、 朝鮮の 共産主義者たち は、 かつて 国 も 権力 も、 確固と した 物質的 後方 もなかった あ 
のきび しい 条件の もとで、 日本 帝国主義の 百万 大 軍と 十五 年間 もたた かいぬ き、 ついに 勝利した。 

しかし、 いま 偉大な 領袖 金 日 成 首相を いただく 朝鮮人 民には、 勝利の ための あらゆる 条件を ととのえた 共和国 北 
半 部と 南 朝鮮の 愛国 的 力量が あり、 強力な 世界の 反米 革命 勢力が ある。 

四千 万 朝鮮人 民の 偉大な 領袖 金 日 成 首相の 賢明な 導きの もとに、 南北の 全 同胞が 統一され た 祖国で 隆盛と 繁栄を 
謳歌す る 日は かたく 約束され ている。 

金 日 成 首相は、 統一され た 祖国の 未来に ついて つぎのようにの ベて いる。 

「祖国の 統一が 実現され れば 、われわれは、 南北 朝鮮 全人 民の 英知と 力を あわせ、 南北の 資源を 統一的に 開発し 
て、 人民の ための 住みよ い、 繁栄す る 新しい 朝鮮を 建設す る ことができる でしょう。 統一 されれば、 わが国は 四千 
万の 人口を もつ 大きな 国に、 人後に おちない 富強な 国になる でしょう」 

住みよ くて 繁栄す る 朝鮮、 大きくて 富強な 国！ これは たんなる 浪漫的な 希望では なく、 遠からずむ かえる 朝鮮 
の 未来 陵な ので ある。 
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4  つねに 南 朝鮮を 思い 

金 日 成 首相は、 北半 部の 人民が なしとげた 革命と 建設の 成果を 見る たびに、 つねに 南 朝鮮の 同胞の 身のう えに 思 
いを はせ ている。 

首相は、 日照り や 長雨に も 南 朝鮮 農民の 野良仕事を 気づかい、 寒風が 吹きす さんでも、 荒れ地 や テント や バラ ッ 
クで 苦しむ 南 朝鮮人 民の 生活に 心を 痛めた。 

また 首相は、 どのような 会議の 演壇に たっても、 そして、 あれこれの 活動を 討議 するとき も、 民族 分裂の 悲劇と 
南 朝鮮人 民の 苦痛を 想起 させ、 すべてを 祖国 統一の ための たたかいと むすびつけた し、 労働者、 農民、 学者たち と 
ひざを まじえる ときに も、 南 朝鮮人 民の ために いっそう 熱心に、 より 多くの 仕事を する ように 訴えた。 

首相は つねに、 北半 部の 人民が 享受して いる 幸福を 南 朝鮮 同胞と 分かち あう ことを 熱望した。 しかし、 凶悪な ア 
メリ ヵ 帝国主義 者の ために そのね がいは かなえられず、 ながい 歳月 だけが 流れ 去った。 

そしてい ま、 南 朝鮮人 民は すべてが 逆さに なった 社会で、 いいつくせない 苦痛と 不幸に さいなまれ ている。 

ヤン キ ー どもと その 手先ら は 豪華な 邸宅で ぬくぬくと 寝そべり、 農民が 汗水たら して 働いた 一年間の 収穫 すら、 
一夜の 酒宴に つかい 果たして いる。 しかし、 都市の 裏通り や 農村では、 おそろしい 飢えが 人び とを なぎたおし、 い 
たると ころで ファッショが 横行し、 それは 人間的で 進歩的な もの すべてに 毒蛇の ように おそいかかって いる。 

それば かりでは ない。 ヤン キー どもは、 かつて かれらの 先祖が 「黒人 狩り 隊」 なる ものを 組織し、 平和な 土着民 
を 手当り しだいに 殺 一1 し、 かれらの 頭蓋骨で 水を 飲み、 酒を くみかわし たという あの 野蛮な 本性 そのままに、 南朝 
鮮で 天人と もに 許す ことので きない、 ありと あらゆる 蛮行を ほしいままに している。 
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かれらは 気休めに 南 朝鮮の 子ども やおと なたち を 射ち 殺し" 道 ゆく 人び とを 自動車で ひき 殺し、 たき 木を ひろう 
農民に 大砲まで うちまくって いる。 

また かれらは、 強盗の ように 民家に おしいり、 手当り し ♦たいに 略奪し、 火を 放ち、 白昼 公然と 婦女子 や 老婆に お 
そい かかって 暴行を はたらいて いる。 

かいらい 一味は、 このような 野蛮人 どもに 天誅を くわえよう とする 人び とを 逆に 投獄して おり、 アメリカの 狼 ど 
もは 憤怒に うち ふるえる 南 朝鮮人 民を 手当り しだいに 虐殺して いる。 

略奪 者に とっては 天国、 人民に とっては 地獄の 世の中で、 南 朝鮮人 民は 悪夢の ような 日々 を おくって いる。 しか 
し 南 朝鮮人 民は 決してた たかいを 放棄して はおらず、 そのな かで めざめ、 たたかい、 革命の 隊伍を ととのえて い 
る。 

まさに これまで、 南 朝鮮人 民が 流した 血と 涙を 一か所に 集めるならば、 ゆうに 大河を なす ほどで あり、 人民の 苦 
悶の 叫びは 南朝 鮮津 々浦々 にみ ちみち ている。 

四千 万 朝鮮人 民の 偉大な 領袖 金 日 成 首相は、 南 朝鮮人 民の 血と 恨みの 叫びを きき、 寝 もやらず 夜を 明かして は 心 
を 痛めた。 

「われわれは、 決して 北半 部で 築かれた 成果に 自己満足し、 安逸を むさぼる ことは できません。 こんにち、 南朝 
鮮 人民が 飢えに あえぎ、 血を 流して たたかって いるのに、 どうして われわれが 手を こまねい ている ことができ まし 
ようか？」 

首相は このように、 北半 部の 人民を つねに 教育し、 社会主義 建設の すべての 分野で、 北半 部の 革命 基地を 鉄壁の 
ように かためる 千里 馬の 大進 軍に、 ひきつづき 力強い 拍車を かけて いる。 

こうす る ことこ そ、 祖国 統一 後、 破壊され た 南 朝鮮 経済を すみやかに 復旧し、 零落した 南 朝鮮人 民の 生活を 改善 
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する 道であった。 

すなわち 金 日 成 首相は、 北半 部に おける 社会主義 建設の すべての 成果を、 南 朝鮮人 民を 解放し、 祖国 統一を なし 
とげる ための 力強い 保障と して だけでは なく、 統一 後、 破壊され た 南 朝鮮の 経済を 復興し、 南 朝鮮人 民に 安定した 
生活を 保障す るた めの 確固たる もとでと みなした ので ある。 

それゆえ 首相は、 北半 部で 発電所 一つ、 セメント エ場 一つを 建設す るに あたっても、 破壊され た 南 朝鮮 経済の 復 
興の ことを 考えた し、 紛績 工場を 建て、 農村を 建設 するとき でも、 塗炭の苦しみの なかでの たうつ 南 朝鮮 同胞 救出 
の 方途に ついて 構想した。 また 首相は、 託児所 や 幼稚園で たのしく 遊び まわる 子ども や 舞台で 踊る 子どもを 見て 
は、 雑草の ょうに 踏みし だかれて いる 南 朝鮮の 子どもたちに あたえる、 学ぶ 権利 や 学校 や 書物の ことにつ いて 思い 
をめ ぐらした。 

首相は つぎのょうにの ベて いる。 

「わが 党は、 工場 一つ、 発電所 一つを 建設す るに あたっても、 一つの 灌溉 工事を する にあたって も、 北半 部 人民 
の宰 福な 生活 だけでなく、 南 朝鮮人 民の 未来の ためとい う 目的から 出発して います。 社会主義 建設で われわれが 達 
成した 成果の なかには、 南 朝鮮人 民が 将来 享受すべき 部分 もふく まれて います」 

首相は、 南 朝鮮の 破壊され た 民族 経済を 復旧し、 人民 生活を 救いだ す 具体的な 対策まで たてた。 

共和国 政府は、 首相の 発起に したがって 一九 五 七 年、 飢えと 貧困に あえぐ 南 朝鮮人 民に 十万 石の 救護 米と ばく 大 
な 救済 物資を おくる ことを 発表した。 また 一九 五八 年には 南 朝鮮の 数百 万の 失業者と 数十 万の 浮浪児たち を 救済す 
るた め、 白米 十五 万 石、 布地 五 百万 メー トル、 水産物 一万 トン、 靴 四百 万 足を 提供し、 すべての 浮浪児を 共和国 政 
府が ひきとって 養育し、 学費 難に なやむ 三千 名の 南 朝鮮 大学生に、 毎月 一千 ゥォン (旧 貨) の 奨学金を 恒久的に 提供 
する 内閣 決定を 採択した。 
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さらに、 一九 六 0 年 十一月に ビョン ヤンで ひらかれた 最高 人民 会議 第二 期 第 八 回 会議では、 破産し 没落した 南朝 
鮮の 民族 経済を、 力強い 北半 部の 経済力で 最短 期間 内に 復興 するとい う、 同胞愛に みちた 大 設計図を 発表した。 

首相が 講じた このような 措置と 配慮は あまりに も 多く、 枚挙に いとまがない ほどで ある。 

しかし アメリヵ 帝国主義 とその 手先は、 これに おそれを なして 石の ように 沈黙して しまったし、 北半 部の 同胞愛 
にみ ちた 措置が 南 朝鮮人 民に 知れ わたる ことを おそれ、 人民の 目 や 耳を ふさぐ のに 汲々 とした。 

そうな ればな る ほど 金 日 成 首相は、 祖国を 統一し、 南 朝鮮人 民を 救援す る 決意を いっそう かためる だけで あっ 
た。 首相の 思いは、 どこで、 なにを 見ても、 ただ ひたすら 祖国 統一の 日、 南 朝鮮人 民を 救出す る 日へ と 走る ばかり 
であった。 

一九 五六 年、 南 浦 造船所を 現地 指導した とき、 首相は 西 k (黄海) における 水産業の 発展の ために、 この 工場が、 
すすむべき 方向を 教え、 南半 部には 船舶の 修理工場 もない ため、 南北が 統一され たのち に 南半 部 漁業の 発展に 寄与 
する 技能 エを 、いまから 数多く 育成し なければ ならない とのべた。 

首相は また、 黄海 北 道の 鳳山ナ ムリ か 原と 黄 州の キン ドン か 原を うるおす 三 万 四千 余 町歩の 灌漑 工事 場を たずね 
たと きに も、 i 共和国 各地で より 大きな 灌溉 工事を しなければ ならない だけでなく、 祖国 統一 後、 南半 部 も 北半 
部の ように 灌溉 網で おおわなければ ならない と 強調した。 

一九 五八 年 八月、 海 州 セメント エ場を 現地 指導した ときの ことで ある。 首相は、 この 工場の 発展 方向に ついて 具 
体 的に 指導した あと、 埠頭の 方へ 足を はこび、 しばらくの あいだ 深い 思いに ふけって から、 海の なかから そびえた 
ってい る この 工場の 出荷 施設で ある 巨大な 鉄塔を 指さし、 この 施設は 祖国が 統一され たら 南半 部を 復興す る セメン 
卜 資材を 船に つみ、 仁 川を へて ソゥル、 釜 山へは こんで ゆく 輸送 設備で あるから、 そのまま 保存し なければ ならな 
いとの ベた。 
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首相は ビナ tl ン エ場を 建設 するとき にも、 活動家たち が一 万 トン 級の 工場 建設 案を たて、 これで も 大きす ぎは し 
ないかと 考えて いるのを 見て、 一万 トンでは なく 二 万 トン 能力の 大ビナ ロン エ場を 建設して こそ、 祖国 統一 後、 南 
半 部の 人民に も 安くて 質の良い 服地を たくさん あたえる ことができ るの だとの ベた。 

金 日 成 首相は、 祖国 統一の その 日に、 南 朝鮮人 民に も 北半 部 人民と 同じ 幸福な 新 生活、 新制 度を あたえる ことが 
できる 偉大な 綱領まで 提示した。 

一九 五 九 年 九月、 黄海 製鉄所を 現地 指導した とき、 金 日 成 首相は 労働者たち のまえ で つぎのようにの ベた。 

「祖国が 統一され れば南 朝鮮の 農民に なにを してやれる でしょう か？ 

第一に、 地主の 土地を 没収し 農民に 分け あたえる でしょう。 つぎには 約 三年の あいだに 南 朝鮮の 肥沃な 土地に 灌 
溉 工事を 施し、 治山 治水 も おこない、 干害 も 克服し、 水害 もな くす でしょう。 そうすれば 農業 もよ くで き、 三年 も 
たてば 農民が 裕福に 暮らす ようになる でしょう。 われわれには 経済の 土台が あるた め、 こうした 灌漑 工事 も 治山 治 
水 も 十分に おこなう ことができます」 

このように、 首相は、 南 朝鮮 農民に 生きが いの ある 新 生活と 幸福を あたえる ために、 南 朝鮮 農民の 世紀 的な 宿望 
である 土地を 無償で 分け あたえ、 永久に 水害と 干害を なくす よう 農村の 水利 化を 施し、 将来は、 農民を 骨の 折れる 
労働から 解放す るよう 農村の 化学 化、 電化、 機械化を も 構想して おり、 現 物税 もとらないだろう とのべた。 

首相が 提示した この 綱領が 実現され る 統一 後の 南 朝鮮 農村の 展望は、 なんと 輝かしい ものであろう か！ 領袖が 
さししめした 綱領は、 南 朝鮮 農民の 解放と かれらの すすむべき 道を 明るく 照らして いる。 

南 朝鮮人 民に 思いを はせ ると き、 きまって まず 労働者の ことを 考える 首相は、 南 朝鮮 労働者の 境遇を 根本的に 改 
善す る 統一 後の 未来を 明らかにしながら、 統一が なれば、 南 朝鮮 労働者 も 北半 部と 同じように 国の 主人になる だろ 
うし、朝鮮労_党は、労_者階級のために八時間労働制と社会保障制度を実施し、無償治療もおこない、なに一つ 
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心配の ない 幸福な 生活を 保障す るだろう とのべた。 

また 金 日 成 首相は、 「統一が 実現 されれば、 南 朝鮮 青年に なにを あたえる ことができる だろう か？」 とのべな が 
ら 、つぎのように 明らかにし ている。 

「 …… 青年にたい しては、 北半 部と 同じように 義務教育 制を 実施し、 無償で 勉強 させ、 学生服 や 学用品を すべて 
供給して やる でしょう。 われわれは、 確固たる 物質的 土台を もっている ために、 このような 綱領を うちだす ことが 
できます」 

首相は このように、 南 朝鮮の 青年 学生が、 統一され た 祖国で 生活す る 展望を 明らかにし、 その 日を 一刻で も 早め 
るた めに、 南 朝鮮の 青年 学生運動が すすむべき 道を 明確に しめした。 

金 日 成 首相は、 アメリヵ 帝国主義と 外国 独占資本の 圧迫の もとでた えず 破産し、 没落す る 南 朝鮮の 中小企業 家に 
たいしても、 つぎの ような 綱領を うちだした。 

「われわれは 北半 部で も、 日本 帝国主義と 隸属 資本家、 親日派の 工場 だけを 没収し ました。 個人 企業家、 商人た 
ちの 所有まで すべて 没収した のではありません。 

南 朝鮮で も 同様です。 民族 資本家たち の 経営に 手を つける 必要はありません。 われわれは かれらが、 国家と 社会 
のために、 人民の ために 有益な 仕事を する ように 支援し 導く でしょう。 社会主義に ついての かれらの 態度に ついて 
のべるならば、 それは、 かれら 自身が 生活と 実際の 経験を つうじて、 自己の 意志に したがって 決定す る 問題です。 

現在、 南 朝鮮の 民族 資本家は アメリヵ 帝国主義の 略奪と 圧迫の もとで、 ひきつづき 破産して います。 かれらの 唯 
一の 活路は 祖国の 平和的 統一に あり、 そのために かれら も、 われわれと ともに 手を たずさえて すすまなければ なり 
ません」 

領袖が さししめした 偉大な 綱領は、 統一した あかつき、 南 朝鮮人 民が いとなむべき 新 生活を 準備す る 輝かしい 展 
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望を ひらいた もので あり、 南 朝鮮人 民が すすむべき たたかいの 明確な 前途を 明らかにし、 南 朝鮮人 民に 新しい 希望 
と 確信を いだかせる たたかいの 旗 じる しなので ある。 

どんな ことがあっても 南 朝鮮人 民を 救出し ようとす る 父なる 領袖 金 日 成 首相の 情熱は、 かぎりなく 熱く、 力強い 
ものである。 

南半 部の 同胞に 思いを はせ る 領袖の あたたかい 心情は、 南半 部を 故郷と する 人び とにたい する 肉親 的な 配慮と 一 
つに むすびつい ている。 

南半 部に 故郷を もつ 人び とは、 八 • 一 五 解放 後、 とくに 祖国 解放 戦争の 困難な 時期に アメリヵ 帝国主義 とその 手 
先に 反対して 勇敢に たたかい、 党と 領袖に したがって 社会主義 祖国に あこがれ、 北半 部に 移った 人び とで ある。 

金 日 成 首相は、 かれらを 南 朝鮮 革命と 祖国 統一の 貴重な 力と して 大切に し、 いつくしみ、 あたたかい 配慮を めぐ 
らした。 

首相は 南半 部から 移って きた 人び とに ついて、 つぎのようにの ベて いる。 

「かれらは みな、 われわれの 貴重な 宝で あり、 南半 部 革命の 重要な もとでであります。 …… われわれは 南半 部 か 
らきた 同志たち をと くに 愛し、 かれらの 発展の ためにより 多くの 関心を はらい、 もっと 多くの 援助を あたえな けれ 
ばな りません」 

一九 六 四 年 八月、 金 日 成 首相が 黄海 南 道の 農村で 現地 指導を おこなった ときの ことで ある。 

首相は ある 日、 郡 協同 農場 経営 委員会の 技師 長と して 働いて いる 一女 性が 南 朝鮮に 故郷を もつ ことを 知り、 彼女 
を よんで いろいろと 話し あった。 

首相は、 軍隊に 服務して から 農業 大学を 卒業した という その 女性 技師 長に、 やがて 国が 統一され、 南半 部の 故郷 
に 帰り、 親類 や 友人、 そして 子どもたちの 教育に たずさわれば、 どんなに 多くの 人び とを 団結させる ことができる 
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だろうと 話しながら、 つぎのょうにつ づけた。 

「南 朝鮮から きたき みたちは、 とくに、 南 朝鮮を かたとき も 忘れて はならない。 

われわれの 世代に 必ず 統一を 達成し なければ ならない。 われわれは、 統一され ていない 祖国を どうして つぎの 世 
代に ゆずりわたす ことができよう か！ 絶対そう する ことは できない！ 

地主 も 資本家 も 知らず、 苦労を した こと もない つぎの 世代に、 分 断され た 祖国を ゆずりわたす ことは できない。 


「きみたちの ように 南半 部から きた 人たち は、 統一を 実現す るう えで もそう だし、 統一 後に 南 朝鮮人 民を 結集 さ 
せる うえで も、 非常に 重要な 役割を 果たさなければ ならない 貴重な 人たち だ。 

起齡 道には 全羅 道の 人たち が ゆき、 Kf 辦を には 慶路 道の 人たち がいって 仕事を すべきで、 咸鏡 道の 人が いったの 
では 大衆を より 多く かちとる ことは できない。 咸鏡 道の 人が 十の ことを 話す よりも、 きみが 話す ひとことの 方が よ 
り 感動を あたえ、 人び とを ひきつける ことができる だろう。 

だからき みは、 いつでも 南半 部に いって 活動で きる ように、 これから もより 多く 学んで 準備し なければ ならな 
い！」 

首相は、 いまの 仕事 も 重要では あるが r …… 将来、 南 朝鮮に いって 政治 活動が できる よう 政治学 習 も りっぱに や 
り、 党 活動に ついても 学ぶ のがよ い」 とのべながら、 祖国が 統一 されれば 政治 運動を する 人、 すなわち 党 活動、 政 
権 機関 活動を りっぱに おこなう 人が より 多く 必要になる とくり かえし、 いいきかせた。 

首相は また 女性 技師 長に、 南半 部で いっしょに 仕事を していた 人で 北半 部に きた 女性が いるか どうか、 その 人た 
ちは どこで なにを している. のか、 その 夫たち は どの 部門で 働いて いるかな ど、 こまかくたず ねてから、 南半 部から 
きた 同志たち はみ な 貴重な 人たち であるが、 なかで も 女性たち はとり わけたい せつで あると 話した。 
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そして 首相は、 いっしょに 北半 部に きた 友人たち に、 将来、 南半 部で りっぱな 革命 活動が できる ように 準備す る 
ことを よびかける 手紙を 書いて ほしいと たのんだ。 

首相は 彼女と 別れる とき、 かさねてこう のべた。 

「南 朝鮮を かたとき も 忘れて はいけ ない。 いつでも いって 活動で きる ように、 しっかりと 準備を ととのえな さ 
い！」 

首相は、 南半 部から きた 人たち と 出会えば、 いつも このような 意味の ことを 話し、 かれらを かぎりなく 激励した。 

首相は、 国が 統一され れば 、南 朝鮮で も 人民が のぞむ 北半 部の ような 民主 改革を おこない、 社会主義を 建設し な 
ければ ならない、 そのために 多くの 幹部が 必要と なること を 早くから 見と おし、 かれらを 幹部 候補と して 大々 的に 
養成す る 措置を とった。 

こうして 南 朝鮮に 故郷を もつ 多くの 青年たち は、 首相の 慈父の ような 愛情につつ まれ、 松 都 大学、 共産 大学を は 
じめ 共和国 各地の 大学で 心 おきなく 学ぶ ようになった。 

首相は、 父母、 親戚を 南 朝鮮に のこして いるかれ らに 、学習と 生活で いささかの 支障もう けない ように 国家から 
特別な 援助を あたえ、 機会 あるた びに 直接 かれらに 会って 激励し、 南 朝鮮 解放にたい する 大きな 抱負と 希望を はぐ 
くんだ。 

戦後、 廃墟の なかから 工場を 建設し、 歯を くいし ばって 悪戦苦闘して いた 一九 五 四 年、 金 日 成 首相が 新 解放 地区 
である 開城を 現地 指導した ときの ことであった。 

首相は 十二月の ある 日、 南 朝鮮に 故郷を もつ 青年たち が 学ぶ 松 都 大学を おとずれた。 

首相の 車が 大学の 玄関に 到着す る や、 全学 生と 教職員は 熱狂 的な 歓呼を もって 慈父と あおぐ 領袖を むかえた。 

首相は、 学長 室で 教職員たち を 見 まわしながら こう 語った。 
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「この 大学で 学ぶ 学生たち は、 みんな アメリヵ 帝国主義に 反対して 勇敢に たたかった 人たち であり、 また 祖国が 
統一 されれば、 南 朝鮮で 困難な 苦しい 仕事を うけもって 働く 貴重な 幹部と なる 人たち なのです。 

だから、 この 大学は 大きな 使命を になって います。 

あなたがたは 学生たち をたい せつに し、 よく 教えて あげなければ なりません。 

わたしの 考えでは、 校舎 も 四 階 建ての りっぱな ものを 新しく 建て、 制服、 下着、 学用品な ども 無償で 支給し、 奨 
学 金 も 十分に あたえるべき です」 

ついで 首相は、 「学生たち に 少し 会って みよう」 といいながら、 教室の 方へ 足を はこんだ。 

自分たち を かぎりなくい つくしんでくれ る 領袖の ひろい ふところに いだかれた 学生たち は、 じつの 父母 も およば 
ない 肉親 的な 配慮と 大きな 愛情の なかで、 このうえない 幸福感に ひたった。 

首相は、 学生たち の 手を かわるがわるに ぎりし めながら、 勉学のう えで 不便な ことは ないか、 宿舎は 寒くない 
か、 たりない 学用品は ないかな どと こまかくたず ねた。 

「困っ たこと などありません」 、「十分です」 

学生たち がこう こたえる と、 首相は 笑みを うかべながら 、「ない はずは なかろう。 まだたり ない ものが 多い はず 
だ。 あとでで も 学長を つうじて 提起しなさい、 解決す るよう にしよう」 と 語った。 

ついで 首相は、 前列に たって いる 一人の 女子学生の 肩に 手を のせながら、 やさしく たずねた。 

「故郷は どこかね？」 

「ソゥルです」 

「ソゥルには だれが いるの？」 

「年老いた 母が おります」 
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「お母さんに 会いたくない かね？」 

「会いたい と 思います」 

「お母さんを つれてきたい だろう に …… 」 

「はい、 いますぐ にで もつれて きたいと 思います」 

ここまで 話す と、 その 学生は こみあげる 感激を おさえ きれず、 首相の あたたかい 胸に 顔を うずめて 泣き だしてし 
まった。 

首相は 学生の 頭を なでながら、 窓 ごしに 南の 空を 見やった。 首相の 顔が くもった。 アメリヵ 帝国主義の 血に そま 
った 軍靴に 踏みに じられ、 身 もだえす る 祖国の 南の 地、 敵の 苛酷な 搾取と 抑圧の もとで 呻吟す る 南 朝鮮人 民の 苦し 
い あえぎを きいて いるかの ょうであった。 

教室には しばらく 重苦しい 沈黙が 流れた。 首相は、 自分を とりかこんで いる 学生たち を 見 まわしながら、 低く 重 
々しい 声で 話を しはじめた。 

「われわれは、 祖国の 半分の 地で ある 南 朝鮮を かたとき も 忘れる ことは できない。 また 忘れて はならない！ 

われわれは 必ず アメリヵ 帝国主義を 追いだ し、 南半 部の 父母 兄弟を 解放し なければ ならない。 

そのために、 きみたちは もっと 一生懸命に 学ばなければ ならない。 …… 」 

学生たち は 首相の 気高い 志を かかげて、 必ず 南 朝鮮を 解放し、 祖国 統一の 偉業を なしとげずに はおかない という 
決意 も 新たに、 首相の 革命 思想で 身を かため、 いっそう 勉学に いそしんだ。 

この 大学の 学生たち にたいする 首相の 肉親 的な 配慮は、 まさにつ きる ことがなかった。 

首相は 党と 国事に 多忙を きわめていた にもかかわらず、 じつに 七 回に わたって この 大学の 学生 や 教職員を たず 
ね、 あたたかい 慈父の 手を さしのべて 導いた し、 南 朝鮮に いるかれ らの父 や 兄に かわり、 卒業式に も 親しく 出席し 


5 父なる 領袖の 愛は 海を こえ 


て かれらの 門出を 祝った。 

こうして、 かつては 南 朝鮮で、 作男の 息子と して、 失業者 や 苦学生と して 苦痛を なめてき た 青年たち は、 首相の 
ふところで 堂々 たる 党と 国家、 経済 機関の 働き手に、 社会 活動家に、 技師に、 芸術家に 育った。 

金 日 成 首相が、 南 朝鮮に 故郷を もつ 人び とに あたえた 厚い 配慮と 信任は、 まさに アメリヵ 帝国主義 者と 朴正熙 一 
味に 反対して たたかう、 南半 部の すべての 革命家た ちと 愛国 的 人民に あたえる 配慮で あり、 信任な のであった。 

だから こそ 南 朝鮮人 民は、 太陽を 慕う ひまわりの ように 首相を 敬慕しながら、 「現在の 南 朝鮮を 救う ことので き 
る 指導者は、 民族の 太陽で ある 金 日 成 首相 だけ」 だと 語って おり、 アメリヵ 帝国主義の 凶悪 非道な 植民地 ファ ッシ 
ョ •テ P 支配の なかで でも、 つねに 希望と 勇気を ふるいおこして、 最後の 勝利を めざして 力強く たたかって いるの 
である。 

5 父なる 領袖の 愛は 海を こえ 

金 日 成 首相の 父なる 愛は 海を こえ、 海外 同胞に も 太陽の 光の ように およんで いる。 

首相は つねに、 海外 同胞の 問題を 朝鮮人 民の 反帝 民族 解放の 課題と 密接に むすびつけ てきた。 

それは、 数多くの 同胞が 海外に 追われて いって 生きる ようになった 原因が、 日本 帝国主義 者の 悪らつな 植民地 支 
配に よる もので あり、 そして かれらが、 海外で 帝国主義 反動 層の 民族的 圧迫と 搾取に しいたげられ てきた ためで あ 
る。 

かつて 祖国が 日本 帝国主義 侵略者に 占領され ていたと き、 数多くの 同胞は 土地と 職場を 奪われ、 生きる 道を もと 
めて 北 間 島 (中国 東北の 吉林 以東 一帯) や 日本、 さらには ハヮィ や メキシコにまで あてもなく 流浪し なければ ならな か 
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った。 しかし、 その 地で わが 同胞を 待ち うけていた ものは、 やはり 帝国主義 者の 民族的 圧迫と 虐待で あり、 果てし 
ない 悪夢の ような 生活苦 だけであった。 

とくに 日本 帝国主義の 大陸 侵略と 第二次世界大戦のと きは、 「人夫 募集」、 「報国 隊」 、「徴用」 などの 名に よって 
日本に 強制 連行され た 数百 万の 同胞が、 炭鉱、 鉱山、 軍事施設の 建設 場な どで もっとも 危険な 労働を 強要され、 日 
本 帝国主義の ム チの もとで 血の 涙を 流しながら たおれて いった。 亡国の 民の 不宰 とは、 なんと おそろしく 悲惨な も 
のであろう！ 

海外 同胞が こうむって いた これらの 不幸を 一掃す る 道 —— 、それは ただ 日本 帝国主義を 打倒し、 奪われた 祖国を 
とりかえす 以外には なかった。 

だから こそ 金 日 成 首相は、 日本 帝国主義を 打倒して 祖国を とりもどす ために、 また 海外に 追われて いった 同胞が 
いっしょに 集まって、 しあわせな 生活が いとなめる その 日の ために、 祖国 光復 のの ろしを 高く かかげ、 十五 星霜に 
わたる 苦難に みちた 抗日 武装 闘争を くりひろげた ので ある。 

首相が 展開した 抗日 武装 闘争は、 海外に いた 同胞に かぎりない はげましと 希望を あたえ、 たたかいの 道へ とふる 
いたた せた。 

首相は 解放 後、 朝鮮民主主義人民共和国を 創建す る ことによって、 祖国を 奪われた 海外 同胞を 堂々 たる 独立国 家 
の 公民に した。 また 祖国 北半 部を 強固な 自立 的 民族 経済と 燦然た る 民族 文化を 誇る 社会主義 強国に かえ、 すべての 
海外 同胞に 無限の 誇りと 希望を あたえた。 

こうして いま、 海外 同胞の 境遇は 根本的に かわった。 

金 日 成 首相は、 つぎのようにの ベて いる。 

「 …… こんにち 海外 同胞は、 自分たち の 愛する 祖国 —— 朝鮮民主主義人民共和国の 堂々 たる 海外 公民と して、 か 
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ぎりない 民族的 自負と 誇りを いだき、 共和国の 隆盛と 発展の なかに 自己の 幸福な 未来を 見出して います」 

金 日 成 首相は、 共和国 北半 部で 達成され たこの 威力 ある 政治、 経済的 成果に もとづいて、 海外 同胞 —— とくに そ 
の 絶対多数を 占める 在日 朝鮮 同胞に、 たえず 慈愛に みちた 手を さしのべて いる。 

首相は、 日本 帝国^ i の 敗北に よって 祖国が 解放され た 直後の 複雑な 政治 情勢の もとで、 在日 同胞の 士気は 高ま 
っていた ものの、 闘争の 方向が はっきりと とらえられて いなかった ときに、 かれらに 正しく 明確な たたかいの 方向 
を さししめし、 勝利の 信念を いだかせた。 

解放 直後、 在日 同胞は 敬愛す る 領袖 金 日 成 将軍の 祖国 凱旋に かぎりなく はげまされ、 一九 四 五 年 十月に、 最初の 
統一戦線 体で ある 在日 本 朝鮮人 聯盟 (略称 朝聯) を 結成して 愛国 活動に 決起した。 しかし 在日 同胞の 愛国 活動は、 ア 
メリ カ 帝国主義を はじめ、 日本 反動 層と 南 朝鮮 かいらい 一味の たえまない 弾圧と 迫害に より、 二重 三重の 難関に ぶ 
っかった。 

朝鮮戦争を 準備して いた アメリカ 帝国主義 者は、 日 ましに 強まる 朝聯の 活動と 在日 同胞の 革命的 力量にたい して 
不安を 感じ、 日本 反動 支配 層を そそのかし、 一九 四 九 年 九月に 朝聯を 強制的に 解散 するとい う ファッショ 的 蛮行を 
あえて おこなった。 

しかし 在日 同胞は、 祖国の 人民が アメリカ 帝国主義 侵略者との 戦争で しめした 英雄的 闘争に 大きく はげまされ、 
難関を のりこえながら 力量を 再編 強化す る 頑強な たたかいを つうじて、 一九 五一 年 一月、 より 強力な 統一戦線 体で 
ある 在日 朝鮮 統一 民主 戦線 (民 戦) を 結成した。 

だが 民 戦は、 その 活動に おいて 朝鮮 革命の 主体を 確立す る ことができなかった うえに、 アメリカ 帝国主義の 指示 
をう けた 日本 反動 支配 層の 弾圧と 迫害の 強化の ため、 きわめて 困難な 状態に おかれた。 

事態は 新しいた たかいの 方向を もとめた。 
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金 日 成 首相は、 在日 同胞が 情勢に そくして 愛国運動の 路線を ただし、 主体を 確立す るよう 明確な 方針を さししめ 
した。 

金 日 成 首相は、 在日 同胞が たとえ 異国で 生活して いても、 祖国の ために 愛国 活動を おこなうべき であり、 朝鮮 革 
命を りっ ばに 遂行す る ことが 他国の 革命に も 寄与す る ことになると 指摘し、 在日 同胞の たたかいで もっとも 重要な 
ことは、 日本の 内 •& に 干渉せ ず、 ひたすら 自己の 民主主義 的 民族 権利を 守り、 祖国の 自主的 統一を 促進す るた めに 
たたかう ことで あると 教えた。 

この 方針は、 内外の すべての 愛国 的、 民主的 勢力を 反米 救国 闘争に 結集し、 祖国 統一の 偉業を すみやかに 達成す 
る ばかりでなく、 米 日 反動の 弾圧 策動を はねのけ、 在日 同胞の 愛国 活動を 力強く 発展させる もっとも 正しい 方針で 
あった。 

在日 同胞に あたえられた 金 日 成 首相の 教えは、 在日 同胞の 生活と 愛国 活動の 発展に おいて 歴史的な 転換を もたら 
した。 

在日 同胞は 首相の 教示から 自己の すすむべき 道を 見出し、 一九 五 五 年 五月、 自己の 真の 組織で ある 在日 本 朝鮮人 
総 聯合 会 (総 聯) を 結成した。 

総聯の 活動で 金 日 成 首相の 教えが 徹底的に つらぬかれた 結果、 総聯は 各界 各層の 同胞たち と 血縁 的な 連係を 強 
め、 大衆の なかに 深く 根を おろし、 その 大衆 的 基盤を 拡大し、 それを しっかりと かためる ようになった。 

こうして 総聯 は、 一つの 思想と 意志で かたく 団結し、 敬愛す る 領袖 金 日 成 首相の さししめす 道を すすむ ことによ 
って、 いかに 複雑な 状況の もとで も、 大衆を 愛国 活動に 組織 動員す る ことので きる 不敗の 隊伍に 拡大 強化され た。 
中央 本部、 県 本部、 支部、 分会な ど 整然とした 組織体 系と、 青年 組織、 女性 組織、 商工 人 組織、 教員 組織を はじめ 
とする 階層 別の 単一 団体と、 科学、 文化、 芸術、 出版 報道、 経済な ど 各種の 活動 機関を もつ 総聯 は、 六十 万 在日 同 


406 


5 父なる 領袖の 愛は 海を こえ 


胞の 圧倒的多数を もうらす る 力強い 民主主義 的 民族的 連合 体と して、 内外に ゆるぎない 権威と 影響力を 発揮で きる 
ようになった。 総 聯の全 幹部と 六十 万 在日 同胞は、 首相が あたえた 総聯 という 威力 ある 武器を 手に する ことによ 
り、 米 日 反動 層の いかなる 弾圧 策動 も 断固 うちやぶり、 つねに 敬愛す る 領袖 金 日 成 首相の 肉親の 情を 身近に 感じつ 
つ、 民主主義 的 民族 権利を 守り、 祖国の 自主的 統一の ための 闘争を 力強く おしすすめて いる。 

金 日 成 首相は、 つぎのように のべて いる ❶ 

「こんにち、 六十 万 在日 同胞は、 朝鮮 労働党と 共和国 政府の まわりに かたく 結集し、 総聯の 指導の もとに、 日本 
当局の 不当な 民族的 迫害と 蔑視に 反対し、 民主主義 的 民族 権利の ために 勇敢に たたかって おり、 祖国の 統一と 民族 
の 繁栄の ために、 ひきつづき 力強く たたかって います」 

金 日 成 首相は、 在日 同胞の 生活に おいて もっとも 切実な 問題の 一つで ある、 新しい 世代の 民族 教育の 問題に 多く 
の 配慮を ほどこして いる。 

首相は 在日 同胞の 子弟が すべて 日本で 生まれ、 祖国の ことばと 生活 風習を 知らず、 なかん ずく 日本の 反動 支配 層 
が 在日 同胞を 日本人に 「同化」 させようと 執換に 策動して いる 条件の もとで、 在日 朝鮮 青少年にたい する 民族 教育 
事業は 単純な 教育 事業では なく、 「民族を とりもどす 事業」 であり、 重要な 民族的 課題で あると 教えた。 

首相は、 在日 同胞 子弟に 必ず 民主主義 的 民族 教育を 実施し、 かれらを 社会主義 祖国の りっぱな 働き手に 育成し な 
ければ ならない と、 くりかえし 強調した。 

子弟にたい する 民主主義 的 民族 教育は、 在日 同胞の 切実な 宿望の 一つであった。 

在日 同胞は、 かつて 自分自身が 教育を うける ことができなかった ために 体験した さげすみを 子どもたちが ふたた 
び 経験す る ことなく、 新しい 祖国 建設の すぐれた 働き手に 育つ ようにと 切実にね がい、 解放 直後、 教員 も 教科書 も 
ない 困難な 条件の もとで、 日本 各地で 倉庫、 住宅な どを かりて 学校を つくり、 教科書を つくり、 母国語に よる 民族 
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教育を はじめた" しかし 在日 同胞の 民族 敦育亊 業 ば、 日本 反動 層の たびかさなる 破壊 策動と 物質的、 財政 的 難関に 
より、 多くの 紆余曲折を へなければ ならなかった。 

民族 教育にたい する 在日 同胞の 宿望は、 金 日 成 首相が 慈愛に みちた 手を さしのべる ことによって、 はじめて 達成 
された。 

子どもたちと 若 ものを 掌中の玉 として 愛する 金 日 成 首相の 父なる 愛は、 日本に 住む 同胞たち の 子弟を も あたたか 
くつ つんだ。 

首相は、 国 全体が 一本の 釘、 一す じの 糸を も 惜しみ、 えがたい 外貨を 極力 節約しながら、 破壊され た 経済を たて 
なおして いた 停戦 直後の あの 困難な 時期に、 ばく 大な 外貨を 在日 同胞 子弟の 民主主義 的 民族 教育の ために 惜しみな 
く おくった。 

首相が おくった 教育 援助 費と 奨学金は、 一九 五 七 年 四月から 一九 六 七 年末に いたる 十 年間 だけで も 二 十五 回に お 
よび、 その 総額は 日本 円で 六十 一億 二 千 四百 十五 万 余 円と いう、 じつに ばく 大な 額に 達した。 

首相の あたたかい 配慮に かぎりなく はげまされた 在日 同胞は、 総聯の 指導の もとに、 力の ある 人は 力を、 知識の 
ある 人は 知識を、 金の ある 人は 金を だし、 こぞって 学校 建設 事業に たちあがった。 

r ボロ学 校」 と 笑い ものにされて いた バラック 建ての 校舎は 姿を消し、 日本で も 指折りの 建築 設備を もつ 朝鮮 大 
学校を はじめ、 百 五十 余の 現代的な 各 級 学校が 新たに 建設され、 幼稚園から 大学に いたる までの 整然とした 民族 教 
育 体系の もとで、 四 万 余の 青少年が 民族 教育を うけてい る。 

朝鮮 大学 校と 日本の 各大学、 科学 研究 機関で 学ぶ 多くの 大学生と 研究生 もまた、 首相が おくって くれた 奨学金 
で 存分に 学ぶ ことができる ようになった。 

子弟に 教育を ほどこす ことは、 父母であるなら ば、 だれもが もつ よろこび である。 まして や、 いきどおりと 悲し 
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みに みちて いる 他国に 住みながら、 祉国の 奨学金まで 5 けて 学ぶ 子弟を みる 在日 同胞の よろこび、 それ も 虚偽と 不 
正義と 堕落の 毒素に みちた ブルジ ョア 「文化」 のうず のなかで、 反動 層の 敵意に みちた 視線を あびながら も、 偉大 
な 領袖と 富強な 祖国の 保護の もとで 気高く、 そして 革命的な 民族 教育を うけ、 社会主義 祖国の 働き手に 成長す る 子 
弟を みる 在日 同胞の 誇り —— かれらの この 誇りと よろこびは かけがえ， のない 至上の ものである。 

世界には 百 九十 余の 国が あると いわれる が、 海外に 居住す る 自国の 公民の 民族 教育の ために、 このように 深い 関 
心を はらい、 ばく 犬な 資金を おくる 国は ただ 一つ、 金 日 成 首相が 指導す る 朝鮮民主主義人民共和国 ♦たけで ある。 

金 日 成 首相の 父なる 愛情と 配慮は、 これにつ きる ものでは ない。 

首相は、 在日 同胞の 民主主義 的 民族 権利を 保障す るた めに、 あらゆる 努力と 適切な 措置を とった。 

首相は 在日 同胞の 民主主義 的 民族 権利に かんする 問題を、 在日 同胞が 異国で 民族の 尊厳と 真の 生活の 権利を 守る 
ための もっとも 重要な 問題の 一つと みなし、 つねに この 問題に 深い 関心を はらって きた。 

首相は、 在日 同胞が 堂々 たる 独立国 家の 海外 公民と して、 外国人と して、 当然 あらゆる 民族的 権利を 保障され な 
ければ ならない とのべた。 

しかし 日本の 反動 層は、 アメリヵ 帝国主義の 指示の もとに、 朝鮮民主主義人民共和国と 在日 同胞にたい し 終始 | 

貫して 敵対 政策を 実施し、 在日 同胞の 人権と 生活 権を はじめと する 諸般の 民主主義 的 民族 権利を 乱暴に 侵害して い 
る 0 

日本の 反動 支配 層は、 在日 同胞を 侮辱して 「無 国籍 者」 とか、 「第三国 人」 などと よび、 むやみ やたらに 逮捕 拘 
禁し 、不良 やならず ものを あおりた てて は、 在日 朝鮮 公民の 民主主義 的 団体で ある 総 聯をお そわせるな どの 蛮行を 
くりかえし ている。 

日本 反動 政府は、 在日 朝鮮 公民に、 職業、 住宅、 「社会保障」、 銀行 取引、 財産相続、 教育な どを はじめ、 朝鮮 
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商工業者にたい する 販路、 融資、 資材 購入な ど、 あらゆる 面に おいて 制限 措置を とっている。 

日本の 反動 層は 在日 朝鮮 公民に かいらい 「韓国 国籍」 を 強要し、 かれらの 民主主義 的 民族意識を マ ヒ させようと 
各種の 「反共」 宣伝を 強めて おり、 在日 同胞の 民族 教育 事業を 抹殺し ようと 「同化 教育」 を 執拗に 強要して いる。 

はなはだしく は、 在日 朝鮮 公民の 帰国 協定を 一方的に 破棄し、 過去 八 年間、 順調に すすめられ てきた 帰国 事業を 
破綻 させようと している。 

米 日 反動 支配 層の 悪らつな 策動の ため、 在日 同胞が こうむって いる 不幸と 苦痛を 推察した 金 日 成 首相は、 在日 朝 
鮮 公民にたい する 共和国 政府の 一貫した 同胞愛 的な 立場を かさねて 明らかにした。 

金 日 成 首相は、 つぎのように のべて いる。 

「朝鮮民主主義人民共和国 政府は、 六十 万 在日 同胞を はじめ 海外に 住む すべての 朝鮮 公民を 保護し、 かれらの 民 
族 的 権利を 擁護す る ことを 自己の 神聖な 義務と しています。 われわれは、 海外 朝鮮 公民の 民族的 権利を 侵害し、 か 
れらを 迫害、 蔑視す る あらゆる 不当な 策動に 反対して ひきつづき 頑強に たたかい、 海外 同胞の 正当な 闘争を つねに 
力強く 支持 声援す るでありましょう」 

首相は、 総聯と 在日 同胞にたい する 日本 政府の 不当な 弾圧と 民族的 差別、 人権侵害な どにたい し、 そのつど それ 
を 排撃すべく 国家的 措置を 講じた。 

日本 反動 政府の 不当な 措置に 厳重に 抗議す る 共和国 政府の 声明は、 そのつど 世界人 民の 広 はんな 支持を うけ、 在 
日 同胞に かぎりない 力と 勇気を あたえた。 

それば かりで なく、 首相は 一九 六 三年 十月に 共和国 国籍 法を 発表し、 共和国 公民と しての 在日 同胞の 地位を 法的 
に 確固と 保障した。 

金 日 成 首相は、 在日 同胞が 災難を こうむる たびに、 あたたかい 救援の 手を さしのべた。 
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災害を うけた 同胞 や、 大村 収容所に 不当に 収容され て 苦しんで いる 同胞の ためにい くた び も 救援 金を 送り、 あら 
ゆる 同胞愛 的な 措置を とった。 

首相は、 一再ならず 数多くの 総聯 幹部と 熱誠 者、 愛国 的 商工 人に 国家 授勲の 栄誉を あたえ、 教員には 功 黙 教員 
の 称号、 体育 人には 体育 名手の 称号、 俳優と 芸術家には 功勲 俳優、 功勲 芸術家の 称号を 授与し、 朝鮮 大学 校 教員に 
は 共和国 教授 および 助教授の 学 職を 授与した。 とくに 一九 六 七 年の 最高 人民 会議 代議員 選挙では、 在日 六十 万 同胞 
の 代表を 代議員 候補者にまで 推せん し、 かれらが 祖国の 政治に 直接 参加で きる 道を ひらいて くれた。 

かつては、 どこで ゆきだおれに なろうと も、 かえり 見る 人と ていなかった 亡国の 民の 悲しみを 体験した 在日 同胞 
が、 父なる 領袖の あたたかい 愛情と 配慮の もとに、 はじめて よろこびに みちて 生活す るよう になった。 

なに 一つ 不自由の ないように 心を くばり、 生きる すべを あたえて くれた 父なる 領袖 金 日 成 首相の 配慮に ついて、 
ある 在日 同胞は、 つぎのように 語って いる。 

「金 日 成 首相が 祖国を とりもどし、 心からの 配慮を めぐらして くださって いるから こそ、 わたしたちは 異国の 地 
に 住みながら も 強力な 総聯 組織を もち、 学校 も 建て、 新聞 も 発行し、 自分たち の 権利を 守りながら 堂々 と 暮らせる 
のです。 これが むかしだった ら 、どこで 犬死にしても、 だれ 一人 ふりかえって くれる 人 すらなかった でしょう。 で 
すから、 山が いくら 高い といっても、 領袖の 恩の 高さには およびません。 考えれば 考える ほど、 感謝の 一言に つき 
ます」 

首相は、 在日 同胞の 世紀 的な 念願であった 帰国の 道を ひらき、 帰国 同胞を 共和国の あたたかい ふところに いだ 
き、 その 生活の すみずみにまで 心を くだいて いる。 隆盛 発展す る 祖国に 帰り、 祖国の 人民と ともに 社会主義 建設に 
参加す る ことは、 在日 同胞の 切実な 宿望であった。 

金 日 成 首相は、 異国で 苦痛に さいなまれて いる 在日 同咆を 一日 も 早く、 一人で も 多く 共和 B に 帰国 させようと、 い 
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血を そそいだ。 

首相は つぎのように のべて いる。 

「在日 同胞は、 日 ましに 隆盛 発展す る 朝鮮民主主義人民共和国の 公民と して、 自分の 祖国に 帰り、 国内の 同胞と 
ともに 幸福な 生活を いとなむ 当然の 権利が あります。 

共和国 政府は、 在日 同胞が 祖国に 帰って 新しい 生活が できる よう、 あらゆる 条件を 保障す るでありましょう。 わ 
れわれ はこれ を、 自己の 民族的 義務と みなして います」 

首相の 適切な 措置に より、 帰国 実現の ための 会談が 開始され た。 しかし、 帰国 問題は 容易に 解決され なかった。 
日本 反動 政府は、 あり もしない 口 実を もうけて は、 会談を 紛糾 させた。 そのため 一部の 人び とは、 在日 同胞の 帰国 
実現は 不可能な こと、 おぼつかな いこと だと 考える ようになった。 

しかし、 首相の 立場は 確固不動であった。 首相は いかなる 方法、 いかなる 手段を もちいても、 異国で 苦しむ 同胞 
を 祖国に むかえなければ ならない とのべ、 帰国 実現の ために あらゆる 対策を 講じた。 

首相の 確固たる 態度と 同胞愛に みちた 措置に よって、 やがて、 困難で 複雑だった 帰国 協定が 調印され た。 

一九 五 九 年 十二月 十四日、 在日 同胞を のせた 最初の 帰国 船が 勝利の 汽笛を ひびかせ、 新 潟 港から 清津 にむ かって 
白波を けたてて すすんだ。 

最初の 帰国 船が 到着す るまでの まる 二日 間、 首相は 帰国 同胞の 身に 不幸で も おこって はと、 かたとき も 心を 休め 
ず、 夜 もまん じりと しなかった。 首相は 帰国 船が 無事 清津 港に 到着した という よろこばしい 知らせを うけて、 はじ 
めて 安堵の 色を みせた。 まさに、 このような^# をいた だいて いるが ゆえに、 かつては 亡国の 悲運に 涙を 流しな が 
ら玄海 灘をわ たって いった 海外 同胞 も、 なつかしい 祖国の ふところに 帰る ことができた ので ある。 

清津 埠頭に おける 祖国の 人民と 帰国 同胞の 感激 的な 邂逅 I あの 熱烈な 歓呼と 万歳の 声、 あの 強い 抱擁と よろこ 
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びの むせび 泣き、 二十 年、 三十 年の 生き別れの すえに 再会した 妻子 や 親戚の 名を よび あう 声 …… 。この 声を きく 母 
なる 祖国の 大地 も、 あまりの よろこびに たえかね、 熱い 涙を 流した ことであろう。 

最初の 帰国 船が 清津 港に 錨を おろした その 瞬間から、 帰国 事業は 活発に すすめられ、 一九 六 七 年 十二月までの 八 
年間に、 じつに 八 万 八 千 余 名の 在日 同胞が 祖国の ふところに いだかれた。 

広 はんな 世界の 人民は、 在日 同胞の 帰国を 「資本主義から 社会主義への 民族の 大 移動」 であると 驚嘆し、 これを 
金 日 成 首相の 同胞愛 的 施策の 輝かしい 勝利と して、 熱烈に 歓迎して やまなかった。 

首相は、 すべての 帰国 同胞を 肉親の 愛情で あたたかく むかえ、 かれらに 幸福な 家庭を ととのえ、 遠くは なれて い 
た わが 子を 何十 年ぶりで むかえる 父の 心情で、 かれらを いたわり、 心から もてなした ので ある。 

ピョンヤンで 親しく 帰国 同胞を 接見した 首相は、 かれら 一人ひとりの 手を しっかりと にぎり、 船酔いは しな かっ 
たか、 健康状態は どうか、 帰国 後 心配になる ことは ないかな どと くわしく たずね、 やさしい ねぎらいと 熱い 歓迎の 
ことばを のべた。 

「わたしたちは ひとところに 集まり、 ともに 暮らして ゆかなければ ならない。 かつて、 わたしたちの 祖国が 悲運 
にみ まわれて いたと きは、 やむなく 散り ぢり になって 生きなければ ならなかった が、 人民が 主権を にぎった 祖国が 
あり、 それを 導く 党が あるい までは、 たがいには なれば なれに なって 暮らす 理由は ない。 

それゆえ、 在日 同胞が 愛する 祖国 —— S 鮮 民主主義 人民 共和国に 帰国す る ことは 当然で あり、 祖国の 人民が 在日 

同胞の 帰国を 熱烈に 歓迎す るの も 当然で ある。. . ことに、 わが 民族は 単一な 民族で ある。 わたしたちは 一つの 家 

庭に よりつ どい、 苦楽を ともに しなければ ならない」 

首相は、 資本主義 社会で 生活して きた 帰国 同胞に 祖国の 社会主義 建設の 成果に ついて くわしく 語り、 帰国 同胞の 
前途には 幸福な 生活が 約束され ている とのべ、 つぎのようにつ づけた。 
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「みなさんは 社会主義 建設 場で、. 自分の 才能と 能力に したがい、 思う存分は たらく ことができる。 みなさんには 
共和国 公民と しての あらゆる 自由が 保障され、 就職を はじめす ベての 生活 条件が 保障され る。 知識の ある 人は 知識 
で、 力の ある 人は 力を だして 社会主義 建設に 積極的に 貢献し なければ ならない。 わたしたちは 力を あわせて、 富強 
な 社会主義 祖国を 建設すべき である。 …… わたしたちは よろこび も 悲しみ もと もに 分かち あい、 みんな いっしょに 
なって 幸福な 生活を 築かなければ ならない」 

心から 慕いつ づけて きた 金 日 成 首相と 席を ともに する ことができた かれらは、 祖国の ふところに あたたかく むか 
えて くれた 首相の 大恩に むくいようと、 かたい 決意を 新たに した。 

国事に 多忙な 身で ある にもかかわらず 首相は 帰国 同胞の 生活に 心を くばり、 親しく かれらの 家庭を 訪問して は、 
こまごまと 世話を したりした。 

一九 五 九年士 一月 十六 日、 首相は ピョンヤン 市人 民 通りの 文化 住宅に おちついた ある 帰国 同胞の 家庭を たずね 
た。 

首相は、 どれ、 新 生活を 見せても らおう かとい いながら、 あいさつに でて きた 新婚 夫婦の あとに つづいて 台所に 
はいって いった。 米び つと 食器棚が きちんと 整理され ている のを 見た 首相は、 炊事場の 焚き口にまで 目を くばり、 
石炭が うまく 燃えて いないよう だとい いながら、 かたわらにいた 人民 班長に むかい、 よく 面倒を みて あげる ように 
とたの んだ。 

炊事場を でた 首相は、 家庭生活で なに か 困る ことは ないか、 寒く はない かな どと やさしく たずねた。 

夫婦は 口を そろえ、 生活のう えで 困る ことは なに 一つありません とこた えた。 実際 かれらは、 父なる 領袖の 配慮 
により、 白米が いっぱいは いっている 米び つと、 たくさんの 食器が ならんだ 茶 だんす、 家具 類な ど 生活に 必要な 一 
切の ものを 国家から 供給され、 なに 不自由な く 生活して いた。 
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首相が、 職場は どこかと たずねた とき、 夫婦は、 二人とも 希望 どおり、 金策 工業大学と ピョンヤン 医科大学で 学 
んで いますと こたえた。 すると 首相は、 「希望 どおりとは、 よろこばし いこと だ」 と 満足し、 家庭を もちながら 学 
校に かよう ことは 困難では あろうが、 りっぱに 大学を 終え、 社会主義 建設に 参加し なければ ならない と 語った。 

その後 かれらは、 首相の 心からの 配慮の もとに、 優秀な 成績で 大学を 卒業し、 専攻 分野の 職場に 配置され た。 

また 首相は、 還暦を すぎた 帰国 同胞の 家庭 もたず ね、 生活 や 子どもたちの 就職に ついても こまかい 心づ かいを し 
めした。 

高血圧の ためにな がく 苦しんだ だけでなく、 貧し さの ため 治療 も 思う に まかせなかった という 老人の 話を きい 
て、 首相は 顔を くもらせ、 資本主義 社会では 金がなければ 病気の 治療 もで きないが、 共和国では 無料で 治療を うけ 
る ことができ ると 語り、 温泉に いって 療養 もし、 病院に も かよい、 よく 効く 薬を つかって 十分に 治療を うける よう 
にと すすめた。 

さらに 首相は、 日本で 大学を 卒業しながら も 思い どおりに 研究 生活が できなかった 帰国 同胞にたい しても、 かれ 
らの 希望 どおりの 研究を つづけさせ、 その 活動に あたたかい 配慮を めぐらした。 

かつては 国を 奪われた が ゆえに 異国に 追い やられ、 無 権利と さげすみの もとで 生活して こなければ. ならなかった 
帰国 同胞は、 祖国の ふところに いだかれた その 日から、 首相の つきる ことない 愛と 配慮につつ まれ、 国の 堂々 たる 
主人と なった ので ある。 帰国した 同胞たち はい ま、 最高 人民 会議を はじめと する 各 級 政権 機関の 代議員、 国家経済 
機関、 工場 企業 所の 幹部、 著名な 科学者、 技術者、 文化 芸術家と して 活動して おり、 労働者階級と 農場の 一員と し 
て、 自己の 知恵と 才能を 心 ゆく まで 花咲かせ ている。 

いざりの まま、 父母の 背に おぶさって 帰国した 一女 性が、 労働党 時代の 赤い 医療 活動家たち の 献身的な 治療を う 
け、 まさに 二十 年ぶりには じめ て、 まぎれ もない 自分の 足で、 新しい 生命の 躍動す る 社会主義 祖国の 大地を 闊歩す 
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るよう になった。 また、 日本での ひどい 労働災害に よって 失明した 帰国 同胞が、 祖国では じめ て 光明を とりもどす 
よろこびに ひたった。 

異国の 地で、 祖国の あたたかい ふところを 知らずに 育った 帰国 同胞の 子弟は、 祖国の 地で 人民 学校から 大学に い 
たるまで 無料 教育の 恩恵に 浴して おり、 すべての 帰国 同胞が 共和国の ふところで、 衣食住の 心配 もな く、 しあわせ 
にみ ちた 生活を おくって いる。 

だから こそ 六十 万 在日 同胞、 いや 海外の すべての 同胞は、 四千 万 朝鮮人 民の 敬愛す る 領袖 金 日 成 首相にたい する 
敬慕の 情を おさえる ことができず、 首相の 万年 長寿を 心からい のって やまない ので ある。 

「いま、 わたしたちが 味わって いる 幸福 —— これは すべて 首相 さまの おかげです。 どんなに 感謝を ささげても た 
りません。 首相 さま、 ほんとうに ありがとう ございます。 心から 感謝し、 厚く お礼を 申しの ベたい と 思います 。首 
相 さまの 万年 長寿を いのって やみません」 

在日 同胞は その 歴史的な 体験を つうじて、 金 日 成 首相の 偉大な 革命 思想と 卓越した 指導を はなれて は、 祖国と 民 
族の 繁栄 も、 燦然た る 未来 も、 そして 自己の 幸福 も ありえない と 信じて いる。 だから こそ 在日 同胞は、 金 日 成 首相 
を 領袖と して あおいで 生きて ゆく ことを 最高の 栄誉、 最大の 幸福と 考えて おり、 首相の 思想を 身に つけ、 首相の 教 
えを かかげて 生き、 たたかいぬく ことを 自己の 本分と している ので ある。 

在日 同胞の この 気高い 思想と 信念が 不動の ものであるが ゆえに、 かれらは、 米 日 帝国主義 者の 弾圧と 迫害が きび 
しい 資本主義 制度の もとで も、 ひたすら 金 日 成 首相を あおぎみて 力強く たたかって いるので ある。 

ある 夜 ふけに 突然、 火災が 起こった。 燃えさ かる 炎が 総聯の 分会 事務所を なめつ くそうと したと き、 初級 中学校 
の 一生 徒の 脳裏に ひらめいた ものは、 事務所の なかに ある 金 日 成 首相の 胸像だった。 一 瞬、 その 生徒は 火の なかへ 
とびこんで いった。 首相の 胸像が 分会の 役員たち によって、 すでに ほかのと ころに 移された という ことが わかって 


416 


5 父な る 領袖の 愛は 海を こえ 


も、 それを 自分の 家に 移して、 はじめて 安心した というけ なげな 生徒の エ ピソ I ド ー 〇 

「首相 さまは、 祖国の 山河を つくりかえて おられる だけでなく、 海外に いる 同胞たち にも 新しい 時代を もたらし 
てくだ さった お 方です。 首相 さまの おこと ば I 、それは、 わたしの 新 生活の 灯台な のです。 だから わたしは、 首 
相 さまの 教えで あれば、 たとえ 骨が くだける ような ことがあっても、 最後まで それを 実践す るで しょう」 

これは、 還暦を すぎた 年齢では じめ て 文字を 学び、 『金 日 成 選集』 をく りかえ し 学習して いると いう ある 老婦 人 
の 決意で ある。 

また、 一般の 書物は 入手で きなくても、 と SI 日 パル チ ザ VI 参加者た ちの 回想 記』 だけは 学 そ 
ろえ、 一家 そろって 熱心に 学ぶ という ある 同胞の 話 —— 〇 

これら 多くの 事実は、 金 日 成 首相の 思想と 教え どおりに 生きよう とする、 全 在日 同胞の 生活 信条を そのまま 物語 

つてい る。. 

だから こそ 外国の 人び とも、 四千 万 朝鮮人 民の 敬愛す る 領袖 金 日 成 首相の まわりに かたく 団結し、 威風 堂々 と 前 
進して いる 在日 同胞の 姿を 見て、 心からの 感動を 表明して いるので ある。 

日本の ある 著名 人は、 つぎのように 語って いる。 

「偉大な 指導者の まわりに、 一つに 結集す る 朝鮮人 民の 堂々 とした 姿に、 大きな 感動を おぼえた。 世界には 指導 
者 も 多い が、 海外に いる 自己の 公民に、 このように 数かず のは かり 知れない 配慮を めぐらし、 在日 同胞を 一つの 心 
に 団結 させ、 祖国愛に 燃えた たせて いる 指導者は、 朝鮮民主主義人民共和国の 金 日 成 首相を おいては ほかにない」 
ひまわりが 太陽を 慕うよう に、 敬愛す る 領袖 金 日 成 首相を あおぎみて、 首相の まわりに かたく 団結して すすむ 在 
日 同胞の 前途を はばむ 力は、. この 世に 存在し ない ので ある。 
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6 敬愛す る 領袖を あおぎみて 

太陽の 光を 鉄鎖で つなぐ ことができず、 川の 流れを 銃剣で せきとめる ことができない ように、 アメリヵ 帝国主義 
者と その 手先 どもは、 いかなる 手段と 方法に よっても、 南 朝鮮人 民にたい する 金 日 成 首相の 偉大な 愛と、 首相に た 
いする 南 朝鮮人 民の 熱烈な 敬慕の 情を おさえつける ことは できない。 

敵の 弾圧が いっそう 悪らつに なり、 不幸と 苦痛が ひどくな ればな る ほど、 南 朝鮮人 民は 金 日 成 首相を 四千 万 朝鮮 
人民の 偉大な 領袖と して、 民族の 太陽と して いっそう 熱烈に 慕い、 統一な った 祖国で、 首相の ふところの なかで 幸 
福に 暮らす その 日を めざし、 ますます 強力に たたかって いる。 

かれらは、 あらゆる 虐待と 苦役に さいなまれながら も、 金 日 成 首相を あおいで 勇気を ふるいおこし、 希望を はぐ 
くみ、 峻嶺を よじのぼ るよりも 苦しい 日々 をねば り 強く たたかいぬき、 革命を 準備し、 隊列を ととのえ ている。 

金 日 成 首相に たいする 南 朝鮮人 民の つきない 敬慕の 情は、 ここ 一、 二 年の あいだに 生じた ものでは ない。 それは 
まさに、 深くな がい 歴史的 根源に もづ いている。 

金 日 成 将軍が 英雄的な 抗日 武装 闘争を 開始した 一九 三〇 の 初期から、 すでに 朝鮮人 民は 将軍を 絶世の 愛国者 
として、 民族の 太陽と して、 賢明な 領袖と して あおぎみて きたので ある。 

あの 暗たんた る 受難のと きに も、 朝鮮の 労働者、 農民、 知識人、 学生たち は、 全国 各地と 海外で、 将軍を 慕って 
各種の 闘争を くりひろげた し、 将軍の 指導の もとに 日本 帝国主義と たたかう ため、 あるときは 単身で、 あるときは 
集団で 白 頭 山の 密林に むかった。 

それゆえに、 八 •一  五 祖国 解放を むかえた ときの 南 朝鮮人 民の 最初の 叫びは、 「金 日 成 将軍 万歳！  | であった。 
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6 敬愛す る 領袖を あおぎみて 


金 日 成 将軍が ソゥルに くると いうう わさが つたわり、 ソゥル 駅が 群衆で とりまかれた こと もま だ 記憶に 新しい。 

日本 帝国主義 支配の もとでし いた げられ てきた 人び とは、 こぞって 抗日 武装 闘争の 伝説 的 英雄で ある 金 日 成 将軍 
に 祖国の 未来と 運命を たくし" 将軍の もとで 幸福な 新しい 生活を いとなむ ことができ るよう 熱望した。 

金 日 成 将軍にたい する 南半 部 人民の 敬慕の 情が いかに 切実な ものであった かは、 八 •一 五 解放 直後に 発行され た 
南 朝鮮の 出版物から も、 はっきりと これを 見出す ことができる。 

南 朝鮮の ある 出版物は、 つぎのように 書いた。 

「 …… 一九 三 一年、 満州蠢 が ぼっ 発する や、 金 日 成 将軍は ながいあいだの 沈黙を やぶり、 東の 空 高く 輝く 明星 
のように、 日本 帝国主義の 根本的 打倒と 東方 弱小 民族の 解放の ための 旗 じる しを 高く かかげて 登場した。 

…… 金 日 成 将軍の 活躍は 文字 どおり 縦横無尽であった。 革命運動 史上にの こされた 功績は 数 かぎりなく、 こん 
にち、 金 日 成 将軍の 名は 世界史の 一べ ー ジを 飾る に ふさわし いものと なって いる」 (『海外 朝鮮 革命運動 小史』 第 
二輯) 

金 日 成 首相に たいする 南 朝鮮人 民の 尊敬と 敬慕の 情は、 アメリヵ 帝国 S 侵略者が 南 朝鮮を 占領し、 ふたたび 植 
民 地 奴隸の 運命を 強要 するとい う 条件の もとで、 いっそう 熱烈な ものと なった。 

これは 当然な ことで あった。 

南 朝鮮人 民は、 金 日 成 首相の 指導の もとに 人民が 国の 主人と なり、 諸般の 民主 改革が 実施され、 自由で 幸福な 新 
しい 社会と なった 北朝鮮の 現実から 大きな はげましを うけ、 自分たち も 首相の もとで 幸福に 暮らす ためには、 アメ 
リヵ 帝国主義と その 手先 どもにたい し、 頑強に たたかいぬかなければ ならない という ことを 切実に 感じと った。 

一九 四 六 年 八月の 光州、 和 順 炭鉱労働者の たたかいを はじめ、 配 衣 島 農民 暴動、 南 朝鮮 労働者の 九月 ゼネストと 
十月の 人民 抗争、 一九 四 八 年の 二 •七 救国 闘争、 五 •一 〇 単独 選挙 反対 闘争な ど、 連続 的に くりひろげられた 南朝 
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第五 章  「分 断され た 祖国を つぎの 世代に ゆずり わたす ことは できない」 


鮮 人民の 数 国 闘争は" こ 〇- ようにして はじま o' たので ある >  南 朝鮮人 民は、 アメリヵ 帝国主義の 植民地 従属 化 政策 
と 民族 分裂 政策に 反対して、 祖国の 統一と 民主主義 的 改革を 要求し、 金 日 成 首相の 直接的な 導きの もとに 暮らす こ 
とを ねがって いたので ある。 

祖国 解放 戦争の時 期、 朝鮮 人民軍に よって 解放され た 南 朝鮮人 民は、 みじかい 期間では あった が、 金 日 成 首相の 
配慮の もとで 主権と 土地の 主人と なり、 新しい 制度、 新しい 政治の よろこびと 生きが. いを 体験した。 こうして かれ 
らは 、砲火の なかで も 『金 日 成 将軍の 歌』 をうたい、 人民軍を たすけ、 アメリヵ 帝国主義 侵略者と 勇敢に たたかっ 
た。 

南 朝鮮人 民は、 そのと きに 感じた 生きが いと、 たたかいにたい する 誇りを つぎのように 回想して いる。 
r …… 人民軍が ソゥルを 解放した という 知らせを きき …… 、みんなで たがいに 抱き あい、 感激の 涙を 流しな が 
ら、 『金 日 成 将軍 万歳！』 を 声を かぎりに 叫びつ づけた。 そして、 『これからは わたしたち も、 金 日 成 将軍の 賢明 
な 導きの もとで 共和国 公民と しての 誇りを 胸に、 かぎりなく 幸福な 生活が 送れる ようになった』 と、 くりかえしく 
りかえ し、 つぶやいた ものです」 

「みじかい 期間では あった が、 わたしは 首相が 指導され る 政治の 恩恵を うけ、 それを つうじて、 金 日 成 首相 こそ 
偉大な 愛国者で あると いう ことを はつき りと 知る ことができました」 

「六 •二 五のと き、 みじかい 月日では ありました が、 新しい 政治の もとで 暮らし、 だれもが 金 日 成 将軍 こそ、 わ 
が 民族の 偉大な 指導者で あると いう ことを 深く 感じと った ものです」 

「戦争 中、 わたしの 村に 人民軍が やってきました が、 人民の 生命 や 財産を 守り、 それを たいせつに する 気が まえ 
が一 貫して おりました。 このと きわたした ちは、 金 日 成 将軍が 人民の ための 政治を なさる お 方 だとい うこと を 肌身 
で 感じました 一 
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6 敬愛す る 領袖を あおぎみて 


「金 日 成 将軍 さまが 農民に 土地を 無償で あたえられた のは、 生活に 苦しむ 農民を 宰福に 暮らせる ようにす る 政治 
をな さるから だ」 

八 •一 五 後の きびしいた たかいの なかで 敵に 肉親を 奪われた 遺家族、 夫 や 息子 や 娘を 北半 部に 送った 家族な ど、 
南 朝鮮の すべての 愛国 的 人民は、 アメリヵ 帝国主義 とその 手先 どもの 暗黒の 政治の もとで、 ひたすら 金 日 成 首相の 
導きに よってな しとげられる 祖国 統一の 日を 待ちわびながら、 ねばり 強く 生き、 たたかって いる。 

多くの 人び とが 金 日 成 首相の 肖像と 共和国の 国旗を 大事に しまって おり、 たたかいに 決起 するとき、 たえがたい 
試練を のりこえる ときには 必ず それを あおぎ、 無限の 勇気と 力を えて. いる。 また かれらは、 集まれば 『金 日 成 将軍 
の 歌』 をうたい、 大いな る 未来に 思いを はせ ている。 

金 日 成 首相にたい する 南 朝鮮人 民の 熱烈な 敬慕の 情は、 その 教えに したがって 革命と 祖国 統一の ために 決起した 
かれらの 闘争と 直接 むすびつい ている。 

一九 六〇 年、 南 朝鮮人 民の 英雄的な 四月 蜂起のと きの 感動 的な 話の なかには、 つぎの ような 事実 も あった。 

ある 母親は 決戦 場に むかう 自分の 息子と その 戦友たち に、 それまで 大事に しまって きた 敬愛す る 領袖 金 日 成 首相 
の 写真を とりだして 見せた。 人民軍が 南半 部を 解放した 感激の あの 日から、 十年一日の ごとくたい せつに してきた 
首相の 写真であった。 写真を まえにした その 母親は、 若 ものたち に、 祖国の 解放と 人民の 幸福の ために 不滅の 業績 
を 築き あげた 領袖の 崇高な 愛国 精神と 徳性を じ ゅん じ ゅん と 説いて きかせた。 そして 首相の ように 国を 愛し、 困難 
に 屈する ことなくた たかうよう くりかえし さとした。 

南 朝鮮人 民の 信念と 不屈の 志向に ついて、 南 朝鮮 革命 組織の 一代 表は つぎのように のべて いる。 

「共和国 北半 部と 金 日 成 首相にたい する 敬愛と 憧憬 —— 、これは 南 朝鮮の 全人 民を 一つの 意思と 志向に むすびつ 
ける 偉大な 旗 じる しであります。 
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第五 章  r 分 断され た 祖国を つぎの 世代に ゆずりわたす こ とはで きない」 


この 旗 じる しが あるが ゆえに、 わたしたち 南 朝鮮人 民は こんにちまでの、 あの 凄惨な 血の 海の なかで も 屈する こ 
となく、 休む ことなく、 また 道を 見失う ことなく、 日 ましに いっそう 団結を 強化しながら たたかう ことができた の 
です」 

このような 信念に よって 南 朝鮮人 民は、 ファッショ 的 暴圧が 絶頂に 達した きわめて 困難な 条件の もとで も、 争 
議 、スト、 デモ、 籠城 闘争な ど、 さまざまな 形態の 闘争を たえず くりひろげ、 軍事 ファッショ 独裁を 打倒す るた め 
に、 頑強 かつ 積極的な 闘争を くりひろげた。 

アメリヵ 帝国主義 者と 歴代の かいらい 一味は、 南 朝鮮人 民の 革命的 進出を 阻止し ようと あがいた が、 野獣の よう 
な 暴圧と 「反共」 騷動 によっても、 南 朝鮮人 民の 不屈の 革命的 闘志を くじく ことは 決してで きなかった。 

アメリヵ 帝国主義 者と その 手先 どもの 植民地 ファッショ 支配を くつがえし、 祖国を 統一す るた めに たたかって い 
る 南 朝鮮人 民に とって、 金 日 成 首相の 名と その 教えは、 闘争の 武器で あり、 勝利の 旗 じる しで あり、 あかあかと 前 
途を 照らす 灯台で ある。 

日本の ある 学会の 招きで 訪日した 南 朝鮮の 一 大学教授は、 その 手記で つぎのようにした ためた。 

「わが 民族の 偉大な 指導者で ある 金 日 成 首相を いただき、 全人 民が 首相にたい する 敬愛と 尊敬の 一念に みち あ ふ 
れ 、約束され た 幸福、 不敗の 力が 全国の 山河に 躍動す る。 

金 日 成 首相の かぎりない 愛と その 教え こそ、 私の 余生の ゆるぎない 羅針盤で あり、 灯台で あると いう ことを 確信 
する ようになった。 

われわれ 南 朝鮮人 民は、 金 日 成 首相の 賢明な 導きを 待ち こがれて いる。 

首相の ひろく 深い 愛の 手で、 南の 地の 暗雲が 一日 も 早く とりのぞかれ るよう、 微力では あるが、 首相の 教えに し 
たがっ て 一身を ささげる ことを またとない 光栄に 思う」 
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四千 万 朝鮮人 民の 障 犬な 指導者 金 日 成 首相に たいする 
南 朝鮮人 民の 熱烈な 敬慕の 情を つ たえる 『 労働 新聞』 


それだけでは なく、 ソゥル 大学 校の 卒業生 や 在学生、 
そして 中学校の 教員な ど、 南 朝鮮の 数多くの 愛国 的 青年 
学生と 知識人は、 金 日 成 首相の 革命 活動を 具体的に 学 ぼ 
ぅと、 厳重な 警戒 網の なかで 首相の 労作と 朝鮮 労働党 史 
を 熱心に 研究して いる。 

かれらの なかには、 偉大な 領袖 金 日 成 首相に 忠誠を 誓 
い、 共和国の 国旗を 胸に いだき、 「祖国 統一の ために、 
わたしの 命を ささげる」 と 悲壮な 決意を かためる 人も少 
なくなかった。 

南 朝鮮では、 金 日 成 首相を 偉大な 領袖と して、 民族の 
太陽と して あおぎ、 首相にたい する おさえがたい 敬慕の 
情を 爆発させる 事例が、 日 ましに ひんぱんに おこって い 
る。 

忠清南 道 牙 山 郡に 住む 二人の 農村 青年は、 朴正熙 一味 
の いわゆる 「反共 決起 大会」 に 強制的に 狩り だされての 
帰り道、 バスの なかで、 「わたしは 金 日 成 将軍を 支持す 
る！」 と、 声高ら かに 叫んだ。 

慶尚 道の 一青 年は、 各地を まわって は 若 ものたち こ 
『金 日 成 将軍の 歌』 と 共和国の 愛国 歌を 教ぇ、 厳重な 弾圧 
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を ものともせず、 つぎの ような 確信を ひれきした。 

「金 日 成 首相の 偉大な 指導の もとに、 四千 万全 同胞が、 うるわしい 祖国の 山河で しあわせに 暮らせる 日は 必ずや 

つてく る」 

また 南 朝鮮の 江 原 道 (江 原 道は 南北 両方に またがって いる) の 明徳 鉱業 所と いうと ころで 働いて いる 一 労働者は、 道 ゆ 
く 人び とに むかい、 アメリヵ 帝国主義と 朴正熙 ファッショ ー味の 気違い じみた 戦争 政策を 糾弾し、 「北朝鮮に おら 
れる金 日 成 将軍 万歳！」 をく りかえ し 叫びながら、 共和国 北半 部を 支持す る 演説を おこなった。 

全 羅北 道の 一 青年は、 中学生を 集めて つぎのように 語った。 「きみたちは 金 日 成 将軍に 忠誠を 誓い、 命を ささげ 
なければ ならない」 と。 

南 朝鮮人 民の 心からの 叫びは、 町 や 村、 学校 や 車内 だけでは なく、 かいらい 軍隊の なかにまで ひびきわたって い 
る。 

かいらい 軍の ある 師団では、 五名の 兵士が 五 百 余 名の 同僚を まえにして、 「絶世の 愛国者で あり、 民族の 偉大な 
指導者で ある 金 日 成 将軍 万歳！」 、「朝鮮民主主義人民共和国 万歳！」 を 声高ら かに 叫んだ。 また、 かいらい 軍の 他 
の 師団では、 「ベトナム 派兵に 反対し よう！」 「歴史に 永遠に 光り輝く 金 日 成 将軍！」 と 書かれた ビラが はりつけ 
られ ていた。 

また ソゥル 大学 校に 在学 中、 かいらい 軍に 徴集され て 軍事境界線 付近に 配置され た 「国軍」 の 一 少尉は、 自分が 
統率して いる 兵士たち に 抗日 武装 闘争の 時期の いろいろな 話を きかせ、 つぎのように 語った。 

「金 日 成 将軍 こそは、 朝鮮の 解放と 自由の ために 抗日 武装 闘争を 最後までく りひ ろげ、 祖国を とりもどした 真の 
愛国者で あり、 わが 民族の 唯一の 指導者で ある」 

アメリヵ 帝国主義と 朴正熙 一味は、 太陽を あおぐ ひまわりの ように 領袖を 慕う 南 朝鮮人 民を 手当り しだいに 逮捕 
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投獄した が、 『金 日 成 将軍の 歌』 と 『ィンタ ーナシ 3* ナル』 は、 監獄の なかにまで 力強く ひびきわた ◊ているな 
江 原 道の ある 労働者は、 『金 日 成 将軍の 歌』 をう たったと いう 理由で かいらい 警察に 逮捕された が、 かれは 警官 
の 面 i HIJ で、 r 朴正熙 の 犬畜生め！」 と 断罪し、 「朝鮮民主主義人民共和国 万歳！」 を 声高く 叫んだ。 また 南 朝鮮の 
ある 知識人は、 留置場に 拘留され た 人び との まえで 「金 日 成 将軍 万歳！」 を 叫び、 『ィンタ ー ナショナル』 をうた 

った。 

このような 熱情は、 幾多の 波乱に みちた 生活の なかで、 人び とが 胸中 深く はぐくんで きた 敬愛す る 領袖にたい す 
る 燃える ような 敬慕の 情と 憧憬の あらわれ であり、 アメリヵ 帝国主義 とその 手先の 野蛮な 虐政にたい する 炎の よう 
な 敵愾心の あらわれ である。 いま、 こうした はげしい 熱気は、 南 朝鮮の 全人 民の 胸に 脈々 と 波 うって おり、 それは 
日を 追ってい っそう 力強い 巨大な 流れと なって いる。 

愛国 的 人民は 敵の 監視を 避け、 たがいに 心の つうじる もの 同士で このような 信念を 語り あい、 明るい 未来を 描い 
ている。 

敵が いかに きびしい 目で 人民を 監視しても、 いかに 強盗の ように 民家に おしいり、 家財 道具の すみずみまでを ひ 
っかき まわしながら 捜索 さわぎを くりひろげて みても、 人民の 胸の なかに しっかりと 刻みつ けられた 敬愛す る 領袖 
金 日 成 首相への 熱烈な 敬慕の 情と、 その 指導の もとで 生きようと いう 将来にたい する 強い 希望を 決して おさえつけ 
る ことは できない ので ある。 

南 朝鮮の 革命家たち と 愛国 的 人民は、 敵の 弾圧が きびしければ きびしい ほど 革命 勢力を 保存しつつ、 それを たえ 
ず 蓄積し、 積極的に 発展させる ことによ って、 革命の 大事 変を むかえる 準備を ととのえなければ ならない とのべた 
金 日 成 首相の 教えを 闘争の 指針と して、 信条と して、 たたかって いる。 

したがって、 金 日 成 首相に たいする 敬慕の 情と 熱情 的な 忠誠 心を 吐露した 実例は、 かくされた 全体の きわめて 小 
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さな 一部に すぎず、 それは まさに 氷山の 一角と いえよう。 水面に 姿を 見せて いる 部分よりも、 その 下に 沈んで いる 
部分が 比較に ならない ほど 大きい 氷山の ように、 人民の 胸中 深く ひめられ、 日 ましに 熱烈に なって ゆく 領袖にたい 
する 敬慕の 情は、 なにものを もってしても はばむ ことは できない。 

歳月が きびしくな れば なるほど、 南 朝鮮人 民は 怒濤の ように わきたって くる。 猛り たった 怒濤の 波間からは、 そ 
の 熱情が 放つ 光彩が たえまなく 目を 射る。 

南 朝鮮の ある 女性は、 嫁ぐ ときに 衣裳を 仕立てようと 準備して おいた 錦 織の 絹地に、 「金 日 成 元帥 万歳！」 とい 
う 文字を 刺繡 した。 

ひっきりなしに 警察 や 密俱が うろつき まわるな かで も、 その 女性は 休む ことなく 刺繡 しつづけた。 雪の 夜 ふけ も 
雨の C 、思いがけない 惨事が つづき、 飢えが 胸を えぐる 日々 にも、 彼女は ひたすら 偉大な 領袖 金 日 成 首相を 思い 
うかべ、 ひと 針 ひと 針、 真心を こめて、 じつに 三百 六十 余日 も刺繡 をつ づけた。 

その 文字に こめられた 忠誠の 情 —— 、それを どうして 彼女 一人 だけの ものと いえよう か！ すべての 貧しい 人び 
との 至誠が こめられた その 贈り物は、 ついに 金 日 成 首相に とどけられた。 

南 朝鮮の 錦 山に 住む 一老 人は、 「国軍」 丘 ハ 土と 席を ともに したと き、 かれのね がいを つぎのように 語った。 

「金 日 成 将軍の 指導を うける 北半 部の 人民は、 ほんとうに しあわせ だ。 将軍 こそは まさに、 朝鮮人 民の 絶世の 愛 
国 者 だ。 わたしは、 将軍の ように りっぱな お 方を 民族の 指導者に いただく 朝鮮人 民に 生まれた ことを、 このうえな 
い 幸福、 このうえない 光栄で あると 思う。 わたしの 最大の ねがいは、 生きて いるう ちに 将軍に お 目に かかり、 その 
賢明な 指導を うけて 暮らして みたい という こと だ」 

また、 つぎのように 語った 人 もい る C 

「金 日 成 首相 さま こそは、 わが 民族の 傑出した 愛国者で あり、 朝鮮人 民を 代表す る 唯一の お 方で あり、 わが 民族 
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の 偉大な 指導者で あり、 全世界から たたえられ ている お 方で ある。 

わが国、 わが 民族の 重大な 問題は、 朝鮮 民族の 唯一の 代表者で ある 金 日 成 首相が お話しに ならない かぎり、 なに 
一つ 解決す る ことは できない」 

南 朝鮮で 革命を 志す すべての 人び とは、 抗日 武装 闘争の 伝説 的 英雄で ある 金 日 成 将軍を たたえ、 祖国と 人民に た 
いする 将軍の 献身的 服務と 卓越した 指導、 朝鮮 革命に 寄与した 将軍の 偉大な 功績と 高まい な 品性、 気高い 徳性に つ 
いてく わしく つたえて いる。 

一九 六 七 年に 南 朝鮮で 発行され た 一 出版物は、 金 日 成 首相の 指導の もとに 組織 展開され た 抗日 武装 闘争に つい 
て、 つぎのように 書いて いる。 

「 …… 一九 三 一年 ごろから、 とくに 白 頭 山 一帯と 松 花 江 沿岸を 中心とした 地域 および 朝、 満 国境 一帯で 神出鬼没 
の 戦術を もちい、 日本軍と 警察が その 名を きいた だけで ふるえあがった 抗日 勢力が 出現した。 それが 金 日 成 将軍を 
中心とする 朝鮮人 遊撃隊であった。 

この 遊撃隊は、 一九 三 六 年に 祖国 光復 会を 組織して、 つぎの ような 事項を 決議し、 パルチザン 闘争に よって 苛烈 
な 抗日 戦争を 展開した。 

『強盗 日本 帝国主義 支配を 転覆し、 朝鮮人 民 政府を 樹立す る。 …… 日本軍、 憲兵、 警察を 武装解除して 朝鮮 革命 
軍を 組織す る。 . 』 

この 遊撃隊は、 おもに …… 、日本軍と 満州 軍から 奪った 武器を もって 十万の 隊員の 武装を ^ ffi し、 神出鬼没の 行 
動と 卓越した 戦法で 日本軍と 警察 隊を 奇襲して、 これを つねにせ ん滅 したが、 一夜に 金 日 成 将軍と 称する 人物が 四 
方に あらわれる など、 日本 帝国主義を して 収拾の つかない 混乱に おとしいれた」 

金 日 成 首相の 革命 活動を 多少な りと も 知る ようになった 人び とは、 その 感動を つぎのように 表現して いる。 
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「金 日 成 将軍の ご 家庭は、 祖父母、 父母は いうまでもなく、 母の 実家の 人たち まで、 みなが 日本 帝国主義に 反対 
し、 朝鮮の 独立の ためた たかって こられた。 このような 家庭で 育てられた 首相 さまで あるから こそ、 祖国を 解放す 
るた めに、 あれほどまで たたかわれ たの だ」 

「金 日 成 首相の ように 多くの 苦労を されながら、 真に 祖国を とりもどす ためにた たかった 方は この 世に いない。 
金 日 成 首相の 闘争 業績を 思うた びに、 偉大で 賢明な 首相が われわれを 導いて くださる という 信念を いっそう 強く 
する ことができる。 わたしたちは いまこ そ、 しっかり とした 自立 精神を もっていかに 生くべき かを 悟った」 

南 朝鮮の ある 青年は、 『抗日 パルチザン 参加者た ちの 回想 記』 を 読み終え、 つぎの ような たたかいの 決意を かた 
めた。 

「わたしは いままで、 じつに 無駄な 生活を おくって きた。 しかし わたしは いま、 文字 どおり 新しく 生まれ かわ 
った。 なぜなら、 この 『回想 記』 がわた しの 思想の 大きな 糧とな り、 わたしを 真の 人間に つくりかえて くれたから 
である。 わたしは、 金 日 成 首相 こそ 真の 愛国者で あり、 卓越した 統帥 者で あると いう ことを いっそうは っきり と 知 
る ことができた し、 遊撃隊員が 朝鮮の 独立の ために、 どのように たたかって きた かを 知る ことができた。 わたし も 
これからは 革命 先烈の 精神を うけつぎ、 屈する ことなくた たかいぬ く 決心 だ」 

また、 他の 一青 年は こう 語って いる。 

「わたしが これまで 生きて きた 道、 わたしの 父母が 生きて きた 道は、 さげすみと 迫害に みちた 道であった。 しか 
しもう これ 以上、 こんな 生活を つづける ことは できない。 そのためには なによりも、 革命に たちあがらなければ な 
らな い。 わたしの 子どもたちが 北半 部の 同胞たち のよう な、 希望に みちた 生活を おくる ことができる ように、 わた 
しは アメリヵ 帝国主義と 朴正熙 一味を 打倒して、 労働者 や 農民が 主人と なる 新しい 社会を つくる ために、 力の かぎ 
りたた かいぬ くつ もり だ」 
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このように、 偉大な 領袖 金 日 成 首相にたい する 敬慕と その 革命 活動にたい する 研究は、 南 朝鮮人 民の なかで 革命 
への 情熱を 燃えた ぎら せて おり、 それは さらに 強力な 実践 闘争へ と 発展して いる。 

金 日 成 首相と その 革命 活動にたい する 憧憬と 理解は、 南 朝鮮人 民に とって は 生きる ことと 解放 闘争の 武器と な 
り、 アメリカ 帝国主義と その 手先 どもに とって は、 その 足 もとで、 いつ 爆発す ると も 知れない 威力 ある 時限爆弾と 
なつて いる。 

首相にたい する 南 朝鮮人 民の 敬慕と、 朝鮮 革命の 勝利にたい する ゆるぎない 確信は、 朝鮮 革命の 不敗の 基地 —— 
共和国 北半 部にたい する 憧憬と 一つに とけこんで いる。 それは、 金 日 成 首相の 偉大な 革命 思想と 卓越した 指導に よ 
って、 北半 部では 朝鮮人 民の 歴史的な 念願が 輝かしく 実現され ており、 そこに、 南 朝鮮人 民が 自己の 未来を 見出し 
ている からで ある。 

南 朝鮮人 民が 金 日 成 首相の 導く 共和国 北半 部にたい し、 どれほど 強く あこがれて いるかに ついては、 南 朝鮮を 訪 
問した 日本の 『ジャ ー ナ リスト』 紙の 記者が、 「南 朝鮮の 人び とは、 穴の あく ほど 北を 見つめて いる」 と 書いた 事 
実から もうかが うこと がで きる。 

同 記者は、 「北朝鮮に いった ことがある か？」 と 質問す る 南 朝鮮人 民の 心は、 北半 部に むかって ひた 走りに 走っ 
ている と 指摘し、 つぎのようにつ けく わえ た。 

「ひとたび 峠を こえた 民衆は、 二度と もとの 状態に もどりは しない。 一人ひとりの 胸に、 すでに 以前とは 異なっ 
たもの が 芽 ばえ ている」 

南 朝鮮人 民は、 大きく 隆盛 発展す る 祖国 —— 共和国 北半 部の 燦然た る 現実を あおぎみて、 そこに 幸福と 希望に み 
ちた 明日の 新 生活を 見出して いる。 

人び とはこう 語っ ている。 
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「北朝鮮 だけが 真の 指導者と 真の 政治を もつ、 世上 もっとも りっぱな 社会で ある」 

「金 日 成 将軍の 政治は、 人民の ための 政治で あり、 人民の 利益と 要求を すべて かなえる 政治で あり、 ひとたびき 
めれば、 必ずな しとげる 政治で ある」 

「すべての 人が 自由で あり、 平等で あり、 職業に 貴賤の ない 北半 部の 政治は、 もっとも すぐれた 政治で ある」 

「金 日 成 首相が りっぱな 政治を おこない、 人民が 衣食住、 教育、 病の 治療な どに 少しも 心配し ない 輝かしい 社会 
が 北半 部な の だ」 

「一日 も 早く 国が 統一し、 われわれ 南の 人民 も 金 日 成 首相の 政治の もとに あって こそ、 りっぱな 暮らしが できる 
ので ある」 

共和国 北半 部に あこがれる 南 朝鮮の ある 女流 歌手は、 警察に 連行され ながら も 北半 部を たたえる 歌を 最後までう 
たい、 敵と たたかった。 

生活苦に さいなまれて いた 彼女は 夜 おそくまで 働き、 家に 帰る 途中、 「通行 禁止」 時間に 違反した という 理由で 
かいらい 警察に 連行され たので ある。 

警官ら は 侮辱と 迫害を くわえた が、 彼女は 堂々 と 共和国 北半 部を たたえ、 頑強に 抵抗し つづけた。 

業を にやした 警官は、 かょわい 女流 歌手を 容赦な くム チで うった ◊しかし 彼女は 憤然として 顔を あげる と、 なお 
も 共和国 北半 部を たたえる 歌を 高らかに うたいつ づけた ので ある。 

工場、 鉱山、 鉄道、 埠頭な どで、 資本の 鉄鎖に つながれて 苦しんで いる 労働者たち も、 不屈の 志を 北半 部にたい 
する 憧憬と むすびつけ、 つぎのょうに 語って いる。 

「北半 部では、 千里 馬 運動が すごい らしい！」 

「金 日 成 首相は、 工場に おいでになれば 労働者の 住居を 見て まわり、 暮らしむ き や 子どもたちの 教育、 おかずの 
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ことにまで 気を くばり、 石炭を たく 方法まで も 教えて くださる という こと だ。 だから 労働者は、 精い っばい 仕事に 
はげむ ことができ るんだ」 

、「八 時間 労働 制が 完全に 実施され、 社会保障 もす ばらしい 北半 部の 工場で、 たった 一日 だけで も 仕事が できれば 
槪 はなぃ」 

搾取と 貧困が 永遠に 一掃され、 一つの 家庭の ように 団結して いる 北半 部 —— 灌漑 網で おおわれ、 機械で 農業を い 
となむ 北半 部の 社会主義 農村を 希望の 灯と あおぎながら、 南の 農民は つぎのように 話して いる。 

「一国の 首相が たびたび 農村を たずね、 農民と ひざをまじえて 話し あわれる というから、 これ こそ、 ほんとうに 
人民の なかから 生まれた 首相 さま だ。 わしら は'  この 事実に 感激の 涙を おさえる ことができなかった」 

「北の ように、 人間に かわって 機械が 野良仕事を やり、 凶作 も 知らないと ころで 思いき り 働いて みたい」 

南 朝鮮人 民は、 自分たち のこと を かたとき も 忘れず、 南 朝鮮の 解放と 祖国 統一に 心血を そそいで いる 金 日 成 首相 
の 偉大な 姿を あおぎみて、 つぎのように 語って いる。 

「南 朝鮮人 民の 苦しみを、 ご 自身の 苦しみと される 首相 さまの 気高い お 心に、 いいようの ない 感動を おぼえた」 

「南北が 統一され、 首相の 指導の もとで 幸福に 暮らす 日は、 そう 遠くない。 世界的に 見ても、 わたしたちの 首相 
さまの ように 卓越した 指導者は いない。 首相 さまの 指導を うける 日は 必ずやって くる」 

日本を おとずれた 南 朝鮮の ある 同胞は、 つぎの ような 手記を したためて いる。 

「われわれは、 あまりに もな がい あいだし いた げられ、 さまよって きた。 李承晩の 『勝 共 統一』 についで、 いま 
また 『先 建設、 後 統一』 などと いうで たらめ な ス P — ガンの もとで、 相 かわらず 民衆は だまされ、 苦しめられ てい 
る。 しかし、 これ 以上 だまされて 暮らす ことは できない。 われわれは、 だまされ っぱなしで ひっこむ ような 民衆で 
はない。 一つの 国土の 北半 部から ふりそそぐ 曙光 —— これを さえぎる ことは できない。 ソゥル、 釜 山は いうまで も 
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なく、 いまは たとえ 安心して 心 ゆく まで 語る ところは なくと も、 民衆の 一人ひとりの 胸は 北半 部への あこがれで 燃 
えたち、 いつの 日 か 必ず、 ソゥル や 釜 山に おいでになる 金 日 成 首相を 一日千秋の 思いで 待ち こがれて いる」 

南 朝鮮の 革命家たち と 愛国 的 人民は、 金 日 成 首相が 発表した 偉大な 革命 思想、 自主、 自立、 自衛の 主体 思想で つ 
らぬ かれた 共和国 政府の 十 大政 綱から、 明日の 勝利を 強く 確信して いる。 

「金 日 成 首相の 政綱 演説は、 われわれに 民族的な 誇りを あたえ、 朝鮮人 民の 力で もってすれば、 どんな ことで も 
なしとげられる という ことを 教えて くれた。 首相の 主体 思想は、 祖国 統一の 確固と した 信念を あたえ、 勝利への 道 
を 明るく 照らして くれた」 

「首相 さまの 演説を きいて、 新しい 力が わいて きた。 アメリカが どんなに わめいても、 われわれは ビク ともしな 
い ◊朝鮮人 民は 必ず 勝利す る」 

このょうに、 南 朝鮮の 革命家た ちと 愛国 的 人民は、 アメリカ 帝国主義 とその 手先 どもの ファッショ 暴圧を はねの 
け、 金 日 成 首相が 明らかにした 南 朝鮮 革命の 勝利と 祖国 統一の 日を 早める ために、 命を としてた たかう ことを かた 
く 決意して いる。 

首相の 偉大な 革命 思想を 学べば 学ぶ ほど、 南 朝鮮の 労働者階級は、 国の 主人と なった 北半 部の 労働者階級と とも 
に、 朝鮮の 労働者階級の 一部で あると いう 誇りと 自負心を 高め、 必ず 遂行し なければ ならない 南 朝鮮 革命の 歴史的 
使命を 自覚し、 反米 救国 闘争の 先頭に たって いる。 

けわしい 山々 や 荒れ果てた 田野の 片隅で、 民族の 太陽 金 日 成 首相の 話に 花を 咲かせて いる 南 朝鮮の 農民 も、 労働 
者と 肩を ならべて 南 朝鮮 革命を 遂行し なければ ならない 重大な 任務を 自覚し、 アメリカ 帝国主義 とその 手先 どもの 
農村 収奪、 地主 どもの 苛酷な 搾取に 反対し、 土地を 要求す るた たかいを 力強く くりひろげ ている。 

ファッショ 旋風が 吹き荒れるな かで も、 朝鮮の 心臓で ある ピョンヤンからの 放送に 耳を かたむけ、 金 日 成 首相の 
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偉大な 革命 思想を 身に つける ため、 夜を 徹して その 労作を 研究す る 南 朝鮮の 愛国 的な 青年 学生と 革命的 ィンテリ 
は、 革命の かけ 橋と しての 役割を 一身に にない、 労働者 や 農民 大衆の なかへは いって ゆき、 かれらとの 団結を 強化 
しながら、 反米 救国 闘争を 頑強に くりひろげ ている。 

むろん、 いまだに 敵の 悪宣伝に だまされたり、 さまざまな 事情で めざめて いない 人び ともい る。 

しかし、 すでに 南 朝鮮人 民の すう 勢は 革命を めざして 流れて おり、 隊列を ととのえ、 力を たくわえて いる 以上、 
たちおくれた 一部の 人び とが めざめる のは、 もはや 時間の問題 である。 

なよ やかな 草木 も、 春に なれば 青々 と 芽を ふき、 風に あえば ゆられて 波う つよう に、 民衆は 革命の 機が 熟すれば 
闘士と なって ふるいたち、 炎の ように 燃えさ かる ものな の だ。 

南 朝鮮の 革命家た ちと 愛国 的 人民は、 アメリヵ 帝国主義 とその 手先 どもを 打倒し、 南 朝鮮 革命と 祖国 統一を なし 
とげる ために、 地下 や 山中、 都市 や 農村、 街頭 や 部落、 監獄 や 殺人 法廷で 勇敢に たたかい、 新しい 力と 隊列を 育て 
ながら 決戦のと きに そなえて いる。 

また、 少なからぬ 南 朝鮮の 闘士たち は 直接 手に 武器を とり、 東に 声を あげては 西を うち、 西に 声を あげては 東を 
うつと いう 抗日 武装 闘争 以来の 伝統的な 陽 動 戦術を 駆使し、 アメリヵ 帝国主義 侵略者と 朴正熙 かいらい 一味を 痛烈 
にう ちの めして いる。 

南 朝鮮が 解放され、 祖国が 統一され る 日は 近い。 そして、 南北 四千 万 同胞が 統一な った 祖国の 地で、 統 1 された 
民族と して、 民族の 太陽で ある 偉大な 指導者 金 日 成 首相を いただき、 どの 民族よりも 幸福に 暮らす その 日は もう 遠 
くは ない。 たたかいに よって その 日を 早める こと —— 、これは すべての 朝鮮人 民の 神聖な 義務で ある。 


1 徹底した 国際主義 的な 立場 
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1 徹底した 国際主義 的な 立場 

金 日 成 首相の すべての 活動は、 広 はんな 世界人 民の 耳目を 集めて いる。 首相の 数多くの 著作は もとょり、 各種の 
会議で おこなった 演説 や、 現地 指導の 過程で 人民に あたえた 教示、 さらには、 外国の 賓客たち と まじえた みじかい 
話す らも、 国際的な 反響を まきおこして いる。 朝鮮を 訪問した すべての 外国の 人び とは、 だれもが 金 日 成 首相に 接 
見で きる ことをこのぅ えない 光栄と している。 

世界の 革命的な 人民と、 革命的な 組織と 党の 代表は もちろん、 新興 独立国と 中立国を はじめ アジア、 アフリヵ、 
ラテンアメリヵ 諸国の 首班 も、 金 日 成 首相を 深く 尊敬し、 心から 敬慕して いる。 

これは、 金 日 成 首相が、 四千 万 朝鮮人 民の 偉大な 領袖で ある ばかりでなく、 国際 共産主義 運動と 労働運動の すぐ 
れた 指導者の ひとりで あり、 首相の すべての 政治 活動が 強い 世界的 影響力を もっている からで ある。 

金 日 成 首相は、 つねに 朝鮮を 念頭に おいて 世界を 考え、 また 世界を 念頭に おいて 朝鮮を 考え、 朝鮮 革命を 偉大な 
勝利へ と 導きながら つねに 世界 革命に 思いを はせ ている。 

これは、 金 日 成 首相が、 各国の 労働者階級の 革命 闘争は 本質に おいて 国際主義 的で あり、 また、 そぅ あって こ 
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そ、 個別的に、 または 国際的に 終局 的 勝利を 達成す る ことができる という マルクス •レ ーニン 主義 的 理解から 出発 
している からで ある。 

それゆえ 金 日 成 首相は、 早くして 革命の 道に すすんで 以後、 真の 共産主義者、 真の 革命家と して、 朝鮮 革命を り 
っぱに 遂行す る ばかりでなく、 世界 革命を 積極的に 支援す る ことを つねに その 本分と みなした。 

金 日 成 首相は、 つぎのように のべて いる。 

「自国の 革命に かぎりなく 忠実で あり、 同時に 世界 革命の 終局 的 勝利の ためにた たかう ことは、 全世界の 共産 主 
義 者の 義務であります」 

首相は 革命 活動の 全 期間に わたり、 こうした ブロ レ タリア 国際主義の 義務に かぎりなく 忠実で ある ことによ っ 
て、 その 生きた 模範を しめした ので ある。 まさに 首相は、 朝鮮 革命の 領袖と して 朝鮮 革命を 勝利のう ちに 導いて き 
たばかりで なく、 真の 共産主義者 として、 また 勝利した プロレタリア 国家の 領袖と して、 朝鮮 革命を つねに 世界 革 
命と むすびつけ、 国際 共産主義 運動と 労働運動の 発展の ためにな しうる すべての 努力を かさねて いる。 

金 日 成 首相は 一九 三〇 年代に、 朝鮮人 民の 反日 民族 解放 闘争を、 その もっとも 高い 形態で ある 抗日 武装 闘争に 発 
展 させる とともに、 朝鮮 革命を 世界 革命 促進の ひとつの 環と した。 

朝鮮を 占領した 日本 帝国主義 者の 侵略的 目的は、 たんに 朝鮮を 植民地と して 支配し、 略奪す る こと だけに あった 
のでは なく、 朝鮮を 足場に して、 アジア 大陸、 すすんで は ソ連を も 侵攻し ようとす る ことに あった。 

金 日 成 首相は、 こうした 日本 帝国主義 侵略 勢力に 反対し、 偉大な 抗日 武装 . M 争を 展開す る ことによって、 世界 フ 
ァシ ズムの 主要な 勢力の ひとつで ある 日本 帝国主義 侵略 勢力の 大陸 侵略戦争 拡大 政策を 牽制し、 朝鮮の 独立と 解放 
をめ ざす 民族的 義務と 世界 革命を 支援す る 国際主義 的 義務と を 徹底的に むすびつけた。 

首相は 抗日 武装 闘争の 時期に、 「武力で もって ソ連を 擁護し よう！」、 「朝、 中 人民は 団結して 共同の 敵 日本 帝国 
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主義を 打倒し よう！」 という ブロ レ タリア 国際主義の 旗 じる しを 高く かかげ、 武器を とって ソ連と 中国人 民の 革命 
闘争を 擁護し、 支持した。 そして、 徹底した ブロ レ タリア 国際主義の 模範を しめした ので ある。 

抗日 武装 闘争の 過程で 具現され た 国際主義 思想と その 業績は、 解放 後、 朝鮮 労働党と 人民が うけついだ 革命 伝統 
の 重要な 構成 部分と なった。 

金 日 成 首相は、 解放 後の 新しい 歴史的 条件の もとで、 ブ a レ タリア 国際主義の 革命的 原則を 徹底的に 堅持し、 革 
命の 民族的 任務と 国際的 任務を 密接に むすびつける 一方、 世界 革命を 積極的に 支援した。 

金 日 成 首相は なにより もまず、 朝鮮の 共産主義者と 人民の 主体的な 力に 依拠して 朝鮮の 革命と 建設を 成功裏に 遂 
行し、 それに よって 世界 革命に 積極的に 貢献す る 立場を しっかりと 守った。 

首相は つぎのようにの ベて いる。 

「朝鮮で 生まれた 人は 朝鮮で 革命を おこない、 社会主義と 共産主義を 建設す る 任務を 負って います。 朝鮮 革命は 
朝鮮人に 課せられた 国際主義 的 義務であります。 それゆえ 朝鮮人は、 なにより もまず 朝鮮 革命を りっぱに おこなっ 
てこ そ、 国際主義 的 義務を 忠実に 果たす ことにな ります」 

金 日 成 首相の この 主体的で 革命的な 立場は、 国際 革命 発展の 利益を 考慮せ ず、 自国の 利益 だけを 考える 民族 利己 
主義とは なんらの 共通 性 もない、 真の ブロ レ タリア 国際主義 的 立場で ある。 

首相の こうした 立場は、 世界が 多くの 民族 国家から なって いる 条件の もとで、 世界 革命の 終局 的 勝利は それぞれ 
の 国に おける 社会主義、 共産主義の 勝利に よっての み 達成され うると いう 観点から 出発して いる。 

首相は、 それぞれの 国で 革命と 建設を 成功裏に 遂行す る ことが、 どのように 国際 革命運動に 寄与す る ことになる 
かにつ いて 明らかにしながら、 それは 第一に、 社会主義 陣営と 国際 共産主義 運動の それぞれの 戦線を 強化す る こと 
により、 結局は 社会主義 陣営と 国際 共産主義 運動 全般を 強化 発展 させ、 第二に、 自国の 革命にたい する 兄弟 諸 党と 
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人民 〇 いろいろな 負担を 軽く する ことにより、 かれらが 自国と 他の 国の 革命 発展に さらに 多くの 力を ふりむける こ 
とを 可能に し、 第三に、 自国の 革命を 成功裏に 遂行して 強固な 物質的 土台を 築く ことにより、 他の 兄弟 諸国と 人民 
の 革命 闘争を さらに 積極的に 支援で きる ようにす る ことで あると 教えた。 

金 日 成 首相は、 つねにこう した 立場から 出発して 社会主義 革命と 社会主義 建設を 勝利のう ちに 導き、 世界 革命に 
大きく 貢献した。 

革命と 建設の 全 過程で、 金 日 成 首相は 主体的 立場と 自力 更生の 革命的な 原則を 徹底的に 堅持した。 金 日 成 首相 
は、 そうする ことが 兄弟 諸国に 大きな 負担を かけず、 ひいては 社会主義 陣営と 国際 共産主義 運動の 強化 発展に 忠実 
に 寄与す る ことで あると した。 

そして 首相は、 つねに、 党と 人民 大衆に、 世界 革命が 完遂され ていない 条件の もとでは 世界 革命の ために もっと 
多くの 努力を はらわねば ならない と 教えた。 

首相は、 朝鮮が 解放され てす でに 二十 年になる が、 前例の ない 苛酷な 戦争と 二回の 復興 期を へなければ ならな か 
った 困難な 状態の もとで も、 朝鮮人 民 自身の 力に 依拠し きわめてみ じかい 期間に、 政治に おいて 自主的で あり、 経 
済に おいて 自立 的で あり、 国防に おいて 自衛 的な 社会主義 強国に かえた し、 そうする ことによって、 朝鮮を 世界 革 
命の 東方の 前哨を しっかり 守る 強力な とりでに、 物質的 支援の ゆるぎない もとでを もつ 強力な 基地に かえた。 

アメリカ 帝国主義 侵略者を うちやぶった 三年 間の 祖国 解放 戦争に おいても、 金 日 成 首相は ブロ レ タリア 国際主義 
の 旗 じる し、 反帝 反米 闘争の 旗 じる しを たかく かかげ、 祖国の 自由と 独立を 守った ばかりでなく、 社会主義 陣営を 
守り、 世界平和を 守る 国際主義 的 義務に 忠実であった。 

首相は すでに 戦争の 初期、 アメリカ 帝国主義の 武力 侵攻に 反対す る 朝鮮人 民の 闘争は、 祖国の 自由と 独立を めざ 
す 正義の 祖国 解放 戦争で あると 同時に、 新たな 世界大戦を ひきおこ そうとする アメリカ 帝国主義 者の 策動を 粉砕 
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し、 世界の 平和と 安全を 守り、 社会主義 陣営の 東方の 前哨線を 守る 闘争で あると 宣言し、 その 使命を 果たす ために 
全力を かたむけた。 

こうして 首相は、 朝鮮 労働党と 人民を 導いて アメリカ 帝国主義 侵略者を うち 破り、 祖国の 自由と 独立を 守った ば 
かりで なく、 世界 革命運動と 世界人 民の もっとも 凶悪な 敵と して 登場した アメリカ 帝国主義を 滅亡の 下り坂へ 追い 
やった ので ある。 

この 国際 革命運動にたい する 金 日 成 首相と 朝鮮人 民の 貢献は、 はかり 知れない ほど 偉大な ものである。 

•金 日 成 首相の 指導の もとに 朝鮮人 民は、 自分の 生命と 血潮に よって 兄弟 諸国の 人民の 安全と かれらの 革命的 獲得 
物を 守り、 かれらの 行く手を はばもう とした 野獣の ような 敵を うちのめした。 

それば かりで なく、 金 日 成 首相が 朝鮮人 民を ひきいて アメリカ 帝国主義 侵略者との 戦争で かちとった 勝利は、 略 
奪 者の 抑圧の もとで あえいで いた 世界の 被 抑圧 人民に、 アメリカ 帝国主義を はじめと する 侵略者にたい しては 真っ 
向う からた たかって これを 撃破し なければ ならず、 また ゆうに 撃破し うると いう こと、 そして、 祖国の 自由と 独立 
のために 武器を 手に 決死 的な 闘争に たちあがった 人民は、 どのような 力を もってしても 征服す る ことは できず、 た 
たかえば 必ず 勝利し うると いう 確固たる 信念と 闘志を 植えつ けた。 

事実、 世界の 革命的な 人民は 朝鮮人 民の 勝利から 大きな 力を えて、 反帝 反米 闘争を いっそう 激しく くりひろげ、 
すでに 大きな 勝利を かちとった。 

しかし 金 日 成 首相は、 こうした 寄与に よって、 首相 自身と 朝鮮の 共産主義者に 負わされた 国際主義 的 義務を すべ 
て 果たした とは 決して 考えなかった。 首相は、 朝鮮 革命を 成功裏に 遂行す る ことによって 国際 革命運動に 貢献す る 
ばかりでなく、 世界 革命を 直接 援助し、 その 終局 的 勝利の ために 積極的に たたかう ことが、 共産主義者の 国際主義 
的 義務を 果たす ことで あると 考えた。 
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金日成首相は、つぎのょうにのべている。 

「われわれは、 朝鮮で 帝国主義 者と その 手先 一味で ある 地主、 資本家を 打倒し、 社会主義 革命を 全国的に 完遂し 
なければ ならず、 また 国際 共産主義 運動の 一 部隊と して、 世界 革命の 終局 的 勝利の ためにた たかう 義務を 負って い 
ます 一 

この 立場から 55 ® 的 偉業から 身を 
q < ) 0) 和 見 主義 精 

^^ 7( 圓際 '^) |^^^^^旗 1:( ^] しをつ|*$"3^0^2守夂っ ^| け^^5。 

<^S®ST 相^! # l 界^^^ 

主義 S1 は、 第一に d  み！^^ a( ^5SI^^BS^ $) じ⑧ 免 

5^0^^5^害す ^1 */ 国 ^ 1^^^^3 ^ ^^^^®^ せず，帝国主義 者 の あら 咖 る 反 ¥( ん叩^^3陰^^ 阻止 し破 

金 日 成 首相は、 ただこう した 革命的 立場を 堅持す る 条件の もとでの み、 社会主義 陣営が 名実と もに 世界 革命の 基 
地と しての 役割を 果たす ことができる であろうとの ベた。 

金 日 成 首相は、 こうした ゆるぎない プロレタリア 国際主義 的 立場、 徹底した 革命的 立場から 出発して 世界 革命を 
積極的に 支持 声援し、 そのために あらゆる 努力を はらった。 

首相は、 社会主義 陣営の 統一と 国際 共産主義 運動の 団結の ために 断固た たかう 一方、 アジア、 アフリヵ、 ラテン 
アメリヵの 新興 独立 諸国との 友好 協力 関係を 発展 させ、 これらの 地域 人民の 反帝 民族 解放 運動と すべての 国の 人民 
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の 革命運動を 積極的に 支援し、 帝国主義、 とくに その 元凶で ある アメリカ 帝国主義の 侵略と 戦争 政策に 反対し >  世 
界 平和と 人類の 進歩の ために 断固た たかった。 

首相の こうした たたかいに おいて もっとも 輝かしい ものは、 アメリカ 帝国主義の 侵略と 戦争 政策に 反対す る 世界 
人民の 革命 闋争 を、 つねに 断固と して 支持 声援して いる ことで ある。 

金 日 成 首相は つねに、 アメリカ 帝国主義 者を かしらと する 帝国主義 者の 侵略と 戦争 政策にたい して 警戒心を 高 
め、 その 侵略を うけてい るすべ ての 国の 人民に 無条件の 支持を あたえた。 一九 五六 年、 スエズ運河にたい する ィギ 
リス、 フランス 帝国主義 者の 侵略に 反対す る エジプト 人民の 闘争と、 一九 $ 一年、 アメリカ 帝国主義の カリブ海 事 
件の 挑発に 反対す るキユ I バ 人民の 闘争にたい する 首相の 支持は、 これらの 国の 人民に とって 大きな はげましと な 
り、 プロレタリア 国際主義の 生きた 模範と なった。 

首相の こうした 模範は とくに、 アメリカ 帝国主義 侵略者に 反対し、 正義の 抗戦に 決起した ベトナム人 民にたい す 
る 積極的な 支援に おいてし めされた。 

首相は、 ベトナムにたい する アメリカ 帝国主義 者の 犯罪 的な 侵略と それに 反対す るべ ト ナム 人民の 英雄的な 闘争 
を、 単にべ ト ナム 労働党と ベトナム人 民の 問題とは みなさなかった。 金 日 成 首相は、 アメリカ 帝国主義の ベトナム 
にたいする 侵略を、 社会主義 諸国 全体にたい する 強盗 的な 侵略、 世界の 平和 愛好 人民にたい する 横 # きわまりない 
挑戦と みなし、 ベトナム戦争は 社会主義 陣営を はじめ 世界の 革命的 人民が 遂行す る 戦争になる べき だと 認めた。 

ここから 首相は、 階級 的 兄弟にたい する 共産主義者の 気高い 同志的 信義、 徹底した プロレタリア 国際主義 的 立場 
で ベトナム人 民にたい する 支援 問題を とらえ、 実践を つうじて その 模範を しめした。 

金 日 成 首相は、 ベトナム人 民を 支援す るた めには なにものを も 惜しまなかった。 

首相は、 朝鮮人 民が ベトナム人 民を 援助す るのは、 祖国の 南半 部を 占領した アメリカ 帝国主義 侵略者の 勢力を 弱 
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める 重要な 条件になる とのべ、 ベトナム人 民を 積極的に 支援す るた めに、 かれらの 分と して 生産を さらに 高める よ 
う 組織し、 武器を ふくむ 軍需 物資、 鉄、 セメント、 肥料な ど 大量の 援助 物資を おくった。 とくに 首相は、 国際 義勇 
軍の 派遣を 発起し、 ベトナム 政府と ベトナム人 民が 要求 するとき は、 いつなんどき でも 義勇兵を 派遣し、 かれらの 
闘争を 血を もってた すける ことを、 どの 国よりも 先に 表明した ので ある。 

このほか にも 金 日 成 首相は、 反帝 民族 解放 闘争に たちあがった アジア、 アフリカ、 ラテンアメリカの 数多くの 国 
ぐに の 人民に 物心 両面の 支持を あたえて いる。 

こうした 援助は 全面的に、 これらの 国の 独立の 強化と 繁栄を ねがう もので あり、 まったく 私心の ない もので あ 
る。 朝鮮の 場合、 他国への ぼう 大な 援助は 決してな まや さしい 問題では ない。 朝鮮は 民族 分裂の 苦痛を なめて お 
り、 朝鮮人 民は 国の 半分を 数十 万の 兵力を もって 占領し、 侵略の 機会を うかがい、 火遊びを ことと している 世界人 
民の 最大の 敵 アメリカ 帝国主義と 直接 対峙して いる。 こうした 条件の もとで、 経済 建設を いっそう 促進し、 国防 建 
設を 並進 させなければ ならない ため、 その 負担は きわめて 大きい。 しかし、 金 日 成 首相は、 万難を排して 他国に 私 
心の ない 援助を あたえて いる。 それゆえ、 こうした 援助 物資の 一つ一つには、 自分の 肉親に あたえる のと 同じよう 
な 献身的な 真心が こもって おり、 熱い 愛情が こめられて いるので ある。 

これは、 金 日 成 首相が 国際 資本の 勢力に 反対す る 世界の 労働者階級と 同じ 戦線、 同じ 塹壕で 苦楽を ともに わかち 
あい、 ともに たたかっ ている ことを しめす もので あり、 世界人 民の 革命 闘争を 自身の M 争と みなして いる ことを し 
めす ものである。 

別の 側面から みれば、 こうした 援助は、 朝鮮に 建設され た 強力な 自立 的 民族 経済の 国際的 音 護を 証明す る もので 
ある。 

万が一、 金 日 成 首相が 朝鮮人 民を 指導して 強力な 自立 的 民族 経済を 建設し なかったならば、 とりわけ 朝鮮が おか 
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れた 緊張した 環境の なかでは、 他国にたい するぽ う大な 援助な ど 到底 不可能な ことであった ろう。 

ある 人び とが 「閉鎖され た 経済」 うんぬんと たわごとを ならべた が、 金 日 成 首相は 人民を 導き 悪戦苦闘の なかで 
強力な 自立 経済を 建設し、 それに よって 朝鮮 革命が りっぱに 遂行され、 世界 革命 も 大きな 支援を うける ようになっ 
たので ある。 

要するに、 世界の 革命的 人民にたい する 支援は、 金 日 成 首相が マルクス •レ 11 ン 主義の 革命的な 旗、 プ P レタ 
リア 国際主義の 旗、 反帝 反米 闘争の 旗を たかく かかげ、 それを 徹底的に 守って いるが 故に 真に 価値が あり、 強力な 
ので ある。 

こんにち、 世界の 多くの 国の 人民が、 金 日 成 首相に あつい 感謝と 尊敬の 念を しめして いるのは、 まさに 首相の 気 
高い 国際主義 的 立場と、 実践的な 模範に かぎりない はげましを うけてい るからで ある。 

朝鮮を 訪問した ベトナム 民主 共和国 政府 経済 代表団 団長は、 つぎのようにの ベた。 

「朝鮮 労働党と 尊敬す る 金 日 成 首相の 指導の もとに、 全 朝鮮人 民は いたるところで、 そして どの 部門で 働いて い 
ようと も、 アメリカ 帝国主義に 反対す る ベトナム 人民の たたかいが 完全な 勝利を 達成す るまで 徹底的に 支持し、 全 
力を つくして 援助し ようとい う 決意を もっている。 これは 同じ 環境に おかれて いる 兄弟と、 そして 共同の 革命的 志 
向と 共同の 敵 アメリカ 帝国主義に 反対す る 塹壕の なかで、 ともに たたかう 親しい 同志の 戦闘的な 団結と 気高い ブロ 
レ タリア 国際主義 精神の 高貴で 美しい あらわれ である」 

また、 キ ュ—バ 共産党中央委員会 第一 書記で あり、 キ ュ—バ 共和国 政府の フィデル •カストロ 首相は、 一九 六 二 
年 四月、 キュ —バに たいする アメリカ 帝国主義の 武力 侵攻が 開始され たと き、 金 日 成 首相と 朝鮮人 民が おくった 戦 
闘 的な 支持と 連帯にたい し、 「朝鮮 革命が ラテンアメリカ および その他の 地域の 人民の 闘争に あたえた 影響は、 じ 
つには かり 知れない ほど 大きい」 とのべた ◊さらに、 ナセル 大統領は、 イギリスと フランス 帝国主義 者の 武力 S 攻 
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に 反対して たちあがった エジプト 人民に よせる 金 日 成 首相の 積極的な 支持 声援にたい し、 「永遠に 忘れない であろ 
う」 とのべた。 

じつに、 金 日 成 首相の 世界 革命にたい する 積極的な 支援は、 帝国主義と 植民地 主義に 反対し、 自由と 解放を めざ 
してた たかう 世界の 革命的 人民に とって かぎりない はげましと なって おり、 地球上から 帝国主義を 一掃し、 社会 主 
義 、共産 i を 建設す るた めの 人類の 偉大な 理想の 実現を 早める 偉大な 力と なって いる。 

2 世界 革命の すぐれた 戦略 

世界 革命の 発展に おける 金 日 成 首相の 貢献の なかで、 もっとも 輝かしい 位置を 占める ものは、 世界の 共産主義者 
と 革命的 人民にたい し、 地球上から 帝国主義と 植民地 主義を 終局 的に 一掃し、 社会主義、 共産主義の 勝利を 実現す 
る 世界 革命の すぐれた 戦略を、 灯台の ように 明るく さししめした ことで ある。 

事実、 国際 共産主義 運動と 労働運動、 そして 植民地 民族 解放 運動は、 金 日 成 首相に よって この 問題が 解決され る 
までは、 現下の 世界 革命にたい する 正しい 戦略 戦術を もつ ことができなかった。 

もちろん、 マルクス •レ ー ニ ン 主義の 創始者たち は、 人類の 偉大な 理想で ある 社会 i、 共産 i の 世界的 勝利 
が 合法 則 的で ある ことを 論証し、 その実 現の ためにた たかった が、 かれらは、 かれら 自身が 生きた 時代の 制約の た 
め、 世界に 社会主義 体制が 樹立され、 資本主義、 帝国主義が 全面的に 滅亡す る 時期に おける 世界 革命の 戦略 戦術の 
問題は 明らかにする ことができなかった。 

したがって この 課題は、 こんにちの 革命的 時代に 活動して いる 共産主義者 とその 党の まえに 提起され ざるを えな 
かった。 こうして 世界 革命が 正しい 戦略 戦術を もつ 問題は、 現下の 国際 共産主義 運動の さしせまった 要求と して 提 
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起された ので ある。 

しかも この 問題は、 こんにち 世界 革命が 国際 共産主義 運動 内に 発生した 左右の 日和見主義に よって 試練を へて い 
る 情況の もとでは、 なおさら 切実な ものと して 提起され た。 

左右の 日和見主義は、 労働運動 内部に あらわれた ブルジ ョアお よび 小 ブルジ ョ ア 思想であって、 両極から マルク 
ス •レ ー ニ ン 主義の 革命的な 真髄を 歪曲し、 革命に 大きな 害を およぼして いる。 

右翼 日和見主義は、 「情勢の 変化」 と 「創造的 発展」 という 口実の もとに マルクス •レー ニン 主義を 修正し、 そ 
の 革命的 真髄を ゆがめて いる。 かれらは 階級闘争と ブ J1 レ タリア 独裁を 拒否し、 階級 協調なる ものを 説教しながら 
帝国 との 闘争を 放棄し、 声高に 妥協を 主張して いる。 現代 修正主義は また、 帝国主義にたい する 幻想を ふりま 
き、 社会的 および 民族的 解放め ざす 人民の M 争を あらゆる 面から 妨害して いる。 

他方、 左翼 日和見主義は、 変化した 現実を 考慮せ ず、 マルクス •レ 1 ーン 主義の 個別 的な 命題を 教条主義 的に 唱 
えながら 超 革命的な ス ロー ガンを かかげ、 革命的な 大衆を 極端な 冒険 主義 的 行動へ と 追い やって いる。 そして、 マ 
ルクス •レ il ン 主義 党を 大衆から 遊離 させ、 革命 力量を 分裂 させ、 

このように、 世界 革命が 左右の 日和見 Wi? の 発生に よって 試練を むかえ、 世界の 共産主義者と 革命的 人民が すす 
むべき 正しい 戦略 戦術を 待ち のぞんで いたと き、 国際 共産主義 運動と 労働運動の すぐれた 指導者の ひとりで ある 四 
千万 朝鮮人 民の 敬愛す る 領袖 金 日 成 首相は、 世界 革命の もっとも 正しい 戦略 戦術 的 諸問題を 明らかにした ので あ 
る。 

金 日 成 首相は、 一九 六 六 年 十月、 朝鮮 労働党 代表者 会議で おこなった 報告 『現 情勢と わが 党の 課題』 と、 一九 六 
七 年 十二月、 最高 人民 会議 第 四 期 第一 回 会議で 発表した 朝鮮民主主義人民共和国 政府の 政綱 『国家 活動の すべての 
分野で 自主、 自立、 自衛の 革命 精神を いっそう 徹底的に 具現し よう』、 そして 一九 六 七 年 八月 十二 日、. アジア •ア 
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フ リカ •ラテン ア乂 リカ 人民 連帯 機構の 理論 機関紙 『ス リー •コンチネンタル』 創刊号に 発表した 論文、 『反帝 反 
米 闘争を 強めよう』 などで、 世界 革命運動の 現状を 全面的に 分析し、 世界の 革命家と 革命的 人民が 必ず 守るべき 原 
則 的な 立場を 明らかにし、 世界 革命の 正しい 戦略 戦術 的 方針を 明確に さししめした。 

とくに 首相は、 論文 『反帝 反米 闘争を 強めよう』 において 世界の 人民に 世界 革命の 戦略 戦術で 基本 問題と なる 
反帝 反米 闘争の 正しい 道を はっき りと さししめし、 具体的な 闘争 方途を 明らかにした。 

金 日 成 首相が うちだした 世界 革命の 戦略は、 現代にたい する もっとも 正しい 評価から 出発して いる。 

時代に たいする 正しい 評価は、 世界 革命の 戦略 的 構想では 初歩 的な 問題で あり、 その 出発点と なる。 

金 日 成 首相は、 こんにちの 世界 革命 勢力と 反革命 勢力 間の 相互関係と 世界 政治 情勢を 科学的に 分析し、 現 情勢の 
一般的な 特徴にたい する 正確な 規定を くだした。 

首相は つぎのように のべて いる。 

「こんにちの 国際 舞台では、 社会主義と 帝国主義、 革命 勢力と 反革命 勢力との はげしい 闘争が くりひろげられて 
います。 全世界 的な 範囲に おいて 社会主義 勢力、 民族 解放 運動、 労働運動と 民主主義 運動は ひきつづき 成長して い 
ます。 

とりわけ、 アジア、 アフリカ、 ラテンアメリカでは 解放 闘争の 炎が はげしく 燃え あがって います。 帝国主義は こ 
れらの 地域で 人民の 強力な 抗争に ぶつかって おり、 もっとも 大きな 打撃を うけてい ます。 闘争に たちあがった 諸国 
人民は、 帝国主義、 植民地 主義の 古い 世界を うちこわし、 新たな 世界を 創造す る 革命の 大業で 新しい 勝利を かちと 
ってい ます。 

社会主義を はじめ 世界 革命 勢力の 成長と 植民地 体制の 崩壊に よって、 帝国主義 勢力は いちじるしく 弱まって いま 
す。 帝国主義の 内部 矛盾は ますます 深まって おり、 帝国主義 列強 間の 葛藤が 激化して います。 帝国主義 者は 内部 か 
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らも 外部から も 強力な 打撃を こうむって おり、 ますます 窮地に おちこんで います。 . 

社会主義の 勝利、 帝国主義の 滅亡は、 どのような 力を もってしても 避ける ことので きない われわれの 時代の 基本 
的な すう 勢であります」 

このように 首相は、 現代を、 全世界 的な 範囲で 社会主義と 帝国主義、 革命 勢力と 反革命 勢力 間には げしい 闘争が 
くりひろげられて いる 時代、 革命的 暴風雨の 時代、 社会主義が 全面的に 勝利し 帝国主義が 滅亡す る 時代で あると 評 
価した。 

現代にたい する 金 日 成 首相の このような 評価から、 世界 革命の 勝利にたい する 確固不動の 信念が わきおこ るので 
ある。 

しかし 金 日 成 首相は、 たとえ 帝国主義が 滅亡の 道に おちこみ、 ひきつづき 下り坂を 歩んで はいる ものの、 決して 
帝国主義は みずから すすんで 歴史の 舞台から ひきさがる ものでは なく、 かれらの 侵略的 本性 もまた、 決して かわる 
ことがない とみな した。 そして、 帝国主義が いまだに 危険な 勢力と しての こって おり、 滅亡の 境遇から ぬけだす た 
めに 侵略と 戦争を 悪 どく 強化して いる ことを 見逃さな かった。 

こんにち アメリカ 帝国主義 者は 社会主義 諸国に 反対し、 アジア、 アフリカ、 ラテンアメリカ 人民の 民族 解放 闘争 
を 野蛮に 抑圧し、 世界の 進歩的 勢力を 弾圧し ようと 悪らつに 策動して いる。 アメリカ 帝国主義は、 社会主義 諸国と 
民族 解放 闘争に 反対す る 野蛮な 侵略戦争を くりひろげて おり、 公然と 武力干渉を おこなって いる ◊アメリカ 帝国 主 
義は ふたたび 新興 独立 諸国を 従属させる ために、 たえず 侵略行為と 破壊 行為を はたらい ている。 このように ア メリ 
力 帝国主義は、 滅亡の 時期が せまれば せまる ほど、 ますます 狂気 じみた 強盗 的 本性を さらけだして いる。 

金 日 成 首相は、 アメリカ 帝国主義の こうした 侵略 策動を 暴露し、 つぎのように のべて いる。 

「国際 舞台で くりひろげられて いるすべ ての ことがらは、 アメリカ 帝国主義が 侵略と 戦争の おもな 勢力で あり、 
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国際 憲兵で あり、 現代 植民地 主義の 牙城で あり、 全世界 人民の もっとも 凶悪な 敵で あると いう ことを ますます はっ 
きりし めして います」 

これに もとづいて 首相は、 共産主義者と 世界の 人民は、 反帝 反米 闘争の 旗を 高く かかげ、 地球上から 帝国主義を 
完全に 掃滅 するとき まで 闘争を つづけなければ ならない と 指摘した。 

金 日 成 首相は このように、 帝国主義に 反対して あくまでた たかう ことにつ いての 原則的な 問題を 指摘しながら、 
「こんにちの 世界 革命の 基本 戦略は、 アメリカ 帝国主義に 主要な 攻撃を むける ことに ある」 と 教えた。 

首相は 論文 『反帝 反米 . M 争を 強めよう』 で、 つぎのように 指摘して いる。 

「帝国主義に 反対して たたかうた めに 重要な ことは、 なにより もまず 世界 帝国主義の 頭目で ある アメリカ 帝国 主 
義に 攻撃を 集中す る ことで ある。 アメリカ 帝国主義は、 全世界に 侵略の 魔手を のばす ことによって、 世界の すべて 
の 人民の 共同の 敵と なって いる。 地球上には、 アメリカ 帝国主義の ために 自主権を 侵害され ていない 国 や、 ア メリ 
力 帝国主義の 侵略の 脅威を うけてい ない 国は ない」 

戦術の ¥{ 本 原則で ある。 

金 日 成 首相は、 アメリカ 帝国主義に 反対す る 闘争を 力強く 展開す るた めには、 すべての 社会主義 国と 全世界の 反 
帝 勢力が、 広 はんな 反米 統一戦線を 形成し、 反米 共同 行動を 強化し なければ ならない と 教えた。 

首相は 論文 『反帝 反米 闘争を 強めよう』 で つぎのように のべて いる。 

「アメリカ 帝国主義に 反対す る 一つの 戦線での 勝利は、 それだけ アメリカ 帝国主義の 力を 弱める ことにな り、 別 
の 戦線での 勝利を 促進す るであろう。 世界の どの 地域で アメリカ 帝国主義 侵略 勢力を 消滅す るに しても、 それは 世 
界の すべての 人民に とって 非常によ いこと である。 し たがって もっとも 広 はんな 反米 統一戦線を 形成し、 アメリカ 
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帝国主義を 徹底的に 孤立 させ、 かれらが 侵略の 手を のばして いるすべ ての 地域で、 連合して アメリカ 帝国主義に 打 
撃を あたえる ことが 必要で ある。 ただこう しての み、 アメリカ 帝国主義の 力を 最大限に 分散、 弱化させる ことが で 
き、 それぞれの 戦線に おいて、 人民は 決定的に 優勢な 力を もって アメリカ 帝国主義を うちたおす ことができ るので 
ある」 

金 日 成 首相は、 反帝 共同 行動と 反帝 統一戦線 実現の ための 当面の 重要な 方途と して、 社会主義 諸国が アメリカ 帝 
国 主義の ベトナム 侵略 政策を 糾弾し、 たたかう ベトナム人 民を 積極的に 支援す る 問題を 提起した。 

金 日 成 首相が うちだした 反米 統一戦線と 反米 共同 行動の 方針は、 国際 革命運動の 歴史上は じめ て 提示され た 世界 
革命の 戦略 戦術 的 方針で あり、 労働者階級の 国際主義 的 連帯に かんする マルクス •レ ーニン 主義 思想を 国際 革命 運 
動の 新たな 歴史的 条件に そくして いっそう 発展 させ、 豊富に した 領袖の すぐれた 戦略 思想の 具現で ある。 

金 日 成 首相は とくに、 アメリカ 帝国主義の 侵略的な 基本 戦略の 本質を するどく 洞察し、 これに 対処して 反米 闘争 
の 方法を 科学的に 明示した。 

首相は、 アメリカ 帝国主義の 基本 戦略を つぎのように 明らかにした。 

「こんにち、 社会主義 諸国と 世界の 進歩的な 国ぐ にを 侵略し ようとす る アメリカ 帝国主義 者の 基本的な 戦略は、 
大きな 国とは できるだけ 関係を 悪化 させず 対決を 避けながら、 おもに、 分裂した 国 や 小さな 国を 一つ一つ 攻めと ろ 
うとす る ことにあります。 

これに よって、 アメリカ 帝国主義 者は、 とくに その 侵略の ホ コ 先を ベトナムを はじめ アジア 諸国に 向けて いま 
す ◊アメリカ 帝国主義 者の このような 侵略 策動は、 わが国と アジアの すべての 地域で 緊張を 極度に 激化 させて お 
り、 全般的な 世界平和に 重大な 脅威を およぼして います」 

首相は、 このような 基本 戦略に 立脚した アメリカ 帝国主義の 侵略と 戦争 政策を 阻止 破綻 さ： tJ るた めの 闘争 方針 
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を、 つぎのように 明示した。 

「こんにちの 情勢に おいて、 アジアと ョ ー ロッ パ、 アフリカと ラテンアメリカ、 そして 大きい 国と 小さい 国と を 
とわず、 世界の すべての 地域と すべての 戦線で アメリカ 帝国主義 者に 打撃を あたえ、 その 力を 最大限に 分散させる 
べきで あり、 アメリカ 帝国主義が 足を 踏み いれた すべての 地域で、 かれらが 勝手に ふるまえない ように 手足を しば 
り づけなくて はなり ません。 ただそう する ことによっての み、 あれこれの 地域 や 国ぐ にに 力を 集中して、 社会主義 
国を はじめと する 国際 革命 勢力を 各個 撃破し ようとす る アメリカ 帝国主義 者の 戦略を 成功裏にう ち やぶる ことが で 
きる のです」 

金 日 成 首相は この 方針を 提示しながら、 大きな 国 だけが アメリカ 帝国主義を うちくだける のでは なく、 たとえ 小さ 
な 国であって も 団結して たたかえば、 アメリカ 帝国主義を ゆうにう ち やぶれる という 卓越した 戦略を うちだした。 

「たとえ 小さな 国であって も、 帝国主義に 反対して、 より 多くの 国が 力を あわせて 断固た たかうならば、 それ ぞ 
れの 戦線で 人民は 決定的に 優勢な 力を もって アメリカ 帝国主義を うちのめす ことができます。 革命を おこなう すべ 
ての 国の 人民が、 世界の いたるところで アメリカ 帝国主義 者の 手足を もぎと り、 首を切り おとさなければ なり ませ 
ん 。アメリカ 帝国主義 者は 強そう にみ えても、 このように 多くの 国の 人民が、 四方八方から 攻撃を くわえ、 みなが 
よってた かって 手足を もぎと るなら ば、 かれらは 力つ きる であろうし、 ついには 滅び 去る でありましょう」 

この 戦略は、 金 日 成 首相が 帝国主義、 とくに アメリカ 帝国主義が 滅び ゆく という 現代の すう 勢、 大きい 国とは 関 
係を 悪化 させない 方向です すみながら、 小さくて 分 断され た 革命的な 社会主義 諸国と 新興 独立 諸国を 武力で 各個 撃 
破し ようとす る アメリカ 帝国主義の 世界 戦略、 左右の 日和見主義 者が 反帝 反米 闘争 路線に おいて 混乱を おこして い 
る 国際 共産主義 運動 隊列 内部の 状態な どを 科学的に 分析した 基礎のう えで 明らかにした、 もっとも 革命的な 反米 鬪 
争 戦略で ある。 


450 


2 世界 革命の すぐれた 戦略 


これは また、 金 日 成 首相が、 わが国の 革命と 反帝 反米 闘争の 経験、 ベトナムと キユ I パ 革命の 経験な どを 純 学 的 
に 一般化して うちだした、 革命を おこなう 小さな 国ぐ にの 反米 . M 争 戦略で あり、 アメリカ 帝国主義の 世界 戦略を 破 
綻 させ、 アメリカ 帝国主義を 完全に 守勢と 受身に 追い やる もっとも 闘争 的な 戦略で ある。 

金 日 成 首相は、 この 革命的で 闘争 的な 卓越した 反米 闘争 戦略を 明らかにする ことによって、 全世界 人民に、 アメ 
リカ 帝国主義に 反対して 積極的に たたかうべき であり、 たたかえば 必ず 勝利で きる という 信念を あたえ、 とくに 大 
きな 国に 期待を かけながら たたかう ことを おそれる 国の 人民に、 主体的 立場に たって 勇敢に 反米 闘争に たちあがる 
ようはげ ました。 

金 日 成 首相が 提示した この 戦略 的 方針は、 もっとも 現実的 かつ 創造的な もので あり、 革命的な 闘争 方針で あり、 
たたかう 国の 人民に 勝利の 信念を あたえ、 実践的 闘争の 強力な 武器と なって いる。 

現実は、 金 日 成 首相の この 戦略 的 方針の 正し さを はっきり しめして いる。 

こんにち アメリカ 帝国主義 者は、 朝鮮で、 さらに、 たたかう ベトナムの 地で、 両足を もぎと られつつ あり、 アジ 
ア 、アフリカ、 ラテンアメリカの いたるところで たたかう 人民の 革命 闘争に よって 手足を 傷つ けられて おり、 その 
息の根は ますます しめつけられ ている。 

アメリカ 帝国主義は 結局、 たたかう 革命的 人民の 闘争に よって 滅びさる であろう。 

金 日 成 首相は また、 侵略と 戦争の 主要な 勢力で ある アメリカ 帝国主義に ホコ 先を むけながら、 かれらと 結託して 
いる 同盟 者、 とくに 日本 軍国主義と 西ドィツ 軍国主義に 反対して たたかうべき であると 教えた。 

首相は、 日本 軍国主義と 西ドィツ 軍国主義が アメリカ 帝国主義の 積極的な 庇護の もとに 急速に 復活し、 かれらが 
アジアと m 丨ロッ パで 新たな 戦争の 温床と なって いる 問題にたい して 深い 注意を むけ、 この 二つの 軍国主義 復活に 
こぞって 反対す る 闘争は、 やはり 世界の 平和を 守る ための たたかい であり、 これを 反米 闘争の 重要な 一環で あると 
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みなした" 

金 日 成 首相が 明らかにした こうした 戦略 戦術 的 方針は、 世界 革命の 圧殺を もくろむ アメリヵ 帝国主義の 悪らつな 
世界 戦略を 成功裏に 粉砕し、 世界 革命を いっそう 促進させる もっとも 賢明で 正しい 反米 闘争 路線で ある。 

金 日 成 首相は、 共産主義者と 世界の 革命的 人民にたい し、 世界 革命 戦略の 重要な 構成 部分の 一つと して、 世界 革 
命 勢力を かたちづくっ ている 社会主義 勢力、 民族 解放 運動、 労働運動と 民主主義 運動の 地位と 役割を 規定し、 さら 
にこれ らの 勢力を 強化す るた めの 方途を も 明らかにした。 

金 日 成 首相は、 世界 革命を 力強く 前進させる ためには、 なにより もまず 社会主義 陣営の 統一と 国際 共産主義 運動 
の 団結を 保障し、 世界 革命の 基地と しての 社会主義 陣営の 威力を 強めて その 役割を 高めなければ ならない と 教え、 
この 問題に おいて 社会主義 国の 党が 必ず 堅持し なければ ならない 一連の 原則的な 問題を 明示した。 

金 日 成 首相は、 社会主義 陣営の 威力を 強化す るた めには、 社会主義 国の 各 党が 自国の 革命と 建設を 成功裏に 遂行 
し、 国の 威力を あらゆる 面から 強める ことによって、 国際 共産主義 運動の まえに 課せられた 自己の 民族的 義務に 忠 
実で なければ ならない と 教えた。 

それぞれの 社会主義 国を 強める ことは、 社会主義 陣営の 全般的 威力を 強める 基本条件 である。 なぜなら、 社会 主 
義 陣営を 形成して いる 基本単位 である 各 社会主義 国を 強化し、 その 力を あわせる ことによっての み、 社会主義 陣営 
全体を 強化で きる からで ある。 

金 日 成 首相は、 社会主義 陣営の それぞれの 国が、 世界 革命の 遂行で 果たすべき 役割に ついて 強調した。 

金 日 成 首相は、 社会主義 陣営の 各国 共産党 および 労働者 党は 自国の 革命の 成果に 満足して はならず、 世界 革命の 
勝利の ために 最後までた たかう、 プロレタリア 国際主義の 革命的 立場を 徹底的に 守りぬ くこと が もっとも 重要で あ 
ると 教えた。 
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金 日 成 首相は、 社会主義 国の 党は なにょりも 帝国主義、 とくに 世界 革命の 主要な 闘争 対象で ある アメリカ 帝国 主 
義に 反対して、 断固たる 立場を とるべき であるとの ベた。 

首相は こうのべ ている。 

「アメリカ 帝国主義にたい する 態度は、 こんにちの 共産党、 労働者 党の 立場を 点検す る 重要な 尺度と なります。 
共産主義者は、 帝国主義、 なにょり もまず アメリカ 帝国主義に 反対す る 原則的な 立場を つねに 堅持し なくて はなり 
ません。 とくに アメリカ 帝国主義 者が ベトナムにたい する 侵略を 拡大して いる こんにち、 すべての 社会主義 国は ア 
メリ カ 帝国主義にたい しても っと 冷厳で 強硬な® M をと るべき であります」 

首相は、^^ 

警告し、 平和の 破壊者に 反対して たたかい、 奴隸の 平和に 反対して 抑圧 者の 支配を くつがえさない かぎり、 真の 平 
和を かちとる ことは できない と 教えた。 

これと ともに ¢1¢ は 、帝国主義に 反対す ると 大声を はりあげながら、 実際の 行動に おいては 帝国主義と たたかう 
ことを おそれる 態度 も 裏返しの 妥協 路線で あり、 これらは いずれも、 真の 反帝 闘争とは 縁 も ゆかり もない もので 
あり、 帝国主義の 侵略と 戦争の 政策に 手を かす だけで あると 指摘した。 

首相は、 社会主義 諸国は 帝国主義 諸国と も 外交関係を むすぶ ことができる が、 これに 反帝 闘争を 解消 させて はな 
らず 、つねに 階級 的な 原則を 堅持し、 アメリカ 帝国主義に 圧力を くわえ、 侵略と 戦争の 政策を 暴露 糾弾し、 実際的 
な 措置と して それを 阻止す るた めに たたかうべき であるとの ベた。 

金 日 成 首相は、 社会主義 諸国は 戦争にたい しても 原則的な 立場を 堅持すべき であると 教えた。 

首相は こうのべ ている。 
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首相は、 歴史的 経験が しめして いるよう に、 戦争を 防止す るから といって 帝国主義 者の 侵略的 要求に 屈従す るな 
らば、 それは かえって 帝国主義 者を さらにごう 慢に させ、 かれらの 侵略 策動を 助長 させ、 戦争の 危険を 大きく する 
だけで あると 指摘し、 ただ 帝国主義に 反対す る 原則的 立場を 堅持し、 断固たる 反帝 闘争を 展開して のみ、 帝国主義 
の 侵略を うちくだき、 平和を 守る ことができ ると 教えた。 

金 日 成 首相は、 社会主義 諸国は 帝国主義に 反対す るすべ ての 勢力と 積極的に 団結を はかり、 武装 闘争を ふくむ あ 
ら ゆる 形態の 反帝 閾争を 物心 両面から 積極的に 援助すべき であるとの ベた。 

社会主義 諸国は、 資本主義 社会を 革命的に くつがえす ためにた たかって いる 全世界の 労働者階級に 階級 的 連帯を 
表明すべき であり、 帝国主義と 植民地 主義の 鉄鎖を たち 切る ためにた たかう アジア、 アフリカ、 ラテンアメリカの 
被 抑圧 人民の 解放 闞争を あらゆる 面から 支援すべき である。 

とくに 金 日 成 首相は、 こんにち 反帝 反米 闘争の 焦点と なって いるべ トナ ム人 民の 正義の 解放 闘争を 全力を つくし 
て 支援す る ことは、 社会主義 諸国と 革命的 人民の もっとも 気高い 国際主義 的 義務で あると 教えた。 

首相は、 ベトナムに たいする アメリカ 帝国主義の 侵略は、 たんに ベトナム人 民に 反対す る ものである だけで な 
く、 社会主義 陣営にたい する 侵略に、 民族 解放 運動にたい する 挑戦になる とみな した。 

それゆえ 首相は、 「アメリカ 帝国主義の ベトナム 侵略と、 それに 反対す るべ ト ナム 人民の たたかいにたい して ど 
のよう な 態度を とる かは、 帝国主義に 強く 反対す るか どうか、 諸国 人民の 解放 闘争を 極力 支持す るか どうかを しめ 
す 基準と なる ものです。 ベトナム 問題に たいする s は、 革命的 立場と 日和見主義 的 立場、 ブロ レ タリア 国際主義 
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と 民族的 利己主義を 区分す る 試金石であります」 とのべた ので ある。 

金 日 成 首相は、 すべての 社会主義 国と 平和を 愛する 人民に、 アメリカ 帝国主義の ベトナム 侵略に 反対し、 ベ トナ 
ム 人民の 正義の 解放 闘争を あらゆる 面から 支援し、 共同で アメリカ 帝国主義の ベトナム 侵略を 破 錠 させょうと 訴え 
た。 

首相は、 アメリカ 帝国主義が その 追従 国の かいらい 軍を ひきいれて ベトナム 民主 共和国にまで 侵略を 拡大して い 
る 条件の もとで、 社会主義 陣営の 東南の とりでを 守り、 アジアと 世界の 平和を 守る ためにた たかう ベトナムを 支援 
する ことは、 兄弟の ベトナム人 民にたい する 社会主義 諸国の 国際主義 的 義務で あるとの ベた。 

金 日 成 首相の こうした 原則的な 立場は、 ベトナム人 民にたい する もっとも 断固たる 支援で あり、 真の 国際主義 的 
声援で あり、 帝国主義に 反対す る 共同 闘争で 勝利した 革命にたい する 徹底した 擁護と なる。 

また 金 日 成 首相は、 社会主義 諸国と 世界の 革命的 人民は、 ベトナム 革命にたい する 支持と ともに、 キユ ー バ革命 
を アメリカ 帝国主義の 侵略から 守り、 キユ I バの 社会主義 建設を 全力を つくして 援助し なければ ならない と 教え 
た。 

首相は、 r キユ ーバ 革命の 勝利は、 アメリカの 鼻先で おこった 社会主義 革命の 最初の 勝利で あり、 ラテン ア メリ 
力に おける 偉大な 十月革命の 継続であります。 これは、 社会主義 陣営を 西半球にまで おしひろげ、 ラテンアメリカ 
の 革命運動に 新しい 転換を もたらした 歴史的な 出来事であります。 キユ ー バ 共和国は、 ラテンアメリカに おける 革 
命の 基地と なって おります」 とのべ、 キユ ー パ 革命を 守る ことは、 社会 主滅 陣営と ラテンアメリカ 諸国 人民、 全 世 
界の 進歩的 人民の 神聖な 国際主義 的 義務で あると 教えた。  ， 

首相は、 キユ ー バ 人民に たいする 積極的な 連帯と 支持を 表明 するとと もに、 社会主義 諸国は キユ —バ 人民の 革命 
偉業を 全面的に 支持し 積極的に 支援すべき であると 指摘し、 ラテンアメリカ 諸国 人民と 全世界の 進歩的 人民は、 キ 
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ュ—バ 共和国にたい する アメリカ 帝国主義の 封 じこめ 政策を 破綻 させ、 キュ ー バに たいする かれらの 軍事的 侵攻 企 
図を 挫折させる ため、 すべての 努力を つくす ときに のみ、 その 国際主義 的 義務を 果たす ことができ ると 教えた。 

さらに 金 日 成 首相は、 植民地 民族 解放 運動を 強化 発展させる うえで 提起され る、 もっとも 原則的な 問題を も 明ら 
かにした。 

首相は、 世界 革命を 遂行す るう えで、 植民地 民族 解放 運動が 果たす 大きな 戦略 的 意義を 明らかにした。 

共産主義 運動の 隊列 内に あらわれた 左右の 日和見主義 者が、 植民地 民族 解放 運動を ブルジ ョア 運動で あるかの よ 
うに 描写し、 その 革命的 专義を 過少 評価したり、 また それを 戦争の 危険を もたらす 「葬送の ための 運動」 であると 
冒 潰した とき、 首相は、 この 運動を 帝国主義を くつがえす 偉大な 革命 勢力と して、 プ P レ タリア ートの もっとも 親 
しい 同盟 者と して 正当に 高く 評価した。 

金 日 成 首相は 論文 『反帝 反米 闘争を 強めよう』 のなかで、 植民地 民族 解放 運動が 世界 革命の 発展に おいても つ 戦 
略 的 夸義 について、 つぎのように のべた。 

「アジア、 アフリカ、 ラテンアメリカ 諸国 人民の 反帝 反 植民地 主義 闘争は、 抑圧され、 さげすまれ てきた 数 億万 
人民の 神聖な 解放 闘争で あると 同時に、 世界 帝国主義の 生命線を 断ち切る 偉大な 闘争で ある。 この 闘争は 社会主義 
をめ ざす 国際 労働者階級の 革命 闘争と ともに、 われわれの 時代の 二大 革命 勢力を なして おり、 これは 帝国主義を 葬 
り 去る 一つの 流れに 合流して いる」 

このように 金 日 成 首相は、 反帝 反 植民地 主義 闘争が 世界 革命に おいて 果たす 音義を 高く 評価しながら、 まだ 独立 
を かちとる ことができず、 植民地 主義の 抑圧の もとに ある 国と、 民族の 独立を かちとった 新興 独立 諸国 人民の 反帝 
反 植民地 主義 闘争の 前途を 明示した。 

首相は、 被 抑 氏人 民が 民族 解放を 達成す る 道は ただ 一つ、 帝国主義との _ 争の 道を おいては ない と 教えた。 
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首相は 論文 『反帝 反米 闘争を 強めよう』 のなかで、 帝国主義の 本性は 決して かわらず、 したがって 帝国主義は 死 
滅 するとき まで 人民を 搾取し、 圧迫し、 略奪す るであろう し、 まして かれらが 植民地の 人民に 独立を 贈る という こ 
とは ありえない とのべ、 つぎのように 指摘して いる。 

「被 圧迫 人民は、 ただ 闘争に よっての み 自分自身を 解放す る ことができる。 これは 歴史に よって 確証され た 単純 
で 明白な 真理で ある。 帝国主義 者の 欺瞞 宣伝を 暴露し、 かれらが 植民地 や 従属国に おいて、 その 地位を すすんで ゆ 
ずり わたす だろうと いう 幻想を 徹底的に たたきこわす 必要が ある。 圧迫の あると ころに 反抗は つきもの である。 被 
圧迫 人民が 自身の 解放の ためにた たかう のは、 避けられない ことで ある。 帝国主義が 暴力で 弱少 民族を 略奪し 圧迫 
する 以上、 被 圧迫 民族が 武器を 手に して 侵略者に 反抗して たたかう のは 奪う ことので きない かれらの 権利で ある」 
金 日 成 首相は、 三 大陸 人民が 帝国主義に 反対して たたかう 場合に おいても、 世界 帝国主義の 頭目で ある アメリカ 
帝国主義に 攻撃の ホ コ 先を 集中すべき であり、 この 共同の 敵に 反対して 反米 統一戦線を 形成す る ことが なによりも 
重要で あると 教えた。 

首相は 論文 『反帝 反米 闘争を 強めよう』 のなかで、 アジア、 アフリカ、 ラテンアメリカ 人民は 反帝 反米 闘争で 共 
通した 利害関係を もってい ると 指摘し、 つぎのように のべて いる。 

「アフリカと ラテンアメリカが 自由で なければ、 アジアが 自由で あるは ずがな く、 アジアから アメリカ 帝国主義 
者を 追いだ せ ば、 アフリカと ラテンアメリカ 諸国 人民の 解放 闘争に 有利で ある」 

このように 首相は、 三 大陸 人民の 反帝 反米 闘争の 弁証法的 相互関係を 明らかにし、 社会制度の 差異 や 政治的 理念 
の 差異は、 力を あわせて アメリカ 帝国主義に 反対して たたかい、 共同 歩調を とる うえで 決して 障害とは なりえない 
と 強調した。 ここから 首相は、 自己の 特殊な 国家的 利益 や 党派の 利益を 前面に かかげて 反米 統 1 戦線を 分裂 させた 
り、 共 伺 行動を 拒んだり する ことが 許されて はならない とのべた。 
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金 日 成 首相の このような 教えは、 三 大陸 人民の 反米 闘争にたい する もっとも 正しい 評価で あり、 この 地域の 人民 
の 民族 解放 II 争に おける もっとも 正しい 飼 争 指針な ので ある。  ， 
また 金 日 成 首相は、 帝国主義の くびきから 解放され、 新たに 独立した 国ぐ にがす すむべき 道を も 明らかにした。 
首相は、 帝国主義の 従厲 からぬ けだした 国の 人民は、 必ず 社会主義の 道に すすむべき であると のべ、 つぎの よう 
に 教えた。 

「資本主義の 道は 搾取と 抑圧、 従属と 没落の 道で あり、 社会主義の 道は 階級 的 搾取と 民族的 抑圧を なくし、 すべ 
ての 人民の 自由と 幸福を 保障し、 国の 完全 独立と 繁栄を 保障す る 道であります」 

金 日 成 首相は、 新たに 独立した 国ぐ にが 遂行すべき 一連の 社会経済 的 課題に ついても 明らかにした。 

首相は、 アジア、 アフリカ、 ラテンアメリカの 新興 独立 諸国 人民にたい し、 こんにち 帝国主義 者は 三 大陸で 民族 
解放 M 争を 弾圧して いる ばかりでなく、 新興 独立 諸国を 反帝 戦線から 一つ一つ 切りは なすた めの 破壊 活動を 強行し 
ている 事実に 注意を 喚起 させながら、 帝国主義が 露骨な 暴力と ともに、 いわゆる 「援助」 を エサに して 新興 独立 諸国 
に 浸透し、 内政に 干渉し、 内部を 瓦解 させようと している と 警告した。 

アメリカ 帝国主義は それらの 国ぐ にの 反動 どもを 買収、 糾合して 進歩的な 勢力に 反対 させ、 一部の 新興 独立国を 
右傾 化させようと している。 かれらの 目的は、 これらの 国ぐ にを 内では 革命 勢力を 弾圧 させ、 外では 社会主義 諸国 
に 反対 させて、 反帝 勢力を 瓦解 させよう とすると ころに ある。 

金 日 成 首相は、 帝国主義 者、 とくに アメリカ 帝国主義 者の こうした 策動を 暴露しつつ、 新興 独立 諸国の すすむべ 
き逍 について、 『反帝 反米 闘争を 強めよう』 のなかで つぎのように 明らかにした。 

「独立を かちとった 国ぐ にの 人民は、 外来 帝国主義と 国内 反動 勢力の 破壊 活動を 粉砕し、 その 経済的 地盤を とり 
のぞき、 革命 勢力を 強化し、 進歩的な 社会制度を 樹立し、 : i 立 的 民族 経済と 民族 文化を 建設す るた めに たたかう ベ 
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きで ある。 ただこう する ことによって €>• み 革命 〇- 獲得 物を 守り、 匡と 民族の 繁栄を なしとげる ことができ" 帝国 主 
義を 葬り去る ための 世界 各国 人民の 共同 闘争に 貢献す る ことができる であろう」 

金 日 成 首相は このように、 新興 独立 諸国の 人民に 民族 解放 革命の 偉業を あくまで 遂行し、 反帝 反米 闘争を 徹底的 
にお こなわなければ ならない と 教え、 かれらの 革命 偉業を 心から 支持 声援した。 

，首相が 提示した 民族 解放 革命の 課題を 徹底的に 遂行す る 過程は、 同時に、 社会主義へ すすむ 道で も ある。 新興 独 
立 諸国の 人民は、 ただ 社会主義の 道に すすんでの み、 あらゆる 民族的 不平等を なくし、 真の 自由と 繁栄を かちとる 
ことができ るので ある。 こんにち、 それぞれの 国の 植民地 民族 解放 運動が、 自己の 宗主国で ある 帝国主義に 反対す 
る ことにの み、 その 闘争の ホコ 先を むけて いた 時期は すでにす ぎ 去った。 

金 日 成 首相が 明らかにした ように、 アジア、 アフリカ、 ラテンアメリカの すべての 被 抑圧 人民と 新興 独立 諸国の 
人民は、 社会主義を めざす 国際 労働者階級と かたく 同盟して 反米 統一戦線を 形成し、 いたるところで アメリカ 帝国 
主義を うちのめさなければ ならず、 独立を かちとった のちには、 搾取と 抑圧が 終局 的に 一掃され 全人 民が 自由で 平 
等に 暮らす ことので きる 社会主義、 共産主義 社会を 建設す るた めに、 ひきつづき 革命 闘争を おしすすめなければ な 
らな い。 

三 大陸から 帝国主義の 頭目で ある アメリカ 帝国主義が 追放され れば 、この 地域で 帝国主義の 全般的 陣地が 大きく 
弱化す るであろう し、 帝国主義が 弱化 すれば、 資本の 支配を 転覆す るた めの 資本主義 国の 労働者階級の 闘争 もい っ 
そう 有利に 発展す るであろう。 

社会主義 陣営の 力が いっそう 強まり、 ますます 多くの 植民地 従属国が 帝国主義の 支配 体系から 解放され て 社会 主 
義の 道に すすみ、 資本主義 国の 労働者階級と 人民が 社会主義を めざして 資本に 反対す る 決定的な .111 争に たちあがる 
とき、 資本主義は 全世界 的 範囲で 完全に 滅亡す るであろう。 
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金 日 成 首相の 偉大な 革命 思想は、 朝鮮人 民と 全世界の 革命的 人民を 世界 革命の 正しい 戦略 戦術と 革命的 立場で し 
っかり 武装 させ、 新たな 勝利へ と 力強く 導く 威力 ある 思想 的、 理論的 武器で あり、 日和見主義を 思想 的、 理論的に 
粉碎 し、 マルクス •レー ニン 主義を 擁護、 発展 させた りっぱな 模範で ある。 

金 日 成 首相に よる 世界 革命 戦略の 確立は、 マルクス •レー ニ ン 主義が、 二十世紀 後半期に いたって 新たな 発展 段 
階には いったと いう ことを 意味す る。 

こんにち マルクス •レ！ ニン 主義は、 世界 革命の 新たな 歴史的 段階、 帝国主義の 完全な 崩壊と 社会主義の 全面的 
勝利の 時代を むかえ、 まさに 金 日 成 首相に よって、 各種の 日和見主義との 熾烈な 思想 闘争の なかで いっそう 発展 
し、 豊富に なって いる。 

革命の 新たな 歴史的 段階に おいて、 新しい 戦略 戦術 的 問題を 正しく 解決す るた めには、 反帝 闘争にたい する 断固 
たる 立場、 すぐれた マルクス •レー ニン 主義 的 識見、 豊富な 反帝 革命 闘争の 経験な どを かねそなえて いなければ な 
らな い。 

まさに 金 日 成 首相 こそは、 たぐいまれな 不撓不屈の 革命的 闘士で あり、 マルクス •レ ーニン 主義 理論の 深い 理解 
とそれ にたいする 創造的 態度、 豊富な 革命 關 争の 経験を もつ ていたが ゆえに、 世界 革命 発展の 新たな 歴史的 段階で 
提起され た 客観的 要求を 正しく 反映し、 偉大な 戦略 思想を うちだす ことができた ので ある。 

こんにち 世界の 人民は、 金 日 成 首相が 明らかにした 世界 革命の すぐれた 戦略を 革命 ■争の 指導 的 指針と してた た 
かって おり、 金 日 成首栢 のよう なす ぐれた 指導者が 存在す るが ゆえに、 くめ どもつ きない 勇気と 力を えてい る。 

いま 世界の 革命的な 人民、 共産主義者と 革命家たち は、 四千 万 朝鮮人 民の 偉大な 領袖で ある 金 日 成 首相を、 「国 
際 革命運動の すぐれた 戦略家」 、「全世界 革命運動の 指導者」、 「三 大陸 人民の 傑出した 指導者」、 「反帝 闘争の シン ボ 
ル」 として、 かぎりない 尊敬の 念を こめて たたえ、 あおぎみて いる。 
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また かれらは、 金 日 成 首相の 世界 革命 戦略を 深く 体得す るた めに、 首相の 不朽の 労作で ある、 論文 『反帝 反米鑭 争 
を 強めよう』、 朝鮮 労働党 代表者 会議の 報告 『現 情勢と わが 党の 任務』、 朝鮮民主主義人民共和国 政府 政綱 『国家 活 
動の すべての 分野で 自主、 自立、 自衛の 革命 精神を いっそう 徹底的に 具現し よう』 などを ひろく 研究して おり、 そ 
こから、 民族的 および 社会的 解放を 実現し 世界 革命の 終局 的 勝利を かちとる 唯一の 指導 的 指針を 学び とっている。 

それゆえ かれらは、 論文 『反帝 反米 闘争を 強めよう』 について、 「現 国際情勢にたい する マルクス •レ ーニン 主 
義の もっとも 正確に して 基本的な 適用で あり、 理論的に も 実践的に も 現代 世界の 最高 水準の 文献」、 「たたかう 世界 
の 革命家には かぎりない 勇気と 信念を いだかせる 教科書で あり、 敵で ある 帝国主義 者には 爆弾で ある 文献」、 「三大 
陸 人民の 傑出した 指導者で ある 金 日 成 首相の 論文は、 世界の 革命家の 革命的 闘志を いっそう ふるいたたせる 貴重な 
文献」 であると たたえて いるので ある。 

3 分裂に 反対し 団結を めざし 

金 日 成 首相は、 世界 革命の 強力な 勢力と しての 社会主義 陣営と 国際 共産主義 運動の 地位に ついて、 だれに もまし 
て 深い 関心を はらって いた。 

首相は つぎのように 教えて いる。 

「社会主義 陣営と 国際 共産主義 運動は、 こんにち、 人類の 歴史の 発展を 規定す る 決定的な 要因であります。 これ 
は、 帝国主義と すべての 反動 勢力に 対決して いる われわれの 時代の もっとも 威力 ある 革命 勢力であります。 統一 さ 
れた 強力な 社会主義 陣営と 国際 共産主義 運動の 存在は、 帝国主義 者の 侵略と 戦争の 政策を おさえ、 世界 各国 人民の 
革命 闘争を 力 づけて います」 
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このように、 社会主義 陣営と 国際 共産主義 運動の 存在は、 全世界の 労働者階級と 革命的 人民を 結束し、 全世界の 
進歩的 人民を 英雄的な 闘争へ とふる いたた せる 力で あり、 その 威力が いっそう 大きくな ればな る ほど、 それは 全般 
的な 国際情勢を 人民の 革命 闘争に 非常に 有利に し、 アメリヵ 帝国主義を はじめ、 帝国主義の 侵略 政策と 反動 勢力に 
打撃を あたえる 強い 力と なる。 

それゆえ 金 日 成 首相は、 帝国主義 反動の 破壊 陰謀 策動と 左右の 日和見主義 者の 分裂 策動に 対処し、 社会主義 陣営 
の 統一と 国際 共産主義 運動の 団結の 旗 じる しを 高く かかげ、 つねに 原則的な 闘争を くりひろげ てきた。 

アメリヵ 帝国主義を かしらと する 帝国主義 者と その 手先 どもが、 社会主義 陣営と 国際 共産主義 運動を 破壊し よう 
と 狂奔し、 とくに 社会主義 陣営を 内部から 切りく ずし、 それらの 国ぐ にを 一つ一つ 攻めと ろうとい う 凶 亜 心な 策動を 
くりひろげて いると きに、 社会主義 陣営と 国際 共産主義 運動の 内部に あらわれた 左右の 日和見主義は、 社会主義 陣 
営の 分裂を つくりだし、 国際 共産主義 運動の 前進を 大きく はばんで いる。 

かれらは、 自分たち の 考えを うけいれない からといって、 他の 党に 圧力を くわえ、 その内 部 問題にまで 口 ばし を 
いれた。 そして かれらは、 あたかも 自分の 党 だけが、 国際 共産主義 運動で 提起され る 諸問題に 結論を くだす ことが 
できる かの ように 思い こみ、 みだりに あれこれの 問題に 結論を くだし、 革命を 裏切った 国を 勝手 気ままに 社会主義 
陣営に ひきいれたり、 また 逆に、 この 陣営に 属する 国を 身勝手に 切りは なそうと する 策動 も あえて 辞さなかった。 

さらに 左右の 日和見主義 者たち は、 自分たち の 見解を 支持し なかったり、 それにした がわない からといって、 マ 
ルクス •レ ー ニ ン 主義を 徹底的に 固守す る わが 朝鮮 労働党を はじめ、 原則的 立場に たつ 兄弟 諸 党にたい して 「中立 
主義」、 「折衷主義」 、「日和見主義」 だのと いう レッテルを はり、 これを 誹謗し さえした。 

そして、 あげくの 果てに かれらは、 兄弟 諸 党 間の 論争を 国家的 関係にまで もちこみ、 社会主義 諸国 間の 団結を 弱 
化させる 結果まで 生み だした。 
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このため 事実上、 社会主義 陣営と 国際 共産主義 運動は、 統一した 勢力と して、 世界 革命運動の まえに 負った 重大 
な 義務と 役割を 満足に 果たす ことができな くな った。 

世界 革命の 前途を 重視す る 人び と、 また 帝国主義に 反対し、 自由と 解放め ざして たたかう 革命的 人民は、 社会 主 
義 陣営と 国際 共産主義 運動の 内部に 生じた こんにちの 事態を 非常に 憂慮し、 一日 も 早く 難局を 打開し、 革命を 力づ 
よく 前進させる よう 切望した。 

事態は、 左右の 日和見主義 者を しりぞけ、 社会主義 陣営の 統一と 国際 共産主義 運動の 団結を 保障す る 課題を 切実 
に 提起した。 

しかしながら、 世界には 数多くの 共産党 や 労働者 党が 存在して いるが、 どの 党 もこう した 難局を 打開し、 社会 主 
義 陣営の 統一と 国際 共産主義 運動の 団結を 回復す るた めの 正しい 道を うちだす ことができなかった。 

この さしせまった 困難な 課題は、 ひとえに、 アル クス •レ ー ニ ン 主義の 原則と 主体的 立場に しっかりと たち、 朝 
鮮 革命を 勝利へ と 導いて いる ばかりでなく、 世界 革命の 利益の ためにた たかう 徹底した マルクス •レ 1 ーン 主義者 
であり、 国際主義 者で ある 四千 万 朝鮮人 民の 偉大な 領袖 金 日 成 首相と、 その 賢明な 導きを うける 朝鮮 労働党 だけが 
正しく 解決す る ことができた ので ある。 

金 日 成 首相の 賢明な 指導の もとに、 朝鮮 労働党は マルクス •レ！ ーン 主義の 原則と 主体的 立場を しっかりと 守り 
ぬき、 内外の 活動で いかなる 路線 上の 誤り も おかさず、 国際 共産主義 運動で 提起され るすべ ての 問題にたい し、 つ 
ねに 原則的な 立場を 守りながら'  その 解決に 主導 的な 役割を 果たした。 

金 日 成 首相は、 国際 共産主義 運動の 内部に 修正主義が あらわれた とき、 だれよりも 先に その 正体を 鋭く 見ぬ き、 
その 影響が 党内に およばない よう 先見の明を もって 措置を とる 一方、 現代 修正主義に 反対す るた たかいの 旗を 高く 
かかげた ので ある。 
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首相は 現代 修正 主. 森が 台頭した 当初から、 マルクス •レ ー ニン 主義の 原則と 主体的 立場を しっかりと 守る ことに 
より、 修正主義の 誤った 主張を しりぞけ、 国際 共産主義 運動を 正しい 方向へ と 導く うえで、 じつに 重要な 役割を 果 
たした。 

また 金 日 成 首相は、 現代 修正主義と ともに、 国際 共産主義 運動の 隊列 内に あらわれた 左翼 日和見主義に も 断固 反 
対してた たかった。 

首相は、 左翼 日和見主義が 助長 されれば、 それが 個別 的な 党 や 国際 共産主義 運動にたい して、 現代 修正主義に お 
とらない 大きな 危険に なりうる とみた。 事実、 左翼 日和見主義に 反対して たたかわなければ、 反帝 勢力を 団結 さ 
せ、 帝国主義と 成功裏にた たかう ことができず、 現代 修正主義に 反対す る 闘争を 正しく 遂行す る ことができな かっ 
た。 

金 日 成 首相は、 論文 『自主性を 擁護し よう』 をは じめ、 朝鮮 労働党 中央委員会 機関紙 『労働 新聞』 の 論説を つう 
じて、 国際 共産主義 運動の こんにちの 事態に たいする 朝鮮 労働党の 立場と 態度を 明らかにし、 左翼 日和見 主義者 
と、 かれらの 指揮棒に したがって 踊る 人び とと 党にたい し、 原則的な 批判を くわえた。 

首相は、 マルクス •レー ニン 主義の 原則を 守る ための 反 日和見主義 闘争を 力強く すすめる 一方、 左右の 日和見 主 
義を 克服し、 社会主義 陣営の 統一と 国際 共産主義 運動の 団結を 回復す るた めの、 もっとも 正しい 方針を うちだし 
た。 

国際 共産主義 運動にたい する 首相の 立場と 態度は、 朝鮮 労働党 代表者 会議で おこなった 報告 『現 情勢と わが 党の 
課題』 で 集大成 された。 

世界の 共産主義者と 革命的な 人民は、 これに よっては じめ て 国際 共産主義 運動の 現 事態を 打開す る 唯一の 正当な 
声を 耳に する ことができ たので ある。 
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首相は、 社会主義 陣営の 統一と 国際 共産主義 運動の 団結を かちとる ためには、 左右の 日和見主義を 克服し、 マル 
クス •レ ー ニン 主義の 純潔を 守らなければ ならない と 指摘した。 

そして この 闘争を、 つねに 社会主義 陣営の 統一 および 国際 共産主義 運動の 団結の ための 闘争と 密接に むすびつけ 
て おこなう という、 原則的な 立場を 堅持すべき であるとの ベた。 

首相は つぎのように のべて いる。 

「わが 党は、 左右の 日和見主義と たたかう と 同時に、 団結の 旗を かたく 守って すすむでありましょう。 われわれ 
は 日和見主義に 反対す るから といって、 団結を 否定す る 極左 的 誤りを おかしても ならず、 団結を 守る からといって 日 
和 見 主義との 闘争を 放棄す る 右翼 的 誤りを おかしても いけません。 わが 党は、 左右の 日和見主義にたい して 妥協の 
ない 闘争を くりひろげながら、 社会主義 陣営の 統一と 国際 共産主義 運動の 団結を 守る ために 全力を つくす であり ま 
しよう」 

首相は こうした 原則的な 立場に たって、 社会主義 陣営を 分裂 させよう とする 左右の 日和見 主義者の 策動に 反対 
し、 ねばりづよく たたかった。 

首相は まず、 革命の 裏切り者を 社会主義 陣営に ひきいれ、 社会主義 陣営を 異なった 性格の 協同 体に かえよう とす 
る 現代 修正主義 者の 策動に 断固 反対した。 

現代 修正主義 者は、 マルクス •レ ーニン 主義を 裏切り、 社会主義 陣営と 国際 共産主義 運動から 離脱し、 アメリカ 
帝国主義 者と 結託して 国際 革命運動にたい する 破壊 活動を はたらいて きた ユー ゴス ラビアの チト ー 1 味を、 社会 主 
義 陣営と 国際 共産主義 運動の 隊列 内に ひきいれようと 試みた。 

首相は、 こうした 試みを 断固 しりぞけ、 ユー ゴス ラビアを 社会主義 陣営の 一国と して 認める ことは できず r ユ— 
ゴス ラビア 共産主義者 同盟」 は 決して 共産党 および 労働者 党と 一つの 隊列 内に おく ことができない と 主張した。 
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首相は つぎのように のべて いる € 

「 . 兄弟 党 間の 意見の 相違が どんなに 深刻であって も、 それは 社会主義 陣営と 国際 共産主義 運動の 内部の 問題 

であります。 党と 党との あいだの 意見の 相違を、 組織的な 決裂にまで 導いて はならず、 それは あくまでも 団結を ね 
がう 立場から、 思想 闞 争の 方法で 解決し なければ なりません」 

首相の この 主張には、 共産主義者が 兄弟 党、 兄弟 諸国に 偏見を もって 対処したり、 主観主義に おちいる ような こ 
とが あって はならない という、 原則的な 要求が こめられて いる。 

首相は、 兄弟 党 間の 関係を、 決して 帝国主義との 関係の ような 敵対 的 関係と して 見て はならず、 兄弟 党の 指導部 
が あやまちを おかした 場合に も、 共産主義者は、 同志的な 批判を あたえ、 正しい 道に すすむよう たすけて やる のが 
当然で あると 教えた。 

ノ これと ともに 首相は、 兄弟 諸国が 一連の 否定的な 側面を もっている にせよ、 それを 敵と 同列に おいたり、 帝国 主 
義 者の 側に おいたり、 帝国主義 者の 側に おしやる ような ことがあって はならない とのべた。 

首相は、 社会の 性格は 政権が どの 階級の 手中に あり、 生産 手段にたい する 所有 形態が どうで あるかに よって 規定 
される とのべ、 つぎのように 教えた。 

「われわれは、 社会主義 国家と 資本主義 国家の 差異を 正しく とらえなければ なりません。 社会主義 国家と 資本 主 
義 国家との あいだには、 社会制度の 本質から くる 根本的な 矛盾が あります。 この 矛盾は、 ある だれかの 主観的な 意 
図と も 関係な く、 客観的に 存在す る ものであります。 指導者た ちの あれこれの 措置に よって、 社会主義 国と 資本 主 
義 国との 矛盾が もっ とする どくなる か、 もしくは やわらぐ ことは ありえます が、 社会制度が 対立して いるかぎ り、 
社会主義と 資本主義との あいだの 根本的な 矛盾が 消滅す るよう な ことはありません」 

首相は、 「こんにち、 社会主義 陣営は 意見の 相違の ために 複雑な 状況に おかれて いるが、 しかし、 それは 厳然と 
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して 存在」 して おり、 「社会主義 陣営は、 共通の 政治的、 経済的 基礎のう えに 団結して おり、 社会主義、 共産主義 
建設の 同じ 目的で たがいに 連結され た 一つの 全 一体」 であり、 「すべての 社会主義 国家は みな 同等の メンバ— とし 
て 社会主義 陣営を 構成して いる」 とのべた。 

この ことから 首相は、 意見の 相違が あるに しても、 兄弟 党と 兄弟 諸国にたい しては 軽率に 結論を くださず、 時間 
を かけて たたかい、 点検す る ことが 必要で あり、 かれらが 帝国主義に 反対し、 屈 族 解放 運動を 支持し、 兄弟 党と 兄 
弟 諸国の 内部 問題に 千 渉し ない という 条件を もとに 団結を つちかって ゆかねば ならず、 誤りは 批判を とおして ただ 
し、 正しい 点は 評価して 支持す る 積極的な 態度を とるべき であると 教えた。 

左右の 日和見主義を 克服す るた たかいで、 団結と 闘争を 密接に むすびつける という 金 日 成 首相の 原則的な 方針 
は、 すべての 日和見主義にたい する 非 妥協 的な 立場を 明らかにし たもので あり、 すべての 反帝 勢力が 団結して、 ア 
メリ カ 帝国主義に 闘争の ホコ 先を むけなければ ならない こんにちの 反帝 闘争の 要求に 完全に 合致した、 もっとも 正 
しい 方針で ある。 

首相は、 思想 闘争と ともに、 アメリカ 帝国主義に 反対す る 革命 闘争の 実践を つうじて、 左右の 日和見主義を 克服 
する 方針を うちだした。 

首相は つぎのように のべて いる。  ' 

「 …… アメリカ 帝国主義に 反対す る 共同 闘争を つうじて、 マルクス •レ ーニン 主義と 修正主義の けじめ も いっそ 
う 明らかになる でしょう。 実際 闘争の なかで、 アメリカ 帝国主義に 反対す るの がほん ものな のか、 にせものな の 
か、 ベトナム人 民を 支援す るの がほん ものな のか、 見せかけな のかが 明らかにされる でありましょう。 実践は 真否 
を 見分ける 基準と なります。 日和見主義 も 思想 闘争と 革命 闘争の 実践の なかで 克服す る ことができる のです」 

首相は、 反帝 共间 行動と 反帝 統一戦線が 実現 されれば、 ベトナム人 民にたい する 支援 運動を いっそう 強力に 展闕 
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し、 アメリカ 帝国主義の 侵略と 戦争 政策を 阻止し、 アジアと 世界平和を 守る ことができる ばかりでなく、 兄弟 党 間 
の 意見の 相違を しだいに •克服し、 社会主義 陣営の 統一と 国際 共産主義 運動の 団結を 回復し うる 条件を つくる ことが 
でき、 すべての 国ぐ にに おける 革命運動を いっそう 積極的に おしすすめる ことができる とみた。 

そして 金 日 成 首相は、 全世界の 共産主義者の まえに、 アメリカ 帝国主義に 反対し、 ベトナム人 民を 支援す るう え 
で 共同 行動を とる ための 具体的な 対策を うちだした。 首相は まず、 たたかう ベトナム人 民を 助ける ために 国際的な 
支援 部隊を 派遣す る ことが 必要で あり、 またす ベての 国際 民主 団体が 連合して アメリカ 帝国主義に 反対し、 たたか 
う 人民を 支援す る ことに 活動の 中心を おき、 この 国際 民主 団体を とおして 各国の 民主的 社会 団体は 反帝 共同 行動を 
くりひろげるべき である ことを、 社会主義 諸国に 提起した。 

しかし 首相は、 こうした 対策 だけでは、 反帝 共同 行動と 反帝 統一戦線の 実現を 完全に 解決す る ことができな いと 
みた。 

首相は、 共産党 および 労働者 党は まず、 それぞれ 個々 の 位置で 帝国主義に 反対して 断固た たかい、 人民の 革命 運 
動を 積極的に 支援すべき であり、 こうした 実践 過程を へて しだいに 相互 間の 意見の 相違を せばめ、 接触す る ことの 
できる 雰囲気を つくる ことによって、 反帝 共同 行動を 実現し うる 条件を ととのえ、 そのと きになって 兄弟 党は 評議 
会を ひらき、 反帝 共同 行動の 問題を 具体的に 討議し、 それを いっそう 積極的に 実現すべき であるとの ベた。 

アメリカ 帝国主義に 反対す る 共同 闘争の 実践を とおして、 左右の 日和見主義を 克服 するとい う 金 日 成 首相の 方針 
は、 帝国主義と 強力に たたかう ことを 可能に する だけでなく、 人民 大衆を 革命的に めざめさせ、 あらゆる 日和見 主 
義に 反対して マルクス •レ ーニ ン 主義の 純潔 性を 守り、 社会主義 陣営の 統一と 国際 共産主義 運動の 団結を 回復す る 
もっ とも 正しい 方針で ある。 

金 日 成 首相は また、 社会主義 陣営の 統一と 国際 共産主義 運動の 団結の ためには、 共産党 および 労働者 党が 自主性 
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を 徹底的に 堅持すべき であると 教えた。 

金 日 成 首相は、 つぎのように 指摘した。 

「自主性は、 だれも おかす ことので きない 各 党の 神聖な 権利で あり、 各 党は また 他の 兄弟 党の 自主性を 尊重す る 
義務が あります。 自主性を 尊重す る ことは、 兄弟 党 間の 団結と 協調の 前提で あり、 基礎であります。 すべての 党が 
たがいに 自主性を 尊重して こそ、 兄弟 党 間の 団結と 協調が 真に 自発的で、 強固で、 同志的な ものと なりえ ます」 

首相は、 自主性と 独自性を 確固と 堅持す るた めには、 すべての 党が 大国主義を 警戒すべき であると 教え、 もし 自 
主 性と 独自性を 失い、 他人が やる ように 真似して ゆくなら、 路線と 政策で 原則 性と 一貫性を 保つ ことができな くな 
り、 結局、 自国の 革命と 建設に 大きな 害毒を およぼす ことにな り、 ひいては、 国際 共産主義 運動に も 大きな 損失を 
もたらす ことにな ろうと 警告した。 

金 日 成 首相が 堅持す る 自主的な 立場は、 ブロ レ タリア 国際主義の 原則と 密接に 結合され ている。 それゆえ 首相 
は、 自主性を 堅持しながら も 孤立主義 や 民族主義に 徹底して 反対し、 労働者階級の 国際的 団結と、 兄弟 党 および 兄 
弟 諸国との 団結を このうえな く 重んじる ので ある。 

首相は、 自主性を 徹底的に 堅持す る ことによって、 兄弟 党 間の 相互関係の 規範を むすぶべき であると 強調した。 

首相は つぎのように のべて いる。 

「兄弟 党は、 完全な 平等と _ 主 性、 相互 尊重と 内政不干渉 および 同志的 協調の 原則に もとづいて、 相互関係を む 
すぶべき であります。 この 規範は、 国際 共産主義 運動の 歴史的 経験に もとづいて、 各国の 党 代表者に よる 一九 五 七 
年 会議と 一九 六〇年 会議で 規定され たもので あり、 すでに 実践に おいて、 その 正し さが 確証され ております。 共産 
党 および 労働者 党は、 いずれの 党を とわず、 この 規範を 厳格に 守り、 この 規範に 忠実で なければ なりません。 万一 
この 規範が おかされた 場合には、 兄弟 党の あいだに 複雑な 問題が おこり、 国際 共産主義 運動の 団結が くずれ、 前進 
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途上には 多くの 難関が 生まれる ことになります」 

首相は、 共産党 および 労働者 党 間には、 高い 党と 低い 党、 指導す る 党と 指導され る 党な ど ありえず、 いかなる 党 
であっても、 国際 共産主義 運動の 内部で 特権 的な 地位を 要求す る ことは できない と 主張した。 

金 日 成 首相は、 こんにち、 国際 共産主義 運動の 内部で、 各国の 党の 活動を 全 一 的に 指導す る、 そうした 国際的な 
組織の 必要性を まったく 認めて いない。 

首相は、 時代は かわり、 共産主義 運動に おいて 国際的な 中央を 必要と していた 時期は すでにす ぎ 去った とみた。 
事実、 第三 コミンテルンが 解散した のちは、 国際 共産主義 運動 内部に 「中央」 や 「中心」 などな く、 また、 革命 運 
動の 「中心」 が、 ある 一つの 国から 他の 国に いったり きたりす る こと もな くな り、 まして、 ある 一国が 「世界 革命 
の 中心」 になる とか、 ある 一つの 党が 国際 共産主義 運動の 「指導 的 党」 になる ことは できない ので ある。 

世界の 革命運動は すべての 大陸に および、 大きな 規模と さまざまな 形態で 拡大 発展して おり、 情勢は 急激に、 ま 
た 複雑に 変化して いる。 さらに 各国の 共産党 および 労働者 党は 長期に わたる 革命 闘争を とおして 、白 国の 革命を 責 
任を もって 勝利のう ちに 導きうる 程度に 洗練され たし、 強力な 政治的 力量に 育った。 

もともと それぞれの 国の 革命は、 国際的 「中央」 や 他の 国の 党に よってでは なく、 その 国の 党の 指導の もとに、 
その 国の 人民に よって おこなわれる ものである。 

こうした 条件の もとでは 国際的 「中央」 を 必要と せず、 もし それを 認めるならば、 ある 一つの 党にたい し 特権を 
あたえる ことになるであろう。 兄弟 党 間にこう した 関係が 生じれば、 各 党は 自主性を 失い、 自国の 革命と 建設を 成 
功 裏に 遂行す る ことができなくなる。 それば かり か、 これは、 世界 革命の 発展に も 大きな 害毒を あたえる ことにな 
るので ある。 

それゆえ 金 日成苜 相は、 国際 共産主義 運 釣に おいて、 こうした 関係は 絶対に 許されて はならない と 主張した ので 
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ある。 

首相は、 共産党 および 労働者 党が 革命で 前衛 部隊の 役割を 果たす ため 肊は 、必ず マルクス ♦レ ーニン 主義に よっ 
て 指導され るべき であるとの ベ、 各 党は マルクス •レ— ニン 主義を 自国の 現実に 創造的に 適用し、 自分の 指導 理論 
を もち、 それを 指針に して 革命を おこなうべき であると 教えた。 

他の 党の 指導 理論は、 その 国の 革命 遂行に おいての み 指導 理論と なりうる が、 決して それは 別の 国の 指導 理論に 
はなり えない。 

朝鮮の 共産主義者に とっての 唯一の 指導 的 指針は、 マルクス •レ—- ーン 主義を 朝鮮の 現実に 創造的に 適用し 発展 
させた 金 日 成 首相の 偉大な 革命 思想で あり、 その 具現で ある 朝鮮 労働党の 路線と 政策で ある。 

首相は、 兄弟 党が 相互関係の 規範を 徹底的に 順守す るた めには、 決して 自己中心 的に 考えるべき でな く、 他の 党 
に 自分の 思想を おしつけて はならない とのべた。 そして 兄弟 党は、 一方が 他方の 内政に 干渉し、 一方的な 尊重を 要 
求す る 行為は、 正常な 関係を 悪化させる 重要な 原因になる と 強調した。 

首相は また、 国際 共産主義 運動 内部には、 原則的な 問題に ついて 勝手に 結論を くだす 権利を 独占で きる 党は なく、 
したがって、 いかなる 党 も 国際問題にたい しては 意の ままに 結論を くだして はならず、 まして、 自分の 政策を 他の 
党に おしつけて はならない という 立場を 堅持した。 

首相は つぎのように 教えて いる。 

「共産党 および 労働者 党は、 相互の 関心事と なって いる 問題に ついては 協讓 すべきで あり、 たがいに 合意に 達し 
た 結論に したがって 行動すべき であります。 こうして C そ、 意志と 行動の 統一を 保つ ことができます」 

首相は、 共産主義者が、 自分の いう ことを きかない とか、 自分と 見解が 異なる からといって、 兄弟 党を 意の まま 
に 評価す るよう な ことがあって はならない とのべた。 
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とくに、 マルクス •レ ーニン 主義を 守り、 自主的 立場を 守りぬ く 兄弟 党にたい し、 自分たち の 気に いらない から 
といって、 勝手に レッテルを はるよう な 行為は 絶対に 許せない とのべた。 

首相は、 一部の 人び とが、 朝鮮 労働党を はじめと する マルクス •レー ニン 主義 党にたい して、 「中立主義」 だの、 
「折衷主義」 だのと いう レッテルを はり、 「無 原則的な 妥協の 道」 を 歩んで いると か、 「二つの 椅子の あいだに 腰 
かけて いる」 などと 中傷した ことにたい して 強力な 打撃を くわえながら、 つぎのように のべて いる。 

「われわれに も 自分の 椅子が あります。 われわれが なんの ために 自分の 椅子を すて、 他人の 二つの 椅子の あいだ 
に 腰かける いう 不便な ことを、 あえてす るでありましょう か。 われわれは つねに、 自分の 正しい マルクス •レー ニ 
ン 主義の 椅子に すわって いるでありましょう。 自分の 正しい 椅子に すわって いる われわれにたい し、 二つの 椅子の 
あいだに 腰を かけて いると 誹謗す る 人たち こそ、 右側 か 左側の かたむいた 椅子の どちら かにす わって いるに ちがい 
ありません」 

共産主義者は すべて、 マルクス •レー ニン 主義を 指針に している が、 さまざまな 問題で 見解を 異にする 場合 も あ 
りうる。 首相は、 こうした 場合で もたが いに 理解を もって 接し、 まじめに 協議し、 団結を 実現す るた めに 努力す ベ 
きで あると 指摘した。 

金 日 成 首相が、 社会主義 陣営の 統一と 国際 共産主義 運動の 団結の ために さししめした 原則と 方針は、 ゆるぎない 
自主的 立場で 革命を 最後まで 遂行し なければ ならない という、 革命的で 自主的な 方針で ある。 

じつに、 なにを もってしても 傷つける ことので きない 権威と 威信を もつ 金 日 成 首相が、 国際 共産主義 運動の 内部 
に 発生した 左右の 日和見主義を 克服し、 社会主義 陣営の 統一と 国際 共産主義 運動の 団結の ために 確固と 堅持して い 
るすべ ての 原則と 方針は、 こんにちの 国際 共産主義 運動に おける ゆるぎない 指導 的 指針と なって おり、 数 億万の 世 
界 人民の 心を 強く とらえて いる。 
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世界の 堅実な 共産主義者と 革命的 人民は、 こうした 方針から、 金 日 成 首相 0 確固不動の マルクス •レー ニン 主義 
的 原則 性、 世界 革命の 未来にたい する 高い 責任感、 反帝 . H 争の 一念から 出発した 社会主義 陣営と 国際 共産主義 運動 
の 統一 団結の ための 私心の ない 努力に 感動して おり、 これに 一致した 支持を 表明して いる。 

日本 共産党の 機関 雑誌で ある 前衛の 編集長は、 日本の 多くの 人び とが 左右の 日和見主義の 発生に 憂慮を しめし、 

いったい 日本 共産党は どの 道に すすんで ゆく のかと たずねる たびに、 「われわれは、 かれらに . 、朝鮮 労働党 

を 見ょ、 金 日 成 同志は 左右の 日和見主義に 反対し、 マルクス •レー ニン 主義を 堅持して おり、 それを 創造的に 発展 
させて いると こたえる」 とのべて いる。 

マリ •スー ダン 連盟 党の 一政 治 委員は、 マリは 「朝鮮の 勇敢な 立場を 歓迎し 支持す る。 朝鮮 労働党と 金 日 成 首相 
の 立場、 そして 朝鮮民主主義人民共和国の 立場は、 当然 支持され るべき であり、 また、 支持され るであろう。 …… 
… 歴史は 必ず、 朝鮮 労働党の 正しい 立場を 証明す るであろう」 と 強調した。 

左右の 日和見主義は、 金 日 成 首相が うちだした 方針に したがって 必ず 克服され るであろう し、 社会主義 陣営と 国 
際 共産主義 運動は、 必ずや 戦闘的な 統一と 団結を 回復す るであろう。 

4 偉大な 貢献 

国際 共産主義 運動と 労働運動の すぐれた 指導者の 一人で ある 金 日 成 首相は、 現代の 国際 共産主義 運動と 世界 革命 
運動の 発展に、 じつに 偉大な 貢献を なして きたし、 またな している。 

首相は、 傑出した 思想家、 理論家、 戦略 戦術家と して、 朝鮮に おける 革命と 建設の 問題から 世界 革命 全般に わた 
る ひろい 分野で 数多くの 新しい マルクス •レ— ニン 主義の 命題と 独創的な 路線 や 方針を 生み だし、 マルクス •レ ー 
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-1 ン 主義 理論の 深化 発展に 大きく 寄与した。 さらに 首相は、 卓越した 実践 家と して 朝鮮 革命を もっとも 正しい 道に 
力強く 導き、 社会主義を もっとも 模範的に 建設し、 その 貴重で 豊富な 実践的 経験に よって 世界 革命の 発展に 大きく 
寄与した。 

まさに、 金 日 成 首相の 四十 余 年間に わたる 革命 闘争の 歴史は、 朝鮮人 民の 民族的 および 社会的 解放と 新しい 社会 
の 建設に おいて 偉業を つみかさねた 偉勲の 歴史で あり、 世界 革命を 促進し、 マルクス •レー ニ ン 主義の 革命 理論を 
ゆたかに し、 発展させる ぅえで、 じつに 巨大な 不滅の 業績を ぅちたてた 輝かしい 歴史で ある。 

金 日 成 首相は、 早くから 一身を 革命に ささげ、 こんにちに いたる まで、 だれも 歩んだ ことのない 苦難の 道程を 切 
りひら かなければ ならなかった。 

朝鮮に おける 革命と 建設は、 内外の 敵との 形容し がたい 熾烈な 階級闘争の なかで、 また 歴史 発展の 特殊性に よっ 
て 生み だされた 非常に 複雑で、 苦難に みちた 環境の もとで おこなわれた。 

解放 前には、 もっとも 野蛮 かつ 悪らつな 軍事 封建的 帝国 i である 日本の 侵略者の 三十 六 年間に わたる 直接的な 
植民地 支配の もとで、 民族的 および 社会的 解放の 実現め ざすた たかいを すすめなければ ならなかった。 

また 八 •一 五 解放 以後は、 世界 反動の 頭目で あり、 現代 植民地 主義の 牙城で あり、 侵略と 戦争の 元凶で あり、 国 
際 憲兵で あり、 人間の 皮を かぶった 狼で ある アメリヵ 帝国主義 侵略者と 直接 対峙しながら、 北半 部で 革命と 建設を 
おしすすめなければ ならなかった。 とくに、 かつてたち お， くれた 植民地 半 封建社会であった 条件の もとで、 社会 主 
義 、共産主義 建設を 遂行し なければ ならなかった し、 それ も 朝鮮 革命の 全国的 勝利の ために、 もっとも 早い テンポ 
で 建設を すすめなければ ならなかった ので ある。 

したがって、 この 困難な 革命を 終始一貫して 導いて きた 首相の まえには、 革命と 建設が 提起す る 数多くの 複雑で 
困難な 問題が 山積して いた。 
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たとえば、 まだ だれも 解明して いなかった 植民地 民族 解放 運動の 具体的な 戦略 戦術の 問題、 かつて 植民地で あっ 
た 条件の もとに おける 民主主義 革命と 社会主義 革命の 遂行 途上で 提起され る 一連の 理論、 実践的 問題、 社会主義の 
完全な 勝利と 共産主義 建設の 方途の 問題、 社会主義の 終局 的 ■利に かんする 問題、 さらには、 地球上で 帝国主義が 
滅亡し 社会主義が 勝利す る 時代の 新しい 歴史的 時期に おける 世界 革命 戦略と、 国際 共産主義 運動 および 労働運動で 
提起され る 一連の 原則的 諸問題な ど、 じつにぼう 大な 問題が 新たに 提起され ていたの である。 

これらは、 マルクス •レ ーニン 主義の 創始者たち も 解明で きなかった し、 また、 解明を あたえる ことので きない 
問題であった。 

したがって、 首相は 新しい 歴史的 時期に そくした 革命的 指導 理論を 創造し、 マルクス •レ！ ーン 主義 理論を さら 
に 発展 させ、 それに もとづいて 革命と 建設を 指導し なければ ならなかった。 

歴史 発展の 合法 則 性と 時代の 切迫した 要求、 労働者階級の 歴史的 任務と 革命 闘争が おこなわれる 環境、 そして 革 
命 遂行の 方途な どを だれよりも 知りつ くし、 人民 大衆と 革命の 利益に だれよりも 忠実な 偉大な 政治的 領袖で あり、 
革命の 天才で ある 金 日 成 首相は、 自身に 課せられた この 困難な 歴史的 使命を りっぱに 解決した。 

金 日 成 首相は、 主体的な 立場に たって マルクス •レ！ ーン 主義の 一般的 原則を 堅持し、 革命と 建設が 要求す るす 
ベての 問題を 現代と 朝鮮の 具体的 実情に そくして、 独創的に 解く ことによって、 マルクス •レー ニン 主義の 宝庫を 
さらに ゆたかに し、 国際 共産主義 運動と 世界 革命の 発展に たぐいまれな 貢献を なした。 

こうして、 金 日 成 首相の 偉大な 革命 思想は、 社会主義、 共産主義の 偉大な 理論、 実践的 指針、 世界 革命の もっと 
も 正しい 科学的 理論、 戦術と して、 一つの 整然とした 体系を もつ ようになった。 

首相の 革命 思想は、 現代の 歴史 発展の 法則、 人民の 民族的 および 社会的 解放を めざす 闘争の 法則、 社会主義、 共 
産 主義 建設の 法則と、 それを 革命 実践に 具現す るう えで 提起され る 理論、 実践的 問題を 体系的に 解明した 科学的 思 
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想で ある。 

首相の 革命 思想が 具現され ている 数かず の 労作と 文献には、 労働者階級を はじめ、 被庄迫 人民が 資本の 抑圧と 帝 
国 主義と 植民地の くびきから 解放し、 真の 自由と 解放の 道を もとめる ための 闘争 方針と 方途が、 灯台の ように あか 
あかと 照らし だされて いる。 

そこには また、 帝国主義と 資本家、 地主 制度を 粉砕し、 自己の 手中に 政権を にぎった 労働者階級が 新しい 社会を 
どのように 建設し、 社会主義 革命と 社会主義 建設で 提起され る 理論、 実践的 問題を どのように 解いて ゆく かとい う 
諸問題にたい する 正しい 解明が なされて おり、 ひいては、 共産主義 社会の 思想 的 要塞を 占領す るう えで 提起され る 
問題の もっとも 正しい 道が 明らかにされて いる。 

金 日 成 首相の 偉大な 革命 思想の 真髄を なす ものは、 思想に おける 主体、 政治に おける 自主、 経済に おける 自立、 

国防に おける 自衛の 原則で 一貫した 首相の 徹底した 主体 思想で ある。 

首相の 主体 思想は、 マルクス •レー ニン 主義を 自国の 歴史的な 条件と 民族的 特性に そくして 適用して ゆく 現実的 
で 創造的な 立場を 教えて おり、 他人にたい する 依頼心を すて、 自力 更生の 革命 精神を 発揮し、 自分の 問題は あくま 
でも 自身が 責任を もって 解決して ゆく 自主的 立場を さししめし、 人民の 民族的な 自負心と 自主 意識を 高め、 自力 
更生の 革命的な 気風を 発揮させる ことによって、 革命 偉業を もっと 正しく 前進させる 革命的で 創造的な 思想で あ 
る。 

首相の 革命 思想で ある 主体 思想は、 革命と 建設を 遂行す るた めの わが 時代の もっとも 正しい マルクス •レ— ニン 
主義 指導 思想で あり、 全世界の 共産主義者と 革命的 人民が、 その 政策 作成と 活動に おいて、 必ず 把握し なければ な 
らない 指針で ある。 

金 日 成 首 E が マルクス •レ ーー ーン 主義の 宝庫を さらに 豊富に する うえで 貢献した 思想、 理論的 財 富は、 じつに 数 
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えきれ ない ほど 多く、 また 巨大で ある。 

金 日 成 首相は 早くから、 植民地 民族が 民族的 おょび 社会的 解放を 実現す る 唯一の 正しい 道を さししめし、 植民地 
民族 解放 闢 争の 戦略 戦術 的 問題に 明確な 解答を あたえた。 

金 日 成 首相は、 反帝 民族 解放 革命の 勝利の ためには、 武装した 植民地 支配者を 革命的 武装 力で 粉砕すべき だとい 
ぅ 戦略 的 方針を たて、 それを 模範的に 実践した。 

そして その 過程で、 革命の 基本 任務と 情勢 発展の 各 段階に 合った 武装 闘争の 総体 的な 目的と 当面の 任務の 樹立、 
武装 闘争と 党 創建の 組織 思想 的 準備と 広 はんな 統一戦線 運動の 結合、 武装 闘争と 地下 闘争の 組合わせ、 相 異なる 形 
態の 遊撃 根拠地の 創設と その 強化、 情勢と 革命 任務に 照応した 相 異なる 遊撃 闞争 形式の 選択、 遊撃隊の 建設 方途な 
どを はじめ、 その他 多くの 遊撃 闘争の 戦略 戦術 的 問題を 独創的に あみだし たし、 卓越した 軍事戦略と 遊撃戦 術を 創 
造した。 

金 日 成 首相が 創造的に あみだした 反帝 民族 解放を きめる 武装 闘争 理論と 数かず の 戦略 戦術は、 大きな 理論、 実践 
的 音 護を もっている。 

それは まさに、 こんにち 民族 解放 闘争を 力強く くりひろげ ている アジア、 アフリヵ、 ラテンアメリヵの 革命家と 
革命的 人民に 強力な 理論的、 実践的 武器と なって いる。 

一九 六 八 年のは じめ、 ハバナ 文化 大会に おいて、 栄え ある 抗日 武装 闘争の 戦略 戦術に かんする 文献 『金 日 成 同志 
の 直接的 指導の もとに 組織 展開され た 朝鮮人 民の 抗日 武装 闘争』 を 大会 文献と して 採択し、 それを こんにち、 世界 
の 革命的な 人民が 積極的に 支持 賛同して いる 事実は、 その はっきりと した 実例の 一つで ある。 

金 日 成 首相は また、 過去に おいて 植民地 半 封建社会であった 国に おける 民主主義 革命、 そしてと くに、 社会主義 
革命と 社会主義 建設で 提起され る 一連の 理論、 実践的 問題に もっとも 正確な 解答を あたえ、 それを 実践に ょって 確 
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証す る ことにより、 革命 遂行の もっ とも 正しい 道を 明らかにした。 

金 日 成 首相は、 かつてたち おくれた 植民地 半 封建社会であった 条件の もとで、 それ も 解放 後 アメリヵ 帝国主義の 
南 朝鮮 占領に よって 国が 南北に ひき 裂かれた 条件の もとで 革命と 建設の 道を 独創的に 切り ひらき、 きわめて 短期間 
に 共和国 北半 部を 強力な 自立 的 民族 経済を もつ 社会主義 強国に かえた。 

その 過程で 首相は、 革命的 民主 基地 創設 路線、 反帝 反 封建 民主 i 革命の 課題を 遂行した のち、 ただちに 社会 主 
義 建設へ と 移行す る 路線、 過渡期の 総 的 任務の 正確な 規定、 技術的 改造に 先だって 経営 形態を 社会主義 的に 改造す 
る 独創的な 農業 協同 化 方針と、 都市 商工業の 社会主義 的 改造 方針、 自立 的な 民族 経済 建設 路線と、 重工業を 優先的 
に 発展 させながら 軽工業と 農業を 同時に 発展させる 理論と 路線を 創造した。 

そして、 社会主義 革命と 社会主義 建設の もっとも 芷 しく 早い 道を 切り ひらき、 その 理論と 実践的 経験に よって、 
社会主義 革命と 社会主義 建設に かんする マルクス •レ ーー ーン 主義 理論を 豊富に する うえで 大きく 貢献した。 

金 日 成 首相は、 とくに、 社会主義 制度が 確立され たのち、 社会主義 建設が 深化 発展す る 過程で 提起され る 一連の 
問題を 独創的に 明らかにし、 これを 正しく 解決して、 社会主義、 共産主義 建設で 歴史的な 出来事と なる 強力な 理論 
的 武器を 創造した。 

社会 制度が いったん 確立した のち、 マルクス •レ— ニ ン 主義の 党の まえには、 この 制度の 優越性を 最大限に 
発揮し、 革命を つづけて 共産主義の 要塞まで 占領すべき 困難で やりがい の ある 任務が 提起され る。 

この 任務を 遂行す るた めには、 革命と 建設が 深化 発展す るに したがい、 相つ いで 新たに 提起され る 理論、 実践的 
問題を その 国の 具体的 実情に そくして、 マルクス •レ ーニン 主義 的に 正しく 解決し なければ ならない。 すなわち 新 
L い 環境に あうよう に、 どのように 党と 国家の 指導を 改善し、 経済を 管理 運営すべき か、 また どのように 都市と 農 
村との 差異と 労働者階級と 農民との 階級 的 差異を なくす か、 経済を どのように つねに 早い テンポで 発展させる か、 
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さらに 帝国主義と 対決しながら 社会主義、 共産主義を 建設す る 条件の もとでは、 社会主義 国家の プロレタリア 独裁 
機能を どのように 高め、 革命と 建設を どのように 促進し、 社会主義の 完全な 勝利は どのように 実現すべき かな ど、 
数多くの 新しい 問題に 科学的、 理論的な 解答を あたえ、 それを 実践に よって 正しく 具現し なければ ならない。 

しかし、 これらの 問題にたい しては、 これまで だれも 現実的な 解答を あたえる ことができなかった。 

一言に していえば、 現代の 世界は 深奥な 理論の 貧困を 痛感して いたので ある。 社会主義 制度を いったん 確立す る 
までに 人類が 到達した 成果に もとづいて、 それを ふたたび 髙い 位置へ 飛躍させる 理論が、 また 世界 革命に いっそう 
拍車を かける うえで 必要な、 革命的な 理論が 貧困だった ので ある。 

こうした 実情の もとで、 多くの 国の 共産主義者と 革命家たち は、 現代の 社会 i 革命と 社会主義、 共産主義 建 
設 、さらに 世界 革命を 急 テンポで 発展させる 正しい 科学的 理論の 実践的な 教科書を 切実に 要求して いる。 

しかし、 こうした 切迫した 諸問題 も、 確固と した 主体的な 立場で 万事を 独創的に 解決す る 金 日 成 首相に よっての 
み、 天才 的に 解明され、 また 解決され ている。 

首相が 現在まで 新しく 解決した 原則的な 理論的、 実践的 問題は、 じつに 数多い ばかりでなく、 その 一つ | つがき 
わめて 深遠で ある。 

そのな かで も、 もっとも 輝かしい 位置を 占める のは、 社会主義 制度が うちたてられた あと、 新しい 環境に そくし 
て、 党と 国家の 指導を つらぬく うえで 決定的な 专 I を もつ 青山 里 精神と 青山 里方 法で あり、 また、 それを 経済の 指 
導 管理に 具現した 共産主義 的な 企業 管理 方法で ある 大安の 事業 体系と 農業 体系で あり、 もっとも 革命的で 科学的な 
計画 化 方法で ある 計画の 一元化と 細部 化で あり、 社会主義の もとでは 人民 経済が たえず 早い テン •ホで 発展 するとい 
う 経済法 則 〇 発見と その 具現で あり、 『わが国に おける 社会主義 農村 問題に かんする テー ゼ』 が 明らかに、 した 社会 
主義 下の 農村 問題の 終局 的な 解決の 方途な どで ある。 
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そして さらに、 社会主義 社会 発展の 動力 問題に 科学的 解答を あたえた 人民 大衆の 政治的、 思想 的 統一と 階級闘争 
の 正しい 結合の 問題、 社会主義、 共産主義の 建設を 階級 関係の 見地から 明らかにした 全社 会の 革命 化、 労働者階級 
化の 問題と、 思想 革命を しっかり 先行 させながら 思想、 文化、 技術 革命を おしすすめる 問題、 帝国主義と 対峙して 
革命の 獲得 物を 固守し、 社会主義、 共産主義の 建設を 成功裏に 推進す る 唯一の 革命 路線で ある 経済 建設と 国防 建設 
の 並進 路線、 社会主義 国家の プロレタリア 独裁 機能の 向上と 社会主義の 完全な 勝利に かんする 問題な どで ある。 

このように 金 日 成 首相が、 かつて だれも 解決す る ことができなかった 社会主義、 共産主義 建設で 提起され る 原則 
的な 理論、 実践的 問題を 正しく 解明した ため、 こんにち、 世界の 共産主義者と 革命的 人民は、 その 道に したがって 
社会主義、 共産主義の 大路を 正しく、 しかも 早い テンポで 前進す る ことができる ようになった ので ある。 

金 日 成 首相が 明らかにした すべての 革命 理論と 路線は、 朝鮮に おいては もちろん、 世界的な 範囲で めざましい 巨 
大な 成果を もたらす であろうし、 共産主義 運動の 勝利 的な 前進の なかで、 その 偉大な 生命力を いっそう 大きく 発揮 
する であろう。 

金 日 成 首相は、 現在の 国際 共産主義 運動 および 労働運動で 提起され る 一連の 原則的な 問題に ついても、 もっとも 
正しい 解明を あたえた。 

すなわち、 すべての 社会主義 陣営を 擁護して たたかう 問題、 共産党 および 労働者 党の 活動と 社会主義 諸国の 相互 
関係に おいて、 自主性を 堅持す る 問題、 たたかいながら 団結し、 団結しながら たたかい、 実践を とおして 点検す る 
ことにより、 左右の 日和見主義を 克服す る 原則的な 方針な どを 明示した。 

首相が 明らかにした すべての 方針は、 現在の 国際 共産主義 運動の 統一と 社会主義 陣営の 団結を 保障す るた めの 唯 
一の 正当な ものである。 

とくに 金 日 成 首相は、 現在の 反帝 反米 闘争と 民族 解放 闘争の 戦略 戦術の 諸問題に ついて、 全面的に 正しく 解明し 


480 


4 偉大な 貢献 


た。 

わけても、 アメリカ 帝国主義 者に 攻撃の おもな ホ コ 先を むけ、 すべての 反帝 勢力が かたく 団結して 反帝 共同 行動 
.と 反帝 統一戦線を 形成し、 小さな 国ぐ にが 四方八方から とびかかって アメリカ 帝国主義の 頭と 手足を もぎと り、 ア 
メリ カ 帝国主義を 打倒 するとい う 闘争 戦略な どは、 反帝 民族 解放 運動に おける 綱領 的 指針と なる ものである。 

このほかに も、 金 日 成 首相は、 社会主義の 終局 的 勝利に かんする 問題な ど、 現在の 国際 共産主義 運動と 世界 革命 
運動の 発展で 提起され る 数かず の 理論的、 実践的な 問題にたい して、 すぐれた マルクス •レー ニン 主義 的 分析と 正 
しい 解決の 方針を さししめした。 

そして、 現代の 深奥な 理論の 貧困を 率先して 克服しつつ、 世界の 共産主義者と 革命的 人民が すすむべき 前途を 明 
かるく 照らし、 マルクス •レ ー ニ ン 主義の 宝庫を ゆたかに する うえで、 偉大な 貢献を なして いる。 

じつに、 四千 万 朝鮮人 民の 敬愛す る 領袖 金 日 成 首相は、 マルクス •レー ニン 主義の 発展と 国際 共産主義 運動 およ 
び 国際 革命運動の 発展に 寄与した 大きな 貢献に よって、 世界の 広 はんな 人民から かぎりない 尊敬と 厚い 信頼を うけ 
ている。 

革命の 偉大な 領袖とは、 みずからが 称して なれる ものでは ない。 

それは ひとえに、 人民 大衆の 利益と 志向を 代弁し、 だれもで きないよう な 卓越した 貢献を する、 そうした 指導者 
だけが なれる ものな ので ある。 

キュ I バ 革命 政府の カストロ 首相は、 「金 日 成 同志は、 現代の もっとも 高名な、 すぐれた 英雄的な 社会主義 指導 
者の ひとりと して、 その 歴史は、 社会主義の 偉業に 服務す る 一 革命家が 書きうる、 もっとも 美しい ものの 一つで あ 
る」 と 語った し、 カンボジアの 国家 元首は、 「金 日 成 首相の 偉大な 功績は、 アジア、 アフリカ および ラテン ア メリ 
力 諸国の 人民に、 完全で 終局 的な 解放の 道を さししめた ことに ある」 と 強調した。 
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また、 アラブ 民族 会議の 書記長は、 金 日 成 首相に ついて、 「じつに 偉大な 人物で ある。 世界の 革命運動には 多く 
の 指導者が いるが、 金 日 成 同志の ように 偉大な 領袖は いない」 とたた え、 朝鮮を 訪問した ことの ある メキシコ 労農 
連盟 代表は、 「わたしは 生涯を つうじて、 永遠に 忘れる ことので きない 深い 印象を うけて 帰る。 金 日 成 首相は 真に 
偉大な 指導者で ある。 どの 国の 指導者を もってしても、 金 日 成 首相と くらべる ことは できない」 と 強調した。 

こんにち、 世界の 革命的 人民と 多くの 共産主義者たち は、 金 日 成 首相の 偉大な 革命 思想と その 労作を 「国際 共産 
主義 運動の 指導 的 指針」 であり、 「国際 共産主義 運動の 偉大な 旗 じる し」 であり、 自主、 自立を めざして たたかう 
「すべての 発展 途上に ある 国ぐ にと、 独立国に とっての 憲章」 であると たたえ、 それを 熱心に 学んで いる。 

まさに かれらは、 階級の 敵と 民族の 敵に 反対し、 それらと いかにた たかって 勝つ か、 また 社会主義 革命と 社会 主 
義 、共産主義 建設を どのように して おこなうべき かを そこから 学びと り、 また 学びつ づけて いる。 

アフリカの 一政 治 活動家は、 『金 日 成！ あなたは 赤い 太陽』 と 題す る 詩で、 つぎのようにう たって いる。 

偉大なる ここ 朝鮮に さしの ぼった 輝かしい 太陽 
その 赤い 太陽は 偉大なる あなた 金 日 成/ 

その 陽光 全世界の しいたげられた 人び とのう えに さしこみ 
人び とは 金 日 成 思想を その 胸 深く にたたむ 

火と 燃える 太陽が どうして 朝鮮 だけを 照らす といえ よう 
煌煌たる その 光りが どうして 朝鮮 だけの ものと いえよう 
その 太陽は アフリカ ラテンアメリカ アジアの 被 圧迫 人民の 明るい 燈台 
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朝鮮 革命の ほのおに 火を 点じた その 火花 

きょうは 圧迫を うける 国々 で 燃え あがり 

きょうは 遠くと おく 圧迫に あえぐ 人び とに 

あなたの 思想は あたたかい 光； CN のように 絶え まなく ふりそそぐ 

あなたの 思想は 働く 人び とに 幸せを もたらした 

ながい いつの 日から か 私は どんなに あなたに お会いしたかった ことか 

その 距離は はるか 遠くへ ♦たたって はいても 

私の 心は いつも この 地に 飛んで いた  " 

どんなに あなたの 慈しみを こがれて いただろう 
いま あなたの そば 近く 坐り 
あなたの 思想が 映える 九 龍 淵の 水を P に 含み 
賢明なる あなたの 素朴な 弟子に なりたい と 思う 

あなたの 思想は 気高く あなたの 偉業は このうえな く 偉大 だ 
あなたは 革命の 偉大なる 巨人 
一九 四 五 年 その 年 日本 帝国主義を うち 破り 
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一九 五三 年 その 年 ア メリ 方 帝国主義 侵略者を 撃退した 

春と ともに この 地に 農耕の 季節き たり 
灌漑 水は うねうねを 浸して 流れ ゆく 
おお 秋ょ 労働の 実りを のせて 早くき たれ 
喜びと 幸せの るつぼ 統一の 日を 早く もたらせ 
私を 導く あなたの ふところへ 
私が 訪ねて きたのは 

赤い 太陽の 陽光を この 全身に うけたい がた め 
あなたの 思想 あなたの 偉大な 業績を 
私は おが 国 ナィ ジュリアへ もち 帰る であろう 

朝鮮の 要塞を あるがままに 
祖国の 統一と 完全 独立の ため 闘う 
朝鮮人 民の 闘争を 全世界に 伝える だろう 
私は また ナィ ジヱ リアの 勤労者の ため 
一身を ささげて たたかう だろう。 

また、 朝鮮を 訪問した ビルマ 国会 代表団の 団長は、 金 日 成 首相の 偉大 さを たたえて、 感銘 深く つぎのょうにの ベ 
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4 偉大な 貢献 


ている 0 

「わたしたちの 伝説に よれば、 ヒマラヤ 山には 『ア タヮ ティ』 という 花が あります が、 それは 千年に たった 一度 
しか 咲かない といわれて います。 

そのため 天使は もちろん、 この 世の 人び とも、 このめず らしい 花を たいへん 尊んで おります。 

朝鮮を ながい 暗黒から めざめさせた 貴国の 指導者 金 日 成 首相の 賢明 さと、 朝鮮を こんにちの ような 偉大な 国に 発 
展 させた 神秘的な 手腕は、 わたしたちを して、 その 神秘的な 花の ことを 思い おこさせます 0 

あなたがたの 偉大な 指導者の 名声は、 いま まさに、 その 『ア タヮ ティ』 の m 被と した 香りの ように、 全世界に ひ 
ろが ってい ます」 

それだけでは ない。 アジア、 アフリカ、 ラテンアメリカ 三 大陸の 革命 組織を はじめ、 世界の 革命的な 組織と 労働 
者、 農民、 女性、 学生な ど、 広 はんな 各階 層の 人民 大衆 も、 金 日 成 首相の 偉大な 革命 思想と すぐれた 指導から 自己 
のた たかいの 道と 勝利を みてとり、 熱烈な 尊敬と 敬慕の 情を こめた 書簡を 首相に 数多く 寄せて いる。 

まさしく、 世界 革命の 傑出した 指導者 金 日 成 首相にたい する 全世界の 革命的 人民の 信頼と 支持は 絶対的で あり、 
その 権威は、 なにものを もってしても ゆるがす ことは できない。 

世界の 広 はんな 人民は、 四千 万 朝鮮人 民の 偉大な 領袖で あり、 洗練され た マルクス. レ ーニン 主義者で あり、 国 
際 共産主義 運動と 労働運動の すぐれた 指導者の ひとりで ある 金 日 成 首相を、 世界 革命の たぐい ま ^ な 指導者に いた 
だいて いる ことをこのう えない 幸福と 考え、 その 教えに したがって 新たな 勝利を めざし、 力強く 前進して いる。 
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第 七 章 四千 万 朝鮮人 民の 偉大な 領袖 

世界の 少なからぬ 国ぐ にの 民族の 歴史には、 ほまれ 高き 英雄 や 領袖たち がその 名を つらねて いる。 

しかし 金 日 成 首相の よぅに、 すぐれた 革命 理論と 偉大な 実績に よつて、 自国と 世界の 革命に 特出した 貢献を な 
し、 自国の 人民は むろん、 全世界の 進歩的な 人民 大衆から、 革命の 偉大な 領袖と して 絶対的な 支持と 尊敬を 集めて 
いる 民族の 英雄、 傑出した 領袖は まれで ある。 

かえりみれば、 わが国の 近代史は 沈痛を きわめた ものであつた。 無力で 老衰した 封建 李 朝政 権は、 侵略的な 外 勢 
の 波に 奔 弄され、 絶望的な 深みで もがき 苦しんで いた。 民族 ri' 怒りに ふるえた が、 団結の 中心が なか 今た。 

やがて 祖国は 日本 帝国主義の 植民地に 転落し、 民族は 暗たんた. る 月日を 羅針盤 も槽 ももたず、 波濤 荒れ狂ぅ 大海 
に 身を ゆだねる 運命と なつた。 そして 人民は、 塗炭の苦しみに おちこんだ 祖国を 救い、 民族を 明るく 新しい 社会の 
実現へ と 導く 指導者を 待ち こがれた。 

この 渴望 にこた えてたち あがつた 朝鮮人 民の 偉大な 領袖 こそ、 まさに 金 日 成 首相 その 人であつた。 

金 日 成 首相は、 民族 興亡の もつともけ わしく 激烈な 革命の 時代、 嵐の 時代の 領袖で ある。 

首相は 自身の 独創的な 革命 思想に よつて、 さげすまれ、 踏みに じられ てきた 人民を 闘士に 育て あげ、 武装 させ、 
祖国を 救つて それを 輝かしく 不滅の ものと した。 

首相は 一代で、 文盲と 貧困と 飢えに 苦しむ 祖国を 強力な 自立 的 民族 経済を もつ 社会主義 強国に かえた。 
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時代の 操縦皞 は 首祖の 手に しっかりと にぎられて いたし、 現代 朝鮮の 人民の 歴史は、 首柑 とその まわりに 団絳し 
て 前進して きた 人民の 行軍の 過程で 創造され た。 

まさに、 金 日 成 首相を 民族の 太陽と たたえる そのこと ばの なかには、 いかに 巨大で 深い 意味が こめられ ている こ 
と 力！ 

早く も 十四 歳の 少年の 身で 革命の 嵐に たちむかった そのと きから、 十五 年間の 偉大な 抗日 武装 闘争の 時期を へ 
て、 共和国 北半 部に 輝かしい 社会主義の 楽園を 築く までの 首相の 四十 余 年間に わたるた たかいの 歴史は、 ただ ひた 
すら 朝鮮人 民の 自由と 解放の ために、 朝鮮に おける 社会主義、 共産主義の 建設の ために、 国際 共産主義 運動と 民族 
解放 II 争の 勝利 的な 前進の ために、 自身の すべてを ささげて たたかって きた 偉大な 革命 闘争の 歴史で ある。 

この 歴史 こそは、 まさに、 もっとも 崇高な 一 共産主義者の 歴史にたい する 賛歌の なかで も、 もっとも 偉大な 闘争 
と 創造のう たであろう。 

首相は、 その 苦難に みちた 闘争の 日々 をつ うじ、 朝鮮 革命と 世界 革命の 発展に 寄与した 特出した 理論的、 実践的 
貢献に よって、 四千 万 朝鮮人 民 だけでなく、 全世界の 革命的な 人民から も、 偉大な 革命の 指導者と して 絶対的な 信 
頼と 尊敬を うけてい る。 

偉大な 金 日 成 首相を 領袖と して 推戴して いる 朝鮮人 民の 幸福と 誇りは、 たとえよう もな く 大きく、 また 高い。 

古くから、 共産主義 運動と 労働運動の 歴史に おいて、 努働者 階級の すぐれた 指導者が 革命運動の 発展に おいて、 
いかに 巨大な 役割を， 果たす かは 周知のと おりで ある。 

マルクス •レ！ ーン 主義は、 歴史を 創造して 発展させる ものは 人民 大衆で あると 教えて いる。 しかし これは、 歴 
史 発展の 過程で 果たされる 個人の 役割を 認めない とか、 革命 闘争に おける 指導者の 役割を 過小評価しても よいと い 
う 意味では ない。 
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こんにちまでの 人類の 歴史は、 いかに 進歩的な 階級であって も、 その 階級と、 その 階級の 革命 闘争を 正しく 導く 
ことができる 自己の 先進 的な 領袖を 推戴で きなかった .と きは、 絶対に 支配権を 確立す る ことができな いという こと 
を 教えて いる。 

労働者階級と 勤労大衆が 革命 闘争で 勝利す るた めには、 社会 発展にたい する 知識と 階級 M 争に かんする 理論に よ 
って 武装し なければ ならず、 科学的な 戦略 戦術を 身に つけなければ ならない。 

また 自己の 同盟 者を たたかい とり、 革命の 後続 部隊を 動員し、 それを 正しく 活用す る ことを 知らねば ならない。 

このす ベての 活動は、 ただ 労働者階級の 党と、 その 領袖に よっての み 解決され るので ある。 

労働者階級の 真の 領袖は、 共産主義 運動と 労働運動の すべての 経験を 一般化し、 マルクス •レー ー I ン 主義の 原理 
を 自国の 具体的な 実情に あうよう 創造的に 適用、 発展 させ、 人民 大衆に 正確な 闘争 綱領を 提示し、 革命と 建設の 各 
段階 ごとに 正しい 戦略と 戦術を うちたて、 人民 大衆の 革命 闘争を 勝利へ と 導いて いく。 そして 古くて 反動的な もの 
すべてを 一掃し、 新しい ものを 創造す る 革命 思想で 大衆を 武装 させ、 正確な 闘争 ス ロ ー ガンを さししめし、 複雑 多 
岐にわ たる 革命の 各 段階に おいて、 それに そくして 大衆を 力強く 組織 動員す る 問題は、 労働者階級の 卓越した 領袖 
が 党を 動かし、 党が 人民 大衆を ひきいて こそ 解決で きる ので ある。 

労働者階級の 領袖は、 労働者階級の 支配権が うちたてられた のちの 時期に おいては、 その 社会制度の 優越性を 十 
分に 発揮 させ、 その 社会の 発展を 促進させる うえで もき わめて 大きな 働きを する。 

いかにす ばらしい 武器であって も、 無能な 兵士の 手に かかって は 威力を 発揮で きないよう に、 りっぱな 社会制度 
がう ちた てられても、 その 国の 指導者が 自己の 領導的 使命を 十分に 果たす ことができない 場合は、 その 社会制度の 
優越性を 到底 発揮す る ことは できない。 つまり、 まったく 同じ 社会主義 社会であって も、 その 国の 領袖の 才能と 知 
勇、 政治的 手腕と 指導力の 如何に よって、 社会制度の 優越性の 発現 程度と 前進 速度が 左右され るので ある。 
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このように、 領袖の 役割の 問題は、 労働者階級の 革命 闘争の 全 歴史的 期間を つうじて、 その 死活 的な 運命に かか 
わる もっとも 深刻な 問題の 一つで ある。 

朝鮮 革命が たどった 道程は、 現代の いかなる 国、 いかなる 民族の 場合に もまして、 人民 大衆を もっとも 機敏に 勝 
利へ と 導く ことができる 卓越した 領袖の 指導を 切実に 要求した。 

それは 朝鮮 革命が 最初から、 それ 以前の どの 国の 革命よりも、 もっとも 困難で あり、 もっとも 複雑な 革命で あっ 
たからで ある。 

事実、 こんにちまでの 世界の 革命の 歴史には、 かつて 朝鮮 革命が 切り ひらいて きたよう な 苦難に みちた 独創的な 
道程を へた 革命はなかった。 

一般的に いって、 典型的な 資本主義 発展の 段階を へて いない アジア 諸国の 革命は、 多くの 未知数を のこして いる 
といわれて きたし、 とくに 朝鮮 革命にたい しては、 先行した マルクス •レ 11 ン 主義の 古典的な 理論家たち も その 
遂行 方法を 全然 予言で きなかった し、 また 予言で きる はず もなかった。 それほど 朝鮮 革命は、 従来の 既成の 公式な 
どでは 到底 解き ほぐす ことので きない 数多くの 新しい 理論的、 実践的な 課題を もっていた ので ある。 

したがって 先に 革命を 遂行した 国ぐ にの 経験 も、 一連の 特殊性から して、 より 複雑で 前例の ない 苦難に みちた 朝 
鮮 革命に とっては、 一つの 参考とは なっても、 決定的な ものとは なりえなかった。 

朝鮮 革命は 最初から、 だれも 歩んだ ことのない 新しい 道を 独創的に 切り ひらく 過程を たどって きたし、 それだけ 
に、 苦難に みちた ものでは あった が、 また 栄光の ある 革命と なった ので ある。 

まさに、 朝鮮 革命の このような 特殊性が、 革命を だれよりも 独創的に 機敏に 導く ことので きる、 たぐいまれな 天 
才的な 領袖を 切実に 待ち のぞんだ ので ある。 この 渴 望は、 ただ 金 日 成 首相が 革命の 陣頭に たつこと によっての み、 
全 的に いやされた。  / 
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ながいあいだ 波乱と 失敗を くりかえし てきた 朝鮮人 民の 民族 解放 闘争と 共産主義 運動は、 まさに 金 日 成 首相が 朝 
鮮 革命の 陣頭に たった その 瞬間から、 はじめて 科学的な 革命 路線と 戦略 戦術を もち 正しい 道を つきすすむ ことが で 
きたので あり、 確固不動の 勝利め ざして 前進す る ことができた ので ある。  ' 

すぐれた 革命 理論に 高い 組織的 手腕と 不屈の 意志を もつ 金 日 成 首相は、 だれも 切り ひらく ことができなかった 
朝鮮 革命の けわしい 道を 独創的に 打開し、 革命と 建設を 勝利と 栄光の 道 ひとすじに、 もっとも 模範的に 導いて き 
た。 

こうした 模範は、 それ 自体が 国際 共産主義 運動と 世界 革命の 発展にたい する 巨大な 貢献と なった。 

じつに、 かつて 大きく たちおくれて いた 朝鮮人 民が、 暗くな がい 苦難の 茨の 道を 勝利のう ちに 切り ひらき、 こん 
にち、 もっとも 先進 的な 人民の 隊列と 堂々 と 肩を ならべ、 わが国の 史上 かつてなかった 一大 民族的 繁栄 期を むかえ 
ている の も、 全 的に 金 日 成 首相の 天才 的な 指導が あった からこ そで ある。 

偉大な 領袖 金 日 成 首相は、 ひたすら 革命の ために、 朝鮮を 救い、 それを 輝かせる ために 生まれた 領袖で あり、 革 
命を 自身の 使命と して、 革命の ために 自己の すべてを ささげ、 生きる ょろこび も、 しあわせ も、 革命の なかでの み 
感じと る 領袖で ある。 

両親を はじめ、 すべてが 熱烈な 反日 革命 闘士で ある 革命的な 家庭に 生まれた 首相は、 年少の 身で 革命の 長途に つ 
き、 すでに、 学生時代に マルクス •レ ーニン 主義の 旗を かかげ、 大衆運動を 組織 指導す る 革命家と して ひろく 知ら 
れ ていた。 

こうした 首相であった からこ そ、 青少年 時代には すでに、 日本 帝国主義 者に とっては 恐怖の 対象と なり、 朝鮮人 
民には 希望の 灯台と なった ので ある。 

首相に おいては、 階級の 敵にたい する 炎の ょうな 憎悪と、 人民に たいする 熱烈な 愛と 大胆な 革命的 実践と が 有機 
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的に 統一され ていた。 

金 日 成 首相は、 人民の 敵にたい しては 毫も 容赦せ ず、 たたかいに おいて ひるむ ことを 知らぬ 闘志の 持主で あり、 
真理と 原則と 革命の 利益の ためには、 危険を も かえりみず 前進す る 不撓不屈の 革命家で ある。 

首相は、 犠牲と なった 戦友の まえでは 涙を 流した が、 難関の まえでは 涙す る ことを 知らなかった。 首相は、 もと 
もと 難関を 突破し なければ 革命を 成就す る ことができな いと 考えて いたた めに、 どんなに きびしい 試練 や 障害の ま 
えで も 失望す る ことを 知らなかった。 

前進して 突破す る こと、 革命して 創造す る こと、 これは 首相の もっとも 大きな 幸福で あり、 よろこびであった。 
そして 首相は、 生死を とした 危険 すら、 革命家 だけが 味わう ことので きる よろこびに かえた ので ある。 

だから こそ 首相は、 二十 一歳の 身で 抗日 遊撃隊を 組織し、 すぐれた 戦略と 千変万化の 戦術で 日本 帝国 41* の 百万 
大軍を 十五 星霜に わたって うちやぶり、 炎と 吹雪の 数十 万里を 踏破し、 やがて 祖国を 救った ので ある。 

ながい 歳月に わたる 抗日 武装 闘争は、 金 日 成 将軍が 導かなければ 不可能な、 そして 革命 隊伍の 保存 も、 終局 的 勝 
利 も のぞむ ことが 不可能な、 それほど 苦しく 難関の 多い 熾烈な 闘争であった。 

しかし、 人間の 生命と 闘志を 容赦な くう ちの めす 飢えと 病魔、 はげしい 寒さと 果てしない 行軍、 きびしい 情勢と 
間断な く つづく 敵軍との 激戦な ど、 最悪の 難関と 苦痛の なかに おいても、 将軍は 少しの 失望 も 動揺 もな く、 ひたす 
ら 十五 星霜を マルクス •レ ーー ーン 主義の 信念と 不撓不屈の 革命的 闘志を もってた たかいぬ き、 最後の 勝利を 手中に 
おさめる ことができた ので ある。 

解放 後、 共和国 北半 部に こんにちの ような 社会主義の 楽園が 築かれる までには、 じつに 形容で きない 数かず の 困 
難と 試練が よこたわって いた。 , 

しかし、 金 日 成 首相は 革命の 陣頭に たち、 このす ベての 難関を そのつど 果敢に のりこえ、 人民を 機敏に 動員し、 
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勝利に 勝利を かさねてき た。 

党と 国家の まえに 一時的な 困難が 到来し、 そのす きに 乗じて 分派 分子ら が 挑戦して きたと きに も、 それを 一撃の 
もとに うちくだき、 かえっ て 革命を 大きく 高揚 させた し、 また 世界 「最強」 を 豪語して いた アメリカ 帝国主義 侵略 
軍が、 誕生 まもない 共和国に 火を 放った とき も、 それに 断固と して 反撃を くわえ、 歴史的な 勝利を かちとった。 

さらに 戦後、 すべての ものが 破壊し つくされ、 なにから 先に、 どのように 手を つけるべき かが 混 とんと していた 
ときに も、 アメリカ 帝国主義を うちたおした その 気勢で 人民を 導き、 復興 建設の 世紀 的な 大 進軍を もたらした の 
も、 わが 金 日 成 首相であった。 

ある 国の 指導者たち が、 革命の 前途に 生じた 難関の まえで 右往左往して いたと き、 しかも、 帝国主義の 頭目で あ 
る アメリカ 帝国主義 者が 朝鮮で 新たな 戦争 挑発に 狂いた っていた ちょうど そのと きに、 マルクス •レ ー ニン 主義の 
原則と、 とくに 反帝 反米 路線を 徹底的に 堅持しながら、 経済 建設と 国防 建設の 二つの 戦線を 力強く おしすすめて い 
ったの も、 まさしく、 金 日 成 首相を おいて ほかには いなかった。 

このように、 金 日 成 首相は 不屈の 革命家、 真正な 共産主義者 である ばかりでなく、 人民の 名と 血で むすばれて い 
る 真の 人民の 領袖で ある。 

首相は 平凡な 人民の 息子と して 誕生し、 苦楽を 人民と ともに わかち、 人民の なかで 成長した。 

首相は 幼い ときから、 家庭と 自身の まわりに いる 人び とと 自然の すべてを つうじ、 歴史的に ひきつがれて きた 朝 
鮮 人民の 血 ぬられた 悲しみと 苦痛を 骨身に 徹して 感じと った • 

とくに 首相は、 不撓不屈の 反日 革命 闘士であった 父 金亨稷 先生と、 熱烈な 女性 革命家であった 母康 盤石 女史の 革 
命 活動を つうじ、 幼年時代から、 この 世では 人民の ために 働く ことほ ど 大きな 栄光は なく、 人民を 不幸と 苦痛から 
救う ことほ ど 重大な 仕事は ない と 考える ようになった 0 
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だから こそ 首相は、 人民の 抑圧 者、 侵略者を うちくだき、 人民を 解き放つ ことが 自身の 使命で あり、 それが 人民 
にたいする 真の 愛で あると 悟り、 革命 闘争に 一身を なげうっ たので ある。 

首相の 生きが いの すべては、 人民の ために 献身す る ことに あった し、 そうした 献身の よろこび も、 自身に かえっ 
てく る 栄誉に よってでは なく、 生産に はげみ、 たたかい、 革命を おしすすめる 人民の 偉勲の なかで もとめた。 

首相は、 一滴の 涙を 流す にも 人民の ために 流し、 笑い も、 憂い も、 ただ 人民の 笑いと 憂いの なかに こそ あった の 
である。 人民にたい する このような 熱烈な 愛は、 同時に、 祖国に たいする かぎりない 愛と むすびついて いた。 

首相 こそ、 まさしく 人民に もっとも 忠実な 領袖で あると 同時に、 故郷の 山河と 祖国の 大地を だれよりも 熱烈に 愛 
した 絶世の 愛国者で ある。 

首相は 人民を だれよりも たいせつに し、 愛した からこ そ、 つねに 人民の なかに あり、 人民の なかで その 声と 息吹 
きをき きとり、 そうする ことによ って 力と 勇気と 知恵を えたので ある。 また、 そうであった からこ そ、 すぐれた 人 
民の 領袖と して、 真の 教師と して 人民を 教育した ばかりでなく、 人民から 学ぶ ことに も 力を そそいだ ので ある。 

このような 首相で あるから こそ、 困難な 状況に つきあたった ときで も、 まず 自身が 先頭に たって 人民に 思いを は 
せ、 みずから 人民を たずね、 かれらと ともに 苦楽を 分かち あい、 大小 さまざまな 国事を かれらと ともに 話し あった 
ので ある。 

首相は、 苦難に みちた 抗日 武装 闘争の 時期、 敵弾に たおれた 隊員の ために 人知れず 涙を 流し、 深く 悲しみに とざ 
されて ただ 一人 夜を 明かした こと も 多かった。 また、 アメリヵ 侵略軍に 父母を 奪われた 一人の 孤児の ために も 胸を 
痛め、 ひと 晚 中まん じりと もせず 朝を むかえる こと もたび たびであった。 敵にたい しては 飛 虎の ように 勇猛で 非妥 
協 的な 首相であった が、 工場を たずねれば 慈愛に みちた 労働者の 父と なり、 農村へ ゆけば 農民の 素朴な 旧友と な 
り、 師とな って かれらと 膝を まじえ 農作業に ついて 話し あった。 
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首相は、 大小 さまざまな 国事に ついての 政策を 樹立す るに あたっても、 また 幼子の おもちゃ 一つを つくる につい 
て も、 つねにまず 人民を 考え、 人民と 相談した。 

祖国の まえに 一時的に 危機が せまった ときで も、 首相は 真っ先に 国の 柱で ある 労働者階級を たずね、 困難の 打開 
策を 語り あった し、 かれらの 炎の よぅな 革命的 決意に 新しい 信念と 勇気を えた。 

首相は また、 名もない 一 労働者の 確信に みちた 声の なかから も、 祖国の 輝かしい 未来を 展望し、 一老 母の 素朴な 
ことばに も、 領袖の まわりに 団結した 人民の 不敗の 威力と 革命的な 闘志を 感じと った。 

じつに 金 日 成 首相の 革命 活動の 全 期間は、 人民にたい する かぎりない 愛と 配慮に みち あふれて おり、 革命と 人民 
のためには 一身の 危険 も、 難関 も、 疲労 も 知らぬ 崇高な 徳性に つらぬかれ ている。 

だから こそ、 首相の 偉大な 構想に よって 世上に 明らかにされる すべての 政策と 路線、 教えと 指示は、 そのす ベて 
が 人民の ための ものと して、 人民の 絶対的な 支持と 賛同を えてい るので ある。 

偉大な 領袖 金 日 成 首相は、 このよぅに 人民の なかに 永遠に 生きる 人民の 領袖で あるが ゆえに、 人民と ともに かぎ 
りなく 偉大で あり、 巨大な ので ある。 

金 日 成 首相は 不屈の 革命家、 高潔な 人民の 領袖で ある ばかりでなく、 もっとも きびしい 風雪に たえて 鋼鉄の ごと 
くきた えられ、 ゆたかで 高貴な 経験を つみ、 もっとも 洗練され、 完成され た、 たぐいまれな 領袖で ある。 

首相は まさしく、 一つの 人民の 歴史、 一つの 民族の 歴史が 一世 代に 圧縮され た、 苦難に みちた 朝鮮人 民の 歴史的 
道程を 一身に になって 解決した もっとも 洗練され た 民族的 英雄で あり、 闘争と 創造と 勝利に つらぬかれた わが 民族 
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の 近代 革命 史を 陣頭で 組織し、 指揮した 偉大な 歴史の 創造者な ので ある。 

首相は、 激動す る 時代の 闘争と 創造の もっとも 傑出した 領袖で あり、 革命と 建設の 天才 的な 領袖で ある。 

首相は また、 かつての 革命 活動を つうじて、 強大な 二つの 帝国主義を うちやぶって 勝利した 鋼鉄の 統帥 者で あ 
る。 

中国大陸を 侵略し、 ィンドシナ半島と 太平洋 一帯を 併呑し ようとした 日本 帝国主義と 真っ向から 戦いを いどんで 
十五 年、 あらゆる 超人的な 悪戦苦闘を くりかえした 末、 ついに 敵を 擊 破して 栄え ある 勝利を かざり、 それからわず 
か 五 年後には、 世界制覇を 夢見ながら 誕生 まもない 共和国を 一気に 征服し ようとした アメリカ 帝国主義に たいし、 
人民を 機敏に 指導す る ことによって 世界史 上は じめ て アメリカ 帝国主義を 撃破した、 もっとも 英知 ある 勇猛な 領袖 
である。 

さらに 首相は、 凶悪な 帝国主義 者との たたかいで 洗練され た 鋼鉄の 統帥 者で ある ばかりでなく、 もっとも 困難な 
社会 革命を りっぱに 導いて 勝利した 革命と 建設の 老練な 領袖で ある。 

金 日 成 首相は 解放 後、 共和国 北半 部に おいて 困難 かつ 複雑な 二つの 社会 革命を、 それ も 類例の ない 困難な 条件の 
もとで 指導し、 どの 国よりも りっぱに 模範的に なしとげ ている。 いいかえれば、 首相は 解放 後、 アメリカ 帝国主義 
が 南 朝鮮を 占領し、 植民地 隸属化 政策を 実施した 困難な 条件の もとで 反帝 反 封建的 民主主義 革命を 指導し、 最短 期 
間 内に その 課題を もっとも 徹底的に 輝かしく 解決した し、 その後の 革命を た ゆみな く おしすすめて、 社会主義 革命 
の 課題を 提示し、 それを 精力 的に 導いて、 ふたたび 輝かしい 勝利を 達成した ので ある。 

すぐる 期間、 首相は 廃墟のう えに 社会主義の 楽園を 築く 復旧 建設の 荘厳な 大戦 闘を 組織 指導した し、 世人を 驚嘆 
させた 千里 馬 運動の 大 進軍 も 指導した。 

党と 国家 機関 内に 巣 喰った 分派 分子と 各種の 異色 分子ら との 闘争 も 先頭に たって 組織 展開し、 反帝 反米 闘争と 社 
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会 主義 陣営の 統一 団結の ための 闘争 も、 もっとも 原則的な 立場に たって くりひろげた。 

首相の 革命 歴史と 活動は かぎりなく ひろく、 深く、 巨大で あり、 活動に おける H ネル ギ— はお どろく ほど 強力で 
ある。 

国家 活動の 総 路線を 作成す る ことから はじまって、 南 朝鮮の 孤児たち を 救済す る 問題に いたる まで、 共産主義 運 
動の 統一 団結の ための 実践的 闘争から 人民軍 兵士たち の 射撃 訓練に いたる まで、 首相の 直接的な 指導と 関心の およ 
ばなかった 分野は ない。 

じつに、 われらが 敬愛す る 領袖 金 日 成 首相は、 これまでの 革命 活動を つうじ、 一国の 天才 的な 領袖と して、 また 
世界 革命の 卓越した 指導者の 一人と して、 あらゆる 試練を すべての りこえ、 なさねば ならぬ こと、 なしうる ことの 
すべてを 細大 もらさず 遂行し、 また 遂行して いるので ある。 

この 苦しくな がい 革命 活動を つうじて、 首相は 百戦百勝の 戦略 戦術を もつ 鋼鉄の 統帥 者と なり、 深く 豊富な 革命 
理論と 経験、 巨大な 業績と 卓越した 領導 芸術を かねそなえた すぐれた 領袖と なった。 また 革命と 建設を 指導す る 過 
程を つうじて 新しく 切り ひらいた 数多くの 理論的、 実践的な 模範に より、 マルクス •レ ーニン 主義の 宝庫を いっそ 
う 豊富に し、 世界 革命の 発展に 大きく 貢献した。 

じつに 歴史は、 金 日 成 首相の ように、 もっとも 苦難に みちた 革命の 風波を すべて 体験しながら、 あらゆる 分野に 
わたっ て 人民を 力強く 導き、 ひたすら 勝利と 栄光に 輝く 一国の 近代 革命運動 史をお りなした、 そのような 領袖を い 
まだ 知らない。 まさに 金 日 成 首相の ように 長期に わたり、 革命の 嵐の なかで もっと 豊富な 経験と 高貴な 革命 業績を 
つみ、 もっとも 傑出した 領袖に のみ 固有な 天才 的な 知恵と 不撓不屈の 闘志と 気迫、 深遠な 革命 理論と 卓越した 領導 
芸術、 高潔な 革命的 大衆 観点、 革命と 建設に かんする すべての 科学知識と 高い 文化的 素養 かねそなえた 領袖は ほか 

にいない。 
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金 日 成 首相は、 もっとも 老練な、 もっとも 完成した 労働者階級の 領袖 だけが もつ ことので きる、 そのす ベての も 
のを かねそなえて いたが ゆえに、 類例の ない ほど 複雑で 困難な 朝鮮 革命の 道を 主動的に 切り ひらき、 革命 活動の 全 
期間を つうじて、 ただの 一度の 過失と 失策 もな く、 人民を りっ ばに 導き、 ひた 丁ら 勝利に 勝利を かさねる ことが で 
きたので ある。 

まさに、 こうした 首相で あるから こそ、 帝国 者が 見さ かいな く ふるまって いる 現 情勢 下に おいても、 とくに 
帝国主義の 頭目で ある アメリヵ 帝国主義が 南 朝鮮を 占領し、 虎視 たんたんと 北半 部を ねらって いる 条件の もとで 
も、 寸分の 譲歩 やた めら いもな く、 徹底した 反帝 反米 闘争の 立場を 堅持しながら、 同時に、 どの 国よりも 革命と 建 
設を 正確に、 急速に おしすすめて いるので ある。 

また、 そのような 領袖で あるから こそ、 国際 共産主義 運動の 内部に 左右の 日和見主義が 徘徊す る 現 情勢 下に おい 
て も、 マルクス •レ！ ーン 主義の 革命的 原則と 純潔 性を かたく 守り、 共産主義 運動に おいて 新しく 提起され る 複雑 
な 理論、 実践的 問題に 天才 的な 回答を あたえ、 マルクス •レー ニン 主義の 宝庫を 豊富に する 輝かしい 模範を しめし 
ている ので ある。 

金 日 成 首相は、 このように たぐいまれな、 偉大な 領袖で あるが ゆえに、 自分自身の 力を 信じる まえに 他人の 力に 
大きく たよったり、 自分では 考え もせず、 他人の 考えに たよって その 真似 ごとに 汲々 とする ような 現象にたい して 
は、 少しも これを 許さない ので ある。 

もともと 複雑 多難な 未開拓地の 連続で ある 朝鮮 革命 それ 自体が、 こうした 腑ぬ けの 立場と 態度を 一蹴し、 ひたす 
ら 自主、 自立、 自衛の 革命的 立場に しっかりた つ ことを 要求した。 

このような 朝鮮 革命の 要求を 反映し、 金 日 成 首相は 革命 活動の 初期から、 主体 思想に もとづく 独創的な 指導 理論 
を 創始し、 それを 革命と 建設の 過程で 自由自在に 駆使した。 
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まさにそう したから こそ、 首相は、 だれも 切り ひらく ことので きなかった 波乱 万丈の 朝鮮 革命を 果敢に おしす す 
め、 偉大な 勝利を かさねる ことができ たので ある。 

首相が 創始し、 自身の ながい 革命 実践を つうじて 体系化した、 思想に おける 主体、 政治に おける 目 主、 経済に お 
ける 自立、 国防に おける 自衛の 原則に ょって つらぬかれた 主体 思想 —— 、これを 真髄と する 首相の 偉大な 革命 思想 
は、 朝鮮 革命を 完成し、 朝鮮人 民を 社会主義、 共産主義へ もっとも 正しく 導き、 ひいては 世界 革命を 勝利へ 導く、 
現代の もっとも 正確な マルクス •レ II ン 主義 的 指導 思想で ある。 

したがって、 この 思想を 指針と して さししめされる 金 日 成 首相の すべての 路線と 政策、 教示と 命題には、 まずな 
にょりも 朝鮮人 民の 革命的 気質と 朝鮮の 気概が 生きて いるので ある。 

また そこには、 必ず マルクス •レー ニン 主義 fe 革命的 原則と 真髄が つらぬかれて おり、 独創性と 創造性が 脈う 〇 
ている。. 

まさに、 世界 革命にたい する 卓越した 戦略から 朝鮮 革命の 戦略 戦術に いたる まで、 社会主義 革命と 建設で 提起 さ 
れ るすべ ての 理論、 実践的 問題から 人民の 衣食住の 問題を 解く ことにいた るまで、 首相が さししめした すべての 路 
線と 政策は、 その どれ もが マルクス •レー ニン 主義の 普遍的 真理と 朝鮮の 具体的 実情に あわない ものは なく、 独創 
性と 創造性が 躍動して いない ものは 一つ もない。 

また そのために、 金 日 成 首相の すべての 路線と 政策は、 その どれ もが 世上に しめされる やい なや、 はかり 知れな 
い 生活力と 感化 力を もってすべ ての 人民の 心を とらえて いる。 

じつに、 朝鮮人 民の 繁栄と 勝利 的な 前進の 道程は、 ただ 金 日 成 首相の 偉大な 革命 思想、 主体 思想の 輝かしい 具現 
の 道程で あり、 勝利の 道程な ので ある。 

首相は 自身の 独創的な 指導 思想、 指導 理論を 創始した だけでは なく、 その 指導 思想を 貫徹す る 朝鮮 革命の 参謀 
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部、 すなわち 朝鮮 労働党を 創建し、 それを 苦難に みちた 革命 闘争の なかで 鍛練し、 洗練され た 必勝 不敗の 軟闘 的な 
マルクス •レ— ニン 主義の 党に 強化 発展 させた。 

金 日 成 首相は、 すでに 革命 活動の 初期から 堅実な 闘士たち を 団結 させ、 革命的に 教育し 鍛練しながら、 朝鮮に お 
いて 社会主義、 共産主義を 実現す るた めの マルクス •レ 1 ーン 主義 党 創建に 心血を そそいだ。 

首相は 自身の 積極的な 闘争に よって、 抗日 武装 闘争の 時期に マルクス •レ— ニン 主義 党 創建の ための 組織 思想 的 
準備を おこない、 これに もとづいて 解放 後の 複雑 多難な 時期に 敏速に マルクス •レー ニ ン 主義の 党を 創建した。 

そして、 創建され た 党を 強力な 革命的 党に きたえる ため、 あらゆる 努力を はらって きた。 

金 日 成 首相の このような 賢明で 積極的な 導きが あった からこ そ、 朝鮮 労働党は 創建 当初から こんにちに いたる ま 
での 二十 余 年間、 帝国主義と 内外の 反動 勢力に 反対す るた たかいで つねに 勝利す る ことができた し、 共産主義 運動 
の 隊列の なかに 発生した 各種の 日和見主義を うちやぶる ことができた ので ある。 そして 革命 活動の 実践 闘争の なか 
で、 より 豊富な 経験を つんだ 老練な 党に、 どのような 嵐に も 微動 だに しない 百戦百勝の マルクス •レー ニ ン 主義の 
党に 成長した ので ある。 

首相は 党を 創建し、 それを つねに 組織 思想 的に きたえながら 党の まえに 明確な 目標を さししめし、 前人未到の 栄 
え ある 革命の 道へ と 党を 大胆に 導いて いった。 

そして 革命と 建設の 実践を つうじて、 朝鮮 革命の 全般的な 新しい 構想を 輝かしく 実現した ので ある。 

首相は 党を 導き、 革命と 建設を 勝利へ と 導く 全 過程で、 革命的な 大衆 路線と、 そこから 生まれる 人民 的 活動 作風 
と 人民 的 活動 方法を 徹底的に 堅持した。 

人民 大衆の 力と 知恵を 信じ、 それに 徹底的に 依拠し、 すべての 革命 課題を 遂行す る ことは、 首相が 一貫して 堅持 
てきた 革命的 大衆 路線で あり、 人民 的 活動 作風であった。 
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首相は、 「革命は 人民の ための 事業で あり、 人民 自身の 活動」 であると いうと ころから、 革命と 建設を 促進す る 
うえで、 どのような 条件の もとで も 人民 大衆の 創造力を 最大限に 動員し、 かれらの 情熱と 創意 性と 才能を 全面 酌に 
発揮 させた。 

首相は つねに 大衆の なかにはい り、 かれらと ともに 国事を 相談し、 つねに 政治 活動を 先行 させ、 大衆の 無限の 力 
と 知恵を 革命と 建設の 勝利 ひとすじに 導いて きた。 

金 日 成 首相は つねに、 革命と 建設が 提起す る 成熟した 問題を そのつど 科学的に とらえ、 現在 および 遠い 未来に た 
いする 精密な 分析と 大衆の 力と 知恵を 打算し、 路線と 政策を うちたてた のちには 不撓不屈の 革命的 意志と たぎる 情 
熱、 無比の 革命的 展開 力と 賢明 かつ 具体的な 指導を もって、 それを 最後まで つらぬいて きた。 

活動を くりひろげる ときには、 複雑な 環の なかで もつ ねに 中心的な 環を とらえ、 それに 「火力」 を 集中 させ、 い 
ったん 一つの 「高地」 を 占領した のちには、 ひきつづき 新しい 「高地」 の 占領へ と 導きながら、 大衆を 継続 革新、 
継続 前進へ ふるいたたせた。 

まさに、 このような 革命的 大衆 路線と 人民 的 活動 作風、 活動 方法に よって、 金 日 成 首相の 指導力は 文字 どおり 必 
勝 不敗で あり、 いたるところで 超人的な 奇跡を 生み だした ので ある。 

首相は まさしく、 偉大な 領導 芸術の 体現 者で ある。 

かつての 革命 活動の 全 期間に わたり、 首相が なしとげた 偉大な 業績は、 かぎりなく 大きく、 また ぽう大 である。 

いま 共和国 北半 部に 生み だされた 社会と 自然に おける あらゆる 世紀 的な 変化は、 その すべてが 全 的に 金 日 成 首相 
の 天才 的な 指導と、 朝鮮 労働党の 先鋒 的 役割に よっ てな しとげられた ものである。 

こんにちの 共和国 北半 部は、 苛酷な 搾取と 圧迫、 世紀 的な たちおくれと 貧困が 支配した 過去の 涙の 地では なく、 
わが 人民 も、 かつての 亡国の 民、 踏みに じられ、 さげすまれ、 ありと あらゆる 虐 # こ， 血の 淚を 流して きた、 そのよ 
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うな 人民では ない。 

こんにちわが 人民は、 四千 万 朝鮮人 民の 偉大な 領袖 金 日 成 首相の 賢明な 導きを うけて おり、 首相が 創建した 百 戦 
百 勝の マルクス •レ 11 ン 主義 党で ある 朝鮮 労働党の 指導を うけてい る。 

金 日 成 首相の 賢明な 導きの もとに、 かつては 大きく たちおくれ、 貧苦を きわめた 北半 部に、 いまでは すべてが た 
がいに たすけあい、 はげまし あいながら 幸福に‘ 暮らす、 もっとも 先進 的な 社会主義 制度が うちたてられ、 政治に おい 
ては 自主的で あり、 経済に おいては 自立 的で あり、 国防に おいては 自衛 的な 社会主義 強国が 築き あげられ ている。 

また、 科学と 技術が 急速に 発展し、 社会主義 的 民族 文化が 燦然と 花 ひらき、 数千 万に およぶ 技術者と 民族 幹部の 
大 部隊が 成長して いる。 

こんにち、 共和国 北半 部の 全人 民は、 捧 取と 圧迫が 永遠に 一掃され た りっぱな 社会主義 制度の もとで、 衣食住に 
たいする 不安 や 病気の 治療にたい する 心配、 子弟の 教育にたい する 心配 も 知らず、 たのしく 働き、 しあわせに 生活 
している。 

朝鮮人 民は 社会主義 制度の もとで、 領袖の まわりに 政治 思想 的に ますます かたく 団結して おり、 革命と 建設の 困 
難な たたかいの なかで 英雄的な 人民に 成長した。 

人民に たいする 教育と 鍛練は、®^ と 党の もっとも 重要な 活動 分野の 一つで ある。 

それは 人民にたい する 教育と 鍛練の 程度に よって、 革命と 建設の 成果と 未来が 大きく 左右され るからで ある。 

朝鮮人 民を 革命的に 教育し、 鍛練す る 活動で、 金 日 成 首相が つみあげた 偉大な 成果は、 その 革命 活動に おける も 
っと も 輝かしい 勝利の 一つで ある。 

こんにち、 朝鮮人 民が そなえて いる、 みずからの 領袖、 党、 国家、 制度にたい する 献身的な 忠実 性、 熱烈な 革命 
性と 団結の 精神、 共産主義 的 同志 愛と 集団 的 英雄主義、 労働にたい する 愛と 不撓不屈の 闘志、 思想 的な 純潔 性と 楽 
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天性、 物質的な 条件に おいて だけでなく 崇高な 政治的 生命と 精神の 領域に おいても 幸福を もとめる ことを 知る 高度 
な 文明 性、 敵と 不正にたい する 非 妥協 性と 熱烈な 闘争 精神な ど、 この 高まい な 気質の 全面的な 開花 —— 、ここに 
は、 金 日 成 首相の 領導 芸術の 偉大 さが 燦然と 輝いて いるの だ。 

人民を このように 革命的に 教育した 金 日 成 首相には、 ただ 勝利と 栄光の みが 約束され ている。 

朝鮮人 民は みずからの 実際の 体験と 信念に よって、 領袖と 党を かぎりなく 信頼して おり、 領袖の 思想と 党の すべ 
ての 政策と 路線を 自己の 死活 的な 問題と してう けと め、 領袖と 党、 祖国と 人民の ために、 自分自身の 幸福の ために 
すべてを ささげて たたかって いる。 

じつに、 五 千年に わたる わが国の 歴史に おいて、 朝鮮人 民が 千里 馬 時代の こんにちの ように、 堂々 と 希望に みち 
あふれた 生活と 闘争を おしすすめて きた 時代は、 かつてない。 

共和国 北半 部に 築かれた このす ベての 奇跡的な 変化と その 過程は、 事実上、 一国の 偉大な 領袖が 革命を どのよう 
に 遂行し、 社会主義と 共産主義は どのように 建設し なければ ならない かにつ いて、 もっとも 貴重な 模範を 創造した 
ことを耷^^する。 

金 日 成 首相は、 共和国 北半 部に おける 革命と 建設を、 つねに 南 朝鮮人 民を 解放し、 祖国を 統一させる ための 民族 
至上の 課題と むすびつけて きた。 

首相は 二十 余 年間、 祖国の 統一 問題にたい してつね に 主導権を にぎって いる。 自主 統一の 革命的で 公： 明 正大な 
原則に よって、 南北 朝鮮人 民の 確固と した 支持を よびおこし、 アメリヵ 帝国主義 者と その 手先ら を 孤立 させた の も 
金 日 成 首相で あり、 南 朝鮮 革命の 戦略 戦術を さししめし、 南 朝鮮人 民に 革命の 糧 、解放の 旗 じる しを さずけた の も 
金 日 成 首相であった。 

金 日 成 首相は、 四千 万 朝鮮人 民の 偉大な 領袖で ある ばかりでなく、 国際 共産主義 運動の 傑出した 指導者と して、 
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世界 革命の 発展には かり 知れぬ 巨大な 貢献を なした。 

首相は まずな によりも、 朝鮮 革命と 建設を 導く 過程で 蓄積した 自身の 豊富な 経験に より、 マルクス •レ ーニン 主 
義の 思想 的 財 富を ゆたかに し、 それに よって マルクス •レー ニン 主義を いっそう 発展 させ、 新しくより 高い 段階へ 
ひきあげた。 

これと ともに 首相は、 国際 共産主義 運動が 新しい 発展 段階には いった こんにち、 社会主義、 共産主義の 建設で 提 
起される 新しい 先鋭 的な 数多くの 理論、 実践的 問題にたい して、 もっとも 正確な 解答を あたえた。 

首相は、 国際 共産主義 運動の 隊列 内に 発生した 左右の あらゆる 日和見主義に 反対し、 マルクス •レー ニン 主義の 
純潔 性を 固守す るう えで も、 共産主義 運動の 統一 団結を 達成す るう えで も、 世界 革命の 陣頭に たって 特出した 貢献 
をな している。 

また、 すでに 下り坂に さしかかった アメリカ 帝国主義が 世界 各地で 火遊びに 狂い たって いる こんにち、 もっとも 
革命的で あり、 戦闘的な 反帝 反米 闞争の 戦略を 提示し、 その 最前線で アメリカ 帝国主義の 手足を しばりつけ ている 
の も 金 日 成 首相で あり、 民族 解放 闘争が すすむべき、 もっとも 正確な 方向を しめして いるの も 四千 万 朝鮮人 民の 偉 
犬な 領袖 金 日 成 首相で ある。 

まさにそう であるから こそ、 世界の 数多くの 国ぐ にの 指導者と 人民 大衆は、 金 日 成 首相を 心から あおぎ、 かぎり 
ない 尊敬と 信頼を よせてい るので ある。 

首相にたい する 惜しみない 尊敬と 信頼の 賛歌は、 アジアと ョ ーロッ パ、 アフリカと ラテンアメリカから、 たたか 
うべ ト ナムと キュ ー パから、 革命を おこなう 人民、 竪実な 共産主義者たち と 労働者階級が 存在す るすべ ての 国ぐ に 
から 高まり、 強く ひびきわたって いるので ある。 

世界の 革命的 人民、. 堅実な 共産主義者と 革命家たち は、 金 日 成 首相を、 「どの 国の 指導者と も 対比す る ことが で、 
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きない jr 国際 共産主義 運動と 労働運動の もっとも 偉大な、 洗練され た 指導者」 として、 「もっとも 卓越した マルク 
ス •レー ニ ン 主義者」 として、 「全世界の 革命的 人民の 偉大な 領袖」 として あおぎみ、 首相に ついて 学ぶ ことを 
革命 勝利の 確固と した 保障で あると 考えて いる。 

このょうに 金 日 成 首相は、 朝鮮 革命と 国際 共産主義 運動、 世界 革命の 発展に 寄与した すぐれた 貢献に ょって、 朝 
鮮 人民と ともに 全世界の 革命的 人民が 一致して あおぎみる 偉大な 革命の 領袖と して、 絶対的な 信頼と 尊敬を うけて 
いるので ある。 

絶世の 愛国者で あり、 民族的 英雄で あり、 百戦百勝の 鋼鉄の 統帥 者で あり、 国際 共産主義 運動と 労働運動の すぐ 
れた 指導者の 一人で ある 偉大な 領袖 金 日 成 首相を 自己の 領袖と して 推戴して いる 四千 万 朝鮮人 民は、 世界で もっと 
も 幸福な 栄光に みちた 人民で ある。 

まさにそう であるから こそ、 朝鮮人 民は こんにちの すべての 勝利と 自身の 宰福 について 考える たびに、 偉大な 領 
袖 金 日 成 首相を 胸に 描き、 領袖を 民族の 太陽と して あおぎ、 敬慕して いるので ある。 

朝鮮人 民は、 金 日 成 首相が 導く かぎり、 祖国と 人民の 前途には 必ず 勝利と 栄光が あると いう ことを 体験を つうじ 
て 知っている。 だから こそ 領袖の 真の 革命 戦士と して、 永遠に 領袖に 忠実で あり、 その 導きの もとに 最後までた た 
かいぬ く 決意を かため、 金 日 成 首相 以外には だれを も 知らず、 その 革命 思想 以外には いかなる 思想を も 知らぬ 領袖 
の 戦士と なる ために、 すべての 情熱を かたむけ ている。 

偉大な 領袖に したがって 前進す る 朝鮮人 民を はばむ ことは できない。 革命と 建設の もっとも 困難な 試練に うち 勝 
ち、 もっとも 困難な 条件の もとで も 強敵を 屈服 させた 領袖と 人民には、 勝利 だけが 約束され ている 最後の 戦闘が あ 
るの みで ある。 - 

アメリヵ 帝国主義 者には、 なんらの 勝算 もない。 
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かれらが 万一、 かつての 朝鮮戦争に おける 惨敗の 教訓を 忘れ、 見さ かいな く 挑戦して くるなら ば、 終局 的な 滅亡 
をまぬ がれる ことは できないで あろう。 

金 日 成 首相は、 革命的 大高揚 にわく 社会主義 朝鮮の 高峰に たって いる。 そこでは、 北半 部の 燦然た る 楽園と 暗黒 
の 南 朝鮮が 一望の もとに 見 わたされ、 硝煙け むる 世界の すべての 反帝 戦線が うかびあがって くる。 

首相は 天才 的な 慧眼を もって、 そのす ベての 細部まで 見と おし、 その すべてに 勇気と 知恵を あたえて いる。 

金 日 成 首相の たつと ころ、 そこには 首相が 朝鮮人 民を 導き、 築き あげてき たかぎ りない 偉業が 存在す る。 夜空の 
星ょりも 数多い 巨大な 業績は、 その 一つ一つが 黄金の 塔の ごとく そびえて 林立し、 その 一つ一つが 炎の ごとく 光を 
放ち、 そこに こめられた 叙事詩 的な たたかいを 物語って いる。 

その 偉業の 燦然た る 輝きは 千万 年に わたって 光を なげ、 すべての 後裔の 未来を 照らす であろう。 そして かれら 
は、 自己を 生みは ぐんだ 楽園の ふところで、 つねに 偉大な 領袖 金 日 成 首相の あたたかい 手を 感じ、 崇高な 使命を 果 
たして ゆく であろう。 

南 朝鮮が 解放され、 祖国が 統一され る 日は 遠くない。 アメリヵ 帝国主義 者と その 手先 どもを 一掃した 祖国の 地で 
金 日 成 首相を あおぎみ、 しあわせにつつ まれて 泣き 笑う 日は もう 近い。 

金 日 成 首相にたい する 四千 万 朝鮮人 民の 感謝と 敬慕の 情は、 内外す ベての 同胞たち とともに、 幼子と 母親たち も 
宰福 にみ ちて うたう 『金 日 成 将軍の 歌』 となり、 朝鮮の 津 々浦々 にまで ひびきわたって いる。 

わたし も 金 日 成 首相の 万年 長寿を ねがい、 その 歌を もって、 このな がい 稿を とじる ことにしょう。 

長 白の 山な み 血に そめて 
鴨 緑の 流れを 血に そめて 
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自由 朝鮮き ずくた め 
戦いき たりし その あとよ 

ああ、 その 名 も 高き 金 日 成 将軍 
ああ、 その 名 も ゆかし 金 日 成 将軍 

満州の 吹雪よ 語れ かし 
密林の 長き 夜よ 告げよ かし 
不滅の パルチザンは そ も誰ぞ 
絶世の 英雄は そ も誰ぞ 
ああ、 その 名 も 高き 金 日 成 将軍 
ああ、 その 名 も ゆかし 金 日 成 将軍 


. 金 日 成 首相の 主要 活動 年表 


金： 日 成 首相の 主要 活動 年表 

•  (一九 一二 年 四月〜 一九 六 七 年 十二月) 

* 

il 九 一一 一 ¥• 四月 十五 日ビ 日ン ヤン 市万景 台 区域 万 景台里 (当時、 平安 南 道 大同 郡 古平 面 南 

里) において、 金亨稷 先生と 康 盤石 女史の 長男と して 誕生。 

ヤ 九 t 七 年 三月 二十 三日  金亨稷 先生が 反日 地下組織 である 朝鮮 国民 会を 組織。 

一九 一七 年の 秋〜 一九 一八 年の 秋  金亨稷 先生が ピ 3 ンャン の 監獄に おいて 獄中 闕争を 展開。 

一九 一九 年の 夏〜 一九二 三年 一月  中江鎮 、臨 江を へて 八道 溝の 小学校で 学ぶ。 

金亨稷 先生が 中江鎮 、臨 江、 八道 溝に おいて 反日 闘争を 継続 ❶ 

.1 九 二 三年 二 月〜 一九二 五 年のは じめ 故郷の 彰徳 学校で 学ぶ。 

一九二 五 年のは じめ (十四 歲)  祖国 解放の 大志を いだき 鴨 緑 江を わたる。 

一九二 六 年 六月 五日  金亨稷 先生 逝去。 

一九二 六 年の 夏〜 秋  樺 甸県華 成 義塾に 入学し 非合法 組織 E  •  U (打倒 帝国主義 同盟) を 

組織。 秋に 華 成 義塾を 中退し 撫 松で セナ ル 少年 同盟を 組織。 

一九 一一 七 年の 春  吉林毓 文中 学校 入学。 ここで マルクス •レ ー -ーン 主義を 探求。 
一九二 七 年の 春〜 一九二 八 年  吉 林では じめ て 共産主義 青年 同盟を 組織。 反帝韋 同盟を 組織。 

朝鮮人 留吉 学友会を 指導。 吉 林で おこなわれた 安昌 浩の 民族 改 
良 主義 的 演説を 論®。 

康 盤石 女史、 撫 松で 婦女 会主 任と して 活動で 
1 九 二八 年 十月〜 十一月  吉会線 鉄道 敷設 反対 闘争を 姐 織 指 ST 
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金 日 成 首相の 主要 活動 年表 


一九二 九 年の 春  r 南満 青 総 大会」 に 参加した が、 柳 河 県 三 源 浦で 民族主義 者 0 

分裂 行動を 糾弾す る 弾劾 文 発表。 

一九二 九 年  満州 反動 軍閥に 反対す る 青年 学生の 同盟休校 闘争を 組織 指導。 

一九二 九 年下 半期〜 一九 三〇 年の 春  吉林 監獄で 獄中 聞 争。 植民地 民族 解放 問題、 朝鮮 f 路線な ど 

を 研究 0 

一九 三 〇 年の 夏〜 一九 三 一年のは じめ 朝鮮 f にかんする 主体的な マルクス •レ i ーン 主義 的 革命 路 

線を 提示。 抗日 武装 鬪争 のために 共産主義者たち の 武装 組織で 
ある 朝鮮 袤 軍を 組織 〇吉東 地区で 共 青 組織を 指 ST 卡倫 、孤 
楡樹 、五家 子、 敦 化、 安 図 地方の 農民 大衆の なかで 活動。 農村 
青少年の なかで 軍事訓練を 実施。 

一九 三 〇 年 八月  武装 闘争の 最初の 試みと して 国内に 武装 グル— ブを 派遣。 武装 

グル ーブ 責任者の 叔父 金亨権 先生は、 豊山 、洪 原な どで 活動 
中、 日本 帝 B. 主義者に 逮捕され 一九 三 五 年、 ソゥル 西 大門 刑務 
所で 獄死。 

一 ^' 三 一年の 秋  九 二八 「満州事変」 のの ちに 開催され た 窗 地方 f 組織 貴 

任 者 集会で、 抗日 武装 闘争 路線を 具体化。 

一九 三 一年 十 一 月  明月 溝 会議に 参加し、 抗日 遊 擊隊の 組織 問題を 討議。 

一九 三 一年の 秋〜 一九 三 二 年の 春  間 島 朝鮮 農民の 秋収 暴動と 春慌 暴動に 農民 大衆を 組織 動員。 

一九 三 二 年 四月 二十 五日  抗日 遊 擊隊を 創建。 

一九 三 二 年の 夏  民族主義 者たち の 武装 力で ある 独立 軍の 司令 梁 世 奉と 談判、 民 

族 団結を ょびかける。 

I 九 三 二 年 七月 三十 一日  康 盤石 女史 逝去。 
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金 日 成 首相の 主要 活動 年表 


一九 三 二 年の 夏〜 I 九 三 五 年  東満 各県に 遊擊 根拠地 ^ ^ 放 地区を 創設。 根拠地 内に 人民 革 

命 政府を 樹立。 土地改革を はじめと する 社会経済 i を 指導。 

1 九 三 三年 六月  「反日 部隊」 の 頭目 呉義 成と 談判。 

一九 三 三年 九月  東 寧 県 城 進攻 戦闘を 指揮。 

一九 三 三年 十二月〜 一九 三 四 年 一月  小汪 清遊 擊 根拠地の 防御 戦闘を 指揮。 

一九 三 五 年 二月〜 三月  大荒歲 会議、 腰 営 溝 会議で 反 「民生 団」 闘争の 左翼 偏向 路線な 

どを 批判。 

一九 三 五 年 六月〜 一九 三 六 年 二月  老黑山 戦闘を 指揮。 北満 遠征 おこなわれる。 各 部隊が 南 満洲、 

東 満州、 国内 各地に 進出。 

一九 三 六 年 二月  南 湖 頭 会議を ひらき、 反日 民族 統一戦線、 党 創建 準備のょり 積 

極 的な 推進 おょび 遊 繫隊の 鴨 縁 江 沿岸、 白 頭 山 西南 部 地帯への 
進出 方針を 提示。 

一九 三 六 年 五月  東崗 会議で 南 湖 頭 会議の 方針を 具体化。 

一九 三 六 年 五月 五日  祖国 光復会 創建。 十大 綱領を 発表。 機関誌と して 『三 •一月 

刊』 の 発刊 決定。 金 日 成 将軍が 祖国 光復会 会長に 推戴 さる。 

一九 三 六 年 八月 十七 日  撫松県 城 進攻 戦闘を 指揮。 

一九 三 六 年下 半期  白 頭 山 根拠地 創設。 

一九 三 七 年 一月  甲 山 一帯の 祖国 光復会 下部組織の 一つ 朝鮮 民族 解放 同盟 結成。 

一九 三 七 年 六月 四日  普天堡 戦闘を 指揮。 朝鮮人 民に つげる 布告 文を 発表。 

一九 三 七 年 六月 三十日  間 三 峰 戦闘を 指揮。 

一九 三 七 年 九月  日本 帝国主義の 中日 戦争 挑発 一 七 •七 事変と 関連し 国内 人民 

につげ る アビ ールを 発表。 
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一九 三 七 年 十一月〜 一九 三 八 年 三月  馬塘 溝で 軍政 学習を 指導。 

一九 三 八 年 十一月  南 牌 子 会議で 極左 冒険 主義 路線で ある 熱 河 遠征を 批判。 三 個の 

方面 軍を 編成。 

一九 三 八年士 一月〜 一九 三 九 年 四月  南 牌 子から 長 白への 苦難の 行軍。 

一九 三 九 年 五月 一日  長 白 県小徳 水で おこなわれた メ—デ I 慶祝 大会で 演説。 

一九 三 九 年 五月 十八 日〜 二十 三日  茂 山地 区 戦鬪を 指揮。 

一九 三 九 年の狹 〜 一九 四〇年 のは じめ 白 頭 山 東北 部 一帯で 大 旋回 作戦を 指揮。 

1 九 四〇年 八月  第二次世界大戦の 勃発と 関連し、 教化 県 小 爾巴嶺 会議を 召集、 

会議で 最後の 決戰に 対処す る 方針を 提示。 小 部隊 活動へ 移行。 
i 九 四 一年の 春  注 清、 延吉 、東 寧な ど 各県と 国内に おける 小 部隊 おょび 武装 グ 

ル！ プの 軍事 政治 活動を 指揮。 武装 グル ーブ は羅津 、雄 基 一帯 
で 活動。 

日本 帝国主義の 太平洋戦争 開始に 対応した 人民 革命軍の 活動 方 
針を 提示。 

戦争 情勢の 新たな 転換と 関連し、 最後の 決戦に 対処す る 準備 活 
動を 推進。 武装 グル— ブが東 満州と ピョンヤン、 会 寧、 雄 基、 
清津 、羅津 一帯で 活動を 展開。 

ソ連の 対日 宣戦布告を 契機に、 朝鮮人 民 革命軍に 日本 帝国主義 
にたいする 最後の 攻擊 命令を くだす。 

朝鮮人 民 革命軍が 雄 基 郡 一帯での 戦闘を はじめ、 羅津 、清 律、 
羅 南、 元 山 解放 戦闘な どを 展開。 

一九 四 五 年 八月 十五 日  朝鮮人 民、 日本 帝国主義の 植民地 支配から 解放され る。 朝鮮人 


九 四 五 年 八月 八日 
九 四 五 年 八月 九日〜 十五 日 


一九 四 一年 十二月 

一九 四 二 年〜 一九 四 五 年 八月 
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金 日 成 首相の 主要 活動 年表 


一九 四 五 年 八月 十五 日 


一九 四 五 年 十月 十日 
一九 四 五 年 十月 十三 日 

一九 四 五 年 十月 十四日 

一九 四 五 年 十一月 一日 

一九 四 五 年 十一月 十五 日 

一九 四 五 年 十二月 十七 日〜 十八 日 

一九 四 五 年 十一月〜 一九 四 六 年 一月 


九 四 六 年 二月 八日 
九 四 六 年 三月 四日 
九 四 六 年 三月 五日 
九 四 六 年 If 二十 三日 
九 四 六 年 五月 二十 一日 
九 四 六 年 六月 二十四日 
九 四 六 年 七月 二十 二日 


民 革命軍の 祖国 凱旋。 

金 日 成 将軍が 指導した 栄え ある 抗日 武装 闞 争の 偉大な 勝利。 日 
本 帝国主義の 敗亡。 朝鮮 解放。 絶世の 愛国者で あり、 民族的 英 
雄で ある 朝鮮 革命の 偉大な 指導者 金 日 成 将軍の 祖国 凱旋。 
朝望鮮 共産党を 創® f 党の 政治 路線と 組織 路線を 提示。 

各 道 党 貴 任 幹部たち のまえ で 『新 朝鮮 建設と 民族 統一戦線に つ 
いて』 演説。 

ビ S ン ヤン 市民 衆 大会で 祖国 凱旋を 内外に 宣布。 

党 機関紙 『正路』 発刊。 

党 中央 組織 委員会 第二 回 拡大 執行委員 会を 指煢 
党 中央 組織 委員会 第三 回 拡大 執行委員 会を 指 ST 
大衆 社会 a 体な どの 結成を 指 ir 北朝鮮 民主 女性 総 同盟 結成 
(一九 四 五 年 二月 一八 日)。 北朝鮮 職業 総 同盟 結成 (一九 四 五 
年 一一 月三〇 日)。 北朝鮮 民主 青年 同盟 結成 (一九 四 六 年 一月 一 
七日)。 北朝鮮 農民 同盟 結成 (一九 四 六 年 一月 三 一日)。 

北朝鮮 臨時 人民委員 会を 樹立し、 その 首班に 推戴され る。 

党 中央 組織 f 会 第五 回 拡大 執行委員 会を 指, 

土地改革 法令を 発布。 

二十 か条 政綱のを 発考 

普通 江 改修工事 着工 式に 参 席し 最初の シャベルを とる。 

労働法 令を 発布。 

北朝鮮 民主主義 民族 統一戦線を 結两 
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一九 四 六 年 七月 三十日  男女平等 権 法令を 発布。 

一九 四 六 年 八月 十日  重要産業 国有化 法令を 発布。 

1 九 四 六 年 八月 二十 八日〜 三十日  北朝鮮 労働党 創立 大会で 『勤労大衆の 統一的 党の 創建の ため 

に』 を 報出〇" 北朝鮮 労働党を 創立。 党 機関紙 一 r 労働 新聞』、 雑誌 
『勤労者』 発刊を 決定。 

一九 四 六 年 九月〜 十月  南 朝鮮 労働者た ちの 九月 ゼネスト。 十月 人民 抗争。 

1 九 四 六 年 十 I 月 三日  朝鮮での 最初の 民主 選挙で ある 北朝鮮 道、 市、 郡 人民委員 会委 

員 選挙を 実施。 平安 南 道 江. 東 郡 選挙区で、 平安 南 道 人民委員 会 
委員に えらばれる。 

一九 四 六 年 十一月 二十 五日  建国 思想 総動員 運動 —— 思想 意識の 変革の ための たたかいを 展 

開す る 方針を 提示。 

一九 四 七 年 二月 二 ± 百  北朝鮮 人民委員 会を 組織。 その 首班に 推される。 北半 部で 社会 

主義への 過渡期 はじまる。 自立 的 民族 経済 建設 路線を 明示。 

一九 四 七 年 三月 十五 日  北朝鮮 労働党 中央委員会 第 六 回 会議を 指 ST 

1 九 四 八 年 二月 八日  不敗の 革命 武力 一 ^ 雄 的な 朝鮮 人民軍を 創考 閲兵 式で 『朝 

鮮 人民軍 創建に 際して』 演説。 

一九 四 八 年 三月 二十 七日〜 三十日  北朝鮮 労働党 第二 回 大会を 指導。 

一九 四 八 年 四月 二十日〜 二十四日  南北 朝鮮の 政党、 社会 団体 代表者たち の 連 席 会議を 指考 

1 九 四 八 年 九月 九日  栄え ある 朝鮮民主主義人民共和国を 創建し、 その 首班に 推戴 さ 
、  れ る。 

一九 四 九 年 二月 士 百〜 十三 日  北朝鮮 労働党 中央委員会 第五 回 会議を 指 

1 九 四 九 年 六月 二十 五日  祖国 統一 民主主義 戦線を 結两 


514 


金 日 成 首相の 主要 活動 年表 


一九 四 九 年 六月 三十日  南北 潮鮮 労働党の 合芎 その 委員長と なる。 

i 九 四 九年士 一月 五日〜 十八 日  党 中央委員会 第二 回 総会^® 考 

一九 五〇年 六月 二十 五日  アメリカ 帝国主義と その 手先 李承晩 一味の 共和国 北半 部にたい 

する 武力 侵攻。 祖国 解放 戦争 開始。 

一九 五〇年 六月 二十 六日  朝鮮 人民軍 最高 司令官で あり、 百戦百勝の 鋼鉄の 統帥 者で ある 

金 'B 成 首相が、 『すべての 力を 戦争 勝利の ために』 を 放送 演與 
軍事 委員会を 組織し、 その 委員長に 推される。 

一九 五〇年 六月 二十 八日  ソウル 解放 戦瀾を 指揮。 

一九 五〇年 七月 八日  演説 『アメリカ 帝国主義 者の 武力 侵攻を 断固 粉砕し ょぅ』 を 放 

送 0 

1 九 五〇年 七月 二十日  大田 解放 戦闘を 指揮。 

一九 五〇年 十一月 二十日  朝鮮 人民軍の 禿魯江 軍政 幹部 会議を 指弩 

一九 五 〇年士 一月 二十 一日〜 二十 三日 党 中央委員会 第三 回 総会を 指導 

一九 五一 年 九〜  一、 ニニ 高地 戦闘を 指揮。 

1 九 五一 年 十一月 一日〜 四日  党 中央委員会 第 四 回 総会を 指 嘩 

1 九 五 二 年 二月 一日  道、 市、 郡 人民委員 長 ^ ょび 党 指 _ 部 連 席 会議で、 『現段階 

における 地方 政権 機関の 任務と 役割』 にたいして 演 IT 

一九 五一 一年 六月 二十 一日  楽 元 機械工 場を 現地 指導 

一九 五 二年士 一月 五日〜 十八 日  歴史的な 党 中央委員会 第五 回 総会を 指 噚 

1 九 五三 年 七月 二十 七日  金 日 成 首相の すぐれた 指導の もとに、 祖国 解放 戦争で 朝鮮人 民 

が 偉大な 勝利を 達成。 アメリカ 帝国主義の 敗北。 

一九 五三 年 八月 三日  降 仙 製 銅 所を 現地 指 
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金 日 成 首相の 主要 活動 年表 


一九 五三 年 八月 五日〜 九日  戦後の 社会主義 基礎 建設の 総 的 課題と、 独創的な 社会主義 経済 

建設の 基本 路線を 提示。 党 中央委員会 第 六 回 総会を 指 
党 中央委員会 第 七 回 総会を 指導。 

党 中央委員会 三月 総会を 指 ST 
党 中央委員会 十一月 総会を 指 fr 
党 中央委員会 四月 総会を 指 sr 

朝鮮 f の 性格と 課題に かんする テーゼ 『すべての 力を 祖国の 
統一 独立と 共和国 北半 部に おける 社会主義 建設の ために』 を 発 
表 0 

一九 五 五年士 一月 二〜 三日  党 中央委員会 十二月 総会を 指 IT 

一九 五 五 年 十二月 二十 八日  党の 宣伝 扇動 活動家たち のまえ で、 『思想 活動に おいて 教条 主 

義と 形式主義を 一掃し、 主体を 確立す る ことにつ いて』 演雖 
一九 五六 年 四月 二十 三日〜 二十 九日  朝鮮 労働党 第三 回 大会を 指考 
一九 五六 年 八月 一日  東方で 最初の 全般的 初等 義務教育 制を 実施。 

一九 五六 年 八月 三十日〜 三十 一日  党 中央委員会 八月 総会を 指導 
1 九 五六 年士 一月 十一 日〜 十三 日  歴史的な 党 中央委員会 十二月 総会を 指 ST 

金 日 成 首相が 創造した 社会主義 建設に おける 朝鮮 労働党の 総路 
線 —— 千里 馬 運動は じ まる。 

一九 五 七 年 四月 十八 日〜 十九 日  党 中央委員会 四月 総会を 指 
一九 五 七 年 十月 十七 日〜 十九 日  党 中央委員会 十月 総会を 指 辱 
一九 五 七年士 一月 五日〜 六日  党 中央委員会 十二月 拡大 総会を 指 
一九 五八 年 三月 三日〜 六日  朝鮮 労働党 代表者 会議を 指導。 


1 九 五三 年士 一月 十八 日〜 十九 日 
一九 五 四 年 三月 二十 一日〜 二十 三日 
一九 五 四 年 十一月 一日〜 三日 
一九 五 五 年 四月 一日〜 四日 
一九 五 五 年 四月 


-V 
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金 日 成 首相の 主要 活動 年表 


一九 五八 年 六月 五日〜 七日  党 中央委員会 六月 総会を 指導。 

一九 五八 年 八月  金 日 成 首相の 独創的な 協同 化 方針の 偉大な 勝利。 農村 経済の 協 

同化と 個人 商工業の 社会主義 的 改造が 完成。 

一九 五八 年 九月 二十 六日〜 二 十七 日  党 中央委員会 九月 総会を 指導。 

一九 五八 年 十月 二日  全般的 中等 義務教育 制を 実施し、 技術 義務教育 制を 準備す る こ 

とに かんする 法令 発表。 

一九 五八 年 十一月 二 十日  全国 市、 郡 党 委員会 宣伝員の ための 講習会で、 『共産主義 教育 

について』 演説。 

一九 五 九 年 一月 五日〜 九日  全国 農業協同組合 大会を 指導。 

一九 五 九 年 二月 二十 三日〜 二十 五日  党 中央委員会 二月 総会を 指導。 

一九 五 九 年 六月 二十 七日〜 三十日  党 中央委員会 六月 総会を 指導。 

一九 五 九 年 十月 十四日  全国 地方 産業 おょび 生産 協同組合 熱誠 者 大会を 指導。 

一九 五 九 年 十二月 一日〜 四日  党 中央委員会 十二月 拡大 総会を 指導。 

一九 六〇年 二月 八日  平安 南 道 江 西 郡 青山 里 党 総会で、 『社会主義 的 農業の 正確な 運 

営の ために』 と 題して 演説 ◊偉大な 青山 里 精神、 青山 里方 法を 
創造 0 

一九 六〇年 四月 十九 日  李承晩 ファッショ 統治に 反対す る 南 朝鮮人 民の 大衆 的 蜂起。 李 

承晚 かいらい 政権の 崩壊。 

一九 六〇年 八月 八日〜 十一 日  党 中央委員会 八月 拡大 総会を 指導。 

一九 六〇年 八月 二十 二日  全国 千里 馬 作業班 運動 先駆者 大会を 指導。 

一九 六〇年 十二月 二十日〜 二十 三日  党 中央委員会 ± 一  月 拡大 総会を 指導。 

一九 六 一年 三月 二十日〜 二 十二 日  党 中央委員会 三月 総会を 指導。 
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金 日 成 首相の 主要 活動 年表 


一九 六 一年 四月 七日 

一九 六 一年 九月 十一 日〜 十八 日 

一九 六 一年 十一月 二十 七日〜 

十二月 一日 

一九 六 一年 士 一月 

一九 六 二 年 三月 六日〜 八日 

一九 六 二 年 八月 七日〜 八日 
一九 六 二 年 十二月 十日〜 十四日 
一九 六 三年 五月 十三 日〜 十五 日 
•一九 六 三年 九月 三日〜 五日 
一九 六 四 年 二月 二十 五日〜 二十 七日 

一九 六 四 年 六月 二十 五日〜 二十 六日 
一九 六 四 年 十二月 十四日〜 十九 日 
一九 六 五 年 三月 二十 五日 
一九 六 五 年 四月 十四日 

一九 六 五 年 六月 二十 九日〜 七月 一日 
一九 六 五 年 十月 十日 


党 中央委員会 常務 委員会 北 青 拡大 会議を 指導。 

勝利者の 大会、 団結の 大会 —— 朝鮮 労働党 第 四 回 大会を 指導。 

党 中央委員会 第 四 期 第二 回 総会の 拡大 会議を 指導。 

大安 電機 工場と 粛川 郡にたい する 現地 指導。 社会主義 経済に た 
いする 共産主義 的 指導 管理 体系を 確立。 

党 中央委員会 第 四 期 第三 回 総会の 拡大 会議を 指導。 『党 組織 事 
業と 思想 事業を 改善 強化す る ことにつ いて』 結論を くだす 0 
地方 党 おょび 経済活動 家の 昌域連 席 会議を 指導。 

党 中央委員会 第 四 期 第五 回 総会を 指導。 

党 中央委員会 第 四 期 第 六 回 総会を 指導。 

党 中央委員会 第 四 期 第 七 回 総会を 指導。 

党 中央委員会 第 四 期 第 八 回 総会を 指導。 『わが国に おける 社会 
主義 農村 問題に かんする テ— ゼ』 を 発表。 

党 中央委員会 第 四 期 第 九 回 総会を 指導， 

党 中央委員会 第 四 期 第 十回 総会を 指導。 

朝鮮 農業 勤労者 同盟を 創立。 

『朝鮮民主主義人民共和国に おける 社会主義 建設と 南朝 鮮$ 
について』 を 発表。 

党 中央委員会 第 四 期 第 十 I 回 総会を 指導。 

党 創建 二十 周 WK 祝 大会で、 『朝鮮 労働党 創建 二十 周年に 際し 
て』 と 題して 報告。 


ko 


ko 


ko 


518 


金 日 成 首相の 主要 活動 年表 


一九 六 五 年 十一月 十五 日〜 十七 日 
一九 六 六 年 三月 二十 八日〜 四月 四日 
一九 六 六 年 四月 二十 九日 
一九 六 六 年 十月 五日〜 十二 日 


一九 六 六 年 十一月 二十四日 

一九 六 七 年 五月 四日〜 八日 
一九 六 七 年 五月 二十 五日 

一九 六 七 年 六月 二十 八日〜 七月 三日 
一九 六 七 年 八月 士百 
一九 六 七 年 十二月 十六 日 


党 中央 委負会 第 四 期 第 十二 回 総会を 指導。 

党 中央委員会 第 四 期 第 十三 回 総会を 指導。 

農業 現物 税制を 完全に 廃止す る ことにかん する 法令 発表。 

国際 共産主義 運動と 労働運動の 卓越した 指導者の 一人で ある 金 
日 成 首相が、 歴史的な 朝鮮 労働党 代表者 会議で、 『現 情勢と わ 
が 党の 任務』 にたいして 報告。 朝鮮 革命と 国際 共産主義 運動 お 
よび 全般的 世界 革命運動の 画期的 発展の ための 偉大な 革命 路線 
を 提示 0 

アジア 最初の 全般的 九 年 制 技術 義務教育を 実施す る ことにつ い 
ての 法令を 発表。 

歴史的な 党 中央委員会 第 四 期 第 十五 回 総会を 指導。 

党 思想 事業部 門 活動家たち のまえ で、 『当面する 党 宣伝活動 方 
向に ついて』 演説。 

党 中央委員会 第 四 期 第 十六 回 総会を 指導。 

労作 『反帝 反米 闘争を 強化し よう』 を 発表。 
朝鮮民主主義人民共和国 政府 政綱 『国家 活動の すべての 分野で 
自主、 自立、 自衛の 革命 精神を いっそう 徹底的に 具現し よう』 
を 発表 0 
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あとがき 


あとがき 

これは、 白峯著 『民族の 太陽 金一^ 成 将軍』 第二 部 第 八 章、 すなわち r fflt 鮮を 自立 経済の 国に」 から、 第 十四 章 
「四千 万 朝鮮人 民の 偉大な 領袖」 までを 訳した ものである。 

これで、 『民族の 太陽 金 日 成 将軍』 第一 部、 第二 部を 日本語に 完訳した ことになる。 

もともと 朝鮮語と 日本語は たいへん 近い ことばで、 他の どの 国の ことばに 飜 訳す るより 容易で あるは ずに も かか 
わらず、 まだまだ 十分な 日本語とは いえない ものにし かならなかった。 

これは ひとえに、 われわれ 飜訳 委員会の 力不足の いたす ところで、 著者 および 読者の みなさんには、 すまない こ 
とで あると 思う。 気づいた 点は、 今後の 増 版のと きにな おしてい くつ もりで ある。 

これで 読者の みなさんは、 四千 万 朝鮮人 民の 偉大な 領袖 金 日 成 首相の 輝かしい 半生に ついて、 おおむね 理解され 
たこと と 思う。 

そして、 それと 同時に、 かつて 日本 帝国主義の 支配の もとで、 すべてを 奪われて あえいで いた 朝鮮と、 その 暗黒 
のなかで、 光を もとめて 雄々 しくたち あがった 朝鮮人 民の 英雄的な 姿を 知っていた だけた と 思う。 

事実、 この 『金 日 成 伝』 第一 部、 二部、 三部は、 朝鮮人 民の 偉大な 領袖 金 日 成 首相の 伝記で あると 同時に、 一九 
一〇年 以降 こんにちまでの 朝鮮人 民の 輝かしい 闘争の 歴史で も ある。 朝鮮に おける 真の 革命の 歴史は、 金 日 成 首相 
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が 革命の 道に 第一歩を しるした そのと きからは じ まるので あり、 また 朝鮮の 共産主義 運動の 四十 余 年の 歴史は、 そ 
のま ま 金 日 成 首相の 革命 闘争の 歴史で ある。 

わたしたちは、 日本の 読者の みなさんが この 伝記を とおして、 朝鮮の 自主的 平和 統一と 社会主義の 終局 的な 勝利 
のために、 朝鮮人 民の 先頭に たって すすむ 現代の 偉大な 英雄 金 日 成 首相を 深く 知っていた だくと 同時に、 首相の 教 
えを 胸に、 その あとに つづく 英雄的な 朝鮮人 民を もよ く 理解して くださる よぅ 切望す る。 

わたしたちは、 この 伝記を 読まれた 日本の 読者の みなさんが、 さらにす すんで、 金 日 成 首相の 労作を 日本語訳し 
た 『金 0| «| ^3罾集』 や， その 主体 思想を 体系的に わかりやすく 解説した 『現代 朝鮮の 基！^ 題』 など も、 あわせ 
て 読んで くださる よぅね がって やまない。 

一九 七〇年 二月 八日 

朝鮮 人民軍 創建 二十 二 周年 記念日に 

『金 日 成 伝』 飜訳 委員会 
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訳者との 協定に 
より 検印 廃止 


乱丁  • 落丁は 本社に て お 取替え 致します, 


白峯著 •金 日 成 伝 翻訳 委員会 訳 
金 日 成 伝 < 第三 部 > 
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